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民俗学 篇 I 魔の 系譜 \神* 人間 • 動物  編集の しおり ー 


谷川 健 一 先生と 私  石井忠 

昭和 四十 四 年、 勤めが 玄界 沿岸の 小さな 町に 移った。 家 も 勤めに 近い 海の 側に 代って から、 三 歳の 

娘と 海岸 散歩 をす るの が 日課と なった。 浜に 打ち寄せられた 貝殻 を 娘と 拾う うちに、 いつしか 私が 漂 

^^物に熱中し、 黒潮の 分流 対 馬 暖流に よって 運ばれる 南方 果実 • 種子 や、 海に 棲む 動物、 棄 てられた 

民具 類 等まで、 あらゆる もの を 採 梨す るよう になって しまった。 当然、 動植物の みならず 民俗 や 歴史 

等の あらゆる 分野の 知識が 必要に なって、 色々 な 文献に 目を通す ことにな つた。 

昭和 四十 九 年 一 月だった。 何気なく 本屋 をの ぞくと 『アニマ』 (平凡 社) という 動物 雑誌が 目につい 

た。 K をめ くって いると、 谷川 健 一先 生の 動物 民俗 誌の 連載が はじまつ ていた。 第一 回 は 「霊界 を は 

ばた く 白鳥」 で 大きな 感銘 を 受けた。 二月 号 は r ゥミ へビの ゆくえ」 で、 セグ ロウ ミへビ の 話だった" 


谷 W 健 一 著作 集 第一 巻 


この ゥミ へビは 冬に 仮死 状態で 漂着す る。 動物 的な こと は 知ってい たが、 民俗 的な こと はこれ が はじ 

めて で、 私 は 貪る ように 読んだ。 九月 号の 「猪と ともに 生きる 山の 民」 では、 そこに 記されて いる 大 

分 県 大野 郡野津 町の 西 神 野の シシ 権現の 岩窟まで 訪ねて 行った。 九州の チべ ット みたい な 辺鄙な とこ 

ろであった。 十二月に はセグ ロウ ミへビ の 多く 寄る 山陰の 浜 を 歩いた。 いつの 間に か、 すっかり 谷川 

民俗学の 虜 とな つてし ま つていた ので ある。 

私 は 先生に 手紙 を 書き、 漂着 物に 関する 二、 三の 拙文 を そえた。 今まで 学者 や 研究者に 手紙 を 書き、 

教え を 乞うた こと もあった が、 ゴミを 拾って いる 者に 教えて くれる 人 は 少なかった。 なかには 「手紙 

はこれ つきり にして 下さい」 と 書かれた もの もあった。 それだけに 先生から いただいた 手紙と 電話に 

は大 感激だった。 

海岸 歩き も 五 年が 経過し、 報告 を 動植物 雑誌に 発表して きたが、 あまり 反響はなかった。 ただ マス 

コミは 興味本位 によく 取材に きた。 私の 研究 を 真正面から 取り あげ 評価して 下さった の は、 先生が 最 

初であった。 昭和 五十 年 九月 発行の 『野性 時代』 に 「黒潮と 民俗」 の 中で、 私の ことが 紹介され た。 

私 はこれ をき つかけ に、 民俗 的な 面に も 目 を 広げて 行く ようになった。 そして あらゆる 文献 を ひも 

とく 度に、 先生の 編集 や 著書に 接し、 先生の 仕事の 大きさ、 幅広 さに 驚いた。 『日本 庶民 生活 史料 集 

成』 (三 一書 房) 『風土記 日本』 『日本 残酷 物語』 (平凡 社) 等 あげれば きりがない ほどで ある。 

昭和 五十二 年に は、 今まで 雑誌に 書いて きた もの を まとめて、 地元の 西日本 新聞社から 『漂着 物の 

博物 誌』 として 出版す る ことにな り、 先生に 序文 をお 願いした。 「柳 田 国 男が 生きて いたら」 では じ 

まるこの 序文が あつたから こそ、 私の 拙い 文が 生きた ので ある。 だれもが 「あの 序文 はいいな ァ」 と 


いう。 海岸 歩きの 時 は、 この 冒頭の 部分 をい つも 眩く。 漂着 物、 所詮 それ はゴミ である。 ゴミを 拾う 

引け EI みた いなもの がいつ もつ きまとう。 先生の 序文 は 私に 励ましと 自信 を あたえて くれる ので ある。 

その 年の 十一 月、 海の 正倉院 として 著名な 沖の 島 を 祀る宗 像 大社で、 特別 展 「海と 神と 人」 が 開か 

れた。 そして 記念 講演に は 先生が 来 福され はじめてお 会いした。 長身の 先生に、 私 はます ます 小さく 一 

なって しまった。 先生 はこの 日、 東京から 直接 福 岡へ こられた ので はなく、 北陸 • 山陰 を 回って、 福- 

岡が 最終 地であった。 一月のう ちの 半分 は 旅 をされ ている と 先生の 著書で 読んだ ことがある。 実際に 一 

a 分で 歩き、 目で 確かめ、 多くの 人達に 会い、 それに 文献 や 資料 を 縦横に 駆使され ている ところに、 

先生の 学問と しての 強さと、 説得力が ある。 講演 は 「耳と 目の 結婚」 という 題で、 会場 は 満員だった。 

昭和 五十 四 年 六月 『青銅の 神の 足跡』 (染英 社刊) を 出版され た。 銅鐸と いう 古代の 謎に 満ちた 青銅 一 

器 を 民俗 的な 目で、 しかも 多くの 文献 を 掘りお こし、 出土 地 を 克明に 追い、 歩き、 考古学の 成果 をと 一 

り 入れた もので、 先生の 代表的な 著書の 一 つに 数えられる ものである。 私 は 本書 を 「民俗学と 考古学 一 

の 結婚- と 思って いる。 今後の 考古学 は、 もっと 民俗学の 力 を 借りるべき であろう。 私 は その 出版 記 一 

念パ ー ティに 出席 させて いただいた。 著書で しかお 目に かかれな か つ た 著名な 作家 • 国文学 者 • 大学" 

教授に 会い、 お祝いの 言葉 は 何 を 言った か 覚えて いない ほど 興奮した。 しかし、 それ 以外に、 先生の 

魅力 や 人柄に ひかれて、 谷川 一家み たいな ものが ある ことに 気がついた。 これ は 谷川 先生の 暖かい人 一 

柄の なせる わざであろう。 一 介の 田舎 教師に でさえ 目 をむ けて 下さる 暖かさで はなかろう か。  一 

今夏、 私 は はじめて 八重 山 • 沖繩 方面へ 十日 間の 旅 をした。 カバ ンの 中に 『埋もれた 日本 地図』 一 

(筑 摩窗 房) を 入れる こと を 忘れなかった。 機内 や 旅館で 幾度 も 読んだ。 サン ゴ礁、 コバルト ブル ー の- 


自然の 美し さに 心が 奪われ そうな 沖繙の 旅に、 離島 苦、 太平洋戦争での 島民の 呻吟にまで 目 をむ ける 

谷川 民俗学の 心 を、 私 も 少し は 見て きたよう な 気がする。  (漂着 物 研究家) 

谷川 先生と 若 狭  小 畑 昭 A 郎 

私の 日誌 を ひらけて みると、 谷川 健 一先 生との 最初の 出会い は、 昭和 四十 六 年 九月 二十 八日の こと 

である。 若 狭 地方 は、 小 浜 八幡 神社の 放生会 も 終り、 そろそろ 秋 も 深まろうと している ころで、 図書 

館の 乱雑な 狭い 事務室へ、 ひょっこりと、 長身の 眼光の するどい 方が 見えられた。 これが 谷川 先生で 

あった。 

あの 日の こと は、 今でも 新鮮な 思い出と して 私の 脳裏に ある。 この 時の 谷川 先生の 話 は、 私 は 今 も 

あちこちで 引用 させて もらって いるが、 「沖 織と 若 狭の ことにつ いて、 何 か 知っている ことが ありま 

せんか」 という 質問であった。 

私 は その 数年 前から、 現代詩 や 児童文学 (民話) の 他に 民俗学 を やろうと 思い、 この 地方の 古老た 

ちに、 いろいろ 昔の 話 を 聞き あるいて いた。 その 中の ある 老人から 「昔 (戦前) 沖撾の 人が 小 浜の 浜 

辺に やって きて 魚 をと つていた な あ、 あの 連中が くると 小 浜に 夏が きたと みんない つた もんじ や」 と 

いう 話 を 聞いて いた。  • 

ふと その 話 を 思い出し、 何げ なく 話す と、 谷川 先生 は、 すぐさま ひざ を 打って、 「あ、 それ は糸満 
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漁師です よ」 と、 いわれた。 私に は 何の こと やら 分らず とまどって いたが、 丁寧に 教えて くれたので 

ようやく 理解で きた わけであった。 それ も その はず 図書館に ある 多くの 郷土史 料 や 民俗 資料の 中に 糸 

満 という 文字 は どこに も 見当らず、 私に とって はまつ たく 新しい 事柄で あつ たわけで ある。 

私 はこの こと を 経験して から、 それまでの 私の 民俗の とらえ 方に 大きな 疑問 を もつ ようにな つ た。 

とくに 若 狭 地方の 民俗 • 文化の 研究 は、 この 一地 域内で どんなに 多く 収集し 分類しても、 その 淵源 を 

さぐる こと は 不可能で あり、 もっと 違った 方向から 求めるべき であると、 そのと き 私の 胸に 強烈に ひ 

びいた。 

谷川 先生の この ひと 言が 多くの 本 を 読む 以上に 私に 民俗の 目 を 開かせて くれた。 

沖繙の 南から 黒潮が 日本海に 入り 若 狭の 沿岸 を 洗い、 小 浜 湾に は 亜熱帯植物の 北限 地の 蒼 島が あり、 

人魚に まつわる 八 百 比丘尼の 物語が ある この 若 狭 地方に 住む 私に は、 この ことがあ つてから、 はるか 

遠い 沖繩 が、 とても 身近な ものに 思える ようになった。 このように 思って いると、 谷川 先生 は、 沖纈 

から 若 狭へ 黒潮に 流されて きた マ ー メン (£R の 人魚) のように 思われた。 

またもう 一 つ 谷川 先生が 若 狭で 求めて いるもの は 「青」 である。 谷川 先生の 求める 「青」 は 地名で 

あり 神社で あるが、 私 は、 谷川 先生と 「青」 そのものの 色彩に 興味 を もっている。 つまり 先生の ロマ 

ンは 「青」 の 幽玄の を 形づくって いると 思って いる。 それ は 奥深くて 微妙で、 容易に はかり しれ 

ない。 しかも、 やさしく 優雅な 世界で ある。 谷川 先生 はこうした 手法で 民俗学 を 古代人の 思想にまで 

さかのぼらせる。 それが また 他の 人が 入り こめない 固有の 世界 を もってい ると 私 は 思って いる。 古今 

多数の 文献から 独創的な 思想 をえ ぐり 出し、 それに 超人的な 行動 力に よ つ て 得た 資料で 私たち 読者に 


その 幽玄の 世界 を 解き あかして くれる ので ある。 

谷川 先生が、 若 狭で 一度 だけ、 非常に 興奮され て 語られた ことがある。 それ は、 幾度 目 かの 産 小屋 

の 調査に こられた ときの ことで ある。 

柳 田 国 男 も 「ゥ ブス ナ」 が どこに 由来す る 語 か 分らない といって いるが、 谷川 先生 は、 敦賀 市の 半 

島の 僻地、 常 宮ゃ繙 間の 村まで 出かけて 行き、 その 村の 老女から、 産 小屋に 敷く 砂 を r ゥ ブス ナ」 と 

呼ぶ という こと を 聞き だされた。 私 は その 直後に 先生と お 会した ので あるが、 小 浜の 小さな 喫茶店で、 

おだやかな 先生に はめず らしく 目 を かがやかせて、 柳 田 国 男が わからなかった r ゥ ブス ナ」 が 解明で 

きたと 私に つげて くれた。 早く だれかに 話したい という 心よりも、 柳 田 国 男 も、 大藤 ゆき も 瀬 川 清 子 

も 大間知 篤 三 も 産 小屋の 論文の 中で 誰れ も 気づかなかった が、 いま、 若 狭 湾の 海辺まで 何度も 通いつ 

めた 果てに 足で みつけた の だよ、 こうして 先人 を 乗り こえて 行 くんだ よ、 という こと を 私に いい 聞せ 

て くれて いるものと 思い、 学問の きびしさ を 目の前にした 感激 を 身に うけながら、 谷川 先生の よろこ 

び を わけて もらって 私 も よろこんだ。  (小 浜 市立 図書館長 補佐) 

私の 進路 を 決定した 出会い  比 嘉康雄 

谷川 先生と 私が 最初に 出会った の は 今から 七 年 前の 初春であった。 その 時分の 沖繙は 本土 復帰して 

間が なく、 ドルが 生活から 消え、 円に なれ かけた 頃であった。 ある 日沖纈 タイ ムス 社から 電話で 写真 
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撮影の 仕事の 依頼が あった。 平凡 社の 依頼 を 受けた 沖 縛 タイ ムス 社が 私 を 推薦して くれた その 仕事の 

内容 は、 平凡 社 発行の 『ァニ マ』 の 取材で、 取材 地宮 古. 八重 山 群島、 取材 日数 二十日 間、 筆者 は 谷 

川 健 一氏 だとい う。 私に とって は 最初の 本格的な 仕事で あつたので 喜んで 引き受ける 事に した。 谷川 

健 一 氏の 経歴 や 著作 を 教えて もら つ たが、 当時の 私 は 勉強 不足で 先生の 著作 を 知らな か つ た。 

谷川 先生と 那覇の 空港で お会いして、 その 足で まず 宮 古島に カメラ マ ン として 同行 させて もらった n 

先生 は宮 古島に 到着した その 日から 精力 的に 人に 会われ 取材 を 開始され た。 先生の 取材 は宮 古島の 民 

俗に 関する ものが 主であった。 それ は 私に とって は、 他人から 父親の 少年 時代の 話 を 聞かされ ている 

ような 今と は あまり 関係の ない 遠い昔の 話の ように 思えた。 私 は 谷川 先生に お会いす る 五 年 前に、 十 

年 勤めた 警察 を 辞め、 当時 本土 復帰 運動 や ベトナム戦争の 前 戦 基地で あり、 アメリカの 占領下に あつ 

た沖繩 をなん とか カメラで 記録 報道 出来ない もの かと 考え、 一 念 発起 権力 側から 百八十度の 転換 をし、 

私な りに 激動 期の 沖 織に 関わり、 その後 復帰 も 終わり 一段落した ところで、 三十 年余 私達の 沖 繙を占 

領 した 国、 アメリカ を この 目で 見て やろうと 考えて いた。 谷川 先生に お会いし たの は 丁度 その 頃で あ 

る。 だから 当時の 私に とって 宮 古島の 民俗 は 遠い昔の 話に 聞こえた ので ある。 

ちょうど 私達が 宮 古に 滞在中に 狩 侯 村で 「オヤ ガン」 という 祭りが あった。 谷川 先生から 「す ばら 

しい 祭り だから 是非 見なさい」 という 勧めが あって、 同行し 見た ので ある。 私 はれまで 祭り は 綱引き 

とか エイ サ ー (盆踊り) 位し か 見て おらず、 先生が すばらしい 祭り だとい われても ピンと こな か つ た。 

ところが この オヤ ガン 祭 は、 私が 今まで 持って いた 祭りの ィメ I ジを 完全に 拭き消して しまった。 私 

はこん なに 感動した こと はかって なか つ た。 私達が 見た のはゥ フ ラマ ズ という 五 回目の オヤ ガン 祭で 


あった (オヤ ガン 祭 は 二 力 月間に わたり 五 回 おこなわれる)。 五日 間の 断食に よる 山ゴ モリ をした 女達が ォ 

ャ ガン (祖先 神) になり 総勢 十四、 五名が 深夜 ムラ 後方の 神 山から ムラへ 白装束、 頭に は 草冠、 手に は 

草の 束、 神 杖 を 持ち 神 謡 をうたい ながら 降りて 来たので ある。 それ はこの 世の 事で はなく 神々 の 世界 

そのもの のように 思えた。 私 はこの オヤ ガン 祭 を 谷川 先生に 見せられて 以後、 前述した アメリカ 行き 

を やめ、 もう 一度、 今度 は 祭り を 通して 沖繩 のこと を 考えて 見ようと 決心した ので ある。 二十日 間の 

取材 を 終え 谷川 先生と おわかれした 後、 私 は あの オヤ ガン 祭の 感動 を 求めて 宮古 • 八重 山 群島の 祭り 

の 取材 を 続けた。 そうして 谷川 先生と 出会って 二 年後に、 奇 くも 谷川 先生が 初代 編集長 をされ た 雑誌 

『太陽』 の 写真 コンテストに 今まで 撮影した 祭り を 応募し、 「太陽 賞」 を 受賞した。 受賞の 知らせ を 

私 は 真っ先に 谷川 先生に 報告した。 先生 も わが 事の ように 喜ばれた ので ある。 以来 私 は 地理 的、 民俗 

的に 同質と いわれて いる 南西 諸島の 祭りに 関わり 今日に 至 つてい る。 

もし 七 年 前に 谷川 先生との 出会いがなかったら、 今日の 私はなかった し、 前述の 取材 旅行 中、 谷川 

先生が 懇懇と 論して 下さった 「己の 足 もと を 深く 掘れ」 「弓 はう しろに 強く 引けば 引く 程 矢 は 強く 前 

にと び 出す」 の 言葉の 意味 も わからず じまいで あつたと 思う。  (写真家) 
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私 は 日本の 歴史に 触れて、 しだいに 一 つの 考え を 抱く ようになった。 死者が 生者 を 支配す る —— といった 現象 

が、 日本の 歴史に おいて あまりに 多い ように 思う の だ。 死者が 生者 を 支配す る  というの は 周知の ように コン 

トの 有名な 言葉 だが、 それ は 死者と 生者の 連帯 を 意味す るので あろう。 ョ ー ロッパ では 伝統と は 死者と 生者の 連 

帯と いう ほかにない。 

しかし 日本で は 先祖との つながり は あるに しても、 普遍的な 死者と 生者の 連帯 はない。 あるの は 対立 だ。 しか 

も 死者が 生者 を 支配す るの だ。 

いったい こういう 歴史が ほかの どの 国に あるの か、 寡聞に して 私 は それ を 知らない。 

死者が 生者 をう ごかす。 生者 は 死者の そうした 力 を 信じ、 おそれ、 それ をと りなす ための あらゆる 努力 を 傾け 

る。 こういえば、 悪霊 を 鎮める 未開社会の 心理 を 連想す るだろう が、 日本のば あい は 未開社会と ちがう 発展の 歴 

史を もっている。 しかも 日本 ほどた やすく 死者の 復活 を 信じて いる 国民 はすくな いだろう。 わずか この 一世紀ば 

かりの、 あるいは 戦後 二十 年ば かりの 歴史 を 尺度に して 私 はい つてい るので はない。 何千 年 もの 伝統 を ふまえて， 


魔の 系譜 8 


そうい つてい るので ある。 

普遍的な 発展の 法則に したがつ ている 日本 歴史の 裏側に、 もう 一 つの 奇怪 至極な 流れが ある。 それ は 死者の 魔 

が 支配す る 歴史 だ。 この 死者の 魔 は老ゲ ー テの 信じた 肯定的な デ ー モン (地霊) と はちがつて、 否定的な 魔で あ 

る。 それ は 表側の 歴史に たいして は 挑戦し、 妨害し、 畏怖 させ、 支配す る こと を あえて 辞さない。 死者 は、 生者 

が 考える ほどに 忘れ つぼくな いという こと を 知らせる ために、 こと ある ごとに 自己の 存在 を 生者に 思い出させよ 

うとす るかの よう だ。 

この 魔の 伝承の 歴史 —— をぬ きにして、 私 は 日本の 歴史 は 語れない と 思う の だ。 

しかも、 この場合、 死者 は 敗者で あり、 生者 は 勝者な の だ。 弱者が 強者 を、 夜が 昼 を 支配す る ことがあ つてい 

いもの か。 弱肉強食が 鉄則に なって いる ョ ー 口 ッパの 社会な どで は 考えられな いこと だが、 敗者が 勝者 を 支配し、 

死者が 生者 を 支配す る ことが、 わが国の 歴史で は、 れんめんと つづいて いる。 この 奇妙な 倒錯 をみ とめない もの 

は、 日本の 歴史の 底流 を 理解す る こと はでき ない。 

死者の 否定的な 魔が 歴史 をう ごかす —— それ は 史観と 呼んでも 差し支えないで あろうが、 私 は そこまで いうつ 

もり はない。 ただ 私 は 日本人が 忘れ つぼくない 民族で ある こと を 証明した いだけ である。 

戦後の 日本人の それぞれが 体験した 労苦 は 生やさし いもので はない。 この 期間に 日本人 は 敗者と しての 意識 を 

いやというほど あじわった。 しかも 敗者の ままでと どまる かぎり、 それ は 所詮 どうに もなら ぬ ことで ある こと も 

痛切に 体験した。 敗者と して 同情され る こと を 日本人 は 嫌悪した。 敗者の 地位に 立た された 日本人が 全力 を 尽く 

して 考え抜い たこと は、 いかにして 被害者が 加害者と なり 得る かとい うこと であった。 その 証拠に は 残酷と いう 

言葉が、 一 時期 を 風靡した ことで も わかる。 こうした 情念 は、 日本人が 占領 者ァ メリ 力にたい して、 あるいは 政党 

の 被 除名 者が その 政党に たいして 抱く 感情の 代表的な ものである。 私が 戦後の 日本人の 心情 を もち 出した の は ほ 
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かで もない。 挫折 者 または 敗者の 心情 体験 をと おして、 死者の 生者に たいする 関係が あらかじめ 理解で きる とお 

もうから だ。 戦後の 日本人が 生き のびたと いう それだけの 理由の ために 勝利者 づら をす るの を 許さない 死者た ち 

がいる。 彼ら は、 被害者から 加害者への 道 を ひらく ことにお のれ を 賭けて、 生者 を ゆさぶり、 ひっぱたき、 生者 

たち を 眠り こませない ようにして い る。 

もとより そうした 死者 は、 戦死者 だけで はない。 政治的 事件 や 叛乱に 参加して 処刑され た 死者た ち も 含まれる 

ので ある。 彼らの 企て は 挫折し、 彼ら は 敗者と しての 死 を 強制され た。 勝者に たいして 一 言の 抗弁 も ゆるされな 

いとき に、 彼らが できる ことと いえば 何 か。 

「夜に 入り 陰 雨猛雨 交々 として 来る。 雷電 激して 閃光 気味 悪し、 遠く 近く 雷鳴 続く、 鬼 哭啾々 タリ 村 兄 は 読 

経す 余 は 寺 内、 石 本 等 不臣の 徒に 復謦す 可く ノロ ヒノ 祈り をな す、 ノロ ヒ なり、 ノロ ヒ なり。」 

これ は 二  •  二 六 事件の 首謀者と して 死刑 を 宣告され た 磯部 浅 一 が、 処刑に 先立って 書いた 獄中 手記の 一 部で あ 

る。 一切の 希望が 絶 たれた ときに 可能な こと は、 自分 を 理不尽な 運命に つき 落した 神と 生きた 敵と をのろう ほか 

にない。 磯部 は 神々 を 叱咤し、 罵倒し、 それでな お 神々 がう ごかない とみる と、 

「余 は 祈りが 日々 に 激しくな りつつ ある。 余の 祈り は 成仏し ない 祈り だ。 悪鬼に なれる ように 祈って いるの だ。 

優秀 無敵なる 悪鬼に なるべく 祈って いるの だ。 必ず 志 を つらぬいて 見せる。 余の 所信 は 一分 も 一 厘 もまげ ない 

ぞ」 

という 境地にまで 達する。 生きながら 死者の 列に かぞえられ ている 人間の 再生す るすが たが ここに みられる。 

『地蔵 堂 通夜 物語』 によると 佐倉惣 五郎 (木 内宗 吾) は、 処刑の 際に 眼 を かつと 見開いて 「極楽往生に 望みな し、 

念仏 供養 も 頼み 致さず」 といい きった。 このと き 一天 俄かに かき 曇り 篠を たばねた ような 大雨が ふりかかって、 

雷が 鳴り わたり、 処刑に 立ち会った 連中 はい つせ いに 逃げ去った という。 
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成仏 —— つまり 死者の 安らかな眠り を 断乎と して 拒否し、 悪鬼と して 復活 をね がう 瞬間に、 私たち は 立ち会つ 

ている の だ。 ニニ 一六 事件の 被告に かぎらず、 怨恨と 呪詛 がつ いに 「魔」 の 誕生 を 必然 化させる 過程 を ここにみ 

る ことができる。 

そもそも 怨恨と は 何で あるか。 

二 ー チヱ は 弱者が 強者に 抱く 妬心、 すなわち ルサンチマンと 考えた。 クレッチ マ ー によると、 ヒス テリ ー 性の 

神経症 は、 権力闘争 を、 異なる 手段で つづける のに ほかなら ない。 ヒス テリ ー の もつ 怨恨の とつぜんの 爆発 は、 

それまで 抑圧され ていた 自分の 優位性 や 権力 を 一 挙 にして 入手す る 手段 だとい うので ある。 こうして クレッチ マ 

1 の 医学 心理学 は、 怨恨 を 権力闘争と 密接に 関連 づける。 権力闘争に やぶれて 打擊を 受けた ものの 抱く 感情が 怨 

恨で ある。 クレッチ マ ー の 考え方 は、 怨恨が キリスト教 道徳の 根柢 をな している という 見方 を ふくめて 二 ー チヱ 

のル サン チマ ンと 酷似して いる。 

力 を 求める 闘争の 中で、 もっとも 鋭い 形の もの は、 政治 支配 をめ ぐる 闘争で ある。 政治 闘争の 敗北 は、 往々 に 

して 政治 死 を 招く。 怨恨 も、 またもつ とも 激烈な 形 を とらざる を 得ない。 政治的 敗北のば あい、 その 怨恨 を 崇高 

な 倫理的、 あるいは 宗教 的な 価値 転換へ とみち びく こと はも はや 不可能で ある。 怨恨 を攻擊 性の 武器に 変える 道 

しか 残されて いない。 

そね 

「人間 はすべ て 多 かれ 少な かれ 妬みぶ かいもの だが、 政治家の 妬みぶ かさ は 絶対の 域に 達して いる。 私たちが 

政治家と なりうる の は、 ただ、 おのれの 側に なんぴとの 存在 を も 許さない、 という かぎりに おいてで ある。 … 

…もしも 行為が 妬みの 果実で あると すれば、 なぜ 政治的 闘争が その 末期症状 にあって は、 競争相手の 絶滅 を 保 

証し、 敵の 絶望 を 保証すべき 計算にまで、 奸 策にまで 至らざる をえない のか、 たやすく 理解され ようとい う も 

ので ある。」 ン オラン 『歴史と ュ ー ト ピア』 出口 裕弘 訳、 紀 伊国屋 書店 刊) 
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嫉妬と 怨恨と は 双生児 だ。 シ オランの 文章 は、 小国 ル I マニアに 生まれた 彼が 一九 五六 年の 隣国 ハン ガリ— の 

動乱 直後に 書いた もの だけに、 政治に たいする 心情 分析に するどい メス を ふるって いる。 彼の 文章 を さらに つづ 

けて みょう。 

「眠られぬ 夜の 一番 明晰な 時間 を、 私たち は 心中で 敵 ども を 切りき ざみ、 目 をえ ぐり、 はらわた を 引きずり 出 

し、 血脈 を しぼりあげて 血 を 抜き出し、 からだの 器官と いう 器官 を ふみにじり、 粉砕す るのに 費やす。 そして 

ただ 骨 だけ はお 慈悲から 享受 させて おいて やる ので ある。 この 讓歩 をす ませる と、 はじめて 私たちの 心 は 鎮ま 

り、 疲労に うち ひし がれて 私たち は 眠りに 沈んで ゆく。 かく も 執拗な、 かく も 綿密な 作業 をく りかえ した あげ 

く、 ようやく 私たち は 休息 を 得る ので ある。 翌晚 またして もこの 外科 手術 を 開始し、 屠殺 者 ヘラクレス も 後 ご 

みしそう な 仕事に 取り かかる ために は、 何 は ともあれ 力 を 蓄えて おかねば ならぬ。 まったく、 敵 を 持つ という 

の は 閑職で はない ので ある。」 

生前の 敗者が 死後の 魔と なる の は、 政治 支配 をめ ぐる 権力闘争に おいて もっとも 顕著な 現象で ある こと は 述べ 

た。 そして 死者の 生者に たいする 対抗 手段 は 呪詛の 力に よる ものである ことに も いささか 触れた。 死者の 否定的 

な 魔力が 生者 をお どかし、 ときには 歴史 を 変えさせる こと さえ あると いうの は、 その 死者の 多くが 政治 死 を とげ 

た 人 たちだから である。 もちろん 私たち は 話 を 日本の 歴史の 中 だけに 限定し なければ ならない。 

况詛に は 磯部 浅 一 の 「ノ  ロイ」 の ほかに、 大別して 「ト コィ」 「力 シリ」 が あると 伴 信 友 はいう。 

信 友に よれば、 「トコ ィ」 は 言霊に よって、 「憎む かたきに 禍 あらしむ とて その 人 を 思いつめ、 凶 言して 禍 あら 

しむべく 神に 請て する 術」 である。 「『力 シリ』 は 『トコ ィ』 と 同義ながら、 ことに 稜 厳々々 しき 術 を 云えるな る 

ことだま 

べし」、 つまり 力 シリと は カジ リックと おなじ 位に 烈しい 呪いな ので ある。 この 「トコ ィ」 や 「力 シリ」 が 言霊 
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によって する 術で あるのに たいして 「ノロ ィ」 は 「言に いわず、 念い つめて する ものな り」 たとえば、 女の 丑の 

時 参りと いうの はノ  ロイに あたる。 (伴 信 友 『方術 源 論』) 

金子 武雄 は、 個人 対 個人の 呪詛が 「トコ ィ」 であり、 集団と 集団、 または 集団の 代表と 集団の 代表の 間の 呪詛 

が 「力 シリ」 ではない かと 述べて いる。 私と して は、 これら 碩学の 意見 を 拝聴す る ほかない の だが、 ただ 金子が、 

語の 発生と して は 「トコ ィ」 「力 シリ」 の ほうが 先き で、 「ノロ ィ」 はや やお くれてい るので はない か、 とその 使 

用例から みて 述べて いるの を 問題に してみたい。 

トコ ィが 常世と 同根で あり、 ノ  ロイが 宣る つまり 神の 託宣と 関係が あると したの は、 折 口 信 夫で あるが、 はじ 

め 常世 神で ある 「まれび と」 が 年々 訪れて 土地の 精霊に むか つて 呪詞を 発して いたのが ト コィ であった。 ノ  ロイ 

の 語が ややお くれて 文献に 見える の は、 呪師 としての 巫女の 地位の 社会 組織の 中に 確立す るの が ややお くれた こ 

と を 意味す るので はない か。 というの は、 言葉に よる 呪 狙と 行為に よる 呪詛 とで は、 行為に よる 呪詛の ほうが そ 

れ だけ 主体が 明確で なければ ならない。 それで 况術師 が 発生した のは繙 文中 期まで さかのぼ ると 私 は 思う が、 集 

団の 力で 専門の 呪術 師を やしなえる ようにな つたの は 農耕 時代に はい つてからの ことで あると 考えられる。 

すでに 『魏志 俊 人伝』 に はつぎの 記事が 見つかる。 耶馬台 国から 使者が 船で 魏 にやって くる 時、 中の 一 人 は 髪 

を 梳かず、 虱 を とらず 白い 麻の 着物 はよ ごれ 放題で、 喪中の 人物の ようで あり、 これ を 「持 衰」 というと あり、 

持衰は 船が 無事に 到着で きれば、 ほうび を もらえる が、 海が 荒れたり 船中で 病気に なったり すると、 その 持衰の 

つつしみが 足りなかった といって 殺される、 というの である。 これ こそ フレ ー ザ ー の 主題 「殺される 王」 の 面影 

そのまま ではない か。 次の 金 枝篇の 一 節 を 見よ。 

「初期の 社会で は、 自然の 運行 は 王 や 祭司に したがう ものと 想像され その 結果、 疫病、 暴風雨な どが 来襲 すれ 

ば、 人々 はこの 災禍 を 彼らの 王 や 祭司の 怠慢に 帰して、 その 位 を はぎとったり 殺したり した。」 
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この 記事 は 祭司が、 王で ありかつ 犧牲 者であった 両面 を 示して いるで はない か。 海神の 怒り を しずめる ために 

おと たちばな ひめ 

海に 投じた 弟 橘 媛 もまた そうした 巫女の 一人であった。 いや 海神 それ 自体が 呪術 者ではなかった か。 海 幸 山 幸 

の 有名な 神話の 中で、 山 幸で ある ヒ コホホ デミ ノ 命が 海神から —— 探し あてた 釣針 を あなたの 兄に かえされ ると 

まじ  うえ  くるしみ  とこ 

き、 貧窮の もと、 飢餓の はじめ、 困苦の もとと 「詛 い」 て、 その あとで 戻しなさい。 また あなたの 兄が、 海 を 渡 

ると き は、 わたし はかならず 疾風怒濤 を 起して、 あなたの 兄 をお ぼらして たしなめる ことにしましょう —— と秘 

策 をさず けられる 箇所が あるが、 このように 風浪 を 支配で きる の はや はり 呪術 師 であった にちがいない。 海 幸 山 

幸の サチ という 語 は、 弓矢 や 釣針な ど漁獵 具な どの もつ 威力 を 示す 言葉で あると されて いるが、 そうした こと を 

考慮に 入れる と、 そこに は 况術師 の 面影が 掠めて みえる。 

海 幸 山 幸の 神話に は 兄弟の 対立が ある。 それ は 権力の あらそいに つながる ことが 暗示され ている。 また 卑弥呼 

は 宗教 的 首長で あり、 そこに はま だ 明瞭な 階級 分化 や 私有財産 制 は 確立して いない。 しかし 国と 国との 争い は あ 

つて、 政治 権力 をめ ぐる 血 なまぐさい 闘争の 起る 社会的な 基盤 はすで にあった。 卑弥 呼の ような 呪 力 を そなえた 

巫女の 権力が 必要であった こと を、 そうした 事実が 示して いる。 

しかし 一方で は 前記の 「持 衰」 のように 自然の 悪霊で ある 暴風 や 災害 を 鎮める ための 術師の 存在理由 も あつ 

たので ある。 専門の 呪術 師を 誕生させる 原因 は、 第一 に 自然の 悪霊 を しずめる ことで あり、 第二に 人間社会の 中 

の さまざまな 不協和音 を 神に むかって とりなす ことで あつたので ある。 そこで 人間が 自然の 悪霊に たいして、 ど 

のよう な 防禦 手段、 つまり 「魔除け」 を もって 対抗し たかを 眺めて みょう。 

ここで 私 は 千金 甲と いう 名で 呼ばれる 古墳 を 訪れた ときの 強烈な 印象 を 記して おきたい、 千金 甲 古墳 は 熊 本 市 

郊外の 白 川の 川口 を 見下す さびしい 山の 中腹に ある。 この 装飾 古墳 は、 腕の たしかな 指物師 がっくつ たがん じょ 
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うな 箱 そのもの だ。 その内 壁 をかざる 円の 群 は、 あきらか にぶん まわし を 使用して 描かれて いる。 千金 甲 古墳 は 

ほとんど 道ら しい もの はない 急傾斜の 笹を わけ 上った 場所に あ つ て、 私たちの 安易な 観賞 をに ベ もな く 拒絶して 

いる。 一体 どうして こんなと ころに 古墳が 作られた か 分からな いように わざと もうけて あるかの よう だ。 しかし 

それだけに、 石室の 中に 下って 入る と、 円の 孤独 だが 豪華な 饗宴が 人知れず 展開して いる。 

胸 を衝く 山が、 悪霊の すみかな の だ。 死者の 眠り を 妨げる ために 石室の なかに 侵入して くる 無作法な 闖入者 を 

追つ ばらうた めに、 円 は 石室の 暗やみに 眼 を 開いて いる。 まるで 物見の 番兵の ように。 悪霊が 死者の 眠り を 妨げ 

ないように 円 は 不寝番に 立って いる、 といった かっこう だ。 

私 は ュ ー ラシ ァ 大陸に 縁 由 を もっとい われる ィザナ ギの呪 的 逃走の ドラマ を 思い出した。 その ドラマ はこうし 

た 横穴 式 古墳 を 舞台に おこなわれた。 ィザ ナミ は 産の 苦しみの なかで 死に、 金 銅の 王冠 は 重たく 死者に のしかか 

つていた。 彼女の 筋肉 をつな ぐ 腱 は 石棺の 中で 溶け 骨に 膠着しょう としてい る。 そこ はも はや 殯 宮 ではない。 

死者の 黄泉 返り をね がって 生者が 歌舞す る こと はおろ か、 火 を 焚くな どと はもっての ほかの こと だ。 それな のに 

ィザ ナギは 櫛の 歯 を 欠いて 火 を 点じた の だ。 封印され た 石棺の 影が、 壁に 大きく ゆれうごく。 石 壁に 刻まれた 円 

は 孔雀の 怒った 羽の ように ィザ ナギに おそいかかる。 ィザ ナギは 思わず あと 退り する。 しかし 屍 姦したい とさえ 

思う 愛する 女への 愛着が、 ィザ ナギを ふたたび 捉える。 彼 は 思い切って 石棺の ふた を 開いた。 ところが どう だつ 

たか。 屍体に は 死臭に とりかこまれて、 蛆ゃ 蛇が たのしげに 這って いた。 ィザナ ギは顔 を そむけて 逃げ出した、 

つまずいた 拍子に 石棺の ふたが 轟然と 鳴って、 石室の 天井に 反響す る。 石 壁の 円 や 三角形 も、 玄 室から 羨 道へ と 

逃げる ィザ ナギを 追つ かける。 横穴 式 古墳 は 両者の 愛 を、 生と 死の 葛藤に 引き裂いた。 ィザ ナギは 入口 を大 岩で 

ふさいだ。 そして 有名な、 あなたの 治めて いる 民 を 日に 千 人く びり 殺そう、 それならば 千 五 百 人、 生もうと いう 

問答が 交わされる。 死者 を 守る 円 や 三角形の 番人た ち は、 日本 最初の 逃走 劇の したしい 目撃者と なった の だ。 
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三角形が 神聖な 観念であった こと は、 すでに 織 文 時代に 三角形の 土 板が 護符の 役目 を はたして いるので も 分る 

が、 埴輪の 人物の かぶる 帽子 や 王冠に 好んで 三角 文が つけられ るの は、 三角形から みちびき 出される 絶対 性の 観 

念が、 威厳に みちた 王者の 飾りに ふさわしい ものだった からで ある。 王 塚 古墳の 石室 いちめんに 彩色され た 三角 

文 は、 星空に まがう ばかりの 死者の 宇宙の 実在 感を 私たちに 示して くれる。 

装飾 古墳の 中には、 直線の 交叉 軸に 弧 をから ませた いわゆる 直 弧 文と 呼ばれる 文様が ある。 アイヌの 厚司 文様 

や 大礼服の 金モ ー ルの 飾りが、 袖口 や 襟から しのびこむ 悪霊 を 防ぐ ための 模様だった の は、 その 紐 を かたくむ す 

んで その 意味 を 解きが たくした ような 入り組んだ 形式が、 悪霊 ども をと まどわせて、 その 侵入 を 防ぐ に 効果が あ 

ると 信じられ たからで は あるまい かと 考えられて いるが、 繙文 土器の 奇怪な 文様 も、 装飾 古墳の 直 弧 文 も 同様の 

効果 を あげる 目的で つくられた にちがいない。 

いずれにしても 自然の 悪霊 はいたる 所に いたので あり、 それと 対抗すべき 呪師 は、 はやくから 必要であった。 

装飾 古墳の 文様 も 精巧な もの は 専門家で ない と 描け ない もので あり、 そうした 分化した 職能と 関連 を もつ ものと 

して 呪術 師が 必然的に 存在した ので ある。 自然の 魔力に 対して は况 文の 魔力が、 また 呪術 師の 魔力が 要請され た 

ので ある。 小さな デ ー モンで ある 土地の 精霊 を 征服 支配す る 大きな デ— モン、 すなわち 神 を 况術師 は 所有して い 

なければ ならな か つた。 

こうして みれば、 人間の 中に も 魔 ものと おなじように、 おそろしい 破壊力 を もつ 一群の 者た ちがいた。 それら 

の 呪詛は 常人の 呪詛 よりも 強力であった。 呪詛ゃ 魔除けの まじないが 先史 時代から あつたよ うに、 呪師 もまた 先 

史 時代から 存在した。 

呪詛 といえば、 敗者の 怨恨から 出発した 女々 しい 行為で あると 現代人に は 思われる のが ふつうで あるが、 その 
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ィメ ー ジは 訂正され なければ ならない。 でなければ 呪詛を 受けた 敵が それに 畏怖 するとい う 事態 も 生じな レ はず 

である。 

比 嘉春潮 氏に よると、 沖 繙には 地域的な 宗教 組織の 首長で ある ノロと 血縁 的な 宗教 組織の 長で ある クデの 二種 

の 巫女が ある。 ノロ は宣 る、 つまり 託宣から 出た 語で あり、 その 発する 言動が ノ  ロイで あると いうの はたやす く 

理解され よう。 クデは 手 を 組んで 神に 祈る 動作から 起った 語で あると いう。 ノロに しろ クデ にしろ、 その 祭司 & 

な 職能に 呪 力が 賦与され ていたの は、 神と 直接関係が あつたから であり、 琉球 王朝の 八重 山 征伐で 君 南風と いう 

巫女が 活躍した こと、 また 琉球 入りした 島津の 軍勢に、 巫女が 琉 球の 軍隊の 先頭に 立って 抵抗した こと を 想起す 

れば、 敵にたい する 呪詛の 魔力が 信じられ ていた ことが は つきり する。 

死者の 呪詛が デモ ー 二 ヅシ ュなカ を もって 生者 を おびやかした としても、 けっして ふしぎで はない ST- である 

私ヒち は、 呪詛 がまず 自然の 悪霊に たいする 魔除けと して、 つぎに は 敵対す る 人間に たいする 怨恨の ある. - 

は 脅迫の 行為と して、 充分に 魔力 を もつ こと をみ てきた。 そして それに は 呪術 師が はやくから 存在して、 その 魔 

力 を 人並み はずれて ふるう ものであった こと をみ た。 セ リグ マン は その 著 『魔法』 のなかで 次のように いう。 

「魔 ものが 恐れられた ばかりでなく、 人間 自身の 内部に も 危険な 力が 宿って いた。 呪術 師は 保護者で あつたけ 

れ ども、 同時に また 破壊者で もあった。 つまり 呪術 は、 それ を 邪悪な 目的に 使う 犯罪者の 手中に あるとき は、 

S ろしい 武器に なった。 妖術 師は、 みずから 法律 や 宗教 的な 戒律 を 超越して いると 信じ、 呪文 をと なえて 勝手 

に 人 を 殺した。 妖術 師 のなかに は、 邪 眼 を もっていて、 それで 犠牲者 を ちらっと 見る だけで 殺す ことので きる 

ものが いる、 と 信じられ ていた。 また 他の 妖術 師 たち は、 敵の 像 をつ くって、 それ を 燃やしたり、 針で つき 刺 

したり、 意の ままの 危害 を 加えた、 といわれる。」 

日本で も、 先年 平城京 (奈 良) を 発掘し、 官庁街の 井戸の 底 を さらった とき、 中から 十五 センチ ほどの 木の 人 
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形が 出て きた。 その 人形 は 両方の 眼と 心臓と に 針が 打ち こまれて いて、 奈良時代 すでに、 呪詛が おこなわれ てい 

る こと を 実例 を もって、 私たちの まえに 示した。 それが 呪術 師の 手で おこなわれ たもの か、 一般の 人が やった の 

か、 それ は 分らない。 しかし、 ヒゲを 生やして いるから 男性に まちがいない。 私たち は とにもかくにも 人 を 呪う 

という 行為が、 千 数百 年 まえに 見られる ことに、 注意 を 向けねば ならない。 伴 信 友の 分類に したがえば、 こ h は 

女が 男にたい して 行為 を も つ てす る呪詛 すなわち ノ  口 ィ なので ある。 

私たちが これまで 見て きたの は、 呪詛の もつ 力に ついて である。 武器と しての 呪詛の 有効性で あり 攻撃力で あ 

つた。 では、 敗者と しての 死者が、 生者の 心臓め がけて、 怨恨の 矢 をつ がえ ると き、 その 矢に 呪詛を 塗りつ ける 

—— その 行為が 日本に おいて ョ ー ロッパ の 歴史な どより、 はるかに 多い と 思われる の は なぜであろう か。 

それ は 死者 ひとりびとりに 帰すべき 原因な のであろう か。 それとも その 背後に、 より 巨大な 魔 (デ ー モン) の 

存在 を 想定す ベ きな のであろう か。 

第一 に、 日本の 社会が 百年 まえまで、 周期性 を おもんずる 農耕 社会であった ことがあ げられ る。 そこで は 死と 

復活、 つまり 収穫と 播種が 毎年く りかえ される。 要するに そこに は、 発展と いうより は 反復が あるの みで ある。 

そして また 農作物 を 害する 自然の 悪霊、 それ は 台風で あり、 冷害で あり、 旱魃で あり、 虫害で あるが、 それらが 

しばしば 来襲して ほとんど 年中行事の 観を呈 していた という ことで ある。 こうした 反復す る 日常生活の 中に 閉じ 

こめられて いるの は、 古代に さかのぼる ほど 強烈であった にちがいない。 

この こと はついて エリア I デは 『永遠 回帰の 神話』 の 中で、 

「伝承 文化に 生きる 人々 は、 歴史 を 周期 的に 撒 廃したり、 超 歴史的 モデルの 祖 型 の 絶えざる 発見に よって 

歴史の 価値 を 低く 見つ もろうと したり、 また さいごに、 歴史に 高次 歴史的 意義 (周期 説. 終末論 的 意味、 その 

他) を 賦与す る ことによって、 歴史 事件に それ 自体と しての 価値 を 与えなかった。 いいかえれば、 伝承 文化人 
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は 歴史 を その 生存 様式の 一 つ の 特殊 範疇と して は 認めな か つたので ある。」 

とい つてい る ことと 関係が ある。 

日本に おいて 「魔」 が 強固な 存在と して 役割り を はたして きたの は、 農耕 を 主体と する 日本の 民衆が ただ 反復 

の 中に 生きた からで ある。 

「畑が 旱魃で あれはて、 その 家畜が 病気で 倒れ、 その子が 病気に なり、 f も 熱に 冒され、 あるいは もっと ひ 

ん ばんに は 狩人と して 獲物がない、 といった 状態に 遭遇した 単純 文化人 は、 すべて これらの 不慮の 出来事 は、 

偶然に よるので はなく、 ある 呪術 的な、 もしくは 悪魔 的な 影響に よって 起された もので、 これに 対して は 司祭 

や 術師が 武器 を 有して いる こと を 知っている。 従って 彼 は、 社会が 破局に 陥った とき 行なった こと を 執り行な 

う。 すなわち 彼 は 術 者のと ころへ 呪術の 効果 をな くす ように 依頼に くる。 …… 苦悩の 危機 は その外 形に ある。 

苦悩 は その 原因が 発見され 得ない 限り、 人々 を 不安に する。 術 者と か 司祭が、 子供 や 動物の 死んだ 原因、 旱魃の 

つづく 原因、 雨の ひどく 降る 原因、 獲物が 見つからなくなる 原因が 何 か を 発見す る や 否や、 その 苦悩 は 堪え忍 

び 得る ものと なって くる。 それ は 意味と 原因と を 有する ゆえに、 一 つの 体系に 調され、 説明され 得る ものと な 

る。」 

引 弔 はこれ 立で よいであろう。 日本人 もまた エリア ー デ のい うように、 メタ ヒストリ カルな 原因 を 探し 求め 

それ を 発見しょう とする 民族であった。 自然の 悪霊 や 敵対 者の 悪意と いう ものが、 その 超 歴史的な 原因で あり 禍 

の もとで あると 信じられて きたので ある。 中国 渡来の 呪術が 日本人の 悪 魔除けの 方法 を 高級 (？) ふくざつ. にし 

た。 道教の 民間 信仰と 日本 古来の 民間 信仰が 癒着した。 仏教の もたらした 輪廻 や 業の 思想が、 この 祖型と 反復の 

中に 生きる 日本人の 農耕 民と しての 心情 を 強化した。 あいつぐ 戦乱、 洪水、 大火、 飢饉な どが 京都に 住む 人々 の 

心 を 不安に 駆り立てた。 
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しかし これら、 自然現象の 理由 を、 もう 一 つ 合理的な ものに 高める ために、 奈良時代 このかたの 絶え まの ない 

政情の 不安が あった。 しばしば 反乱が 起った。 ク ー デタ— の 首謀者 は 処刑され るか、 あるいは、 前の 政治 支配者 

を 処刑す るか、 いずれ かの 道 を えらぶ しかなかった。 気まぐれな モンス ー ン 地帯の 稲作 民の 不安 は 政治の 恐怖と 

結びついた。 禍# や あらぶ る 神 をお それ、 自然の 悪霊と してす ベての 凶事 を そこに 帰した 農民の 太古からの 伝統 

的な 心情に、 上層 社会の 権力闘争に 敗れた 者の 怨念が 合流 合体した。 

それば かりで ない。 農民の 味方と して、 当時の 政治家に 強訴 直訴し、 あるいは 反逆した 義民の 霊 —— それ は 格 

式 高い 武士 も あれば また、 農民の 代表者の ばあい もあった —— が、 それ を まつらねば、 たたる 悪霊と して 登場し 

た。 挫折して 無念の 思いで たおれた 者、 非業の死 者、 それら はすべ て 鎮魂し ないかぎ り 加害者と なって、 勝者と 

して 生きる 者た ち を おびやかし、 苦しめつ づけた ので ある。 神と 人との 仲介者で あり、 かつまた 生者と 死者との 

連絡 者と しての 特権 を もつ 呪術 者が、 この 思想 を 普及し、 それ は 日本人の 固定観念 となった ので ある。 民俗学で 

「御霊 信仰」 と 呼ぶ ものが それで ある。 

そこで、 奈良時代 以来 日本に はふし ぎな 現象が 起った。 地上の 国と 地下の 国に 分れた ので ある。 地下の 国の 支 

配 者た ち は、 地上の 国の 住人た ちの 対 跪 人と して 一種の 王国 を 形成した。 それ は 夜の 国で あり、 マイナスの 意味 

での ュ ー ト ピアであって、 地上の 国の 支配者た ちの 脅威の 的と なった ので ある。 

しかも 地上の 国と 地下の 国と は 截然と 分離して、 影の 住人た ち は、 帝王 も あれば 従者 も 侍女 も 控えて いると い 

う 具合に 整然とした いとなみ をつ づけて いったの である。 地下の 国の 夜の 帝王、 それが 魔王に ほかならぬの であ 

り、 その 魔王 は 日本の 政治 を 烈しく ゆすぶつ てきた。 歴史の 一回 性と いう もの を 考える ことので きない 日本人 は、 

たえず 反復す る禍の ほうに 注意 を 向けざる を 得なかった。 自然の 災害 や 個人の 不幸が ある ごとに、 地下の 国から 

送り こまれた 敵の しわざと みなし、 ひたすら 恭順し、 慰撫し、 危難 を 切り抜ける こと を 計った。 そして それ を 強 
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調す るの が、 地下の 国への 通路 を 知っている 特権 者で あると 公言す る 巫術 者た ちで あり、 それに は 有徳の 僧 もま 

た 加わ つ て、 自分の 野心 を とげようと 一 役 買う ことが 少なくな か つたので ある。 

しかも 日本 は ひとたび 村 境 を はなれる と、 そこ はも はや 他界であった。 村 境に は 侵入す る 悪霊 をよ ける まじな 

いがな されて いたが、 しかし そこに、 越える ことの 不可能な 境界が あった わけで はない。 空間 的な 他界と 時間 的 

な 過去と が、 習 合し あい、 死者の 霊が 容易に 復活す るの を 妨げる どころ か、 むしろ 助長した 感が ある。 それ は 村 

落に おける 巫女 や 呪術 者の 群の 発生 を 容易に したので ある。 こうした 巫女 や 呪 師の群 は、 むしろ もっぱら 死者の 

ほう を 摘 護して 生者の 非 を 鳴らし、 みずからが 死者と 癒着して、 生者に 死者の 不運 を 忘れない こと を 誓わせる 役 

目 を はたす ので ある。 日本の 上層 社会に おける 怨霊への 恐怖 も、 結局 は 農民 や 漁民な どの もつ、 このような 情念 

の 基底に 立った 反映に ほかなら なかった。 

死者の 魔が 政治 上の 方針 をう ごかす こと も 少なくなかった こと は はじめに 述べた。 たとえば、 桓武帝 は、 いつ 

さ わら 

たん 長 岡 京の 造営に 着手した が、 彼の 寵臣であった 藤 原種 継が 暗殺され ると、 桓武 帝の 弟で 皇太子で も ある 早 良 

親王に も累 がお よんだ。 親王 は、 寺の 一室に 幽閉され、 そこで 飲食物 を 一切 とらずに 餓死した。 ところが 早 良 親 

王の 死 を 契機と して 桓武 帝の 周囲に は 死者が あいついで 起った。 新しく 立てた 皇太子 も 心身の 異常 をき たす。 朝 

廷の 陰陽師 は、 早 良 親王の 怨霊が とりついて いると 断定 を 下す。 桓武帝 は 亡霊に 陳謝の 意 を 表する。 しかし それ 

は 宮中の 外に 洩れ、 世間の 人々 の 噂と なって ささやかれた。 桓武帝 は 怨霊に たたられた 長 岡 京 を 見捨てて、 ふた 

たび 平安京に 遷都す る。 莫大な 経費と 人力 を 投じた 長 岡 京 も、 怨霊の 魔力の まえに は ひとた まりもなかった ので 

ある。 現代人 は、 怨霊 をお それて 大規模な 作り かけの 都 を 他に 遷す という 古代人の 心理 を、 もはや 理解し がたい 

ものに 感じる であろう。 理解し がたいもう 一 つの 例 を あげてお こう。 

崇徳 上皇の 陵 は、 讃吱 にある が、 それ は 明治天皇が 即位の 翌日、 勅使 を讚岐 につかわして 祀っ たもので あると 
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いう。 その後、 明治 六 年に は 朝廷 は 淡路の 廃帝で ある 淳仁 天皇 を 合祀した。 表向き は 王政復古に 際して 上皇へ d 

追慕 を 新たに するとい う 理由で あるが、 その実 は 怨霊 を しずめる ためで ある こと は 明らかで ある。 「わたくし は 

崇徳 上皇の 怨霊の あと をたず ね、 明治の 世に もな おこの ような ことが 行なわれ ていた ことに 驚き を 禁じ 得な か つ 

た。」 この 「わたくし」 というの は 筆者の 尊敬す る 歴史家、 竹 内理三 氏で ある。 崇徳 上皇の 否定的な 魔 は 徹底し 

た 史料の 実証の 上に 立つ 日本史 家 を さえ おどろかした。 「魔の 系譜」 を さかのぼつ たら、 どこまで たどる ことが 

できる か。 この 質問 は 私たち を 意外に とおい、 数千 年 まえの 先史 時代まで つれてい くので ある。  」 
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聖 なる 動物 


人間と 動物た ちの 交流 はき わめて ふるい。 外国で は 旧石器時代 ソリュ ー トレ 文化 期に さかのぼる というが. 日 

本で も 愛媛県の 上 黒 岩 遺跡に は 犬 を 埋葬して いる。 それ は 食料と したので なく 獵 犬に 使ったら しいと 江 坂 輝弥氏 

はいう。 とすれば 今から ざ つと 一 万年 まえに 日本列島 でも 人間と 犬との 間に は 親和力が 生まれて いた ことになる。 

それ は 飼いなら す ことの 可能な 動物ば かりであった ろうか。 いな、 人間に 危害 を 加える 動物が 賢明で あるとき、 

人間 は その 動物が 怜悧 である ことに 神秘 を 感じ、 その 邪悪の 性 を 畏怖して 神と 考えた ので ある。 魔性 を もった 動 

物と 人間の あいだの 戦慄す るよう な 親和力 はいつ 頃から はじま つた か。 

それ は 少なくとも 繙文 中期、 考古学で いう 勝 坂 式 土器の 時代まで さかのぼれる、 と 私 はおもう。 信 州の 藤森栄 

一氏 宅からの 帰りが けに 尖 f4 の考古 博物館で、 私 は はじめて 土器の 口 縁 部に うねる 蛇の すがた をみ た。 草 むらで 

蛇と 出合った ときの は つと 息 を 呑む ような なまなまし さとしな やか さと を その 蛇が も つてい るのに 私 はお どろい 

た。 把手 を 蛇 身で つくった その リアルな 造形、 あきらかに マ ムシと わかる 三角形の 頭、 それ は 私に 繙文 土器、 ひ 

いて は 繙 文 時代に 関する ィメ ー ジを 一変させる 迫真 力 を もっていた。 これまで 繙文 土器、 とくに 中期の 勝 坂 式 土 
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器 をと おして 繙文 時代の 二 ネル ギ ー がい われて きた。 弥生 文化の 平明 さに 比して 繙文 文化の 呪術 的な 難解 さが、 

日本人ば なれした 表現と して 称揚され た。 しかし 尖 石の 蛇 身 装飾 土器に は 呪文め いたく だく だし さは 何もない。 

もっと 直接的な ものである。 この 土器 は 蛇に 憑かれた 人間が 日本列島の 一 部に 存在した ことの だれし も 否定で き 

ない 証拠 物と して、 陣列 棚に 現前して いるので ある。 

私 はたまた ま 同行した 江 坂輝弥 氏に よって こうした 蛇体 装飾の 土器が 最近 ぞくぞく 発見され ている こと を 知つ 

た。 それらの 土器に は 二つの 特徴が あった。 一 つ は その ほとんど 全部が 繙文 中期の 勝 坂 式 土器で ある こと、 もう 

1 つ は 八 ケ岳を とりまく 周辺 部の 信 州 や 甲 州、 それから 東京の 西部に あたる 八 王子 付近に ほぼ 集中して 発見され 

ている ことで ある。 こうして、 これらの 土器に は 時期から しても、 場所 を 考えても、 偶然で ない 類縁 性が ある こ 

と をみ とめない わけに はいかない。 

繙文 土器の 芸術品と しての みごと さと か、 力強 さと か、 ありきたりの 修辞に 苛立って いた 私 は、 蛇 身 装飾 土器 

によって、 そうした あいまいな 比喩 を 突破して 前進した。 対象 は 明確に なった。 蛇に 憑かれた 人間た ちが 織 文中 

期に 存在し、 集団 表象 を 生む にいた つた。 蛇が 動物 磁気と でもい うべき 魔性 を もって 人間 を 呪縛し、 人間 は それ 

にたいして 共同 幻想 を もつ にいた つたと いう 事実の 重要 さは、 日本人の 心性に 巣くう 魔の 系譜 をた どって いけば、 

繙文 中期にまで さかのぼり 得る こと を 証明す る ことで ある。 蛇 身 装飾 土器が、 山岳地帯の 繙文 時代 人と 蛇との 直 

接 的な 交流から 生まれた なまな 表象であった こと はまちが いない。 それ は 尖 石の 考古 博物館で 蛇 身 装飾 土器 をみ 

たと き、 私 を 一 擊 した 直感で ある。 

信 州の 信 濃 境 駅の 近くに ある 井戸尻 遺跡 は 泉の 湧く 近くに ある 遺跡で ある。 私が 訪れた 四月 中旬に は、 小学校 

の 女の子た ち 二人が 野 t 斤 を その 泉の 中で 摘んで おり、 甲斐 駒が まだ がっしりした 雪 を かぶって いた。 井戸尻 考古 

館に は 捧坂式 土器と 一緒に 出土した もので、 頭髪が とぐ ろ を まく 蛇に なって いるめ ずらしい 女性 土偶が ある。 小 
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型の 女人 像 だが 造形 的に はしつ かりした もの だ。 これにつ いて 藤森栄 一 氏 は マ ムシ は 再生と 復活 を くりかえす も 

ので あり、 女人 像 は 地 母 神 を かたどつ たもの だと 説明して いる。 しかし この マ ムシ は、 シャ— マンと 関係が ある 

ので はない か、 と 私 は 考えて いる。 シャ— マン は 自分の 霊 力 を 示して 民衆の 尊敬 を かち 得る ために、 蛇 (マ ムシ) 

を 手なずけ それ を 頭に のせる とい つたわ ざ をお こなった ので はない か。 私が 八重 山の 竹 富 島で 上 勢頭亨 氏に 聞い 

たと ころで は、 道の 辻に ハブ がいた ばあいの オタ 力べ (呪文) は、 〈ハブ よ、 おまえより わたしの ほうが 強いの 

だから、 おまえ は忽々 に 退散 するがよい〉 というの であった。 つまり 言葉の 呪 力 を もって 兇悪な 敵への 優勢 を 示 

そうとする ものである。 それにつ けて 思い合され るの は、 金久正 氏が 述べて いる 次の 言葉で ある。 

「昔の すが 神 は、 よく 波布 を 制し、 アヤ ナギ (綾 長。 色模様の ある 長い もの。 ハブの 古称) を 這わす といつ 

て、 ァ ラボ レ (十五、 六 歳の 娘ら よりなる 呪 女の 従者) たちの 頭髪に 波布 を 巻きつけた という。」 (『奄 美に 生き 

る 日本 古代 文化』) 

ハブを 頭髪に 這わせる というの も、 言葉の 力で ハブを 退散させる というの も、 シャ ー マ ンが呪 力で 毒蛇 を 制圧 

する こと を 示す やり方で ある ことに は 変り ない。 それが たまたま、 繙文 期の 土偶に 表現され たので は あるまい か ( 

南 島で は ュ タの 呪文に かかる と ハ ブ はおとな しくな つて、 手に のせて 歩いても 動き もしない と 信じられ ている。 

たとえば 喜 舎 場 永瑰著 『八重 山 歴史』 に は 次の ような 記事が ある。 

つかさ  かびら  ん にぶし う た. 5- ゝ 

「今から 百年 前まで は、 豊年 祭の ときには、 各 御嶽の 神 女が あつまって、 石垣 島の 川 平に ある 群 星 御嶽で 力 

ンダ 遊び (神 達の 遊び) という 古代の 神式 をお こなった。 それ は ハブを とらえて きて、 円く 輪 をつ くって 坐つ 

た 神 女ら の 手のひらに、 リレ ー 式に のせて、 神 を まつる 神 女と 神との 一体の 心境 を こころみる 神の 審判の 儀式 

である。 もし 不正な 神 女の 前に 毒蛇が やって きた ときには、 ハブは 鎌首 を もたげて 一撃 を くわえよ うとす るが、 

その 刹那 isy! の 神 女 (審判 長) の 〈ト ウダ I ギく〉 (静粛に なれ) の 一 喝で首 を 垂れた という。 当日 神 
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の 正しい 審判 を 受けた 神 女た ち は 最高の 名誉に して、 家に 帰って 祝宴 を 催した。 蛇 は 神の 化身で あると 深く 信 

じていた 古代の 儀式であった。」 

これ を みても かって 毒蛇に たいする 巫女の 力が 社会的 儀礼と して 決定的な 意味 を もっていた ことが わかる。 

スセリ ヒメが ォォ クニ ヌ シに蛇 を 支配す る 力 を もった ヒレ をさず けたと いう 『古事記』 の 話 もこの こと を 間接 

的に 物語る。 

おそらく 繙文 期の シ ャ ー マ ン もそう した 方法で 民衆に 霊 力 を 示した のであった ろう。 シ ャ ー マ ン とへ ビ との 密 

接な 関係に ついては、 国 分 直 一 氏の 報告の 中に 興味 ある 示唆が 見出される。 

「へ ビ、 特に 毒蛇 はふし ぎな 力 を もっと みられて いる。 シャ ー マンが トランス (催眠 状態) の 間の 旅 を 通して、 

地下のへ ビに、 そのへ ビのカ を もらいう けて 帰って くると いう 例が ある。 台湾 南部 山地の パイ ワン 族が、 その 

持物に 猛毒のへ ビ、 百 歩 蛇 (嚼 まれる と 百 歩 あるかな いうちに 死んで しまう ので この 名が ある) を 彫刻す る こ 

と は、 よく 知られて いる。」 

毒蛇に 嚼 まれた 人間が 一 種の 錯乱 状態 を呈 する ことから、 毒蛇 は聖 なる 狂気 を 人間に 与える ものと 考えられた 

かも 知れない。 それ はまた シ ャ ー マ ンの 神が かりの 状況に 似た ものであった ろう。 「へ ビのカ を もらいう ける」 

というの は そのこと を 指す もので はない か。 

金久正 氏に よると 昔、 南 島で は ノロが 祭のと きに 通る 道 は 一定して おり、 そこ は清净 にして おかない とたたり 

が あると 考えられ ていた。 それと 同時に ハブの 通る 道す じ もき まってい たという。 ノロの 通り 路と ハブの 通り 路 

がき まっていた というのに は、 必然的な 関連が あるので はない かと 金 久正氏 は 述べて いる。 というの も、 部落 部 

落に は ノロ 屋敷 址が あり、 そこに は ハブが 出たり して、 いろいろ さわりが あると おそれられて いたから だ。 

ハブは 山の 神の 使者で あると 考えられて、 猛毒 を もっから というば かりで なく、 シャ ー マンで ある ノロ  (巫女) 
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とつな がり ある ものと して 畏敬され たので はな か つた か。 

蛇体 装飾の 土器 もこう した 背景の もとに 考える とき、 蛇と 抱き あわせに シャ ー マンの 存在が 想像され る。 タカ 

ま とり 

や ヮシを 真 鳥と いうよう に —— マ ムシと いう 語 は、 真虫、 すなわちへ ビの 中の 王 を あらわす と 私 は 考える。 南 島 

で ムシと いえば へ ビ のこと である。 また へ ビとハ ブは 同音の 変化した ものである。 津 軽の 十三 湖の 北岸に 相 内と 

いう 部落が あるが、 そこで は 六月の 祭のと きに 藁 蛇 を 作る。 その 頭部 は 三角形の マ ムシで ある。 この マ ムシ を 小 

高い 神社の 境内の 松の木に かけて おく。 それ は マ ムシが 睨み をき かす ことで、 田圃に 害虫が よりつかな いように 

する ためで ある。 これ を みても 蛇の なかで も 毒性の 強い マ ムシ の 魔性 はき わめて ふるくから 確認され たにち がい 

ない。 神 または 神の 使者と して あがめられ たが、 おそらく シャ ー マンに よって、 その 魔力 はいつ そう 強調され る 

ことにな つたろう 0 

人間と 蛇との 関係 は 人類の 起源と 共に ふるい。 いまでも 女性が 蛇にたい して 示す あの 本能 的な 恐怖 は、 蛇が ィ 

ヴを 誘惑し、 やがて は 敵対 関係に 立った という あの 荒 唐な 神話の 実在 を 一瞬間 信じさせ るに 足りる ほど だ。 人間 

の 意識の 深層に は、 何千 年来の 蛇との 葛藤が 解放され ない まま 潜在し、 それが 夢魔と なって おそいかか るので あ 

ろう 0 

したが つて マ ムシ 谷と 呼ばれる ところに 湧水が 多い という 事実 は あるに しても、 蛇が 水に 縁 由 あると いう 理由 

で、 蛇毒 をよ ける ために 水 甕に 蛇 身 装飾 を ほどこし たの だと か、 あるいは 水の 神の シンボル を 造形した の だと か 

いう 解釈 だけで は 充分で はない。 ハ リソ ン 女史 は 蛇 はもと もと 植物 霊 を 体現す るト ー テム 集団の ィメ ー ジ とい つ 

ている。 しかし、 江 坂 氏の 話に よると、 蛇 身の モチ —フは 青森県 や 新潟県に もお よんで いると ころから、 これ か 

ら 先の 発見 例の 増加 を 考える と、 蛇をト ー テムと 解釈す る 説に もた やすく 賛同す る わけに はいかない。 

つまり 再生と 復活 を くりかえす ことので きる 霊と して、 マ ムシ は 大地の 霊 そのものだった ので ある。 こころみ 
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、， かづち  ち  おろちみ づ ちの. つ ち 

に 『大 言海』 を 引いて みると、 「いかづち」 は、 「厳 之 霊」 の義と ある。 この 「霊」 は尾呂 霊、 水 霊、 野 之 霊 (ま 

むし) などの 霊と おなじで あると している。 

勝 坂 式 土器に みられる 鮮烈な 蛇の 形 姿 は、 直接的 かつ 普遍的な 人間との 関係 を 暗示す る もの だ。 

しかし この 蛇体 装飾 土器 も デザイン 化し、 蛇と まぎらわしい 隆起 文と なって 便 化し、 退行す る。 繩文 後期 以降 

は 闇の 中に すがた を 没し、 それ をた しかめる こと はでき ない。 蛇の モチ ー フ はしかし 神話 や 民話の なかに ふたた 

びよ みがえ る。 『常 陸 風土記』 に は 有名な 夜 刀の 神の 説話が ある。 夜 刀 谷 (やっと も 呼ぶ) の 神 は 蛇 神に ほかな 

ら ない。 また 三輪 山 式神婚 説話 や 異類 求婚 譚で 女の もとに 通った 若者が 蛇 神であった とする 話 は 少なくない。 

私が これらの 説話で 注目した いのは 雷と 蛇と がしば しば 関連して 登場し、 ときには それが 同 一 物と 考えられる 

ことで ある。 その 語源から して 「いかづち」 は 雷に かぎった ことで なく 蛇に も あてはまる 言葉な ので ある。 ここ 

で 私 は 菅原道 真が 死後 雷と なって 政敵の 時 平の 一 族に たた つたこと、 また 井上の 内親王が 死後 竜 蛇に 化した とい 

う 伝説 を 思い出す。 道 真 も 井上 内親王 も 御霊 信仰で まず 指 折られる 人物で ある。 そこで 雷が 蛇と 関係が あると す 

れば、 『日本 霊異 記』 の 最初に のって いる 雷 を 捉えた という 小 子 部の すがるな る 人物が 問題に ならずに はす まな 

い 。『雄 略紀』 によると、 小 子 部の すがる は 天皇が 三 諸 岳に のぼって 神 を 捉えて こいとい つたので、 大蛇 を とら 

えてた てまつつ た。 ところが 天皇が 神 をみ るのに 斎戒され なかった ので、 雷が 光り、 大蛇の 目 精が かがやいた。 

天皇 はお それて 大蛇 を 岳に 放させた。 それで 岳の 名 を 雷 岳と 改めた という。 ここで 大蛇 は 神で あり、 しかも 雷 

である。 この 小 子 部 は 子 部 社の 祭神で も あるが、 一方 その 祭神 は 雷で あり、 おそるべき たたり 神で あつたと 尾 畑 

喜 一郎 氏 は 『小 子 部 連 蝶 臝考』 で 論じて いる。 そして 雷神と 御霊 信仰が ふかいつ ながり を もっている 例と して、 

崇峻 即位 前紀 に、 河内 国司が 首 を 斬られた ときに 雷が 鳴り 大いに 雨が ふったと いう 記事 を あげてい る。 一歩 論 を 

すすめて、 御霊 信邛を 黄泉 国の 凄：！^ な 雰囲気と むすびつける 人 も 少なくない。 ィザ ナミの 屍に 這って いた 八つの 
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雷 は 八 匹の 蛇で ある。 蛇 を ひきつれて ィザ ナギを 追い、 呪詛の 言葉 を なげつけた ィザ ナミの すがた は けだし 御 

霊の 原型と 称すべき ものである。 こうして 雷 を ともなった 御霊 信仰 は、 蛇 を ともなった 御霊 信仰へ とさかの ぼり、 

さらに 繙文 時代に もつな がって いく。 蛇と 呪 女の 従者 を つれた 石器時代の シャ— マン は、 やがて 古墳時代の 黄泉 

国の 蛇と 黄泉 醜女 を つれた ィザ ナミの すがたに 投影して い つたと みる ことができ るので ある。 こうした シ ャ ー マ 

ンを 前提と すれば、 人間の 生 霊 死霊が たたり をな すと いう 御霊 信仰と、 蛇 や 犬 や 狐が 人に 憑く という 憑き もの 信 

仰と は、 もともと 一 つの デ ー モンから 発した ものであった ろう。 

さて、 誠訪 神の 御 神体 は 甲 賀三郎 でし かも 蛇体で あると 信じられて い る。 『神道 集』 などで 知られて いる 甲賀 

三 郎の人 穴 めぐりで は、 彼 はさい ごに 蛇 身と なる が、 池の 水 を 浴び 呪文 を 唱えても と 通りの すがたに かえる。 こ 

れは 蛇が 穴 ごもり しての ち 脱皮し、 復活す る さま、 あるいは シャ ー マンが 蛇の 力 を 身に つける 過程 を 暗示して い 

るよう に おもわれる。 乗 岡 憲正氏 は —— 『平家物語』 に 著名な 「赤が り大 太」 (巫祝に 因 みのある 名) は、 全身 

蛇の うろこの 名残と して、 歸 のさ さくれ があった と 伝えられ、 その子 孫の 緒 方 (尾 形) 氏に は、 背中に 蛇の 尾 

の 形が 残って いたので 尾 形と いう 姓 をつ けたと いう 事例 を 引き、 これ はは じめ 神であった ものが 人格化 すれば そ 

の 痕跡が 鱗と なったり、 八重歯な どと なって 何 か 身体の 一部に、 かって 神であった ことの 名残が かならず 残る と 

いう、 神話 伝説 以来の 一 つの 常識であった ことの 証明で もあった —— といって いる。 その 説 は 女が 十九 歳の 厄の 

とき 鱗 模様の 着物 を 着る ことに もつな が つてい くだろう。 鱗 模様 は 蛇が 皮 をぬ ぐよう に 厄 を 捨てて 再生す る こと 

を 意味す ると 思われる からだ。 

また 乗 岡 氏 は、 藤と いう 字の つく 姓 または 名 は、 蛇に 関連が あると 興味 ある 指摘 をして いる。 藤の 蔓は うねう 

ねと 匍 行す る ことから 蛇 を 連想 するとい うので ある。 そうい われて みると 田 原 藤 太 秀郷が 大蛇 を またいだ という 

伝説 を 思いお こすが、 事実 秀郷 は、 水 霊 信仰 を つかさどる 小 野 氏 一族と 切っても 切れない 因縁に むすばれ ている 
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みづち 

らしい。 ところで 乗 岡 氏の、 藤 は 水 霊で ある 蛇 を 意味 するとい う 説 は、 蛇 憑き を トウ ビ ヨウと 呼ぶ のに も あて は 

まり はしな い か。 『大 言海』 に 「嬉遊 笑覧」 の 一 節 を ひいて 土瓶の 字が 宛てて あり、 また 『綜合 日本 民俗 語彙』 

とうびょう 

にも 「土瓶の 中に たくさんの 小 蛇 を 飼って いるので、 土瓶の 字 を 宛てる 人 も ある」 と 説明して おり、 一方 『雪 窓 

とうびょう 

夜話』 に は 小さい 瓶の 中に 蛇 を 飼い、 飯 や 湯の 初穂で やしなって いるので 「湯 瓶」 と 呼ぶ ので はない かとい つて 

いる。 

これにた いして 石 塚 尊 俊 氏 は トウ ビ ヨウ は 狐の 異名で しかも 老女 を あらわす ト ウメの 転化ではないだろう かと 

疑問 を呈 している。 トウ ビ ヨウ はかならず しも 蛇 を 指さず 出 雲で は 狐 を 指して いるから である。 (『日本の 憑き も 

の』) 

とうびょう 

しかし これらの 説に は 無理な 点が 多い。 トウ ビ ヨウ は 本来 は 「藤 憑」 から 出た ので は あるまい か。 というの は 

石 塚 氏の 著書に よると 蛇 神 または 蛇 をスィ カズ ラと 呼んで い ると こ ろが いくつか あるから だ。 スィ カズ ラは 蔓草 

で、 藤と おなじように 蛇の 形態 を 思わせる ところから その 呼称が 起った と みられる が、 おそらく トウ ビ ヨウに も 

同様の 連想が 働いた のであろう。 そして トウ ビ ヨウの 意味が 不明になる につれ て、 狐 持ち を も トウ ビ ヨウと 呼ぶ 

ようにな つたと 考える の は 不自然で はない。 

魔の 系譜 は、 蛇に 憑かれた 人た ちの 共同 幻想が 存在した 繙文 中期にまで さかのぼる ことができる、 と 私 はさき 

に 述べた。 その 傍証と して 「猫」 と 呼ばれて いる 山梨県 黒 駒 村 出土の 土偶 を あげてお きたい。 この 土偶 は 猫の 顔 

と 人間の 身体 を もつ 土偶で あるよう でも ある。 猫の 顔と 人の 顔と が 二重 映しに なって いるよう にもみ える。 眼 は 

つりあがり、 兎唇の ように 唇 は 切れて いる。 責 婦人の ように 肩 を 露わに し、 しなやかな 腕 を まげて 三本 指の 手 を 

胸に おいてい る。 猫が 人間の 主人公で ある こと を 主張す るかの ような この 土偶に はつよ い 動物 磁気が みなぎって 
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いる。 猫 族の 特性 を 抽出した ように 無気味な 沈黙が この 土偶 を 支配して いる。 妖しい 牽引力、 それ を 魔と 呼ぶな 

らば、 繙文 中期の 人た ち は、 この 土偶に それ を 感じたら しい ことが おぼろげに 感知され るが、 なぜ 人間と も 猫と 

も まぎらわしい 土偶 を 作る 必要が あつたの か。 猫 族に 人間以上の すぐれた 能力 をみ とめ、 その 魔力 を 神と して 崇 

拝す るまでに いたった のか。 もちろん その 答え はない。 しかし この 土偶の もつ 神秘的な 魔力 を 否定す る こと はむ 

ず かしい。 この 「猫」 にしろ マ ムシに しろ、 山岳地帯に 多い 夜行性の 兇悪な 動物た ちに、 当時の 人た ちが 畏怖の 

<1  ふ をいだ きそれ を 造形した 心理 をよ みとる こと はけ つして むずかしくない。 

マ ムシに かぎらず、 多くの 動物た ちが 人間に とって 神 または 神の 使者であった。 アイヌ は 自分た ちに 幸い を も 

たらす もの、 つまり 毛皮と 肉と を 与える クマ、 そして クジラ を 湾の 岸辺に 追い あげる シャチ を 神の 使者と してた 

つ とんだ。 シャチ は サチと 同義の 語だろう。 サチ という 語 は 漁^の 獲物 を さすと 同時に、 それ をと る ことので き 

る 威力 を もつ ものの 称で も ある。 現在で も 狩人 は シャチ 玉と いって 鉄砲の 玉 を ひとつ 残し、 それにつ ぎ 足す こと 

を しないと 獵 がない という。 『大 言海』 に シャチ ホコは 立 尾 魚の 転と あるの はこ じつけ にちがいない。 一方、 南 

島で は 次の 况 文が あると 金 久正氏 はった えて い る。 「海 ノ恐ロ シ者ャ 鰊 鰐 鯖 …… 陸 ノ恐ロ シ者ャ ：：： アヤタ マダ 

ラタ」 この ヮニ ゃサバ はと もに フカ を 指す 言葉で ある。 また アヤ クマ ダラ クは綾 黒斑 鰻と いう 漢字 を 宛てて、 ハ 

ブを 指す 語 だとい つてい る。 奄 美大 島 やその 属島で は ハブと ゥナギ と は 同一 物と みられた らしい 『徳之 島 事情』 

うなん がな し 

(明治 二十 八 年) をみ ると 猛威 を ふるって 家畜 をお そう 大 鰻の ことが 記されて あり、 住民 は 鰻 神様と 呼んで 畏怖し 

たという。 

南 島で は ハ ブ という 言葉 を 口にする ことが タブ ー であ つたよう に、 ネズ ミ もまた おそれられ その 名 を 指す こと 

が はばかられた。 奄 美大 島の 北に つらなる 薩南七 島で は、 ネズミ は 神であった。 ネズミ は笹の 実の なる 二十 五 年 

目、 とくに 女 竹の 豊作になる 六十 年 目 ごとに、 大挙して 海 を わたって おしかけ、 島の 中に ありと あらゆる もの を 
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食いつ くす。 飢餓の なかに 孤島に おきざりに された 島民た ち は 死ぬ ほかない。 七 島の 一 つで ある 悪 石 島の 少女 は 

次の 詩 を 書く。 その 詩 は 敗戦 後の ものである。 

霧ば えが ふいて \ ァヮゃ キビの 草と りに ゆけ ない \ 麦 も 刈れない \ せ つかく みの つたのに \ ことしの 夏 は 

たべ られ ない \ このまま 霧ば えが つづいて \ トビ ゥォ とりもで きな くな つたら わたしたち はどうな るの だろ 

うか \ わたし はこの ごろ 人間が いやにな つた \ガ ヤスに なりたい \ガ ヤスに なりたい \ ネズミ さま は のぞめ 

なくと も 

ガヤ スは カラスの こと だが、 七 島で は 権威 を もつ 巫女 を も 指す 言葉 だ。 神 さまで ある ネズミ になるな ど そんな 

不遜な こと は のぞまない けれど、 せめて カラスに なりたい。 飢えと 孤独に なやまされる 孤島の 少女の すさまじい 

人間 嫌悪。 人間に くらべれば 動物の ほうが まだし も だとい うかな しい 動物 讃歌。 この 詩 はこうした 状態が 異常で 

なかった 先史 古代人の 心理 を さぐる 手がかり を 与える。 人間の 歴史の なかで、 人間よりも 動物の ほうが 優勢で あ 

る 時代 は 想像 以上に ながく つづいた と 見ねば ならぬ。 

狼が 『万葉集』 や 『風土記』 で、 「大口の 真 神」 と 称せられ たの も そのこと を 物語って いる。 ォ ォカミ という 

言葉 自体が 大 神の 意味 を もっている。 『欽明 即位 前記』 に、 秦大津 父が 狼に むかって 祈請し、 「汝 はこれ 貴 神に 

して 鹿 行 を 楽む 云々」 といった 例が ある。 かしこき 神と は、 おそろしい 神、 そして 怜 糊な 神と いう 双方の 意味 を 

ふくんで いる。 つまり 狼 は 人間から 畏怖され るば かりで なく、 その 賢明 さ を もって 尊敬され た 動物であった。 ォ 

コゼを 山の 神に ささげる 習慣 は、 狼に ォコゼ が 大好物 だからと 南方 熊 楠 はいって いるが、 狼 を眷属 神と して まつ 

る ものに、 秩 父の 三峯 神社 や 御岳 神社、 遠 州 水 窪の 山 住 神社が ある。 これらの 神社 名が 示す ように 山岳地帯の 伝 


魔の 系譜 32 


承 をった えて、 そこで は 狼 を マガ ミサ マ (真 神 さま) または オイ ヌサ マと 呼ぶ。 東北 地方で は 狼 を オイ ヌと 呼び、 

狼 河原と いう 地名 も あるから、 この オイ ヌは 狼の ことで ある。 そのお 礼 は 火難 盗難 や 狐お としに 効験が あると さ 

れ ている。 狐お としに 効果が あると は 一見 奇異の よう だが 神が 春に 山から 降りて 田の神と なり、 秋に は 山に 帰つ 

ていく という 古来の 信仰の 中で、 山の 神の 眷属 である 狼と 田の神の 眷属 である 狐と は 結合す る。 つまり 穀 神の 先 

駆で ある 狐 は 山の 神の 使者で ある 狼の 支配 下に はいるの である。 山の 多い 地方の 住民 は 狼と 接触す る 機会が 多 か 

つた。 狼が 仔 を 産んだ と 聞いて は、 産 見舞に 好物の 塩 を もっていく 習慣が 各地の 山村に あった。 奥 多 摩の 山中に 

は、 丈夫に 育つ ようにと 赤ん坊の ときに 狼の 乳 をの まされた 老人が、 そのせ いか 百 歳 近くの 齢 をた もつ ことが で 

きて 終戦後まで 生きて いた、 という 報告が ある。 送り狼と いうの は、 人の あと を どこまでも ついて くる 狼な ので 

あるが、 転ばない かぎり 人 をお そうこと はない と 信じられ ていた。 むかし 東北で は、 夜中に 狼に あう とき は、 「油 

断な く 鹿 を 追うて 下され」 とていね いに 挨拶して とおる もの だとされ ていた。 これら 一連の 話 は 狼と 人間の あい 

だの 親和力 をった える ものである。 もちろん 狼との つき 合いに は 緊張 を 欠く こと は ゆるされない。 しかし、 狼が 

やたらに 害 を 加える もので ない 動物で ある こと は、 実際の 観察から 生まれた 結論で もあった。 狼 は 積極的に 人間 

を 害する 習性 を もってい たので なく、 ふるく は 田畑 を 荒す 鹿 猪 を 駆逐す る 益 獣で あつたが、 その 野獣が 減少す る 

につれ て 家畜 をお そうよう になった。 狼 や 山犬 は 飼犬と 同類で あるから、 同様の 賢明 さ を もっている。 また ある 

ばあい は、 人に なつく 習性の 片鱗 をみ せる の も 少なくなかった にちがいない。 アイヌ は狩獵 のうまい 狼 を 尊敬し" 

狩獵 神と して 信仰した。 狼の 仔 は そだてられて、 熊と おなじように 神 送りされ、 狼の 頭骨 はホ ロケ カムイと して 

祭られた と 犬 飼 哲夫氏 は いっている。 

かしこい 顔つき、 すばしこい 動作、 彼らに 特有な 好奇心と、 人間 を おどろかせる 予知 能力。 これら は 狼に かぎ 

つたこと ではない。 東北で は 狐の 鳴 声で その 年の 豊凶 を うらなう 習俗が ながく あった。 関西で は 寒の ころに 野 施 
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行と いって、 女た ちが 夜、 狐の 出そう な祠ゃ 辻に 油揚ゃ 赤飯 を そなえて まわる 風習が あった。 これ も 狐の 霊 力に 

期待す る ものが あった からでの ことで ある。 芥 川の 『芋 粥』 にと り 入れられて いるが、 枯 野の 狐が 客の 到来 を 知 

ら せる 役 を 命ぜられ、 館に とんで いって 奥方に 憑き、 歓待の 支度 を させた という 話が 『今昔 物 話』 にの つてい る。 

また わが国の 昔話の 中で、 蛇の あとに ついていって 地下の 宝 を 発見した という 筋の もの は 少なくない。 狼 や 犬 

や 狐 や 蛇が、 神 または 神の 使者と 見做されて きたの は、 危害 を 与える 動物で あり、 しかも 怜俐で あるた めで あつ 

た 0 

しかし こうした 聖 なる 動物た ち も、 武士が 実力 を もって 政権 をに ぎり、 怪力乱神 を 語る ことのない 儒教の 倫理 

で 社会 を 支配 するとな ると、 みるみる 零落して いく。 細 川 政 元 や 武田信 玄ゃ上 杉 謙 信が いずな (狐) 使の 術に 凝 

つたと いう 話 は あるが、 豊 臣秀吉 になる と 宇喜多秀家の 娘に 狐が 憑いて 困った とき、 伏 見の 稲荷に 次の ような 手 

紙 をお くって いる。 

浮 田ノ娘 口ば しり 候。 定めて 狐の 所為と 存じ 候。 早く しりぞ けらるべく 候。 さも 無 レ之候 はば、 日本 国中 狐 

狩いた し 申 候べ く 候。 なお 吉田 神主 可 X 申 候。 

つまり、 奈良、 平安時代 をつ うじて 政治 をう ごかした 呪術の 力 は 衰弱し、 巫女 (シャ ー マン) の 社会的 地位 は 

低下した。 秀吉の 手紙に みるよう に 支配者の 権力が 万能で ある こと を 誇示して はばからない ときが おとずれた。 

聖 なる 動物た ち は、 民間 信仰の 底に 沈澱して 生きて いくほ か 道はなかった。 折 口 信 夫 流に いえば、 これらの 動物 

たちの 「田舎 わたらい」 が はじまつ たので ある。 

その 棄性を 誇示す るた めに、 さまざまな 方法が とられた。 たとえば 犬 神のば あい は、 犬 を 生きながら 土中に 埋 
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め、 首 だけ を 出して 飢えさせる。 やがて 犬の まえに 食物 をお くと、 犬の 飢え は 狂わん ばかりに なり. その 眼 付 は 

あやしくなる。 そこ を 見 はからって 首を切り おとし、 祭る と、 その 犬の 首が 犬 神と なって 人に 憑く、 というの が 

その 一例で ある。 黒 川 道祐、 本 居 内 遠、 平 田 篤 胤が これと 大同小異 のこと を 書いて おり、 また 近く は 夢野久 作が 

『犬 神 博士』 で 同様の こと を 述べて いるから、 ひろく 信じられた ものであろう。 これにた いする 支配者 側の 弾圧 

も 苛酷 をき わめ、 長 曾 我 部 氏が 犬 神す じの 家 を やいて 絶滅 させた こと は 有名で ある。 石 塚 尊 俊 氏に よると 出雲領 

内で も 狐憑きの 家 をと りかこんで 焼いた 例が あると いう。 

憑き もの 筋の 家に 生まれた 速 水 保 孝 氏 は その 著書 『憑き もの 持ち 迷信』 の 中で、 

「狐が 人間に 憑く というの は、 古くから いわれて いるが、 狐 を 利用して、 他人 を 害し 自己の 利益 を はかる 系統 

的な 家筋、 すなわち 狐 持ちの 家筋が できる という こと は、 まったく 異 つたこと であり、 また それ は 決して 同時 

ではなかった。」 

としてい る。 「自己の 利益 を はかる」 という こと は、 これらの 動物 霊が 一家 一門の 守護霊 または その ミサ キ (先 

駆) 神であった とすれば 当然の ことで ある。 また 他人に 狐 を 憑かせる 行為に は 祈 禱師ゃ 巫女な どの シャ ー マンが 

介在して いた ことが 考えられる。 しかし 「他人 を 害する 狐 持ちの 家す じ」 という ものが 成立す るの は それと まつ 

たく 別の ことに 属する。 つまり、 そのような 家筋 だとい うこと が 他者から 非難 を こめた 言葉つ きで、 排斥 をめ あ 

てに して 悪罵され ないかぎ り 成立す る ことがない、 というの が 速 水 氏の 説な ので ある。 すなわち、 江戸 中期 以降、 

貨幣 径 済の 農村 浸透と 共に、 移住して きた 商業資本 家 や 富める 農民が 新興 地主 勢力と なり、 村の 支配 体制に 動揺 

をき たす となると、 土地 を うばわれた 土着 農民 や、 在来の 土 豪の 嫉妬 や 反感 を まねき、 新来 者 を 憑き もの 筋と し 

て 排斥す るよう になった という 説で ある。 したがって 貨幣経済に 立脚しながら 地主と 小作人との 対立 は 解消す る 

どころ かますます？ P 加し、 明治、 大正な どに は、 この 狐 持ちの 迷信 はふえ る 一 方であった とする。 村八分が 封建 
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時代よりも 封建 共同体の 要素の 分解 過程で ある 明治時代 により 多く みられる という 中 村吉治 氏の 説と 照合して み 

ると き、 速 水 氏の 立論 は 正しい もの を 含んで いると 私に は 思われる。 この 憑き もの 筋の 迷信 を 普及す るのに、 祈禱 

師ゃ 巫女が 一 役 買った。 速 水 氏の 調査 研究が 祈 禱師の 生活 権 を おびやかす ものと して 祈 禱師の 連中から つよい 抗 

議を 受けた という 挿話が それ を 裏書きし ている。 しかし それ はあくまで も 一般論であって、 憑き ものに は 別の 要 

素 も ある こと をみ のがす こと はでき ない。 すなわち 狼、 狐、 蛇な どが 人に 馴れ やすいと いう 事実で ある。 この 事 

実 を 巫女が 利用し、 特定の 相手に 打擊を あたえる 世論の 操作 をお こなった ので ある。 しかも、 これらの 動物 は 一 

家 一 族 を 守る 保護 精霊と しての 意味 を 失わない。 そのために、 たとえば 狐と い つても イタ チゃネ ズミに 似た 形態 

を もち、 蛇はミ ミズの カツ コゥを 示す という ふうに 家に すみつく ことの 容易な 他の 小 動物に 変化し、 狐と いって 

狐で なく 蛇と い つ て 蛇で ない 架空の ものが まことしやかに 信ぜられる ようになった。 その 数 も 一 戸に、 何十 匹と 

飼って い ると 噂され る の は、 精霊が 数多く 分割され 得る と い う 思想に もとづ いている もの であろう。 

ただこ こで 一 言して おきた いのは、 憑き もの 筋の 呪 法 や 考え方に は 大陸 渡来の ものが 強く 混入して いる こと だ „ 

たとえば さきに あげた 蛇が ミ ミズ のように 小さ い 形態 を も つ ている こと や 蛇と 雷が おなじで あると する 考え は 

すでに 中国の 唐の 時代に みられる。 

先に あげた 犬の 首を切って 神と して 祭る というの も、 犬 を 魔性の 神と する ために 後代に 案出され た 行為で、 そ 

の 黒い 祭儀に は、 人工 性の 信仰の 匂いが つきまとう。 だからといって そこに なんの 意味 もない といい 捨てる こと 

は、 かえって 真実 を そこなう ことになる。 なぜなら 古代に 神に 近く 奉仕した ために 貴ばれた ものの 一様の 零落、 

すなわち 予祝 者が 門 付の 乞食に、 巫女が 売女に、 祝 (葬) の 職の ものが 部落の 民に と 転落した こと は、 11 その 

まま 神の 世界の 零落と みる ことができ るので ある。 

したがって、 乞食 や 遊芸 人 や 巫女 や 部落民な どの 現在の みじめ さ こそ、 過去の 世界の 光栄の しるしで あると い 
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うこと が 可能で ある。 

これと 同様の 過程 をた どって、 憑き ものと いやしめられる 動物 たちのな かに、 神と 魔と がー つであった 世界 を 

描いて みると き、 思想の 原始 性 は 現代に よみがえ るの だ。 

「追記〕 南方 熊 楠が 「蛇に 関する 民俗と 伝説」 (『十二支 考』) の 中に 「むかし 琉 球で 盗人 を 検出す るに、 巫女 蛇 

を 連れて来たり、 衆人 を 集め 示せば、 盗人に 食いつ いて いささか も 違わず、 ゆえに 盗賊な かりし」 という 文章 を 

引き、 『古事記』 にも スサノ オノ ミコト の 女 スセリ ヒメが ォォ クニ ヌシノ ミコト に 蛇の 領布 を 授けて、 蛇 室 中の 

蛇 を 制せ しめたと あれば、 上古 本邦で 女 はか かる 術 を 心得お つたら しい、 と 述べて いるの は、 私の 所説 を 裏書き 

する ものである。 南方 はこの ほかに も 蛇よ けの 呪文と して 「この 路に錦 まだらの 虫 あらば、 山 立 姫に 告げて とら 

せん」 という 蛇のお それる 歌 を 引用して いる。 
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崇徳 上皇 


明治と 年号が 改元され る 半月ば かりまえ、 慶応四 年 八月 二十 五日、 明治天皇の 勅使、 大納言 源 朝臣 通 富、 副使 

三条左 少将 は、 讃岐に 下向した。 

勅使の 一 行 は 阿野 郡 坂 出 村 (現在の 坂 出 市) の 港に 着船し、 そこから 白峯 にある 御陵に むか つた。 天皇 即位の 翌 

日から 懸案に なって いた、 崇徳 上皇の 御 神霊 を 京都に むかえた てまつ るた めで ある。 一行が 白峯の ふもと、 高屋 

の 阿気と いうと ころに たどりつ くと、 道の 上方に みすぼらしい 神社が 立って いる。 高屋 という 地名から、 高 家 神 

社と いうが、 一 名 「血の 宮」 とも 呼ばれる。 

そこ をす ぎ、 「煙の 宮」 をと おりす ぎて、 一行 は白峯 陵の まえに 立った。 

西 行が 白 峯陵を おとずれて 「よしや 君 昔の 玉の 床 とても かからん 後 は 何に か はせん」 となげ いたの は、 仁 安二 

年 か 三年の 秋で あり、 崇徳 上皇が なくなられて、 三、 四 年し か 経って いない 頃の ことであった。 

その後、 白峯陵 はなん ども 修築され て、 慶応 元年に も それが おこなわれ たが、 その 雰囲気 は 勅使 一行が 御陵の 

まえに 立った とき も 殆んど 変り がなかった はずで ある。 勅使が 御陵の 前に 立った その 日 は、 崇徳 帝の 命日に あた 
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る，； -弓 二十 六日で あ つ た。 勅使 は うやうやしく 額づ くと、 明治天皇の 宣命 を崇徳 帝の 御 神霊の まえによ みあげた。 
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慶応四 年 八月 十八 日 

こうして 勅使 は崇徳 上皇の 御 神霊に 還 御 を 乞う と、 あくる 二十 七日、 上皇の 御 遺影 を 神輿 を 奉じ、 御 遺愛の 室 

を 副えて、 日没 時に 下山した。 二十 八日に 坂 出港 を 出発、 九月 五日に 京都に 還った。 高 松 藩主 松 平 頼 聴が 命を受 

けて、 伏 見に 奉迎し、 神輿に したがった。 飛鳥 井町の 新しい 神廟 に崇徳 上皇の 神霊 は 祀られ た。 じつに 帝の 死後 

七 百 五 年 目の ことで ある。 

右に 掲げた 宣命 にある ように、 崇徳 上皇の 御 神霊 を 京都に 呼び迎える こと を 計画した の は、 孝 明 天皇で ある。 

慶応ニ 年 京都の 飛鳥 井町 (現在 は 上京 区 今 出 川 堀川 東 飛鳥 井町) に白峯 神社の 造営が 企てられ たが、 孝 明 帝の 死去に 

よって、 先帝の 遺志 を 明治天皇が ついだ ので ある。 
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慶応四 年と いえば とき あたかも、 戊辰の 役の 年、 朝廷 方 は 征討 軍 を 東上 させ、 まさに 奥 羽 諸 藩 を 挑発して、 一 

戦 を まじえようと していた。 このと き、 崇徳 上皇の 霊が、 奥 羽 諸 藩の 方に 味方して 官軍 をな やました としたら、 

それ こそ ゆゆしい 事態になる かも 分らない と、 朝廷 は 判断した。 そこで、 京都に 御 還 御 をね がい、 明治天皇の 宣 

命に も、 「此頃 皇軍に 射 向い 奉る 陸 奥 出 羽の 賊徒 をば 速やかに 鎮め 定めて 天下 安穏に 護り 助け 賜へ」 という 結語 

を 入れる こと を 忘れる ことができ なか つたので ある。 

それにして もこの 宣 命の 文章の なんと 鞠躬 如と して、 崇徳 天皇の 御霊に むか つてい る ことか 。「御 鐘憒の 中に か 

む あがらせ 賜へ る」 とか 「御 積 憤 をな ごめ 奉り」 とか、 相手の 帝の 心情に 心 をよ せ、 さやけ き新宮 をつ くった から 

「多年の 宸憂を 散らし」 て、 お迎え 人と 共に 京都に おかえりいた だくよう 懇願して いるので ある。 それ はまる で 怒 

れる 人間 をな だめる ときの 言葉と そ つ くりで ある。 まかりまちが つ て も、 疎略に あっかえば、 それが かえ つ て 上皇 

の 怒り を 招く こと を ひたすら おそれて いるので ある。 しかし 考えても みよ。 それ は 上皇の 死後す でに 七 百 余 年 を 

経てい るので ある。 しかも このように、 生きた 人に 面と むかって なだめ、 すかし、 御機嫌 をと るよう な 態度 は 一 

体 何 を 意味す るか。 それほど 崇徳 上皇の たたりが、 歴代の 朝廷 や 貴族 や 武士に おそれられて きたから ではない か。 

崇徳 上皇の たけだけしい 御霊の 発動が 七 百年 も つづいた こと を 考える と、 私 は 帝王の 怒りと いう ものの ゆゆし 

さに つきあたらざる を 得ない。 怨霊に なやまされる ことの おびただしい 日本の 歴史の 中で も、 上皇の 御霊の 不退 

転ぶ り は きわだ つてい る。 

崇徳院 を はじめと して、 後鳥羽院、 後醍醐 院 などの 不遇な 帝王た ち、 下って は 後水尾 天皇 はいずれ も 英邁 果断 

であり、 強い 性格の 持主であった ために、 おのずから 不幸 を 招いた ので あつたが、 それだけ 敵にたい しても 容赦 

せず、 相手 を 害な つて 後悔す る ことがなかった。 

すぐる 二  •  二 六 事件のと き、 今上陛下の 故 秩父宮 にたいする 怒り は なかなか 解くべく もなか つたと つたえられ 
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るが 私 は そこに も 帝王の 怒りと いう もの を 感ぜざる を 得ない。  . 

帝王の 誇りが 傷つ けられた とき、 その 怒り はなに ものに も 比ぶべき ものがない。 我慢と 忍耐 を かさねた あげく 

怒りが 爆発 するとき、 それ は 猛烈な 破壊力 を もつ。 

ダンテが 地獄の 罪人に 「地獄に は 地獄の 誇りが ある」 と 叫ば しめたよ うに、 崇徳院 も 仇敵に 復謦 する こと をお 

それず、 おのれの 悪念に ひけ 目 を 感じる こと もなかつ たので ある。 『往生 要 集』 が 活写す る 地獄の 責苦 も、 崇徳 

上皇の 魔王の 地位 をお どかす こと は 不可能であった。 私 は そこに 日本の 歴史上 まれな 崇徳 上皇の 特異な すがた を 

見る。 上皇の 霊 は 日本の 支配 層 をお どかしつ づけた。 それにお びえ、 おののき、 煩悶の あげく、 震動す る 白峯御 

陵に、 みずからの 無力 を 告白し、 その 許し を 懇願す る 権力者た ち。 それ は 何とい う 価値の 転倒、 歴史の 皮肉で あ 

ろうか。 

そもそも 崇徳 上皇 は 出生のと きから 数奇な 運命の 星 を 背負って いた。 その実 父 は 白 河 法皇で あり、 実母 は 鳥 羽 

しょうし 

上皇の 妃璋 子な のであった。 白 河 法皇 は 孫に あたる 鳥 羽 上皇の 皇后と 密通し、 その 結果 生まれた のが 崇徳 帝で あ 

つ 」JC 

この こと は 鳥 羽院も 知っていて、 崇徳院 を I 叔父 子」 と 呼んで いたと いう。 鳥 羽 上皇の 苦悩 はふ かかった にち 

がいない。 崇徳院 に は 何の 罪 もない が、 両者の 間に は 宿命的に 相容れない 冷たい 空気が 流れて いた こと は 想像に 

難くない。 

鳥 羽 天皇の 長子であった 崇徳帝 は、 一 1 二三 年、 五 歳で 皇位に ついた。 しかし 二十 二 歳のと き、 鳥 羽 上皇の 御 

旨で、 末弟の 三 歳の 近衛 天皇に 讓 位した。 というより は、 だまされて 讓 位させられ たので ある。 本院で ある 鳥 羽 

上皇の 絶大な 勢威の もとに、 新院 である 崇徳 上皇 は、 十六 年間 も 力 を ふるう こと はでき なかった。 ところが、 近 

衛 天皇が 三十 八 歳のと き なくなり、 後白河 天皇が 即位した。 ここで も 自分の 皇子に 望み を 託した 崇徳院 の 意志 は 
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無視され た。 帝王の 位 をめ ぐる 崇徳院 の 希望 は、 鳥 羽 上皇の 専横の ために、 二度に わたって 無視され た。 

も つと も 鳥 羽 上皇の 専横 は その 祖父に あたる 白 河 法皇の 専横の 反動で あつたの だから、 鳥 羽 上皇 を 責める こと 

はでき ない。 しかも 崇徳院 は、 鳥 羽 上皇の 意の ままに させられる こと を 屈辱と 思わずに はすまなかった。 それ は 

帝王と して 当然と いうべき ものであった。 

後白河 天皇 は 崇徳院 の 異母 弟に あたる。 保 元元 年に 鳥 羽 法皇が 死去した が、 その 前年、 鳥 羽 法皇が、 熊 野に 参 

詣 したと き、 そこで 面と むかって 法皇の 命 は 明年の 秋までと、 ぶっそうな 託宣 を やった のが イタと いう 巫女で あ 

つた。 巫女の 口 を 借りた 熊 野 権現の 託宣に、 法皇 自身 はいう まで もな く、 法皇の 側近た ち もみな うちしおれて 帰 

京した ことが、 『保 元 物語』 にしる されて いるが、 神お ろし をす る イタと いう 巫女 は、 今日で も 多い イタ コ のた 

ぐいに ほかなら ない。 

また 悪 左府と 呼ばれて 恐れられた 頼 長が もろく も 失脚す る 原因と なった の は、 巫女が 近衛 天皇の 死 をね がって 

愛宕山の 天狗の 眼に 釘 を 打った ものが いる、 とい つたから である。 

眼病 を わずらった あげく 亡くなった 近衛 天皇が、 口よ せて 巫の 言葉 を 借りて いうに は、 「自分が 亡くなつ たの 

は、 たれ かが 愛宕山の 天 公の 像の 目に 釘 を 打って 自分 を呪詛 したから だ」 という ことで、 鳥 羽 上皇 は 使者に その 

像 を 検分 させた ところ はたして そのと おりだった。 それ は 左大臣の 頼 長の しわざと 政敵で ある 忠 通から 中傷され 

た 0 

巫女の 予言 を 一 笑に 附 する こと は、 当路の 実力者であった 頼 長に とってた やすい ことで あるよう にみ えながら- 

それ を 否定で きな か つたと いうの は、 呪術が 責族 社会 をう ご かす ほどの 力 を も つていた ことが 示されて い る。 

こうして 後白河 天皇に たいする 崇徳院 の おだやか ならぬ 感情に くわえて、 関白で あ つ た 藤 原 忠実の 子忠 通と 

その 弟の 左大臣の 頼 長との 軋櫟 が、 それにから まった。 保 元元 年 七月 十一 日の 未明、 わずか 二た 時の 間にた たか 
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いがあった。 勝負 は あっとい うまに 片が ついた。 

崇徳 上皇 方に ついた 頼 長 は 死んだ。 為義 は 斬られ、 為朝 は 伊豆 大 島に 流された。 天皇 方の 処置 はすば やかった" 

七月 二十 二日、 天皇 方 は崇徳 上皇 を 讃岐に 移す こと をき め、 二十 三日に は 上皇 を 仁 和 寺から 護送した。 上皇 は 

あやた かとお  つづみ  このまる 

八月 三日に は 松 山 浦に 到着、 綾 高遠の 堂 (綾歌 郡 林 田 村) で 三年 間 をす ごし、 のち 府中の 鼓 ヶ岡の 木 丸 御所で 六 年 

間 をす ごした。 『保 元 物語』 では、 直 島の 御所で 日々 を 送った ことにな つてい る。 しかし こうした 諸 書の くいち 

がい はどうで もい いこと だ。 

崇徳 上皇の 心境が 問題な ので ある。 

「われ 天照大神の 苗裔 を 受けて 天子の 位を践 み、 太 上 天皇の 尊号 を 蒙りて 久しく 仙 洞の 楽しみに 誇り、 すでに 

三十 八 年 を 送れり。 すぎに し 方 を 思えば、 昨日の 夢の ごとし。 いかなる 前世の 宿業に か、 かかる 歎きに 沈 むら 

む。 たとえ 烏の 頭 白くなる とも、 帰京の 期 を 知らず。 定めて 亡郷の 鬼と ぞ ならむ ずらむ。」 

崇徳院 は、 自分 を 讃岐の 地に 配流した 朝廷の 措置が きびしす ぎる ことに、 はげしい 不満 を 抱かずに はいられな 

かった。 というの も 先例がない わけではなかった からで ある。 

平 城 上皇が 嗟峨 天皇に そむいて 乱 を 起し、 あえなく やぶれた とき、 天皇の 処置 は 寛大であった。 平 城 上皇 は 出 

家す るに とどま つて 僻遠の 地に 流される こ ともなく すんだ ので ある。 しかも 後白河 天皇 は 一 時 自分の 邸内に 住ま 

わせて やった こと も あるで はない か。 そのこと を 考えた だけで も、 崇徳院 のかっての 帝王と しての 怒り は 燃え 上 

しんい  ほ むら 

つた。 瞋恚の 火 群 は、 何物 も 焼きつ くさずに はおかなかった。 

へいぜい  おんる 

r …… 嵯峨 天皇の 御 時、 平 城の 先帝 世 を 乱り 給いし かど も、 すなわち 出家し 給いし かば、 遠 流まで はな かりし 

ぞ かし。 いわん や 当 帝 をば 吾 在位のと き は、 いとおしみ たてまつり、 はごくみ 参らせし 物 を、 その 昔の 恩 を も 

忘て、 からき 罪に おこなわる、 心 憂き、 など 思 召け る。 今生 はし そんじつ。 後生 菩提の 為にと て、 御 指の さき 
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より 血 を あやし、 三年が 間に 五部 大乗 経 を 御 自筆 あそばされたり ける を、 かかる 遠島に 置き たてまつる こと 痛 

まし けれ、 ま、 鳥 羽の 八幡 辺に も 納め 奉るべき よし、 御室 御所へ 申させ 給う。」 

と 『保 元 物語』 に は ある。 

しかし 少納言 入道 信 西 は 反対した。 「御身 は 配所に 留ら せた まい、 御手 跡ば かり 都へ 返し 入れさせ 給わん こと、 

いまく しく 覚え 候。 その上い かなる 御 願に て かそうろ うらん。 おぼつかなし。」 信 西 は、 崇徳 上皇の やり 口に 

呪詛、 不吉な 願望が こもって いない か をうた が つたので ある。 

こうして 平 治 元年の ころに、 御室の 仁 和 寺の 宮を とおして 五部の 大乗 怪を、 八幡 山 か 高野山 か、 ゆるし あらば 

鳥 羽の 安楽 寺院の 御 墓に おさめた いとね がった 崇徳院 の 切なる 申し出 は 天皇に 拒否され、 御径は 都から 返された。 

上皇 はくやし が つた。 

「ぎがの ためにと 書 たてまつる 大乗 径の 敷地 (注-— 置き場 所) を だに 惜しま れんに は、 後世までの 敵 ござん なれ。 

さらにお いて は、 われ 生きても 無益な り」 とて その後 は 髪 を もくしけ ずらず、 爪 も 切らず ながながと のばし 放題 

にした まま、 顔色 は 黄ばみ、 目 はくぼみ やせおとろえ ていった。 

「吾 ふかき 罪に おこなわれ、 愁薩 浅から ず。 すみやか にこの 功力 を もって、 かの 科 を 救わん とおもう 莫大の 行 

業 を、 しかしながら 三 悪逆 (注 ー 地獄 道. 餓鬼道. 畜生道) になげ こみ、 その 力 を もって、 日本 国の 大魔 縁と なり、 

5Si を 取って 民と なし、 民を皇 となさん」 と、 自分の 舌先 をく い 切って、 流れる 血潮で 大乗 経の 奥に 呪 狙の 誓文 を 

書きつ け、 海の 底に しずめた。 『源平 盛衰 記』 に はこの こと を、 「かなし この 経 を 魔道に 廻向して、 魔 縁と 成って 

貴艮と 報ぜん と 仰せ ナれ ば、 この 由 都へ 聞え て 御 有様 見て 参れと て、 康頼を 御 使に 下されけ るが、 参りて 見 奉れ 

ば、 柿の 御衣の 煤けた るに、 長 頭巾 を 巻きて、 大乗 径 の 奥に 御 誓 状 を 遊ばして、 千尋の 底に 沈め 給う。 その後 は 

卸 爪 を も 切らせ 給わず、 御 髪 を も 剃らせた まわで、 御 姿 を窶し 悪念に 沈み 給いけ る こそお そろし けれ」、 『保 元 物 
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語』 は 「生きながら 天狗の 姿に ならせた もう ぞ あさましき」 と 書いて いる。 われわれ はこ こで 大 魔王の 誕生の 場 

面に 立ち会う。 それ は ヨブが 神 を呪詛 しはじめる 一 瞬で ある。 「われ 生きても 無益な り。」 それ は 「わたしの 生れ 

た 日 は 滅びう せよ」 という 死と 暗黒 を 求める ョ ブの なげき そのまま である。 

崇徳 上皇が、 九 年間の 流謫の 辛苦の のち、 四十 六 歳で 亡くなつ たの は、 長 寛 二 年 (一 一六 四) 八月 二十 六日の 

ことで ある。 上皇の 死去 当時、 その 遺骸 を どう 処置し たらよ いか。 それ は 上皇 側近の 一存で きめ かねる ことで あ 

つた。 早速、 都に 上皇の 崩御 を 注進し、 おうかがい を 立てた。 

保 元の 乱で やぶれた 上皇が 仁 和 寺 を 出発した の は 保 元元 年 (一 一 五六) 七月 二十 三日で あり、 難波津 から 船に 

のせられ 八月 三日に は 松 山 浦に 到着して いる。 その 間お よそ 十日。 したがって 上皇の 崩御 を 注進す るに も 往復 二 

十日 はか かる。 まだ 暑い 時候で あり、 上皇の 死体の 腐敗 を 防ぐ ために、 泉の 水に 浸して、 復命 を 待った。 二十日 

目に 都からの 宣下が 到着した。 白峯 山に 葬れとの 命令で ある。 野 沢 井の 泉の 清水に 漬けられ ていた 崇徳 上皇の 御 

遺体 は、 殯柩に 納められて 出発した。 そうして ちょうど 白峯の 山す その 高屋の 阿気と いう 場所に さしかか つたと 

き、 一天に わかに かきくもり、 雷鳴 を 伴う 烈しい風 雨と なった。 夕立 か 驟雨に 見舞われ たので もあった ろう。 人 

人 は、 殯柩を 石の 上に おろし、 雨の 晴れる の を 待った。 すると、 柩 のなかから 血が 零れ 出して、 柩を おいた 台の 

石 を 染めた。 崇徳 上皇の 霊 はもち ろん、 その 御身 体に も 生きた 血が 流れて いたので ある。 死後 二十日た つてな お、 

まだ 死に 切って いなかつ たので ある。 「血の 宮」 の 名称 はこ こに はじまった。 里人 は、 血の かかった 石 を 御 神体 

として 神殿に おさめ、 上皇の 霊 をい まだに 祀 つてい る。 

ちご だけ 

「血の 宮」 を 左方に 折れて 山道に かかる。 あるかな いかの 小径が 児が 嶽の ふもとに つうじて いる。 そこに 「煙の 

宮」 が ある。 
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上皇の 殯柩 はは こばれ て、 白峯 山頂の 西北の 石巌の 上で 荼毘に 付した ので あつたが、 その 折、 荼毘の 煙 はたな 

びいて、 児が 嶽の ふもとに 落ちた。 

当時の 有様 を 『源平 盛衰 記』 は 次のように 伝えて いる。 

おわし ま 

「白 峯 という 山寺に 送り 奉り 焼 上 奉りけ るが、 折節 北風 はげしく 吹き けれども、 余りに 都 を 恋 悲しみ 御座し け 

るに や、 烟は 都へ 靡きけ ると ぞ、 御 骨 をば 必ず 高 野へ 送れとの 御 遺言 有け ると かや。」 

里人 はこれ を 大いに 畏敬して、 煙の 落ちた ところに 宮を たてた。 「血の 宮」 といい 「煙の 宮」 といい、 ふつう 

の 神社に およそ 似つかわしくない 名称で ある。 しかし そこ を 通らねば 白峯 山頂へ は ゆけ ず、 後世 を 畏怖 させた 帝 

の 心情 を 理解す る ことができない。 

白峯の 山頂に のぼる 途中、 今 は 展望台に なって いる 場所が 山道の 脇に もうけて ある。 そこから は 坂 出 市 はもち 

ろん、 瀬戸 内の 島々 がー 望に 見渡せる。 崇徳 上皇が したたる 血で 五部の 大乗 径の 奥に 魔王と なる 誓文 を 書き、 そ 

れを 海底に 沈めた といわれる 椎途の 海 (松 山の 海) が 見える ので ある。 

山頂に は 今日、 西 国 八十 一番の 札所と なって いる 白 3? が あり、 そこから すこし はなれた ところに 崇徳 上皇の 

御陵が ある。 大きな 羊歯 類 や 一 つ 葉の ような 植物が 見られ、 風 や 雪に たおれた 木が、 ゆくて を さえぎる。 枯木に 

は 何とい う 鳥 か 無数に 群れて 飛び交つ ている。 そうした 行 きづまりに 御陵 は ある。 白峯 寺の 住職の 話で は 御陵へ 

の 道 は 数年 まえまで は あたりが うっそうと 昼な お 暗く、 数メ ー トル さき は 見えない 位であった という。 それが 大 

雪の ために 木が たおれ、 今の ようになつ たそうで ある。 しかし それでも 暗い。 空気 も つめたく、 なにが なし 心身 

の ひきしま るの を おぼえる。 

ちご だけ 

御陵の 北側の 背後 は、 数十 メ ー トルの 断崖絶壁 になって いる。 これが 児が 嶽 であり、 『雨 月 物語』 の 「白 峯」 

け わ  みねう しろ そば  まのあたり 

に 「児が 嶽 という 嶮 しき 嶽 背に 聳だ ちて、 千仞の 谷 S より 雲霧お ひの ぼれば、 咫尺 を もお ぼっかな き、.^ 地 せらる- 
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大丄 1 わずかに 間た る 所に、 土墩く 積た るが 上に、 石 を 三 かさねに 畳みな したる が、 うばら かずら にう ず もれて う 

らが なしき を、 これな らん 御 墓に やと 心 も かきく らまされ て、 さらに 夢現 を も わきがた し」 と 述べて いる 箇所で 

ある。 

頂上に 崇徳院 を まつる 頓証寺 は、 保 元の 乱で 崇徳 上皇と 対立した 後白河 上皇の 寄進に かかる ものである。 建久 

二 年 (一 一九 一) に 後白河 上皇 は 病に かかり、 崇徳院 のた たりと 思い こんで なやんだ あげく、 白峯 御陵の すぐ 近 

くに 頓証寺 をた てた。 源 頼 朝 をさん ざん 手 こずら せて 「日本一 の大 天狗」 と 頼 朝に ののしられた —— つまり 生き 

た 魔王で ある 後白河 上皇が、 死んだ 大 魔王の 崇徳 上皇 をお それた ことに 私 は 日本の 歴史の 特殊な 陰影の 集約 を感 

じないで はすまない ので ある。 

頓証 寺に は、 為義 • 為 朝と、 天狗の 相 模坊が 今日で も 合祀され ている。 

頓証 寺の 作り かまえ は、 紫宸殿に なぞらえ 庭前に 左 近の 桜、 右近の 橘 を 植えた というが、 崇徳 上皇 は、 死して 

なお 宮廷 を模 した 寺に 住み、 かって は廟 門の 左右に 為義と 為朝の 弓箭 を もった 木像が 控えて いたと いう。 帝の 忠 

実な 眷属 である 相 模坊と 為義、 為朝 を 随身と して 身辺から あくまで はなさな か つたこと にお どろかざる を 得ない ( 

馬 琴の 『椿 説 弓 張 月』 では、 琉 球に わたった 為朝が 敵 兵に 苦しめられ ている とき、 崇徳院 の 御 使いが あらわれ 

て、 危難 を 告げ、 佳 奇呂麻 島へ 為朝 を 脱出させる ための 手助け をす る 挿話が 語られて いるが、 馬 琴の 恣意的な 創 

作で あると しても、 崇徳院 の 徹底した 援助ぶ り は そこに 表現され ている。 

崇徳 上皇の 霊 は、 仇敵に たいして は 徹底して 復譬 したが、 しかし 味方に は どこまでも 庇護 を 忘れなかった。 そ 

れが崇 徳院の 御霊の 独特の 個性であった。 

謡曲 『松 山 天狗』 に 「君 御 存命の 折に は、 都の 事 を 思し召し 出し、 御 逆鱗の 余り なれば、 魔 縁み な 近づき 奉り- 

あの 山き の 相模坊 にした がう 天狗 ども、 参る より 外 は 余の 参内 はなく 候」 と ある。 相 模坊は 生前から 崇徳 上皇の 
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寂寥 を なぐさめ 申し上げて いたので ある。 崇徳院 の 第一 の眷属 である 栢模坊 が 大権 現と なった の も その 帝の 恩賞 

の あらわれ とみて よいので は あるまい か。 

相 模の名 は 『雨 月 物語』 にも 知られて いる。 「御衣 は 柿色の いたう すすび たるに、 手足の 爪 は 獣の ごとく 生の び 

て さながら 魔王の 形 あさまし くもお そろし、 空に むかいて 『相模 く』 と 叫ばせ 給う。 『あ』 と 答えて、 鳶のご 

かけき た  みことのり 

とくの 化 鳥 翔 来り、 前に 伏して 詔 を まつ」 と あると ころから みて、 鳶は 相模坊 であるか も 分らない。 応永 十三 

年 (一四 〇 六) の 『白峯 寺 縁起』 によると、 「今 も 御廟 所に は^の 鵄 とて 毎日 一 羽， ま 候す るな り」 と あるから、 御 

廟 所の 頓証 寺に 祗候 する 一羽の 鳶は相 模坊の 乗物であった かも 知れぬ。 ふるくから 鵄は 天狗の 乗物と いい、 山伏 

の 果は鵄 になる、 といわれ ている。 

それ は ともかく 相模坊 という 天狗が 大権 現の 位 を もらって いると いう 奇異な 事柄 は、 たとえば 秋 田 太平 山に は 

三吉坊 という 天狗が 大権 現で、 佐 竹 家の 崇敬 を 受けて いたと いうから 別に ふしぎが る ことで もない のであろう。 

讃岐の 三 天狗と いえば、 金 比 羅の金 光坊、 白 峯の相 模坊、 八 栗 山の 中条坊 がいる が、 この 相模坊 は、 崇徳 上皇の 

白峯に 葬られる まえから 住んで いた ものに ちがいない。 『聖財 集』 は 「天狗と いうの は 経典に みえない。 日本の 

天狗 はォ 二で ある」 と はっきり 言い切つ ている。 ォ 二が 中国の 鬼 を 意味す る もので ない こと は、 ことわる まで も 

ない。 要するに 柳 田 国 男の 山人の 説の ごとく、 異相 異風の 先住民族の 残滓であった。 

後白河 上皇が 崇徳 上皇の たたりに おそれ をな し 頓証寺 を 寄進した こと はまえ に 述べ た。 『白峯 寺 縁起』 による 

と r …… 平家 西 海に ただよい ける も 彼の 怨念なら ず や」 と 寿 永 三年 七月 三十日に は 平 大納言 時 忠卿已 下 緇素 十 余 

人が 御廟に 参りて 詩歌 をた てまつ り、 ついでに 日 域の 社稷 を 渡る こと を妨 ぐる ことな かれと、 祈った というが、 

それ は屋 島の 戦いの 半年 もまえ であり、 平 治の 乱に ひきつづき、 平家 はすで に 崇徳院 の 怨恨 をお それて いた こと 
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が 明白で ある。 清 盛の 狂い 死 も 上皇の たたりと みなされた。 

崇徳院 の 亡くなられて 十 年 目の 高 倉 天皇の 安元 元年 (一 一七 五) に は 白峯の 御陵が まるで 雷の ように 鳴動す る 

ので もともと 讃岐院 といわれて いたのに 崇徳院 の 号 をた てまつ り、 悪左府 とお それられた 宇治 左大臣 頼 長に も 正 

一位 太 政 大臣 をお くった という 事実が ある。 叛臣に 最高の 位 を 与える と は 今日の 常識で は 考えられないが、 それ 

ほどまでに、 勝利者 はお それ おののい たので ある。 

『金 比羅 参詣 名所 図 絵』 によると、 

「遠 江 阿 闍梨章 実と いう 僧、 国府 鼓が 岡の 御所 を 当地に 移して 頓証 寺と 号け、 御 菩提 を 弔い 奉る。 しかるに 御 

霊魂 甚だしく ましまして、 奇瑞 帝都に かがやき 御 恨み 深 かりければ、 御代々 の聖 主、 世々 の 武将 も、 恐れ 崇め 

奉り、 御府 荘園 を 寄て、 御 菩提 をと むらい、 十二時 不断の 三昧 読経 所 を、 当 山に 綸旨 院宣 を 成 下されて これ を 

おこない、 あるいは 法楽 和歌 種々 の 捧げ物 を 以て 宥め 奉り 給う。」 (傍点 筆者) 

これでみ ると 崇徳院 のた たり は その後 もずつ と つづいた。 たとえば 南北朝時代に あたる 延文 三年 (ニニ 五八) 

に、 細 川 陸 奥 守と その子の 伊予 守 繁氏は 九州の 宮方を 征伐す る ためこ こに 軍兵 を 参集し、 兵粮 をと とのえ 御領 を 

掠めた ところが、 あくる 年の 六月 二日 繁氏 はにわ かに 狂乱して 「我 は非義 にて 崇徳院 の 御領 を 掠めた 為 この 重病 

に 罹った」 と 叫喚しながら 悩乱 七日で 死んだ と 伝えられ ている。 

その後 文久 三年 (一八 六 三) の 八月 二十 六日に は、 崇徳 天皇の 第 七 百 回忌が、 白峯で おこなわれ ている。 文久 

三年と いえば、 京洛 は 暗殺の 横行した もっとも 血 なまぐさい 年に あたる。 前々 年の 文久 元年 は いわゆる 辛 酉の 年 

で、 易 世 革命 をお それた 幕府 は 動乱の 勃発 や 政変がない ようにと、 そのための 祈禱を 朝廷に ねがい 出て いる。 世 

がさ わがしく なり、 人心の 不安 動揺と どまる ところ を 知らなくなる と、 崇徳院 の 名が きまって 思い起され るので 

あった。 「人の 福 を 見て は 転して 禍 とし、 世の 治る をみ て は 乱 を 発さし む」 と は崇徳 上皇が みずから 宣言す ると 
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ころで あつたの だ。 

では 憤死した あとの 崇徳 上皇の 形 姿 はどうで あつ たか。 『太平 記』 に は 雲景と いう 諸国 一 見の 僧が 愛 { 石山の 異 

人に かいまみさせられた 世に も 異様な 光景が 記して ある。 それ は —— 上座に 崇徳 天皇、 右手に は 為朝が 大弓 を も 

つて ひかえ、 左 座に は 代々 の 帝王、 淡路の 廃帝 (淳仁 天皇)、 井上の 皇后、 後鳥羽院、 後醍醐 院が 列座して いる。 

「次第の 登 位を遂 いて、 悪魔の 棟梁と 成り 給う。 やん ごとな き 賢 帝た ちょ。 その 次の 僧綱ら こそ。 玄肪、 真 済、 

寛 朝、 慈慧、 頼 豪、 仁 海、 尊 雲 等の 高僧た ち、 おなじく 大 魔王と なりて、 今 ここに あつまり、 天下 をみ だし 候う 

べき 評定に て あり。」 —— とい つた ものであった。 日本の 歴史 を ゆるがして 無念の 死 を 死なねば ならな か つた 帝 

王た ちが 一堂に 会して、 天下に 禍を もたらす ぶっそうな 相談 をして いる。 中で も大 魔王の 筆頭に あげられ ている 

の は崇徳 上皇で、 ニ帖 敷ば かりの 中央 上座に すわって いる。 そのす がた は 「犬なる 金の 鵄翅を 刷いて 著 座した 

り」 という ものである。 「夜の 帝王」 たちの 中で も、 崇徳 上皇 は、 ひときわ 敬意 を はらわなければ いけない 存在 

ではない か。 

『源平 盛衰 記』 に、 平 中 納言教 盛の 見た 夢が しるされ ている。 それによ ると、 為義 を はじめ 数百 騎が、 柿 衣に 

ふ どうけ さ  か  とびかぶ と 

不動 裝裟を 係け たり、 あるいは 鷓 甲に 鎧 を 着たり して、 讃岐院 を かごに のせて いる。 讃岐院 のす がた はどう 力と 

いうのに、 手足の 爪 はなが ながとの び、 髪 は 銀の 針 をつつ 立てた ようで ある。 眼 は 鵜の 目つ きに 似、 柿の 衣 を 着 

ている。 そして みんな はこれ から 清 盛の 宿所へ すすんで 入ろうと 打ち合せ ている —— という 夢な ので ある。 

清 盛の 晩年が しだいに 物 狂 ほしくな つてい くの は、 当時から 崇徳院 のた たりと おそれられ ていたが、 私が ここ 

で 注意した いのは、 讃岐院 (崇 徳院) がすで に鵄の 目に 似た 眼つ きをして いる ことで ある。 

林羅 山の 『本朝 神社 考』 によると 「歴代 天子の 中、 讃岐院 は 金色の 大鳶と 為れり。 長け 一 丈余、 後鳥羽院 は 被 
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髪 長 翼の 沙門と 為り、 後醍醐 院は高 鼻 勾 爪の 王と なりて、 五緒の 竜車に 乗る。 その 余猶 多し」 となって いる。 こ 

れで みれば、 後鳥羽院 は 被 髪 長 翼で あり、 後醍醐 院は長 鼻 勾 爪と あるから、 やはり 鷲に 似た 猛禽の 類で ある こと 

はまちが いない。 これら 猛鳥の 形相 を もつ 魔王 たちのな かで、 一 丈余り の つばさ を もつ 金色の 大鳶の すがたが も 

つと も あざやか である。 

平 田 篤 胤 は、 鵄と 鷲と は 一類の ものであって、 鷲 は鳶の 大きく 猛き 物、 鳶は 鷲の 小さく 怯な き 物に て、 形 も 類 

たる 故に、 ふるく は、 鳶を 鷲と もい えり、 と 考証し、 天日 鷲 命 を 天全鵄 命と したの は その 一例で あると いってい 

る。 そして 「そもそも 釈 魔の 鷲 または 親の 形 を 受ける こと は、 上に 論える ごとく、 天狗と いう 物 は、 もとより 狗 

にも 狸に も 似た るが、 高 鼻長喙 にて 翼 あり、 此 はもと 種々 の 鳥類に も 化れ ど、 鷲の 化れ るが 多 かる」、 と 山人の 

説 を 参考に しながら 論 をす すめて いる。 

すなわち 崇徳 上皇 は 大鳶の すがたで あるが、 一 丈 あまりの 金色の 犬鷲と 考えて 差し支えないの であり 後鳥羽 上 

皇ゃ 後醍醐 天皇 も 同様と 見做される。 

これらの 人た ちがな ぜ大 魔王と な つ て 天下 擾乱の 謀議 を 企てる ようになつ たか。 それ を ひとりず つ 紹介す る こ 

とで、 魔 霊の 誕生が どのよう にして おこなわれ、 どのような 系譜 を もつ もの か を 問題に してみたい。 

このうち、 淡路の 廃帝、 井上の 皇后、 僧玄昉 は、 奈良 朝の 人た ちで ある。 

淡路の 廃帝と は淳仁 天皇の ことで ある。 藤 原 仲 麻呂の 叛乱 後退 位させられ、 淡路島に 流された (七 六 四)。 藤 原 

仲 麻 呂は淳 仁 天皇 を 意の ままに あやつ つていた の だから、 天皇 も その あおり を 受けずに はすまなかった ので ある „ 

淳仁 天皇 は、 淡路島の 監禁され た 配所 を 脱出しょう として、 国司の 兵に とがめられ、 まもなく 死んだ。 三十 三 歳 

であった。 いわば 権臣の まきぞえ をく つて、 配流の 地で 死なねば ならなかった 無念 さが、 悪霊と なって ながく と 

どま つたので ある。 
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藤 原 仲 麻呂の 叛乱に は、 道 鏡と 孝 謙 女帝との 関係が からまる。 仲麻呂 は、 はじめ 女帝の 寵を 受けた が、 道 鏡に 

にょい りんぼう くじゃくおう じゅきょう 

のりかえられ たので ある。 道 鏡 は 大和の 葛 城 山に こもって 苦行 修法し、 如意 輪 法、 孔雀 王 咒径を 身に つけたと い 

えんの ぎょうじゃ 

う。 これら は 現世 的な 幸福 を 得る 法で、 旱魃 や 病気な どの 災禍 を 福に 転ずる 呪 法で ある。 葛 城 山 は 役 行 者の 名 

とともに 知られて いると ころで ある。 呪 力 を 身に つける のに ふさわしい 山であった。 道 鏡が 呒法を もって 女帝の 

病気 をな おし、 両者の 関係が 急速に 接近して いくの は、 当時の 僧侶の 在り方 を 示して いる。 

また、 孝 謙 女帝が、 藤 原 仲 麻呂に 関係の ある 女官た ち を 遠 流の 罰に 処 したの は、 側近の 女官た ちが、 女帝の 頭 

髪の 切れ はし をぬ すみ 出して、 佐 保 川の 川原に ころがつ ている 髑髏 (ひとが しら) の 中に 入れ、 三度 呪いの まじ 

ふなだま 

ない をく りかえ して、 女帝 を呪詛 したと いう 理由に よってであった。 女の 髪 毛 は 船霊に 入れ、 また 神 下し をす る 

ときのより 代で も あり、 霊魂と 関係が あると 考えられ ている。 

つまり 輸入 仏教の 呪 法と、 古来の 呪術の 双方が ここに 見られる。 

おさべ 

これ は 井上 皇后に ついても いえる。 光仁 天皇の 妃 であった 井上 皇后 は、 自分の 子で 皇太子であった 他 戸 親王の 

安泰 をね がって、 侍女た ちに ある 種の 呪術 を やらせた らしい。 これ を 藤 原 百 川が、 井上 皇后の 夫で ある 光仁 天皇 

に、 皇后ら は 天皇 を 呪い 殺そうと している と 密告した。 結果 は、 井上 皇后と 他 戸 皇太子が、 大和 国宇智 郡に 護送 

されて 幽閉され、 二人とも 三年 後のお なじ 日に 死んで いる (七 七 五)。 たぶん 殺された のであろう。 これが 史家 

の 説明で ある。 ここで も 呪術が 事件にから まっている。 

聖武 帝のと きに 起った 長屋 王の 変 も、 もとはと いえば、 長屋 王が 天皇の 子 をのろ い 殺した、 という 密告が 原因 

である。 このために、 長屋 王と その 妃は 自殺に 追い こまれた (七 二 九)。 仕組んだ わなに かかった と 知っても、 

それ を 弁明で きがたい ところに、 当時、 呪詛の もつ 絶大な 力が あつたの である。 

玄肪 について はどうで あつたか。 彼 は 入唐 十八 年に および、 玄宗 皇帝から 紫の 裝裟 をた まわる ほどの 学問の 精 
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進ぶ りであった。 帰朝 後、 聖武 天皇 も 玄昉に 紫 衣と 僧正の 位 をさず ける。 けれども 玄昉 は、 聖武 帝の 妃 光明 皇后 

と 通じ、 皇后 は 玄昉の 子 を 生んだ。 善殊 僧. や あ 玄昉 は、 道 鏡と おなじく 催眠術 的な 呪 力の 持主で、 高貴な 

とりこ 

女性の 心を虜 にす る 術 を 心得て いたのであった ろう。 

ところが 太宰府の 長官であった 藤 原広嗣 は、 玄昉の 不倫 を 天皇に うったえ、 玄 昉と吉 備真備 をの ぞく こと を理 

由に 反乱 を 起した。 天皇 は 追討 使 をつ かわして 広 嗣を誅 した。 のち 玄防も 築 紫に 追放され、 太宰府の 観音 寺の 修 

造 を 命ぜられた。 

一足 さきに 死んだ 広嗣 は、 悪霊と なって、 玄 防の まえに 赤い 衣 を 着、 冠 をつ けた 姿で あらわれ、 玄昉 をつ かみ 

とって 空に のぼった と 『今昔 物語』 はしる している。 一説に は、 広嗣の 霊魂が、 雷と なって 玄昉の 上に 落ち かか 

り、 玄昉の 首 はとお く奈 良の 興 福 寺まで 飛んだ という。 

他の 説で は、 玄 防が 通じた の は 広嗣の 妻で、 これ を 知った 広嗣が 激怒して、 玄昉を しりぞけようと 乱 を 起した 

の だとい う。 

広嗣の 悪霊 は 祀られ て、 佐賀県 東 松 浦 郡 鏡 村の 鏡 神社に しずまつ たが、 玄昉の 霊 は 天魔と なって、 愛宕山の 謀 

議に 加わって いるので ある。 玄昉の ほうが 僧侶であった だけに、 罪 ふかい ものが あつたの である。 

つまり、 聖武 帝のと き、 長屋 王の 変、 藤 原 広嗣の 乱と 玄 防の 追放が あり、 淳仁 天皇のと き 恵 美 押 勝 (藤 原 仲 麻 

呂) の 乱と 淳仁 天皇の 配流が あり、 光仁 天皇のと き 井上 皇后と 他 戸 皇子の 自殺が あった。 これらに は 呪いと たた 

りと がつ いて まわった。 

桓武帝 は 彼の 父 光仁 天皇の 皇后であった 井上 皇后と 他 戸 親王の 非業の死に おびえて、 都 を 平城京から 長 岡 京に 

さ わら 

移し、 さらに 皇弟 である 早 良 親王の 自害 をし きりに 気にして、 長 岡 京から 平安京へ と 都 を 移して いる。 また 桓武 

の 子 平 城 天皇 は、 腹ち がいの 兄弟の 伊予 親王が 謀反の 罪 をうた がわれ て 服毒 自殺した のち、 そのために 天皇 を 退 
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位し、 平 城の 旧都に 居 を 移して いる。 

怨霊への 恐怖 は 宮廷の 伝統と なりつつ あつたの である。 朝廷が 大規模な 御霊 会 を もよおして 怨霊 を しずめる ま 

つり をした の は 清 和 天皇の 貞観五 年 (八 六 三) のこと である。 

す どう 

ここで 祀られ た 御霊と は、 S 桓武 帝が おそれおののいて 崇道 天皇と 追号した 早 良 親王 (餓死 自殺)、 S 平 城 天 

皇が おそれた 伊予 親王 (服毒 自殺) と、 S その 母 藤 原吉子 (服毒 自殺)、 S 平 城 上皇と よしみ をつ うじた 藤 原薬 

子 (服毒 自殺) の 兄の 藤 原 仲 成 (射殺)、 S 承 和の 変 (八 四 二) で 捕えられて 伊豆に 流される 途中 病死した 橘 逸 

勢と、 g 伊豆に 流された 文 屋宮田 麻 呂の六 人で ある。 

これらの うち、 藤 原 仲 成 は 別と して、 あと はすべ て 政敵の 謀略に かけられた 匂いが つよい。 飢饉が あったり、 

疫病が はやった りすれば、 無実の罪 をき せられた これらの 人た ちの 御霊の たたりと 考える の はお かしい ことで は 

ない。 朝廷 は それが 社会 不安 を かもし 出す こと を ひどく おそれて、 神 泉苑で 御霊 会 をい となんだ ので ある。 

しょうう きょう まう 

神泉苑 は、 高僧た ちが 請 雨 経 法を修 し、 雨 を ふらせて 面目 を ほどこしたり， 雨 を ふらせる ことができ すに 恥 を 

かいたり した 場所で ある。 空 海と 守敏 法師との 間で、 雨乞いの 祈禱 あらそいが おこなわれ たこと は 有名で ある。 

守敏は 京都市 内 だけに 雨 を ふらせる ことができ たが、 空 海 は 祈禱の 呪術 者と して 聞え ただけ に、 竜王に ねがって 

三日の あいだ 天下に 豪雨 を ふらせ、 その 功で 大 僧都と なった という。 

神 泉苑の 御霊 会 は、 僧侶が 講師に むかえられて おこなわれ たが、 その 際、 雅楽 寮の 楽人の 手で 音楽が 奏され、 

また 舞いが 舞われた という。 それ は 仏教 渡来 以前の 死者の 鎮魂祭の 伝統 を 引いた ものであった。 

話が 脇道に それた が、 奈良時代 以来の 怨霊 畏怖の 伝統 を 背景に おいてみ ると、 保 元の 乱で 崇徳 上皇と 敵対し あ 

つた 後白河 法皇が、 讃岐に 遠 流した 上皇の こと を 気にしなかった はず はない。 遠 流の 苦し さを傯 ばせ る 讃岐院 と 

いう 号 を 廃して、 院の徳 をた たえる 崇徳院 という 号 を 贈ったり、 寿 永 三年 二 一八 四) にに、 保 元の 乱の 古 戦 
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かすが ばら あわたの みや 

場で ある 春 日 原に 粟田 宮を たてて、 上皇と 頼 長の 霊を祀 つたり、 白峯 御陵の 近くに 頓証寺 をた てたり したの は、 

その あらわれ である。 

さて、 なぜ 愛宕山が 治 を 乱と なし、 福 を禍と 転ずる 謀議の 場所に えらばれ たか。 

諸 書 を 綜合して みると、 愛宕山 は、 もともと 帝 城 を まもるた めに 勝 軍 地蔵のお かれた ところと いう。 勝 軍と い 

さえ 

う 語 は 塞の 神の 塞の 語が なまった もので あり、 地蔵 も道祖 信仰と 習 合した ものであるから、 ここ は、 帝 城に 侵入 

する 邪 霊 を 防ぐ ために 重視され た 山であった ことが わかる。 当然 山岳 信仰に つながる 場所で あり、 山の 神の なれ 

の はてで ある 天狗 も ふるくから 住んで いたのであった ろう。 少なくとも、 崇徳院 の 時代に は、 頼 長の 事件から み 

て、 天狗の 像が そこに まつられ ていた。 という こと は、 その 時代に は、 有力な 天狗が いた、 という ことになる。 

全国の 有名な 天狗に は、 鞍馬 山の 僧正 坊を 中心に、 愛宕山の 太 郎坊、 比 良 山の 次 郎坊、 伊都 奈の 三郎 房、 富士 

の 太郎、 上野の 妙 義坊、 常 陸の 筑 波の 法 印、 彦 山の 豊 前坊、 大山の 伯 耆坊、 大峯の 前 鬼、 後 鬼、 金平 六、 比 叙 山 

の 法 性坊、 肥 後の 阿闍梨 、葛 城の 行者、 高 間坊、 高 雄の 内 供奉、 秋 葉 山の 三尺 房、 光明 山の 利 鋒 房、 厳 嶋の三 鬼 

神、 白 峯の相 模坊、 如意 獄の 天狗な どが あり、 ほかに も おびただしい 天狗が 全国の 各峯 にいる。 

さて 愛宕山の 太 郎坊の 本体 は、 崇徳院 のかた わらで 謀議に 参画して いた 僧正の 真 済で ある。 真 済が 他の 魔王た 

ち を 接待す る 主人役 を はたして いるので ある。 

愛宕山の 太郎坊 こと 真 済 は、 山城の 人で、 姓は紀 氏、 弾 正大 弼 御園の 子で ある。 少年のと き 出家して、 空 海に 

真言の 教え をう け、 師 から その 器量 を 愛された。 愛宕山 高 尾峯に 入って 修行し、 十二 年間、 山 を 出なかった。 

真 済 は、 しかし その後つ まずいた。 惟喬 親王と 惟仁 親王との 位 定めのと き、 真 済 は 惟喬 親王の 験 者 を 承 わり、 

慧亮 法師 は 惟仁 親王の 験 者と なって 効験 を くらべ あつたが、 勝たず、 惟仁 親王の 方が 皇太子と なった。 清 和 天皇 
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がそう である。 そこで 真 済 は 面目 をう しない、 また 文徳 天皇の 看病 をした が 効験がなかった ので、 ますます 志操 

がくじけ てし まった。 そうした 失意のと きに、 文徳 帝の 皇后のう つくし さ を ひそかに みて、 色欲に 迷った の だと 

いう。 染殿 皇后 は、 清 和 帝の 御 母に あたる。 太 政 大臣 良 房 公の 娘で ある。 染殿は 所の 名で、 正 親 町の 南、 京 極の 

西、 すなわち 良 房の 家 を 指す。 真 済 は 僧正 伝燈大 法師の 位に 任ぜられ、 六十 一歳で 死んだ が、 染殿 后に 想い を懸 

け、 妖魅 となって 悩ました。 

真 済の ほかに も 不倫の ため 魔道に 堕ちた ものた ちがいる。 玄昉ゃ 仁 海が そうで ある。 

仁 海 は、 藤 原 道 長の 時代の 人で、 七 歳のと きから 高野山で 修行し、 その 教え を 受ける ものが 千 人に も 及んだ と 

いう。 寛仁 二 年 (一 〇 一八) に大 旱魃が 起った とき、 東 寺の 僧 仁 海 は 朝廷から 命ぜられ、 神 泉 苑で雨 を ふらす 祈 

禱を おこなって、 成功した。 こうして 旱魃の たびに 効験 ある 修法 を こころみ、 九 度 も 日で り をす くった ので 「雨 

僧正」 の 名で 呼ばれた。 九十 二 歳で 死んだ。 

そうした かがやかしい 経歴 にもかかわらず、 仁 海 は 常人と ちがって 殺生 戒を 平気で やぶ つた 高僧であった。 

「仁 海 僧正 は 鳥 を 食う の 人な り。 房に ありけ る 僧の 雀 をえ もい わず 取りけ るな り。 件の 雀をハ ラハ ラと あぶりて 

粥漬の あわせに 用いけ るな り」 (古事 談)、 「仁 海 僧正 は 小鳥 を 食われけ ると ぞ。 されば とて 尋常の 僧、 この 真似 を 

すべから ず」 (十 訓抄 )o 仁 海の 人 も なげな ふるまい は、 ついに ある 女房と 密通して 男子 を 生ませる ことにまで 発 

展 した。 その 母 は 生まれた 子に、 水銀 を 呑ませて、 生殖 能力がない ようにし たという。 

頼 豪のば あい はまった くちが つていた。 白 河 帝が、 中宮に 皇子 を 生ませた いと 思い、 三 井寺の 頼 豪 を 呼びよ せ 

て、 もし 祈禱が 成就したら 褒賞 を 与える こと を 約束した。 頼 豪 は r 顕密の 法 を まなび、 じつに 法 海の 長 鯨な り。 

法 戦 敵な し」 といわれる ほどの 人物であった から、 帝から も 見込まれ たので ある。 

頼 豪 は 詔 を 承け 寺に 帰って 祈る と、 その 甲斐が あって か、 皇子が 生まれた。 頼 豪 は 三 井寺に 戒壇 をた てたい と 
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申し出た。 しかし 帝 は、 僧正の 位 を やる のなら ば ともかく として、 三 井寺に 戒壇 をつ くれば、 日頃 犬猿の仲であ 

る比敦 山の 門徒との あらそいが いっそう 烈しくな るの をお それて、 願い を 聞き入れなかった。 頼 豪 は 誇り を 傷つ 

けられ、 大いに 恨み を 含んで 三 井寺に かえり、 持 仏堂に こもって しまった。 食 を 断って 死のうと いうので ある。 

白 河 帝 は、 大江匡 房 をつ かわして 頼 豪 を なぐさめよ うとした。 1M 房が いってみ ると、 持 仏堂の 障子が 呪いの 祈 

禱の 護摩の 煙に くすぶって、 なぜか 身の 毛 も よだつよ うな 気がした。 そのうち 頼 豪が でて きたが 眼 は 落ちく ぼみ、 

白髪 をな がく 垂らして、 顔の 正体 も 見分けられない ほどであった、 と 『愚 管抄』 は 伝えて いる。 この あたりの 描 

写 は、 『保 元 物語』 がった える 配流の 地の 崇徳院 を 想起させる。 

林羅 山の 文章に よると、 頼 豪 は、 自分の 祈りのお かげで 出生した 皇子の 命 を 取って、 共に 魔界に 入らん のみと 

答え、 匡 房の なぐさめ を、 にべ もな く はねつけ たという。 頼 豪 はとうとう 餓死した。 まもなく 皇子 は 頼 豪の たた 

りで 死んだ。 (皇子の 死が 頼 豪の 况詛 によるとす るの は、 史実に あわない とされて いるが それ はどうで もよ い。) 

さて、 頼 豪 は 死後、 鉄の 鼠と なって 敵で ある 比 叙 山に のぼり、 仏像 や 経典 を かじり やぶって、 はなはだしい 損 

害 を 与えた。 そのために 鼠 禿 倉と いう 祠を たてて、 頼 豪の 霊 を祀る ことにし たが、 頼 豪 は それでも 満足し なかつ 

た。 その 証拠に は、 彼 も 愛 { 石山の 密議の 席に つらなつ ている。 

寛 朝 は、 宇多 天皇の 孫で、 仁 海と ならぶ 僧正で あり、 円融 天皇の 信任 をう けた。 なぜ 天魔と なつ たかは、 『元 

亨釈 書』 によって みても、 不明で ある。 

尊 雲 は、 後醍醐 帝の 子 大塔宮 護 良 親王で ある。 護 良 親王 は 人 も 知る ごとく、 足 利 直 義に弑 された の だから、 そ 

の 怨恨 は ただならぬ ものが あった こと は、 容易に 察し 得る。 

残る 一人の 高僧 慈慧 は、 俗姓 木津 氏。 十二 歳のと き教 山に のぼり、 早くから 博学 を もって 知れ わたった。 義昭 

という 南都の 僧侶と 論戦して 勝った。 延暦 寺の 大火 後の 復興に 功が あり、 山務を つかさどる こと 二十 年、 十八 代 
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の 天台 座主と な つ て 中興の 相と 称せられた。 

それ にもかかわらず、 慈慧は なぜ 魔道に 堕ちねば ならなかった か。 

ある 高僧が、 慈慧 僧正 を濫行 肉食の 人 だと 非難した ので、 慈慧は ひどく 憤慨して 仏に 祈った ところ、 その 高僧 

は、 浄行持 律の 人に 虚言 をい つた 報いだ と、 狂い 歩く ようになった といわれ るから、 慈慧 はた だの 行ないす まし 

た 人で はなく、 奔放不羈な ところ もあった らしい。 しかも 呪 力 を 自在に 行使で きる 高僧であった。 慈慧 はそう し 

た 高位 にもかかわらず 我執の つよい 人であった。 

比 叙 山と 三 井寺と はたえず 不和で あつたが、 慈 慧は比 叙の 衆徒に 命じて、 三 井寺の 千 手院を やきはら おうとし 

た。 この こと は 朝廷に 聞え てとり やめさせられた。 しかし、 慈慧は 死後、 みずから 甲胄 を 着 こみ、 三 井寺 を 攻め 

て 千 手院を やきはらった。 慈慧が 物事に ふかく 執着した 例と して、 『選集 抄』 に は、 慈慧が 髑髏と なっての ち も、 

その 舌 だけが 生きた 人の ように 法華経 を よんだ という 挿話が 載って いる。 このよう にして、 慈慧 大師 は 行 業が 高 

かった けれども、 金色の 天狗と なった ので ある。 

愛宕山に あつまった 魔王た ちの 中で、 崇徳院 を はじめと する 帝王、 皇后、 親王 はいずれ も 政敵の ため 僻遠の 地 

に 怨み を 呑んで 死に、 あるいは 暗殺され たので ある。 死後、 怨霊と なって 復謦 する 理由 は 充分に ある。 

しかし、 これまで 紹介して きた 高僧た ちが 魔道に 堕ちた 経緯 はさま ざまであった。 玄昉、 仁 海、 真 済 は 人妻と 

姦通した ためで あり、 慈 慧は宿 執の ゆえであった。 つまり、 身から 出た 鯖と いう もので、 地獄に 堕ちる こと は あ 

つても、 天魔と なって 人に たたり をす るい われ はない ようにみ える。 失意の あまり 餓死 を もって 抗議した 頼 豪 だ 

けが 鼠と なって、 腹い せに 叙 山の 経 巻 を かじる 資格 を もっている くらいで ある。 しかも、 なぜ 彼ら 高僧た ち は 

怨霊と なり 魔王と なって 再生す る ことができ たか。 
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ここで 林羅 山の 『本朝 神社 考』 とそれ を 発展 させた 平 田 篤 胤の 『古今 妖 魅考』 を もとに、 高僧た ちが 天魔と な 

つた 理由 を 考えて みたい。 もっとも、 羅山も 篤 胤も排 仏の 立場 をと つてい るから、 その 所論 は 当然 高僧に たいし 

て も きびしい。 しかし ひるがえって 考えるならば、 すでに 『太平 記』 に 前述の 愛宕山の 天下 擾乱の 記事が あり、 

それに 高僧た ちが 魔王と なって 参加して いるので あるから、 そうした 考え は、 羅山ゃ 篤 胤 以前に さかのぼる とし 

なければ ならぬ。 排仏 論者の 一 方 的な 裁断ではなかった ので ある。 

『本朝 神社 考』 にいう。 

「もともと 日本 は 神国だった のに、 中世に 仏教が 入って きたが、 仏教 はわが 国の 神道 を はなれて は 成立し がた 

いので、 仏が 本 地で、 神 は その 垂迹と いう 説 を 立てた。 時の帝 王 や 高官 は、 その 邪説 を 悟らず、 神社と 仏寺と 

を 混雑 させて すこしも あやしまず、 巫祝と 僧侶と を 同居させる にいたり、 神道 はまる で 衰滅した の も 同然と い 

うこと にな つ た o」 

以上の 趣旨に もとづいて、 篤 胤 は 力説す る。 最澄、 空 海、 慈覚、 智証 などの 大 先達 はすべ て、 神仏 を 混合 させ 

た 本 地 垂迹の 妄説 を ひろめた 張本人た ちで、 天狗 道に おちた 大 妖魔で ある。 

彼 は、 たとえば 空 海 を 論じて 「広大の 希 欲に 高野山 を竊 して、 その 山の 神を誣 たる 妄語せ るが 魔 事なる に …… 

天竺 は 更なり、 漢籍に も かってみ ざる 大日 仏と いう 仏名 を 偽作し、 飜 して、 摩 詞毘盧 遮 那経を 大日 経と 訳し、 そ 

の 本 縁に、 かしこくも 天 照 大御神 を、 おのれが 偽名の 大日 仏と、 人の 思い 紛 うべき 幻影 を 巧み 出し」 たこと を 1 

弾す る。 

空 海に かぎらず、 名聞 利 養の ために、 魔 事 妄言 をし、 増 上慢の 悪念 ふかく、 况法を 濫用す る 高僧 は、 彼のい わ 

ゆる 釈 魔に ならざる を 得なかった。 我執の つよい 大智の 僧は大 天狗と なり、 小智の 僧 は 小 天狗と なり、 無智の 僧 

は 畜生道に 堕ちる。 畜生道に 堕ちた ものの 多く は、 屎鳶 となって、 種々 の 変 相 を 現じ、 世 を も 人 を も たぶらかす。 
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11 これが 篤 胤の 説明で ある。 

「仏法 者なる が ゆえに 地獄に は 堕ちず、 無道 心なる が ゆえに 往生 もせず、 末世の 僧 はみ な 無道 心に して 驕慢 あ 

るが ゆえに、 八宗の 智者 は 十が 八、 九 は 天魔と なる。 これ を 天狗と 申すな り。」 

要するに、 どんなに 徳が 高く、 またす ぐれた 業績が あっても、 煩悩に とらわれ、 慢心 をお こし、 智慧に ほこる 

もの は、 魔道に 入らねば ならぬ ので ある。 

天狗に は 男性 だけでなく 女性 もまた なる ので ある。 驕慢な 尼法師が なった 尼 天狗 は、 頰は 天狗の ようであって 

も、 頭 は 尼法師な ので ある。 左右の 手に 羽 を 生やして いても、 身体に は 衣に 似た もの を 着て、 肩に は裝裟 のよう 

かずら  こうふん はく もつ  おお 

な もの を 懸けて いる。 また 天狗と なっても 尼法師 は 頭に 鑌を かけ、 紅粉 白 物の ような もの を頰 につけて いる。 大 

眉 をつ くって、 黒い i}^ 漿を つけて いる 者 もい る。 紅の 袴に 薄 衣 を かけて、 虚空 をと ぶ もの もい る。 

こうして、 清 少納言 もまた 尼 天狗と なった と 断じてい る。 清少納 言が 驕慢で あつたの は 『枕 草子』 を みれば 分 

る こと だが、 と 前置きして 篤 胤 は 次の 挿話 をった える。 

源 頼 I が 四天王た ち をつ かわして、 清 原 清監を 討った ときに、 清 少納言 は その 姉であった から たまたま おなじ 

家に いたが、 法師 に似てい たから 殺そうと すると、 自分が 尼で ある こと を 示す ために、 ぱっと 裾 を まくり上げて 

みせた。 これな ど は、 尼で あるし るし を 見せる ので あれば、 乳房 を 出せば それです むのに、 裾 を まくった という 

の は あまりな ことで、 はなはだしい 驕慢な 仕草で ある。 だから 尼 天狗に なった の も 当然 だとい うので ある。 事の 

虚実 は 別と して、 清少納 言の 性格 をよ く あらわし ている 話で はない か。 

清少納 言と いえば 『枕 草子』 に 描写され ている ように —— 僧侶が 巫女 や 貴人の 側近の 侍女 を 「より まし」 に 使 

つて 物の怪 をのり 移らせ、 自分 は 陀羅尼な どの 径文を よんで、 憑いた 怨霊 を 退散させる 方法 をと る ことが 少なく 

なかった ことが わかる。 験 者 は 巫女 を 霊媒に 利用して 物の怪 を 現出 させ、 それ を 加持 祈禱 によって 調伏す る 方法 
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をえ らんだ。 ここに 日本 古来の 原始 宗教に 属する 巫女と、 仏教の 験 者との 癒着が 見られる。 その 共通なる もの は 

巫女の 託宣と 呪 組で あり、 験 者の 祈 禱と呪 法な のであった。 

『本朝 神社 考』 に 比 叙 山の 行者 陽 勝と いう ものの ことが のって いる。 陽 勝 は、 聡明で ある 上に、 あわれみ ぶかい 

性質で、 裸の 者に 衣 を 与え、 飢人を みれば 自分の 食 を ゆずった。 あとで は 比 敦山を 下り、 夏 は金峯 山に 入り、 冬 

は牟田 寺に 下って 修行した。 穀を 絶ち、 野菜 を 絶ち、 木の実、 草の 実で 飢え をつな いだ。 しばらくして 縱跡を 絶 

つてし まった。 その後 旧い 友人が 金峯 山で 陽 勝に 会った。 そのと き、 陽 勝 は、 自分 はこの 山に 五十 余 年 も 住み、 

年 も 八十 をす ぎた。 自分 は 仙人の 法 を 修めて、 身 自在 を 得た。 天に 昇り 地に 入りて 飛行 無碍で ある、 と 語った と 

いう。 また 吉野 山で 会った 別の 者に は、 自分 は 身に 両翼 を 生じ、 空中に 飛 遊す る、 と 告げた という。 

これで みれば、 陽 勝 は 修行の 結果す でに 羽 を 生やして いる。 天狗の 姿と 力 を 得て いると 考えて よいであろう。 

古来、 山に 住む 現 住民 は、 山の 神に 使える 者と して、 神聖 さと 畏怖の 感情 を もって 迎えられ、 その 異貌 のた め 

に 里人に おそれられた にちがいない。 今日で も、 マタギ は、 けわしい 尾根 みちを 信じられぬ ほどの はやさで 何十 

里と 歩く といわれ るが、 そうした 山 住みの 人た ちの 異常 さは、 山人の 異貌 とも あい 俟 つて、 空中 を 自在に 飛行す 

る 天狗の 仕業と も 思われたろう。 それが 山に 入って 何年 または 何十 年と 修行す る 仏教の 行者の ィメ ー ジと 重なり 

あった。 山の 神に 仕える 山人と、 山中に 籠居して 心身 を 苦しめる 行者と は、 並 はずれた 能力 を もつ ものと 考えら 

れた。 たとえば 前 鬼. 後 鬼の ように、 はじめ ォニ  (鬼) と 呼ばれて いた 山人 も、 修行者と ともに 天狗の 呼称の もと 

に 統一され ていった ので はない か。 天狗 は 人 を たぶらかす 妖魅 であり、 悪魔と して、 その 内容 を 一段と 変化 させ 

た。 山岳で 長年 修行 を つんで、 しかも 悟 達する ことので きなかった 高僧た ち は 天狗の 仲間入り をし、 すすんで 魔 

王と なった 0 

ここで 思い出す の は、 南蛮 渡来の 耶蘇 坊主た ちが、 悪魔 を ジャボ または 天狗と 翻訳して いる ことで、 一例 を あ 
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げれま 「ぎ やどべ かどる」 に 「いつわりの 大将、 たばかりの 司なる 天狗」 とよび r 汝が あに ま を 天狗の 障碍に 負 

わざる ように 守れ」 と 述べて いるの がそれ である。 悪魔 は 地下 閻府の 悪鬼 を 意味す るより は、 むしろ 空中 を 飛行 

する 天狗の ほう を 想像す る ほうが、 紅毛人のば ー どれに も 日本人の いるまん にも 容易 だ つたから では あるまい か" 

それよ iBj 心 魔の ルシ へ ルが、 もともと 翼 を もつ 飛行 自在の 堕 天使であった ことと 関連が あると 思う。  _ 

i で.， .1  あんじよ  まんじよ 

ハ ビアンの 書いた といわれる 『^提 宇子』 の 中に、 「無量の 安 女 (注— 天使) の 内に 『ルシ へ ル』 と， > える 安 女、 

おのれが 善に ほこりて、 われ はこれ デウスな り、 われ を 拝せ よと すすめし に、 かの 無量の 安 女の 内、 …… 彼に 与 

せし 三分の 一 の 安 女 をば 下界へ 追 下し 『イン へ ルノ』 に 堕せし め 玉う。 これすな わち 安 女 高慢の 科に よりて 『ヂ 

ャボ』 とて 天狗と なりたる 者な り。」 

と あるが、 善 天使と 悪天使の 群との 闘争の ありさま は、 ミルトンの 『失 楽園』 の 挿絵 を 思い 浮べる まで もな く _ 

猛鳥の 群の たたかい そっくり である。 ついでながら 『破提 宇子』 はつ づけて、 

「万事に かなう デウスな らば、 安 女の 科に 堕ざる ように は 何とて 作らざる ぞ。 科に 落つ る を そのままに 任せ 置 

きたる は、 すこぶる 天魔 を 作りた る 者な り。 無用の 天狗 を 造り 邪魔 をな さする は 何とい うこと ぞ。 けだし デゥ 

スの 造り そこない か。 但し また 安 女 は 天地 万 像 を 造りた ると いう。 その コケ ラクヅ にて 『インへ ルノ』 の 猛火 

に 燻べ たる か。 嗚呼 大笑」 

と瀆 神の 笑い を ほしいままに している。 

セ リグ マン は 「悪魔 はなんでも 望む ものに なれる」 といい、 力 エサ リウスの 言葉と して 「悪魔 は 鳥、 猫、 犬、 

雄牛、 ヒキガ エル、 猿、 熊の 形で あらわれる ことができる」 という。 

仏教の 地獄で は、 悪鬼 羅刹は 罪 ある 亡魂 を 責め苦し める ことに 終始して、 生きた 人間 世界に 禍 する こと はない 

地上の 国と 也 下の 国に 一 陳が 画され、 限定され た 職業意識の 梓から はみ出る こと はあり 得なかった。 とすれば、 


魔の 系譜 62 


日本人の 伝統的な 感覚に ぴ つたり した 魔の 概念 は 地獄に 求められず、 翼 を も つ て 現世に 出没す る 天狗の 訳語 を も 

つて これに 代える ほかな か つた。 

篤 胤 は それ を 別の 言葉で 説明す る。 

「仏法 を 行ず る 人が ややもすれば 魔道に 入る と 申す こと はいかなる ゆ えぞ や。 仏道の 障と なる 者 をば、 すべて 

これ を 魔 業と 名づ く。 魔 業 を 成 すれば、 かならず 魔道に 入る。 魔王と は 欲 界の第 六 天に あり、 これ を 天魔と 号 

す。 魔 民と は 尋常の 天狗 これに あたれり。」 

つまり 篤 胤 は 仏法の 行者が 魔道に 入る ことが 多 いのは 行 をつ うじて 一種の 神通力 を 得、 それ を 悪用す る ことが 

できる からであって、 それ を 天魔と 呼び、 天狗 は 尋常の 魔 民 だと 考えて いる。 織 田 信 長が 自分 は 第 六 天の 魔王 だ 

と 誇らしげ に 自称した こと を 想起させる が、 私が 力説した いのは、 むしろ、 大 魔王た ちの 形相が 天狗と 似通って 

いる 点で ある。 そして それ は、 行者が 山岳に 入って 修行した こと や、 修験道の 発達と も 関係が あると 見なければ 

ならぬ。 山 ふかき 場所で あれば こそ 天魔と いう 言葉が ぴったりし、 修行 をつ めば つむ ほど 飛行 自在と してお それ 

られ、 しかも 鷲ゃ鳶 などの 猛禽類が 常住 群 をな している という さまざまな 事柄が、 魔と 天狗との 類縁 を 不可分の 

ものと したので ある。 

序章で 述べた ごとく、 日本で は 悪 は、 弱さの しるし または 「欠如」 ではなく、 「猛々 しさ」 を 意味す る もので 

あった。 呪詛は 女々 しい 心情の 吐露で はなく、 相手 を斃す 武器な のであった。 覇者で ある 武士が、 現実の 上で は 

無力な 怨霊に すがる という こと も、 裏 を かえせば そこに 帰着す る。 

崇徳 上皇の 御名 は、 私が 少年の 日に 愛読した 『雨 月 物語』 のな つかしい 思い出に つながる もので も ある。 いま 

だに 私 は 「あ ふ 坂の 関守に ゆるされ てより …… 」 という 書き出しに はじまる 「白 峯」 に 心の 波立ち をお ぼえずに 

はすまない。 
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慶応 元年 四月、 プチ ジ ヤン 師が浦 上の キリシタン 教徒の 間に 発見した 『天地 始之 事』 は 文政 六 年 (一八 二三) 

ごろに、 口伝えの まま を 書きと つた ものと いわれる。 島 原の 乱の 起った 年、 寛 永 十四 年から かぞえても ざっと 二 

百年、 その あいだ、 潜伏した キリシタン 門徒の 口から 口へ 伝えられた 内容が、 キリスト教の 正統の 教理 や 説話と 

は 似ても 似つ かぬ ものに 変容して いたと しても、 おどろく にあたら ない。 プチ ジ ヤン 師は 「奇怪な 伝説 を まじえ 

たと るに 足らぬ ものであった」 と 黙殺して しまったが、 しかし 思想の 土着 化 を 考える ものに とって はかくれ キリ 

シ タンの 聖書 『天地 始之 事』 は、 思想が 自閉 した 民衆の 心理の 底に、 どのような 屈折 をへ て 接受され て ゆく かの 

唯 一 の 貴重な 実験 例で ある。 

およそ キリシ タ ン の 活動 は 三 つ の 時期に 分けて 考える のが 常識で ある。 第 一 期 は 布教が 公然と 許された 時代、 

第二 期 は 弾圧と 殉教の 時代、 第三 期 は 潜伏の 時代で ある。 キリシタンの 刊行物の なかで 第一 期に 属する もの は、 

外来 教義の ほんやくに すぎない もので、 その 思想 的な 内容の 独自性 はいたって とぼしい。 しかし 弾圧の 時代と な 

ると、 事 障 は 一 変す る。 キリシタン 宗門の 側に は、 殉教 (マ ルチ リヨ) の 手引書が 作られる。 なかで も 『マルチ 
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リヨの 心得』 と名づ けられた 手引書 は、 姉畸正 治に よれば、 寛 永の 末、 九州で、 しかも 日本人の 教師に よった も 

のだろう といわれ、 殆教を 覚悟す る 教徒への 指針が、 切迫した 簡潔な 文章で 力強く 述べられ ている。 今や 外国人 

、パテレンとの 接触 はき わめて 困難と なった。 殉教 は 今日 か 明日 かそれ すら 定めが たい。 そうした とき、 身辺に 聖 

書 を もつ こと も 叶わず 記した この 文章に、 日本人の 思想の 独自性が はじめて、 かすかな 光茫 のように 浮び あがる。 

その 一 節 を 紹介す る。 

「^；^^^レぼになる為にはしっ (死 か？ 実 か？ 0 の 事 肝要な り。 先づ 一 に は 人より 害せら るる を 心 能く 堪忍す る 

こと、 縦い 亦 百 苦 千 難 を 凌ぐ というと も、 死せ ざる 間 は、 丸 血 留には 非ず。 死 するとい うは、 くび を 切られ、 

焼き ころし、 はた 物に 上て ころす ばかりに 非ず。 喩えば 食物 を 与えず して 餓死に 及ばす るか、 流罪に 行わる る 

内に 死し、 亦 は 籠 者 (籠 舎) の 難儀 を 堪えかねて 死したり、 其 外 何れ にても あれ、 辛労 難儀の 道より 死した る 

に 於て は、 丸血留 なり。」 

要するに この 文章 は、 死せ ざる 間 は、 殉教で はない、 と 言い切り、 信者に むかって 積極的に 殉教 を 勧告して い 

る 点に 特徴が ある。 

それ は 弾圧 者 側の 記録で ある 『パテレン 根絶 始末』 という 宗門改め 文書の 中で r 吉利支 丹の 法の 穿鑿 はこれ な 

く、 伴天連 渡り 候へば、 或は 火 あぶり、 或はつ るし、 或は 斬罪に 仰せ付けられ 候 故、 伴天連 度度 日本へ 渡り 申し 

候 由」 (傍点 筆者) と 述べて いる ことと まったく 対照的で ある。 この 文書で は、 5i 明と か 論破と か勧誡 とかの 手つ 

づき を 経ず、 キリシタン をい きなり 死罪に したために、 パテレン たちが 日本に どんどん やって きた — といって 

いる。 

つまり 迫害が 頂点に 達する につれ て殆教 への 欲望 は 熾烈と なり、 それに 比して 弾圧 者 側 は 極刑 一 点 張りの 方法 

こ 自信 を 喪失して いくさ まが 手に とる ように 分る ので ある。 そうした 意味で 『マルチ リヨの 心得』 は カトリック 


6 う バス チヤ ン考 


の 教義 をたん に 口移しに 述べた もので はなく、 日本人の 血肉と 化した 思想の 表明と いい 得る であろう。 文体の 烈 

しい 緊張が 何よりも そのこと を 示して いる。 『マルチ リヨ の 心得』 に は 次の 文章 も ある。 

きび  いまし 

「何時も キリシタン を稠 しく 戒め、 悉く 死罪に 行わん とて 尋る 時、 若し 我れ に 向いて、 汝は キリシタン なり や 

と 尋ねざる 間 は、 名乗りて 出ず して 叶わざる 儀に は 非ず。 但し 我に 向いて 尋る 時ん ば、 然 なりと 答うべし。 若 

し 亦 御教の 師匠に て ありながら、 名乗り出 でざる とて、 人々 悪き 様に 批判 を 致し、 亦 弱き キリシタンが 力 を 落 

すに 於て は、 勧 出て 名乗らず して 〔は〕 叶わざる 儀な り。 此のた めし、 サン セ バス チャンの 上に 見えたり。」 

つまり キリシタンと 問われた とき は、 はっきり そうだと 答えねば ならず、 偽装す る こと は 許されない。 死 を 賭 

して 思想の 原則 を つらぬく ことの 重大 さが 強調され ている。 それ は 『鮮血 遺書』 の 序文に あるよう に r 狗教 者の 

血 は奉教 人の 種な り」 という 死の 勝利、 死の 凱歌に つながる ものであった。 ここに は、 サン セ バス チャンの 例が 

引用され て あるが、 おそらく その 名 は 多くの 信徒の 間に 無縁で なか つたので は あるまい か。 

サン セバ ス チャン は、 紀元 二八 八 年、 三十 歳 あまりの 若さで 狗教 した Q 1 マの 軍人であった。 彼セバ ス チャン 

は ひそかに キリスト教 を 奉じ、 獄中の 信徒 を 慰問し、 また 市長 その他 を 改宗 させて いた 行動が あらわれて、 ディ 

ォク レティ ァヌ ス 帝から 死刑の 宣告 を 受けた。 矢 を 射 込まれて 放置され た 彼の 死体 を 埋葬す るた めに や つ てきた 

寡婦が、 その 身体の まだ あたたかい ことに 気がつき、 介抱した 結果、 彼 は 蘇生した が、 皇帝に 反抗し 異教の 神々 

に 悪口 を あびせ かけた ので、 こんど は 棍棒で 撲り 殺された。 

以上が！^ 教 者セバ ス チヤ ン について 私たちの 手み じかに 得る ことができる 知識で あるが、 『マルチ リヨ の 心得』 

は サン セ バス チヤ ン の 話が 多くの 信徒に 知れ わた つてい る こと を 前提と して、 その 名 を 引き合いに 出した ふしが 

みえる。 あとでく わしく 述べる ことになるが、 潜伏 キリシタンの 宗教 生活の 支えで ある 「、ハス チャン 暦」 の 作ら 

れ たの は 寛 永 十一 年 (一六 三 四)、 すなわち 島 原の 乱の 起る 四 年 まえ を 下らない とされて いる。 とすれば 、「バス 
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チ ャ ン暦」 が できあが つたの は 『マルチ リヨ の 心得』 が 書かれた のと ほぼ 時期 をお なじく している。 バ ス チャン 

の 名 はセバ ス チャン のセが 自然に 脱落した ので あるが、 この バ ス チャン の 名が 潜伏 キリシ タ ン の 信仰の 支柱と な 

つ ている 事実に 私 はとく に 注目す るので ある。 

姉 畸正治 は 『マ ルチ リヨの 心得』 を 「禁教に 圧迫され た 日本 キリシタンの 最後の 叫び」 と 呼んで いる。 それ か 

らも はや 殉教の すすめの 書物が 書かれる ことはなかった。 口外す る こと も はばかる オラショ (祈禱 文) が バス チ 

ヤン 暦に そって 二百 五十 年の 間 厳格に 守られる だけであった。 潜伏 キリシタンの 創世記で ある 『天地 始之 事』 も 

はじめは そのよう に 口伝 文に 伝えられた。 バス チャンの 問題 をと りあげる まえに、 しばらく 『天地 始之 事』 をみ 

てみたい。 

『天地 始之 事』 は 万華鏡の ように 奇異な 色 どり に 満ちた 世界で あるが、 それ を 一 々とりあげ るの はさし あたって 

の 目的で はない。 ただ 一 つ 私が ふしぎに 思う の は、 この 伝承の 成立が 寛 永年間 以降の 産物で あるのに、 —— ァダ 

ムとェ ヮの あいだに 生まれた 兄妹が 下界に 降りて そこで 夫婦の 契り をむ すぶ という 奇怪な 筋が みられる ことで あ 

る 0 

「兄 は 妹が こいしく なり、 妹 は 兄が こいしく なり、 こえ を かぎりに、 おめいて あるく  。谷で よぶなら 高り こえ 

のす る ごとく、 高り でよ ぶなら、 谷に こえの する ごとく、 …… こえ を かぎりに おめいて あるく。 夫れ よりお そ 

ろしき みちをし り、 双子ば かり 十二 はら 持つ。 そのい われで 近いと こ (注 —近親) はいかん という。」 

と 原文 はな つてい る。 

「おそろし きみち」 と あるから に は、 近親相姦が 罪悪 視 されて いた ことが 容易に 推測され るが、 それにして はな 

ぜ このように 不条理な 伝承 を 作り上げた のであろう か。 私たち は、 兄妹 相姦して、 それが 種族 繁殖の もとと なつ 
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たという 類型が、 世界 各地の 神話に ある こと を 知っている。 日本で もィザ ナギ. ィザ ナミが そうで あり、 ァ マテ 

ラスと ス サノォ がそう であった と 説く 学者 も ある。 しかし それ は 神話 時代に ちかい 頃に 生まれた 伝承で あり、 そ 

れに ひきかえて 『天地 始之 事』 が たかだか 三百 年 まえの 九州 西北 部の 僻村で 創 成された 説話で ある こと を 考える 

とき、 ふしぎな 感を おぼえずに はすまない ので ある。 

吉本隆 明 氏 は 『共同 幻想 論』 の 中で 「家族の 〈対なる 幻想〉 のうち 〈空間〉 的な 拡大に 耐えうる の は 兄弟と 姉 

妹との 関係 だけで ある」 とし、 「兄と 妹 • 姉と 弟の 関係 だけ は 〈空間〉 的に どれほど 隔たっても ほとんど 無傷で 

〈対なる 幻想〉 としての 本質 を 保存す る ことができる」 と 述べて いる。 この 考えに 私 はべつ に 異論 を もたない。 

かくれ キリシタンの ばあい、 この 考え は 他宗 旨の 人た ちょり 比較的 理解し やすい ものであった にちがいない。 

『天地 始之 事』 のさい ご は、 マリアに 懸想した ル ソンの 帝王が、 天国で マリアと むすばれて 夫婦と なり、 「ぜし 

うす」 (つまり イエ ズス) と 呼ばれる、 という ことにな つてい る。 母子 姦を 暗示させる 奇妙な 結末 は、 「天主の 母 

にして また その 娘」 という カトリックの 定義が、 孤 絶した 潜伏 キリシタンの 間で はいかに も 不安定な もので あつ 

たこと を 示して いる。 一切の 社会的 背景 をぬ きにして 吉本 氏の 「対 幻想」 という 言葉 を 借りれば、 かくれ キリシ 

タンの 社会で は、 マリアと イエ ズスの 間に は 対 幻想が 成立す る。 つまり マリアと イエ ズスの 関係 は、 母と 子と い 

うより は、 男と 女の 関係で あり、 しかも 処女 生殖と いう 行為 を 媒介と している ために、 それ は 兄弟と 姉妹の 関係 

に 近い。 かくれ キリシタンの 自閉 した 社会で、 共同 幻想と して、 この 〈対なる 幻想〉 が 〈空間〉 的に 拡大した と 

考える の は、 すこしも おかしい ことで はない と 私に は 思える。 

その 手がかりになる のが、 文化 二 年 (一八 〇 五) の 天草 崩れと 呼ぶ 事件で ある。 古野 清 人 氏の 調査報告 によつ 

てみ ると、 この 年、 天草 下 島の 大江、 崎津、 今 富、 高 浜な どの 四 力 村 一万 七 百 人のう ち、 ほぼ 半分に あたる 五 千 

余人が、 禁制の 宗旨 を ひそかに 保持して いる ことが 判明した。 ここで 信者の 異名 (霊 名) が、 女 は ほとんど 全部 
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が丸屋 (マリア) となって おり、 男の 大部分が 寿 庵 (ジュ ワン) となって いるの が 眼 を 引く。 たとえば、 高 浜 村 

の 信者 二 五六 人のう ち、 女 一 一 五 人が すべて マリアで あり、 男 は 一四 一 人のう ち 五 人 をの ぞいて すべて ジ ュ ワン 

である。 これによ ると 女 は マリア 信仰が つよかった と 考えて 差し支えないであろう。 では 男た ち は なぜ 一様に ジ 

ュ ワンと 名乗った か。 一 つの 想定 は、 マリアに しろ ジュ ワンに しろ、 おなじ 信仰 を もった ものの 符牒で あり、 そ 

のために、 同一 名 をつ ける ことに 結束の 意味が あつたと する ことで ある。 しかし、 それだけの 答え だけで はす ま 

ない 役割り を、 ジュ ワンの 名 は 背負って いる、 と 私 は 考える。 ジュ ワン (つまり ヨハネ) の 名 を 冠せられ る 聖人 

は、 十二使徒 のうち イエ ズス から もっとも 愛された 弟子の ヨハネ、 黙示録 を 書いた 福音 史家の ヨハネ、 それに ィ 

ェズス に 受洗した ヨハネが ある。 この 三人の ヨハネの どれ をと つて 霊 名 としたか は 穿鑿の かぎりで はない し、 ま 

た その 必要 もない。 すくなくとも 信徒の 意識の 中に あ つたの は、 バ ス チヤ ン 暦に サ ンヂヮ ンバ ゥ チイ ズ モと 記さ 

れ 祝われて いる パプ テス マの ョハ ネ であった にちがいない。 その 理由 は、 第 一 に、 きびしい 禁制の 中で 信仰 を 維 

持して いくのに 最 重要な 儀式 は 信者と なる 洗礼で あり、 受洗 は 、パプ テス マの ョハ ネ につな がり あるか らだ。 『天 

地始之 事』 にも 聖 ガブリエルが マリアに 受胎告知 をす るた めに 下界へ おりた その あと、 「三 じゅわん 水の やくに 

下らせた もう」 となって いる。 すなわち サン ジ ュ ワンが 水 役 (洗礼 を 授ける 者) の 役目 を はたす ために 下界へ お 

りている ので ある。 もう 一 つの 理由 は デウスが もはや 絶対 神と しての 存在で なく、 作 神つ まり 農業 神の ごとき も 

のとな つ て 影が うすくな つ ている こと だ。 このと き デウス = ィ ェ ズ ス の 肩が わり をす るの が、 ジュ ワン (ョハ ネ) 

であった ので はない か、 という 想像で ある。、 パプ テス マの ヨハネ は イエ ズスに 先行し、 イエ ズス にもつと も 近い 

面影 を もつ 存在 だからで ある。 さて そこで、 天草 下 島の かくれ キリシタンの ばあい、 マリアと イエ ズス との 関係 

は、 マリアと ジュ ワンの 関係に 代置され、 両者の 「対 幻想」 が 潜伏 キリシタン 社会 を蔽ぅ 共同 幻想と なって 拡大 

した ものであると 考えて みる ことにしよう。 天地創造に つづいて 人間の 悪業 を こらしめる ために 洪水に よる 世界 
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の 破滅が おとずれる。 この 『創世記』 に みられる すじがき を、 潜伏 キリシタンが 自前の 説話と して 作り出す ため 

に 必要な こと は、 マ リアと ジ ュ ヮ ン の 関係に 反映され る 兄妹の 対 幻想と それの 拡大した 共同 幻想 を 破壊す る こと 

であった。 この 幻想の 破壊 行為 は 兄妹の 相姦に よって 達成され ると いう 考えが、 無意識の うちに 潜伏 キリシタン 

の 中に あつたと しても あやしむ に 足りない と 私 は 思う。 はたして 『天地 始之 事』 では、 兄妹の 相姦の 結果、 子孫 

はふえ たが、 悪心 悪事 もと もに 世に ひろがり、 ついに 島の 滅亡が デウスに よって 宣 せられる。 この 島の 滅亡の な 

かで 逃れる ことので きたの は 「はつ は 丸し」 という 帝王と その 七 人の子 供 たちだけ という ことにな つてい る。 ノ 

ばば まるち る 

ァに 相当す る この 「はつ は 丸し」 は 教皇 殉教者 を 意味す る。 また 「帝王」 は 三人の 帝王、 すなわち 東方の 三人の 

博士 を 指す と 田 北 耕 也 氏 は 『天地 始之 事』 に 註記して いる。 

バス チャン 暦に r ::: の はつ はの 丸し」 とか 「三人の ていおう」 とか 「七 人 兄弟 丸 じ」 とかの 祝日が あらわれ 

ている こと は 『天地 始之 事』 が 「バス チャン 暦」 と 密接 不可 離の 関係 を もつ ことが 田 北 氏に よって 指摘され てい 

る 。バス チャン 暦に よって 『天地 始之 事』 がつ くられた 過程が ここに 暗示され ている と 私 は 思う。 しかし そのこ 

と は、 西教の 教義に まったく 縁の ない 兄妹 相姦の 説話が、 長崎県 外海 地方の 寒村に 生まれた 充分な 説明に ならぬ _ 

潜伏 キリシタンの 社会に ィ ュズス の 代行 をす るジ ュ ヮ ンと マリアとの 間の 対 幻想が 共同 幻想に 拡大した 理由 は、 

その 裏に も つと 原始的な 情念が ひそんで いると 私 は 考える ので ある。 信 州な どに みられる 男女 双 体の 道祖神に は- 

兄妹 相姦の 伝承が つきまとって いると ころから みても、 そこに は 種族 起源の 説話と 共通す る 不倫な 発想が ある。 

潜伏 キリシタンの 伝える 説話の 背景に も、 人類が 不合理で、 条理に もとる 関係から 出発した という 無意識の 主張 

が あるので はない か。 そう 想定 するとき、 原始 心像に つきあたらざる を 得ない ので ある。 兄妹 姦 という 不条理な 

「おそろし きみち」 は、 民衆の 中 をな がれ， る はるか 彼方の 記憶の 隔世遺伝 とみる ほかない。 私が この こと を、 ここ 

にくり かえす の は、 「再生と 転生」 で 触れた ュ ンクの いわゆる 「恥と 非道の 行為」 の 記憶が、 これから 述べ るバ 
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ス チャン に 少なからず 関係が あると 思う からで ある。 

ここで 当然の ことながら バス チャンと いう 人間が 問題になる。 浦 川 和三郎 氏の 『日本に おける 公教会の 復活』 

によると、 バス チャン は 長 崎 港外 深 堀の 裏手に あたる 平 山 郷の布 巻と いうと ころの 生まれで、 同村の 菩提寺に 門 

番を つとめてい たという。 信者の 伝える 話で は、 この バス チャン はジュ ワンの 弟子で あり、 福 田 村の 小 江、 手 熊 

などに かくれて 教え を 説き、 神 浦 村の 落人の 水 (これが 受洗の 水に 関係 あるら しい ことに 注意せ よ) というと こ 

ろに きたと き、 ジ ュ ヮ ンは 帰国す ると い つ て 姿 を かくして しま つ た。 残された バ ス チヤ ンは 暦の 繰り出し 方 を 十 

分会 得して いないので、 今一度 会って その 教え を 乞いたい と 二十 一日 間、 煮た もの は 一切 食べずに 祈った ところ、 

ジュ ワン は どこから か 戻って きて それ を 教えて くれた。 そして バス チャンと 水杯 を かわし、 海上 を 歩いて 遠く 波 

間に 消え失せて しま つたと いう。 暦の 繰り出し 方 をたず ねる、、 ハ ス チャンに むかって、 ジュ ワン は 「おまえ も 分ら 

ぬ 男 じ やね。 仏法に 彼岸の 中日 というものがあるだろう。 あれに お告げの 祝日 を 合せて、 悲しみ 節の 真中になる 

ように 繰れば きちんと 合う のじ や」 といった と ある。 あいまいな 言い方で、 バス チャン は 困惑した まま 納得 を 強 

いられた にちがいない。 

バス チャン はジュ ワンが 姿を消した あと、 迫害の 中で、 樫 山に も 居た たまらず、 黒 崎 村の 牧野の 岳 山に かくれ 

て キリシタン を 指導し、 郡 崩れの 際 は 内海に 流れて いた キリシタンの 死体 を 拾って 葬るな どして いたと いう。 郡 

崩れと は 一 六 五 七 年に 大 村の 郡 村 (竹 松、 松原、 萱瀬) で 六 百 人の 信者が 捕えられ 百 人 は 放免され たが、 のこり 

は 斬罪され た 血 なまぐさい 事件 を 指す。 バス チャンの 隠れ家 は、 出津の 浜の 黒星 次 右衛門と いう 者に よって 藩 役 

人に 密告 通報され た。 つかまった バス チャン は 自分の 妻と 行き あつたが、 もの をい いかわす こと もで きず、 引 立 

てられ 長 崎の 牢に 入れられ たという。 そして 在牢 三年 三 力 月、 七十 八 回の 拷問 をう けた あげく 斬首され た。 バス 
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チャンが 郡 崩れの のち 間もなく 捕えられた とすれば、 その 殉教 は 一六 五 七、 八 年から 一六 六 〇 年の 間で あつたに 

ちがいな いと、 浦 川師は 推定して いる。 これでみ ると バス チャン は 日本人であった ことが たしか だが、 ジュ ワン 

はどう か。 

黒 崎 地方の 口碑で はジ ュ ワンと いう 人が 黒船の カピタン すなわち 船長に なって、 長 崎 港の 高 鉢 沖に 碇泊して い 

ると、 藩 内から 萱を 満載した 船が 幾 十せ きとな く 進んで きて、 火 を 放った。 その 時 カピタンの ジュ ワン だけ は、 

かろうじて 港口の 福 田の 岸に 泳ぎつ き、 そこの 庄屋に たすけられ たという。 田 北 耕 也 氏 はこの 伝説の 背景に、 レ 

オン パジェス 『日本 切支丹 宗門 史』 十二 章に 掲載され ている 一 六 一 〇 年の ボルト ガル 船 焼 打 事件が あると みてい 

るが、 必ずしもそう 断定す る こと は むずかし いし、 また あれこれ せんさく する こと も、 今のところ 不要で ある。 

なぎなら 波間に 姿を消した はずの ジュ ワン は 「サン ジュ ワン」 になって 黒 崎 村に まつられ、 枯松 さまと 呼ばれて 

いるから だ。 片 岡弥吉 氏の 著 『かくれ キリシタン』 に は、 次の ような 記事が ある。 

「東 樫 山に 赤 岳と いう 山が ある。 東 は 赤い 岩肌 を 海に むき 出した 断崖、 西 は 森と 畑に なって いて 樫 山の 部落に 

なだらかに 落ちて いる。 その 赤 岳が、 神 山 あるいは 御岳山と いわれる の は、 外海、 浦 上の 霊地だった からで あ 

る。」 

片岡 氏に よると、 むかし その 山に は 一本松と いう 松の 大木が あって 信徒の 崇敬 を うけていた。 帰国す るた めに 

神の 浦から 船出した サン. ジュ ワン さまが、 遭難して 〈両手で はいながら〉 ここに 上り、 一本松の 下の 石に 腰 か 

けて 憩った ところ だとい う。 しかし 一緒に 船に のった 七 人の 弟子 は 海で 死んだ ので、 その 霊 をと むらう 七 個の 石 

が あり 「七つの 塚」 と 呼ばれて いたと いう。 いま は 一個の 石し かなく 残り は 安政 三年の 茂 重 騒動のと き、 汚され 

るの を 避ける ために 山頂に 移した といわれる。 この 「七 人の 善人 さま」 はバ ス チヤ ン暦 にある 「七 人 兄弟 マ ル 

ジ」 とつな がり、 『天地 始之 事』 の 「はつ は 丸し」 という 帝王の 七 人の子 どもと もつな がる ものに ちがい な い。 


魔の 系譜 72 


とすれば、 ジュ ワン は 「はつ は 丸し」 という 帝王の おもかげ を 宿す もので はない か。 黒 崎の 信徒が、 ジュ ワン は 

日本で いう 天子 様の ような 人 だと 考えて いると いうの も それ を 物語 つてい る。 

片 岡弥吉 氏が 浦 上と 外海 地方との 共通の 霊地と して 赤 岳 を あげてい るの はき わめて 注目に 値する ことで ある。 

浦 上の 潜伏 信徒が 外海の 樫 山と 深い 交渉が あ つたこと は、 外海の 樫 山で は 機 を 織る にも かならず 日曜 を 避ける こ 

とに している から、 樫 山で 織った 木綿 を 死者に 着せる と 仕 合せが あると いうので、 信心家に なると 死ぬ 前に あら 

かじめ 樫 山に 白木 綿 を 注文して おいた、 という 一 事で も 分かろう。 

また 安政 三年 (一八 五六) 浦 上の 三番 崩れのと き、 中 野郷長 与の 聞 役 をつ とめて いた 孫 蔵 は、 家宝と して 三体 

の 聖像 を 秘蔵して いたが、 それ を 樫 山に もっていって 樫 山の キリシタンの 指導者で ある 茂 重に あずけた。 茂 重 は 

それ を 箱に 入れて 御岳 (さきにの ベた 神 山) の ふもとに 埋めて おいた。 それが 露見して、 茂 重 はついに 悲惨な 牢 

死 を とげる ことになるが、 これ をみ ると 浦 上と 外海の 樫 山との 関係 浅から ぬ ものが あった ことが 分かる。 

この 茂 重 騒動で、 役人が 御岳の 森 をの こらず 切って しまう という 噂が とんだ。 というの も、 樫 山に バス チャン 

が 伝道して いた ころ この 御岳の 森の 中に あった 一 尺 まわりの 椿の 樹に 指先で 十字架 をし るすと、 それが 樹皮に あ 

ら われた という ことで、 潜伏 キリシタン は 御岳 を 霊地と して たっとび、 森に も 斧 を 入れなかった。 赤 岳が 御岳 ま 

たは 神 山と 呼ばれて 邪宗の 徒の 聖地と なって いる こと を 知った 役人 は、 その 森 を 切って 信仰 を 根絶し にしようと 

計った のであった。 この 噂に おどろいた 信徒 は、 バス チャンの 椿の 木 を 切り、 それ を 小さく 割って 各戸に 分配し 

た。 もし 死者が あるとき は 椿の 木の 小片 を 白 布につつ み、 死者の 額に あたる ように 鉢巻 をして、 葬り、 天国へ ゆ 

くた めの みやげに したと いう。 バ ス チャンに 対する 信仰 は、 外海から 浦 上の 一 本木 部落に も 飛火して 一 本木と い 

う 部落の 名称の 起源と なった。 すなわち その 部落で はバ ス チヤ ン さまが 浦 上に 来られた ときに 休息され た 所 だと 

言、.' 114 えて 樹枝を 折る こと はもち ろん、 枝 や 実 を 拾う こと すら 厳禁し、 樫 山の 御岳に ちなん で 一 本の 椿 を 霊樹と 
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して たっとん だので ある。 

この 「、ハス チャンの Ski は 東 樫 山に ある。 そこ は 佐賀領 だが、 西 樫 山の ほう は 大村領 にあた る。 浦 上 は 公領 

であるから、 藩の 領界を こえて、 神 山に 巡礼す る こと は 容易で はない。 そこで、 浦 上の 谷の 西 を はばむ 岩屋 山 

(四 七六メ ー トル) にの ぼり、 はるかに 樫 山 を のぞみながら 祈って いた。 

「三度 岩屋 山に ぉ詣 りすれば 一 度 樫 山に 参詣した ことになる。 三度 樫 山に ぉ詣 りすれば 一度 ロー マの サン タ* ェ 

ケ レジ ァ (聖 なる 教会) に詣 つたこと になる」 と 信じられ ていたと いう。 この 樫 山に ある バス チャンの 神 山から 

とおく のぞめば、 海路 はるか 口 ー マに つながる 信仰が あった。 

バス チヤ ンは 処刑の まえに 次の 四つの こと を 予言して 死んだ。 

一 お前た ち を 七 代まで はわが 子と みなす がそれ からのち は 救 霊が むずかしくなる。 

二 コン へソ— 口  (告白 をき く 司祭) が 大きな 黒船に のって くる。 毎週で も コンヒ サン (告白) がで きる。 

三 どこでも キリシ タ ン の 歌 をうた つ て 歩け るよう になる。 

四 途中で ゼン チヨ (異教徒) に 出会っても こちらから 道 を ゆずらぬ さきにむ こうから 避ける だろう。 

潜伏 キリシ タン はこの パス チャン の 予言が 成就され る 日 を 待望しながら 信仰 を 固く 持ち つづ けたので あつ た。 

キリシタンの 復活の 力に なった の は、 宣教師の 再 渡来 を 待つ 心に ちがいなかった。 その 心の 支柱 は 七 代 二百 余 年 

間 とだえる ことのな か つた バ ス チヤ ンの 予言であった。 片岡 弥吉氏 は、 外海 地方に キリシタンが 潜伏して 生き残 

つた もっとも 大きな 理由と して バ ス チャンの 影響 を あげてい る。 バ ス チャンの 聖地で ある 神 山 (御岳) が あり、 

バス チャンの 予言が あり、 それに バス チャン 暦が あると すれば、 それ は バス チャンの 影響と いうより は、 もはや 

バス チャン 信仰と 呼んだ ほうが ふさわしい かも 知れぬ。 『天地 始之 事』 の 写本 は 主として 黒 崎に 残存し、 また バ 

ス チャン 臂 の 見つかつ たのが、 浦 上と 外海 地方お よび、 外海から キリシタンが 移住して いった 五島 地方で ある こ 
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と を 考える と、 外海が 潜伏 キリシタンの 信仰の 中心であった こと は ほぼ 疑いな く、 その 土台に バス チャンの 絶大 

な 存在が あった こと は 否定で きない。 

私たち はさきに ジ ュ ワンが イエ ズス の 代行者で ある こと をみ た。 しかも ジ ュ ヮ ン という 名の 宣教師が バ ス チヤ 

ン の師 であ つたこと を 知 つてい る。 マリアへ の 信心 を のぞけば、 潜伏 キリシ タ ン の 関心 はジ ュ ワンと バス チャン 

に 集中して いると いって 差支えない。 その 理由の 一 つに は、 潜伏 キリシタンの 信仰生活が、 祝日の 割り出し 方に 

習熟した 「帳 力」 と 信者に 洗礼 をさず ける 役の 「水 方」 を 中心に して 動いて いたと いう ことが 考えられる。 つま 

りバ ス チヤ ン暦を つかさどる 帳 方と サ ン ジュヮ ンバ ゥ チズ モに 因縁の ある 水 方を両 軸に して 信仰が 維持され てい 

く かぎり、 この 二人の 聖人 名 は 忘れよう としても 忘れる ことので きない ものであった。 生 月 島の 東方 三 キロに あ 

る 中 江 之 島 は、 一六 ニニ 年、 そこで 殺された ヨハネ 坂 本左衛 門が 「ここから 天国へ は 遠くない」 といいながら 死 

んで いった 殉教の 島で ある。 この 中 江 之 島 は 生 月、 平 戸の 潜伏 キリシタンに 不可欠な 受洗 用の 水の わきでる とこ 

ろで ある。 サン ジュ ワン さまと いえば、 中 江 之 島の 別名で あり、 それから 得られる 霊水の 別名で あり、 その 水で 

洗礼 を 授ける 人の 役名で も あると 田 北 耕 也 氏 は 述べて いる (『昭和時代の 潜伏 キリシタン』)。 

ここで 以上 を 要約す ると、 キリシタンの 信仰 は デウス、 イエ ズス、 マリアの 三者 を 中心とする 布教 時代から 潜 

伏 期に はいって、 ジュ ワン、 バス チャン、 マリアの 三者 を 中心とする ものに 変化して いったと 私 は 考える。 舶載 

の 教義の 助け を 借る ことができ なくなった、 ながく たえがたい 潜伏 時代に、 マリア もジュ ワン も バス チャン も、 

たんなる 外来の 聖者で はなくな つた。 

たとえば、 『天地 始之 事』 では、 マリアが ル ソン 国の 帝王 ゼウスの 求愛 を しりぞける ために、 夏の 土用の さな 

かに、 帝王の まえで 雪 を ふらせて みせ、 帝王 はじめ みんなが おどろく ひまに マリアが 昇天す る 劇的な シ ー ンがぁ 

るが、 この 「雪の サンタマリア」 の 話 はすで に キリシタン 活動 時代に も 知られて いた。 ただし 舞台 は 口 ー マで、 


ある 信者 夫婦が 雪の ふった 場所に 自分の 教会 をた てよ と、 夢の なかで サンタマリアから お告げ をこう むった は 

たして、 夏の 土用、 雪の ふりつもった ところ を 口  — マ 郊外の 地に 見出し、 そこに サンタマリアの 教会 をた てた と 

、う 話で ある。 この 話 は 日本の 信徒に とくに 愛好され たものと みえ、 明 暦 四 年 (一六 五八) の 『宗門 大要』 にも 

のって いる。 『宗門 大要』 の 中で は 「雪の サンタマリアと 申す 事」 という 一 条 だけが 前後の 連絡 もな く 挿入され 

て、 る。 つまり この 話 は とだえる ことなく 信徒の 間に 伝えられ たので ある。 新 村 出 氏 は 『南蛮 更紗』 の 中で、 寛 

永 十 一 年 (一六 三 四) の バス チャン 暦に 陰暦 七月 十二 日 を 雪の サンタマリアの 祝日と し、 それに 「聖 マリアの 雪 

殿」 と 註して ある こと を 述べて いる。 雪が サンタマリアの 形容で なく、 転倒され て 「雪」 という 人名と なる にお 

よんで、 童貞 女 マリア はまった く 日本的に 情緒 化し、 土着 化する。 潜伏 キリシタンが 納戸 神と して 伝える マリア 

の 御 絵に は、 マリアが 上臈の すがたで、 杖と 草鞋 を まえにお いた 旅装 束 をして いるものが ある。 キリシタン は 明 

治 初年の 受難 を 「旅」 と 呼んで いるが、 その 呼称 はこの マリアの 旅すが た を 連想させる。 それ はたんに 聖書に あ 

る マリアと イエ ズスの エジプト 脱出 だけでなく、 キリシタンの 迫害と それに ともなう 流浪の すがたで あり、 とお 

く 人類 原始の 放浪 や 民族 移動の おもかげ を 写す ものであろう。 つまり 思想の 土着 化の 底に は、 思想の 原始 性が あ 

ら われる というの が 私の 考えな ので ある。 『天地 始之 事』 に みられる 兄妹 相姦、 また マリアと イエ ズスの 母子 相 

姦 ともいうべき 物語の 結末、 それ は インセスト として、 古代から タブ— とされた 禁止 項目で あり、 しかも そえた 

からこ そ、 恥と 非道の 行為の 記憶の 再現で もあった ので ある。 

^ さて 私たち はセ バス チャンに かえらねば ならない。 マリアに しろ ジュ ワンに しろ I 異国 渡来の 人物で、 それ 

^ が 土管 匕して いったのに たいして、 バス チャン だけ は 伝説の はじめから 日本人で、 妻帯者で ある。 潜伏 キリシ タ 

バ ン はそう した 意味で バス チャンに もっとも 親しみ を おぼえて いたので はなかろう か。 同時に また 次の ことが 考え 

^ ら e る。 キリシタン 活動 時代に 外国 宣教師が インド 教管 区長に あてた 手紙に よると、 多い とき は ポルトガル 本国 
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に 五 万 枚の 聖画を 送る ように 注文して いる。 日本に 無事 はこばれた 数が どれ だけだった か 分らない。 しかし その 

なかに サン セバ ス チャンの 殉教 図 もま じっていた にちがいない。 というの もセバ ス チャンの 殉教 図 は、 ョ I  ロッ 

パの 殉教 図の 中で も、 もっとも ポピ ユラ ー な ものの 一 つ だからで ある。 その 殉教 図に みられる、 矢 を 射 込まれて 

苦痛に 身 をよ じらしながら 空 を 見上げて いる 苦痛の 眼 は、 獵 犬に 引き裂かれた 鹿の 眼 そっくり だ。 

聖者 ジュリア ン伝 は、 射殺した 鹿の 一族の 呪詛を 背負って、 自分の 両親 を 殺し、 その あげく 贖罪の 生活 を 送つ 

た 中世の 聖者 伝説で あるが、 その 底 をな がれる の は 人間の 血管に 巣くう 背徳と いえる ほどの 狩 撒 本能の 烈し さ だ。 

サン セ バス チャンの 殉教 図に も、 狩激 時代の おもかげが 宿って いる。 迫害 時代の 日本の 信徒た ち は、 狗教 への 道 

をた どりながら、 それ を 恐怖に みちた 本能の 血の なかで 理解した ので は あるまい か。 それが 土俗から 生まれた バ 

ス チヤ ンと 重なり あい、 苦痛の 快感に つらぬかれて バ ス チヤ ン 信仰 を かきたて たので は あるまい か。 もし その 仮 

定 がたん なる 妄想で ない とすれば バ ス チャン の 伝説 は、 私たち を 意外に とおくまで つれていく はずで ある。 

以前、 長 崎に いったと き、 浦 上天 主 堂で 浦 上 切支丹 百年 展が 開かれて いた。 会場に は 浦 上の 潜伏 信徒た ちが、 

筒に 入れて 護符の ように 大切に 保存して いた 「バ ス チヤ ンの 椿」 の 小片が 陳列され ていた。 会場に はまた 「ロザ 

リヨの 十五 玄義」 と r 聖 ミカ エルの 悪魔 退治」 を 描いた 二 枚の 油絵が 飾って あった。 この 二 枚の 油絵 は、 まだ 禁 

教が つづく 明治 元年の まえの 年の 一 八 六 七 年に、 外海 地方の 出 律で 起きた 潜伏 キリシタンの 内輪 もめの 原因と な 

つた ものである。 この 騒動に ついては ここで は 省く が、 その後 油絵 は 浦 上天 主 堂に あった ものが 原爆で 焼失し、 

会場に あるの は その 写しであった。 

私に おもしろく 思えた の は、 「ロザ リヨの 十五 玄義」 の 絵が まんだら 風に 描かれて いる ことであった。 仏画の 

形式 を 抵抗 もな くと り 入れた 信徒の 意識の S に は、 やはり 日本の 長い 伝統が 生きて いると いうべき であろう。 こ 
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の 油絵の 製作 年代 は 不明で あるが、 高槻で 発見され た 「マリア 十五 玄義」 のように ョ ー 口 ッパ風 を 濃く 残して い 

る もので はなく、  土俗 臭が きわめて つよく 稚拙な だけに 見る 者に 親しみ を 与える こと はたし かで ある。 高 槻のマ 

リア 十五 玄義は 左から 右へ と キリストの 生涯 を 追 つ て 描いて あるが、 長 崎の ロザ リヨ の 十五 玄義図 は 日本の 右 書 

きとお なじよう な 順序で 展開して いる。 それ は 外来の 宗教 を 日本人の 意識の マ ナ— にした が つて 組み かえた もの 

と 考えて 差し支えない。 

同様の こと は 前に 述べた 大村 藩の 郡 崩れの 際、 役人のと つた 態度に も みられる。 このと き キリシタンと 熔印さ 

れ、 処刑され た 四 一 一 人のう ち 一 三 一 人が 大村 藩で 斬罪され たが、 首 斬 役人 は、 信徒た ちが 蘇生 復活す る こと を 

おそれて、 一三 一人の 首足 を ばらばらに 切り はなし、 それ を はなれた ところに 埋めた という。 ここに は 原始 この 

かた 続いて いる 他者 再生の 恐怖が 明瞭に みられる。 潜伏 信徒が わに も、 それ を 追う 役人の がわに も、 伝統の 足音 

が 聞え る。 

カトリシズムの 玄義を 描く のに 日本的な 手法 を 用いた という こと は、 日本の 風土に 異質と 思える この 泰西の 宗 

教が 当時の 信徒に はかならず しも ェ キゾチ シズム の 故に 迎えられ たもので はな か つた 事実 を 示して いる。 つまり 

キリシタン の 教義 を 受容す る 土台 は 日本 民衆の 伝統的 心理の 中に すでに 存在して いた。 1^ 教 にっき まとう むごた 

らしい 血の 匂い は、 戦国時代 を 生き抜い てきた 民衆に は 無縁な ものではなかった。 キリシタン 信仰の 中核 をな す 

告解 (懺悔) も 物語の 誕生と ともに 日本の 民衆の 意識の 深部に 深く くいこん でいた。 六道 輪廻 を 説き 地獄 極楽 を 

現前に 描いて みせる 仏教の 教 説が、 そうした 民衆の 意識 を 強化した にちがいないが、 だからといって 仏教の 滲透 

が キリシ タ ンを 手引きした とはいえない ので ある。 

和 辻 哲郎氏 は、 『神道 集』 のなかの 熊 野 本 地譚を 引いて そのこと を 説明す る。 周知の ように 熊 野 本 地の 物語の 

クライ マ ックス は、 女 主人公の 妃が 山中で 首を切られた まま、 生まれた ばかりの 赤ん坊に 一 生 懸命 乳房 を ふくま 
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せて いる 箇所で ある。 首の ない 死骸と なった 母の 乳房に 無心に 吸い付く 王子の すがた は、 異常に 残酷な 場面 設定 

のために 話 を 聞く ものの 哀憐 を そそらずに はおかない 効果 を も つてい る。 熊 野 本 地の 物語と 同様に 厳 島 神社の 縁 

起に も、 頸の ない 母親が 哺乳す るシ I ンが ある。 このと き孩 児であった 王子 は 生長した あと、 白骨と 化した 自分 

の 母妃を よみがえらせる ことに 成功す る。 このよみ がえ つた 母妃 と、 その 配偶者で ある 父の 王と、 かって 頸の な 

い 母の 死骸に 哺 まれた 王子と が 厳 島の 神々 となる。 

「ここに 我々 は 苦しむ 神、 悩む 神、 人間の 苦しみ をお のれに 背負う 神の 観念 を 見出す ことができる。 奈良 絵本 

に は、 頸から 血 を 噴き出して いるむ ごたら しい 妃の姿 を 描いた ものが ある。 これ を 霊験 あらた かな 熊 野 権現の 

前身と して 眺めて いた 人々 にと つて は、 十字架 上に 槍 あとの 生々 しい 救世主の むごたら しい 姿 も、 そう 珍ら し 

いものではなかった であろう。 ：：： このように 苦しむ 神、 死んで 蘇る 神 は、 室町 時代 末期の 日本の 民衆に とつ 

て、 非常に 親しい ものであった。 勿論、 日本人の すべてが それ を 信じて いたと いうので はない。 当時の 宗教と 

して は、 禅宗 ゃ净土 真宗ゃ 日蓮 宗 などが 最も 有力であった。 しかし 日本の 民衆の なかに、 苦しむ 神、 死んで 蘇 

る 神と いう ごとき 観念 を 理解し 得る 能力の あった こと は、 疑うべく もない。」 (『埋もれた 日本』) 

苦しむ 神、 よみがえる 神の 主題が、 耶蘇 教 渡来 以前に、 日本の 民衆の 物語の 中に 用意され ていた こと を 指摘し 

たこと は、 和 辻 氏の 卓見で ある。 和 辻 氏が これらの 物語から 仏教の 影響力 をつ とめて 排除す る 立場 を とっている 

こと も 注目して よいであろう。 

しかし、 苦しむ 神、 よみがえる 神の 考えが 日本の 民衆の なかに なぜ 生まれ、 渗 透して いった かとい う 理由に た 

いして は、 和 辻 氏 は 何の 説明 も くわえて いない。 私たち は 和 辻 氏の 立場に とどまつ ている わけに は ゆかない ので 

ある 0 

異常 誕生 は、 土中 誕生の 話の 変形で あると する 貴 志 正 造 氏の 指摘 も 無視で きない 。「再生と 転生」 の 章で 述べ 
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るよう に、 土中 誕生 は 再生 または 転生 譚の 側面 を もっている。 したがって、 よみがえる 神の 背後に は、 日本 古来 

の 再生 または 転生の 思想が かくされ ている こと を 見の がす わけに はいかない。 しかし 再生 または 転生の 思想が、 

なぜ 苦しむ 神と いう 主題と むすび ついた かとい うこと になる と、 民俗学 徒が よくやる ように 貴種 流離 譚を もち 出 

して 説明す る だけで は 不充分の そしり を 免 かれない であろう。 なぜなら、 苦しむ 神、 悩む 神、 よみがえる 神の 観 

念 は、 キリシタン 信徒の 核心であった はずで あり、 この 観念 を 追求す るに あたって は、 日々 狗教の 覚悟 を 強いら 

れる 信徒 自身の 感受性 をぬ きにする こと はでき ないから である。 

エリ ヱ リラ マサ バ クタ 二と いう ィ ェ ズ ス の 絶望的な 叫び は、 おそらく 多くの 日本人 信徒の 断末魔の 喉 をつ いて 

出た にちがいないが、 同時に 彼ら は、 無数の 矢 を 射 込まれて 血 をな がす サン セ バス チャンとの 一体化の 心理 を 体 

験した はずで ある。 それ は 獵師に 追い つめられた 獣の 心理との 合体であった。 1^ 教 にあたって は、 苦しむ 神、 悩 

む 神 は 彼ら 自身で なければ ならな か つた。 しかし 火刑 台 上 ほど 信徒が 神と 犠牲との 距離 を 自覚す る 瞬間 もなか つ 

た。 血管に 怒張す る 獣性と、 生理的な 恐怖と に 分裂した 意識 を、 一 口にい つて、 狩獵 時代の 嗜虐 本能の よみがえ 

り を 彼ら はわが 身に 体験した ので はな か つた か。 

き こく ざん 

熊 野 本地譚 では、 女 主人公の 妃が、 鬼 谷 山で 首を切られる ために 引き立てられ ていく。 はだしの ままで 歩か さ 

れ るので、 足から は 紅 を ひいた ような 血が 流れ出て、 道ば たの 柴ゃ 小笹を 赤く 染める。 頭の 方へ も 血が のぼるの 

で、 流れる 涙 も 紅色で ある。 しかし 侍た ち は 妃の足 どり がお そいと いって、 ころんでも 容赦し ない。 この 鬼 谷 山 

へ の 道行 は、 ゴ ルゴ ダの 丘へ のぼる ィ ェ スの 道行 を 思わせる。 和钍 氏の 提出した 苦しむ 神と いう 主題 はこ こで も 

実証され ている。 

和 辻 氏の 「苦しむ 神」 に 触れて、 筑土鈴 寛 氏 は、 山中で 行 をお こなう ものが 新たに 生まれる (信仰 上の 新生) 

ために 身 をいた め 苦しめる きびしさと 無関係で ない と 説く  (『山の 宗教と 山の 文芸』)。 斬首され た母妃 から 生まれた 
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王子の 受難が それ を 伝えて いる。 しかも その 母胎に ついて 語る こと は、 山の 神が 女神で あると いう 伝承と あい 俟 

つて、 女性 を 神にまで たかめ、 その 忍従と 犠牲と 愛に よって 神の 子が 誕生 するとい う 考え を 暗示して いると 筑土 

氏 は 説明す る。 山中 誕生 は 山の 産 育と 山の 信仰の 神秘 を 平地 人に 告げる ことで あり、 聴 問 者の 多く は 女性で あつ 

たろう から、 とくに 共感 を 得た にちがいない。 さらに 弘法 大師が 高野山 を ひらいた とき、 狩 場 明 神が 犬 を つれて 

案内 者と なった ように —— 筑土氏 は 山中の 行者と 狩人との 関係が 密接で あつたと 推定す る。 

この 筑土 氏の 考え は、 キリシタンの 信奉す る 苦しむ 神、 悩む 神の 主題が、 中世の 民衆の 物語の 中 をつ きぬけて 

狩 獵の盛 行した 時代にまで さかのぼり 得る こと を 暗示して はいない か。 

熊 野 本 地譚で 私が 注目した いのは、 妃が 山中で 斬首され た あと、 お産の 血と、 切られた 血の 臭い を かぎつけて 

多くの 野獣が 集って きた —— と ある 箇所で あり、 さらに そのす こし 先で 熊 野 権現と いうの は、 神が 八 尺の 熊の す 

がた になって あらわれ たから、 熊 野と いうよう になった のだろう と 述べて いると ころで ある。 『神道 集』 の 成立 

時期 を 南北朝と 考える として、 そこに 反映す るの はもつ と 古い、 狩獵の 世界の 断片で ある ことが、 ここに はしな 

くも あらわれ ている。 また 滅師 が、 山芋と 鹿の 肉 を 切って そなえた という 箇所が あるが、 そこで はだれ しも 顯訪 

信仰 を 思い出さずに はすまない だろう。 顯訪の 明 神 は 狩獄の 神で あり、 鳥獣の 肉の 大好きな 神で ある。 とりわけ 

鹿の 肉 は、 籠訪明 神の 祭に 欠く ことので きない 供物であった。 

おなじ 『神道 集』 の r 誕訪大 明 神の 秋 山 祭の 事」 で、 顯訪明 神 みずからが 「自分 は 前々 から 狩 減の 遊びが 大好 

きで ある」 と 告白して いるの が 何よりの 証拠で ある。 やはり 『神道 集』 に 収めて ある r 顯訪 縁起の 事」 は 甲賀三 

郎の人 穴め ぐり を 中心に 展開して いるが、 そのな かで、 長 楽 寺の 僧正が、 顯訪大 明 神に むかって、 衆生の 済度 を 

考えねば ならぬ 神で ありながら、 どうして そんなに 多くの 獣 を 殺す のか —— と 疑問 を呈 している のにたい して、 
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大明神 は 歌 を もって 答える。 

野辺に 住む 獣 我に 縁な く は 憂 かりし 闇に なほ 迷 はまし 

(野に 住む 獣 は、 もし 私に 縁がなかった としたら、 悲しい 闇に なお 迷った ことであろう —— ) 

虫の よい 返事と いう ほか はない が、 顯訪明 神の 狩獵 神と しての 面目 はこ こにい かんなく 発揮され ている。 この 

挿話に はお まけが ついていて、 大明神 は 僧正に 鹿 や 鳥 や 魚な どが みな 黄金の 仏と なって 雲の上に のぼ つてい く 夢 

をみ させる。 つまり 明 神の 手に かかれば 殺生した 生き物が 成仏す る こと を 主張して いるので ある。 

『今昔 物語』 にある 餌 取 法師の 話の ように、 殺生 戒を 破った もので も 救われる というの は 信仰の 逆説 をった えた 

ものであるが、 しかし 一 般には 歴史 を つらぬく 日本人の モラルであった 殺生 戒を このように ぬけぬ けと ふみにじ 

り、 殺生 こそ 成仏への 近道 だとい わんば かりの 神 もめず らしい。 いう なれば そこに は 平地 人の モラルと 相反す る 

狩獵 人の モラルが 生きて いる。 

たとえば、 田 沢 重 蔵が 明治 二十 五 年に 伝えた 「熊 中 狐島 之 送り」 と 称する 巻物 は マ タギの 秘伝 書で あるが、 次 

の 歌が 載って いる。 

奥山 や 小し ば を わけて 立つ 鹿 も今此 人に あ ひて 佛果 いる おん あ ひら うん けんそ わか 

熊た かなる か めつ らしゃ いま 此人 にあいて 佛果に 入 事うた が ひなし をん あ ひら うん けんそ わか 

(熊た かの 送り 法) 
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これ は 『神道 集』 の觀訪 神の 歌と まったく おなじ 考え を 示す ものである。 また、 アイヌが 熊 を 神の 贈り ものと 

考え、 アイヌに 殺された 熊 は 天上に かえると 信じて いるの も、 功利的な 信仰で あるが、 それ こそ は狩獵 人の モラ 

ルに ほかなら なかった ので ある。 この モラル は 森 嘉兵衛 氏 『日本 僻地の 史的 研究. 上』 の 伝える 次の ような 挿話 

でも うかがわれる。 安政の 頃 奥州 九 戸 郡の マタギ 部落の 獵 犬が 九 戸 藩 営の 牧場に 侵入し、 そこの 部落の 農民が 所 

有する 子牛 を 食い殺した ことがあった。 そこで 部落の 者が マ タギを 問責す ると、 マ タギは あやまる どころ か、 か 

え つ て 自分た ちの つれてき た獵 犬に 手 をつ けて 追いち らした の はけし からん とのの しった。 農民 は 「意外 之 挨按」 

にお どろいて、 こうした 考えで はこれ からどん な 被害を受け るか 分らない と、 マ タギを 牧場に 入れて はいけ ない 

こと を 藩 当局に 進言した。 つまり、 農民 は 狩^ 民で ある マ タギの 徹底した 自己中心の 考えと 戦闘 性に おそれ をな 

したので ある。 

課訪 神が 全国の 狩人に 信奉され ていた こと は、 柳 田 国 男が つたえる 日向 奈須 村の 狩の 故実 『後 狩詞 記』 に r 觀 

訪の 払い」 という 呪文が みられ、 また 日光 男 体 山 を 中心とした 『日光 狩詞 記』 に 鹿 を 射止めた とき、 艱訪 神へ さ 

さげる 呪文 をと なえて 鹿の 頭 を 顯訪の ほうへ むける 儀式が 記されて いる ことで、 ほぼ 察しが つく。 西 は 長 崎、 南 

は 鹿 児 島に およぶ その 勢力範囲から 推して、 誠 訪明神 を 日本 最大の 狩獬 神と 呼ぶ こと は 差し支えないだろう。 

誠訪 神社の 七不思議の 一 つに 耳 裂 鹿が ある。 同社に は 三年 酉の 日の 御 頭 祭に 七十 五の 鹿 猪の 頭 を、 諸国から 寄 

進す る。 觀訪 地方 だけでなく、 木 曾の 雪山 を 越え、 あるいは 伊那 谷 を わたり、 遠 州 や 三 河の 奥から も 神の 好物で 

ある 鹿 猪の 頭 を 神前に ささげる。 その 中に 一 つ だけ 耳の 裂けた 鹿が まじって いると いう。 神 野と 呼ばれる 八ケ岳 

せんず  とち 

裾野で 獲った 鹿の 中に かならず 耳 裂 鹿が あると いわれる が、 松 山 義雄氏 は、 遠 州の 千 頭 国有林から 源 を 発する 戸 

中 川の ほとりに 戸中と いう 部落が あり、 その 東に 麻布 山 (一六 三 五メ  — トル) がそび えてお り、 この 山に 祀 つて あ 

る庥布 さまと いう 神 は 蛇 身で 耳が 欠けて いると ころから、 戸中う まれの 鹿 はすべ て 耳が 裂ける ことにな つたと い 
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う 話 をった えて： >  る (『山国の 神と 人』)。 いわゆる ァザブ の 耳 裂 鹿で ある。 松 山 氏に よると、 顯訪 信仰の 根強い 遠 

谷 山 一帯の なかで も梶 谷の 狱師 たち は、 どんな 生き物で も 一頭と るた びに、 かならず その 場で 獲物の 耳 をわず か 

切りと つ て 岩の 上に おき、 耳 をな くした 麻布 さまに ささげて 狱運 をね がう 習慣が ある。 

柳 田 国 男 は、 觀訪の 神事に 耳 裂 鹿の 話が あるの は、 神に ささげる いけにえの 印と して、 特定の 鹿の 耳 を 切りと 

り、 これ を 他の 鹿と 区別した ことから 始まった と 推定す るが、 右の 事実 は それ を 裏書きす る。 彼 は 更にい う。 

「死の 準備の 或 期間が、 人 を 生きな がらの 神 ともなし 得た ので、 神に 供える 鹿の 耳 切り は 必ずしも 鹿 を 以て 始 

まった る 方式で ない のか も 知れぬ。」 「ずっと 昔の 大昔に は、 祭の 度 ごとに 一 人づ つの 神主 を 殺す 風習が あって、 

その 用に 宛てられるべき 神主 は 前年度の 祭の 時から、 籤 または 神託に よって 定まって おり、 これ を 常の 人と 弁 

別せ しむる ために、 片目 だけ 傷つけ ておいた ので はない か。」 (『一 つ 目 小僧 その他』) 

大胆な 仮説と いう ほかない が、 柳 田 は 「この 推測に は 或 程度までの 根拠が あるつ もりで ある」 と 述べて いる。 

この 仮説の 背後に フレ ー ザ ー の 影響の ある こと はたし かで ある。 しかし 耳 裂 鹿の 話 を 書いた 柳 田が 謙訪 信仰に つ 

いて それ 以上 触れて いないの が 私に はふし ぎで ならぬ ので ある。 柳 田 自身 信 州に 縁が ふかく、 誠訪 神社の 由来 履 

歴 にも ふかくつ うじて いた こと は 充分 考えられ るのに、 なぜ 耳 裂 鹿の 問題 を 諸国 一 般の 事例の 中に 解消して しま 

つた か。 

ここで 私 は 『神道 集』 の 「難 訪大明 神の 秋 山 祭の 事」 の 中に、 大明 神が 「自分 は 姿がない からこの 宮の 神主に、 

自分の かわりに 神と いう 姓 を 与える」 とい つた 言葉 を 思い 浮べ る。 『顯訪 大明神 絵詞』 に 「我に おいて 鉢な し、 

祝 を 以て 鉢と なすと 神勅 ありけ り」 と あるのと 対応す る ものである。 

顯訪の 神官 は、 神 姓 を 名乗り、 古くから 生 神と して 尊崇され た。 大祝 である 神 氏の 童 男が その 職 任に あつたが、 

生 神と なる に は、 樹 下石 上に 大 祝の 座 をもう けて、 降神の 儀 を ひそ やかに とりおこない、 その上で、 —— 我 身 は 


魔の 系譜 84 


すべてに 大明 神の 御正 鉢と まかり 成り 候い ぬ —— と 宣言し 生 神の 位に つく。 

誰訪 神社で このような しきたりが おこなわれる ようにな つたの は 平安の 中期と する のが 通説で あるが、 それが 

はるか 古代からの 伝承に つながる ものであった こと はまちが いない。 上 社、 下 社と もに 本殿に あたる 建物がない 

こと も顯訪 社の 特徴で ある。 御 神体と みられる もの は 巨岩 あるいは 神木 だけで ある。 他社で 不浄 視 される 鳥獣の 

肉が 誠訪 社で はまった く 禁忌され ない という 特色と 共に、 誠訪 社の 独特の 性格が 浮かび 上って くる。 

上 籠訪の 商人 松沢義 章の 著書 を 平 田 門下で 籠訪 藩士の 飯 田 武郷が 写しと つた 『顕 幽分両 記』 春の 部 二に、 次の 

ような 意味の めずらしい 記事が みえる。 

「誕訪 上 社の 旧 三月 酉の 日の 御 神事のと き、 赤い 色の 装束 をつ けた 人 を 藤の 蔓 でしば り、 馬に のせて 御祭の 庭 

を 引き わたし、 馬より おろして つみお いた 薪に 火 を 放っとい うこと を やる が、 これ はむかし 坂 上田 村 +S カ難訪 

明 神の 助けで 陸 奥 国の 安倍 高 麿 を 征伐した ときの こと を 末代まで 伝えよう とする 儀式な のであろう。 藤つ るで 

しばられた 者 を 4^ こうと 唱える の は、 御宼 という 言葉で、 高 唐の 党 を 捕虜と して、 刑に おこなう 儀式 だからで 

あると 思われる。 またな がい 白 布 を その 人のう しろに つけて 御祭 庭 を 引き わたす の は、 絵詞の 書に 面 縛の 儀 を 

表わす とみえる 面 縛の 布 をい つか 後に つける ような か つ こうに なった のだろう。」 

これにつ いて 宮地直 一氏 は 『籠訪 神社の 研究』 のなかで、 右の 記事 は 三年 酉 日の 祭のと きの 神 使の 行動と 三月 

UK の 日の 行事と を まぜ こぜにして いるの だと 指摘して いる。 三月 辰の 日に は禰宜 送りの 行事が ある。 その 儀式 は 

禰宜の 私宅で 饗宴が あり、 次に 刑罰の こと をお こなう が、 そこで は 面 縛の 儀 を あらわして 繙を 人の 頸に 懸ける。 

まえみ や 

「かんな わ、 みむろに こもらぬ 人 を かかくる」 と あるよう に、 この 日まで 神 原の 廊 (上 社 前宮の 細な カレ 吹き さ 

らしの 廊) に 参籠して つつしむ という 祭 忌 を 守らなかった 者 を、 その 罰と して 禰宜 送りす るので ある。 禰宜 送り 

というの は、 禰宜 その 人で なく、 禰宜が 刑罰 者 を 送る という ふうに 解釈すべき である。 
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しかし この 宮地 氏の 説明で 私たち は 納得 するとい うわけ に はいかない。 

藤森栄 一氏の 『銅鐸』 を 読む と、 問題 はそんな に 簡単に 片付かない ことが 分って くる。 以下 藤 森 氏の 文章の 要 

約で ある。 

觀訪上 社で は、 三月 初 午の 日から 十三 日間 連続して 春の 祭が おこなわれる。 初 午の 日に は 外 県， ^1; ^座!： 事が あ 

>  そと あがたの すけ  とり  うら あが. M お 

る。 これ は 外 県へ 出向す る 当社の 神 使、 外 県 介 • 宮 付 二人の 出発の 儀式で ある。 ついで 初 酉の 日に は 内 県 • 小 

あがた 

県 をめ ぐる 二 組の 神 使、 すなわち 内 県 介 • 宮 付と 小 県 介 - 宮 付の 計 四 人の 出発の ための 祭事で ある. お i 神ず 

が ある。 もともと この 二つの 祭 はおな じ 意味 を もつ もので、 外 県の 旅程が とおい ので それ を 調整す るた めに 二つ 

に 分れたら しい。 この 酉の 日に おこなわれる 大御立 座 神事 は 七 年 ごとの 御 柱 祭 を のぞけば、 上 社 最大の 祭で ある。 

まえに 述べた 七十 五頭の 鹿 や 猪の 頭 を はじめ、 鶴、 雁、 鬼、 鯉な ど を おびただしく 並べた 響 膳が おわった あと、 

内 県 介と 宮 付が 登場し、 着座す る。 そして 大 祝の 祝福 を 受け、 神 長官が 内 県 介に 御杖 をさず ける。 これが 内 県 介 

ニ呂 付、 小 県 介 • 同宮 付と 三人に もくり かえされる。 それから 大 祝の 申立 や、 それにた いする 神 使た ちの 復唱、 

大 祝の 拍手、 これに 和す る 氏子な どが あって、 神 使た ち は 庭に 出て、 用意され た 馬に のる。 御杖 は 神 使が 背負つ 

ている。 馬上の 二 組の 神 使た ち は 十四 人の 在郷の 神主 をした がえ て、 大 祝の 神殿 を 中心とした 神 原 を、 二 巡 また 

は 三 巡しての ちに、 夜 ふけの 御 廻 神の 旅に でて いく。 

5  , ,  )  じんちよう ね ぎ ごんの はふり こりの はふり そえの はふり 

この 神 使に はだれ がなる か。 外 県 介と 宮付は 社家のう ちの 五官で ある 神 長 • 禰宜 • 権 祝. 擬祝 • 副 祝が 交 

つきし ろ 

代で あたる。 現 身 神の 憑 代で ある この 神 使に、 大祝 とその 身内が ならな いのは ふしぎで ある。 わずか 四 歳の 神 長 

の 子が、 神意と はいえ、 大雪の 深更、 冷い 馬上に くくりつけられて、 七日 間の 外 県の つらい 旅に でて いくの を、 

祭の 総 司令で ある 神 長が いのる ように 見送って いる あわれな 記述 も ある、 と 藤 森 氏 はしる している。 内 県 介 御 頭 

に は 觀訪郡 内の 古郷が あたり、 なかには 四 年に一度 という 頻繁 さで 神 使の 童 男 をお くる 郷 もあった。 内 県 介の 宮 
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付と 小 県 介 • 宮付 は顯訪 以外の 古郷が あた つてい る。 

藤 森 氏の 文章で 私が とくに 注目した の は 次の 箇所であった。 長いが 肝要な 記事な ので 全文 を 引用 させて いただ 

く。 

I 上 社の 旧 神楽 大夫茅 野 氏 をたず ねたと きの 談話の 中で 『神 使に 選ばれた 御 頭郷の 十五 歳の 童 男のう ちに、 祭 

後 ふたたび その 姿 をみ たもの がない 例が うんと ある。 密殺され たもの らしい。 そこで、 その 選 をお それて 1 

亡したり、 乞食 または 放浪者の 子 を もらい 育てて おいて、 これに あてた ことがある』 という こと を 聞いた。 馬 

鹿な、 そんな 話って ある もの か。 むろん、 茅 野 氏 も、 祖先からの 聞き伝えで あろうから 責任 はない。 しかし 

私 (藤 森) にと つて は、 学問的に はどう あろうと、 この 馬鹿げた ほど、 反 人道的な 説話 は 聞きの がせなかった。 

そして、 それが、 いくつかの 文献から 読みお としていた 事実 を 思い出す 契機に なった。 

まず、 『画 詞』 の 記述のう ちに、 妙ち きりんな 一条が あった。 神 使 出発に 際して、 一度 乗馬した 神 使 を 馬の 

向う側に つき 堕して いる。 そのと き は、 わからない ままに ほおって しまったが、 これ は 可 を 意味す るか。 

そのつ もりで 読む と、 まだ 一杯 ある。 江戸 中期の 『歳 中 神事 祭礼 当 例 勤 方 之 次第』 によれば、 擬 祝が 御杖 を 

飾り、 ついで 副使 か 神 使 を 藤で 縛る という 一事が ある。 これ はいった い 何 だ。 

また、 『信 府統 記』 の 五の 場合 はもつ とひ どい。 『前宮 の 内に 入れて 七日 間 通夜 を させ、 祭日に はだしで 葛 を 

もって 攝め、 馬に 乗せ、 前宮の 馬場 を 引き まわし、 打擲が 鉢 をな す。』 

宮地 博士の 伝聞 (『謂 訪 神社の 研究』) に はま だ ひどい のが ある。 『百日の 行 を させた 上で、 藤蔓で 後手に 縛つ 

て 馬に のせる。 藤蔓の 痕が 容易に 消えない ので 三年のう ちに 命 を 失って しまう。 また、 乗馬 出発に さいして、 

神人が 棒で 地面 を敲 き、 馬 をお どして 暴走 させた』 等々、 神 使 虐待の 話が きりがない o」 

これでみ ると、 さきに 述べた 顯訪 藩士 飯 田 某の 記述 は、 その 理由 づけ こそち がえ、 三月 酉の 日の 祭の 神 使の 行 
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動 をった えた ものに ほかなら ない。 ただ 後半の 面 縛 云々 が 辰の 日の 禰宜 送りに 関わる という だけにす ぎない。 

赤 は 禁忌の 色で ある。 なぜ 赤い 着物 を 着せられ、 藤蔓で しばられたい たいけな 神 使が 祭の 日に 引き出され、 な 

ぐられ、 つきおとされねば ならなかった か。 飯 田 某の 記述に 薪に 火 をつ ける と あるから に は 火刑が 予想され る。 

かりに それが まねごとであった にせよ、 それ は 神 を 殺す 所作に ほかならぬ ではない か。 神 使の 少年が 御 廻 神の 途 

中で 密殺され たという 藤 森 氏のお どろくべき 伝聞 は、 また 聞きに せよ、 それ を 告げて いるで はない か。 

私 はこ こで 柳 田 国 男が 『一目 小僧』 の 中で 抜け目なく 布石して いる 言葉 を 思い出す。 

「自分が 神主 を 殺す の 目 を 潰す のとい つたた めに、 ぎょっと させられた 祠官 たちが 或いは あるか 知らぬ が、 御 

より まし  とうや 

安心め され、 祠官は 多くの場合に は 神主ではなかった。 神主 即ち 神の 依 座と なる 重い 職分 は、 頭屋 ともい い、 

ひととき じょうろう  うら はみ 

あるいは 一年 神主と も 一時 上 藤と も 唱えて、 特定の 氏子の 中から 順番に 出たり、 もしくは 卜 食に よってき めた 

りする ものと、 一 戸 二 戸の 家筋の 者に 限って 出て 勤める、 いわゆる 鍵 取りなる ものが あつたので ある。」 

みむろ  おうら 

謙訪上 社で は、 前宮の 御室 社で、 御 占 神事 をお こなって、 神 使 御 頭 番役を 決める。 御室 社 は 掘 立 柱で、 垂木 は 

つちむ ろ 

土までと どく 堅 穴の 土 室で ある。 この 土 床の 萩 組みの 座で、 正月 元日の 夜 ふけに、 大 祝と 神 長 だけが 対座して 占 

うとい う。 護訪 神社 は、 他社と 異 つて 大 祝が 現 身 神で あるが、 この 太古 さながらの 御室で やはり 神の 依 座で ある 

者 を えらぶ ので ある。 占いに よ つて 神に えらばれた 者が 祭の 日に 殺される という 事実 は 課訪の 神が とほう もな く 

古い 慣行 を ひそかに 保持して きた こと を 示す。 

筑土鈴 寛 氏 は、 難 訪上宮 が修験 派の 勢力に 占領され たと 推定し、 後の 謂 訪神家 はもと もと 熊 野 出身で あつたろ 

うと 考えて いる。 大岡寺 (近 江 甲賀郡 水口) の甲賀 伝説に よると、 三 郎が穴 中から 救出した の は 熊 野 権現の 娘で あ 

り、 甲 賀三郎 を 顯訪明 神と みなして いる 地方 も ある ことから、 觀訪 縁起 を 語る 甲 賀三郎 伝説 は、 熊 野の 徒に 育て 

られ たという 感じが してなら ぬと いう。 横死した 小 栗 判官が 熊 野で 蘇生す るよう に、 古来、 死と 蘇生 は 熊 野に 関 
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係ぶ かい。 苦しみ 悩む 神、 殺される 神、 蘇え る 神の 主題 は 誠 訪と熊 野と がつな がる ことによって 完成す るので あ 

る 0 

顯訪 神社の 幽暗な 信仰に ついては まだまだ 明らかにされ ていない 部分が 多い。 たとえば 大 祝の 死去のと きその 

遺骸 は 前宮の 本殿に 置かれ、 それが 外に 運び だされる の は 極秘 裡に おこなわれ、 だれも 見た ものがない —— とい 

う 話 を 私 は 聞いた ことがある。 それが 真実で あると すれば、 殺される 神、 しかも 蘇え る 神と どこかつ うじる もの 

はない か。 イエ ズスの 葬られた 墓が 復活 後、 空虚であった 事実 を 注意せ よ。 

これ を 裏書す るよう に、 伊藤 富 雄 氏の 文章が ある。 それによ ると、 大祝は 常に 明 神の 正 鉢と 号して 夏 鹿皮の 街 

に 坐し、 近親に 死者が あっても 死 積 を 受けなかった といわれ、 また 顯訪郡 外へ は 決して 出なかった。 もし 在職 中 

に 卒去 すれば 直ちに 邸 中の 神前に 移して 神との 訣別 をお こない、 やがて 不浄 門で ある 開かず の 門より これ を 出し、 

そのの ち はじめて 一 般に その 死去 を 披露した と 伝えられ ている。 

謂訪 神社の ほかに、 各地に は 人柱の 伝説が 残って いる。 古川 古松 軒の 『西遊 雑記』 によると、 肥 後 国 水 股 (水 

俣) では 数十 力 村が 申し 合せて 雨乞いの ための 行事 をお こなう。 海岸の 小屋に 一 丈余の 藁人形 をお き、 紙で 作つ 

た大 ふり 袖の 衣裳 をき せ、 それに 赤い 模様 を 画き、 髪 は苧を 黒く そめて うしろへ うち 乱す ようにす る。 村 役人、 

社 人、 巫女、 見物人が 数百 人 も あつまり、 その 代表者が、 非常に ふるい 唐櫃から 一巻 をと り 出し、 竜神に むかつ 

て 祭文 をよ み 上げる。 r 浪風を しずめて 聞めされ、 姫 は 神代の 姫に て 祭り、 雨 をた もれく、 雨が ふらねば 木 草 

も かれる。 人 だね も 絶える。 雨 をた もれ、 姫 を ましよ く。」 最後の 言葉 は 意味 不明で あるが、 姫 を さしあげよ 

うとい うこと らしい。 とにかく 雨が 降る まで この 祭文 を くりかえし 唱え、 雨が 降って はじめて 藁人形 を 海へ 流す 

という。 土地の 者の 話で は (古松 軒が その 光景 をみ たと きから) 二百 年 位 まえに は、 数十 力 村の 娘 を あつめて く 

じ を とらせた。 くじに あた つた 娘 は 右の ようにして 海へ 入れた という。 
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この 言い伝えの 真偽の ほど はわから ない。 しかし たんなる 架空の 伝説で はなく、 なにがし か は 人間 をい けにえ 

とした はるかな 時代の 痕跡と 見るべき であろう。 

殺される 王の 主題 はフレ ー ザ— 以来 私たちに 親しい。 しかし わが国に おいて は颥訪 神の 神 使が 確認で きる 唯 一 

の 例で ある。 単調で 水平 的な 民俗が 反映して、 日本の 神々 は 多く 農業 神と 漁業 神で あり、 その 性格 も 平 俗で ある ( 

狩戮神 だけが、 垂直 的で^ 動 性 を もつ 狩雜 民の 性格 を もっている。 たとえて みれば 弥生 土器と 繙文 土器の ちがい 

がそ こに は あるので ある。 奇怪で 複雑な 誠訪 神の 性格に は 平地で は 考えられぬ 厳しい 一 面が ある。 日本 民俗学の 

平板な マ ナ リズム を 打ち破る ために は 山の 宗教、 山の 民俗に もっと 真剣に とりくむ 必要が あると 私 は 考える。 

日本に 狩 獵の盛 行す る 時代が いつまで つづいた か。 空 也 上人が 鹿の角 を 杖の 先につ け、 鹿皮 を まとって 諸国 を 

行脚した ことから 空 也 系の 念仏 行者が もつ ようになった 鹿 杖 は、 股に な つてい る 木の 枝 を 利用して 獲物 を 追った 

り、 捕えたり する ことから マ タギと 呼ぶ 狩雜 民の 道具 を 思わせ、 これら 遊行 者の 漂泊 生活が 狩人の くらしと 関係 

ある こと を 示して いる。 それ はまえ に 述べ た 山中 行人と 狩人の 関係が 平野に おりて 展開した すがたと いう ことが 

できる。 顯訪下 社の 御射山 祭が おこなわれる 霧ケ峯 から は 中国の 青磁の 陶片が 出土し、 鎌 倉と 密接な 交渉が あつ 

たこと、 ひいては 鎌 倉 武士が この 狩の 祭で ある 御射山 祭に 参加した こと を 想像させる に 充分で ある。 

狩獬を 生業と も 遊楽と もす る 習慣 は、 室町 時代 を 境に して ほそくな り、 江戸時代に 入る と 急速に おとろえた。 

しかし 狩 減 時代の 本能が そこで 途絶えた わけではなかった ろう。 

囚人 や 乞食が 司祭 王の 身が わり を させられ 一 定の 期間 をす ぎる と 殺される という 擬いの 王はフ レ ー ザ ー によつ 

て 論じられて いるが、 それに 先行す る 神聖な 司祭 王の 弒殺 とのち ようど 中間 を わが 誕訪 神社の 神 使の 密殺 は 占め 

ていたと おもわれる。 その まわりに いけにえ を 好む 神の 供物と して 耳 裂 鹿の ふしぎが まつわつ ていた。 つまりい 
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けにえ が 人間 か ら 動物 へ 変って いく 過程が あった。 

同様に、 セ バス チャンの 殉教 図に みなぎる 異教 的な 雰囲気、 それでいて 断末魔の 牝 鹿の ような 恐怖の まなざし 

はいけ にえが 神と しての 人間から けもの へ と 移 つてい くの を まざまざと 示して はいない か。 ド レ ウスが 指摘して 

いるよう に、 いばらの 冠と 赤い 衣 を 着せられ 一時的な 王に 仕立てられて 殺された イエ ズス も、 司祭 王の 弑殺 とい 

う 神聖な 行事の 零落した 形であった にちがいない。 狩狱 時代の あらあら しさ を 保って いると いう 点で は、 むしろ 

セバ ス チャン こそ イエ ズ ス に 先行した 存在と いうべき である。 日々 殉教者の 運命 を 自覚し ないで はいられ なか つ 

た キリシタン 信徒 は、 日本の ながい 伝承 をと おして、 セ バス チャンが 背負った 狩微 時代の 苦しむ 神、 殺される 神、 

そして 蘇え る 神 を 確認した のであった ろう。 

芥川竜 之 介 は 作品 『誘惑』 の 末尾に、 バス チャン は 伝説 化された 唯一 の 日本人 信徒で あると 述べて いる。 潜伏 

キリシ タ ンがバ ス チヤ ン 信仰と いえる ほどの 熱烈な 愛着 を 示して きたの は、 殺される 神と いう 太古の 記憶の 痕跡 

に ほかならぬの ではない かと 私 は 考える ので ある。 

ネ 藤森栄 一氏の 顯訪 信仰に ついての 報告 は、 益 田 勝 実 氏が 『民俗の 思想』 (筑摩 書房 刊) で 触れて いたの を、 この 文章 

を 書いた あとで 知った。 
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仮面と 人形 


ここで 魂と は 何かとい う 問題に もどろう。 魂の 機能 や 特性 を 知る ことなしに 魔の 作用 を 知る こと はでき ないか 

ら だ。 

敗者が 勝者 をお どかし、 死者が 生者 を 支配す る —— という からに は、 死者の 住む 国と 現世との 往来が 遮断され 

て おらず、 彼我の 往来が 自由で あると いう ことが 前提に されなければ ならない。 死者の 肉体が 往来す る こと は不 

可能で あるに きまって いる。 そこで 死者の 霊魂、 一般にい つて 人間の 魂が、 自由に 遊行で きる という 観念が 成り 

立つ ことが まず 必要で ある。 

たとえば 八重 山の 石垣 市 登 野 城 付近で 今日で もな おみられる ように、 仮面 をつ けた 祖霊 として 村人の まえに あ 

ら われる 「あんが ま」 と 呼ばれる 七月の 盆 行事 は、 翁と！ S の 面 をつ けた 人が、 手拭で 顔 を かくした お供 を 大ぜぃ 

ひきつれて 村人た ちの まえで、 問答 を かわす。 後生から やって きた 祖霊は 教訓 を たれる かわりに 現世の 人た ちの 

質問 を 浴び、 それに 答えねば ならない。 現世と 他界との この 親しみの 行事 は、 両者の 対立 や 冷笑 や 悪口 を 伴いな 

がら 各 家 ごとに 進行して いく。 おそらくそう したやり とり は、 生きた 人間の 魂が 死者の 魂に 支配され る こと を 恐 
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れ ている からであろう。 生きた 人間の 魂が よわいと、 死者の 魂に ひきこまれる 心配が ある。 という こと は、 魂 は 

容易 に 肉体 を 離脱し 浮遊す ると い う 観念が あるから である。 

私が、 石垣 島で みた 沖繙 芝居に は 興味 ある 場面が あった。 舞台の 上で、 女が 男のう しろに しのびよって、 男 を 

わつ と おどろかす。 男 はとび 上って、 何 か を 拾い あつめる しぐさ をす る。 同行した 新 川 明 氏の 説明に よると —— 

それ は 男が おどろいた 拍子に、 自分の 肉体から とび 出した 魂 を あわてて 探し もとめて いる 光景 だとい うので ある。 

沖繙 では、 古代の 観念が、 観客と 舞台の 了解、 日常 的な 共感の 中に 生きて いる こと を、 私 は あらためて 思い知ら 

された ので ある。 

こうした 実感 は、 私が 八重 山で 会った ユタの 言葉で さらに 裏付け される 結果と なった。 ユタ はふつ うの 人間の 

見ない もの を 見る ことので きる 能力 を もつ、 と 八重 山で は まじめに 信じられ ている。 私の 会った ユタの 言葉 を そ 

のま ま 借りと ると、 それが できる の は 「ふつうの 人間よりも セジ (霊 威) が 高い」 からで ある。 見えない もの を 

ユタが どうみ るかが、 私の 好奇心 を 引いた。 私が 人間の 魂 は どんな かっこう か、 と 聞く と 「神の 火 は 赤い が、 人 

間の 魂 は 蒼白い 尾を引い ている」 とュ タの 答が 返って きた。 その 答え は、 

人魂の さ 青なる 君が ただ 一 人 逢へ りし 雨 夜 は 久しと 思 ほ ゆ 

という 『万葉集』 の 歌 を 私に ただちに 思い起させた。 これ は 霊魂 を 目の あたり 見て、 それに 親愛 感を よせた も 

のでなければ 作れない、 無気味な 歌で ある。 万 葉 人 も ユタの ように 人魂の 色 を はっきりと 見、 それと 話 を 交す こ 

とがで きたので あろう か。 

私 「では 神 は どんな かっこう をして いるか。」 ユタ 「神 は ぼろぼろの 衣裳 をして、 乞食 同然の すがたで あらわ 
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れる。 それ は 人 を 試め すため の ものである。」 

乞食に すがた を やつした 神、 それ は 多くの 神話 や 民話に 共通の パ タ I ンの ひとつと 呼んで 差し支えな いもの だ。 

『常 陸 風土記』 に みられる ミ オヤの 神 を 泊めなかった 富士山が 罰せられ、 款待した 筑 波の 山が 祝福 を 受ける とい 

う 記事に、 人間 を 試め す 神と いう 考え をみ とめる ことができる。 大師 信仰 (弘法 伝説) もそう である。 ほかい 人 

となって 放浪す る 乞食が、 神の 零落した 姿で あると いう 折 口説 は、 観念で はなく、 事実 を 指摘した ものであるが、 

ぼろぼろの 衣裳 を まとった 乞食 こそ 神で あると いう 考え は、 むしろ 罪人 や 乞食が 一 時 的に 王 や 祭司の 権威 を もつ 

代理 王 (代理 司祭) の 儀礼と なって、 残る ので ある。 むしろ 代表が 罪人で しかも ユダヤ人の 王と 嘲笑され た イエ 

ス であろう。 それ を護教 論の 立場から 倒錯して パゥロ は、 イエス を 人間と 共に 苦しむ ために わざと 奴隸 のす がた 

をと つた 神と したので あった。 

では、 神と はい つたい 何者な のか。 —— という 当然の 問いに 私 は 入って い つた。 宮 古の 属島で ある 池 間 島 出身 

の ュ タは 次のように 説明した。 

「御嶽の 神 は、 それぞれの 部落の 袓先、 それ も りっぱな 人 を まつった ものである。 神 さま は 人間が なった ので、 

別の 神 さまが ある わけで はない。」 

この 説明 は、 私に いやで も 折 口 信 夫の 『古代 研究』 を 思い出させずに はおかなかった。 知る とおり、 同書に は、 

人 は 神 を 意味 するとい う 趣旨の 表現が 随所に ばらまかれて、 その 説明ぬ きの 断定 的な 表現に 当惑した 径 験が 私に 

あつたから である。 しかし この 難解な 観念 も、 眼前の ユタの 言葉 を 聞いて いると、 何の 苦 もな く 了解され る 気持 

になる から 奇異であった。 

ぐしょう 

私 「あなた は 後生に い つた ことがあ るか。」 ュ タ 「い つた ことがある。 死んだ 母の 袖に つかまって 空 を 飛んだ。」 

「後生に は 何が あるか。」 「この 世に ある 一切の ものが 後生に も ある。 学校 も 警察 も、 各人 はこの 世で くらした の 
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とま つ たくお なじよう に 生活す る o」 

要するに ュ タの 答え は、 現世と 後生と は 完全に 同質の ものである という 古代人の 考え を 表現した ものである。 

たとえば レ ヴィ. プリ ュルは 『未開社会の 思惟』 の 中で 次のように いう。 

「 …… 一方、 人の 世界の 模写で ある 亡霊の 世界が ある。 そこで は 社会 は、 おなじように 組織され、 氏族の 生活 

が つづけられ ている。 各人 はこの 世で 持って いた 位置 を 持ち、 生きて いたと き 持って いた 位 を 保ち、 前と 同じ 

儀式 を 以て 祖先の 祭儀 をお こなう。 死者の 国で も 軍隊 も あれば 戦争 も あり、 墓 も 葬儀 も ある。」 

これ は ユタの 述べた 後生の 世界と 酷似して いる。 わが国で も、 古墳の 副葬品な どから 死後の 国 は、 現世と 変り 

なく つ づ けられ る こ とが 推察され る。 

私 「後生から どうして 帰った か。」 ユタ 「やはり 空 を 飛んで 帰った。 後生の 猪に 大ぜ いの 人た ちが 並んで 見送 

つた。 みんな 白い 衣裳 を 着て いた。 後生の 神が、 あと を ふりかえって はならぬ といった。 途中で、 いましめ を 忘 

れて ふと ふりかえった。 すると、 大ぜ いの 見送り 人 はすべ て 骸骨だった o」 

冥府から 現世に もどる とき ふりかえって はならぬ という 禁忌 を、 この ュ タが 書物 を 読んで 知ってい たわけ はも 

ち ろん ない。 しかし オルフ ヱ ウスの 有名な 故事との 偶然の 一致 以上の もの を 私 は 感じる。 ひとりの 無智な ユタの 

創作に して は、 思い あたる ふしが 多すぎる、 と 私 は 思う。 ユタの 言葉の 破片に、 私 は 古代から 現代に 通じる 底ぶ 

かく おそろしい 伝統 を 感じた。 迷信の 巣の ように 思われが ちな ユタの 頭脳に、 古代 はま だ 死にた えてい なかった 

ので ある。 ユタ は 八重 山で は 夢占い を 主と する ものが 多い。 ユタに 占い をしても らう こと を 「ユタ を 買う」 と 表 

現して いるが、 これ は 「夢 買い」 とど こかで 通じてい るに ちがいない。 竹 富 島で は、 ユタに むかって は 、「物 知 

り」 といって ユタと い つて はならぬ。 ュ タは 蔑称 だから、 といって いる or ュ タを 買う」 と は 「物知り を 買う」 

つまり 魂の ことに 通じてい る 人間の 知識 を 買う、 という ことに もな ろうか。 
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悪霊のお どかしが 利く —— という こと は 魂が 肉体から 自由に はなれたり、 また 入 つたり する ことができ るから 

である。 

身体から 抜け出 やすい 霊魂 は、 しばしば 蝶の 形で あらわされる。 プシケ という 語 は 心と 同時に 蝶と いう 意味 を 

もっている。 「おもろ」 に は 次の 歌が ある。 

あがお なり、 みかみ の 

まぶら、 てて、 おわち やむ 

やれ、 えけ 

おと、 おなり、 みかみ の 

あや、 はべ る、 なりよ わち へ 

くせ、 はべ る、 なりよ わち へ 

(わが 妹なる 御 神が、 見守ろうと してい らっしゃった のだろう。 やれ、 え、 け (掛声)、 美しく 霊妙な 蝶に、 

お 化身な されて 11 島 越 憲三郎 訳) 

ここで は、 航海の 守護神で ある 「おなり 神」 (妹 神) がう つくしい 蝶と なって 船に 近づいて きている さま を 歌 

つてい る。 

長崎県 西彼杵 半島の 黒 崎 地方の、 「かくれ キリシタン」 がった える 『天地 始之 事』 は、 天地 *人 間の 創造から 

説き あかし、 主 キリストと マリアの 苦難に 移って いく 物語で あるが、 数百 年に わたって 閉鎖した 伝承の ために、 
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ふしぎな 曲折と 展開 をみ せて いる。 マ リアの 処女 受胎の 場面 を 語る のに、 

「すでに 二月 中旬に なりければ、 今やお そしと、 身 をつつ しみて、 まちた もう。 其 ゆう 暮に、 てうの 御よ そお 

、、ゝ 

いに て 天下せ たまえて、 びる ぜん 丸 やの 御 かた をに うつらせ たもう。 ころう どのさん た 丸 やと 名 付た まいて、 

御く ちの 中に とび 入た もう。 それより すぐに 御 かいたいと ならせた もう。」 (傍点 筆者) 

聖霊 はこ こで は 蝶と なって、 マリアの 口の 中に とびこみ、 マリア は 身 ごもる。 

また 新 潟 地方で は 不慮の 死 をと げた 人の 魂 は 蝶と な つ て 飛び立つ という 伝承が あると 聞いて いる。 平将 門が 反 

逆 を 企てた とき、 京都に おびただしい 蝶の 群が あらわれて 人々 を おどろかした。 これ は 戦争の 直前に 死の 予兆を 

感じて、 心に 動揺 を おぼえた 幾千の 人た ちの 魂 だと おもわれた というの がその 一 例で ある。 蛾 を 死者の 魂と 考え 

る 地方 も ある。 こうした 古代の 霊魂 観 は、 『古事記』 の 中で は、 ヒ ムシ (たぶん 蛾で ある) の 皮 を 着て、 海上 か 

ら やってくる。 スクナ ビコ ナの神 (常世へ 帰った というから 常世 神であろう) や、 死んで 魂が 白鳥と なった とい 

ぅャ マ ト タケルの 記述に うかがわれる。 それが 今日まで つづいて いるので ある。 

魂が 身体から ぬけ 出 やすい こと は、 先に 述べた 沖繙 芝居の 一件で も 知られる が、 いったん 抜け出した 魂 を もと 

の 身体に おさめる ために、 マ ブイ クミ (魂 込め) の 呪術が おこなわれ るの は沖繙 ではつ い 最近まで 見られた 現象 

であり、 八重 山で は 子供が 病気に なったり、 元気が なくなったり すると、 まぶい くみの 行事 を やる。 それ は 麻糸 

の苧を まるくし たもの を 子供の 年齢の 数 だけ 結び、 その 輪の 中に、 まるで 魚 を 追い こむ ような 手つきで 子供の 魂 

を 追い こむ 仕草 をす る。 そして この 苧を 子供の 首に かけさせ、 また 手足 も苧 糸で しばる。 首 や 手足から 魂が 逃げ 

出さない ようにと する まじない である。 

嘉味 田宗栄 氏の 『琉球 文学 発想 論』 にの せて ある 八重 山の 鳩 間 島で おこなわれ ていたと いう 「屋敷の 願い」 を 

左に あげてお く。 これ は 屋敷の 神と なった 祖先の 霊に むかって、 遊離した 子供の 霊魂 を もとどおり にして ほしい 
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という 願いで ある。 

目し け 鼻し け (注— 風邪の こと) にか かって、 たまし いつ子が、 東の 方、 南の 方の、 大野に みだれ まわりし、 

み まえ 

歩く ので、 神 さまになって いらっしゃる 祖母 祖父 さま 方の、 御前に かりま わし、 押し まわし、 おつれな され、 

なんじ やじょう  くが にじょう 

南鎵門 (銀 門) 黄金 門から 入らせて、 五つの 緖玉、 七つの 緒 玉、 九つの 緒 玉、 籠め しめた まわって、 五つの 

玉 は、 足に 籠め しめた まわって、 七つの 玉 は、 左に 籠め しめた まわって、 九つの 玉 は、 大胴 (体) に 籠め し 

めた まわって、 石の 甲、 金の 甲、 もとの 胴 (体) になら せて くださって、 神 さまの 体 色 をば、 受 しさせて く 

ださい。 ただいまの よいと きに、 たまし いつ子よ、 急いでお いで、 ただちに おいで、 豆の 汁、 韮の 汁、 湧か 

して あるから、 ただちに きて、 おあがり、 おあがり。 

大意 は、 病気に かかって いる 子どもの たましいが、 あちこち まよい 歩く ので、 御 先祖の 霊の まえに 押し もどし、 

金銀で つくられた 門から、 子どもの たましい を 入れさせて 下さい。 そうして 袓 霊のお びる、 五、 七、 九と いうめ 

でたい 数の 珠玉 を、 子どもの 手足 や 胴体に 籠め て、 金石の ような 丈夫な 体に し、 祖 霊の 体 色 を 受けさせて 下さい。 

ふらふらと 飛び出て いった 子どもの たましいよ。 おいしい 豆の 汁、 韮の 汁が できて いるから、 はやく かえってき 

て、 おあがり —— というの である。 

かみんち ゆ 

玉と 魂が 同音 同義で ある こと はこと わるまで もない。 私が こんど 石垣 市で 会った、 「火の 神」 という 神人 は 八 

十九 歳の 高齢と みえない 若々 しさ を 保って いた。 和服 すがたの 老婆 は、 首に 真珠の 首飾りと 金色の ネックレス を 

かけて いて、 それが すこしも 不自然でなかった。 首 や 手足に 玉 を 纏く という こと は、 悪霊 を 除け て、 自分の 魂 を 

つよく まもる ことに ほかならぬ。 竹 富 島で 見せて もらった ッカサ (巫女) の 七つ 道具の 中に も、 勾玉が あった。 


魔の 系譜 98 


こうした 神人の 身に つける 玉 は、 悪霊 を， 除け ると 同時に、 高い 霊 威 を 他人に つける 役割り を はたした。 さきに 述 

ベた ユタが 私に 語った 「ふつうの 人より セジが 高い」 という その セジが 霊 威で ある。 この セジは 巫女の 権威で も 

あり 能力で も あるの だが、 それ を 身に つける ために、 蚊 や 糠 子に さされ、 さいなまれて 三 力 月 も つづく 山 ごもり 

の 苦行 をし なければ ならない 苦しみが 「おもろ さう し」 に 散見して 謡われる。 それにつ けて 思い出され るの は、 

おお あ も 

私が こんど 会った 「八重 山の 大阿 母」 と 呼ばれる 巫女で ある。 大阿母 は 枢要な 土地の 女 神官に 与えられ たもので 

あり、 久米 島に は 君 南風 アム シ ラレ、 宮 古に は宮 古島 大阿母 があった。 八重 山犬 阿 母 は 八重 山の 巫女 組織の 頂点 

に 立つ という ことにな ろう。 彼女 は 石垣 島の 中央に そびえる ォ モト 岳で 山 ごもり をく りかえ し、 そのために 今 は 

ひどい 神経痛に なやまされ ていた。 苦行に よって 心身 をいた めつ け、 その あげく 巫女 は 高い セジを 身に つけ、 そ 

れを 他人に 頒ち 与える ことができる までにい たるの だ。 

折 口 信 夫に よると、 魂 を しずめる に は 二通りあって、 遊離した 自分の 魂 を もとの 身体に しずめる のと、 外来 魂 

のセジ (霊 威) を 身に つける のとが ある。 遊離した 魂 を しずめる に はま じないで もす むが、 外来 魂 を 身に つける 

に は、 霊 威 を もった 巫女 をと おす ほかない。 そこで 折 口の 文章に は 「みたまの ふゆ」 という 語が しきりに あらわ 

れて くる。 これ は、 折 口 学で ももつ とも 重要な ものの 一 つで あると 私 は 考える (くわしく は 折 口 信 夫 全集 第三 巻 

『大嘗 祭の 本義』 をみ よ)。 要するに 折 口 は、 デュル ケム 流に いえば、 「マナ」 にあた る r セジ」 が 他人に つく こと を 

みとめて いるので ある。 そして それ を 司る ものが 巫女であった。 巫女が 霊 威 を 王に ささげる こと もで きたが、 そ 

の セジを もって 悪用す る こと もないで はなかった。 たとえば、 後宮の 神 女た ちが 神託と 称して、 尚宣 威を排 し、 

尚 真 王 を 位に つけたの がそれ である。 尚 真の 母が セジの 力に かこつけた 策 だ つたと されて いる。 

また 島津 侵入に たいして 巫女た ちが 謡って いる^ 詛が 「おもろ」 に 出て いるが、 それ は 魔力の 烈し さ を 思わせ 

ずに はおかない きびしい 叙事詩で ある。 つまり 外来 魂 は 他人の 身体に 著いて、 その 人間の 魂 をつ よめ も すれば、 
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また その 魂 を 害しく さらせる こと もで きる ので ある。 

魂 しずめの 儀式 は、 双方から 考えて みなければ ならない。 魂 を 外が わからつ ける ことので きる 神職 (巫女) の 

存在が 重要な ので ある。 鎮魂に ついて、 もっとも 厳密な 考証 をした の は、 伴 信 友で ある。 彼が 七十 三 歳の 折に 書 

いた 『鎮魂 伝』 は 鎮魂に 関する 研究の 原典で ある。 それ を 紹介す る 暇 は 今 はない が、 その 中に 述べて ある 物 部 氏 

いくた ま しに かえした ま たりた ま へみの ひれ 

が 呪術の 家であった という 事実が 私の 興味 を ひく。 物 部 氏 は 鏡 や 剣の ほかに 生 玉、 死 反 玉、 足 玉、 蛇 比 礼、 蜂 比 

礼な ど を もって 呪術 をお こなった といわれ るが、 その物 部 氏が、 土 佐の 香 美 郡に 住みつ いている ことに 私 は 関心 

を もつ。 

武藤致 和の 『南路 志』 によると、 桓武 天皇の 延暦 二十 四 年に 土 佐 国 香 美 郡の 所領 外 従 六 位 上物 部 鏡の 連の 家主 

に爵 二級 を授 くと あり、 物 部 氏が この 地方の 豪族であった ことが わかる。 物 部 氏が 呪術の 伝統 を もつ 家系で あり、 

しかも それが 物 部 川の 土地に 住みつ いていた という ことが、 私に ある 連想 を さそう からで ある。 

高知県 香 美 郡 物 部 村 11 旧 櫃山郷 一帯 は、 物 部 川が 櫃 山川と 名 を 変える 川岸に 沿った 山村で あり、 その 中の、 

べつち やく ベ ふ  よしほ 

大栃、 岡の 内、 別 役、 別 府の四 力 所に、 興味 ある 鎮魂の 儀式が 今でも 存続す る こと を、 私 は 高 知 市で 吉村 淑甫氏 

から 聞いた。 吉村氏 は 幼時、 そこです ごしたら しく、 熱情 を こめて 語った。 私 も いささか デモ ー 二 ッシュ な その 

儀式の ありさまに 昂奪 をお ぼえずに はすまなかった。 次に 述べる の は、 その 聞き書き であるが、 細部に 正確 を 欠 

くと ころが あるか も 知れぬ こと をお ことわりした 上で、 吉村 氏の 話 を 再現して みょうと おもう。 

前記の 四 力 部落の 本家す じの 家々 に は、 天井裏に 仮面が おいて ある。 十二 枚 一 そろいの 面で ある。 本家の もの 

が 分家 するとき その 面 を もたせて やる ので、 本家に は 親 面し かおいて ない ばあいが 多い。 この 親 面 は 本家の 当主 

の ほか 見る ことができない。 それ も 当主が 家 を 継ぐ とき 大 夫と 呼ばれる 神主と 一 緒に 天井裏に のぼ つてみ る だけ 
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である。 親 面 を 見る こと は 一世一代 であり、 それによ つて 当主の 確認が なされる ので ある。 子 面 も、 一週間 肉食 

を 断った もの だけが、 それ を 見る ことができる。 粗末に あっかって はならず、 何 かのこと で それ を 捨てる ばあい 

に は 川に 流す。 それ を 拾ったり したら、 たたりが あると おそれられ ている ゆゆしい 面で ある。 ここで 注目すべき 

こと は、 面 を ヒトと 呼ぶ ことで ある。 仮面 をつ ける と 人 は 神になる。 つまり 私たち は 冒頭に 述べた ヒトが 神で あ 

ると いう 観念に、 ふたたび ここで 立ち会う ので ある。 

これらの 仮面 を 祭る の は、 家祈禱 のとき にお こなう のが ふつう だ。 そのと きめいめ いは 子 面 を もって あつまる。 

ゆん ざき 

しかし 部落の 家の 中で は 仮面 をお かず、 天井裏に はた だ、 みこ 八幡、 御前 八幡、 それに 死んだ 人の 魂を幣 にして 

祀る こと だけ をす る。 

仮面 をお くの は、 いざな ぎ 流の 祭文 をと なえる 神道の 中で も修験 系で あり、 御幣 だけ を まつる の は 巫女 神 系で 

あると いう こと だ。 

巫女 神と は、 巫女 そのものが いわば 神であった こと を 示す。 『顯訪 大明神 絵詞』 に 「吾に 神体な し、 大 祝を以 

て 神体と なす」 と あるが、 この 神に 仕えて 子 をもう ける とそれ が 御子神で あり、 神に 仕えた その 女性の ほう は、 

神 母、 姥神、 神 妻と 呼ばれ、 また 巫女 神と も 呼ばれた ので ある。 巫女 神 系の 大夫 は、 明治まで は 女であった とい 

う。 修験系 は 男で ある。 ここで 巫女 神の まつる 御前 八幡が、 人に たたり をす る ミサ キ神 である こと は 注意して お 

いてよ いこと である。 

ところで、 この あたりの 山村で は、 家の 者が 死んで 五 年す ると、 死者の 霊魂 を 家に もちかえる 独特な 行事が あ 

る。 当主と 大夫 (神主) が 春 一 月の 墓 原に いく。  二人とも 出発のと きから 物 を 言わない。 墓場に つくと 石塔の ま 

えに、 とくに あつらえた 御幣 を 立てて、 一時間ば かり 祈る。 そして 枕 石 を ひっくりかえし、 死者の 魂 を 御幣の さ 

きに つけ、 けつ まづ いたりす ると、 魂が 御幣から 落ちて しまう から、 大事に 胸に 抱いて それ を もって 家に もどつ 
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ていく。 家の 軒下に はもう 一人の 大 夫が 待ち受け ていて、 その 魂 を 自分の もっている 御幣に 受けと る。 部屋の 中 

ひとが た 

に は、 四方に 綱が はられ、 その 綱に は 紙で つくられた 十二の 人形が つけられ、 その 下に 正式に は 十二 人 (あるい 

は 六 人) の大 夫が すわって 祈って いる。 四方に はられた 綱の 中央に は 別に 一本の 綱が 入口から 御幣 を まつって い 

る 天井裏の 方に つうじて いる。 これが！： 道で ある。 天井裏から は、 榊 か 權を蔽 つてつ くった ャネの 形の 白 蓋の 下 

に 赤い 布と 女の 髪 毛 を 垂らして ある。 

部屋の 隅に すわった ものが 太鼓 を 打ち、 十二 人の 大夫 たちが、 いざな ぎ 流の 祭文 をと なえる。 この 祭文に 応え 

て、 白 蓋のと ころから 女の 髪 毛 をった わって 神が おりる。 白 蓋の 下で は大 夫が、 梓弓 を 鳴らして いる。 共鳴し や 

すいように 梓弓 を 箱に むすびつけて 鳴らす。 弓の 弦の 上に 神が おりる。 その 神 を 下に 待ち受け ている 大 夫が 受け 

て、 天井裏に まつる。 墓場から 御幣に つけても つてき た 死者の 魂 も、 神道から 女の 髪 毛 をった わって 天井裏に の 

ぼって いく。 

太鼓 や 梓弓の 音が 神お ろしに 重要な 役割り を はたして いる。 百合 若 説教 は、 イチと 呼ばれる 巫女が 弓 を 叩いて 

神よ せ を 誦した 後に 唱える。 そうすると、 生 霊、 死霊が よってく る、 と 折 口 信 夫 はいって いる。 有 岐ゃ対 馬の ャ 

ボサ は、 丘の 上の 古 墓に ごろごろ 石 をつ みかさね て ある もので、 これが 巫女の 持ち 神と なって いて ヨリ 神と も 呼 

んで いる。 それに 祖先の 霊が よってく る。 ミサ キ神 もまた そうした 死霊の たぐいであった。 折 口 はさら に、 r 識 

神の こと を、 のちに ミサ キ とも 称えて いた」 と 述べて いる (「雪の 島」)。 とすれば この 天井裏の ミサ キ 八幡 は 識 

神の 一種な のか も 知れない。 なぜなら、 吉村 氏の 話で は、 これまで 述べた 旧鎮 山村 地方で は、 誰か 憎い 相手の 霊 

魂 を 怨んで ほしいと 大夫 にたの む ことがあり、 それ を 「シキ を 打つ」 と 呼んで いるから である。 r シキを 打つ」 

しぎ 

という 言葉 は、 古く 『宇治 拾遺 物語』 にも 見える。 昔、 安部 晴 明が 蔵人 少将 を 助けた 話の 中に 「式に うてて」 と 

いう 言葉が 使われて いる。 「気 をの まれる」 とか 「圧 到され る」 とか 「神の 罰 をう ける」 とかいう 意味 だそう で 
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あるが だと すれば r シキを 打つ」 は、 その 反対に 「圧倒す る」 とか 「神の 罰 を 与える」 とかいう こと を 意味す 

る。 その 式 は識神 (人形) から 出た と考えられる。 安部 晴 明が 識 神の 使い手と して 天下に 並ぶ ものが なくお それ 

られ たの は 有名な 話で ある。 晴明 は、 家の 中に 人が いないと き は、 識神を 使う のであろう か、 都 をお ろし 門 をし 

めて いたと いうが、 家に 人の いないと きとい うの は、 彼の 妻 を 含めての ことであろう。 というの も、 青 明の 妻 は、 

彼が 十二 神将を 使う ので、 その 神将 の形貌 におび え いやがる こと はなはだしかった。 そこで 晴明 はふ だん は 十二 

神将を 一条 戻 橋の 下に まじない をして 立た せて おいて、 用事のと きに だけ 使う ことにした というから である。 さ 

きに 述べ た 神お ろしの 祭に 綱 をつ るす 十二の 人形 は、 この 神 将の数 を 連想させる。 

r 崇徳 上皇」 のと ころで、 寛 朝 僧正に ついて ふれた が、 寛 朝が すこぶる 強力で 盗人 を 蹴り 上げた ことが 『今昔 物 

語』 に 見えて いる。 この 寛 朝の 住む 坊に 安部 晴 明が あそびに いったと き、 晴 明が 草の葉 をち ぎって 蛙の 方に なげ 

たら、 蛙 は ひらたく なって 死んだ という 記事が おなじ 『今昔 物語』 に 述べて ある。 『大 鏡』 にも、 花 山 天皇の 御 

出家 を晴 明が いちはやく 知り、 識神 一人 内裏に まいって 報告せ よと 命じた ことが 記されて いる。 晴 明の ずばぬけ 

た 能力 は ほとんど 伝説 化されて 諸 書に つたえられ ている。 しかし 私が 問題に したいの は、 その 不世出の 咒術師 の 

ことで はない。 

ひとが た 

t しろ 人形に たいする 古代から 中世に かけての 人々 の 共感な ので ある。 人形 は、 人間よりも、 もっと 従順な 心 

と 精巧な 魂 を もって、 呪術 師 たちの 使役の ままに うごいて いる。 仮面 をつ ける と 人間が 霊 威 を もった 神と なる よ 

うに、 人形 もまた 人間より は 更に 人間ら しい 存在と 見なされて きたので はない か。 でない としたら 人形に 釘 を 打 

ち 込んで 呪詛 する こと も あり 得な か つたろう し、 更に さかのぼ つて 石器時代の 人た ちが 土偶 をつ くる こと もなか 

つたであろう。 原始人が 土偶 を 製作した の はたんに 生産に つながる 呪 的な 願望ば かりではなかった ろう。 身近 か 

な 話が、 なぜ 女の子 は 人形への 愛 をよ せる のであろう か。 それ はたんなる 母性愛の 予行演習 では あるまい。 そこ 


に 生気 を 吹き こめば、 人形が 人間よりも もっと 完全な 存在で あると いう 認識が そこに は 潜在して いるら しく 私に 

は 思えて ならない。 仮面 をつ ける とき、 人 は 神と なり、 —— より 完全な 人間と なる ように、 人形に 息 を 吹き こむ 

とき、 人形 は 永久に 私たちの 欲望 をみ たす。 なぜなら それ は 意の ままに 動く 不死の 自動 機械 だからで ある。 神人 

同型 説 は、 人間と 人形との 関係に ついても いい 得る であろう。 それ は 一 種の ナルシシズム であるか も わからない ( 

しかし その 前提に は、 人間の 魂 は 不安定な もので あり、 その 魂 をつ よめる 儀式 は、 それ をい つそう 明確な 形状の 

中に 封 じこめ る ことに あると いう 考えが あるので ある。 能に みられる ように、 能面 をつ けたの は 人間で なく 精霊 

である。 しかも 人間の 表情 をい つそう 微妙に 表現す る。 人形芝居の 人形 は あやつられて 動いて いる。 しかも 歌舞 

伎の 役者より もい つそう 人間ら しい 息づ かい を 見せる。 

それ は 肉体と 魂と が そもそも 別個の 存在で あると いう 原始 • 古代の 観念の 有効性が まだ 存続す る こと を 意味す 

る。 宮中の 鎮魂祭で は宮に 入れた 糸 をむ すんで 玉 (魂) をつ くる。 また 天子の 御衣 を 入れた 営 を 開いて、 魂 を 入 

れる ために、 難 波の 八十 島 祭に みるよう に、 それ を ふりう ごかす。 これで みれば、 肉体 は 魂 を 入れる 箱と 考えら 

れ ていた ことが わかる。 魂が 箱 をぬ け 出て 魔と なり、 害 をな すと 思われて きたの も ふしぎで はない ので ある。 
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再生 または 転生の 主題 は、 上田 秋 成、 小 泉 八 雲、 泉 鏡 花、 夢野久 作らに よって 書かれて きた。 日本の 文学史の 

なかで a マ ン チシズ ム 文学の 筆頭に 位する この 四 人が、 そろって 再生 または 転生の 問題 をと りあげて いる こと は、 

関心 をよ せる に 価す る ことで ある。 

文学に 限らない C 柳 田 国 男 や 折 口 信 夫 はみ ずから 再生 を 確信して いた ふしが ある。 柳 田 学と 折 口 学 は 日本の 諸 

学問の なかで、 もっとも ロマンチシズムの 濃厚な 学問で あると 私 は 思って いるが、 そのこと と 彼らの 確信 は 無 関 

係で はない。 あるいは 恋闕の 志士 も 七生 王城 守護の 信念に 支えられて 命 を 捨てた こと をお もえば、 総 じて 日本で 

は、 再生 または 転生の 考え方 をぬ きにして は、 ロマンチシズム は 成立し なかった という ことができる。 

り.？ 

たとえば 小 泉 八 雲の 『力ば か』 という 作品 は、 力と いう 子どもが、 脳の 病いで 急死 するとき に、 そのお ふくろ 

が、 こどもの 手のひらに、 「力ば か」 という 字 を 書いて やり、 こんど 生まれ かわる ときには、 しあわせな 身分に 

生まれ かわる ようにと 祈った。 すると まもなく、 魏 町の ある 武家屋敷に、 男の子が 誕生した が、 その 手のひらに、 

「力ば か」 という 文字が よめる。 しらべて みると、 牛 込に 「力ば か」 というの がいた という ことで、 力の 墓 をた 
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ずね、 墓の 土で その子 どもの 手のひら を こすった という 話で ある。 

生まれた 子どもの 身体に 字が 出て いると き、 それ を 消す のに は その子の 前生だった 者が 葬られて いる 墓の 土で 

叽を こする 以外に 方法がない と 信じられ ていたの は、 柳 田が 伝える 「赤子 塚の 話」 の 中の 頭 白 上人の 転生 譚 もお 

なじで あるが、 これらの 事例の 背後に は、 転生が 可能で あると いう 考えが 社会の 中に ひろく ゆきわた つていた は 

ずで ある。 

平 田 篤 胤の 『勝 五郎 再生 紀聞』 は その もっとも 有名な 実例 だ。 

文政 五 年 十一月、 武蔵国 多 摩 郡 中 野 村の 百姓 源 蔵と いう 者の 次男で、 勝 五郎と いう 八 歳になる 男の子が、 田圃 

の そばで 姉 や 兄と あそんで いたと き 口走った ことから 端 を 発して、 彼の 祖母 や 両親 は 次の ような 奇怪な 話 を、 勝 

五郎の 口から 聞き 得た ので あ つ た。 

自分 (勝 五郎) はもと もと 一 里 半ば かり はなれて いる 程 窪 村の 久兵衛 の 子で あつたが、 六 歳のと き 死に、 それ 

から 六 年 目に、 この 家の 母の 腹に 入って 生まれ かわったと いうので ある。 その 死んだ ときには、 勝 五郎の 魂は柩 

からと び 出し、 また 家に もどって きた。 すると、 白髪 をな がく 垂らし、 黒い 衣服 を 着た 老人が やって きて、 さそ 

われる ままに きれいな 花の 咲く 芝 原に いって 遊んだ。 花の 一杯つ いた 枝 を 折ろうと すると、 小さい 鳥が あらわれ 

て 自分 を ひどく 威した こと を 今 もお そろし く おぼえて いる。 あるとき、 その 老人と 源 蔵の 家の まえ をと おった と 

き、 老人が その 家に 入って 生まれよ と 命じた。 それで この 家に 生まれた の だ。 母の 胎内で、 母が 苦しい とおもう 

とき は、 わきの ほうへ よってい たこと は 今 も 記憶して いる、 という。 

勝 五郎の いう こと を 調べて みたら、 すべてが 腑 におち る ことば かりであった。 程 窪 村へ つれてい くと、 彼の ま 

えに 住んで いた 久兵衛 の 家 も 苦 もな くいい 当てた。 これが 評判に なって、 勝 五郎 は 地頭に 呼び出されて、 仔細 を 

聞き 1 される ことになるの であるが、 平 田 篤 胤 も、 勝 五郎 を 自宅に 呼び、 なだめす かしながら、 彼の 再生の 顚末 
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を 聞した。 篤 胤 は 転生 再生 を 衷心 信じ、 それ をなん とかして 確証し ようと、 異常な 好奇心 を もやす。 篤 胤の かた 

わらに は、 神 かくしに あう という ふしぎな 体験 を もった 仙 童寅吉 がいて、 質問に 立ち会った。 

こ こで 私 はしば らく 仙 童 寅吉に ついて 記さねば ならない。 

文政 三年の 十月 一 日の 夕方の ことで ある。 屋代弘 賢が 平 田 篤 胤のと ころに やって きていう に は、 、 ま 山 奇美成 

の 家に、 天狗に さそわれ てながい 間 その 使者と なって いた 童子が、 一月 あまり も 泊って いて、 天狗から 習いう け 

た 况禁ゃ 占い をす るが、 じつに 効験 あらた かで あり、 しかも その 語る 内容 は、 足下の 考えて いる 説と 符合す る こ 

とが 少なくない。 自分 はこれ から 美 成の 許に いって、 その 童子 をみ て 色々 と 質問 をしょう と 思う が、 どうか、 一 

緖 にい つてみ ないか、 と 誘った。 篤 胤 は、 ちょうど 来客 を もてなし ていた。 来客と いうの は、 伴 信 友で ある。 篤 

胤 は 伴 信 友に、 すぐ かえって くるから 待って いて くれと いい 残し、 屋代弘 賢と 家 を 出た。 屋代は 平 田 篤 胤と 親交 

があった。 

山 崎 美 成 は、 篤 胤の 住んで いた 湯 島 天神の 男坂 下と いうと ころから 十 町 ほど はなれた、 下 谷の 易者 町に 住んで 

いて、 薬 店 をい となんで いた。 山 崎 美 成 は、 はじめは 篤 胤の 門下で あつたが、 のち 高 田 与 清に したがい、 今は屋 

代弘 賢の 門下に 入って いる。 屋 代の 家と 美 成の 家 は 五町ぐ らい へだたつ ていた。 

美 成に つれられて 出て きたの は、 年 は 十五と いうが 十三 歳ば かりにみ え、 眼 は 下 三 白と いうから 吊り 上って い 

るが、 常人より 大きな 瞳が 焖々 とした 光 を 放って いる。 寅吉と 呼ばれる その 少年 は、 根 津七軒 町に ある 越 中屋与 

惣ニ郎 という ものの 次男で、 父 は タバコ を 売って いたが 三年 まえに 死に、 その あと は 兄の 庄吉で 十八 歳になる の 

が ほそぼそと 商い をつ づけて、 母と 幼い 弟妹 を やしな つ ている という ことで ある。 

寅吉は 文化 三年の 寅 十二月 晦日の 寅の刻に 生まれた ので、 名 を寅吉 とつけ た。 寅吉 は、 癎 症で 色 青ざめ、 育つ 

まいと 思われた が、 彼 は いっぷうかわった 幼童で、 五、 六 歳の ころから 明日 は 父が ケガ をす るから B?、：：3 したがい 
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い、 今夜 はかならず 盗人が 入るな どと 予言し、 それが そのと おりに なって 家人 を おどろかせる ことが しばしば だ 

つた 0 

ある 日 彼 はふし ぎな 光景に 出会った。 上野 東 叙 山の 黒 門 まえに ある 五条 天神の あたりに あそんで いると、 旅装 

束して 薬 を 売って いる 五十 歳ば かりの 老人が いた。 その 男 は、 口径 四寸 ほどの 小さな 壺 から 丸薬 をと り 出して、 

あきない をして いた。 薄暮 時に なって 店 じまい をす る さま をみ ている と、 とり 並べた 物 を、 小 つづら や 敷物まで 

その 壺に 入れたら、 なんなく 納まって しまった。 やがて 自分 も その 中に 入ろうと する。 寅吉 は、 どうして 入る の 

かと、 物 かげから じっとの ぞいて いる。 男 は 片足 を ふみ 入れた かとお もうと、 身体 ごとす つぼり 入って しまって、 

その 壺は 大空に まい 上り、 行方 知れ なくなって しまった。 

寅吉 はま つたく ふしぎに おもって、 その後 もまた 老人が 薬 を 売って いると ころに い つて 夕暮 までみ ている と、 

前と おなじで ある。 そのうち 老人 は 寅吉に 気がつい たらしい。 老人の ほうから 言葉 を かけて、 おもしろ いもの を 

みせて やる からお まえ もこの 壺に 入れ、 とさそう。 芥 川の 『杜子 春』 を 思わせる 場面で ある。 寅吉は 気味 わるく 

おもった ものの、 老人の すすめに したがって、 壺の 中に 入った。 とおもうと、 日 もま だ 暮れない うちに、 と ある 

山の頂に ついた。 その 山 は 常 陸 国に ある 南 台 丈と いう 山であった。 南 台 丈 は 加 波 山と 吾 国 山との 間に あり、 獅子 

鼻 岩と いう 岩の さし 出た ところで、 天狗の 行 場 だとい う。 

何分に も寅吉 はま だ 幼い 童子で あるので、 日が とつぷり くれる と、 しきりに 両親が 恋しい。 そこで 声 を あげて 

泣く と、 五十 がらみ の 男 はいろ いろと なぐさめる。 それでも 泣き やまぬ ので、 それなら 家に 送り かえす が、 この 

いきさつ は 人に 語って はならぬ。 毎日 送り迎えす るから 五条 天神の もとにく るよう に、 といって、 寅吉を 背負つ 

て 眼 を 閉じさせ、 大空に まい 昇った。 耳に 風が あたって ざわざわと 鳴る ように 思う と、 はやく も 自分の 家の まえ 

について いた。 
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寅吉は 老人の いましめ を かたく まも つて 父母に も 打ち明け なか つた。 

そのの ち、 寅吉の つれられ ていく 山 は 南 台 丈から 同国の 岩間 山に 移った。 老人 は、 祈り やまじな いや 幣の 切り 

方 をさず けた。 寅 吉の家 は 貧乏だった ので、 十日、 廿日、 五十 日、 百日と 山に いて 送り かえされても、 さして あ 

やしまず、 別に 気に もしなかった。 こうして、 山と 自分の 家との 間 を 往き来し たの は、 七 歳の 夏から 十一 歳の 十 

月まで、 五 力 年に およんだ。 ところが、 その 年、 寅吉の 父が 病気して、 子供 を やしなう こと もで き なくなつ たの 

で、 禅寺に 奉公す る ことにな つた。 

文政 二 年 五月に は (篤 3^ が 寅吉と 会った 前年で ある)、 彼の 老人に ふたたび つれられて、 まず 常 陸 国の 岩間 山 

にいき、 さまざまの 行 をお こない、 白 石 平 馬と いう 名 を その 師 から もらった。 岩間 山と いうの は、 筑波 山から 北 

の ほうに 四 里ば かりのと ころに あり、 峯に 愛宕の 宮が あり、 足 尾 山、 加 波 山 や 吾 国 山な どと 並んで、 笠 間の 近所 

である。 雨乞いの ための 龍神 山と いうの も ある。 岩間 山に 十三 天狗、 筑波 山に 三十 六 天狗、 加 波 山に 四十 八 天狗、 

日光 山に は 数万の 天狗が いると いう。 ところで、 この 天狗と いうの は、 寅 吉が篤 胤に 語った ところに よると、 人 

間界の 以外の ものの 総称で ある。 怪しき ものの しわざ はすべ て 天狗の しわざと いう ことにな つてい る。 しかし、 

山で は、 天狗と はいわず、 山人と 呼んで いると いう。 けれども、 岩間 山の 十三 天狗の 中に、 ほんとうの 山人 はわ 

ず か 四 人で、 あと は 鷲ゃ鳶 などが なった もので、 天狗の たぐいで ある。 

寅 吉の師 である 彼の 老人 も、 岩間 山の 十三 天狗の 一人で あり、 名 は 杉 山 組 正と いう 人物で、 杉 山 組正ヮ ケモチ 

の 命と 呼ばれて いた。 歴々 の 山人 は、 ヮケ モチの 命と 呼ばれ、 おのおの 自分の 魂を幣 にと どめて 毎日 拝し 祀る。 

礼拝の 仕方 は、 御幣に 瑠璃色の 玉 を 数珠の ように つらぬきとおし、 それ を 拝す るので ある。 ヮ ケモチ というの は、 

山々 を わかち もっとい う 意味から、 そういう 呼称が 生まれた ので あろうと 篤 胤 はい つてい る。 

ところで この 寅告 がふた たび 家に かえった のが 文政 三年の 三月で ある。 父 はすで に 死んで なく、 母と 兄 は 阿弥 


它仏を 言 仰し、 寅吉は 大神宮の 玉串 を 棚に まつる という ふうで、 折 合いが わるかった。 そういう ところに 山 崎 美 

成が 彼の 話 を 聞いて、 自分の 家に 泊める ことにし たので ある。 

篤 胤 はこのと きの 会見に つよい 興味 をお ぼえ、 さらに 十日して、 こんど は 自分の 宅に 呼んだ。 屋代弘 賢、 佐 藤 

31； 一口 照、 国 友 能 当、 そのほか 数人が あつまり、 この 世に も ふしぎな 体験の 持ち主から 彼方の 幽事を 引き出 そうとし 

た 0 

夕方 こなって 山 崎 美 成が 寅吉を つれてき た。 美 成 は、 寅 吉を篤 胤 はじめ みんなに 紹介す るの が 惜しい ような あ 

ん ばいで、 それまで 二回 もす つぼ かしてい たので ある。 この 童子が やってく ると、 遠慮のない 質問が 集中した。 

御 鉄砲 師 である 国 友 能 当が、 山に も 鉄砲 は あるかと 聞く と、 鉄砲 はあり、 また 風に て 打つ 鉄砲 も ありと 寅 吉は答 

えた。 要するに 空気銃の 一種な のだろう が、 その 図 を 寅吉に 描かせる と、 自分の 考案した ものより 精巧な ので 舌 

をまい た。 書 を かかせても、 屋代弘 賢 を おどろかす ほどであった。 しかし 数 時間し かいないで、 美 成 はもう 帰ら 

ねばならぬ という。 美 成 は 寅吉が 流行児と なって いくの を ねたましく 思い、 自分で 独占したかった ので ある。 

それから のち も、 寅 吉は篤 3^ のと ころに きて、 さまざまな 効験 をみ せる が、 あいかわらず 山 崎 美 成^ 童子 を 

篤 胤に 引き合せ る こと をし ぶり、 童子 は 童子で、 また 山へ 戻らねば ならぬ という。 篤 胤 は、 なんとか 御機嫌 をと 

つて、 一 刻 もな がく 自分の 手許に ひきよせよう とする。 

寅 吉が笛 好きな こと を 知って 篤 胤が 秘蔵して いる 石 笛 を 吹かせよ うとす るが 耳に も 入れない。 そこで 篤 胤 は、 

g 自分の 石 笛よりも おもしろい 音色の 石 笛 を、 上 総の 浜辺で 拾い、 それ を屋代 翁と 伴 信 友に 送った こと を 思い出し 

と ，^ 

胜 た 

伴 信 友 は、 牛 込 矢来 下の 中 屋敷に 住んで いるから、 篤 胤の 処 から 一里 半 も ある。 しかし、 信 友のと ころに 門下 

I を やって それ をと りよせ た。 寅吉を よろこばし、 足 どめしょう とのて 心からで ある。 信 友から 次の 書状と 共に 石 
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笛が きた。 

石 笛 御 懇望 之 由 承 及 候 所、 篤 胤より 貰 ひ候而 所持 致 候 間 進上 致 候。 万世 神界 にて 御 重宝 下され 候 はば 本望と 

なすべく 候な り  謹言 

文政 三 庚 辰年 十月 十四日  伴 信 友 花押 

白 石 平 馬 君 

まえに 述べた ように 白 石 平 馬 は、 寅 吉が師 の 老人から 貰 つ た 名前で ある。 

寅吉 はたい そう よろこんで、 しきりに 吹き 鳴らして いたが、 では 今から 出発し ようと 立ち上る の を、 なんとか 

して みんな は 引きと めようと、 今夜 泊ったら、 この 人数で 目隠しの 遊び をしょう と、 だれかが 提案す ると、 寅吉 

は 手を拍 つて よろこび、 それなら 泊ろうと いう。 そこで、 篤 胤 はじめ 竹 内 健 雄、 佐 藤 信 淵、 五十嵐 対 馬、 守屋稲 

雄、 岩 崎芳彦 などが 寅吉の 御機嫌 をむ すぶため に 夜 十一 時す ぎまで 目隠し あそび を やる さま は、 涙ぐまし いかぎ 

りであった。 寅吉 はま だ 遊びたい というの を、 明日 も あるから といって 寝かしつ けた。 あくる 日、 篤 3| は 寅吉が 

山で 教わった という 七韶舞 または その 唱歌、 長 笛 短 笛 を 吹く やり方 を もたい へん 懇切に 教えて もらった。 寅吉が 

また 山に かえると いうので、 筑波 山の 近くの 笹 川まで 所用で いく 五十嵐 対 馬 をつ きそわせる ことにした。 寅吉は 

藤 木の 長 杖 をつ き、 伴 信 友から もらった 石 笛 を 紐で 腰に さげ、 笈を 負って いる。 その 笈の 中には、 篤 胤が、 常 陸 

国 岩間 山 幽界、 雙岳 山人 御 侍者 衆 中に 宛てた 書状が 入って いる。 その 一節に いわく、 

「拙 子 儀 は、 天神地祇の 古道 を 学び あきらめ、 あまねく 世に 説弘 めた き 念願に て、 不肖ながら 先師 本 居 翁の 志 

をつ ぎ、 多年 その 学問に 酷 苦 出精いた しま かり あり 候。 しかしながら、 現世 凡夫の 身と して は、 幽界のう，^ が 
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いわき まえが たく、 疑惑に わたり 候 ことども 数多 これ あり、 難渋 仕 候 間 この 以後 は 御 境へ あいね がい 御 教誨 

を 受け 候て 疑惑 を晴 したく 存じ 奉り 候。 あいなるべく は、 侍 童 下山の みぎり に、 右 御 答えな され 下され 候よう、 

ひとえに 願い 上げ 奉り 候。 此の 儀、 もし 御 許容 下され 候 わば、 賽礼 として 生涯 毎月に 拙 子 相応の 祭事 勤行 仕る 

ベく 候。 云々」 

これでみ ると、 篤 胤 は 幽界の 山人が 存在す る こと を 衷心 信じ こんでいた ことが わかる。 寅吉を あれほど 自分の 

家に つれて こようと したの は その 証左で ある。 彼 は その 折、 次の 歌 を 詠 じている。 

寅吉が 山に し 入らば 幽 世の、 知らえぬ 道 を 誰に か 問わむ 

いくたび も 千里の 山よ ありかよ ひ、 言 をし へ てよ 寅 吉の子 や 

ところが、 それから 二週間した ある 夜、 ふと 寅吉の すがたが 篤 胤の 家の 門口に あらわれた。 寅 吉の師 にあた る 

老人が 讃岐 国の 山 まわりに いくので、 寒行 はやす みに なり、 また 里に 出よ といわれ たの だとい う。 

こうして ふたたび 寅吉 のま わりに 質問者が あつまり はじめた。 寅 吉の名 はすで に 評判 高く、 質問者 もまた 当代 

の 学者が 少なくなかった。 屋代弘 賢 や 伴 信 友 も そのな かに まじって いた。 しかし、 それと 同時に、 平 田 篤 胤が 寅 

吉 という 無智の 童子 を 幽界の 使者の ように 仕立てて、 世 を だまして いると いう 噂が、 一方に は拡 まり、 平 田 は 山 

師 であると さえ 悪罵す る もの もで てきた。 しかし 篤 胤が、 それ こそ 無我夢中で、 仙 童 寅吉を 追つ かけ、 彼に 幽界 

のこと を 懸命に 聞こうと 欲した こと は 『仙境 異聞』 に 詳細に 述べて ある。 以上の 経緯 をみ ると き、 篤 胤の 真面目 

さ を だれも 疑う こと はでき にくいで あろう。 

さて 仙 童寅吉 がさら われた という 岩間 山 を 探して みたい と 私 は 思い立って、 茨城県の 岩間まで いってみ た。 地 
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図に 岩間 山 はなく 愛宕山の 名が あると ころから こ の 愛宕山 も 天狗に なに か 縁 由の あると ころ だろうと 思い タク 

シ ー で 頂上まで のぼった。 古ぼけた 社殿のと なりに もう 一 つ 神社が あり、 それに はぎ 綱 神社と 額が かかって いる ハ 

そこに 石碑が 立って おり、 愛宕 神社の 由来が 刻んで ある。 それによ ると、 もとこの 山に は 十二 人の 天狗が いたが、 

狢 内の 長 楽 寺の 僧が 一人、 他の 天狗に たぶらかされ、 迷い こんで き、 それでつ ごう 十三 人と なった、 と 記して あ 

る。 私 はぜ ひ、 その 長 楽 寺 をみたい と 思い、 洛内まで 車 を 走らせた。 狢内は 加 波. 足 尾 • 筑 波の 山な みの ふもと 

の 行き どまり にあった。 狢 内の 部落で 長 楽 寺の 在所 を 聞く と 中年の 村の 女が 「ァハ ハ ハ …… 狢内長 楽 寺 一膳 足り 

ない …… か」 と 大声で 笑った。 私が その 意味 を 聞く と r 狢 内の 長 楽 寺の 坊さんが 天狗に 化されて よ、 十二 人い る 

愛宕山の 天狗の 仲間に なった とよ。 それで 十二 人 まえの 天狗の 膳が 一人前 足り なくなった とさ」 と 答えた。 長 楽 

寺 は 坂 を のぼりつめた ところに あり、 そこ はもう 廃 寺に なって いた。 屋外に は 「天狗の 袂石」 という 伝承 を もつ 

天狗の 腰かけ 石が あった。 私の 聞いた 話で は 長 楽 寺の 僧 はま だ 小坊主で あつたが、 この 近くの 峠で、 夕方 釈迦に 

化けた 愛宕 (岩間 山) の 天狗に たぶらかされ たという。 

平 田 篤 胤が いかに 幽界に 関心 を もってい たかを 示す ものと して、 『霧 島山 幽境 真 語』 という 書物が ある。 薩摩 

国 日 置 郡 市 来 村 伊作田の 善 五郎と いう 男が 十五 歳のと き、 霧 島の 明 礬山を 掘りに 出かけ、 二十 六 年間 そこです ご 

したと きの ふしぎな 体験談で ある。 この 話 は 都に も 聞え ており、 篤 胤 は その 詳細 を 報告す るよう にと、 池 田武純 

に 頼んだ。 そこで 池田武 純の 友人で 八 田知紀 という 薩 摩の 人が 天 保 二 年に、 直接 その 善 五郎 を 探し出し、 面接し 

て 聞き取った ものである。 八 田 知紀の 報告書 を 要約す ると 次の ような 話であった。 

ある 夏の 明け方、 善 五郎が まどろんで いると、 彼の 名 をよ ぶ ものが ある。 外に 出て みると 五十ば かりの 男が 立 

つていて、 自分 は 山の 神の 御 使いだ。 迎えに きたと いうので 善 五郎 は その あとから ついていった。 やがて 大きな 

星 敷が あって、 内部 は 目 も かがやく ばかりに きれいに 作りみ がいて あつたが、 ちいさい 炉と 棚の ほか 調度め くも 
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の は 何もなかった。 

十七、 八 歳 位の 髪 をな がく 垂らした 女が 六 人いた。 山の 神 は、 顔容 ちの ひじょうにう つくしい お 姫様で、 白、 

赤、 黒の 着物 を そのと きどき つけて おり、 裳裾 をな がく 引いて いた。 善 五郎 は そのこと があって から、 こんど は 

自分から 月に 二、 三度 はかよう ようにな つたが、 その 場所が どの 付近な のか はっきりつ きとめる こと はでき なか 

つた 0 

山の 女神 は、 里の 話 をす る ことはなかった が、 善 五郎が 里の 女に たわむれた 事な ど はちゃん と 知っていて、 そ 

れを とがめる という わけで はない が、 善 五郎 を 笑い 罵ったり した。 山の 女神の 屋敷で 出される の はいつ も 茶と 菓 

子 だけであった。 薬 を もらった こと はたびた びであった。 こうして はじめの 八 年間 はだれ にも 打ち明けな いでい 

た。 しかしと うとうお わりが やってくる。 山の 女神から、 もし ここにな がくと どまる 気があれば 親子の 縁 を 切つ 

てこい。 そういう 気持がなければ こない がよ いとい われ、 決心が つかず 善 五郎 は 山の 女神との 交渉 を 絶って、 里 

の 男に なった。 この 善 五郎 は 山の 神と 夫婦関係 にあった ことが とおまわしに 匂わして 書いて ある。 

私 はこの 話 は 霧 島 西南 麓に つたわる、 カャ 力べ 教と 関係が あるよう に 思う。 そのこと は 最後に ふれて みたい。 

篤 胤が いかに 躍起に なっても、 背後に 再生 または 転生の 考えが 世間に 広く 信じられて いなかったならば、 彼 は 

そのよう に 追求す る こと はしな か つたであろう。 

1 九 五 四 年 (昭和 二十 九 年) の 夏弘前 市の 報恩 寺に ある 津軽 家の 墓地が 発掘され た。 安政 二 年数え 年 十八 歳で 急 

死した 津軽 藩の 若君 津軽 承祐の 墓であった。 地下 七メ ー トル、 地上に は 巨大な 五輪 塔が 立って おり、 下 は 三重 箱 

になって いて 木炭 ゃシ ッ クイな どが つめられ てあつた。 やがて 十二 代の 藩主と なる はず だ つた 青年の ミイラに な 

つた 屍体が 出て きた。 白い 経帷子に 烏帽子で 北向きに すわって いた。 医師の 解剖の 結果で は 百年 前の 大腸菌が ま 
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だ 生きて いたと いう。 注目すべき こと は 副葬品の 中に、 その 生母が 再生す るよう にと ねがって 縫った 産 衣の 襦禅 

と、 一つ 一 つ 袋に 入れた 乳歯が おいて ある ことだった。 このように 再生の 思想 は 庶民の 間 だけでなく、 武士階級 

にも 見られた ので ある。 

こ こで 冒頭に かえって 再生 または 転生の 思想 を 分析して みる ことにする。 

小 泉 八 雲の 作品 を ほんやくした 田 代 三千 稔氏は 八 雲 思想 を 要約して、 次のように いう。 

「われわれの 霊魂 は、 幾 億兆の 霊魂の 複合 物で ある。 つまり われわれ は、 一人の こらず、 過去に 生きて いた 生 

命の 断片の、 かぎりない 混合 体であって、 いかなる 人間の 思想 も 感情 も、 詮 ずると ころ、 死滅した 幾 億兆の 過 

去の 人々 の、 感情 や 観念 や 欲望の、 集合ない し は 再 集合に すぎない ので ある。 それゆえ、 われわれの 歓喜 も 恐 

怖 も、 そして 恋愛の 情熱す らも、 すべて 既往の 人々 の 数 限りない 生活 を 通じて 蓄積され た 記憶の 再現で あり、 

また 美的 感覚 も 芸術的 技巧 も 祖先伝来の 経験の 復活に ほかならぬ。」 

つまり 小 泉 八 雲が 確信した 界 生や 転生の 観念 は、 はるかな 過去に 蓄積され た 記憶の 再現 以外の 何物で もない の 

である。 

これと 同様の 考え を、 夢 野久作 は、 作品 『ド ダラ マグラ』 の 中で、 精神病 医の 正木 敬 之に 次のように いわせて 

いる。 

「人間の 個性と か、 特徴と かいう もの は、 吾輩の 実験に よると 一 つ 残らず、 その 人間が 先祖 代々 から 遺伝して 

きた、 心理 作用の 集積に ほかなら ない の だ。」 

柳 田 国 男 は 民俗学 を 規定して 「文字に は録 されず、 ただ 多数 人の 気持 や 挙動の 中に、 しかも ほとんど 無意識に 

含まれて いるもの」 の 研究と よんで いるが、 彼 は 無意識の 伝承 を さかのぼって、 祖霊 という 無意識の 集合体に つ 

き あたった。 この 無意識の 集合体 は、 稲作の 渡来と ともに、 この 島国に 集積され た 体験の 総和で、 繰り返し 私た 
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ちの 心意の 中に 再現され てく る ものである。 柳 田 は、 稲 魂の 死と 復活が 日本人に 再生の 観念 を 与えた の だと 考え 

ている。 しかし、 死者の 再生 を 恐れる 感情 は、 石器時代 すでに あつたので あり、 この 原始的な 恐怖が、 再生の 観 

念の 誕生 をうな がした、 と 私 は 考える。 ただ 稲づ くりと 共に 固定した 自然 暦が、 この 島国に 再生の 観念 を 確立す 

るのに 役立 つたので ある。 

再生の 観念の 裏が わに は、 他者の 再生への 恐怖が 寄生して いる。 それが 原始時代から 今日まで 無意識の 領域に 

潜在して いる。 

これまで 述べた こと は、 ユンクの いう 集合的 無意識と 考えて、 ほぼ さしつかえない ものだろう。 集合的 無意識 

と は、 「何百 万年 もまえ からの 祖先の 経験の 偉大な 堆積で あ り …… 人間の あらゆる 美しく 偉大な 思考お よび 感情 

だけでなく、 人間に 可能であった あらゆる 恥と 非道の 行為 も 含まれる」 ので ある。 

この 「恥と 非道の 行為」 の 中には、 他者の 再生 を 恐れて、 二度と 生き返らな いように、 自分の 敵対す る 神 また 

は 人間の 体 を、 バラ バラに 殺害す る 行為 も 含まれよう。 それ は、 世界 各地の 神話に みられる パタ ー ンの 一 つで あ 

り、 いわゆる 原始 心像と みなされ てよ いもの だ、 と 私 は 考える。 

これと 酷似す る 思想 を 『ド グラマ ダラ』 の 正木 博士 は、 「胎児の 夢」 と 題す る 論文の なかで、 次のように 述べ 

る 0 

「胎児の 先祖 代々 にあた る 人間た ち は、 お 互い 同志の 生存競争 や、 原人 以来 遺伝して きた 残忍 卑怯な 獣畜 心理、 

そのほか いろいろ 勝手な 私利 私欲 をと げたいた めに、 直接、 間接に 他人 を 苦しめる 大小 様々 の 罪業 を 無量 無辺 

に 重ねてき ている。 そんな 血み どろの 息苦しい 記憶が 一 つ 一 つ 胎児の 現在の 主観と なって 眼の 前に 再現され て 

くるので ある。」 

こうして 私たち は、 人類の 記憶の 彼方から 現在に いたる まで、 他者の 再生への 恐怖が 自己の 再生への 欲望と ヮ 
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ン セットに なつ て 共存して いる こと をみ とめざる をえない。 他者の 再生の 恐怖と いう 情念 は 意識の 下で ふかく 眠 

つてい るが、 この 否定的な 魔 は、 予告 もな く 出現し、 日常 的 時間の 因果律 を 一挙に 破壊して、 始原の 生へ とつれ 

もどす と 同時に、 過去の 心像 を 一人の 人間の 中に 再現 させて、 彼 を 狂気に かりたて るので ある。 

この こと を、 夢野久 作の 作品に みる ことにする。 『あやかし の 鼓』 『押絵の 奇蹟』 『ド グラマ ダラ』 に は、 鼓、 

押絵、 絵巻物が いずれも 作 中 人物 を 不幸に おとしいれる という 共通の 要素が ある。 芸術の 美の 魔力が 人間に わざ 

わい を もたらす という 主題 は、 トルストイ や メリメ を はじめと して 別にめ ずらしくない。 ただ 夢野久 作の 作品が 

独特で あるの は、 鼓 や 押絵 や 絵巻物が、 強烈な 情緒の 感応 力 を もって、 幾 世代 あるいは 幾 十 世代に も わたって 潜 

在す る 否定的な 魔 を 触発す ると ころに ある。 夢 野久作 は、 その 情緒の 感応 力 を 遺伝 因子と して、 絶対 化する こと 

がで きる か、 という 問題に 挑戦す る。 それが 可能であれば、 自己 再生の 欲望と、 他者 再生の 恐怖 を、 思う まま 自 

在に 再現す る ことができる からだ。 それ は 夢野久 作の 妄想であろう か。 いや、 そうで はない。 再生 または 転生が 

可能で あると いう 考え は、 太古 以来の 集合的 無意識 を 認める からに は、 いささか も 荒唐無稽な もので はない の だ „ 

他者 再生の 恐怖 は 今日で も ひろく みられる。 不慮の 死 をと げた ものがた たるの をお それて 屍体 を 逆さまに 墓穴 

に 埋める 地方が あると いう。 沖 繙の国 頭で は 溺死した 水夫、 やけどで 死んだ 老婆な ど は、 かって 逆さに 埋葬した- 

土地の人 はこうい うと ころ を 通過す るに は、 必ず 木の 枝 を 折って その上に 投げねば ならない とされて いた。 水 戸 

俗論 党の 首領 市 川 某 は 明治に な つ て 天狗 党の 武田耕 雲 斎の 末裔に 復謦 され、 逆さ はりつけに されて 凄惨な 最後 を 

とげた。 この 逆さ はりつけに は 父祖の 代からの 謦敵を 辱し めようと いう 目的が あつたば かりで なく、  二度と 生き 

かえらない ようにとの かくされた 意味が あつたの かも 知れぬ。 

宮古 群島の 池 間 島で は 生まれて 二、 三 力 月のう ちに 死んだ 子供のから だは ァ クマと 呼び、 海岸べ りの 洞穴に 投 

げすて て かえりみない。 明治の 末 頃まで は、 頭に 釘 を 打った。 また 斧 や 刀で 切りき ざみ 「二度と 生まれて くる 
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な」 といいながら、 夜中に 部落の 北の 洞窟に そっと もっていった。 ここに は 明らかに 死者が 再生す る ことへの 恐 

怖が ある。 

桜 井 徳太郎 氏の 報告に よると、 南 伊予 地方で は、 死んだ 幼児の 棺を 墓穴に 埋めようと するとき、 会葬者の うち 

近親の ものが、 履いて いった 草鞋の チ (乳首) や 草履の 鼻緒 を 千切って、 そのな かにな げこむ。 そうすると、 親 

とか 親戚に 心を惹 かれ、 離れが たく 迷って いる 亡霊 も、 ようやく あきらめて、 あの世へ 旅立つ ことができ るの だ 

という。 この 伝承に は、 間引き や 堕胎の 陰惨な 風習が 影 を 引いて いるが、 それと 共に、 母乳 不足に よる 栄養失調 

死 や 不慮の 災難まで も 含まれる。 このように 非業の死 をと げた 幼児の 亡霊 をノヅ コと 呼んで おそれて いると いう。 

野の 子、 つまり ノヅコ は、 妖怪と なって 人 をお そう。 この 魔物 は、 蝙蝠の ような かっこう だと もい われ、 赤子の 

ような 泣き 声を立てて、 通行人に、 「草履 を くれ」 とせ まる。 草鞋の チ (乳首) か、 草履の 鼻緒 を 切って やる と、 

ようやく はなれる。 

私 はこ こで、 へ ロデの 嬰児 狩り を 思い出さずに はいられない。 今日、 聖書に 出て くる 嬰児 狩りの 事実 はシ ュ タ 

ウファな ど 聖書 学者の 努力 にもかかわらず、 疑問と されて いるが、 その 背後に は、 自分の 妻と 二人の 息子 を はじ 

めと して、 多数の 人々 を 殺した へ ロデ 大王の 残酷 きわまりない 殺戮が 影 を 落して いるの は 否定で きない。 

へ ロデの 大量 殺害の 行為の 底に は、 他者 再生の 恐怖が ながれて おり、 夢魔の ような 嬰児 狩りの 伝承 は それと つ 

ながり を もっている にちがいない。 それ は 無垢の 嬰児た ちが、 人類の 犯した 恥と 非道の 行為 を 指摘 するとい う 形 

で 後代に 受けつ がれて いると 私 は 思う。 とすれば、 恐 山 その他に、 自分の 亡くなった 近親者の 消息 を 聞きに ゆく 

女た ち も、 たんに 自分 を なぐさめる だけで はなく、 無意識の 裡 にかっての 恥と 非道の 行為の 再生 をめ ざして いる 

ので はない か。 でなければ、 近親者の 霊 も 再生し ない こと を 知ってい るので はない か。 私 は 日本 各地に ある、 賽 

の 河原 をそう いう ものと して 考えて いるので ある。 
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田 原 郡 惣兵衛 子お ゆみより 娑婆 世界の 父さん 母さん 方へ 御 状 遣わされ 候、 扱、 我々 は あみた 女 来 様の 御前 

に ま (え) らせ給 (い) て、 御 薬師 様の 御 側役に つとめさせて 下され、 ありがた きこと はかぎ りなし …… お 

よくよく  (を) よろ (こ) (お) 

まえ も 永らく は 居り やらん ことなれば、 能々 御 恩の 喜く ふで 下され、 かえす かえす も 御 願 申し 候。 

文中に 「郡」 と あるの は 集落 ごとに 秘密に 結成され ていた 信者の 組織で、 「郡 親」 という ものが 信者 を その子 

方と して 統率して いたので ある。 「田 原 郡 惣兵衛 子お ゆみ …… 」 というの は、 田 原 (牧 園に ある) の 郡の 郡 親で 

ある 惣兵衛 の 子方のお ゆみと いう ものが、 阿弥陀如来 や 薬師如来の そばに いる あの世から、 この 世の 両親に 御 状 

をよ こした というの である。 


さて さきに 篤 胤の 『霧 島山 幽境 真 語』 の 中の 話が カャ 力べ 宗と 関係が あるので はない か、 と 私 は 述べた が、 そ 

れは 次の ような 理由から である。 市 来 郷の善 五郎が 霧 島へ いくに は、 西南 麓の 牧園 ゃ中津 川の 道 をと おらねば な 

ら ぬが、 その 一帯 は、 カャ 力べ 宗と いわれる 秘 密教が 息づく 部落な ので ある。 善 五郎 はふと した きっかけで カャ 

力べ の 信者の オヤの 家と つながり を もち、 歓待 を 受けた ので はなかろう か。 外部の 目 を きびしく 警戒して きた 力 

ャカ ベの 人々 も、 何ら かの 事情で 彼 を 必要と する ことにな つたので はない か。 カャ 力べ (萱 壁) の 正体 は、 薩摩 

が真宗 禁圧の 国であった ので、 潜伏した 真 宗門 徒が つたえ 変形した 秘密 宗教な のか、 あるいは、 霧 島の 山嶽 信仰 

から 生まれた 修験道 系の ものが、 さらに 浄土真宗の 影響 をう けたの かま だ 明白で はない。 今 はた だ、 高 取 正 男. 

橋 本 峰 雄 両氏の 共著になる 『宗教 以前』 から その 一 部 を 紹介 させても らう ことにする。 

それによ ると この カャ 力べ 教団が もっとも 活動的だった 幕末 • 維新 期に は 「御 状」 と 呼ぶ 一種の 冥界 通信が 信 

者 組織の 紐帯と なって いた 由で ある。 その 例と して 『宗教 以前』 に は 弘化ニ 年 二月 十日の 御 状が あげて ある。 
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冥界 通信 をと りつぐ 霊媒の 役 は、 カャ 力べ 教主の 親 幸の 妻 か、 または 教団 内の 特定の 女性 かで ある。 このば あ 

い 教主 は 霊媒に 神霊 をより つかせ、 霊媒の 語る 神 (仏) のことば を 人間の ことばに ほんやくし、 信者 組織に とり 

つぐ 役 を はたす。 冥界 通信 は、 阿弥陀如来— 伊勢 大神 (天照大神) —霧 島 六 社 権現— カャ 力べ 教団と いう 回路 を 

とって 降りて くると いう。 カャ 力べ について は 『日本 残酷 物語. 第三 部』 に 報告が ある。 それによ ると、 ォ キリ 

シ マサ ァ (お 霧 島 様) という 言葉が カャ 力べ の 信者た ちに 畏怖の 念 を こめて 語られる。 霧 島 火山の 爆発 は、 信者 

の たれ かが 淀 を やぶ つたた めの 怒りと される。 

カャ 力べ 教団に つたわる 「おてらの はじまり」 という 口伝 は、 残虐な 美し さに みちみちている。 それによ ると、 

むかし 世の中が 乱れに 乱れ あちこちに 死人の 山が できた。 そのために まわり 十 里 ふかさ 十 里の 血の 池が 極楽浄土 

へ ゆく 道の なかほどに できて、 だれも その 道 を わたれない ほどに なった。 そこです うきょう という 上人が 極楽 净 

土へ ゆく 道が あけられる ように、 この 池の 血 をのみ ほす ために、 六日と 六 夜 池の 底に 沈んだ。 やがて 呑み ほした 

上人が 池から 出て きて 地上に ぺッと 吐いた のが 血バキ (椿)、 血ッジ (ッ ッジ) となった、 という ことにな つて 

いて、 カャ 力べ の 信徒た ち は 美しい キリシ マッツ ジを はじめ 一切の 赤い 花 を 不浄と してきら う。 この 気高い すう 

きょう 上人 もまた その 娘た ち もさい ご に とらえられて 仕置 をされ る 悲惨な 最期が 待ち受け ている。 

宗旨の はじまり を 説明す るのに なぜ このような 残酷な 内容の 物語が 必要だった のだろう か。 塚 崎 進 氏 は、 『物 

語の 誕生』 の 中で、 「小 栗 判官 や 照 手 姫」、 説径 節の 「愛護 若」 をと りあげて、 そこに 見られる ひどく 陰惨な 趣向 

は これらの 物語が、 懺悔 告白と いう 宗教 的な 目的 を 底に 秘めて いるから である、 といって いる。 氏に よれば 『古 

事 記』 のスサ ノォの 命の 物語 も 例外で はない。 私 はしかし それ を 個人に 帰す るより は、 幾千 年 もの 昔からの 恥と 

非道の 行為の 再生 —— すなわち、 自分た ちの 血の 中に 流れる 先祖の 犯した 迫害の 記憶の 確認と みなした いので あ 

る。 こうした 血の 叫び を 聞かない 者 は 幸いなる かな。 
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八月の 東北 は、 生きた 者 も 死んだ 者 も、 見える もの も 見えない もの も、 炎の ように ゆらぎ 躍動して いた 私 

は 旅行の 途中、 青 森、 弘前、 御所 河原と ゆくさき ざき でね ぶた 祭に 出会った が、 男 も 女 も 老人 も 子ども も 参加す 

る この 祭に、 無数の 精霊 も 合体して 東北の 夏 を 謳歌して いるので はない か、 と 思わせる ほど、 束の間の 夏の 閃光 

に 照らし 出された 爆発的な 興奮が 東北の 大地 を蔽 つていた。 地霊の 叫びに 応え よ う とする 反閉 のと どろく 音 を 

私 は 聞いた。 むせかえる ような 大地の 流動す る 熱気 は 異様であった。 街 は 人波に あふれ、 とまる 旅館 もな く、 東 

京に 帰る 切符 も 手に入らない 八月 七日 夜の 青 森 市で、 港の 上空に うち 上げられる 何百 発 かの 花火 をみながら、 最 

後の 夏が 爆発して いるの だと 思った。 そこに は 忍従 を 強いられる きびしい 季節のお とずれ を まえにして、 夏を惜 

しむ 北国人の 心情が 多彩な 花 を 開いて いるの だった。 このような 光景 は、 白 河 以北の 山野に しか みられない 独特 

な ものに ちがいなかった。 それにしても、 西 国の 夏祭に くらべて、 東北の 夏祭 は —— ねぶた の 山車の 形 や 描いた 

絵が どこか リア リス チッ クな もの を 欠いて いるので も 分る ように 11 ある 不定 形 さ を もっている。 この 不定 形な 

感じ は、 是川ゃ 亀 ヶ岡に みられる 繙文 文化と も、 遠くつな がる ものである。 入り組んだ 禍状文 や 土偶 は 地霊の 叫 
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びの 表出の ように 私に はみ える 

|g 文 文化に かぎらず オシ ラ 祭文 や イタ コの 口寄せ、 獅子 踊 や 地蔵の 縁起、 奥浄 璃瑠、 など、 東北 民衆に ながれ 

る 伝承 文化に 一貫して いるもの は、 眼に 見えない 地霊との 対話で ある。 いやむ しろ 地霊の 叫び を 懸命に 聴き 取ろ 

うとして いるかの よう だ。 そこに は 大地への 愛着と 死者への 哀惜が 重なり合つ ている。 たとえば、 藤 原 相 之 助 氏 

が、 明治 五、 六 年頃、 田 沢 湖に 近い 生保 内で 記憶した という 「黒百合 姫 物語」 は、 左の 文句で はじまる 祭文で ある。 

「/,1 ロレン、 レ ー ロレン、 レ ー ン レン、 レ ー ロレン、 レン レン レン ：：： 昔々 奥州 衣河の 御館、 安倍の 貞任 

殿と 申す は、 身の 丈 七 尺 五寸、 百人力の 力 者で 御座つ たれ ど、 お 心 やさしく お 情深き によって、 出 羽 奥州の 民 

百姓、 仰ぎな つかぬ もの はなく、 吹く 風 枝 を 鳴らさず、 御代 静謐に 治まった ゲナ。 然ると ころ 貞任 殿、 ふとし 

たこと によって 八幡 太郎 殿と i 仲違いに なって、 三々 が 九 年の 合戦、 国中 踏み 轟ろ かさぬ 隈も なく、 万民の 嘆 

き 申すべき ようない ケニ、 貞任 殿、 II おのよう なる 息をつき、 ィャく 我 一人の ために 万民 を 泣かせる 道理 はな 

、- ぞ、 いざや 我 死して 民 百姓 を 助き ようと、 我と 我 手に 首 を 刎ねて、 御厨 川の 川辺の 露と ぞ 消えら る X。 レ ー 

ロレン レン、 レ ン， /,\0」 

私が この 語り物の 中で とくに 注目す るの は、 安倍 貞任 を、 力 はつよ く 心 やさしく、 出 羽 奥州の 民 百姓 を 安堵 さ 

せる ことに 腐心す る 治者と して 扱って いる ことで ある。 源義 家が 美化され、 安倍 貞任は 反歌 はたく みで あるが 醜 

夷と して 描かれて いる 小学校の 国定 教科書 をなら つた もの は、 この 語り物 を 素直に 受け入れる こと は むずかしい 

かもしれ ない。 幼時の 脳裡に 泌 みこんだ 中央 偏重の 国定 史観 を 拭い 去る の は、 思いの ほか 困難な ことで ある。 お 

そらく 東北の 人た ち も、 幼い 私が そうであった ように、 自分が 安倍 貞 任と 関係がない という 心理的な 立場 をお の 

ずから えらんだ ので はなかろう か。 貞任は 蝦夷の 俘囚 であり、 蝦夷と アイヌと 同質 視 される ことへの S 怖感 はふ 

しぎに も 知識人で ある ほど 濃厚で あるら しく、 十数 年 まえに 日本史 家の 豊田武 氏と 会った とき、 豊田氏 は、 自^ 


魔の 系譜 122 


が 東北大に 赴庄 して 以来 S お 夷 は アイヌに 非ず という 説 をた えず 聞かされ ている、 と 語った ことで ほぼ 推察が つく 0 

そのと き 私 は 実証 性 を 重んずる 学問の 中に もい かに 心理的な 選択が はいりこ むかの 実例 を 見た 気がした。 かって 

北海道で は アイヌ 人 を あつめた 小学校で、 蝦夷 征伐の 話 をのせ た 国定 教科書 を 平気で 使わせた 厚顔無恥な 例が あ 

るが、 そうした 地点まで 日本の 歴史 を 中央からの 視点 だけで ぬりつぶして しまう 結果 を まねいた この 心理 選^ は、 

知識人 や 官僚に つよく、 それにた いして 一般の 民衆 は、 けっして 中央の 眼 を 借りて 自分た ちの 生活 文化 をみ なか 

つたこと が、 前掲の 黒百合 姫の 祭文に 端的に 示されて いるので ある。 彼ら 土着の 民衆た ち は、 普 天の下、 率土の 

浜、 皇 化に 浴し ない 土地 はない という 理由から、 津軽 「外が 浜」 を 率土が 浜と 宛字す るよう な、 辺境 を 不当に い 

やしめ た 伝統と はま つたく 無縁に 生きた ので ある。 

では 東北の 民衆が 衣河の 安倍 氏 や 平 泉の 藤 原 氏に よせてい る 敬慕の 情 はたんなる 身び いきに すぎない もので あ 

るの か。 安倍 氏が 民 百姓の 安堵 を 心 懸けた と 黒百合 姫の 物語に くりかえされ るの は、 作り ごとに すぎなかった か。 

安倍 氏と 血の つながり を もつ 平 泉の 藤 原 氏清衡 が、 中尊 寺 を 作った とき、 その 願文に 「鐘声の 地 を nS! かす ごと 

えんれい  じょうせつ 

に寃霊 をして；^ X ボに 導かし めん」 と 述べて いるの は、 前 九 年、 後三年の 役で 悪名 をう けて 死んだ の は、 まつ ヒく 

無実の罪で あるから その 寃を すすぐ こと をめ ざして この 寺 を 建てた の だとい う 意味で あるが、 そこに は 中央の ttf 

家と 貴族への 無言の 抗議が こめられ ている。 そう 考える とき 「鐘声の 地 を 動かす ごとに」 という 言葉 はまこと に 

深し 意味 をお びて くる。 そこに は 大地に 眠る 人々 の 霊に 応える 根本 姿勢が 明確に みられる。 藤 原清衡 は、 みず か 

らを、 「俘 囚の上 頭」 「東夷の 遠酋」 とへ り 下って 呼んで いる けれども、 蝦夷の 血を引く この 実力者と その子 孫 は、 

仁慈 ふかい 北方の 王者で あり、 衣河の 安倍 氏 も 同様に、 土着の 民衆の 代表で ある 以外の 形で は 支配者と して 存在 

I な 力 つたこと がた やすく 考えられて くるので ある。 安倍 氏の 反乱 は 民衆の つよい 支持に 支えられて いたから こ 

そ、 義家は 十 年 近く も かか つてし かも 平定す る ことが むずかし か つたの だ。 


蝦夷の 血を引く 支配者 は 藤 原 四 代で 絶えた のではなかった。 安倍 貞 任が 厨 川の 合戦で やぶれる と、 貞 任の 二 男 

の 高 星 丸 は、 乳母の ふところに 抱かれて 津 軽の 藤 崎 (弘 前の 北に ある) にの がれ、 高 星 丸が 成長して 安東 太郎と 

名乗った と 安東 氏の 家伝に ある。 また 源 頼 朝が 平 泉の 藤 原 氏 を ほろぼした とき、 泰衡の 弟に あたる 頼 衡が藤 崎に 

居 を かまえる 安東 氏 をた よって ゆき、 安東 氏 は、 青 森と 弘 前の 中間に ある 浪岡 にかく まった という。 この 二つの 

言い 云え は、 安倍 氏、 藤 原 氏、 安東 氏との 関係の 緊密 さ を 物語る もので あり、 三者が 蝦夷と しての 同族 意識 を も 

つていた ことが そこから よみとれ るので ある。 「諫訪 縁起 絵詞」 に元亨 正中の 頃から 嘉暦 年中に いたる まで 津軽 

の 蝦夷が 蜂起す ると あるの は、 鎌倉時代の 末期に 安東 家の 内乱が あった こと を 指して いる。 これに よれば、 安東 

氏が 蝦夷と みなされ たこと は 確実で あり、 事実、 安東 氏 は 承久の 頃に、 執権 北条義 時から 蝦夷 管領に 任ぜられて 

もい る。 安東 氏 は 藤 崎 を 根城と して 外力 浜に 面する 十三 湊を 自己の ものと し、 十三 湖に そそぐ 岩 木 川の 舟 便 を 利 

用して、 蝦夷松 前と 西 国との 中継貿易 を はかった。 その 交易 範囲 は 日本海 沿岸 一帯に およんだ。 永 享七年 (一四 

三 五) といえば、 安東 氏の 衰えた 時代で あるが、 それでも 花園 天皇の 再建 依頼 を 受けて、 福 井の 小 浜 港の 近くに 

羽 賀寺を 再建して いる。 安東 盛季は 数年に わたって ヒバの 良材 を 十三 湊 から 海路 輸送し、 十八 棟の 大 伽藍 を 寄進 

する ほどの 力 を もっていた。 同 寺の 過去帳に 「十三 湊日下 将軍 俗名 安倍 盛季」 と ある。 その 称号 は ともかく とし 

て、 安東 氏が ふだん 安倍 姓 を 使用して いるの は 注目して よい。 蝦夷の 末裔で ある こと を はばからず 公言して いる 

その g に は、 安倍 貞 任からの 誇りの 血脈が 音 をた てて ながれて いるので ある。 やがて 安東 氏 は 南部 氏に 攻められ、 

W 藤 崎 城 を 放棄す るが それでも 大 光寺の 城で がんばり つづける。 大 光寺 は 藤 崎より 岩 木 川の 上流に あたる。 十三 湊 

g との 連絡 は 藤 崎で 遮断され ながら、 なお 大 光寺で 抵抗 をつ づけ 得た の は、 安東 氏 を 支える 民衆の ねばりづよい 力 

地 があった からと いう ほかない。 その 安東 氏 もつ いに 大 光寺 を 陥落 させられ、 十三 湊に しりぞき、 小 泊に 退却し、 

" 嘉吉 三年 (一四 四 三) の 冬に は、 ついに 蝦夷松 前に 遁走す る。 追い つめられ たから 渡った という 理由 だけで はなく 
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て、 松 前に 安東 氏の 経営が つづいて いたから である。 果して、 この 背後の 力 は、 ふたたび 安東 氏 を 東北 北部に 押 

し 出す ことになる。 安東 氏 は、 津軽ゃ 秋 田に 再 上陸し、 失地 回復 を はかった の だ。 それ は 失敗に 帰した とはいえ、 

津 軽が 南部 氏の 手に 落ちてから 後 も、 安倍 氏の 小 族 は、 津賀 野な どに 残存し つづける。 黒百合 姫の 物語に みるよ 

うに、 安倍 氏、 藤 原 氏 それに 安東 氏な どが、 東北の 無形の 主人公と して、 明治 初めに いたる まで、 民衆の 潜在 心 

理を 支配し つづけた の は、 当然の ことと いえよう。 それと 同時に 中央 偏重の 国定 史観が いかに 虚妄で あり、 ゆが 

めら れた 視点 を 私たちに 強いてき たかが 暴露され る。 

安倍 氏 や 藤 原 氏が 北方の 大地に 君臨で きたの は 土着の 民衆の 支持が あつたから であり、 同時に 奥 羽の 産金の た 

めであった。 だが 産金が 減少す ると 奥 羽の 地 は 米の 生産力が 低い という コ ンプレ ッ タスに なやまね ばなら なくな 

る。 飢 謹が 東北の 大地 を しばしば おそう。 今日の こされた 飢鍾 史料に 東北の ものが ずばぬけて 多 いのは、 偶然の 

結果で はない。 中央 政治が いやしんだ 蝦夷の 地 は、 経済的に みても 貧しい 土地柄であった。 しかし 社会的な 貧困 

が さまざまな 変革 思想の 母胎で あるよう に、 東北の 飢え こそ は、 日本に きわめて 稀な 体制 批判の 思想 を 生み出す 

ものであった こと を 忘れる こと はでき ない。 安藤昌益、 高 野 長英、 近代に なつてから も 石川歐 木、 宮沢賢 治の 思 

想 は 東北の 飢 龍が 生み出した ものである。 するどい 封建 体制 批判 を ふくんだ 思想が 東北 地方に あ つ て 他 地方に な 

かった こと は、 東北の 人た ちが、 地霊の 叫びに 耳 を 傾け、 その 声 を 忠実に 表現しょう とした こと を 示す ものに ほ 

かならぬ、 と 私 は 考える。 安藤昌益 は 八 戸に 一時 住んで 医師 をして おり、 その 周辺に 弟子が 多かった。 

八 戸の 昌 益の 隣家に は 富 坂 涼 庵が 住んで いた。 その 涼 庵の 子 神 山 涼 仙 はの ちに 軽 米 (岩手県 九 戸 郡) で 医者 を 

開業し、 宝 暦 五 年、 六 年 (一七 五 五 丄ハ) の 凶作 を 書いた 『耳目 凶歳 録』 の 筆者で ある。 宝 暦の 飢饉の 惨状 は 諸 書 

にった えられて いる。 


「非人 枯渴シ テ鳥羽 絵ヲ見 ルガ 如ク、 草木 ノ陰ニ 倒伏 シ泣 悲シム 者ノ声 山野 一一 喧シ ク、 飢ニテ 死ス。 死骸 ハ旱 

旱 トシ テ道ノ 街 二 満ッ、 建 武ノ年 二死 スル者 一度 二 合 テ見ル コトト テモ、 コレ 二 ハイ 力 デ増ス べキ、 恐シ カリ 

ゲル 事 ドモ」 (高 橋 利 左 助 『沢 内 風土記』) 

と あり、 また 横 川 良 介の 『飢饉 考』 では、 立派な 服装の 武士が 路傍の 猫の 屍骸の くいの こり を 提げて 帰った と 

いう 挿話が つたえられ ている。 宝 暦 六 年の 南部 藩の 死者 は 五 万 八 千 人に 及んで いるが、 それ は 前年の 大 飢饉の 影 

響 を まともに 受けた ものであった。 

宝替五 年の 八 戸 藩 は 二 万 石のう ち 一八、 五 七三 石の 損害が あつたと 幕府へ 訴えて いる。 この 数字から みれば 全 

滅に ひとしい 打撃 を 受けた ので ある。 昌 益が 『自然 真 営 道』 三 巻 を 出版した のが 宝 暦 五 年で ある こと は、 以上の 

事 I と 無関係で よ あり 得ない。 また 神 山 涼 仙の 『耳目 凶歳 録』 が 『自然 真 営 道』 の 影響の 所産で あり、 その 思想 

を 敏感に 反映して いると みるの は 不当で はないで あろう。 彼の 文体から して、 他の 飢饉 記録と ちがって、 ごつ ご 

つと した 昌 益の 文体 を 彷彿させる。 その 一節に 「 …… かかる 世に は 人の 心の 邪に 満 増なる にや、 三 歳の 孩兒だ も 

髑髏 を もって 蹴 鞠 を 学び、 屍骸 を 牽て狗 犬 を 愛す …… いずれも 化物 幽霊 を 恐る k 世に は 害な く、 髑髏 骸骨 を 恐れ 

ず、 世 は 災い かくの ごとし」 と ある。 幼児 は 鞠の かわりに サレコ ウベ を 足蹴に し、 犬 ころ を 愛する ように 死骸 を 

ひつ。 よる。 このような 世 こそ、 幽霊 や 化物な どより はるかに おそろしい。 なぜなら 「化物 人 を 食いた る を 見ず 幽 

霊 人 を 殺した る を 聞かず。」 しかし 飢饉が 訪れる と 人 を 殺して 物 を うばいあい、 食える もの は 人肉まで を 食い あ 

I う 修羅が 展開す るから だ。 

動 安藤昌益の 弟子で ある 北 田 市 右衛門 もまた 天明の 大 飢饉 を 体験して 『天明 凶歳 録』 を 書き残した。 彼 は 藩の 御 

地 祐筆 をつ とめた のち 御 勘定 頭と なった が、 そのつ とめの 折に 記録 をし るした ので ある。 『天明 凶歳 録』 は 『耳目 

5 

I 凶歳 録』 とおなじように 五行の 説 を もって 説明して いる。 
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「在々 八月 下旬より 葛、 蕨、 野老 などの 根 もの 掘 取りて 餓渴 をし のぎ、 また 冬 中 覚悟 するとい えど も、 大豆 は 

少々 実 入 これ あるば かりにて 米 は 一粒 もみ のらず、 粟、 稗、 藁 麦 は 種 もこれ なき ほど なれば、 世上い よいよ さ 

わぎ 立ちと やせん かく やせんと 身の おきどころ を 知らず o」 

とその 地獄 図 絵 を 活写し、 領内 人数 六 万 余人の 中 三 万人 あまり 死んだ と 記して いる。 

ついで 訪れた 天 保 四 年の 大 飢饉に も、 その 惨状 を 反映して 武士の 能力の なさ を 指摘した 文書が 残されて いる。 

森 嘉兵衛 氏が 『日本 僻地の 史的 研究』 の 中で 紹介す る 軽 米 町の 豪商 淵 沢 円 右衛門 定 啓が それで 遺言状の 一節に 

「諸 民 某国に 生れ 育ちて、 国 それぞれの 業 をつ とむ。 中に も 四民 はよ く 国の 用 を べんじて、 共に 国家 を 保てる 

ことなれば、 則ち 眼 舌 耳鼻 ありて、 身体 を 全うする に 異ならず、 しかるう え は 貢 冥加 を ささぐ る こと は、 世の 

悪党 を誅 して 万民 を 安穏に 住しむ るの 故な りと 心得べ し。 もし 夜盗 強喝 等に 逢うた る 者 あらば、 その 貢 冥加の 

納物を 免すべき の理 にあらず や、 その 国に 居らし め、 その 業 をな さしむ る 事 を 国恩と 心得て は大 違いなる 事な 

り。」 

つまり 国家 (藩) は 世の 悪党 を 退治して 万民の 生活 を 安堵 させて くれる から、 人民 は 国の 用 を 弁じ、 国家の 財 

源 を貢納 する ので ある。 だから 夜盗 や 恐喝に 逢ったら、 それ は 国の 責任 だから、 納税の 必要 はない と 言い切り、 

ただ その 国 (藩) に 居住 させ、 生活させる だけ を 国恩と 押しつけ るの は大 まちがい であると 述べて いるので ある。 

「右の 事 ども 胸中に 納め おくべし、 族に 説く ことな かれ」 と 念 を 押してい る ことから して、 それ は 淵 沢の 本音 を 

吐いた というべ きで ここに は 明瞭な 体制 批判の 上に 立つ 国家 論が ある。 森 氏の 著書に よって みれば、 このほかに 

も 辛辣な 体制 批判の 者が あった。 それ は 夢中 翁と いう 筆名し か 分らない 安政の 頃の 山 岸 村に 隠居して いる 武士で 

ある。 彼の 書いた 『夢中 翁 嘉言』 の 中で、 百姓 を 母上と 呼び 侍 を 御子と 呼んで いるの がと くに 注目され る 0 

「百姓の 働きで 御 年貢 御 役 銭 を 上納して、 君の 御子た ちへ 礼 を あげて、 なに 一 つ 御 不足な く 養育し 奉りお る 母 
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上へ、 このたび はかよう の 入 目、 このたび はかよう の 入用と て、 母上の 麁食を 召 上げられて 御 艱難 を 成され、 

麓 服 薄 衣 を 御子 たちのた めに 召して、 御 辛苦に なりて ござる ところへ、 その 麁食 のい とど 足らざる を 取り あげ 

て あくまで くらい、 その 麁衣 のい とど 寒中の 薄 衣の 内 を はいで 取りて、 母 人の 御 艱難 御 心配の 上へ、 なお 御 心 

労 を かけ 上る とひと しい ことで ござり まする。 これ を 差し あげぬ と 母上 を 手鏡 手 繮 におよ ぶこと が 間々 ある。 

なんと まあ これ を 不孝と やい うべき、 大罪と やい うべき。」 

百姓が 武士 を 不孝 者で あるときめ つける 考え は、 士農工商 という 封建 秩序 を ま つ こうから 倒錯 させた もので、 

このような 言 を 吐かせた の は 収奪と 飢饉に あえぐ 生活 を まのあたり にして 農民の 叫び を 代弁した と 考える ほかな 

いであろう。 

さきに 述べた 淵 沢が 弘化四 年に 書いた 『軽邑 耕作 鈔』 が 森 嘉兵衛 氏に よって 最近 発見され た。 その 序文の 最後 

に、 「耕して 食うべし、 衣べ し、 凌ぐべし、 御 政事 外に 願う ことなし」 としる されて いる。 つまり 政治と 自分た 

ちの 直 耕の 生活と を はっきり 区別して、 不 耕の 支配者の 押しつけ がましい 干渉 を きっぱり 拒絶す ると 共に、 政治 

はしつ かりと や つて ほしいと 警告して いるので ある。 ここに はは つきり と 安藤昌益の 影響が うかがわ れ る。 『軽 

邑 耕作 鈔』 で 注目すべき 箇所 は、 五穀の 中に 大根、 かぶ、 ごぼう、 にんじん など を 入れて いる ことで ある。 米 

が とれなくても、 大根な ど 確実に 収穫 を 期待す る ことができ、 しかも 貢納の 対象と ならず 自由に 生産で きる もの 

が 五穀な ので ある。 村々 の 肝 入に 指令して 自発的に やらせた 備荒貯蓄 を、 天 保の 飢饉のと き 藩 は 金 を 出させて 村 

村に 買わせる という、 理不尽な 行為 を あえてした。 このような 支配 層の やり 口 を 前提と しての 百姓の 防禦 策と み 

る ことができる この 『軽邑 耕作 鈔』 は、 じつにく わしく 農業の 心得が しるされ ており、 それが 自分の 実験に もと 

づく 実証 を 土台に している 点に きわ 立 つ た 特徴が ある。 たとえば 長芋の 芋 種 を 江戸から 買 つ てきて 植えて みて、 

一年 目の は 三： &、  二 年 目の は 二倍、 三年 目の はおな じ、 四 年 目の はかえ つて 小さくなる という 試験 をして いる。 
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農 書で 彼の 力説す るの は 一 日で もはやく 種 を 植える ことで あり 「霜 は 喪な り」 (『耳目 凶歳 録』) というよ うに 冷害 

を 最大の 敵と みなした。 そこに は、 困窮に なやむ 百姓への 切迫した 愛情が 脈打って いる こと をみ すごす こと はで 

きない。 五戸 地方 を 中心とした 村々 の 天明の 大 飢饉 を 記した 『飢歳 凌鑑』 に はもつ とも 露骨な 体制 批判が うかが 

われる。 

「それ 人の はなしに 梟と いう 化 鳥 あり、 おのれが 目 は 大きにして 丸く、 黒 玉 くるくるして おそろしく、  口 はし 

りて まけ 鉢 も ほそくして やせし かど も、 毛 さか 立ちて ふとらし 高木の 上に 坐し、 諸 鳥 眠り 闇夜に 肩 をのば し、 

人 をお とさん と 身の 毛 を 抜 捨て、 雪と 見せ よろこび のちに 赤裸と なり 上より すべり 落ちる となん。 いかさまお 

はなしの とおり。 いずれの 国 にても 国 暗く して、 よい 人々 がみな ねむり さめ やらず、 Ilji^ 慮 上に 立ちて さまざま 

に 嘴 をなら し、 権威の 身の 毛 を さか 立てて、 下 をお としかけ 万民 を 苦しめ、 百姓 道の くらき に まよいな お、 後 

は 赤 はだかになりて 転び 落ちん 笑止 さよ、 われら どうか 明るい 話 をい ま 一 度 聞た し。」 

安藤昌益が 『法 世 物語』 で それぞれの 身分 を 鳥獣に たとえた ように、 藩の 支配階級の 侍た ち を 梟に たとえ、 そ 

の 侍た ちが 飢饉で くるしむ さま を 皮肉り あざわら つてい る。 

また 盛 岡から 役人が 五戸 七 戸まで やって きて、 吟味が あり、 濁り酒 をつ くって いるの が ばれて しまった とき、 

この 『飢歳 凌鑑』 の 筆者の 兄の 喜 八郎が 五戸 地方の 宿老 役であった ので、 役人の 侍と かけあって わいろの 金 をに 

ぎら せ それで ことが すんで しま つ たという 挿話 を 伝え、 

まがりかね  たくみ 

「さる 人い わく、 大工の 曲尺 立て みれば 上 はま かり 下 直な り。 ェに 用いる ときには 高く ひくく 広く せまく 丸く 

四角、 なにになる にしても 自由自在 いかさま 御上 は 曲尺 を 立てた るが ごとし。 曲た る 中に 直 あり。 このたびな 

どの 御 吟味 直 過なら ば 大分 下の 迷惑 も あるべき に、 けんもんの かすみに て 眼力 も 曇り、 吟味の 先が 見 分らざる 

こそ 直な り。 これ 何事 も 非理 法 権 転の 御 政事 地獄の 沙汰 も かね 次第、 南無 陀く たつ (す？) け 給え。」 
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なんという 痛烈な 皮肉で ある ことか。 上 は 曲、 下 は 直とい う 大前提 を もとにして、 しかし 曲尺 はっかいよう 

だとい う。 つまり 曲の なかに も 直が あり、 その 直が すぎる と、 下々 は 迷惑で あるが、 吟味の 眼力が くもって 先が 

みえない 直、 つまり かね 次第で うごく くらいの 直で ちょうど いいの だ、 というの である。 非理 法 権 転の 御 政事と 

天 を 転と 書いて 嘲罵の 一 切 を こめて いるの を 見よ。 

これ は 安藤昌益が 「転 道」 「転 定」 と 書いて 天道、 天地と よませて いるの からみて、 昌益 独特の 用語なら びに 

そ の 思想 の 影響 を 受け ている こと も 考えられ る。 

これまで 見て きたよう に、 藩 体制への 批判が 東北 北部の 一角に、 するどく 表現され ている の は、 おどろく に 足 

りる ことで あり、 他 地方に 類例 を みないの である。 その 批判 は 落首の ように 寸鉄 人 を 刺す もので なく、 論理の 弁 

証 を もって、 しう ねく たたかい を 挑んで いる。 これまで 安藤昌益の 傑出した 思想の 独自性が 力説され てきた。 た 

しかに 昌益 ほどの 論理 体系の 強力 さは 見当らない にしても、 しかし 昌 益の 思想 を 彼 個人 だけに 帰す る ことの あや 

まり は、 以上み てきたいく つかの 例によって 修正され る 必要が あると 私 は 考える。 昌 益の 思想 を 受け継ぐ と 否と 

にか かわらず、 この 東北の 一隅に は、 飢饉 を 思想 化する 土壌が 存在して いた。 昌 益の 思想 も そこから 生まれた も 

のに ほかなら ない ので ある。 それ は 飢饉の 中に 発見され た 封建 秩序の 不合理と 支配 体制の 矛盾で あり、 いう なれ 

ば不耕 者と 大地との 乖離に たいする 地霊の 抗議な ので ある。 

地霊が 郷党の 心理 や 思想 を どのように 左右す るか を これまでみ てきた。 ここで 私 は森鷗 外の 畢生の 作で ある 

『渋 江抽 斎』 の 中の 一節 を 思い浮かべずに はいられない。 

「その 八十 三」 の 章に 次の 記事が ある。 渋江抽 斎の 遺族 は 明治 元年に 江戸 を 払って 弘 前に ひきあげる ことにな つ 

たが 1 . 
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「渋 江 氏の 若党の 一人 中条 勝次郎 は、 弘 前に 来てから 思い も 掛けぬ 事に 遭遇した。 一行が 土手 町に 下宿した 後 

二三 月に して 暴風雨が あった。 弘 前の 人 は 暴風雨 を 岩 木 山の 神が 祟 を 作す の だと 信じて いる。 神 は 他郷の 人が 

来て 土着す るの を 悪んで、 暴風雨 を 起す というの である。 此 故に 弘 前の 人 は 他郷の 人 を 排斥す る。 就中 丹 後の 

人と 南部の 人と を 嫌う。 なぜ 丹 後の 人 を 嫌う かとい うに、 岩 木 山の 神 は 古伝説の 安寿 姫で、 己 を 虐使した 山椒 

大 夫の 郷人を 嫌う の だそう である。 又 南部の 人 を 嫌う の は、 神 も津軽 人の パル チキ ユラ リス ムに 感化 せられて 

いるの かも 知れない。 

暴風雨の 後 数日に して 新に 江戸から 徒った 家々 に 沙汰が あった。 若し 丹 後、 南部 等の 生の ものが 紛れ 入って 

いるなら、 厳重に 取り 轧 して 国境の 外に 逐ぇ というの である。 渋 江 氏の 一行で は 中条が 他郷の ものと して 目指 

された。 中 条は常 陸生 だとい つて 申し 解いた が、 役人 は 生国 不明と 認めて、 それに 立 退 を 論した。 五 百 は已む 

こと を 得ず、 中条に 路用の 金 を 与えて 江戸へ 還らせた。」 

ここで、 津 軽が 南部と 反目す るの は 近親 憎悪 だけで はなく、 冒頭に 述べた ように 南部 氏が 津 軽の 安東 氏 をせ め 

ほろぼして その 領土 を 占拠した という 時代に すでに はじまる のであろう。 津軽 土着 人の 反撥 はお のれの 土地 を 荒 

した ものへの 憎しみと なって ながく 消えなかった ので ある。 また 津軽 人が 丹 後の 船の 出入 を 嫌う というの は、 さ 

まざ まな 記録に 残されて いる。 享保ニ 年 (一七 一七) に 幕府の 巡 見 使 高木 孫四郎 は、 丹 後の 生まれで あつたが、 

ことのほか 岩 木 山 を こわがり、 津 軽に はいると 同時に 水 ごり をと つて 精進した が、 同行の 人た ちに は 岩 木 山 はみ 

える のに、 彼の 目 だけに は 岩 木 山 は 曇って みえなかった と あり、 宝 匠 八 年の 関西の 一行 商人が 書いた 『津軽 見聞 

記』 や、 天明 五、 六 年の 橘 南谿の 『東 遊 記』 にも 津軽 藩の 役人が 津 軽の 港に 入って くる 問屋 を しらべて、 丹 後の 

ものが いると 追放した ことが 記されて いる。 安政 五 年 (一八 五八) の 津軽藩 布令に は 「日ごろ、 天気 不正に 付き、 

街 領分へ 丹 後者 入 込み 候 哉 も 計り 難き に 付、 右 体の 者 見当り 候えば、 早速 送り返し 候 様、 なお 又、 諸 勧進 等も吟 
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味 仕り 候 様、 仰せ付けられ 候 間、 御 家中なら びに 在所、 寺社 共 洩らざる ようこの 段 申し 触れ 候」 と ある。 また 天 

明 三年に も 藩 内に 稲 虫が 発生した という 注進 を 受けて 丹 後の 者がない かと 藩が 直ちに 領内 を 詮議した こと も ある 

そうで ある。 

以上 は 『岩 木 山』 の 著者 品 川 弥千江 氏の 記す ところで あるが、 このほか にも 天明 八 年 (一七 八 八) 幕府の 御 巡 

見 使に まじって 古川 古松 軒が 東北 地方へ 旅行した とき、 江戸で 津軽 侯の 使者が きていう のに は、 このたび 召しつ 

れ たもう 御 家来のう ち、 丹 後生れ の 人が あったら 御 無用なる べしとの ことで、 調査す ると 果して 川口 久 助の 家来 

に 丹 後の ものが いたので お供から 除いた という。 また 寛 政 十 年 六月に 菅江真 澄 は、 深浦湊 にいて、 暴風雨が つづ 

くので 藩 役人が 船宿 逗留 者の 中の 丹 後者 を 吟味す るた めに、 みんな を 氏神の 社に あつめて、 岩 木 山 牛 王 宝 印 を 焼 

いての ませ、 起請文 を 書かせ 爪印 をお させた とかいて いる。 牛 王 宝 印のお 札 を やいて その 灰 をの ませ、 丹 後者の 

くせに、 いつわって 丹 後者で ない といった もの は、 血へ ど を 吐いて 死ぬ と 信ぜられて いたので ある (『外 浜 奇勝』)。 

このような 丹 後 アレル ギ— が津 軽に なぜ 織烈 であつ たかは、 いまだに 誰も 説明し 得た もの はない。 丹 後 船に 乗つ 

て 渡来した 近 江 商人に たいする 土着民の 反撥と いう こと も 考えられ るが、 推測の 域 を 出ない。 しかし そこに はな 

にがし か 地霊の 反撥 を 汲みと る こと だけ はでき るので ある。 

竹 内 長 雄 氏が 採集し、 森 山 泰太郎 氏が 校訂した 『お 岩 木 様 一代記』 というの は、 昭和 六 年、 南 津軽郡 女 鹿 沢の 

イタ コが 語った 祭文で あるが、 それに は、 あんじゅ 姫が みずから 物語る という 特異な 形式 をと つてい る。 それに 

よると 母 は 加賀の 国のお さ だとい う 女であって、 つそう 丸、 お ふじの 次に 生まれた。 私 (あんじゅ 姫) は、 砂の 

中に 三年 埋 けても 死ななければ 自分の 子 だと 父親に いわれて、 母の 絹の 下着に くるまり 砂の 中に 埋められる。 母 

のお さだは 毎日 泣きく らし、 そのために 眼が つぶれて しまう。 父親 は 眼が 見えないなら、 もう 家に いなくて もい 

から 

い。 死ぬ か 家 を 出る かして くれと 邪慳に いう。 そこで 母親 は 唐の 国の 加 藤左衛 門と いう 人の 粟 畑で 雀 追いに 傭わ 
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れて 「つそう 丸ァ 恋しい じ や、 ほい ほい、 埋 げらえ たる あんじゅ 姫ァ 恋しい じ や、 ほい ほい」 と 粟 畑に 雀 追いの 

しめん い 

日課 をす るう ち 三年が 経った。 父視 がいう のに 「あんじゅが 姫 を埋げ でから 早 三年のと ぶらい だ」 と 掘り あげて 

みると、 あんじゅ 姫 は 成長して 笑って いる。 母が 葭を しるしに たてた 穴から 朝 夜の 露 をな めて 成長した の だ。 父 

親 は 死なぬ とは不 届な 奴 だ。 こうして はお かれない と 島流しに しょうと する。 けれど 板 船に のせられて 流された 

あんじゅ 姫 はまた 帰って くる。 やがて 丹 後の 国の 長者 「さんそう 大夫」 の もとで、 また さまざまな 苦役に おい 立 

てられる。 それ を いろいろな 人に 助けられ、 さいごに は 燕が とんで きて、 「さんそう 大夫」 がいない から 今のう 

ちに 逃げろ とさえず る。 あんじゅ 姫 は 丹 後の 国の 空 穂 等に いく。 大夫 はまた も 追ってく るが、 そこ もかろう じて 

切り抜けて、 さいごに 母と 面会す る。 そしてお 告げに よって 母お さ だの 眼 をな でる と 盲目の 母の 眼が ぱっと あく" 

うれし 涙の 対面の のち あんじゅ 姫 はさら に 父 を 探しに 出かける。 さいご は 「これで 国の 高 神様の 教え ごと、 さら 

さら ど 終り だ。 神様ね なる たて、 これ 位 も 苦しみ を 受けない ば、 神ね なること できない し、 人間 さま だぢ も、 神 

信仰よ くも ぢ びで 呉れるべし」 とむ すんで いて、 あんじゅ 姫の 苦難が 神になる ために 必要な 受難であった こと を 

説いて いる。 岩 木 山の 神み ずからの 託宣の 形式で 語られる この 祭文 は、 説教 本のさん せう 大 夫の 物語の 更に 古 型 

を 示す ように 私に は 思われる。 つまり 第三者の 手に よって 作られた 物語で なく、 一人称の 物語で あり、 岩 木 山が 

海に 生きる 人々 の 信仰の 対象であった こと を 示して いる。 漁民の 崇拝す る 岩 木 山の 信仰が この 物語 をと おして、 

民衆の 中に ひろめられ ていった。 母親が 加賀の 国の 女と いうの も、 日本海 沿岸の 交易と 信仰の 伝播 路を 物語に お 

り 込んで いるので ある。 

私が ここでい いたい こと はた だ 一 つで ある。 それ は 地方に は 地方 を 主体と した 信仰と 伝承の 歴史と があって そ 

れは 郷土史 家 や 郷党の せまい 視野 や 独善 を はなれて みると き、 いわば 地霊の 叫びと して 私たちに 訴えて くると い 
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うこと である。 それ は 今に はじまつ たもので はない。 たとえば 九州に は 磐 井の 反乱が あった。 磐 井と いう 大 豪族 

は 蝦夷が そうであった ように、 九州 中 北部の 民衆の 代表者であった のであろう。 もとより 支配者と しての 性格 は 

もってい たが、 それにと どまらなかった。 原 田大六 氏が 述べて いるよう に、 官軍が 磐 井の 墓に ある 石 人 石 馬 を さ 

ん ざん うちこわした そのたたり として 「古老 伝えて いう 『上 妻 (上 八 女) の 県に 多く 篤き 疾 ある は、 けだし これ 

による か』」 という 『筑後 国 風土記』 の 文章 は、 この 「篤き 疾」 を 「深い 恨み」 「深い 悲しみ」 という 意味 を こめ 

て 考える 必要が あるので あ つたろう。 

「地元 側の 報告 を 集めた 風土記 も 所詮 官選の 記録で あるから、 逆賊 あっかいに してきた 磐 井の 真実 を 語る こと 

も 載せる こと もで きなかった ろう。 しかし 民間で は 真実の 悲劇 英雄 物語が 語りつ がれて いったの であろう。 八 

女 郡 地方の 住民に 岩戸 山 古墳 を 媒介と して 語りつ がれた 真実 は、 磐 井への 同情で あっても、 逆賊と してで はな 

か つたろう。」 (原 田大六 『磐 井の 叛乱』) 

沖繙の 八重 山の オヤ ケ赤蜂 は、 首 里 王朝の 遠征 軍の ために やぶれ 殺された。 その 碑 はい ま 石垣 島の 公園に 立つ 

ている。 その 碑文 を 書いた の は 同 島の 喜 舎 場永殉 氏で あるが、 それによ ると オヤ ケ赤蜂 は 自由の ためにた たかつ 

た 民権の 士 となって いる。 私 は そこに 辺境に 住む 人び との いつわらぬ 心情 をみ る 気がした。 歴史が 中央と 頂点の 

権力に よ つ て at 造され ていく こと を 否定す る 地霊の 叫び を 聞いた 気がした ので ある。 


大蔵 永 常の 『除 蝗録』 は、 稲の 害虫 を 駆除す るのに 鯨油 使用 を 力説した ものと して、 画期的な ものであるが、 

その ヒントに なった の は、 享保 十七 年の 飢饉のと き、 筑 前の 某が 自分の 屋敷に 安置した 菅 廟に詣 でて 蝗を 除く こ 

と を 祈 つてい る 最中、 燈を ささげようと するとき に蝗が おびただしく むらが つ て燈 明の 油に 飛び 入 つて 死んだ。 

これ をみ て 油が 蝗 にと つて 大敵で ある ことに 気付いた —— そのこと を もとにして 永 常が 鯨油の 使用 を 考え出した、 

という ことにな つてい る。 

この 蝗は ゥン 力の ことで、 享 保の 飢饉 は霖 雨と それに つづく ゥン 力の 大量 発生が 原因であった。 もっとも、 ィ 

ナゴに 蝗の字 を あてる の は、 イナ ゴが 虫の 王と 畏怖され る ほどの 害 を 及ぼす からだと、 私 は 勝手に 解釈して いる。 

人皇に たいして 虫皇 という ことになるが、 人間が 作物に 害 を 加える もの を 畏怖 尊崇す るの は、 たとえば 薩南七 島 

の 中の 島々 が、 一切 を 食いつ くす ネズミ を、 ネズミ さまと 神格化して あがめた てまつ つてい る 心理と おなじで あ 

ろう 0 

『拾椎 雑話』 は、 若 狭で は蝗を 善徳 虫と 呼んで いると 述べて あるの もこれ と 関連が あると 思う。 その 説明に は 


「むかし 名 胡 村に 善徳と いいて 銀 をた くわえ 独身の もの ありし を ひそかに 殺せし となり。 この 亡魂、 虫と なり 近 

郷へ害 をな す。 ゆえに 善徳 虫と いうよ し」 という 因縁 話が ついてい るが、 要するに ゥン 力に 善徳と いう 名 をた て 

まつ つて、 すこしで も その 害 をの がれよう とする 苦肉の策と 考えるべき である。 

堀 一郎 氏が、 享保 十七 年の 大 旱魃に 百姓から 出した 「虫 どもへの 訴状」 という ュ ー モ ラスな 文書 を 紹介して い 

るが (『わが国 民間 信仰 史の 研究』)、 それによ ると、 

「こんど 虫 祭 森と 名 づけ、 役人より 木 一本ず つ 出 植え、 虫 飯と して 祭り 候 あいだ、 この 森へ ことごとく あつま 

り 候へ、 後年 作物 を さわり 申さず 候へば、 ニ季に 両度 祭り 申すべく、 なおまた 虫 ども 仏縁の ため、 このたび 僧 

方 あいたの み、 百万 べんの 御念 仏 執行 仕り 候」 

となって いる。 これから みても、 ゥン 力が 農民から 神霊と して 遇せられ たこと は 明白で あるが、 その 遇し 方 は 

さきにの ベた イナ ゴゃ ネズミ へ の 畏敬に つながる もので あり、 自然の 悪霊に たいする、 人間の 無力 感の ひそかな 

告白に ほかならぬ。 

しかし 稲 を 害する 虫 を 亡霊に 見立てた 理由に は、 さらに 次の こと をつ け 加えねば ならない、 と 私 は 思う。 それ 

は ゥンカ や イナ ゴの 発生す る 時期が、 毎年 亡霊の おとずれる 秋口に あたって いる ことで あり、 しかも その 形状が 

なんとなく 亡霊 に似てい る ことで ある。 それ は 念仏 をと なえ 鉦 太鼓 をなら す 虫送りの 行事が、 死者 をお くる 行為 

とおな じで ある ことから も 理解で きる。 

ここで は 櫛風沐 雨、 ひたすら 稲の 生育 をね がう 農民の 毎年の 反復が ある。 しかし 注意して みると、 自然の 悪霊 

を 慰撫す る 無限の くりかえし のなかに も、 たとえば、 斎 藤 実 盛が イネに つまずいて 倒れた ために 討 たれ、 その 遺 

恨に よ つて 稲 を 食う 虫と な つたと いうよう な 一 般 的な 伝承と はちが つた 理由 づけから、 農民が 亡霊 を まつ つてい 

る 事実が 見受けられる。 百姓 たちのた めに 一 身 を 犠牲に した 人へ の 追憶と 愛惜と がま じりあって 亡霊が 祀られ て 
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いる こと をみ のがす こと はでき ない。 たとい 自分た ちと は 関係な くと も、 政治の 犠牲者 を聖 化しよう とする の は、 

苟 酷な 日常の 体験 を 強制され た 者た ちに 共通な 特徴で ある。 農民た ちに とって は、 浮かばれぬ 魂の 畏怖と 犠牲者 

への 愛惜と は 表裏 をな している。 勝利者に とって は 畏怖の 対象で しかない 敗者の 亡魂 を、 農民た ちはい わば 親し 

げな 魔と して 祀 るので ある。 彼ら は その 怨霊が、 支配者 層に とって 無視で きない 否定的な 存在で ある こと を 知つ 

ている。 

享 保の 飢饉の なかで ももつ とも 惨烈であった という 享保 十七 年 は、 ふだん は ざ つと 二百 四十 万 石 近くの 収量が、 

四 分の 一の 六十 万 石に 落ちた 年で ある (『日本 災異 志』)。 死者 は 十八 万と いい 二十 万と いい、 また 九十 六 万と もい 

われて、 正確な 数字 はっかめ ない。 「江戸時代の 日本の 人口」 という 論文 を 書いた ガレット. ドロ パ I ズの 計算で 

は、 享保 十八 年の 飢饉 当時 二 千 七 百万 近くであった 日本の 人口が、 十二 年後に は 百 二十 五 万人 も 減少して いる。 

飢饉が 人口に 与えた、 打撃の 猛烈 さ を 物語る ものである。 

西 国 一 帯 をお そ フた享 保の 飢饉 はもち ろん 久留米 藩 を も 例外に してお かな か つた。 とくに 享保十 年の 旱魃と 蝗 

害 ははな はだしく、 米府 年表に は 「この 年 六月より 七月まで 雨な し秋螽 多し」 と 記載され て ある。 螽 とは蝗 のこ 

とで ある。 農民の 収量 は 減少し、 藩 庫 は 空 乏した。 それ を うずめる に は、 農民に 更に 税を 課する ほかない、 とい 

う 堂々 めぐりが おこなわれた。 享保 十三 年に、 郡 総裁 判 役の 本庄 主計 は、 これまで 夏の 収税 は 十分の 一 を 上納、 

十分の 九 を作徳 ときめて いたの を、 秋 収税と 同率の 三分の 一 を 上納、 三分の 二 を作徳 ときめた。 それまで 藩 はな 

ん ども 畝 数 を あらため 竿 入 をお こなって 収量 を 厳密に 調査して きたので ある。 

けれども、 もとより 農民 はこの 苛税に はした がわない。 その 年の 二月 十日、 久留米 藩の 有 馬 則 維 公 は 江戸 参 勤 

のために、 久 留米篠 山城 を 出発した が、 その 前日 「とかく 浮説 申し 独れ 候 者 これ あり」 という 文句 を 使って 不穩 


の 兆し をみ せる 藩 内の 農民に 布告 を 発して いる。 藩主が 江戸に むかった あと、 三月 朔に は本庄 主計 は、 在方に た 

いして 「百姓 どもが 願の すじが あると いって 所々 あい 集まり さわがしい というが 不玲 である。 もし 上納の ことが 

迷惑で あったら、 穏便に まかり 出て ほしい。 万一 御 家老 中の 御 裁断から 洩れ 抜けで もしたら、 その 節 は ゆだんな 

く 申し出よ。 願いの すじ は どのみ ち 捨てお くこと はない から、 その 旨 を 心得る よう」 と 慰撫に つとめて いる。 

しかし 百姓の さわぎ は 一向に やまない。 とくに 旧 生 葉、 竹 野、 山 本の 三 郡が はなはだしかった が、 さわぎ は 上 

妻、 下 妻、 三 潴の三 郡に も ひろがった。 

そこで 本庄 主計 は、 三月 五日に、 生 葉郡吉 井の 大 庄屋 石 井 勘 助 宅に 在々 の 百姓 を 呼び出し、 享保九 年 以後の 徴 

税新令 を 撤廃す るから、 集会 を 開いて さわぐ こと を やめ 農業 をな まけない ようにと 告げた。 藩が 増税 を とりやめ 

たという ので 農民 はいつ たん 退散した。 その 翌々 日本 庄 主計 は、 百姓 騒動の 責任 を とらされ 禁錮 処分と なった。 

この かげに は 江戸 詰の 家老 稲次 因幡 正 誠の 藩主への 働き かけが あった。 稲次 家 は、 世々 有 馬 家の 家老の 家格で、 

禄 三千 石 を 食んで いる。 因幡 正 誠 は 元禄 十四 年、 久留米 城下 篠山 町に 生まれ、 享保四 年 五月に は 年 十八 歳で 家老 

職に ついた。 だから 十三 年に は 二十 七 歳の 若盛りと なって いた。 折も折、 久留米 藩に は 世 継 問題が 起った。 藩主 

則 維の 治世 は 二十 三年 つづいた が、 彼 は 自分の 長子で 世子と 考えられ ていた 頼撞を 廃して、 妾腹の 子で ある 宅 之 

進 を 世子と したい 希望 を もっていた。 当時の 実力者で ある 本庄 主計と、 小姓 組頭の 久米新 蔵ら は、 藩主に 迎合 画 

策す る ことが 少なくな か つた。 

これに 対して 稲次 因幡 はま つ こうから 反対した。 世子 は 正嫡の 子 を も つ てす るの が 当然で あると する 稲次 因幡 

の 眼に は、 本 庄と久 米ら こそ 奸臣 であった。 彼 は 則 維 公にたい して、 藩の ために 二人 を誅 せんこと を 乞うた が、 

藩主 は ゆるさなかった。 正 誠 はなお も 藩主に 迫った ので、 公 はとうとう 許さない わけに はいか なくなった。 藩主 

の 許可 を 得た 因幡 は久留 米に かえり、 「御 郡 方 総裁 判の 職に ありながら、 百姓の 困窮 を 藩主に 上達せ ず 御領 中 騒 
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動に なった のは不 届で ある」 との 理由で 本庄 主計 を とらえて 禁錮し、 五月に は 久米新 蔵 を 幽閉した。 

一方、 四月に は 因幡 正 誠 は、 新法 令に は 国中の 百姓 は 納得 しないと 直言し、 享保九 年後の 新税 は、 民の 困窮 を 

察して 廃すべき こと を 藩 公に 上書した。 これでみ ると、 新法 令 を とりやめ ると 申し わたしながら、 藩 はま だ それ 

を 実行す る 様子の なかった ことが うかがわれる。 藩 公 も 稲次 因幡の 直諫 を容れ なかった。 五月に は 増 石 徴収 を 廃 

し、 樹木 植立、 領内 米穀 そのほか を 緩和す る 声明が 藩から 出された が、 農民の 疑心 は 去らなかった。 八月に は、 

百姓 共が 城下へ おしよせて 狼藉に およぶ かも 知れない から、 馬 廻の 連中 は警 固に 出る よう 御 家老 中から 御内 意 仰 

せ 渡された。 はたして 百姓 中の 上 三 郡の 五 千 七 百 余人 は 善導 寺で 勢ぞ ろい をした 上で、 御井 町まで やって きた。 

城下 は 一 里の 目前に ある。 

村々 は 連判して、 一 接の 誓盟 をむ すんだ。 それによ ると、 かたく 身 をつつ しみ 一切の ぜいたく を さける よう、 

願い 書にたい する 役人の 問いに は、 連判した ものた ちが 一 同で 答えるべき こと。 仮病 をつ か つたり して はならず、 

また 役人が たずねて きたら、 差し上げて おきました 願いの 書付 どおりに していた だきたい という ほか、 どんな こ 

と をお たずねに なろうと、 知らぬ 存ぜ ぬで 通すべき こと。 もし 訴訟の 御 裁許 を ひきのばされた ばあい は、 様子 を 

知る ために 連判した もの はの こらず 御城 下へ 押し かける ことにする。 以上の ことに もし そむく 者が いたら、 連判 

した 者 みんなが、 その 家へ おしかけ ていって、 家財に いたる まで ことごとく ふみく ずす。 親子 兄弟で も 遠慮 はし 

ない 11 。 

以上の ような かたい 誓約で 結ばれた 百姓 どもが 府中 (御井 町) まで 迫る と 聞く と、 稲次 因幡 は、 非常の 事態に 

決断 を 下した。 すなわち 藩 公からの 御 裁断がない うち は 願いの 書付 をと りあげる こと はで きないの が 原則 だが、 

御 裁許がなくても 詮議の 上、 下々 が 難儀し ないよう にす るから 村々 へ 引き あげる ようにと 申し渡し、 高 十 石に つ 

き 一石 一 斗ず つの 免除 を 声明した。 


稲次 因幡の 決断に は 並々 ならぬ ものが あつたの である。 というの も 藩主 は 減税に 賛成して いなか つたから だ。 

藩 公 は 「有 馬 家が 福 知 山に いたと き、 田畑の 検地 や 運上に 不服の 百姓た ちが 徒党 を 組んで 訴え出た けれども、 張 

本人 を 召 捕えて 死刑に したが、 何事もなく、 有 馬 家 はかえ つて 御 加増に なり、 八 万 五千石の 福 知 山から、 二十 一 

万 石の 筑 後久 留 米に 転 封され た。 そういう いきさつ を 因幡 はすこし も 知らないの だ」 と 不平 を 洩らして いる。 そ 

して 「他国と 比べて は 抜群に 軽い 税 なのに、 百姓が 大勢 あつまって 城下へ 押し かける と、 家老 はじめ おどろきう 

ろた え、 尻 もち をつ いた 役人 も あるとの こと。 もし 高税で 難儀 するとい うのなら、 百姓が 公儀へ なりと、 江戸 奉 

行方へ なりと 訴え出ても すこしも かまわない —— 」 という 強気の 考え を 捨てて いない。 藩 公の 考えに さからって 

無断 減免に ふみきった 稲次 因幡 を 藩 公が どう 思つ たかは 想像に かたくない。 その 果断な 処置に、 百姓た ち は 歓呼 

して、 帰村し、 領内 は 静穏 を とりもどした。 ひきつづいて、 本庄 主計と 久米新 蔵 は 百姓 騒動の 原因 を 作った 責任 

を とらされて 死刑に 処 せられた。 あくる 年の 享保 十四 年、 藩主の 則 維 は 隠退して、 頼 僮が あと をつ いだ。 

享保 十七 年の 久留米 藩 内の 餓死 者 は、 一万 五 千 人。 幕府から 一万 五 千両 を 借りても それで 追つつ かない。 公務 

に 必要な 金 を 作る に は 大阪の 債主へ 米 を 送らねば ならぬ が、 藩 内に は 米がない。 藩士た ちの 俸禄 を 割いて 上米 を 

命じた と 『久留 米 小史』 は 告げて いる。 また 石 原 為 平の 『石 原 家 記』 をみ ると、 享保 十八 年の 正月 十八 日から 二 

十日までの 三日間に ざっと 四千 人の 飢 人に 粥の 施行 をした ことが 記されて いる。 こうした 惨状 を ふまえて、 稲次 

因幡 正 誠のと つた 行動 は、 適切であった という ことができる。 しかし まえに も 述べた ように、 支配者の 論理と 心 

譚 情に 徹した 則 維 公 は、 自分の 意思 を 無視して 行動した 因幡 を 理解で きず、 その 措置が がまんなら なくなった。 く 

虫 わえ て 穩罟の 則 維と 藩主の 頼 僮の 父子の 疎隔が あった。 則 維 は、 稲次 因幡が 世子 問題で 頼 僮の 肩 を もった こと、 

また 自分の 方針に 反して 一 撲 鎮撫 をした こと を ながいあいだ 根に もっていた。 
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I 享保 十三 年から 六 年 目の 享保 十九 年に、 稲次 因幡 正 誠 はとつ ぜん 三千 石 を とりあげられた。 それば かりで なく- 
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というの である。 この 歌 は 現在 私たちが 享受して いる 昭和 元禄への 諷刺と 考えても 一 向 差し支えないの である 

が、 「めでた かりけ る 御代」 を享 保の 飢饉の 時代と 考えて みると いっそう 痛烈な 皮肉が 感じられる。 ここに は 「馬 

革 を もって 屍 をつ つまれる」 こと をね がう 武士の 真面目が 脈打って いる。 

稲次 因幡の 死 を もって 稲次 家 は 断絶した。 しかし 農民 は そのままに してお かなかった。 彼の 死後 十二 年 目に、 

領内 八 郡の 農民た ち は 正 誠の 遺徳 を 追慕し、 五穀 神社 を 久留米 通 外 町に 建てた。 拝殿の 常 夜 燈は大 庄屋た ちが 寄 

進した。 一説に よると 正 誠 は 死んだ のち、 毎日 幽霊と なって 藩 公の 枕辺に 立って 諫争を やめない。 そこで 藩 公 は 

彼の 霊 を なぐさめる ために 五穀 神社 を 建てた という。 しかし 五穀 神社と いう 名前から して (その 御 神体 はさきに 

は インドの 五穀の 神、 のちに は 豊受大 神)、 正 誠の 霊 を なぐさめる と共に その 霊が 五穀の 豊饒に 寄与す る こと を 

ねが つて 農民た ちが 祀 つた 神社に ちがいな いこと はたし かで ある。 

享 保の 飢饉で、 甚大な 打撃 をこう むった ものに、 松 山 藩が ある。 それが どれほどの もので あつたか は、 餓死し 

たもの ざっと 四千 八 百 人と 松 山 藩の 旧記に 残されて いる 数字が 物語って いる。 また、 幕苻 から 一万 二 千 を 五 年 


法外の 不行跡の ことで 死刑に 処 せられよ うとした。 それ を 家老た ちの やっとの とりなしで、 彼 は 十 人 扶持の 小身 

におと され、 筑前 国境に ちかい 津古 という 処 になが された。 因幡 正 誠の 蟄居 中の 唯一 のた のしみ は 付近 を 馬での 

り まわす ことであった というが、 三年 目の 元 文 元年 四月、 抱瘡 にか かって 死んだ。 三十 五 歳であった。 自殺 説 も 

ある。 辞世 は 

武士の やまいの 床の く たれ 死め でた かりけ る 御代に 生まれて』， ，；， ■  -  ：  ：  .   . 


間の 年賦 返 債と いう ことで 借りた が、 それ にもかかわらず、 飢饉に たいする 藩の 救済策が 適切 さ を 欠き、 多数の 

餓死 者 を 出した だけでなく、 幕府から 借りた 金の 使途に 不始末が あつたと して、 享保 十七 年の 十二月に は、 幕府 

によって 藩主の 松 平 (久 松) 定英が 「差 扣」 を 命ぜられ たこと でも 分る。 藩お よび 藩主と して 不面目 この 上 もな 

いこと にち がいなかった。 当時の 様子 は 『却睡 草』 に 「御上 御 叱 仰せられ 御 差 扣ぇを 蒙り、 寺社 勤 業の 鐘 も 音 を 

たえ 町人 は 都 を 打ち、 誠に ものの あわれ をと どめし より (中略) 時の 執政の 遠き 慮な き ゆえ 殿様までへ 御名 掛を 

たてまつる。 ひとえに 役人の 罪な り」 と ある。 この 時の 執政 は 奥 平 藤左衛 門であった。 ここで 松 山 藩の ために 弁 

ずれば、 伊予 地方 は 土地柄、 平野に とぼしく、 米作 地帯で はない。 それだけ 被害の 程度が 大きかった の はやむ を 

得な か つたと いえる。 

さて 藩主 定英 は享保 十八 年に 江戸 三 田 藩邸で 病死した が、 その 嗣子の 定喬が 藩主と な つてわず か 十日 目に 藩 政 

に 大変 動が 起きた。 以下、 景浦勉 氏の 研究に よって、 その 事件の あらまし を 述べる ことにする。 

それ はまず 家老な ど 藩 重役の 入れ替えから はじま つ た。 それまで 失意の 境遇に あ つ た 奥 平 久兵衛 は 家老に 任ぜ 

られ、 二百 人 扶持 を 与えられ たのに 対して、 そのと きまで 家老 職に あった 奥 平 藤 左衛門 は、 執政の 衝を 免ぜられ 

て久万 山へ 蟄居 を 命ぜられた。 その 理由 は、 藤左衛 門が 大阪で 遊興に 耽った だけでなく、 幕府の 拝借 金 を 大阪の 

平野 屋 五兵衛へ のこらず 渡して しま つたの は 不調法の かぎり だとい うので ある。 家老の 久松庄 右衛門と 目 付の 山 

内 与 右衛門 も、 役儀 を 召し 放されて 閉門 を 仰せつ けられた。 

この 山 内 与 右衛門の 先祖 は 土 佐の 藩主 山 内 公の 一族で あるが、 曾祖父の とき、 わけが あって 土 佐から 伊予に や 

つてき、 その子、 つまり 与 右衛門の 祖父の 代から 松 山の 藩主の 久松 家に 仕えて いたので ある。 

その 年の 十二月 五日、 山 内 与 右衛門に 対して とつぜん 切腹の 命が 下った 。「悪心 を 以て、 天 楽院様 (定英 ) の 

御 心 を 惑わし 奉り、 これによ つて 備前守 様 (定英 の弟定 章) へ 御 不和に 成られ」 たという のが 罪状であった。 は 


魔の 系譜 142 


じめ 遠島ぐ らいと おもって いた 山 内 与 右衛門 は、 切腹と いう ことにな つたのに 憤激して、 切腹 場に きめられた 味 

酒の 長久 寺へ いく 途中、 駕籠の 底 を ふみぬい たと、 『膾 残録』 は 伝えて いる。 前 藩主 兄弟が 不和であった こと は 

不確かで あり、 それ を 理由に する の は 藩の 口実であって、 要するに 藩 内の 勢力 争いの 犠牲者と なった という ほか 

ない。 このと き 山 内 与 右衛門 は 四十 九 歳であった。 

いわゆる 「松 山 騒動」 として 俗に 伝えられる ところでは、 お 家 乗 取りに 加担す る 悪者が 奥 平 久兵衛 で、 剛直の 

土の 山 内 与 右衛門が その 奸計 を 見破った ので それ を 遺恨に 思い、 切腹 させた という ことにな つてい るが、 史料の 

上で はそう した 事実 はま つたく 発見で きないと いう。 

政変の 結果 は、 奥 平 久兵衛 一派の 抬頭 であるが、 享 保の 大 飢饉で 極度に 疲弊した 久万 山地 方の 農民た ちが、 大 

飢饉 後 九 年に して 一 接 をお こすに およんで、 藩 体制 は 再度の 危機 を 招く ことにな つた。 

久万山 は 松 山城 下の 背後に ある 高原 地帯で、 平時 は 天産物に めぐまれて いただけに、 享 保の 飢饉で かえって 多 

大の 被害 をこう むった。 大 飢饉 後、 米価 はうな ぎ 上りに 騰貴した。 享保 二十 年に、 玄米 二 俵の 価格 は 二十 九 匁で 

あつたの が、 六 年 目の 寛 保 元年に は 六十 七 匁と いう おそろしい 値上り を 示した。 それに くらべて、 久万 山地 方の 

特産物であった 茶の 値段 はいち じる しく 下落した。 

久万山 一帯の 住民 は 窮境に 追い こまれた。 しかも 家老の 奥 平 久兵衛 とその 一派 は、 久万 山地 方に 対して 苛斂 誅 

求 を ほしいまま にし、 賄賂 を むさぼり、 裁決に 不公平 をき わめた。 久兵衛 は 自分の 権勢 をた のみに して、 久万山 

地方 を 横領し ようと 企てた が、 まず 重税 を 課して おいて、 久万山 を 自分の 手に入れた のちに 増税した という 住民 

の 非難 を さける こんたんで あつたと 伝えられる。 

こうした やり方が、 久万 山の 住民の 極度の 憤激と、 意志 表示と なって あらわれた。 

すなわち 寛 保 元年に なって 久万 山地 方の 農民 八 百 余人 は、 課税 0 減額 を 歎願して、 松 山城 下に 押し かけようと 


したが、 途中、 代官に さえぎられ、 奉行に 説得され て、 要求の 実行が 不可能で ある こと を 判断す ると、 藩 境 を 超 

えて 隣 藩の 大洲領 に 逃散した ので ある。 おどろい に 松 山 藩 庁 は、 それまで 冷遇 させられ ていた 久松庄 右衛門 を久 

万 山に つかわして 鎮定 を こころみ たが、 容易に 承服す る 様子がない。 一方、 家老の 奥 平 久兵衛 に対して は、 久万 

山騷 動の 責任者と して 「出仕 差留」 の 強硬な 処分が 採られた。 『坐 右録』 によると、 大洲領 に 逃散した 農民の か 

ず は 二 千 八 百 余人に およんだ という。 彼ら は 松 山 藩から きた 役人に たいして は 一 言の 応対 もいた さず、 自分ら の 

願いの 筋 を大洲 侯が 請 合われたら 帰領 する が、 そうでな か つたら どこの 藩へまで も 立ち 越して 強訴 するとい きま 

いた。 事件の 深刻 さ を 憂慮した 久松庄 右衛門た ち は、 久万 山の 菅生 山の 大宝 寺の 住職に 斡旋 を 依頼、 農民の 要求 

の 大部分 を容れ て、 やっと 帰 藩させる ことができた のであった。 こうして 藩 内の 勢力 は 再転した。 奥 平 久兵衛 は、 

越智 郡の 生 名 島に 配流と なり、 久松庄 右衛門、 奥 平 藤左衛 門ら は 権力 を とりもどした。 

奥 平 久兵衛 は 遠島に 処 せられてから 八 年 目に、 松 山 藩から 派遣され た 目 付の 手で 殺害され た。 これに 対して 享 

保 十八 年に 切腹 させられた 山 内 与 右衛門の 子孫 は 亡父 与 右衛門 先知の 百 四十 石 を 下 置され、 馬 廻 組 入 を 仰せつ け 

られ た。 のち 文政 十一 年に は、 時の 藩主 定通 は、 山 内 与 右衛門の 霊 を祀る 神社 を 温泉 郡 朝 美 村に 建てた。 それ は 

たんに 死後の 与 右衛門に 正当な 地位 を 与えよう とする 配慮から ばかりで は あるまい。 切腹 場に おもむく 途中、 い 

きどお りの あまり 駕籠の 底 を ふみぬい たという 与 右衛門の 烈しい 恨み をお それての 故で も あ つたろう。 俗伝で は 

あるが、 山 内 与 右衛門の 亡霊が 岩 城 島に あらわれ、 久兵衛 の 奸策を 藩主の 定喬に 言上 するとい う 話が あるの も、 

譚 その 証左で ある。 奥 平 久兵衛 に 苦しめられた 久万 山の 住民に とって は、 久兵衛 の 政敵であった 山 内 与 右衛門 は、 

虫 犠牲者と も 考えられた のであった ろう。 現在、 山 内 神社 は 松 山城 西の 西 山に 祀られ て ある。 祭主 は 田 内 一嘉 氏で 

魂 

ある。 

3 

I 飢饉が 住民 を 苦しめた 例 は ほかに も ある。 たとえば、 瀬戸 内に のぞむ 宇 摩 郡の 旧豊田 村の あたり は、 もともと 
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天領であった のが、 松 山 藩の 管理に ゆだねられ ると、 租税 は 重くな つた。 住民 は 天領に 復帰したい ねがい を 抱い 

ていたが、 藩 は それ を 警戒した。 ところが 享 保の 大 飢饉に おそわれ ると、 藩の 増税 は 住民に とってた えがたい も 

のにな つた。 豊田 村の 庄屋 今 城 宇兵衛 は、 部落民の 困窮 を 救うた めに、 四、 五 人の 庄屋と 相談して、 減租を 申し 

出ようと した。 しかも それが 松 山 藩で なく、 代官への 直訴 計画であった ことから、 天領 復帰の ねがいが こめられ 

ていたと 推測で きる。 この 計画 は、 部落の 密告者に よって、 松 山 藩の 知る ところと なった。 百姓た ち は 代表者 を 

送って 宇兵衛 のために 弁じた が、 藩 は 宇 兵衛を 死刑に 処 してし まった。 宇 兵衛は 三十 一歳の 若さであった。 その 

屍 は、 村民の 手で 厚く ほうむられ たが、 その後、 宇 兵衛の 亡霊 はしき りに 密告者の 家 をな やましつ づけた。 ある 

いは 火の玉と なって 石段 を ころび まわったり、 あるいは 座敷で 浄瑠璃 会が 催されて いると、 舞台のう しろで 太刀 

打の 音が したり、 そのほか いろいろ 不吉な 現象が たえない ので、 たたり をお それて 宇 兵 衛の霊 を まつり、 今 城 さ 

んと 呼んだ が、 その後 明治 初年に 荒神と 合祀し、 若宮 神社と 称し、 いまでも 今 城さん のうどん 祭と いって、 六月 

十五 日に 同村の 家々 ではう どん を 打 つ て 祭る 習慣が 残 つてい る。 

以上 享 保の 飢饉が いかに 藩 体制 を ゆるがし、 また 部落の 隅々 まで 大きな 波紋 を およぼし たかに ついて 述べた。 

飢饉 はかならず しも 天災 だけにと どまらず、 社会的 事件だった ので ある。 宮本常 一氏 は、 享 保の 飢饉 後西 国で は 

虫送りが さかんになり、 虫送りの さかんな ところ は享 保の 飢饉の 災害の ひどかった ところで ある、 と 推論して い 

る。 それにしても これまで 見た ように、 虫送りに ともなう 亡霊 供養 は、 自然の 悪霊 を 慰撫す るた めで はなく、 飢 

饉に ともなう さまざまな 犠牲者の 鮮烈な 記憶 をな がく 保存しょう とする 意図 も 含まれて いたので ある。 

農民が 自分 たちのた めに 一 身 を 犠牲に した 者の 亡霊 を祀 つた 代表例 はいう まで もな く 佐 倉 藩の 木内宗 吾で ある。 

『地蔵 堂 通夜 物語』 によると 宗 吾の 亡霊の たたりと 思われる 怪 事が 殿中で 起った。 「夜 ふけに 入る に 及び 男女の 

泣 声に、 必死の 泣き声、 大 狂乱の 地獄の 有様に 人々 唯 呆然と あきれる ばかりな り」 という 状態が 毎夜つ づき、 ， 


主の 奥方 は 死んだ、 と 述べて ある。 

さらに 宗 吾の 亡霊 は、 彼と その 子どもたち を 虐殺した 藩主 堀 田 上野 介 正 信に たたった。 正 信 は 精神 錯乱して、 

近習 や 小姓な ど を 妖怪 呼ばわりしながら、 叫びつつ 刃 を ふるって 傷つけ た。 怪我 をす る 者 数 知れず、 藩で は宗吾 

のた たり かも 知れぬ と、 宗 吾の 血筋の 者 を 探し出して、 家名 をつ がせた。 宗 吾の 処刑され た 承 応ニ年 (一六 五三) 

の あくる 年に は、 将 門の 社に 宗 吾の 霊 を 合祀して、 ロ宮明 神と いった。 これ は 口にして はならない 神霊 だとい う 

意味の ことら しい。 もともと 宗 五郎と いう 名な のに、 宗吾 という 名 を 贈って 詫びた。 そのの ち も 堀 田 正 信の 乱心 

はやまず、 幕府から 疑いの 目 を 向けられ、 討 手 を 差しむ けられた が、 とりなす ものが あって、 十二 万 石の 佐 倉 か 

ら信州 飯 田の 一万 石へ 所 易え を 命じられた だけでなく、 正 信 は 飯 田 城に 幽閉され た。 やがて 若 狭 や 淡路に 移され、 

延宝八 年 (一六 八 〇) に は 屠 腹して 死んだ。 また、 佐 倉 領民に 一石に つき 一斗 二 升の 増税 をた くらんだ 奸臣の 一 

人 は 切腹し、 他 は 自殺した。 これにた いして、 宗吾 処刑 後 十 年 もた たない 万 治 三年に は、 幕府が 佐 倉 領民への 救 

米と して、 高 一石に ついて 二割の 免定を 下した。 その 措置に 農民 は 歓呼し、 これ も宗 吾のお かげと ー祠を 建て、 

宗吾霊 神と 称し、 春秋 二回の 祭 をた やさなかった。 宗 吾の 霊 は 宝 暦 二 年 (一七 五一 一) に 百年祭、 享和ニ 年に 百 五 

十 年祭が いとなまれ、 ときの 藩主から、 徳満院 凉風道 閑 居士と いう、 いと も 円満です ずしげ な 法名 を 与えられた。 

それ も宗 吾の 亡霊の たたり をお それて、 とり 入ろうと する 下心が あ つたに ちがいない。 

延 喜の 佐倉宗 五郎と いわれる 今 治に 近い 松 山領延 喜の 庄屋 忠左衛 門 は、 村の 窮状と 代官の 悪辣 さ を 藩の 目安 箱 

譚 に 投じて 訴えた ために、 貞享 三年 (一六 八 六) に 死刑に 処 せられた 人物で ある。 彼の 処刑 後 百 五十 年 以上 経った 

虫 弘化ニ 年 (一八 四 五) に、 村の 庄屋が 墓地の 近くに 小祠 をつ くり、 三嶋 神社の 名で 祀 つた。 それから は、 百姓た 

ちの 参詣 者が あとをたたない というが、 これ を みれば、 農民の 意識が 時代の 底 をく ぐって 地下水の ように つづい 

4 

てい つたこと がわ かる。 
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そうした 農民の 意識 をお それて、 藩 当局が 処刑され た 一 揆の 首謀者の 墓 を こわした 例が ある。 寛 政 五 年 (一七 

九 三) に 宇 和 島 藩の 支 藩 吉田領 に 起った 一揆 は、 首謀者 武左衛 門が 三年 間、 桁 打と なって 一軒一軒 民家 を オルグ 

して あるいた 努力と、 周到な 計画の もとに 実行され た。 衍打 というの は、 扇子 一本 を 手に もって 家の 縁側 や 上り 

がまち に 腰 を かけ、 净 瑠璃 を 語る ので ある。 武左衛 門 は 次の ような 「ちょん がれ」 を 語って あるいた という。 そ 

れは 二百 節から 成る が、 その 一節 を 紹介す る。 

ほんに 皆 さま きいても くんない 四 固のう ちに も 隠れ も ござらぬ 宇 和 島 御 分地 吉 田の 騒動 蔵 方 証 

人 納める 年貢 は 四つが すぎた と 目玉 を むきだし 小言 を まくれば 百姓た まらず ことわり 言う やら 

酒 を だす やら そのうえ ののしり や がてんで ござる と お金 を 包んで そろり と 出 だせば むきだす 目玉 

も ひょっこり ひっこみ にこに こ 笑って ：：： 百姓の のど 首 しぼらぬ 奴ら を おいおい 取り立て 役 かえ 

申せば 吉田は 完全 お 国 も ゆたかに …… ちょん がれ ちょぼくれ 申して 廻る が われらが 口ずさ かか 

らゃ ばばら や 孫ら を 養う 元手に かすかな ことか や うるさい こと だ ホウ ホウ ホウ 

しかし 一 挨 のみ ごとな 成功 は 藩 当局の 恨み を 買い、 詮議の 結果 武左衛 門 は 捕えられて 打 首と なった。 農民 は 石 

碑 をた て 十数 里 をへ だてた 村々 から も 墓参が たえなかった。 そこで 吉 田の 藩 役人 は、 石碑 を こなみじんに 打ちく 

だき、 破片 を 川に 投じた。 そして 武左衛 門 を 祭る こと を 厳禁した。 そのため 彼の 墓 はない が、 陰暦 七月 半ばの 施 

餓鬼の 日に は、 村々 では さかんに 証 太鼓 を 鳴らして、 観音 菩薩への 供養と いって、 特別に 一席の 念仏 をと なえ 武 

左衛門 の 追善 を 怠らない という。 

また 最近まで 旧暦 十月、 亥の 日に おこなう、 亥の子の 行事に 子供た ち は 次の ような かぞえ 歌 をうた つたと いう „^ 


1 つ 檜 木 をお さばきな され 

二つ 不思議 を 下から 願う 

三つ 三 間から 騒動が 起きる 

四つ 吉田を 怨みに 思う 

五つ 命に 覚悟 をな され 

六つ 無情 や 武左衛 門 さま は 

七つ 何にも 我が身に つけて 

八つ 八幡 河原に 揃う  - 

九で 九つ 混 星の 瀬戸で 

十と 武左衛 門 首 切られ 給う 

それ は タカ クラ • テルの 「ハ コネ 用水の 話」 に 出て くる 友 野 与 右衛門 も 同様で ある。 彼 は 用水 完成 (一七 一 1) 

後 処刑され たと 伝えられ るが、 それから 四十 一年 目の 正徳 元年に、 村人 は 公然と 追善す る こと を はばかって、 南 

無 阿弥陀 仏と だけし るして いると いう。 

一 方 また 宇 和 島の 和 霊 神社の ように、 農民に 直接関係がなくても その 信仰が 盛大に いとなまれる ばあい も ある < 

譚 宇 和 島 藩主 伊達 秀宗の 家老 山家 清兵衛 は、 政敵の 桜 田玄蕃 のために 閉門 を 命ぜられ、 ついで 元 和 四 年 (一六 一八) 

魂 子供た ちとと もに 斬殺され た。 一説に よると、 四十 二人の 刺客が 清 兵衛の 寝所に 侵入し 蚊帳の 四隅 を 切って 惨殺 

フ したと いう。 その後 怪異が つづき、 寛 永 九 年 (一六 三 二) に は 金剛 寺の 山門が たおれて、 政敵の 桜 田 玄蕃が 圧死 

I し、 凶作、 地震、 風雲が あつたので、 藩主 伊達 秀宗 もノ イロ ー ゼ となり、 城 を 留守に して 宇 和 高原に 遊行し、 半 
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年 近く も 帰らなかった。 一方 領民た ち は 清 兵 衛の死 を 悲しみ、 ひそかに 城 西の 森 安 荒神の 境内に 小祠 をた てて 崇 

敬し、 山家の 墓所に も 参詣 者が たえず、 ついに は 領内いた ると ころで 山家の 霊 を 氏神に 合祠 するとい う 風習 さえ 

起って くると、 藩主と して は 打つ手 は 一 つし かない。 慶 安四 年 (一 六 五一) に 盛大な 法要 をい となみ、 和 霊 神社 

をた てた。 つまり、 文字 どおり 御霊 を なぐさめる 神社で あるが、 七月 二十 三、 四、 五日の 夏祭の 日に は、 宇 和 島 

や 南 伊予の 農民 は、 松明 や 提灯 をと ぼし、 藁人形 を 作って 虫送りの 行事 を やった そうで ある。 それが つい 昭和 十 

年 ごろまで おこなわれ ていたと いう 話 を 私 は 聞いた ことがある。 

農民た ち は、 自分た ちの 味方と なって 政治の 犠牲者と なった もの を 忘れ はしない。 ただ それ を 自然の サイクル 

の 中に くみ 入れて、 毎年 回想す るので ある。 時間の 継起 を 超えた 反復の 中に、 歴史的な 尖鋭な 事件 を 融解す る。 

農民た ちに は、 自然の 暦に 合せて いつまでも つづく 彼ら 自身の 「記憶の 年代記」 が あるば かりで ある。 それ を か 

りに 「大地の 同化作用」 と 呼ぶ こと はでき ないだ ろうか。 


差別す る ものと 差別され る ものとの 間に は どんな 恐怖が 生まれる か、 という こと を 「憑き ものす じ」 をと おし 

て 考えて みたい。 憑き ものと は 犬 や 狐 や 蛇な どの 動物 神が 人に 憑く こと をい う。 地方に よって はそう した 動物 神 

を 代々 伝え もつ 家す じが ある、 と 信じられ ている。 そこで 動物 神 を もつ 家す じと そうでない 家す じとの 間に 恐怖 

が 生まれる。 この 恐怖が 現在で もどの ように 生きて いるか。 

その 一 例に、 昭和 四十 四 年 五月 一 日の 『高 知 新聞』 が 伝える 高 知 法務局の 婚姻 風習 調査が ある。 それによ ると、 

既婚の 男女 合せて 七 百 人のう ち、 二百 人まで が 犬 神と かへ び 神に 関して 相手方 を 調査して いる。 このうち、 相手 

の 家族に このような 者が いれば 結婚 を 断 わる、 と 答えた ものが 一 一三 人。 さらに 戦後つ 子で ある 未婚の 男女 三 八 

八 人のう ち、 おなじような 回. 答 をした 人 もなん と  一二三 人、 このうち 調査結果 によって は 結婚 を 断 わると 答えた 

者が 八 六 人 もい る。 戦後 二十 四年經 つた 教育と おもい 合せて なんと 背す じが 寒くなる ような 数字で はない か。 政 

治 や 社会の 表層に 立つ さ ざ 波 も、 その 深層に ある 情念 を 動かす ことはなかった という 例が ここに ある。 その 情念 

は 差別と いうつ よい 社会 規制の 枠 を はめられて いるが ゆえにい つそう 不動な ので ある。 
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こうした 例 は 高 知 だけで はない。 昭和 二十 七 年 十二月 十八 日の 『毎日 新聞』 島根 版 は、 大社 町の 男性と 出 雲 市 

の 女性と が 相愛の 仲で ありながら、 女性の 家す じが 狐 持ちと いわれて おり、 男性の 両親が 結婚 を ゆるさなかった。 

そのため 思い あまった 二人 は 場所 はちが うがお なじ 日のお なじ 時刻に 青酸 カリ を あお つ て隔 地心 中 をと げた、 と 

いうめ ずらしい 事件 を 報道して いる。 縁結びの 神で ある 出雲大社のお ひざもとで 起った いたましい 悲劇であった。 

隠岐 島の 海士村 はこと にこうした 悲劇の 多い ところで、 昭和 二十 二 年に は、 同村の 村長が 「人 狐 解消 決議案」 

を 村会に 提案し、 全員 一致で 可決した。 これに もとづいて 同村の 菱海 部落で は、 狐 持ちで ない 家から 五名の 交渉 

委員が えらばれ、 部落 内の 狐 持ちと いわれる 十五、 六 軒の 人た ちと 話し合って、 全 部落民が 神社の 境内に 集合し、 

氏神に たいして 「人 狐 解消 報告」 をした が、 そのと き 祝宴と 称して、 清酒 六 斗 (一升瓶で 六十 本！) を 飲み、 し 

かも その 費用の 一 切 を 狐 持ちの 家々 に 負担 させた という。 なぜ 和解の 酒代 を 勝手に 差別され たほうの 狐 持ちの 家 

家が 負担し なければ ならなかった か、 なんとも 合点の ゆきかね る 話で あるが、 農 漁村の 実態が 浮彫りに されて い 

て 興味が ある。 この 六 斗の 酒 もタダ 飲みであった ことが 松 江 法務局の 報告で はっきり する。 すなわち 海士 村の 男 

女が 昭和 二十 四 年に 結婚した が、 男の 家が 狐 持ちと いうか どで、 女の ほう は 実家から 縁切り をされ た。 また 二十 

五 年に は 同村の 男女が 恋愛関係 におち たが、 こんど は 女の ほうが 狐 持ちであった ために 結婚式に は 男の 親戚 は ほ 

とん ど 出席せ ず、 親類 関係 は 絶縁 状態と なった。 

これによ ると、 憑き ものに 関する かぎり、 差別 は 集団と 集団との あいだに 生まれ、 それ は 婚姻 関係 をむ すぶ ば 

あいに もっと 障害が ある こと は 明確で ある。 この 点 未 解放 部落 も 同様で あるが、 部落 問題と 憑き もの 筋の 問題と 

のちが うと ころ は、 部落が その 名の 示す とおり 地域で 隔離され ている のにたい して、 憑き もの 筋と そうでない 家 

とが 同 一 部落の 中に 混在 雑居して いると いう ことで ある。 また 部落民の 仕返し や 復謦は 現実的な 有効性 を もって 

おり、 白人の リンチに たいする 黒人の 報復と いうよう に、 眼に は 眼 をと いう^で おこなわれる。 部落民が 相手に 


憑き もの をつ けたと いう 話 は 聞かない。 だから 非 部落民 は、 部落民から 現実的に 復謦 される 恐怖 はあって も、 た 

たられる という 怨怖 はない。 憑き もののば あい も 憑き もの 筋が、 わざと 犬 神 や 狐 をつ けた、 という こと はない。 

そういい ふらす の は 祈禱師 などの 第三者、 もしくは 憑き もの 筋と 利害 相反す る 連中で ある。 

しかし 憑き もの 筋のば あいに は 差別 者 はた たられる という 恐怖 を 潜在的に も つてい る ことが 部落と ちがう の だ ( 

この 潜在的な 恐怖 感は 一 般 的に 日本人の 心理の 深層に 古来な がれて いるので あって、 差別 者 ほど それ を 意識せ ず 

こ はすまない という 事実 こそ は 外国に 見られない まさに 日本的 特色で ある。 部落のば あい は 婚姻 や 同 火 同 食 を 忌 

むと いう 穢れの 観念 を 差別に 利用す る ことから 出発して いる。 したがって 接触し ないかぎ り 問題 は 起らない。 し 

かし 憑き もの 筋のば あい は、 地域的に 隔離す る ことで 差別 を 固定 化する こと はでき ない。 なぜなら 差別 者 は 憑き 

もの 筋から たたられる からだ。 この 恐怖が あるかぎり、 差別 者 は 安心す る ことが 不可能で あり、 また そこに デマ 

ゴギ I の 容易に 発生す る 貯水池が ある。 しかし ひるがえって 考えるならば、 この 恐怖 を 保持し、 確認し ないかぎ 

り、 憑き もの 筋の 差別 は 存在し ない。 差別され る ものの 恐怖と 差別す る ものの 恐怖と が 重なりあって、 はじめて 

憑き もの 筋 は 成立す る。 この 両者の 異質の 恐怖 を 結び あわせる のが、 たたりと いう 伝統的な 観念で ある。 

たたりと は 折 口 信 夫に よると、 神が 樹木 を 伝わって 降り 立つ こと を 指す。 それが 相手に 禍を もたらす 経路 は不 

明で あるが、 そこに 漠然と シャ ー マンの 介在 を 暗示す る こと は 可能で ある。 つまり 黒い 魔術 を 使う 妖術 師の 影が 

横切る ので ある。 「のろう」 が 託宣 を 意味す る 「宣 る」 や 沖繙の ノロと 同根で ある ことから 推察され るよう に、 

考 動物 や 植物 や 無生物 を 問わず、 シャ ー マン は 自然 物の 属霊を かき 立てたり、 なだめた りする 力 を もっている とみ 

なされて いる。 

I たたり は、 自然の 悪意に たいする 原始人の 鋭敏な 反応 を 土台に している。 今日で も、 たとえば 旅行に いって 

I 「雨に たたられた」 とする。 すると 私たち はこの 意地悪な 雨に 悪意が あると 感じないで はすまない。 このと き 雨 
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はたんなる 自然現象 以上の 何物 かで ある。 こいつの ために 旅行 はさん ざんだ つたと いう 風に ぼやく。 そのよう に 

して、 こいつ は 非人 称の 代名詞で なくなり、 人格化 された 力と して 私たちに 作用す る。 しかし ここで 考えて みた 

いこと は、 雨 は 一方で は 作物に うるおい を 与える 不可欠の もので あり、 人間への 恩恵 者で ある。 だから こそ、 雨 

に 私たち は 悪意 を 感じる ことが 可能な の だ。 神聖な 土地 をけ がされる ことの 恐怖から、 その 土地 はたたり を 呼ぶ 

場所と みなされる。 同様な 過程 をと おして、 かって は 神の 眷属 であり 人間の 守護霊で もあった 神聖な 動物で ある 

狼 や 犬 や 狐 や 蛇な どが、 相手に たたる 不吉な 動物と して 扱われる。 その 賢明な 性質 は 邪悪 さに、 怜刺 さは 奸黠さ 

にと 印象が 変化す る。 邪神の 誕生 はしかし これら 動物の 罪で はない の だ。 

たとえば 犬 神 はどうして 誕生す るか。 広 江 清 氏が 伝える 『土 佐 国 淵 岳 志』 (一六 六 六) に 次の 記事が ある。 

「ある 人い わく、 讃州 東ムギ というと ころに 何某、 人に 仇 をむ く ゆる 仔細 あり。 然れ ども 天 時いたら ずして 明 

け くれ これ をな げく。 あるとき 手 飼の 犬 を 生きながら 地に 掘り 埋め、 首ば かり 出し、 平生 好む ところの 肉食 を 

-M んじ 

ととのえて 犬に 言いて いわく、 やよ 汝が魂 を われに 与えよ。 いまこの 肉 をく わすべし とて、 くだんの 肉 をく わ 

せ、 刀 をぬ きて 犬の 首 をう ち 落し、 それより して 犬の 魂 を かれが 胸中に 入れ、 彼の 仇 をな したる 人 を かみ 殺し、 

年来の 表 懐 を とげぬ。 それより 彼が 家に 伝わりて 犬 神と いう 者に なり、 婚を なせば その 家に 伝わりて、 さて 土 

佐 国 へ は 境目の 者 彼の 国より 婚姻し ける より 入りき たると いう。」 

生きた 犬 を 土中に 埋めて 絶食 させて おき 好物の 餌 物 を 鼻先に おくと、 犬の 眼が つり 上る。 そこ を 見 はからって 

首を切り おとし、 箱に おさめて 祀 ると、 よく 人に 憑く ようになる、 というの は 本 居 内 遠の 『賤 者考』 や 平 田 篤 胤 

の 『仙 童 異聞』 が 大同小異に 伝える ところで、 ひろく 信じられ てきた ものである。 その 方法の 残酷 さと 特異 さは 

黒 魔術 を 駆使す る 呪術 師の すがた を 想定 させずに はおかない。 その 箱に 納めた 犬の 首 を 利用して、 巫女 は 口よ せ 


をす る。 犬の 霊が 人々 の 家に いって 様子 を 嗅ぎ出し、 それ を 巫女に 告げる からで ある。 

この 犬 神 憑きに 巫女が どんなに 大きな 役割り を はたして いるか、 その実 例 を 速 水 保 孝 氏 は 『憑き もの 持ち 迷 

信』 の 中で 次のように 紹介して いる。 

昭和 二十 六 年に 島根県 邑智郡 矢 上 町で 一 つの 事件が もちあがった。 安部 某の 小作人で ある 三 田 某の 子供が 生ま 

れて 間もなく 死んだ ことから、 その 死因 は 安部 某の 所持す る 犬 神が 子供 を 食い殺し たの だとい う 噂が 立った。 そ 

こで 安部 某 は 親戚 づき あい を ことわられ るし、 安部 某の 妻 も 実家に 不幸が あって 帰った ところ、 葬式に 参加 させ 

て もらえず 追い かえされる という 始末。 あるいは 安部 某の 娘の 縁談が つぎつぎに 破談に なり、 安部 某の 職業で あ 

る 土建業で は、 使用人た ちが 逃げ出して 営業に 差し支え を 生じて きたな どで、 窮地に 追い こまれた 安部 某 は、 松 

江 法務局に 訴え出た ので ある。 

この 申告に もとづいて 係官が 調査した ところ、 事件の 原因 は 安部の 小作人で ある 三 田が 小作 地 を 買い受けたい 

と 再三 申し込む が 安部が 承諾し なかった ことで、 三 田の 安部に たいする 反感が つのり、 それにくわえて 安部が 土 

建 業者で あると ころから、 地主の 上に 相当な 財産家に なった ので、 部落民の 羨望と 嫉妬 を 買って いた。 そのと こ 

ろに たまたま 起った 三 田の 子供の 死が 機縁で、 部落に きていた 妙 光と いう 祈 禱師の 口 を 借りて、 安部の 家 は 犬 神 

持ち だとい いふら し、 それが 大 評判に な つた ものである ことが 判明した。 

この 事件から みるよう に、 憑き ものの 中傷 や 宣伝に は 巫女の はたす 役割が 大きい。 また、 差別され る ものの 方 

が 差別す る 側よりも 実力 を も つてい る にもかかわらず、 いやかえ つ て そのために 共同体から 締め出し をく うとい 

う 事実が ある。 

これ は 金 持の ユダヤ人が 排斥され るのと おなじ 心理で あるよう にみ えながら、 その 排斥の 仕方が 武力 や 法の 規 

制な どの 弾圧に よる もので なく、 デマ によ つて 相手の 立場 を 失わせる 方法 をと つてい る こと を 見の がす こと はで 


r 
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きない。 ァカ 呼ばわり されて 部落に 生きる ことの 辛 さは 経験した もの も 少なくない はずで あるが、 憑き もの 芳の 

差別の 仕方 は、 差別 者が とりつかれる という 恐怖 を 先取りして、 その 恐怖 を 堀の ようにめ ぐらして、 相手の. 差 

別 者 をよ せっけない ばかり か、 怨怖 による 水攻め をお こなう ことに その 特徴が ある。 だから 被差別 者 は 差別 者が 

彼ら を 恐怖す る こと を 恐怖 するとい うこと になる。 差別 者 は 恐怖に よって 和解 するど ころ か、 ますますお のれお 

相手の 憑き もの 筋から 引き はなそう とする。 だから 被差別 者の ほう も、 弾圧に 抗 する 仲間意識 をつ よくもって 団 

結 心 を 誇示し、 狐憑き 筋と いわれる 人々 が 「わが 党 は」 という 言葉で 話しあった りする。 憑き もの 筋の 団せ 5,、1 と 

財力が、 非 憑き もの 筋 を 畏怖させる という 悪循環 を くりかえす ことにな つて、 両者の 恐怖 はます ます 増 一？ ほされ 現 

在に 及んで いる。 

憑き ものの 恐怖心 を あおる に は 巫女と か 霊媒の 存在が 大きい こと は、 前記の 速 水 保 孝 氏の 著書が 公刊され るよ 

うになる と、 氏が 祈禱 者た ちから 生活 権 をう ばう ものであると 脅迫 じみた 抗議 を 受けと つたこと で 明白で ある。 

それにくわえて 憑き もの 筋の 犬 神、 狐、 蛇な どが 移動 可能で あり 勝手に 他家に 入り こむ ことの 恐怖が ある。 嫁に 

いくと、 これらの 動物た ちはついて いくと 信じられて いるが、 ふだんでも それ は 防ぎよう がない。 

大正 十 年 八月 十一 日の 『大分 新聞』 によると、 大分県 南部の ある 漁村で は 犬 神 系の 家庭 を 排斥す る 風習が つよ 

い。 そこへ もって 次の 事件が 起った。 村 上 某の 十六になる 娘 は、 数年 まえから 発作的に 精神 異常 を呈 する くせが 

あつたが、 去る 七月 二十 三日の 夜、 とつぜん 寝所から はね 起きた かとお もうと、 寝巻 すがたの まま、 一目散に 戸 

外 ハカけ 出して、 自宅から 数 町 を へだたる 水 谷 源 十と いう ものの 家の 軒下でば つたり たおれ、 人事不省 こ々 旧った。 

村 上 某と その 妻女 は、 娘の あと を 追つ かけて いって、 この ありさまに おどろき、 これ は 水 谷 源 十の 犬 神が 憑いて 

いるから だと 断定 を 下し、 「これ や 水 谷の 犬 神、 はやく 娘の 身体から 逃げう せぬ と、 近所の 犬 を 集めて かみ 殺さ 

せる ぞ」 と 大声に 叫びながら、 娘の 背 を はげしく 殴打した。 失神した 娘 はやが て 息 を 吹き かえした。 あくる 日の 


朝、 村 上 宅で は 祭の 餅 をつ いていた が、 娘が 寝所から 起き あがり、 蛇の ような かっこうで 庭に 這い 出し、 道路 を 

のた 打ちながら、 またも 源 十 方の 軒下に 這い 込んだ。 そこで 今度 も 前日と おなじようにして 娘 を 正 気づかせ 家に 

つれて かえった。 この 事件が あって 水 谷 源 十の 一家 は 悲歎の どん底に おちいり、 ことに 口の わるい 漁民の 非難 を 

こめた 噂から、 源 十の 妹 は 婚家から 離縁され て かえると いう ことで、 この 汚名と 屈辱に たまり かねた 水 谷 源 十 は 

村 上 某 夫妻と その 娘 を 名誉毀損で 訴えた ので ある。 

精神 異常の 娘の たおれた ところが たまたま 水 谷 源 十の 家の 軒下であった ことが わざわいだった。 娘 は 二日 目に 

は 蛇の かっこう をした の だから 蛇 神に 憑かれた と 考えた がよ いので ある けれども、 娘に とって は 犬 神 も 蛇 神 も 区 

別の つかない 要するに 外道であった のであろう。 しかし ここで 恐怖すべき こと は、 このような 部落で はだれ もが 

犬 神 呼ばわり をまぬ かれない という ことで ある。 それ はいくら 否認しても、 もはや だめな の だ。 娘が その 家の ま 

えで たおれた という ことが、 まぎれ もない 証拠な ので ある。 それ は 社会に 恐慌 状態が 呈出され たと きに スパイ 呼 

ば わりされ はしない かとい う 恐怖と 酷似して いる。 しかも 熔印を 押す ほうが、 そう 固く 信じて いるから いっそう 

始末が わるい の だ。 こうした パニック 状態が 日常 的に 固定 化する とき、 憑き もの 筋 は 否応なしに 殲滅 させられた 

ので ある。 長 曾 我 部 元 親が、 土佐幡 多の 一郷に 垣根 を こしらえ、 その 中の 男女 を ひとりのこらず 焼き殺し たとい 

う 有名な 伝承が ある。 また 宝 暦の 末に は、 松 江 藩 は 狐憑き を 入牢 させたり、 狐 を 祈り 殺せな どと 指令し、 その 絶 

滅を はか つてい る。 

考 

^ ここで 私が 思い出す の は、 戦時下の 東京で 「蛇 星の 娘が かどわかされた」 という 醇が ひろがつ たこと である 

大 物資が 欠乏し 人心の 荒廃した 戦争 末期の 首都で、 このように 説教 本に 出て くるよう な 陰惨な デマが 横行した こと 

0 よ、 作為した もので あれ、 自然発生 的で あれ、 深い 意味 を もっと 考えられる。 それ は 期せず して、 ささくれ 立つ 
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た 人間の、 七をレ つそう 逆な です るよう なパ 二 ック 状態 を 日本人の 意識の 深層に 作り出し たものに ほかなら なかつ 

た。 疑心暗鬼の 生み出す 恐怖 や スパイ 呼ばわり される 不安、 おそらく それ は 憑き もの 筋の 恐怖と は 無縁で ない の 

た。 トウ ビ ヨウ (蛇 神) すじと か 犬 神す じと 呼ばれる ときの、 傷 あとに 塩 をす りこむ ような 恐怖 は、 貧し さが 曼 

性 化して いる 山村 や 漁村の 荒涼と した 風景 をぬ きに 考えられる もので はない。 そこで は 貧し さが 共同 本 を 作って 

豊か さ を はじき 出そうと、 執念 を かける ので ある。 犬 神す じ や 蛇 神す じ は、 山陰 や 土 佐な どの 僻地に 多く みられ 

る 現象で、 物資の 貧し さと ふかく からみ 合って いる。 

しかし 貧し さが 豊か さ を 恐怖す る 例 は 現代の 企業 や 組合 や 政党に も みられな いこと はない。 そこで は 貧し さ— 

—精神の 貧し さが、 豊か さ を はじき 出そうと 全力 を あげる。 精神の 貧し さの 作った 共同 本が 組織の 名で 呼.、 ょュ る。 

無能力な 者が 能力の ある もの を 恐怖し、 あらゆる 卑小な 陰謀 を もちいて 団結す る。 豊か さへの 恐怖、 それが 現弋 

の 犬 神す じ を 成立させる。 奈良時代から 今日に いたる まで、 「良民」 の 「良」 に は 何の 意味 もない。 それよ 貧し 

さの 代名詞で しかな く、 一種の 虚辞で ある。 良民 証と は 貧しい ものが、 その 貧し さ を 逆手に とって 共同体 を 形成 

し、 豊かな もの を 仲間に 入れない ための 検閲 証明書で ある 0 「良」 が 消極的な 意味し かもたない こと は、 私の 独 

断で はない。 日本人の 伝統 意識の 中で は 「悪」 は 積極的な 意味 を もつ ので ある。 「悪」 の 伝統 意識が 日本の 近 £K 

文学の 中で は 衰弱して いる こと を 『不幸な 芸術』 で 指摘した の は 柳 田 国 男であった。 今日、 異端 や 狂気が 復権 を 

求めて いるの は、 そうした ことと つながりが あると 私 は 思う。 すなわち 異端 や 狂気 は 一見 先端的 思想に みえる け 

れ ども、 その実 は 伝統的 意識の 恢復 をめ ざす ものに ほかなら ない。 それ は 良民から 排除され る 恐怖、 差別 者が 被 

差別 者 を 恐怖す る ことへの 恐怖 を 克服す る 思想 運動で ある。 現代の 企業、 組合、 政党な どの 良民 意識と 組織への 

し 力みつ きが 産み出す r 大神 すじ」 の 差別 思想 …… それ を 打破る ものと して 私たち は 夢野久 作の 『犬 神 博士』 一 

冊 を も つてい る 0 
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ト^ 八 雲の 紹介した 日本のお 伽噺の 中に、 ものぐさな 武士の 妻が 畳のへ りに つき 刺して 捨てた 爪楊枝の 霊 力 

毎夜 両刀 を さした 小さな 侍た ちとな つて あらわれ 「ちんちん 小 袴、 夜 も ふけ 候」 と はやした て、 嘲笑 を 浴びせ か 

けて その 妻 をノィ 口 ー ゼ におと し 入れる とい つ た 話が ある。 

この 笑いの 無気味 さは、 まさしく 生命の ない 事物が ひよ つと すると 生命が あるので は あるまい かとい う 疑惑 を 

読者に 与える ところに ある。 ここで 私 は ホフマンの 『砂 男』 を 思い出す。 作 中の 悪役 コッポ ー ラは 眼鏡 や 望遠鏡 

など を 売り歩く 男で あり、 コ ッボ ー ラと 交渉の ある シ ュ パ ランツァ 二 教授 は オリンピア という 精巧な 自動人形の 

製作者で ある。 教授 は 生き物と 寸分ち がわない 美女 を 作り あげたが、 コッポ ー ラ から 人形の 顔に はめる 眼 をぬ す 

んだ ために 二人の あいだに 破局が おとずれる。 コ ッポ ー ラは うばいとった 人形 を かついで 「ぞっとす るよう にす 

る どく 高笑い をしながら」 いそいで 階段 を かけおりる。 打ちのめされた 教授 はの たうち まわりながら、 床に ころ 

がって いる 一 対の 血 まみれの 人形の 眼 をみ て 叫び わめきつ づける。 

作り ものの 眼と いい、 ぜんまい 仕掛の 人形と いい、 それが いのち を かけて あらそわれる ところに、 人造人間 S 
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の 関心の つよい ドイツ 的 伝統の 一場面 を 私 はみ る わけ だが、 フロ イト は 『無気味な もの』 という 論文で 『砂 男』 

の 「眼」 は 小児の 去勢 コンプレックスの 不安 を 象徴す る ものと 分析して いる。 

この フ 口 イトの 解釈 はさし あたって 不要で ある。 ここで 必要な の は、 彼が 同 論文で 紹介して いる ィヱン チュと 

いう 人の 次の 見解で ある。 ィ H ンチュ は 無気味な ものと は 「外見 上 生きて いるよう にみ える ものが 本当に 生きて 

いるの かどう かとい う 疑惑、 また 逆に、 生命の ない 事物に ひょっと 生命が あるので は あるまい かとい う 疑惑」 だ 

といって いる。 

さきに あげた 「ちんちん 小 袴」 の 例 はま さしくそう である。 夢野久 作の 『一足お 先に』 という 作品で は、 義足 

の 先が 冬になる と 霜 やけに かかった ようにむ ずが ゆくな り、 それで 義足に 足袋 を はかせ、 寝る とき は 義足 をよ ず 

して 別の 布団に 入れて 湯 タンボ を 抱かせない では 気がすまない — という 箇所が でて くるが、 四肢の いずれ か を 

切 街した 患者が、 これに 類す る 幻覚 心理 を 体験す る こと は、 医者の あいだで は 常識で ある。 

この 作品の 無気味な おかし さは、 義足が とりかえ のきく 道具で あると いう 面で は 機械的な ものであるが、 しか 

し 肉体の 一 部と しての 機能的な 役割 を 確実に 果してい ると いう 点で は、 生きた ものに 属して いると いう ことで あ 

る。 眼鏡 (義眼)、 義歯、 義足 をな くした 人間が いかに 不完全な もので あるか を 想像す る だけで、 それらの もの 

力 肉体に いかに 不可欠な もので あり、 人工 肉体と でも 呼ぶべき もので あるかが 分る。 義足のば あい は それが 極度 

の 幻想 を 生み出し たので ある。 

ベ ルグ ソンの 有名な 定義に したがえば、 笑い は 生ける ものの 上に 貼りつ いた 機械的な ものと いう ことにな つて 

い 7。 しかし 機械的な ものと 生きた ものの 区別に 疑惑 を 抱く とき、 この 定義で は 説明 不充分な もの を 感じる。 

たとえば 多くの 人が みた ことの ある ァゥ シュ ヴィッツの 写真に は、 胸 ふさがる 情景に まじって、 虐殺され た、 

たちの 眼鏡 や 義歯 や 義足が 山積みに なって いる 写真が ある。 すべて を 分類し 整 里し つくさ f こよお か， V ド イノ 
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的 几帳面 さが、 目的意識 を 喪失す るまでの 完璧 さで 示されて いるのに， だれし も ある 種のお 力 を 感じな， >  で 

はすまない。 品物 選別に みられる 徹底した 執念が、 大量 虐殺への 無関心と うらはらに 存在す ると ころが 喜劇 的な 

の だ。 ァ ゥシュ ヴィッツの 虐殺 者た ち は、 生ける ものの かわりに 機械的な もの を えらびと つたの だ。 しかし その 

機械的な ものが 肉体の 部分の 代用品で ある ことが、 その 笑い を ふくざつに する。 

ナチズムに とって 人間 は 政治の 道具と して 機械で しかない。 つまり 人間 は 部品で ある。 その 人間の さらに 部品 

として、 いわば 部品の 部品と して 眼鏡 や 義歯 や 義足が ある。 機械 嗜好に たいする ドイツ 民族の 伝統 は、 ナチズム 

によって 歪曲され た 形で、 極端にまで おしすすめられた。 ァ ゥシュ ヴィッツの ドイツ人 たち は、 ガス 室で 窒息死 

さき 究却 炉で灭 にした 生者に たいして 「外見 上 は 生きて いるよう にみ える ものが、 本当に 生きて いるの かどう 力 

という 疑惑」 に捉 われた のではなかった か。 と 同時に、 眼鏡 や 義齒ゃ 義足 を 分類 整理しながら、 「生命の ない 事 

物に ひよ つと 生命が あるので は あるまい か」 という 疑惑 を もった としても ふしぎで はない 

生命 を 機械と 考え、 機械 を 生命と 考える 混迷が、 彼らの 精神 を 人間の 地位から 動物へ と 堕落 させた の はいう ま 

でもない が、 その ドイツ 的き まじめ さが、 ベルグ ソン 流の 「とりちがえの 喜劇」 に 気がついて いないと ころに い 

つそう のお かしみ を さそう ので ある。 

しかし また このお かし さに はもう 一 つの 別の 理由が あると 私 は 考える。 涙に は 対象との 関係の 確認が 強調され、 

笑いのば あいに は 対象との 関係の 拒絶が 力説され る。 ァ ゥシュ ヴィッツの やせほそった 人た ち を 私たち は 完全に 

対象 化する こと はでき ない。 それが 身体の 一 部であった としたと ころで おなじで ある。 しかし 前述の 眼鏡 や 義歯 

や 義足 は、 人体の 一部と はいえ、 血の かよわない 道具で ある ことに 変り ないた めに、 私たち は それら を 完全に 対 

象 化する ことができる。 そして 笑う の だが、 しかし それ は 人体の 一部 を 想像 させないで はおかない ために、 いき 

お い 陰： # な 笑 いとなら ざ る を 得な い 。 
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涙 は 完全に 相手 を 対象 化する ことができない ところから 生まれる。 『雨 月 物語』 の 「白 峯」 は、 崇徳 上皇の 御 

陵に 参詣した 西 行が、 彼の まえに 姿 を あらわす 上皇の 亡霊と 問答し、 諫める という 筋書きの ものであるが、 その 

一筋に 「新 院 からからと 笑わせた まい、 汝 しらず、 ちかごろの 世の みだれ は 朕が なす わざな り。 生きて ありし日 

より 魔道に こころざし を かたぶけ て、 平 治の 乱 をお こさし め、 死して なお 朝家に 祟 をな す。 見よ 見よ、 やがて 天 

が 下に 大乱 を 生ぜし めん」 と 豪語す る条が ある。 崇徳帝 (新 院) は、 はじめ 配流の 地に 涙に かきくれて すごして 

いたが、 やがて 涙に とってかわって、 からからと 笑う 悪魔 的な 笑いが 生まれた。 悲しみ を 極度に おしつめ ると 笑 

いが 生まれる というの は、 錯乱の ために 発狂す るに せよ、 崇徳 上皇の ように 復譬 鬼と なる にせよ、 自分と 対象と 

の 関係 を 断念し、 自分 を 対象の 外に 置く 行為で ある。 崇徳院 の 戦闘 性 は、 彼が 涙 を ふりすてて 復簪を 誓った 瞬間 

から 始まる。 その 攻撃 は 数百 年の あいだ、 朝野 を 震撼させずに はおかなかった。 

ここで 問題 を 現代に おいてみ る ことにすると、 涙の 情緒 は 自己と 対象の 同 一 化の 確認で あるの だから 滑らかで 

あり、 笑いの 情緒 は 同一 化の 否認で あるから 波立って いると いう ことができる。 太平洋戦争が 自己と 対象との 同 

1 性の 確認 を 強制され た 涙の 時代であった とすれば、 戦後 社会 は、 自己と 対象の 同一 性の 否認から はじまつ たこ 

とも 事実で ある。 権威 ある 対象への 嘲笑 は、 戦後と それ 以前と を 区別す る 重要な 指標で ある。 悲哀 は 個性 化と 普 

遍 化の 中間に 位し、 双方に 動揺す ると ころから 生じる。 自己 を 完全に 普遍 化する 不可能な 幻影 を 捨て きれないた 

めに かえ つ て 個性 化 を 徹底す る こと もで きない。 

もし 自己の 個性 化 を 徹底しょう とすれば 涙と き つばり 訣別し なければ ならない、 という 教訓 を 戦後 社会 は 先行 

する 時代から まなんだ ので ある。 しかし、 戦後 体制が 確立す るに つれて、 自己と 対象との 同一 性の 確認が、 戦後 

民主主義の 名の 下に 強制され る。 姿 を かえた 涙の 時代が 再帰し はじめた の だ。 それにた いして 若い 世代の 造反が 

いたるところに 起った の も 当然と いわねば ならぬ。 戦後 民主主義が 対話 を 基調と 考える のにたい して、 若い 世代 
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は 対象との 同一 性 を 否認す ると ころから して 対話 を 拒絶す る。 批判の 刃 は 対象に むけられる だけでなく、 自分に 

もむ けられ、 自己との 同一 性 を 否認す る。 自己 否定と いう 言葉が それで ある。 戦争 時代 を 否定す る 戦後 民主主義 

を さらに 否定す る 若い 世代の 主張 は、 多くの 共感 をよ ぶ 要素 を 含んで いる。 けれども そこに は、 蒼 ざめ たパ ロデ 

ィが ある だけで、 するどい 嘲笑 や 哄笑がない。 

柳 田 国 男に よると、 笑い はもと もと 戦闘に 使われた ものだった と い う。 「あらそって 相手 を 制する に は 嘲弄と 

いう ものが あって、 敵 を 笑わる る 者と し 味方 を 笑う 者と する ことによって、 しばしば 武器 腕力の 行使 を 節約した 

のでよ ない， A o」 (『笑の 本願』) そうだと すれば、 相手の 息の根 をと める 悪口 や 嘲罵に よって 対象 を 戯画 化し、 笑 

いものに する ことで、 その 力 をう ばう という 方策が いちじるしく 欠けて はいまい か。 真の 敵に はおし みなく 嘲笑 

を 浴びせ かけ、 そこに 節度 や 手心が あって はならぬ。 言葉の 行使の かわりに ゲバ 棒 を ふるう の も、 精神の 怠惰の 

あらわれ である。 対象との 共感 を 拒絶す る ことから 笑いが 生まれる という 理由、 すなわち 同情の 欠如と いう 理由 

で、 ボ ー ドレ ー ルは 笑いが 悪魔 的で ある こと を 指摘した。 しかしお なじ 理由から 二 ー チヱ は、 イエスが 笑わな か 

つたと 責めた ので ある。 つまり イエス は 人生 を 対象 化して ながめる に は 若す ぎた と 非難した の だ。 しかし 敵に た 

いする ィ ュ スの 容赦ない 嘲罵 は 嘲笑と 紙 一 重で ある。 むしろ 悪霊に 憑かれた 連中 はィ 二 スを 自分の 仲間と 考えて 

いたにち がいない ところから 考えて みても、 イエスの 嘲罵 は 悪魔 的な 呪詛 といって よい ほど、 この 上な く 戦闘的 

であり、 二 ー チ ヱ の 非難 はかならず しも 当 を 得た もので はない。 

現代に 敵への するどい 嘲笑 や 諷刺が 不足して いるの は、 どこか 病的な 気がする。 日常 性への 挑戦と か 狂 貧と 力 

が 言葉と して もてはやされ るが、 それに ともなう 笑いが 沸騰 しないと いう 点で は 現代 は 暗い 時代と いわねば なら 

人間が コンビ ュ— タ— の もたらす 情報に ふりまわされて、 失語症に かかって いる 時代で あり、 人間が 自分の 

手に 確実に 主 本 生 をに ぎりし める ことに 不安 を 感じて いる 時代で ある。 自信 を 喪失した 精神から 笑いが 生まれる 
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気づ 力い はない。 狂気 は 結構 だし、 日常 性との 断絶 も 賛成 だが その 暗い 錯乱 は、 聖 なる 狂気と は ほど 遠い ので あ 

る。 能の 中で 狂女 物と いわれる ものに は、 もともと 神に 奉仕した 女の 憑かれた 状態の 残像が ある、 と 柳 田 は どこ 

かに 書いて いたが、 狂女の 笑い は、 いわば 日常 性 を 超えた もので あり、 神と 人との 距離 を ちぢめる ものであった。 

そこに 物狂いの 美が あった。 つまり 笑い は聖 なる 狂気に つながる ものであった。 笑い を もって 神の 御機嫌 をと り 

むすび、 笑い を もって 敵 をた おすと いう 精神の 衰弱 こそ、 現代の 特徴と 呼べる ものである。 

現代人 は ァゥシ ュ ヴィッツ 体験 や 原爆 体験に よって 涙と は 訣別した が、 笑い を 生む にいた つて はいない。 ブル 

ジョヮ も 独占資本 も、 かっての ように、 その 素朴で 凶悪な 実体 を もって 私たちの 視野に 立ちはだかる こと はない。 

戯画 化する 相手の 像 を 見失い、 嘲笑 を あびせ かける 敵の 実体が つかめぬ 無気味 さが 霧の ように 現代の 社会 を蔽っ 

ている。 そこで 人々 は 当然 無気味 さの 表現 を あれこれと 考える。 怪奇なる もの、 無気味なる ものが、 笑いの 代用 

品と して 現代人の 心情 を ひきつける。 人々 は 擬似 的な 笑い を 無気味な ものの 中に 発見して それに 満足す るが、 そ 

れは ラブ レ— や セル ヴ アン テス の 哄笑と は ほどとおい ものである。 

ここで 私 は 夢 野 久作を その 例外と してと りあげねば ならないだろう。 夢 野の 作品の 中には、 どれ をと つても 痛 

烈な 笑いが あり、 その 笑い は 無気味な ものの 中に ある 病的な 部分 をぬ ぐいと る净化 作用の はたらき を も つてい る。 

たとえば 『いなか、 の、 じけん』 にで てく る さまざまな ェ ピソ ー ドは 病的 雰囲気から ほどとおい 凄絶な 笑いに み 

ちている。 『ココ ナットの 実』 では、 窓の 下に 爆弾 を 投げた 美少女が 「恋と いう ものの 詰まらな さ ：：： ァホ ラシ 

サをゾ クゾク する ほど 感じさせられながら、 シン ミリした 火薬の 煙と 腥ぃ 血の 句の 中に 立ちす くんで いる」 シ ー 

ンが 最後と なって いる。 ここから は 少女の 笑い声が 読者の 耳に は つきり 聞え てく る。 

夢 野 ほど、 作品の 中に 笑い声 を 入れた 作家 はない と 断言して よい。 それ は 笑い声で あると 同時に 笑いの 精神で 

あり、 その 笑い は、 恐怖 を ともなわずに はすまない 笑いであって、 お茶の 間の 笑いと は ほど 遠い。 なかこ は 『狂 
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人 は 笑う』 と はっきり 題名に うたって いるもの も あるが、 恐怖と 笑い ■ 狂気と 笑いと が 作品の な 力で はなれが た 

くむす びつ いている という 点で、 夢 野 は、 狂 笑の 論理と は 何かとい う 冒頭の 主題 を 私たちに 投げ かけずに はお か 

ない。 

夢野久 作はゴ ー ル から スタ ー 卜へ あるいて いった 作家で ある。 彼 は 涙 を 先 どり する ものと して、 涙の はてに 笑 

い を 置き、 日常 性 を 先 どり する ものと して、 その はてに 狂気 をお いたの だ。 人間 は 他人の 死 を 死ぬ こと もで きな 

いし、 他人の 悩み をに なう こと もで きない。 涙と 日常 的 思考が 無効な 地点で、 夢 野の 狂気の 笑いが 爆発す る。 夢 

野の 文学の 特徴 は、 多くの 作品が 作 中 人物 または 読者との 共感の 上に 成立す るのと まったく 反対に、 他者との 断 

絶 あるいは 拒否の 上に 花 を 咲かせて いる ことで ある。 しかし これ は 永久に 夢 野 ひとりの 特徴に 帰す ベ きこと であ 

ろうか。 ギ リシ ァ 神話 を かえりみ るまで もな く 狂気と 笑い は 古代からの 所産な ので ある。 

シャ ー マ ン である ァメ  ノウ ズ メが 神々 のまえ で 猥雑な おどり をみ せて 哄笑 を ひきおこ したの は、 わが国の 神話 

の はじまり である。 ブリュ —ゲルな どのえ がく 中世 期の いなかの 狂 宴に も 笑いが つきものであった。 とすれば 狂 

気と 笑いと いう 主題 は、 人類史の 暗部 をく ぐって、 時折 噴出しながら 今日まで つづいて きた 人間の 原始的 情念の 

一 つと 考えて よい。 夢 野の 作品 は その 変奏曲で あると みるべき ではない か。 人間が 狂気 を 求める 時代に はいった 

とみるべき 徴候 はたし かに ある。 しかし それと 共に 笑い を もとめる 精神 は、 マン ガ 文化 程度のと ころに とどまつ 

ており、 その 衰弱 はま だ 回復の しるし をみ せて いない。 胡椒 を ふりかけ たような 笑い は 起って いない。 

私が 現代に はじまりつつ ある 現象の 側面で ある 狂気 をみ とめながら、 しかし それだけ では 病的で あると 断ず る 

所以 は、 一切の ケチ くさい もの、 思い あがった もの、 ぎくしゃくし たもの、 匕首 を ひらめかしながら おどりかか 

る どす 黒い ものに あびせ かける 笑いの 不在 を もみと めざる を 得ない からで ある。 


魔の 系譜 164 


装： 


久留米 市の 石橋 美術館で、 青木 繁の 「大穴 牟遅 命」 と 題す る 絵の まえに 立った ときの 衝撃 は、 今でもよ みがえ 

ら せる ことができる。 単純な 構成で ある。 屈強な 素 裸の 若者が、 力なく 片手 を あげて、 死んだ ように 地面に よこ 

た わって いる。 眼 はと じ、 口 はかす かに 開いて いる。 その かたわらに 二人の 女が うずくまつ ている。 ひとり はの 

けぞ つた 若者の 顔 を 見守り、 もう ひとりの 女 は、 正面 をむ いて 片 っぽう の 胸 乳 をつ かんで いる。 このように 死と 

エロスと 再生と を 大胆に 語った 絵 を、 私 は 知らない。 作者 は 若者 を 描く のに 日 傭 労働者 を 一日 だけ モデルに した 

の だと 同 美術館 主事の 田 中 幸 夫 氏 は 語って いた。 私 は 石 人山 古墳で みたせい の 高い 石 人 像の 粗い タツ チを 思い 浮 

ベた。 この 絵 は、 女た ちの 髪 かたちから 古代 ふうの 題材 をえ らんだ ことが 分る という だけの もので、 わ だつ みの 

いろ この 宮の 物語 的な 粉飾 を はぎとつ ている。 それだけに かえって 神話の 核が 画面に むき 出しに なって いるのに 

おどろい たの だ。 H  ロス は 死の 姉妹で あると 同様に 再生の 姉妹で も ある。 青木 繁が 神話の 本質に 肉迫す る このよ 

うな 絵 を なぜ 描き 得た かとい う 疑問 は、 また なぜ 彼が 好んで 日本の 神話 をテ ー マ にした かとい う 疑問に つなが つ 

ていった。 そして 彼が 久留米 出身で あれば 当然で あると 私 は ひとり 合点した。 私は筑 後川 流域に 集中す る 装飾 古 
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墳を 見て きたば かりのと きだった から。 黄泉 国から 帰った 私の 眼に、 青木 繁の 「大穴 牟遅 命」 が 妖しい 美し さで 

迫って きたの は 無理から ぬ ことであった かも 分らない。 しかし 大穴 牟遅 すなわち 大国 主の 悲劇 は、 古墳と 無縁で 

ある わけで ない。 彼が とじこめられ たへ ビの室 ムカデ の 室 は 横穴 式 古墳であった。 もう 十数 年 まえの こと だが 私 

はそう 考えて 考古学者の 小 林 行 雄 氏に 話す と、 考古学 的に みて そう 判断して わるい という 根拠 はない、 と 二重の 

否定 詞を 使って みとめる 小 林 氏ら しい 返事が かえって きた。 水野祐 氏の 『勾玉』 という 書物 をよ むと、 出 雲の 玉 

造に ある 岩屋 寺の 横穴で、 二 匹の 大 まむしに おそわれて 命から がら 逃げ出した ことが 記されて いる。 しかし まむ 

し は 出 雲 名物と はか ぎらない。 私が 装飾 古墳の 旅行に 出かける とき、 九大の 闳崎敬 氏 は、 まむしが 石棺の 中に ひ 

そんで いる ことがあ るから 気をつけた がいいと 注意して くれた。 久留 米の 浦 山 古墳 は 蛇の あと をつ いてい つて 発 

見した と 現場の 人から 聞いた 位で ある。 

九州の 装飾 古墳 は 阿蘇 火山の 凝灰岩が もたらした 石造の 作品で ある。 凝灰岩の やわらかな 岩 質が、 古墳の 石棺 

や 石 壁、 石 人 石 馬に 彫刻 を ほどこし、 絵 を かく こと を 容易に したの だ。 阿蘇 熔岩の 分布 圏が、 九州の 古代 文化の 

勢力圏と 重なり あう という 特殊な 条件の 上に 古代人の 願望が 表現され た。 その 絵画と 彫刻が われわれに 訴える も 

の は、 考古学 や 古代の 文献な どの 知識の 助け を 借りる 必要の ない、 古代人の 魂の ィメ ー ジの 直接 性で ある。 

一度で も 装飾 古墳 をみ た 人が あるの なら、 それが ふしぎな 体験 だとい うこと を 誰し も 否定し がたいだろう。 千 

年後の 自分の 子孫に 対面 するとき、 その子 孫が 私にたい して 抱く 無気味 さと 同様な もの を、 私 は 装飾 古墳の 中に 

発見す るので ある。 ふしぎ さは それだけ でない。 無気味 さ を 手探りしながら 装飾 古墳 をみ ている と、 分らない も 

のの 中に ひじょう によく 分る ものが ある。 それ は 呪術に よ つて 千 数百 年 も 岩穴に とじこめられ 凍結され たま ま 生 

きている 時間で あると いう ほかない。 カトリシズムで いう 現存が そこに は みられる の だ。 多くの 人た ち 力 装飾 古 

墳の 中に 直接 性 をみ とめる の も そのこと に 関係が あると 私 は 思う。 


今度の 旅に 出る にあた つて は、 装飾 古墳が どのような 状態に あるか を 報告 するとい う 義務 を 私 は 自分に 負わせ 

ていた。 本稿 も その 目的に そって 書く ことにする。 

旅の 順序に したがって 報告書 をつ くると なれば、 私 はまず 福岡県 嘉穂 郡の 桂 川 町に ある 王 塚 古墳 をみ たので あ 

る。 知る とおり 王 塚 は 装飾 古墳の 中で もっとも 多彩な 顔料 を 使って 死者の 宇宙 を 創造した 代表的な ものの 一 つで 

ある。 その きらびやか さは、 かって 王 塚 をみ る 者の 魂 をう ばった。 王 塚で 特徴 的な の は 一面に 施された 連続 三角 

文で ある。 三角形 は 絶対的な 形象で あり、 円よりも 抽象的で ある。 三角形の 抽象 性の 連続 使用から みちびき 出さ 

れる 絶対 性の 観念 は、 威厳に みちた 王者の かざりに もっとも ふさわしい ものであった。 だが、 後室 奥 壁の 王権 を 

象徴す る 三角 文 はもと より、 有名な 飾り 馬 も、 満天の 星 を あらわす 黄の 小 文の 群 も 見る 影な くう すれて いた。 そ 

れ ばかりで ない。 今にもく ずれ 落ちよう とする 死者の 宇宙の 天井 を、 三十 四 本の 金属 パイプの サボ ー タ ー が 支え 

ている のにぶ つつかった とき、 さすがに 私の 顔 は こわばった。 それ は 瀕死の 装飾 古墳であった。 王 塚に ついての 

話 は 聞いて はいた。 しかし 手探りす る 盲目の 王の ような すがたで 私の まえに 現われようと は 思いがけな か つたの 

だ。 私の 伝え聞く ところでは、 まえに 一度、 ひびわれ を 防ぐ ために セメントで 補強 工事 をお こなった が、 それが 

かえって 保存 を 悪化させる 原因と なった という。 セメントの 隙間に 水が たまり、 その 水が 石室 を 攻撃す る。 じつ 

さい 滝の ような 水滴が 天井から 落ちて いる。 だから 石室の 補強 工事が その 崩壊 を はやめる こと も あるの だ。 石室 

の 亀裂 は、 二、 三年 まえから 速度 を 速めた。 

一 昨年から ま つたく 参観 者をシ ャ ッ ト アウトした。 私が 桂 川 町 教育委員会の 好意で 特別に 見る こと を ゆるされ 

たの は、 一 九 六 四 年 二月 号の 雑誌 『太陽』 で 装飾 古墳 を 特集した という 事情が あるから である。 それまで 専門家 

の 間に だけ 知られて いた 装飾 古墳 は、 それ を 契機に 世間の 注目 を 浴びる ことにな つた。 じじつ 私が 訪れた ほう ぼ 
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うの 教育委員会に は、 たいてい 手始 にょごれ あるいは 表紙の とれた 当時の 『太陽』 がお いてあった。 装飾 古墳 を 

紹介した ことから 参観 者 は 急激に ふえた。 それと 同時に 充分の 保存 対策 を 考えて いなか つた 古墳の 損傷 も 目立つ 

ようになった。 一部の 参観 者 は 岩壁の 面 を 故意に 傷つけ た。 それでなくても 身体で 壁面が こすれる。 外部から 力 

ビを もちこまれる。 外気との 触れ あいや、 カメラ マ ンが ライト を あて フラッシュ をた くこと で 乾燥が ひどくなる ( 

『太陽』 の 特集に は 装飾 古墳が 崩壊に むか つてい る 状況への 警告の 意味が あつたの だが、 その 警告 は 皮肉に も 崩 

壊 を はやめる ことに 役立った ので ある。 装飾 古墳の 保存 状況 を 知りたい という 今回の 旅の 衝迫 は、 一 に その 焦慮 

感に かかって いる。 そして はやく も 最初の 古墳で、 私 は 廃 王 さながらの 古墳に 立ち合わされ たの だ。 戦後 筑豊が 

景気に. 沸いた とき、 王 塚 古墳の 下に 坑道 を 走らせる 計画が すすめられた。 それに 反対し、 白刃 を ひつ さげた 暴力 

団の おどしに 屈せず 王 塚 を 守り抜いた 桂 川 町の 西 村 一 一馬 氏の こと は 美談と して 残って いる。 また 現に 古墳の 入口 

に 花が 供えられて あるの をみ た。 隣家の 人が 花や 芝 や 供物の 飯 をた やすこと はない と 聞いた。 おそらく 多くの 人 

の 熱意と 危惧と にこの 古墳 は 支えられて きている。 しかも 石室 は 風化し、 壁面の 退色 はいち じる しい。 これ を ど 

のように 修理す るか。 解体して 別の 箇所に 移し 再 組成す るか。 王 塚 は 決断に 迫られて いる。 もとより 地元に、 な 組 

費の 面で も、 専門的 判断で も その 能力がない こと ははつ きりして いる。 そのこと を 知りながら 決断 を 下さずに い 

る もの (主体) の 責任 は 問われるべき であろう。 

王 塚 をう しろに した 私 は、 車で 甘 木の 町 をぬ け、 松 本 清 張の 『水 行 陸行』 を 思い出しながら、 木の 丸 殿で 名高 

い 朝 倉 街道 を 走り、 筑 後川の ほとりに 出た。 装飾 古墳 は筑 後川 流域と 熊 本の 矢 部 川 流域、 つまり 筑 後と 肥 後の 北 

部に 集中して いるが、 この 一帯が 邪 馬 台 国 九州 説の 有力な 想定 箇所と なって いる 事実 は 偶然の 符合と は 思われな 

い。 大分県の 日 田に 近い 福岡県 浮 羽 町の 塚 花 塚 古墳 をまず みたが、 入口の 土 はく ずれて いた。 ついで 重定 古墳 を 

へて 隣の 吉 井町に はいった。 塚 花 塚 は 国庫の 半額 負担の 下に 修理す る ことにな つてい ると いう。 この 奇妙な 原則 
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は吉 井町の 珍 敷 塚に もまった く 機械的に 適用され ていた。 出費が 多くても 半額し か 出ない 規則な の だ。 吉井 教育 

委員会の 案内 者が、 昨年 五月の 剝落 以来 参観 を 禁止して いる 珍 敷 塚の 粗末な 板が こいの 小屋 を あける と、 目の さ 

める ような 古代の 朱が あらわれた。 この あかるい 朱 は ほかの どの 古墳に もみる こと はでき ない。 これ は 一枚岩に 

描かれた 古代の 物語で ある。 有名な 伝讚岐 出土の 銅鐸 は 狩獵ゃ 農業の 図 を いくつもの コ マ 絵に 分けて 描いて いる „ 

そこに は 物語に 必要な 時間 的 継起が 微弱ながら 画面に 流れて いる。 しかし 珍 敷 塚 は、 時間 を 無 媒介に した 物語が 

一枚岩に 雑然と 同居して いる。 五郎 山 古墳 や 竹 原 古墳 もそう であるが、 装飾 古墳 は 物語が 一目で 把握で き、 通 時 

的で あるより 共 時 的で あると ころに 特徴が ある。 銅鐸の 絵に 比べて より 絵画 的で ある こと はいう まで もない。 死 

者の 魂 を かたどる 鳥が 舳に とまる。 この 死者の 船 を 永遠の 太陽が おぼろげな 光芒 を ひろげながら しずかに 照らし 

わらびて 

ている。 その 右手に は、 船よりも はるかに 巨大な 二つの 靱が あり、 それ を 抱く ように 左右に わかれた 蕨 手が 画面 

を 装飾す る。 さらに その 右手に 靱が ある。 こうした 三つの 靭の 配置に ついて、 考古学者の 森 貞次郎 氏 は 「思いな 

しか この 古墳の 石室が、 当初から 夫婦と その 一人の 肉親の ための ものと して 計画され たという 感じが する」 と感 

想 を 述べて いる。 たしかに 珍 敷 塚 は そこに 一 つの まとまった 意味が かくれて いる こと を 暗示す る 緊密な 構図 を も 

つ。 画面に みる 時間の 停止が、 私たちに 永遠の 謎の 観念 を 喚起す る。 この 謎の 意味 は、 見る 者の 感情移入 によつ 

て、 さまざまな 物語 をつ くる こと を ゆるして いるの だ。 

だが 珍 敷 塚で はもう 一 つの もの をみ なければ ならなかった。 一枚岩の 真下に あたる 地面に 朱 粉が はっきりと 一 

条の線 を 引いて いる。 この 事実 はま ぎれ もな く 壁面の 顔料が 剝 落した こと を 告げて いる。 おそらく 石の 表面の 乾 

燥が ひどくな つたた めで ある。 粗末な 小屋 (珍 敷 塚 は 石室 はなく、 一  枚 岩と わずかの 石 組が ある だけ) が、 真 向 

い につよ い 西日 を 受ける 位置に ある。 しかも その 小屋の わき を ひんぱんに トラ ッ クゃ 他の 車のと おる 道が あ つ て、 

その 振動が 石 面に たえず つたわる： H 掛 になって いる。 この あと、 珍 敷 塚に ついての 噂 を 耳に した ことがある。 あ 


まりに ひど い 話な ので 私 は 信じた くないの だが II カメラ マ ンが カラ ー 写真 をと るた めに パ ス テル 様の 絵 具で 絵 

の 輪郭 を なぞって その 粉が こぼれ 落ちた というの である。 この 話 を 完全に 打消す ことができない ほど、 珍 敷 塚の 

明るい 朱 は 目 ざまし いもので ある こと を 付け加えて おきたい。 

もと 珍 敷 塚 は 個人の 宅地 内に あった。 その 土地 所有者 は、 ひっきりなしに 訪れる 参観人の むれに 手 こずり、 業 

をに やした あげく、 ダイナマイトで 珍 敷 塚 を 爆破す ると 公言す るまでに なった。 それで その 土地と 家屋 を 買いと 

るのに、 国から 半額、 あとの 半額 は 福岡県と 吉 井町が 分担し、 三百 三十 万 近くの 金 を 出して 一応 町 有に した。 吉 

井町と して は それで 精一杯な のか も 知れない。 しかし 私の 見る ところでは、 珍 敷 塚 は 現 位置に こだわりす ぎてい 

ると おもう。 この 場所に どのような 恒久的 工事 を ほどこす のか。 地元の 感情が 現在 位置から 動かしたくない とい 

うの は 理解で きる。 吉 井町に は 珍 敷 塚に かぎらず、 そのほか 鳥 船 塚、 古畑、 原な どの 装飾 古墳が 散在して いる。 

それ を 一 連の ものと してみ ると き、 現 位置 を 動かさないで すませる ものなら それに こした こと はない という 考古 

学者の 言い分 も 分らない ではない。 しかし 要は これら を ひっくるめて 管理の 方法 を 考える 必要が あろう。 しかも 

こと 珍 敷 塚に 関して は 管理の 方法が 不適で ある こと は 歴然とし ている。 酷熱が 剝落を ひどい ものにし ていない 力 

大雨が 降ったら どうす るか。 トラックの 振動で 石 面に ひびわれ を 生じる 必配は 皆無 か。 それよりも おそろし いの 

は、 鍵 を こわされて いたずら される ことで ある。 鍵 を こわされた 例 はいくつ もあった 

墳 福岡県 八 女 郡 広 川 町の 教育委員会の 係りの 人 は、 同町の 石 人山 古墳の 鍵が つける かた つばし からこ わされる と 

^ 歎、， ていた。 なるほど そのため か 現地に いってみ ると、 コンク リ ー トの 小屋の 鉄 格子と 鍵に 鉄鎖 を まきつけて そ 

装 れが こわされ るの を 防いで いる。 それでも 内部 は 投げた 石塊が 散乱して いた。 熊本県 玉 名 市の 大坊 古墳 は 鍵が 引 

^ き ちぎられて ハた。 筑前 五^山 古墳 も ある はずの 鍵はなかった。 私が 数年 まえにみ た 熊本県 六嘉 村の 井寺 古墳で 
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も 鍵が こわされて いると 聞いた。 鍵 をつ けて いるから という だけで 安心す る わけに はいかない 例 を 私 はこの よう 

に 知っている。 しかも 鍵の 管理者に こわされた 責任 をお しっけて しまう の は 不当で あるば かりで なく、 そうする 

こと は 他の 者の 責任の がれの 弁に もなる の だ。 古墳 内部 を 荒らされ たので もっとも むざんな の は 石 人山の 古墳 か 

ら 発掘され た 装飾 石棺で ある。 この 石棺の ふた は 屋根の 形 をして おり その 左右の 表面に 鏡 を 摸した、 五つず つ、 

合計 十の 円形が 彫刻され ている ので あるが、 その 円の すべてに 誰かが 永久に 消せない 文字 を 一 字ず つ 彫り こんで 

いるの だ。 また 数年 まえに 見た ことの ある 熊 本 市松 尾 町の 千金 甲 古墳 は あの 比類な く 力強い 同心円と 靱の 交互 模 

様になつ ている 壁面の 下部 を、 誰かの 手に よって 鉄槌 状の もので 叩き わられた。 今 は 修理され て いると 聞く が も 

はや 元の ような 完璧な 迫力が みられる か はうた がわし い。 このような 心なき 仕業が 存在す るから に は、 地元 関係 

者の 善意に 頼り 献身的な 熱意に まかせる だけで はどうに もなら ない の だ。 地元 も 不安げ に 上部の 指示 を 待って い 

ると いうの が 実状で ある。 

私 は、 珍 敷 塚の 問題 は 一刻 も 猶予なら ない 時点に きている こと を 警告して おきたい。 恒久的な 保存 工事に とり 

力 かる まえに、 せめて 仮の 保存 対策 を ほどこすべき ではない か。 たとえば 現在の 粗末な 小屋 を 補強し、 光線の は 

,> るの を できるだけ 防ぐ と共に、 内部の 湿度 を 確保す るた めの 手 を 打つべき ではない か。 

珍 敷 塚 をみ たのち に いわゆる 筑 後川の 五 庄屋の 引いた という 疏水が 梅雨 どきの 水を湛 えてい る 掘 割の かたわら 

を 日の 岡 古墳に ゆく。 やはり 吉 井町の 若宮 八幡の 境内に ある。 宮司の 安元 孝 倫 氏が 石室 全体 を蔽 つてい る コンク 

リ ー 卜の 小屋の 鍵 を あけて 説明す る。 石室 はもと 横の 穴から はいって いた ものが 石で 塞がれ、 いま は 石室の 天井 

(そこ は 空いて いる) から 梯子 伝いに 降りる。 奥 壁に 描かれた みごとな 十 幾つかの 朱の 円 は、 日の 岡と いう 古墳 

名 を 裏切らない ものである。 これほど 壮大な 円 は 他に 例 をみ ない。 太陽 を かたどつ たという これ は 円の 群舞 だ。 

静止した 円 は 人 を 呪縛す る。 千金 甲が その 例 だ。 しかし 日の 岡の 動く 円 は 人 を 解放す る。 千金 甲の 円よ. g 象 的で 
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けっして 日輪と はみ えない が、 日の 岡の 円 は 形象 的で ある。 それでいて 描写 的で ない。 という こと はどうい うこ 

とだろう。 

海老 原 喜 之 助 氏 は、 日の 岡 古墳の 絵 は 見た 瞬間 ボソッ としてい る けれども、 あとで 思い出す とすば らしい。 夜 

中に 夢 をみ る ほど 頭に 残って いる、 と 語った ことがあった。 つまり 観想の 対象と なるとい うこと だ。 私のば あい 

も そのと おりで 日の 岡の 円の 群 は あとに なるほど 印象 をつ よめ、 網膜 を なかなか はなれようと はしなかった。 し 

かし 二度目に 海老 原 氏が ここ を 訪れた とき、 朱色が かなり 薄くな つてい ると 洩らした という。 退色が 急激に すす 

んで いるの は 私の 眼に も はっきり 分った。 安元 氏の まえで あいづち を 打つ こと さえ はばかれる ほどだった。 その 

原因 は 明けつ 放しの 天井から なだれこむ 光線で ある。 今、 処置 を とらない と 手お くれに なること はまちが いない。 

安元 宮司 は、 天井に ふた をし、 参観 者が あるとき だけ ふた を あける ようにしたい、 そのための 費用 を 国が 出して 

ほしいと ささやかな 希望 を 述べた。 氏の 話で は、 年間 百 八十 件の 参観 者が あると いう。 一件 一人と はか ぎらない。 

十 人 を こえる 団体で あるば あいが ある。 二、 三人と いうの はザラ だろう。 この 應大な 参観 者に 一々 つきあう こと 

の 面倒 さ を 私 は 思い 浮べ てみ る。 それから すれば 安元 宮司の 要求 はき わめて 控え目で つ つましい といわねば なら 

ぬ。 ここで 考えて みたい こと は 装飾 古墳に たいする 無私と いえる ほどの 献身が、 たんに 重要な 考古 美術品 を 守る 

という 動機から 出た もので ない という こと だ。 王 塚、 あとで 述べる 玉 名 市の 穴 観音、 山 鹿 市の チブ サンな ど は 信 

仰の 対象と して 祀られ ている。 一 般的 にい つて 古墳の 主で ある 死者の 霊 を 粗末に 扱って はならぬ という 地元の 素 

朴で 敬虔な 伝統の 上に 古墳 は 守られて きたので ある。 

浮 羽、 吉 井の 古墳 をめ ぐった 私 は、 筑後 川沿いに 久留 米に 出た。 最初に みた 浦 山 古墳に ついては かくべつ 言う 

こと はない。 その 装飾 石棺 は 石 人山 古墳の 石棺より 単純で ある。 石 人山 古墳 は 八 女 郡 広 川 町の 人形 原と いう 人里 

はなれた 丘陵に ある。 人形 原と いうの は、 石 人 像の あつたと ころから 名付けた もので あろうが、 それ を 人形と 呼 


^ ふ 心情 は 石 人 をたん なる 石より は あたたか いものと 考えて いた 証拠で ある。 石 人 像と 装飾 石棺 を 収めた コ ンクリ 

1 トの 小屋 はたえず 荒されて いた。 私 はニメ I トル も ある 魁偉で 無愛想な 石 人が、 夜 ふけ 梟の 鳴 声に 聞き入って 

g レる姿 を 想像した。 ものさびし いところ だ。 だから まえに も 述べた ように 被害 も 大きい の だ。 豪族 磐 井の 墓所と 

魔 して 知られて いる 岩戸 山 古墳 は 八 女 市の 顯訪 神社 境内に ある。 そこに は 石 人 石 馬の たぐい を 収容す る 小屋が ら 

れ ている。 しかし 雑然と ほうりこん であって 整理 は ゆきとどい ていない。 浦 山、 石 人山、 岩戸 山 古墳の こうした 

石 製品 は、 現地に は 復元した 模造品 をお き、 考古 博物館 または 考古 美術館に 収容 保存すべき ではなかろう か。 磐 

井の 墓所の 一 区画に は 石 人 や 石 猪が おいてあって 模擬 裁判の 光景が みられる と 『筑後 国 風土記』 にある が、 そう 

した 当時の 状況 を 復元して みせる こと はい つそう 意味が あると 思う 0 

久留 米から 西 鉄で 柳 河 をと おって 大牟 田に 出る 途中、 電車の 窓から、 水田 地帯の むこうの 有 明 海に 文字 どおり 

盥 のよう な 真紅の 夕陽が しずむ の をみ た。 大牟 田で 国鉄 線に のりかえて 玉 名 市に 着く。 玉 名 市で は 教育委員会の 

係りの 案内で、 まず 永 安寺 東 古墳 をみ る。 羨 道 はこ われて なくなり、 前 室の 装飾 文様が むき 出しに なって いる。 

これが 『太陽』 の 表紙 を 飾った 写真の 古墳です よと 案内 者に 注意され て、 私 は 思わず 見直した。 迂濶 にも 見す ご 

すと ころだった の だ。 入口の 岩壁 を いろどる 円形 や 三角 文様 は 埃と 苔と に まみれて、 眼 を 凝らさねば それと 判定 

しがたい までに 薄れて しまって いる。 このように 無抵抗に 外気に さらして おけば 風化す るの は あたりまえ だ。 絶 

望感が 羊歯の かおりと 一緒に 私 をお そう。 ここに 人工 羨 道 をつ くる こと だ。 それ は 簡単な こと だ。 石 壁 を 蔽ぅ木 

造の 小屋 をつ けて 外 光と 外気 を ふせぎ、 岩に 適度の 湿気 を 与えねば ならない。 装飾 古墳 を 保存す るた めの 第一 原 

則 は 千 数百 年 まえに 存在した 状態に できるだけ 近づける こと だ。 日の 岡の 古墳の 天井 石 は 明治 二十 一 年に 坪 井 

正 五郎 氏が 発掘した とき 石室 内に 落した というが、 天井 石が 当初の まま 残って、 穴の 廣 から 出入りす るよう であ 
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れば 、 奥 壁の 朱 円 群 はお どろくべき 鮮明 さで 今 も 見る 者 を 圧倒したろう。 

それ はたと えば 永 安寺 古墳の 近くに ある 大坊 古墳 をみ ると 判明す る。 大坊は 羨 道 を もっている ために、 石室 奥 

壁の 文様が 永 安寺と 比較に ならぬ 鮮明 さ を 保ち 得て いるの だ。 私 は ナギノ 横穴 群と 穴 観音と をみ た。 穴 観音 は 古 

填の 奥 壁に 仏像 を 彫刻して あるめず らしい もの だ。 その 仏像の 浮彫 は 古墳時代と 重なり合う もの だと 案内 者から 

聞いた。 はたして そうなら 伝統の 古墳 文化と 外来の 仏教 文化の 併存が ここに みられる ので ある。 

玉 名 市から 山道 をぬ けて 山 鹿 盆地に はいる。 山 鹿 高校 玄関 ロビ —に は 弁慶が 穴 古墳の 壁画の 一 部 を デザイン 化 

して 飾って あった。 山 鹿 高校 は 考古学の クラブ 活動の さかんな ところで 七十 名の 生徒 部員 を 擁する という。 その 

指導者の 隈昭志 先生に 案内して もらって 一 帯の 装飾 古墳 を まわる。 旧知の 熊 本日 日 新聞記者の 久野 氏が 同行す る" 

まず 弁慶が 穴 古墳 をみ る。 入口に は 死者 を 守り 悪霊 を 防ぐ 鋭い 線 刻の 人物像が ある。 羨 道 をく ぐると 前 室の 左右 

の 壁 や 奥 壁に は 馬 をのせ た 船が 描いて ある。 馬 はつごう 十一 頭、 船 は 十 一隻 あると いうが、 馬と 船と が 古代人の 

関心の 大きな 部分 を 占めて いた ことが わかる。 朱色の 厚ぼったい タツ チは、 現世 的な 欲望 を 示す 充実 感を みる 者 

に 与える。 それ はたんに 死者の 魂の 乗物と いう 呪術 的 意味 あいだけ では あるまい。 馬と 船と を 所有す る ものが 支 

配 権 をに ぎる こと を 力強く 語って いる。 この 古墳 壁画 は 昭和 三十 一 年 原 口 長 之 氏の 指導す る 山 鹿 高校生 徒の 手で 

発見され た。 当時 は モノクロ ー ムの 写真で も 装飾 文様が はっきり 写り、 とくに 前 室 入口 右側の 親 馬子 馬の 絵 は、 

ひじょうに あざやかな のだった。 ところが 保存 工事 をした とき 工事に ながく かかって、 あまりに も それまでの 湿 

度、 環境と 異なる 状態に ながく さらされ たため、 あっとい う 間に 退色 現象が すすんだ。 保存 工事 を やる のに どん 

な 周到 さと 慎重 さが 必要で あるか を 物語る ものであるが、 それでも 私が 弁慶が 穴 古墳 を 訪れた のがさ いわいに も 

梅雨 どきであった ために 岩肌が つやつやして、 濡れた 朱の 色が うつくしかった。 ふだん はこう は 見えない と 久 

野 記者 はつぶ やいて いた。 
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弁慶が 穴 古墳 を 出て チブ サン 古墳に むかう。 古墳の まえに 「宇宙 友好 協会」 と 称する 団体の 歓迎 ァ— チが 立つ 

ている。 石棺 内の 装飾 文様に みられる 八 個の 白い 円 文 は 人物像の 上に えがかれて いるので、 空飛ぶ円盤 をえ がい 

たもの だと、 ばかばかしい 解釈 をして、 ァ— チを 立てて いる。 チブ サン 古墳の 所有者の 許可 を 得た こと を 旨 こと 

つて、 文化財 保護委員 会の 撒 去 勧告に も 応じない という。 この 一事で も、 装飾 古墳 を 保存す る 方法が どのような 

困難 を 孕んで いるか 分る という ものである。 しかし 昨今の 宇宙 ブ ー ム のせい か、 この ァ ー チが 腹立たし いより ご 

愛嬌に みえた。 

弁慶が 穴 古墳 壁画が 具象的な のにたい して チブ サ ン 古墳 は 人物像 以外 は 円と 菱形の 抽象 文様に 終始して いる。 

菱形の 連続 使用の 単調 さ を 破って、 二つの 菱形の 中に それぞれ 円が 描かれて いる。 これが 乳房に みえて、 チブサ 

ンの 名が 起り、 墓 室 は 乳の 神と して 祀られ るに いたった。 「産の しとね、 死の 塚穴、 常世の 海原」 という ファゥ 

ストの 言葉が 洞窟 内に 欲する。 青、 白、 青の 色の 配色 はたく みで 一見 迷彩 に似てい る。 この 破格の 配色と 文 差と 

は 悪霊 を たぶらかせ るに 充分な ものであった にせよ、 それと 同時に、 私 は 単調に あき 足り なくなった 古代人の あ 

そび を 感じた。 色彩に ながれて いる 抒情と きわめて 自由な 構図が 現代的 感覚と 密接に むすびつ くのに おどろかさ 

れた。 

しかし チブ サ ン 古墳 は 大きな 問題 を かかえて いた。 石室の 側壁が 今にもく ずれそう に 無気味に せり 出して いる 

の だ。 月に  一、 二度 は 見廻る という 隈 先生 は 前にみ たと きよりも ずいぶん せり 出し 方が すすんで いる、 と 心配 そ 

うに ながめて いた。 この 修理 は 総額 二百 万円 ほどかけ て 来年 度から おこなう 予定で、 その 半額 は 国庫 補助に よる 

という (またしても 半額 だ！ )o それまで 石 組の くずれが ひどくな つてい る こと は 物理的に まちがい なさそう だ 0 

もう 一 つ は、 石室 内 を 容赦な く 食い あらして いる カビの 問題 だ。 石棺の 屋根の 内側に びっしり 付着し、 壁面の 

文様の 一 部 を 見えな くして いる。 カビ のお そろし さは まだ ある。 考古学者の 乙 益 重 隆氏は ハ う。 
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「熊 本 市 西郊の f<s "甲 古墳で は 二十 八 年 ごろから 内部の 積み 石に 青い コ ケが 繁殖す るよう になった ので、 三十 

五 年に コ ンクリ ー トの ワク を 設けて フタ をした。 それによ つて 青ゴ ケは 死滅した けれども、 枯死した コ ケがは 

げる とき 石 面の 顔料 も 一 緖に はげて くると いう 現象が 起 つてい る。」 

チブ サンの カビは 昭和 三十 年頃から、 見学者の 増加と 共に 急に ひろがり はじめた らしい。 熊 本日 日 新聞社が 熊 

本 大学 医学部の 山 脇 講師に カビの 調査 をして もら つてい るが、 きめ 手と なる 対策 はま だ 出ない ようで ある。 

その あと 私たち は、 山 鹿 市の 鍋 田 横穴 群と 長 岩 横穴 群 をみ た。 いずれも 阿蘇 熔岩の 断崖に 鍋 田 は 百 個 以上、 長 

岩 は 五十 個 以上の 横穴 群 を もっている。 鍋 田の 岩壁に は、 犬の 字 をして 洞穴の 入口に 立ち ふさがる 男子 像と 矢 を 

つがえ た 弓の 力強い 浮彫が みられる。 弓弦の 音 は 悪魔払い にっかう が、 この 矢 はもつ と 明確に 侵入 をめ ざす 悪霊 

や 外敵に むけられ ている。 かって 古墳の ほとりに 立って 死者 を 守って いた 石 人 像 は、 このように 古墳の 入口の 浮 

彫 レーな り、 はて はチブ サンの 古墳 内の ように 装飾 絵画の 一部と なった。 実体 像が 象徴 化して いく 過程が ここにみ 

られ る。 そして この 石 人 像 はいう まで もな く、 福岡県 南部の 石 人 像と つなが りのある ものに ちがいない。 

せ ごんこう  い でら 

私 は 山 鹿から 北上した。 しかし その まえに 数年 前にみ た 熊 本 市 郊外に ある 小島 市の 千金 甲 古墳と 井寺 古墳に つ 

いて 触れて おきたい。 

私 は 千金 甲 古墳から ほとんど 決定的と いえる 強烈な 印象 を 受けた のだった。 その 動かしが たい 印象 は 「怨念の 

序章」 に ふれて おいた からこ こで はくり かえさない。 

千金 甲 古墳 は 腕の たしかな 指物師 がっくった がんじょうな 箱 そのもの だ。 石室の 奥 壁に 二列に ならんだ 三重の 

同心円 は、 靱と 交互に 組合 わさった 浮彫で あるが、 それ は 明らかに コンパス をつ かってい る。 また 朱色に かこま 

ヒ同し 『こくら ヾ ると 靱の色 は； H んで おり、 しかも その上に 二 つの X じる し をつ けて あるので 具象 性 を ひくめ 
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られ ている。 この 古墳に みなぎつ ている 強烈な 意識 性 は、 呪術 を 目的と しながら もこう した 高度の 技術に 支えら 

れ ている ところに ある。 千金 甲 古墳 は 一 口にい えば、 もっとも 呪術 的で もっとも 抽象的な 装飾 古墳 だ。 この 千金 

甲の ものすごい 緊張 度に くらべて は、 展覧会で みる 現代 抽象 絵画の なんという たあいな さであろう。 それ を 区別 

する の は、 彫刻に しろ 絵画に しろ 装飾 古墳の 壁面の 表象が 一 つず つ 使命 を もっている ことで ある。 

たとえば、 熊本県 上 益 城 郡嘉島 村に ある 井寺 古墳の 直 弧 文 はどう か。 直 弧 文の ふくざつな 文様 は、 入り くんだ 

紐の ように 描き 方 を むずかし くして、 意味 を ほどく 困難 さ を 悪霊に あたえ、 とまどい 感歎す る 悪霊 を、 古墳 内 か 

ら 退散させる こと をめ ざした もので はない か。 私が 井寺 古墳 を 最初に みたの は 昭和 十一 年、 中学 三年のと き だつ 

た。 そのと きの 謎め いた 意匠から 受けた ふしぎな 印象 は、 後年 私が 装飾 古墳に とりつかれる 潜在 動機と なった に 

ちがいな いの だが、 それから 三十 三年 径 つた 数年 まえに、 井寺 古墳に 立ちよ つた ときには、 少年の 心を虜 にした 

すばらしい 朱の 色 は剝げ 落ち、 みすぼらしい 古墳に なりはてて、 自分の 色 あせた 夢の 残骸 を 見る 気がした。 装飾 

古墳のお かしがたい 魅力の 一 つ は、 この 朱色に あると いって 過言で はない。 古代 独特の 朱色 を 喪失した 古墳 は、 

もはや 色に よる 呪縛 を もち 得ない。 

私 はふた たび 福岡県に むかった。 途中 佐賀県 鳥 栖市田 代に ある 太 田 古墳 をみ た。 これ は 個人の 邸内に ある 古墳 

で、 連続 三角 文の 奥 壁 は 最初に みた 王 塚 古墳の それと よく 似て いる。 王 塚 古墳と 太 田 古墳と は 古代の 交通路に あ 

たり、 両者 は 密接な 関連 を もっていた にちがいない。 鳥栖 から 二日 市に むかう。 筑紫野 町 原 田の 五郎 山 古墳 をみ 

るた めで ある。 この 古墳 は 分りに くい 山中に あり、 やっと 探し あてて 古墳に 入る と、 ある 出版社の カメラマン や 

編集者が ライト を 煌々 と 照して 撮影して いた。 あかるい 光の 下で みた こと も あるが、 五郎 山 古墳の 壁画 は ひどく 

生き生き していた。 人物 も 動物 ものび のびと 動き まわって いる。 古代 村落の ざわめきが 聞え てく るよう だ。 昨日 

が あり 今日が あり 変らぬ 明日が ある。 永遠に つづく 人間の くらしの ひとこまが 岩壁の 面に 投ザ 出されて いる。 こ 
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のように たのしげな 古墳 を 私 は 知らない。 たまたま 現場に 来 あわせていた 吉川 逸治 氏 は 一 みんなが 歌って いる。 

万 葉 時代 そっくり だ」 と 表現した。 そうだ。 五郎 山 古墳の 壁画 は、 歌う 常 民の 叙事詩 だ。 描かれた 水鳥の 羽音、 

手負い 猪の 苦痛のう めき も その 歌 を 打ち消す もので はない。 むしろ その 歌の 一 部分に なって いるの だ。 私 は 殺戮 

者の 権力の 誇示 や 奴隸の 哀訴 を 表現 としてもつ ことのな か つた 古代の 日本の 幸福 を 考えた。 古代の 空が すこし 明 

るんだ ように 思いながら 私 は 山 をお りた。 

さて 最後の 訪問 は、 福岡県 鞍手 郡 若宮 町の 顯訪 神社 境内に ある 竹 原 古墳で ある。 この 竹 原 古墳 は 昭和 三十 一年 

に 発見され たという。 参観 者の もっとも 多い 古墳で あると 同時に もっとも よく 保存され ている 古墳で ある。 竹 原 

古墳 嘱託の 清 賀俊吉 氏の 案内で 説明 を 聞く。 参観人 は 一 日 平均 三 件、 年間に して 一 千 件 を 越える という。 しかも 

保存が 行き届いて いるの は清賀 氏の ように 熱心な 管理人が いるから である。 盛夏の 外気が 三十 四 度のと きこの 古 

墳内は 十八 度。 真冬の 外気の 温度が マイナス 四 度のと き 古墳 内 は 十三 度。 つまり 外気が 最高 最低で 三十 八 度の 幅 

を もってい るのに 古墳 内 はわず か 五 度の 幅 を もっている にすぎない。 この 一 定 した 温度が 竹 原 古墳 を 保存す るの 

に 役立って いる、 と 清 原 氏 は 説明す る。 羨 道の 前方に は コンク リ ー トの 小屋 を 鍵 形に つけて あるので 光線 は、 羨 

道の 中に 入りに くい。 湿度 も 充分 保 たれて 岩肌 は つやつやした 一枚の 紙の よう だ。 その 奥 壁に 赤と 黒の 具象 画が 

いきおいよく 描かれて いる。 この 筆 使い はこれ までみ たどの 古墳と もちが う 専門的な もの を 感じる。 図柄 は 大陸 

系 古墳の 影響 を 受けた ものである ことが 一見して わかる。 竜馬の ような 怪獣、 その 下に 馬 を ひく 烏帽子 すがたの 

人物。 その 左右に は 大きな さしばが あり、 最下 方に わらび 手の 文様が ある。 

この 絵に 対して 元 九大 教授 金 関 丈夫 氏 は 独特の 解釈 をして い る。 「下方の ヮ ラビ 形の 像 は 波であろう。 これと 

舟と はこの 場面が 水辺で ある こと を 示す。 上方の 怪獣 は 明らかに 竜で ある。 下方の 引 馬の 図 は、 竜の 棲む 特定の 
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水辺に 竜媒を 求める ために 引き出された 牝馬で ある。 右方の 幟 はこの 場の 斎場なる こと を 表わす ある 。か!! 

は 出現す る 神 (ここで は 竜) の 身 を 俗眼から 遮ぎ るた めの 神 具で ある」 という。 この 当否 は ともかく として、 こ 

の 絵 は 率直に いってな じみぶ かいもの ではない。 私 を 反撥させる の は、 そこに ある 神話が 死者の 権威 づけに 役立 

つてい る ことで ある。 それ は 私と 無縁な の だ。 私 は 人並 かそれ 以上に 権威 づけの 嫌いな 人間で あり、 それゆえに 

装飾 古墳が 好きな ので あり、 竹 原 古墳の 大陸 趣味 は 私のと ると ころで はない。 といって、 そ， が 重要で， よ、 とい 

うので はさら さらない。 大陸 風の 考え方が、 直 方に 近い 若宮まで は、 ほとんど 意識 上の 抵抗な く 進んで きて、 る 

こと を 示す。 

久留 米の 石橋 美術館の 田 中 主事 は、 ル ー ヴル なら 一億 フランで 珍 敷 塚の 一 枚 岩 を 買いと る こと もす るだろう と 

いった。 その 話が 少しも 大げさに 聞えない ほどに 装飾 古墳 はすば らしい。 この こと を 私 は 今回の 旅行で 再 確認し 

た 装飾 古墳 を どう 保存す るかと いう 問題 は、 すでに 考古学者の 専門 領域 だけで 論ずる こと を 超えた ものと して 

存在 するとい うのが いつわらぬ 感想で ある。 装飾 古墳 は 色彩 を ともなう 日本の 原始 絵画で あるが、 多くの 画家 や 

美術 評論家に よって、 それが もっとも 現代的な 意味 を もっている ことが 力説され ている。 これ を どう 処理す るか 

は 専門家 や 文化庁に まかせる。 文化庁に きくと 根本 対策の ための 基礎研究 はよう やく 百 五十 万の 予算で 緖 につい 

たばかり であり、 それの 結論が 出る のに 最小限 三年 はか かると いう。 王 塚 や 珍 敷 塚 だけで も 応急策 を 考えねば な 

ら ぬのに、 装飾 古墳の 保存の 仕方に ついての 統一 した 意見と いうの は どこに もない。 バベルの 混乱が あるば かり 

だ た 力 私 はこと 装飾 古墳に 関する かぎり 人間 性悪説 をと る。 善意 を 尊重す るの は結搆 だが、 性悪説 を とらな 

いで は 問題 は 抜本的に は 解決 しないと いうの が 私の こんどの 旅の 結論で ある。 残念ながら、 文化 は 性悪説の 上に 

立 つた 決断に よ つ て 守られる ことが、 あまりに もし. よし. よ.， ぶの だ。 
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魔と は 何であろう か。 純粋に 精神的な もので なければ、 純粋に 物質的な もので ない。 純粋に 個人的な もので な 

ければ、 純粋に 集団 的な もので もない。 歴史的で あるに は あまりに も 超 歴史的で あり、 超 歴史的で あるに は あま 

りに も 歴史的で ある。 むしろ これら を 接合させる ための 支柱と して 存在し、 接合 点に、 燃える もの、 その 炎の ゆ 

ら めきが 魔で ある。 

通り魔と いう 言葉が あるが、 魔 は 形象の 中 をと おりぬ ける ものである。 そして 個人の 魔が 歴史の 魔と 合体す る 

とき、 それ はくり かえし 再生す る。 集団の 歴史 も 個人の 歴史 も 魔 を 殺す ために 力 をつ くして きたよう にみ える が、 

しかし それ はついに 殺しつ くせな か つたの だ。 

本書 は それ を 日本人の 情念の 歴史に しぼって 考察した 小論で ある。 私 はこの 主題 を、 今後 さらに 熟させて ゆき 

たいと 考えて いる。 

魔の 中に 自分が あり、 自分の 中に 魔が あると いう 個人的な 体験 を あじあ わな か つた もの はさ いわいな るかな。 

魔に 憑かれて いる 自分 を 解放した いとお もったり、 自分の 中に しばられ、 とじこめられ ている 魔が、 その 窮屈な 

囲い をぬ け 出したがって、 叫び声 を あげる の を 聞いた ことのなかった もの は、 本書に 無縁で ある。 
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「自然の 摂理」 と は？ 

人間と 動物の 交流 を 主題と する 小論 を はじめる にあたって 『遠 野 物語』 をえ らんだの は ほかで もない。 その 中 

に 私の 主張の かず 多くの 実例が 見付かる からで ある。 私が これから 書こうと する の は 人間と 自然の 生き物との 間 

の 友愛 物語と いう もので はない。 相互の 親和力 を 前提と すると はいっても、 その 間柄 は 人間の 信仰に ふかく 根ざ 

すと ころの もの だから、 相互の 関係 はもう 一 歩 も 二 歩 も 踏み こんだ 形 を とらざる を 得ない。 

「民俗学と は 何 か」 と 問われる ときに、 私 は、 人間と 神、 人間と 人間、 人間と 自然の 生き物、 この 三者の 間の 交 

渉の 学で あると 答える ことにし ている。 この 三者 は 相互に 対立す る ものであるが、 対立の 前提に は 相互 間の つよ 

い 親和力が ある こと を 見の がす こと はでき ない。 

では 敵対 者 間に 親和力に みちた 世界が 成立す るの は なぜか。 それ は 神 や 人間 や 精霊 や 動物た ちがめ いめい ばら 

ばらに 住む ことの 不可能な 世界が、 これまで つづいて きたから である。 

これ を 説明す るた めに 私が 遠 野で 聞いた 興味の ある 話から はじめたい。  ， 


神 • 人間 • 動物 i84 


はやち ね 

遠 野 市の 北に そびえる 早池峯 山の 近く をな がれる 荒 川に は モリア ォガ M ルが 住んで いる。 モリア ォガ エル は 四、 

五十の 卵 塊 を 生みお とす。 一つの 卵 塊に は 三、 四百 個の 卵が 入って いる。 その 卵 塊が 樹木の 下の 池に 落ちる と、 

下で はィ モリの 群れが 待って いて、 卵 をた ベる。 三、 四百 個の 中から 五、 六 匹し か モリア ォガ エル は 育たない。 

そこで ィ モリ を 退治したら、 モリア ォガ エル はもつ とふえ そうな 気がする が、 そうで はない。 ィ モリが いなく 

なると、 モリア ォガ エル はものす ごい 勢いで ふえて、 その 生息す る 付近の 食物 を くいあらして しまい、 食物が な 

くな つて、 急に 絶滅へ とむ かう。 

つまり ィ モリが いる こと は、 モリア ォガ エル を 根絶やしに しないた めの 自然の 摂理で ある。 では ィ モリ はふえ 

すぎて 困り はしない か、 というと そうで はない。 荒 川 渓谷に 住んで いる クロ サン ショウ ゥ ォとィ モリと は、 たが 

いに 卵 を 食い合って、 その 増加 を 防ぎ 合って いる。 これ は  一 ノ 関の 修紅 短大の 山本弘 氏の 説で あると 聞いた。 

私に はこの 話 は、 狐 拳 または 庄屋 拳 を おもいおこさせる。 鉄砲 は 狐に 勝ち、 狐 は 庄屋に 勝ち、 庄屋 は 鉄砲に 勝 

つ、 という 三者 鼎立の 関係が 生まれ、 三者 は 食い合いながら 相互に 種の 絶滅 を 防止し 合って いる。 それ を 自然の 

法則と 呼ぼうと、 自然の 摂理と 呼ぼうと かまわぬ が、 彼らが のつ びきなら ぬ 交渉の 場に さらされ ている こと は 疑 

い 得ない。 そして 個々 は 対立しながら、 全体として は 親和力 を もつ 世界 を 形作って いる。 

これ を 神と 人間と 自然の 動物の 間の 交渉に 置き換えた ものが 民俗学で ある、 と 私 はお もっている。 だが、 自然 

の 循環 体系 を 民俗学と いう 円環 世界に 移し 植える に は 価値観 念の 導入が 必要で ある。 それ はいかに して 可能で 

あろう か。 

ひと つに は 日本人の 意識 は 今 も つて ァニ ミズ ム の 世界観 を 引きず つてい ると いう こと だ。 ァ 二 ミズ ムは 癒着 

しゃすく 融合し やすい。 それ は 異類 婚姻 譚に 見られる ように、 婚姻と いう 形で もっとも はっきり 出る。 神と 人間、 

あるいは 人間と 獣の 婚姻と いうの が、 「交渉」 の もっとも 直接的な すがたで ある。 こうして 民俗学 は、 神人 交渉、 
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人 獣 交渉 あるいは 神 獣 交渉 を、 一 つの 価値の 輪の 中に まとめ あげる。 

もう ひとつ は、 人間と 動物た ちの 生活圏が きわめて 密接だった、 という ことで ある。 昔 は、 鹿 や 猪 や 猿 は 遠 野 

の 町に 平気で 入り こんで は、 屋敷の 中の 食物 を 物色した。 吉 田政吉 氏の 文章に よると、 猿 はよ く 味噌 丸 を 狙った。 

豆 を 煮て k いた もの を まとめた のが 味噌 丸で、 それ を 屋外に 干して あるの が、 猿 を 目の つける ところと なった。 

鹿 や 猪 や 熊 は 作物 を あらし、 その 被害 は 甚大であった。 百姓に とって は 一方的に 加害者であった これら 動物 は、 

狩人. こちの 目に は 逆に 獲物と 映った。 そして それら 獲物 を 仕留めた ときに、 狩人 は 山の 神への 感謝 を 忘れな 力つ 

た。 このような 人間と 獣類との ぬきさしならぬ 関係が、 民俗学の 世界 を 成立させる 条件であった。 

追われる 野獣 

だが、 いつしか 野獣の 衰退す る 時代が 到来した。 最初の 岩手県 令の 島 維精が 懸賞金 を 出して 狼 退治 を 奨励した。 

牝狼は 七 円、 牡 狼 五 円、 仔 狼 二 円であった。 当時 米の 値段 は 白米 一升 四 銭 前後だった というから、 四 斗 俵が 一俊 

一 円 五、 六十 銭になる。 牝狼を 一 匹 捕る と、 家族 は 一 力 月 楽に くらせる という ものだった らしい。 それで ノた 

ち は 狼 狩に 狂奔した。 それば かりで なく、 遠 野で は 山犬と 狼の 区別 は まぎらわ しいが、 明治 二十 年 ごろ、 とつ ぜ 

ん 山犬た ちが 狂って お 互いに 喻み 合い を はじめた。 狂犬病に かかって 人で あろうが 馬で あろうが、 見さえ すれば 

嚙 みつくので、 遠 野の 在で は 幾日も 戸 を 閉じて 外出し なかった。 この 騒ぎが あってから 後 は、 山犬の 影が めっき 

り 見え なくなり、 日清戦争 後 は、 馬 を 山に 放しても 心配す る ことが なくなった。 それ は 『遠 野 物語』 に、 

「向の 峰より 何百と も 知れぬ 狼 此方へ 群れて 走り 来る を 見て 恐ろし さに 堪 へず、 樹の 梢に 上りて ありし に、 其 

^の 下 をお ^ だしき 足音して 走り 過ぎ 北の方へ 行けり。 その 頃より 遠 野 郷には 狼 甚だ 少なく なれり とのこと な 

り」 


6 と あるのと おなじ 時期 を 指す のだろう か。 

物 狼が 高価に 売れた のに、 鹿の 片股ー つがた だの 一 銭 五 厘だった という。 つまり それだけ 鹿の 捕獲 は 多かった。 

^ 遠 野で は 日清戦争 当時に 、市日の 日な ど 煮売屋 で、 鹿 肉 や 猪 肉の 煮付け を 中皿に 山 盛に して 売って いた。 一皿が 

^ 一  銭であった。 遠 野で 鹿が 目立って 減り はじめた の は、 明治 二十 三年の 山の 神様の 晩に 降り出した 大雪のと きか 

神 ら、 という ことにな つてい る。 鹿た ち は 餌 物 を 求めて 人里 近くに 下った が、 深雪の ために 足 を とられ、 そこ をな 

槍な どで やられた という。 

猪 は 獵師の 鉄砲から 一番 狙われた のに 加えて、 日清戦争の すこし まえ、 今でぃぅ豚コ レラのょぅなものが猪4^' 

間に 流行して、 おびただしく 死んだ。 

以上 は吉 田政吉 氏の 報告に よる もの だが、 これ をみ ると 遠 野の 野獣た ち は、 明治 三十 年 ころ を 境に して、 一途 

に 減少の 傾向 を 示して いる。 だが、 それ は 柳 田 国 男が 『遠 野 物語』 を 遠 野の 人 佐々 木 喜 善の 口述に もとづいて 著 

わした 明治 四十 三年から すれば、 わずか 十数 年 まえの ことにす ぎない。 

遠 野の 人た ちが 山野の 動物た ちの 攻撃の まえに さらされた 日常 体験の ほと ぼり は、 まだ さめやらぬ ころで あつ 

た。 人間と 野獣と が 生活の 場 を 共有して せめぎ あう 世界 は、 まだ 生ま あたたかい 記憶の 中に 保 たれて いた。 そこ 

からして 人 獣 交渉の かず 多くの 物語が 生まれた が、 それが 観念的な もので あり 得る はずはなかった。 

『遠 野 物語』 に みられる 動物た ちの 描写 は、 すべて 眼の あたりに みる するどい 観察の 所産で ある。 たとえば 雨の 

日、 岩山の 岩の 上に うずくまった 狼た ちが 「首 を 下より 押 上ぐ る やうに して か はるぐ 吠え」 た、 という 文章の 

あとに、 「正面より 見れば 生れ 立ての 馬の 子 ほどに」 見える が 「後から 見れば 存外 小さし と 云へ り」 といった 説 

明が つづく。 ここに 岩 上に 吠える 狼の すがたが、 きわめて 鮮明に 読者の 眼に 迫って くる。 

また 遠 野 力ら 海岸 部へ むかう 峠の あいだで は、 駄賃 馬 を 追う ものが しばしば 狼に 出会った 話、： ^ある。 i 方た ち 
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は、 夜 あるく ときには たいてい 十 人ば かり あつまって 集団 を 形成して いた。 一人の 牽く馬 は、 ひと はづなと， >  つ 

て 五、 六 頭く らいまでで あつたから、 いつも 四、 五十 頭の 馬の 数に のぼった。 あるとき、 一一、 三百 匹の 狼が 追つ 

てきて、 

「其 足音 山 もどよ む、 まかり なれ，、 よ、 あまりの 恐ろし さに 馬 も 人 も 一所に 集まりて、 其 めぐりに 火 を 焼きて 之 を 

よお  めぐ  おとしあな 

防ぎたり。 され ど k 其 火 を 躍り 越えて 入り 来る により、 終に は 馬の 綱 を 解き 之 を 張り 回らせし に、 穽 などな 

りと や 思 ひけん、 それより 後 は 中に 飛び 入らず。 遠くより 取 囲みて 夜の 明るまで 吠えて ありき とぞ」 

と 書かれて いる。 ここに は 数百 匹の 狼が 四、 五十 頭の 馬の まわりに、 焚かれた 火 を おどりこ えて 襲い かかる 恐ろ 

しい 光景が 活写され ている。 燃えさ かる 炎の 間に 照し 出された 群 狼の 姿が、 読む 者に も 影絵の ように 迫って くる" 

もう 一 つの 例 を あげてみ る。 佐々 木 喜 善が 幼い ときに 自分の 祖父と 山から 帰る 途中、 村に 近い 谷川の 岸の 上に、 

大きな 鹿が 倒れて いるの をみ た。 「横腹 は 破れ、 殺されて 間 も 無き にや、 そこより はま だ 湯気 立てり」 という 生 

ま 生まし い 描写が ある。 これ をみ て 祖父 は、 これ は 狼に やられた の だ。 この 鹿の 皮 は ほしい けれども、 狼 はかな 

らず どこか この 近くに かくれて みている にちがいないから とる ことができぬ、 と 言った という。 

お いぬ ふったち  ふったち  ろつ こ うし 

遠 野で は 狼 や 猿の 年老いた もの を、 御 犬の 経 立、 猿の 経 立と 呼んで いる。 「六角 牛の 猿の 経 立 力 来る ぞ」 と 言 

つて 子供 をお どす。 事実、 六角 牛に は 猿が 多く、 「崖の 樹の 梢に あまた 居り、 人 を 見れば 逃げながら 木の実な ど 

を§.i^て行く- と 『遠 野 物語』 に 書かれて いる。 また 六角 牛の 峰つ づきに 炭 焼 小屋が あって、 ある 日、 笛のう ま 

い 男が 卬 向けに 寝ころんで 笛 を 吹いて いると、 小屋の 入口に 垂らした 菰 むしろ を かかげる もの 力 い た。 - 驚きて 

見れば 猿の 径立 なり。 恐ろしくて 起き直り たれば、 おもむろに 彼方へ 走り 行きぬ」 という 描写 も ある。 二つと も、 

老 猿の 生態が 彷彿と して 眼前に 浮かぶ 文章で ある。 

ここで 気付く こと は、 『遠 野 物語』 の 文章が けっして 自然主義 的な 描写で ない こと だ。 また 動物た ち は、 自然 
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観察の 対象と して 見られて いるので もない。 その 文章 は 人間と 獣類との 交流 だけにし ぼられ ている。 そして その 

相互関係 は、 きわめて 緊張に みちた ものであった。 

神に まつられた 狐 狼 

そこから して 狼 神 を まつる 信仰 も 生まれた。 もともと 狼と いう 語は大 神に 由来 するとい われ、 日本書紀に は 狼 

のこと を 「かしこき 神に して あらき わざ を 好む」 と 表現し、 万 葉 時代に は 「大口の 真 一  と 尊称 をた てまつ つて 

みさく ほ 

いる。 現に 遠 州 水 窪の 近くに ある 山 住 神社 は 狼 を眷属 とする 神社で、 山 住さ まといえば、 狼の ことで ある。 水 窪 

を 中心に 山住講 がもう けられ、 例祭に は 代参 者 を 送る のがつ ねであった。 これと 同様な のが、 秩父三 峰 山に 鎮座 

する 三 峰 神社で あり、 その 信仰 は 奥州 衣川にまで ひろが つていた。 

遠 野で は 悪事 災難が あって、 それが だれかの せいで あると いう 疑いの かかった とき、 それ を見顕 わそうと して 

この 狼 神の 力 を 借りる ことにし ていた。 それに はまず、 近親の 者 二人 を 衣川に やって、 狼 神の 御 神体で ある 小さ 

な 箱、 もしくは 御幣 を 借りて くる。 途中、 すこしで も 粗末な ことがある とた たられる、 と 恐れられた。 もし あや 

まって 路に たおれな どす ると、 狼に くいつかれ ると 信じられ ていた。 三 峰 様 を よんで 祈禱 する ばあいに は、 家中 

の 灯火 をす ベて 消し、 奥座敷に 神様 をす え、 一人一人、 暗がりの 間 をと おって 拝みに ゆく。 そこに 変事が 起こる 

と、 その 人間が 罪 を 犯した という ことになる。 この 祭が 終る と、 三 峰 様 をす ぐ 衣川へ 送って いかね.、 よなら ぬ。 あ 

る 家で それ を 怠って 送りと どけずに いたた め、 その 家の 馬が、 一 夜の 中に ことごとく 狼に 喚い 殺された こと も あ 

つたと いう。 

この 話 は 『遠 野 物語』 にある もの だが、 狼の 絵 を 印した 山 住 神社 や 三 峰 神社のお 礼 は、 狐お としに も 効験が あ 

ると されて いた。 一 口に 狐 狼と いうが、 狼 は 大きな 神で あり、 狐 は 小さな 神で ある。 邪悪な 力の 大 なる もの を 利 
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用して、 邪悪 だが 小さな 力 を 駆逐し、 制圧 するとい うの は 日本人の 考え出した 知恵で ある。 銜霊 信仰な ども 銜霊 

のた たる 力 を 利用して、 疫病 や 旱害な ど を 退散 させよう とした。 一方、 狼 は 田畑 を 荒す 猪 や 鹿 を 駆逐す る 益 獣で 

あり、 やたらに 人間に 害 を 加える 動物で はない こと は、 実際の 観察から 生まれた 結論であった。 むかし 東北で は、 

夜中に 狼に 会う とき は、 「油断な く 鹿 を 追うて 下され」 と 挨拶して とおった という。 また 狼が 仔 を 産んだ と 聞い 

て は、 産 見舞に 狼の 好物の 塩 を もっていく 習慣が、 各地の 山村に あった。 奥 多 摩の 山中に は、 丈夫に 育つ ように 

と、 赤ん坊の ときに 狼の 乳 をの まされた 老人が、 百 歳 近くの 齢 をた もつ ことができて、 終戦後まで 生きて いた、 

という 報告が ある。 このと き 人間と 野獣と は、 対立 関係と いう 単純な 図式 を 超えて、 「親和力」 の 世界へ とふみ 

こむ ので ある。 そして それ は、 狼 だけに かぎった ことではなかった。 

海神の 使者 =鮭 

遠 野に は 次の 物語が 伝わって いる。 

遠 野 は 太古、 一面の 湖水で、 盆地の 中に 水が 満々 と湛 えられて いたと いう。 そうして 遠 野の もっとも 古い 草 分 

けの 家 は、 気 山 口 を 越えて、 この 盆地に 鮭に 乗って やって きたと いう 伝承が ある。 人 を 乗せる ほどの 鮭 だ 力ら 

大きい 鮭に ちがいなく、 鮭の 王に ふさわしい 威容 も そなえて いたのだった ろう。 

娃の 背に またがった 人物 は、 宮 という 家 を 名乗り、 今の 物見 山の 丘つ づきに 住んで いた。 最初 は 愛 { 石山の 麓に 

も 別に 一戸が あって、 その 家の人が 食器 を 洗いに 川に 出た ところ、 鮭の 皮が 流れて きた。 これ は宮の 家に 何 か 変 

事が あるに ちがいな いと、 さっそく 船 を 仕立てて 出かけ、 その 危難 を 救った。 そんな 事から この 宮の 家で は、 後 

に 永く 鮭の 魚 は 決して 食わな か つた。 

この 宮 氏の 元祖と いう 人 は、 ある 日 山に 狱に 行った ところが、 鹿の 毛皮 を 着て いるの を 見て、 大鷺が その 襟首 
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をつ かんで、 攫って 空 高く 飛び あがり、 はるか 南の 国の、 と ある 川岸の 大木の 枝に 羽 を 休めた。 そのす きに 短刀 

を もって 鷲 を 刺し殺し、 鷲 もろ 共に 岩の 上に 落ちた が、 そこ は 絶壁であって どうす る こと もで きない。 そこで、 

下着の 級 布 を 脱いで 細く 引裂き、 これに 鷲の 羽 を 絢い 合せて 一筋の 綱 を 作り、 それに 伝わって 水際まで 下りて い 

-た ところが 流れが 激しくて、 何としても 渡る ことができずに いると、 折よ く 一群の 鮭が 上って き，， こ。 その 鮭 

の 背に 乗って 川 を 渡り、 ようやく 家に 帰る ことができた、 と 伝えられる。 

このように 遠 野 は、 「物語」 の はじまりから、 人間と 自然の 動物た ちの 交流の 中に 生きて いた。 

この 鮭の 背に 乗って きた 人の 話で 注目され るの は、 その 家の 子孫が 鮭 をく わない ことで ある。 これと 以 た^ょ 

他の 地方に もの こされて いる。 九州の 遠 賀川を さかのぼった 嘉穂 町の 大隈に は、 鮭大明 神の 額の かかった 神社が 

あり、 かって は 社の 棟 札に、 「竜宮 使」 と 記されて いたと いう。 鮭が 無事に ここまで のぼって きたら その 年 はか 

ならず 豊穣で あり、 もし 途中で これ を 捕えて 食べたり すると、 かならず 災難に 会う、 と 縁起に 述べら て、 る。 

この 海神の 使者で ある 鮭が すがた をみ せ なくなって 半世紀 以上 を 経過して いるが、 鮭大明 神の 氏子 一同 は、 いま 

も 鮭 を 口にしな いという 淀 を きびしく 守って いる。 鮭の かわりに 鮫 (鳝) が 登場す る 物語 は、 ひろく 南 島に いた 

るまで 分布して いる。 鮫 は 海 神宮の 使者で、 その 背に 乗って 助けられ たので、 今もって その 家の 子孫 は 鮫 肉 をた 

ベない、 という 習俗 を かたく 守って いると ころが ある。 

ここで は 鮭に しろ 鮫に しろ、 海 神宮の 使者と みられる 聖 なる 動物から 助けられ たので、 その 肉 を 食う こと を は 

ばかる、 という 解釈が 成り立つ。 しかし この 禁忌の 理由 づけ は、 むしろ 後世の 産物で ある。 元来、 これらの 魚の 

肉 を 食う ことが 神との 同一 化 を 強める、 という 意味が かくされて いたにち がいない。 今日、 カトリック教会 がお 

コ ンミュ -ーォ ン 

ごえう 聖体 拝受 は その 字の 示す とおり、 神 をた ベる ことで 神と 人間との 結合 を 強化す る ものであるが、 相手と 

自己の 同一 化 を はかる に は、 相手 を 食べる にしかず という 考え は、 日本 古 if の 生活 Bif の 中に も 普及して いたので 
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あった。 南 島の みならず、 日本 本土で も 昔 は 「とむらいに ゆく」 こと を 「骨 を かじりに いく」 とレぅ 言い方 をす 

ると ころがあった。 それ は 死んだ 者の 骨肉 を かじって、 死者の 生命 を 自分の 体に 受けつ ごうと する 気持の あらわ 

れ であった。 

タブ ー 

そうした 行為の 聖 性が 一 転して 汚穢の 意味 をお びて くると き、 それらの 肉 をた ベ てはいけ ない という 禁忌の 理 

由兮 けが 新しく 生まれて くる。 鮭 や 鮫の 肉 を 口にしな いという 話 も それと 同然であって、 それ はむしろ、 鮭ゃ較 

が 人間 生活の 奥深く 入り こんでいた 過去の 事実 を 示す ものな ので ある。 

動物 儀礼と 共同 幻覚  - 

このように 人間と 動物の 密接な 関係 は、 動物の 生態 を 模倣す る 宗教 儀礼 を 生まずに はおかなかった。 柳 田 国 男 

は 『遠 野 物語』 の 「序文」 の 中で、 

「天神の 山に は 祭 ありて 獅子 踊 あり。 玆 にの みは 軽く 塵た ち 紅き 物 聊か ひらめきて 一村の 緑に 映 じたり。 獅子 

踊りと 云 ふ は 鹿の 舞な り、 鹿の角 を附 けたる 面 を 被り 童子 五六 人 剣を抜きて 之と 共に 舞 ふなり。 笛の 調子 高く 

歌 は 低く して 側に あれ ども 聞き 難し。 日 は 傾きて 風 吹き 酔 ひて 人 呼ぶ 者の 声 も 淋しく 女 は 笑 ひ 児 は 走れ ども 猶 

旅愁 を 奈何と もす る 能 は ざり き」 

と、 遠 野の 鹿 踊りに ふれて 旅の 感想 を 述べて いる。 

もともと 鹿 は 年に 二度 か 三度、 ひろい 野原に 大群が あつまり、 夜中に 円い 環 をつ くって 舞ったり、 たわむれた 

りして 遊ぶ 光景が みられる そうで、 その あくる 朝に、 鹿 たちのいた 場に いってみ ると、 野原の 草が まるく ふみ あ 

ら されて おり、 そこに 神秘な 物語め いた もの を 感じる という。 

東北の 鹿 踊り は それ を 真似て はじま つたと もい われる。 万葉集に は 越 中の 歌と して、 
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伊夜彦 神の ふもとに 今日ら も か， 胞の伏 すらむ 皮 服 着て 角 付きながら 

という 歌が のこって いる。 これ を、 鹿に 扮 する 芸能 的な 神人が いた、 と 解釈す る こと も 可能で ある。 遠 野に か 

ぎらず、 今 は 鹿 踊りと いえば たいてい は、 獅子頭に 鹿の角の ような もの をつ けて いるが、 もともと は 鹿 頭 をつ け 

たものと 思われる。 それが 後世に いたって 獅子舞と 混同され るよう になった、 と 考えて さしつかえない。 

動物 儀礼 を 模倣した 祭 は、 全国に すくなくない。 動物に 人間が 扮 する 意味 は、 一種の 感染 呪術に もとづく もの 

だろう。 すなわち 動物の 生態 を なぞる ことによって、 人間 は 動物と 同化し、 その 動物の 捕獲 を 容易に させる とい 

う ことがある。 そこに も 人間の 動物に たいする 切なる 願望が あらわれて いるので あった。 

動物の 所作に なぞらえ たわけで はない けれども、 動物と 一 緒に 祭 をお こなって いるよう な 雰囲気 を かもし 出す 

ものが ある。 十二月 中旬に おこなわれる 信 州 遠山の 霜月 祭で は、 煮え立った 釜の 湯の まえで、 烏帽子 直垂の 男た 

ちの 舞いが つづけられる。 その まわり を とりまく 参加者 は、 単調な 笛の しらべに あわせて、 堂の なか を 湯玉の よ 

うに はねまわり 、「八幡 様 もよ く 舞うよ、 山 住 様 もよ く 舞うよ」 と 一晩中 合唱す る。 この 山 住 様 は 狼の ことで あ 

る。 つまり、 眼に は 見えない けれども、 狼 様 もまた 祭に 参加して いると みな 信じて いるので ある。 

ではこう した 感情移入が どうして 可能であろう か。 それ はもと より 人間と 動物との 間の 親和力に もとづく もの 

であるが、 また 一方で は、 そうした 雰囲気 は 社会の 共同 幻覚な しに は 成立で きなかった 0 こうした 共同 幻覚に 類 

する 話 は 『遠 野 物語』 に はかず 多く 含まれて いる。 たとえ. ま、 

しろみ 

「白 望の 山に 行きて 泊れば、 深夜に あたりの 薄明る くなる こと あり。 秋の 頃 茸 を 採りに 行き 山中に 官 する 者、 

よく 此 事に 逢 ふ。 又 谷の あなたに て 大木 を 伐り 倒す 音、 歌の 声な ど 聞 < ^る こと あり。 比 山の 大 さは 測る ベから 
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あたか 

ず。 五月に 萱 を^りに 行く とき、 遠く 望めば 桐の 花の 咲き 満ちた る 山 あり、 恰も 紫の 雲の たなびけ る 如し。 さ 

れ ども 其 あたりに 近づく こと 能 はず」 

という 記事が あるの が、 そうで ある。 白 望の 山 は その 言葉から して 幻覚 を さそう 語感 を もっている 。事実、 「遠 

野 物語』 の 中には、 白 望の 山で 怪異に 出会った という 話が 多い。 

また、 牛肉の 包み を もった 少年の まえに 狐が、 まず 可愛い 白 兎に 化けて あらわれ、 ぴょんぴょん 跳ねながら、 

少. E- の もつ 牛肉の 包みに しきりに 手 を 出した。 そこで その 包み を ふところに しっかり 入れて 兎 をみ ている と、 鬼 

はやが て 後足で 立上り、 またい つの 間に か 小娘の する 赤い 前垂 をし め、 白い 手拭 を かぶって 踊り を 踊って いる。 

マ ご. V が あたりの 樹の 枝の 上に 乗って いるよう に 見えたり、 またそうかと おもうと、 すぐ 眼の 前にい るよう に 見え 

たりした そうで ある。 そうして しまいに は 猫の ようになって、 だんだんと 遠くに 行って 姿が 消えて しまった。 と 

いう 趣旨の 記事が 『遠 野 物語』 にの つてい る。 これ は 対象の 変化と いうより は、 入 眠 状態に おいて、 対象 を 見る 

ものの 意識の 変化 を 示して いる。 兎が 赤い 前垂 を かけた 小娘に かわり、 猫の ように 朦朧たる かっこうに かわって 

いくとい うの は、 意識が 催眠 状態の 中で あざやかに かがやき 出し、 やがて は衰頹 していく 過程 を 示して いる。 こ 

のよう な 幻覚 は 一個人に 帰せられ る もので なく、 つよい 共同性 をお びた ものである。 だから こそ、 今でも 遠 野で 

は、 狐に たぶらかされ たという 話が 真顔で 信じられて いるので ある。 

生活 者に とっての 動物 

人間と 動物との 交渉す る 世界と は、 人間と 神と が 交感し、 遊ぶ 世界で も ある。 『遠 野 物語』 に はそう した 話が 

多く 載って いる。 たとえば、 八幡 様の 祠に 安置して ある 四寸 まわりく らいの 懸仏 は、 昔から よく 遊び あるく ので 

有名 だと 噂され た。 馬頭観音 や、 古ぼけた 仏像 や 神 像 を、 子供た ちが 持ち出して、 馬に して あそんだり、 橇 にし 
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て 乗って たり、 ときには 船に して 沼に 浮かべて あそんだ りする の をみ て、 大人が とがめ 立てす ると、 とがめた 

大人が その 晚 とつぜん 発熱し、 夢枕に 立った 神仏から、 せっかく 自分 は 子供た ちと おもしろく 遊んで いるのに、 

なぜ 邪魔 をした、 と 叱られた という 話 は、 遠 野の 方々 に 残って いる。 それ どころ か、 道ば たに 捨てて あった 人形 

を ひろった 男が、 とつぜん 悪心 を 兆し、 ぬすみ をす るよう になった。 その 人形と いうの が、 どろぼうの 神 さま だ 

つたと いう 話 も ある。 

遠 野の 神社 や 旧家に は、 木で 造られた 獅子頭 風の 面が 安置して あって、 それ をゴン ゲン サ マと 呼ぶ が、 この 神 

さま は 喧嘩ば やく、 空 を とんで 他の ゴン ゲン サ マと 咬み 合い を やり、 なかには 片耳 をく い ちぎられ たもの も ある 

という。 

このように 遠 野で は、 神 や 仏と いえ ども、 取りす ましてい ないで、 善悪 を 超えて、 人間の 生活に 深い 好奇心と 

愛着 を 抱いて いる さまが うかがわれる。 かって は 人間と 神、 人間と 自然の 生き物との 交流 は、 かくの ごとく 親密 

をき わめて いたので ある。 そして 人間と 神と 自然の 生き物の 三者の 交渉 こそ、 民俗学の 本質に 他なら ない とする 

私の 主張 を、 『遠 野 物語』 ほどに 豊富な 実例 を もって 裏付けて いる 世界 はない。 

古来、 人間 は 動物た ちの 中に、 さまざまな 「意味」 を 発見して きた。 夜明け や 夕 ぐれに 鳥 や 獣の 鳴く 声 を聞ナ 

ば、 そこに 運命 を予 兆す る 深い 神秘が ある こと を 疑わなかった。 一定の 期 間を置いて やってくる 渡り鳥 や 回遊魚 

は、 そのまま 神の 使者の 訪れで あると 信じた。 蝶 や 白い 鳥の まぼろしの ような すがた を 見て は、 身体から 脱け 出 

る 霊魂と も 思い、 また 人間の たましい を はこぶ 道具と も 考えた。 その 中には すばしこく、 かしこく、 しかも 人間 

に 畏怖 感を 与えずに はすまない 動物た ち もいた。 彼ら は それゆえに 神と あがめられた。 また 人間に 利益 を もたら 

すため に、 神と みなされ たもの もあった。 鯨 を 岸辺に 追い こむ 魷ゃ、 地上に 毛皮 を もってくる 熊 は、 アイヌに と 

つて 神であった。 すなわち どんな 動物で も、 それが 人間の 生活に 深く かかわり あう かぎりに おいて は、 人間 は 動 


物 を 無視す る こと を あえてし なか つた。 

日本 各地 を まわって みると、 山の 神 を まつらぬ 山村 はなく、 海の 神 を まつらぬ 海 村 はない。 狩狱ゃ 釣り をスボ 

1 ッと 心得る 人た ちに これらの 神 は 不要で あるが、 そこに 住み、 生活し、 死ぬ 人た ちに とって は、 不可欠な 存在 

であった。 私が これから 迎 ろうとす るの は、 そうした 生活 者に とっての 動物で あり、 人間と 動物の 交渉の 中に あ 

ら われた 「意味」 である。  ， 
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伝承の 中の 白鳥 

九州の 装飾 古墳の 壁面に は 船のへ さきにと まった 鳥が いる。 それ は 死者の たましい とも 見え、 また 鳥が 死者の 

船の 水先案内 をして いるよう にも 見える。 その 鳥 はかならず しも 白い 鳥に はか ぎらなかった が、 白い 鳥 はとく に 

注目され た。 沖繙に は、 


お 船の 高 艫に 白鳥が 居ち よん 

白鳥 や あらぬ おみな りおす じ 

という 琉 歌が ある。 

「おみな りおす じ」 は 「おなり 神」 つまり 姉妹 神の ことで ある。 南 島で は 姉妹 は、 兄弟に とって は 航海の 際の 守 

護 神と 信じられ てきた。 血 を 分けた 兄妹 間で は 性愛が 禁じられて いるが、 この ことが 相互の 幻想 を 昇華 させ、 か 
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えって 強固に する のに 役立つ。 船の 高 艫に 白い 鳥が とまって いる。 いや 白い 鳥で はない、 姉妹の 生 御 魂 だ、 とい 

うさきの 歌 は 兄妹 間の そうした 幻想 をうた つた ものである。 

宮 古の 萬 島の 池 間 島に は 白鳥 岬が ある。 ある 男の 乗った 船が、 その 岬の 沖の 八重 干 瀬で 暴風に 遭った とき、 お 

なり 神が 白鳥の 化身と なって 天から降り てきて、 船の 帆柱に とまった。 すると 風の 神 は その 力 を 弱め、 雨の 神 は 

その 手 を やすめた。 船 は 神の 息が 追いた てる 順風 をう け、 走る がごと く 目的地まで 無事に 航海 をつ づけた。 そこ 

で 白鳥 岬と 名付けた という 話が つたわ つてい る。 

先 島の 八重 山に 伝わる 白鳥 節と いう 民謡 は 三味線 を ともなう 節 歌で、 士族の 若者た ちがよ く 歌った。 歌の 内容 

は、 白鳥の ような 好男子の 役人 は 私の 恋人で、 美男子の 産で た 容姿 は、 白鳥の ような 肌 白の 生まれ …… といった 

たぐいの 恋歌で ある。 ところが、 これ を 歌って いた 若者た ちが つぎつぎと 夭折した というので、 ある 家の 母は自 

分の 息子に、 白鳥 節 を 歌って ならぬ とかたく 禁 しめたと いう。 白鳥 は 冥界からの 使者で あり、 若者た ち は その 白 

鳥に ひかれて いったと 考えた の だ。 若者た ちの 葬儀に 列 するとき 身に つける 白 麻の 着物が、 白鳥の うずくま るす 

がた と 折り重なって 母の 瞳に は 映 じた。 とすれば、 自分の 恋人 を 白鳥に たとえる ような 歌 を 息子が 歌う の は、 も 

つての ほかの ことだった。 

この 白い 鳥が どんな 種類の 鳥で あるか は 判らない。 ただ 眼に しみる あざやか さが 必要だった ので ある。 それ は 

南 島 を はなれても 言い 得る ことで あ つ た。 

ャ マト タケルが 東国 遠征からの 帰途、 尾 張の ミヤ ズ ヒメの 許に 立ちよ つたと き、 歌った 歌の 一節に、 

ひさかたの 天の 香具 山 利 鎌に さ 渡る 鵠 

ひわ ぼ そ た わ やかいな ま  われ 

弱 細 手 弱 腕 を 枕 かむ と は 我 はすれ ど …… 
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というの が ある。 鋭い 鎌の 形 をして 空 を わたって いく 白鳥の ように、 かよわくて、 ほそく、 しなやかな お前の 

腕 を 枕と しょうと はする が …… という 意味で、 天空 高く 渡って いく 白鳥の すがた は、 古代人の 網膜に 消しが たい 

印象 を 残して いた ことが これで 判る。 

ャ マト タケルが 死んだ ときに、 后妃 や 子どもたちが、 その 御陵の まわりで 泣いて いた。 すると、 みんなの 眼の 

まえ を 大きな 白鳥が 飛んで いった。 后妃 や 子どもたち は、 笹の 切株に 足 を 破り 血 を 流しながら、 白鳥の あと を 追 

つた。 白鳥 は 三重の 能褒 野の 御陵から 飛んで、 河内の 国の 志 幾の 地に とどまった。 そこで 白鳥のと どまった 地に 

あたらしい 御陵 を 作って 御 魂 を しずめた。 白鳥の 御陵と いうの がそう である。 と 古事記に は 述べて ある。 

ャ マト タケルの 子どもの 仲 哀帝 は、 白鳥に なって 天 駆けって いった 父 王の こと を、 一日 も 忘れる ことが なかつ 

た。 そこで 白鳥の 御陵の まわり をと りかこむ 濠に 白鳥 を 飼い、 父の こと をし のびたい とお もい、 白鳥 をと つてく 

るよう に 諸国に 命令 を 下した。 それに 応じて、 白鳥 を たてまつる 使者が、 k の 国から 宽道 河の ほとりまで やって 

きた。 そのと きに、 仲 哀帝の 異母 弟に あたる 王子が その 白鳥 をみ て、 どこに もっていく 白鳥 かとたず ねた。 越び 

と は、 帝が 父 王 恋し さの あまり、 白鳥 を やしなおうと している のです、 と 答えた。 その 王子 は 「白鳥で も、 焼け 

ば 黒 鳥になる だろう」 と 言い ざま、 強引に 白鳥 をう ばい 去った。 天皇 は 異母 弟の 王子の 無礼な 仕 打 をい きどお り、 

兵隊 をつ かわして 殺した、 と 日本書紀 は 伝えて いる。 

白鳥 をつ かまえる 話 は 別に も ある。 垂仁 帝の 子の ホム ッ ヮケは 三十 歳になる まで 赤ん坊の ように 物 をい わない 

啞 であった。 ある 年の 冬、 空 高く 飛んで いく 白鳥に 眼 をと めて、 はじめて 口 を 動かし、 「あれ は 何 か」 と 問うた。 

ゆ かわ だ な (4) 

垂仁帝 は 湯 河板挙 という 人物に むかって、 白鳥 を とらえる こと を 命じた。 そこで 湯 河板挙 は、 出 雲の 国まで 追つ 

かけて いって 白鳥 をつ かまえて きた。 ホム ッヮケ がその 白 島 を 愛玩物と して 遊んで ハ ると、 とうとう 物 を 言える 
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ようになった。 そこで 湯 河 板挙に ほうび を やり、 鳥 取 部、 鳥 養 部、 ホムッ 部な ど を 設けた、 と 日本書紀に は 言う。 

鳥 取 部 や 鳥 養 部と いうの は、 白鳥 を とらえて、 それ を 天子 や 皇子の 愛玩物と して 貢 上す る 役目 を もつ 部 民で あ 

つた。 とらえた 白鳥 は 風 切羽 根 を 切って 宮廷 付近の 池に 放し飼いに したので あったろう。 折 口 信 夫 は、 これら 白 

鳥の 玩物を 身近に 置いた の は、 そうする ことで 新しい たましいに 触れよう とする 信仰が あつたの だ、 としてい る。 

啞の 皇子の ホ ムッヮ ケが 白鳥 をみ てはじめて 口 を 利いた というの も、 孩 児と 白鳥の 間に は  つまり どちらも ひ 

なで あるとき 11 大人の あずかり 知らぬ 親和力が 働いて おり、 かくべ つの 魂の 共鳴が あると 信じられ たので はな 

かった か。 

古代人が 白鳥と いうと き、 それ は ハ クチ ヨウ だけ を 意味した ので はな か つた。 白い 鳥で あれば それでよ か つた" 

鶴が 「こうこうと 鳴いて とおる」 という 表現 は 昔の 書物に よく 見受ける が、 この 鳴 声から して、 鵠は 和名 抄には 

こう  こい  こう 

「古布 1、 新撰 字 鏡に は 「古 比」 という ふうに よませた ので ある。 鸛を 「こうの 鳥」 というの も それと つながりが 

(5) 

ある。 一 方、 鵠を 「くぐ」 または 「くぐい」 と 呼ぶ の も その 鳴き 方から きた 呼称で ある。 

お ぼすな 

「産 土 さま」 になった 白鳥 

ひらない  あさ どころ 

津軽 海峡 を わたって 北から 飛来す るォォ ハク チョウの 一 隊は、 陸 奥 湾の 中央に ある 平 内 半島 小 湊の浅 所 海岸に 

羽 を やすめて 冬 を 越す。 浅 所に は 雷電 神社が あるが、 いつの 頃から か 白鳥 は 雷電 神社の 御 神 使と いう 信仰が 生ま 

なかみち ひとし  、 

れた。 中道 等に よると、 昔 は 平 内の 村人 は 白鳥の 来る 頃になる と， 田んぼ や 海岸 近くに 腰を下ろして 待って いる 

白鳥が 五 羽 六 羽、 五十 羽 百 羽と 飛んで くると、 「おひさし ゆうがす」 「今年 も 御 無事で な あ、 待って した じゃあ」 

と 声 を あげ、 眼 をうる ませる。 白鳥 もこれ に 鳴いて 声 を かえす と、 「そらお 使い さまが 御 返事した」 と、 別れて 

いた 自分の 子に 対面す るよう だった という。 また 白き が 神の 使で ある こと を 知らないで、 筒先 を 向ける 他所の 獵 
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師が あると、 血相 を かえて 筒 口に 立ち ふさがり、 あれ を擊 つなら その まえに おれ を 撃って くれろ、 と 叫んだ 話が 

つい 近頃の 新聞に も 載って いた、 と 中道 等が 書いた の は、 今から 半世紀に もみたない 昭和 初頭の ことで ある。 

お ほすな (7) 

村人 は 白鳥 を 「産 土 さま」 と 呼んだ。 東北から 吹きつける ャマセ の 風が くると、 真 向う に 嵐 をう ける ことにな 

るが、 その 数 時間 まえに 白鳥 は 天空の 一角 を のぞみ、 羽ばたき、 いっせいに 他所へ 避難す る。 すると 漁師た ち は 

「お ぼすな さまが 立った よ」 とおろ していた 網 を 引き あげ、 いそいで 船 を 港へ かえす。 白鳥 は 天候 を 察知す る 霊 

鳥と して、 小湊 付近の 漁師た ちの 崇敬す る 対象であった。 女た ちがお はぐろ をつ ける のに 白鳥の 羽毛 を 使うな ど 

というの は、 もってのほかの ことだった。 自分の 子どもに も 白い 羽毛 製の 玩具 類 はもた せなかった。 

雷電 神社と 白鳥との 縁 由に ついては、 天 正の 昔、 七 戸 修理と いう 人が、 南部の 軍勢 を 討とうと して、 この 神社 

に 祈願 を こめて、 神前に 拍手の 音の 終らぬ うち、 数千の 白鳥が 舞いお りて 神 庭に たわむれ あそぶ。 攻めて 来った 

敵 兵 はこれ をみ て、 数万の 援兵が 白旗 をた てて いるから 叶わない と 逃げ去った、 という 話が つたわつ ている。 も 

とより 後代の 作為であって、 前にみ たと おり 白鳥と 人間の 親愛に みちた 関係 は、 はるか 古代から 今日まで うけつ 

がれて きた ものに ちがいな か つた。 

白鳥の 飛来 地 は、 もとは 関東 はおろ か 伊豆 七 島に も 及んで いたから、 とうぜんの ことながら、 東北で は あち こ 

ちの 水系 や 湖沼に 白鳥が とんで きて、 冬 を 越した ことが 推測され るが、 しかし その 中で 白鳥 信仰が もっとも 強烈 

なかた ちで 見られる の は、 小湊の ほかに は 宮城県の 南部の 白 石 川に 沿う 一 帯であった。 

白 石 川が 白 石 城の 近くで わかれて、 児捨 川と いう 名の 小川と なる。 その 名の 由来 をたず ねる と、 蝦夷 征伐に 出 

かけた ャ マト タケルが、 土地の 豪族の 娘との 間に 一子 をもう けたが、 都に かえらね ばなら なくなった。 豪族の 娘 

は ミコト の あと を 追った が、 生まれた ばかりの 子 を 扱い かねて、 「白鳥に なって 都に 飛んで くるよう」 と 言い、 

あお そ 

その子 を 投げ捨てた ことから、 児捨 川の 名 は 起った という。 白 石の 真正面に は 青 麻 山が あり、 そこに はャ マト タ 
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ケルを まつる 父の 宮が あり、 ふもと には子の 宮が ある。 この 父と 子が 年に一度 会うた めの 祭礼が おこなわれる 

父の 宮は青 麻 山から 移されて、 今は宮 という 部落の 刈田嶺 神社に まつられ ている。 

この 刈田嶺 神社 は 白鳥 神社と もい われて いる。 刈 田 郡に 一 座 ある 延喜式 内 社で ある。 刈 田 郡と 柴田 郡が 分かれ 

たの は 養老 年間で あり、 柴田郡 一座の 式 内 社に は大 高山 神社が ある。 これ も 昔 は 大鷹宮 とか 白鳥 大明 神と いわれ 

てきて いる。 

下って 伊達 政宗 は、 第二 代の 忠宗が 初めて 仙 台に お 国 入した ときに、 鉄砲で 白鳥 を 打つ こと は 「白 石ば かり は 

無用に 候」 と 手紙で 注意 を 与えて いる。 この 話 を 私に 伝えた 片倉信 光 氏の 先祖 は、 明治 戊辰の 役で 活躍した 白 石 

城主 片倉 小十郎 であるが、 その 小十郎 にむ かって、 当時の 仙 台藩大 守の 伊達 慶 邦が、 白 石 を 攻める の はわけ はな 

い。 白 石領の 百姓 どもが 一 撲を 起こしても 心配す る こと はない。 槍の かわりに 竹の 先に 白鳥の 羽 をつ けて つき 出 

せ.、 よ、 どのような 者 も ふるえあがって 退散す る、 とから かった ことが 記録に のこされ ている。 

こうした 信仰 を もつ 刈 田 郡 生まれの ものに、 他 郡の ものが 雉 肉 を ごちそうし ておいて、 その あとで、 今の は 白 

鳥の 肉 だと 言おう ものなら、 青くな つて 吐く やら 腹痛 を 起す やらで 大騒ぎに なった。 それが おもしろくて、 わざ 

とや つた もの だとい う。 

それほどに 白鳥 は 神 そのもの として 扱われた。 「しろと りさ ま」 と あがめられ、 鳴 声を模 して 「け ー こさ ま」 

とも 呼ばれた。 となりの 柴田領 では 「和 子 さま」 という 「殿の 若 子」 を 思わせる ような 親愛な 呼び 方 をした。 白 

鳥の 羽毛が じかに 皮膚に ふれる と、 みみず 脹れの ように 赤く はれ 上る というので、 地面に 落ちた その 羽毛 は 折 

りと つた 木の 枝 か 箸で 拾う かした。 地中に 埋めない ときには、 紙に つつんで 刈田嶺 神社に もっていって おさめた 

が、 社殿に は 白鳥の 羽毛 を 入れる 木箱が おいてあった。 死んだ 白鳥 もこの 神社に 葬った。 神社の 境内のう しろが 

わに は、 今 も 白 &g の 姿 を 浮彫りに した 石碑が 五つ 立ち並んで いる。 


g 石の 表面に 向かいあって 刻まれた 優雅な 白鳥の すがた は、 この 石碑 を 作った 人た ちの 心根 をし のばせる。 もつ 

物 とも 古いの は 寛 文の もので あり、 あたらし いのは 安政で ある。 墓碑に は、 白 石 城の 西の 外堀で ある 米蔵 沼で 死ん 

^ だもの を 葬った として ある。 この 内堀、 外堀 は 白 石 川の 水 を 引いた もので、 白鳥 はよ くそ こに 群れ あそんだ。 白 

^ い 絵 具 を 塗った 木製の 白鳥の 園 を 浮かべて、 白鳥の 飛来 を 待つ こと もあった。 しかし 傷つ いた 白鳥よ、 春に なつ 

i て も 飛び立つ ことができなかった。 そこで 怪我 をな おした のち、 近くの 沼に 放し飼い をす るた め、 飼 扶持と して 

籾 一俵 をつ けて 送りと どけ、 村の 肝 入に 世話 させた という。 

しらと り 

「白鳥 事件」 といわれる 争い 

ところで、 白鳥への 熱烈な 信仰が 大事 件 を 引き起した。 明治 十四 年の こと、 福 島の 方から やって きた 二人の 獵 

師が、 白 石の 南に あたる 越 河、 五賀で 白鳥 を 撃った。 そうして 獲物 を 荷車に つんで はこび 出そうと すると ころ を、 

住民に 見付かった。 この 付近 はとり わけ 信仰の あつい ところであった。 住民 は 激昂して、 棒 を もって ま、.' かけ、 

荷車 を 引いて いた 男 を なぐりたおした。 他の 一 人 は 殺されそう になって、 事 もあろう に 白 石の 警察 分署に 幼け を 

求めて 飛び こんだ。 署長 は、 四 里の 道 を 遠し とせずに、 追つ かけて くる 殺気立った 群集から この 獄師を まもるた 

め、 大河 原 本署に そっと 待避 させようと 考えた。 そこで 人力車 三 台 を 用意し、 先頭に 署長、 後に 巡査、 中に 獵師 

を はさんで 護衛して 走らせた。 しかし 白 石 川に かかった 大撟の 上で 群集に 追いつかれ、 とりかこまれた。 巡査 は 

抜剣して ふせいだ が 効果 はなく、 ， 獬師は 人力車の 上から 川の 中に 落とされて しまった。 この 事件で 数人が 罪に 服 

したと いう 0 

その あと、 明治 二十 年頃まで は、 白 石 付近の 川 や 沼に、 ゆうぐれ どき、 白鳥が ひとかたまり となって いるの を、 

ノ  rO と 力 愛情 を こめて 見守る 風景の あつたと いう。 この 話 は 片倉信 光 氏の 教示に よる ものである。 
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これに 似た 話が ハク チヨ ゥ ではない が、 ツル をめ ぐっての こされて いる。 山口県 熊 毛 郡の 八 代 盆地 は ツルの 渡 

来 地と して 知られて いた。 もともと 瀬戸 内の 各地に 渡来して いた ツル は 鉄砲で 濫獲され ていたので、 この 地 を 頼 

るよう になった。 だが、 この 安全な 八 代 も 狩， 獬熱 がさかん になった 明治 十 年頃から 狩獵 家の 目 をつ ける ところと 

なった。 明治 二十 年、 当時の 八 代 村の 村長 は 県知事に 対して、 村 内での 鶴の 捕獲 禁止 方 を 請願した。 ところが、 

狩獵 家の 中の 一 人が これ を 聞いて、 県令の 公布され る まえに 一 仕事し ようと 出かけて いき、 鉄砲で 一 羽 を 殺し、 

二 羽 を 傷つけ た。 鶴 を かわいが つていた 村民に とって は 青天のへ きれき であった。 これまで 代々 鶴 を 愛護し、 田 

んぼを ふみあらされても、 稲穂 をつ いば まれても 苦情の 色 さえみ せずにい つくしん できた 村民 は 激昂し、 警鐘 を 

乱打して 急 を 知らせた。 村び と は 手に 鎌 や 斧 や 棍棒 をたず さえて、 狩獵家 をと りかこみ、 その 暴挙 をな じった。 

だが 相手 は ツル は 村民の 所有で はない と うそぶき、 射殺した ツル を かついで 引き あげた。 その後 姿 をみ て 村人の 

気持 は 収まりよ うがな く、 ー撲 さえ 起し かねない 勢で、 捕獲 禁止 令の 公布 を 迫り、 明治 二十 四 年 四月、 ついに そ 

の 実現 をみ た。 銃弾に 傷ついた ツル は その後 も 毎年 渡来して いたが、 明治 二十 八 年つ いに 北の 国に かえれな くな 

つて、 居残った。 それ を 見た 村民の 一人 は、 病んだ ツル を 抱いて 自分の 家に かえり、 ね ぐら を 作って やり 手厚く 

看護した が、 五十 日 余で 死んだ。 そこで ツル を 自宅の 裏に 手厚く 葬って やった という。 このように、 ツル もまた 

ォォ ハク チヨ ゥ と共に 白鳥と して 尊崇され た。 

白石領 とわず か はなれた 柴田領 の 船 岡で、 白鳥が 血 なまぐさい 大事 件の 引き金 を ひいた の は、 明治 戊辰の 年で 

あった。 以下、 柴田倫 之 助 老人からの 聞き書き を もとにして、 事件の 概要 を 述べる。 秋 も 深まった ある 日、 柴田 

家中の 者が 四 人して、 大沼堰 の 近くの 小川 をせ きとめて、 ェ ガイ (かいぼり) をして いた。 そのと き、 大 沼の 方 

角に するどい 銃声 を 聞いた。 着物の 裾 を 腰まで たくしあげて、 泥 手で 雑魚 を 追い まわして いた 四 人 は、 はっと 顔 

を 見合せ た。 次の 瞬間 四 人 は 立上り、 二手に 分かれて 走り出した。 
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しばた なかつ かさ もとひろ 

大沼 というの は柴田 中務意 広が 領主と して 住む 船 岡 城の 近くに ある まわり 一 キロ 半 位の 沼で、 澄みき つた 水 を 

たたえ、 秋の 彼岸 頃から 春の 彼岸 頃まで、 白鳥の 好んで 訪れる 場所であった。 この あたりで 白鳥が 死ぬ と、 部落 

総出で、 赶ゃ 太鼓 を 鳴らしながら 大 沼の 奥に ある 白鳥 塚まで 葬りに いった。 大沼 ではで (手負い) になった 白鳥 

は、 領主に 届け出て、 怪我 を 治療す るた めの 医者 をつ けられた。 そして 日頃 は、 白鳥 をのせ た 牛 や 馬 はたち まち 

病気に なって 死ぬ、 とその 神聖な 力 をお それられ ていた。 

だが、 戊辰の &で仙 台 藩に 駐屯した 西 軍 兵士に とって は、 こうした 住民の 信仰 は 理解し がたい ものだった。 亘 

理に 滞留す る 安芸 藩士 は、 官軍の 印の 錦の きれ を 腕に ぬいつけた 姿で、 つれづれなる ままに 阿武隈川 を わたって 

は 船 岡に やって きて、 大 沼で 白鳥 狩り を やった。 地元の 人た ちが、 どうか 神 さまのお 使い 鳥 を 撃たないで くれと 

懇願しても、 白鳥 狩り を やめようと はしなかった。 兵士た ちの 去った あと、 はでに なった 白鳥 や はがい (死骸) 

になった 白鳥が、 大 沼の ほとりで しばしば 発見され た。 それ をみ て 人び と は 腹に すえ かねていた。 西 軍 兵士が 捕 

えた 白鳥 を 食って いる こと は 明らか だ つた。 

そこで またしても 銃声が 大 沼から 聞え てきた ときに、 柴田 家中の 四 人 はとつ さに 決断した のだった。 銃器 類 は 

みな 没収され てし まっている。 そこで 獵師 のと ころに ある 銃 を 借り、 小 松 亀 之 進と 森 玉 蔵の 両人が 大 沼に かけつ 

けたと き は、 すでに 芸州 兵の すがたはなかった。 彼ら は 兵士 を 追って 阿武隈川と 白 石 川が 分かれる あたりの 小 坂 

の 舟 場に ついた。 そのと き、 三人の 西 軍 兵士 をのせ た 渡し舟 は、 川の 中流に さしかか つていた。 森 玉 蔵 は 銃 を か 

まえた。 小 松 亀 之 進 は 早まらない ようにと、 玉 蔵の 腕 を とらえて ひきとめた。 しかし 引き金 は 引かれ、 轟音が 川 

面に 響いた。 弾丸 は 舟べ り を かすめて 水し ぶき を あげた。 

安芸 藩の 兵士 はこ の こと を 上司に 報告した。 上司 は 仙 台に いる 西 軍 参謀の 高 橋 熊 太郎に 伝達した。 柴田 家中が 

芸州 藩に 反抗した として、 高 橋 参謀 は 事件 を 重く みて、 仙 台 藩の 重役 を よびよせ、 すぐに 犯人の 捕縛 を 命じた。 
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柴田 藩で はさつ そく 小 松 亀 之 進と 森 玉 蔵 を とらえて 仙 台に 護送した。 だが 玉 蔵 は 途中で 隙 をみ て 逃亡した 主 

犯が 逃げた と 知って、 高 橋 熊 太郎は 激怒した。 発砲した 本人が 逃亡した 責任 は、 犯人の 捕縛に 熱心でなかった 仙 

台 藩 当局と 船 岡の 当主、 柴田意 広に あると して、 「もし 三日の 間に 森 玉 蔵 を とらえる ことができない ときには 

柴田中 務意広 を 東京に 護送して 吟味す る」 と 言い渡した。 さらに は、 「こういう 次第にな つたの は 朝廷にたい 

する 態度が 怠慢で あるから だ。 仙 台 藩主の 伊達 慶邦 父子の 身に どんな ことが 起っても 知らぬ」 とお どした。 

この 一 言 は 仙 台 藩の 支 藩で ある 柴田藩 を 震駭 させた。 柴田藩 はわず か 五千石。 柴 田家の 当主 はとの さま、 子 ど 

も は, さまと 呼ばれて いた。 だが 筆頭 家老 はなん と 四十 五 石の 知行と りで あり、 中 土の 小 松 亀 之 進 はわず か 十 

石 どり、 また 森 玉 蔵が 養子に いった 森 文治の 家 は 十三 石 どり にす ぎなかった。 この おそろしく 小規模な 領地 を ひ 

とつに まとめ あげてき たもの は、 白鳥 信仰であった。 領主の 住む 四 保 山に は、 柴田 郡の 式 内社大 高山 神社 (白鳥 

大明 神 ン を 元禄の 頃に 移して 分 霊 を まつって きていた。 こと もあろう に、 その 白鳥が 問題と なった の だ。 

柴田 家中 総出で 領内 を 三日の あいだく まなく 探し まわった が、 玉 蔵の 足 どり をつ かむ こと はでき なかった。 期 

限 はついに 切れた。 仙 台 藩の 幹部 は、 小 松 亀 之 進と 森 玉 蔵の 二 名 を 斬首し、 柴田 中務を 切腹 させて 謝意 を 表する 

以外に 藩主 父子 を 救う 方法がない、 と 決断した。 事態 は 急転した。 

かくして 柴田中 務意広 はお もわぬ 切腹の 座に 坐ら される ことにな つた。 大男で 五 人 張の 大弓 を やすやすと 引い 

たとい われる 意 広 は、 辞世 をの こし 三十 七 歳で 割腹 をと げた。 

治平 在 何日 只 思 青葉 城 獄中 無 一 物 堪聴凶 鴉 声 

臣 どもが なせし わざ を も 白 真 弓 ひきて やかえ る 武夫の 道 
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意 広 自刃の 夜 小 松 亀 之 進も牢 前に 引き出されて 斬首され た。 この結果 は高撟 参謀に 報告され たが、 高 喬は主 

犯の 玉 蔵の 始末が つかな いのは どうした わけ かとつ よく 迫った。 柴 田の 家中 は 夜 どお し 協議した。 も はわ、 一刻の 

猶予 も ゆるされない。 この 上 は、 玉 蔵が 養子に 入った 森 家の、 玉 蔵に とって は 義兄に あたる 文治 を 身代りに 立て 

る ほかない。 玉 蔵 は 文治の 妹 を 妻と していた。 柴 田の 家老と 親戚 一同が 森 文治の 宅に いって、 身代りに 死んで く 

れる こと を 懇願した。 文治 は 一 言の 返す 言葉 もなか つた。 

周囲の 見守るな か を、 文治 は 白無垢に 着かえ 威儀 を 正して 炉辺に 坐った。 親戚の 士が 介錯した。 文治 は 白. ffiaL 口 

のま ま 俯伏した。 文治の 首 は 首 桶に 入れて、 玉 蔵の 首と して 西 軍 方に 差し出し、 反抗した ので 打 首にした と 申し 

述べ、 検分に 供した。 西 軍 参謀の 高 橋 熊 太郎は その 報告 をう けて やっと 満足し： J;_、o 

「白鳥 事件」 と 呼んで いる この 騒動で、 主君 をう しなった 柴田 藩で は、 仙 台 藩に 北海道 開拓の 議が 起こる と 家臣 

たちに 擁せられて、 明治 八 年に は柴田 中務の 幼君が 北海道の 伊達 町に 移り 住んだ。 こうした 変転 をよ そに、 毎年 

秋の 彼岸す ぎになる と、 白鳥た ちが 飛来し、 春に はまた 北 を 指して かえって いった。 船 岡の 人た ち は、 北り 2 お 

で 苦難の 生活 を 送る 殿の 若 子に 対する 呼称と おなじように、 白鳥に むかって 「和 子 さま 一 と 呼んだ。 

北から 渡来す る 神霊 

わが 古代人が 白鳥 を 神の 使いと も 冥界の 使者と もみな したの は、 どんな 理由に もとづく ものな のだろう か。 お 

のどん な 存在よりも 白く はばたく その 姿が、 まわり をい つも 幽暗で 神秘的な 雰囲気の もとにお くこと になった の 

力 しかし それ 以上に、 白い 鹿、 白い 蛇、 白い 猪な どの 動物と 同様、 白い 鳥 は 神の 誕生す る 姿と おもわれた。 ャ 

マト タケル は 白い 鳥に なって この 世に 再生した。 白鳥が 「和 子 さま」 と 親しみ 呼ばれ、 古代の 皇子の 愛玩物と も 

なった こと は、 白鳥の 中に 再生した 魂の かたどり をみ とめた ためな のか も 知れない。 
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ャ マト タケル は、 日 高見 国の 蝦夷 を 征伐した が、 その 日 高見 国 は、 陸 奥の 北上 川の 下流 一帯 を 指す とされて い 

る。 白鳥が たえずつ きまとう ャ マト タケル 説話と か、 記紀の 白鳥 捕獲の 話 をと おしてみ る ことができ るの は、 山 

陰、 北陸、 東北と いった 地方で は、 北への 意識が たえずあった という ことで ある。 ォォ ハク チョウに たいする 信 

仰 は、 北から 渡来す る 神霊への 信仰に ほかなら ず、 時 をき めて、 海 を わたり、 空の 彼方から おとずれる 白鳥 は、 

愛する ものと 自己との 一体化の 幻想 を かき 立てて きたに ちがいない。 白鳥が おとずれる 季節 は、 東北で は 神の 滞 

留 する 期間で あり、 白鳥が 飛び去る の は 神の 不在の 時期と おなじ こと を 意味して いた。 

こうして みれば、 みちの くの 野 づらに は、 蝦夷が 穴居して 住んで いた 頃から、 白鳥 を 神と する 熱烈な 信仰が あ 

つたが、 そもそも その 始まりに は、 年々 飛来す る 白鳥 は、 これら 穴居す る 毛 人た ちの 衣服の 代 ともなり、 あるい 

はまた その 肉 は 重要な 食料と な つていた ので はなかろう か。 

神と 一体化す る 基本 形式 は、 その 神 をた ベて 自分の 血肉 化する か、 あるいは その 神と 婚姻す るか どちら かで あ 

つた。 だが、 繙文 期から 弥生 期へ と 移り、 みちの くの 隅々 まで 農耕 生活が 普及す ると、 鳥獣の 肉に たよって いた 

狩獵 時代の 食生活 はっきく ずされ、 こんど は 一転して、 白鳥 を とらえて 食す る こと はもち ろん、 白鳥に 触れても 

ならぬ とする 沌 砕な 言 仰が 誕生した。 かくして、 白鳥 はみ ちの くの 人び との 信仰生活に ますます 深く 根 を 下ろす 

ようになった。 蝦夷の 末裔で ある 安部貞任の 弟に 白鳥 八郎と 名のる 武士が いた こと は、 そのこと を 物語って はい 

ないか。 白鳥 をお のが 名に 負う こと はなく とも、 白 石の 城主 片倉小 十郎の 出陣のと きの 旗 指 物に は、 「日本 武尊」 

と 「白鳥 大明 神」 の 字が そめぬかれ ていた。 白鳥 は 白 石の 産土神であった からで ある。 みちの くで は 人々 は 白鳥 

神の 子 であると 信じて はばからなかった が、 白鳥 以外の どの 動物に たいして、 かく も 熱烈な 信仰が ささげられ 

たか、 私 は 知らない。 
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海 を 照らす 神し き 光 〈海蛇： 


「神 光照 海」 の 扁額 

数年 まえの 春 四月 初め、 私 は 出 雲の 美 保 神社の 境内で、 舟 庫に おさめられて 陳列して ある クリ舟 を ながめて い 

た。 ひとつ は宍道 湖で 使われて いた ソ リコ 舟で あるが、 他 は 沖總の %満 漁夫が 乗る サ バニと、 ラワン 材 でつくつ 

た 南方 系の タリ 舟で ある。 この 二つと も 島根 半島の 海岸に 流れつ いた ものであると、 かたわらに 説明の ついた 木 

札が 立 つてい る。 沖 繙ゃフ イリ ピ ン から これらの 舟 を はこんで きたの が 黒潮で ある こと はだれ でも 察しが つく。 

黒潮 は 周知のと おり、 奄 美大 島の 北の 十島灘 付近で 二つに 分かれて 走り、 一 つ は 東行して 日本列島の 太平洋 岸 

を 洗って すぎ、 もう 一 つ は 九州 西海岸 を 北上して 対 馬 海峡 をぬ け、 山陰、 北陸な どの 日本海 沿岸 を 洗う。 この 黒 

潮が 文化 を 日本列島に はこぶ 動脈であった こと はも はや 常識で あるが、 その 証拠 品が 私の 眼の まえに 置かれて い 

るの だ つた。 

さて、 舟 庫の 屋根 を ふと 見上げた とき、 そこに かかった 扁額の 「神 光照 海」 という 文字が 私の 眼 を 射た。 いつ 

たい、 どうして、 ここに このような 文字 額が かかげて あるの か、 私 は 怪訝な 思いに 捉 われて、 しばらく たたずん 
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でいた。 社務所に 詰めている 若い 禰宜に その 由来 を 聞いて みたが、 然るべき 答え は 得られなかった。 

「神 光照 海」 という 文字に 私が ひとり こだわつ ていたの は、 それが 日本書紀の 中から とった ものである こと を 知 

あや  ひかり 

つていた からで ある。 「神 光照 X 海、 忽然 有 二 浮 来者匚 という 記事が それで、 「神し き 光海 を 照らして」 とよ ませ 

たら まち 

ている 。「忽然に 浮かび 来る 者」 はォォ ナム チの 幸魂奇 魂で、 大和の 三輪 山に 住みたい、 という 希望 を 述べた と 

ある。 

古事記に はこ このところが すこしち が つていて、 ォォク 二 ヌ シ の 神が 独力で 国 造り をす る ことが 困難で あると 

なげいて いると 「この 時に 海 を 光らして 依り 来る 神」 が あ つた。 その 神が ォォク 二 ヌ シの 神の 国 造りに 協力す る 

かわりに、 自分 を 大和の 三輪 山に いっき まつれと 言った、 となって いる。 そして 三輪 山の 神の ォォ モノ ヌシが 蛇 

神で ある こと は、 記紀に 語られて いる。 

これらと 似た 表現 はさら に 古事記の 他の 個所に ある。 前項で ホムッ ヮケが 白鳥のと ぶの をみ て、 あぶ あぶと 口 

を 動かした という 話 を 述べた が、 古事記に よると、 山辺の 大 f^! が 白鳥 を 追い かけ 越の 国で その 白鳥 をつ かまえて 

献 じた けれども、 ホムッ ヮケは その 鳥 を みても まだお もうよう に 物 を 言う ことができなかった。 そのと き ホムッ 

ヮケの 父 王の 夢に 出 雲の 大神 である ォォク 二 ヌシが あらわれて、 自分の 住む 宮居 を 大王の 宮殿の ように りっぱに 

作 つ て くれたら、 啞の 皇子 はかならず 口 をき くこと が できるようになると 告げた。 

そこで ホムッ ヮケは 出 雲に ゆき、 r 檳榔の 長 穂の 宮」 に 住んだ。 ある 夜ヒ ナガ ヒメと むすばれ たが、 その 娘 を 

てら 

そっとみ ると 蛇であった ので ホムッ ヮケは 逃げ出した。 ヒ ナガ ヒメ は 「海原 を 光して 船より 追いき たりき」 とし 

るされ ている。 ここで はヒ ナガ ヒメが 蛇であった ことが 力説され ている。 ナガの 語源 はもと もと サンスクリット 

のナ ー ガ からき たもので 蛇 を さすと されて いる。 そこで 「海原 を 光して」 という 表現 は 感覚的であって、 たんな 

る 形容で はない ことが わかる。 
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しかも 「アジ マ サの長 穂の 宮」 の アジ マサ はビロ ゥ樹、 南 島で いう クバ の 木で ある。 クバ は 沖 織 では もっとも 

う たき 

神聖な 木で、 御嶽と 称せられる ところに はかならず といって よい ほど 植えて あり、 その 木の 下が 拝 所と なって い 

る。 クバの 葉 は 南 島人の 日常生活の 道具に 万能の 役割 を 果たして いる。 平安時代の わが 宮廷で も アジ マサの 扇と 

いわれて 珍重され た。 このよう にして みれば、 海原 を 照らして くる 蛇 神 や アジ マサの 長 穂の 宮が 出て くる 出 雲の 

風土に は、 どこか 南の 海の 句い がする。 

出 雲よりも さらに 東に ある 若 狭の 国の 一 の宮は ヒ コ ホホ デミと ト ョ タマ ヒ メを まつる 格式の 高い 式 内 社で ある。 

その 宮司から 私が 話 を 聞いた ことによると、 鎌倉時代の 絵巻物で ある 「若 狭 国 鎮守 神人 絵 系図」 に は、 この 一 の 

宮の 社殿の まえに 二 本の クバの 木が 描かれて いると いう。 戦前に は 毎年 夏の 初めに なると、 若 狭の 小 浜の 海岸に 

沖繙 から 糸満の 漁夫が やって きて、 海面 を 棒で 叩く やり方で、 網の 中に 魚 を 追い こむ 漁 をして いた。 彼ら は 海岸 

の 砂浜 や 洞穴に 寝と まりし、 秋に はまた 南へ とかえ つてい つた。 そこで 糸満 漁夫の 姿が 小 浜の 海岸に あらわれる 

と、 小 浜の 町の 人び と は 「ああ 夏が きたな」 という 実感 を もった という 話 を 私 は 聞いた ことがある。 

こうして みれば 黒潮の はこんだ もの は、 漂着す る クリ舟 や 波の 間に ゆれて ただよう クバ の 木の実 だけで はな か 

つたので ある。 そこに は あきらかに 黒潮 を 利用して わが 列島の 日本海 岸に や つ てく る 南の 人び との 意志が みとめ 

てら 

られ る。 では これらの 人た ちと、 海原 を 光して 寄って くる 蛇 神との 関係 は どのように 具体的な 形で つながり を も 

つてき たのだろう か。 

竜 蛇 神 をめ ぐる 神事 

あお ふしが き 

私が 美 保 神社 を 訪れて 見た 「青 柴垣の 神事」 はォォ クニ ヌシの 子どもの コ トシ ロヌシ の、 水葬 義礼を 摸した も 

(4) 

のと 解され ている。 国 ゆずり を 迫る アマ テラスの 使者が 高天原から 出 雲に やって きたと き、 コ トシ ロヌシ はちよ 
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うど 美 保の 岬で 魚 をと つて 遊んで いる 最中で あ つた。 ォォク 二 ヌ シ から 「おまえの 意見 はどう か」 と 聞かれて 

「この 国 は 天つ 神の 子孫に 献上し ましょう」 と 答える と、 コ トシ ロヌシ は、 海中に 八重の 青 柴垣 を 作り * その 中 

にかくれ てし まった、 と 記紀に ある。 コ トシ ロヌシ というの は、 その 名から も 推察し 得る ように、 神の 言葉 をと 

りつぐ 媒介 者で、 同時に 呪術 家で もあった。 奇妙な 手 付で 拍子 をう つと、 舟 はたち まち 青 柴垣に かわった。 その 

中に かくれて コ トシ 口 ヌシは 水平線の 彼方に 姿を消して しまった。 この 青 柴垣 はい ま、 祭のと きの 神 船に しつら 

えた 幔幕の 四隅 をかざる 榊の 束に 象徴され ている。 沖繙 では 以前に は 人が 死ぬ と 青木の 枝葉 を 折りと つて その 死 

もがり (5) 

体に かぶせた という。 それ は 日本の 古代で いう 殯に 相当す る ものだった。 青 柴垣に もそう した 意味が あるに ちが 

かりまた  あおす ば ま ぬす 

いない。 沖 繙の宮 古島の 狩 俣に つたわる 創世 神話 は、 その 冒頭が、 「山の ふしら いよ 青 柴の真 主よ」 という 詩 

(6) 

句に はじまる。 「山の ふしら い」 というの は 山の 妖怪で、 「青 柴の真 主」 というの は 大蛇と 解され ている。 それと 

同時に 「青 柴」 はぎ 俣の 祖神 祭の 時に 神 女 たちのか ぶる 木の葉の 冠り もの を さしてい る。 木の 枝葉 を 編んだ この 

冠り ものの うらがわ は、 蛇が とぐ ろ をまい た 格好に なって いる。 そこで、 美 保の 「青 柴垣」 という 言葉に も ある 

いは 蛇の 意味が こめられて いるか もしれ ない。 

そうした こと を 考えながら、 私 は 美 保 神社の 祭 を 見た あと、 佐 太 神社 をたず ねた。 そこで 会った 佐 太 神社の 神 

職の 朝 山芳园 氏に むかって、 

てら 

「海 を 光して 依り 来る 神と 記紀に あるの は 海蛇で はない かとお もうので すが」 

と 質問して みた。 すると 朝 山 宮司 は、 

「そのと おりなん です。 夜に 海蛇が 海の 上 を わたって くると き は、 金色の 火の玉に みえる、 と 漁師た ちはいい ま 

す。 その 金色の 火の玉 を 網で 掬って 海蛇 を 捕える のです」 

と 答えた。 そうして みれば 「神 光照 海」 はたんなる 形容ではなかった の だ。 この 海蛇 は 佐 太 神社で 十一月の 下 
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旬に 行なわれる 神 在 祭に はなくて はならぬ ものと されて いる。 佐 太の 近傍の 浦々 や 海上で 捕えられた 海蛇 は、 「竜 

4- さま」 と 呼ばれ、 竜宮の 使いと 信じられて、 漁民た ちの 尊崇す こぶる 篤く、 これ を 神社に 奉納す る。 そうすれ 

ば 火難 水難の まじないになる という 信仰 は 出 雲から 石 見に かけて ひろが つてい る。 

毎年 十一月の 中旬 ころに なると、 それまで かがやかしかった 出 雲の 明るい 海 は 急に 暗くなる。 そうして ァ ナジ 

と 呼ぶ 北西の 風が 烈しく 吹きつ のり、 海面 は 荒れて 泡立つ。 このような 天候の 急変 現象 を 出 雲の 人た ち は 「お Sii 

み 荒れ」 といいなら わして きている。 出雲大社 や 佐 太 神社の 神 在 祭 は 「お忌み 祭」 ともよ ばれる が、 その わけ は、 

鳴 物 もなら さず 忌み ごもる 期間と 符合す るよう に、 海が シ ケ るからで ある。 

「お忌み 荒れで ございま すね。 竜 蛇さん が あがりました か」 

(8) 

といつ た 会話が 挨拶が わりに とりかわされ るの も そのころ のこと である。 

いなさ  かりみや  かみの みや 

出雲大社 では、 江戸時代まで は その 神職が 稲佐 浜に 近い 仮宮 (今の 上宮) に 忌み 籠って、 竜 蛇の 到来 を 待った 

もの だとい う。 こうした 期待が こめられる とすれば、 冬の しるし を 告げる 悪天候 は 海蛇 神の 出現に むしろ ふさ わ 

しい ものである。 稲佐 浜に 竜 蛇が あがる と、 それ を 玉藻 (ホンダ ワラ) の 上に のせて、 これ を 大社の 神殿に おさ 

める。 稲佐 浜の 神 迎えの 行事 をお えない と、 神 在 祭 は はじまらない。 出雲大社の 神紋が 六角形の 亀甲 形に なって 

いるの は、 この 海蛇の 背の 紋を かたどった とされて いる。 

「お忌み 荒れ」 のこと を 佐 太の あたりで は 「サダ サン 風」 とも 「サダ サン 荒れ」 とも 呼んで いる。 佐 太 神社に つ 

さ だ しんのう 

た わる 「佐陀 神 能」 に は 竜神 や 美 蛇の 話が 出て くる。 その 中の 「不思議 や 黒雲 立ち さわぎ、 雨風 さわぎ 虚空に 音 

楽 聞え つつ、 竜神 これまで 現われたり」 という 場面 は、 竜 蛇の 出現の 背景と なる 「お忌み 荒れ」 の 雰囲気 をよ く 

伝えて いる。 

かんめ 

佐 太 神社の 神 在 祭 は 最後の 夜の 十 一 月 二十 五日に、 神社から ニキ 口 はなれた 神 目の 山の頂に ある 小さな 池に 小 
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舟 をう かべて、 それ を 西北 方の 海に むかって 送り出す 儀式 をす る。 これ を みれば 佐 太 神社が 海との つながり を 濃 

厚に もっている ことが わかる。 杵 築の 出雲大社の 神殿の 神 座が 西方に あたる 稲佐 浜 を 向いて いるの も 同様で ある ( 

セゲ ロウ ミへビ の 威厳 

かみ だ 

では この 謎め いた 海蛇の 正体 は 何であろう か。 出 雲の 竜 蛇に ついて 研究 を 重ねてい る 動物学者の 上田 常 一 氏に 

よると)、 それ は 南方産の セグ ロウ ミへビ である。 南方の あたたかい 海から 黒潮に 乗って きて 日本海に 分布して い 

るゥミ へビに は、 セ グロ、 クロ ガシ ラ、 マ ダラ、 ェ ラブの 四 種が あるが、 セグ ロウ ミへビ が 圧倒的に 多い と 上田 

氏 はいう。 対 馬 海流が 日本海 を 洗う とき、 それ は 沖合 流と 沿岸 流の 二つに 分かれ、 セグ ロウ ミへビ は 海岸 をへ だ 

たる 七十 四 キロまでの 沿岸 流に 乗って やってくる。 

陰暦の 十月 ごろに 冬の 季節風の はしりが、 西 または 西北の 方向から 出 雲の 海 をお そう。 すると セグ ロウ ミへビ 

は 黒潮の 流れから 押し出され、 岸に 近づいて くる。 だが、 そこに は 寒冷な 海水が 待ち受け ている。 海蛇 は 波の ま 

に まに 浮かんで くるが、 海岸に 打ち あげられ ると、 すぐ、 ぐったりす るの がふつ うで ある。 

毎年き まった ころに 季節 をた がえず やってくる セグ ロウ ミへビ を、 素朴な 人た ち は 竜神の 使者と 考えて、 ふか 

く 信仰した。 それに は、 背 黒く 腹 は 黄色に して、 いわゆる 天地 玄黄 を そなえて いる、 セグ ロウ ミへビ の 身体 的特 

徴も あずかって 大きかった。 体長 は ニメ  — トルに も 及ぶ もの も あるが、 ふつう は 六十- - 七十 センチ 程度で、 そん 

なに グロテスク ではない。 しかし 眼 も 歯 も するどく、 おのずから 威厳 を そなえて いる。 出 雲の 海岸に たどりつく 

頃 は 毒性 も よわまり、 人 を 害する こと もない ので、 親しまれ ている。 船の 櫂に 似た 平べ つたい 尾に は、 黄色な 地 

に 黒の 美しい 斑紋が あって、 すこぶる 眼 を 引く。 

大社に 上がる 竜 蛇の 尾に は 六角の 紋が あり、 佐 太の は 扇の 紋、 日 御崎の は 三つ 柏に なって いると いわれ、 地域 
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によつ て それぞれの 神社の 神紋を あらわして いると 思われて いるが、 これ は 俗信に すぎない と 上田 氏 は 述べて い 

る。 それにしても さまざまに 変化の ある 尾の みごとな 斑紋と、 腹部の あざやかな 黄色と は、 セグ ロウ ミへビ を ほ 

かの 海蛇 や 陸 蛇と 容易に 区別 させた。 その 形 姿 はさながら 竜宮の 使者に ふさわしい ものであった。 

出 雲 地方で は、 杵築 大社と 佐 太 神社の ほか は 美 保 神社と 日 御崎 神社に も 竜 蛇 を 祭って いる。 出雲大社の は 大き 

く、 日 御崎の は 白い の を 特色と するとい われて いるが、 セグ ロウ ミへビ は、 成長す ると 斑紋が 少なくな つて、 白 

い 蛇に みえて くるとの こと だ。 

竜 蛇 信仰 は 出 雲 だけに 限られて はいなかった。 出 雲の 西に、 石 見の 大田 というと ころが ある。 そこの 五ゼ § に、 

からかみ しらぎ 

大浦 という 場所が あって、 スサ ノォを まつる 韓神 新羅 神社が、 海の ほとりに 立って いる。 イソ タケル はス サノォ 

の 子どもで あるから、 それが 地名に なって いる こと は、 なにがし かの 歴史的 縁 由 を 感じさせる ものであるが、 果 

たして そこに は 次の 話が 伝わって いると、 私 は 上田 常 一氏に 知らされた。 文政 年間、 石 見の 大森 銀山に ある 幕府 

の 奉行所から 領内に なに か 変った ことがあれば 報告せ よ、 という 命令 をう けたので、 ここで は、 毎年 陰暦 十月に 

なると 二 匹の 竜 蛇が 上がる。 それ は 生きた もの も あれば 死んだ もの も あるが、 海蛇 は 韓国から やって きた 神の 使 

いで あると 信じられ ている、 という 報告 を 地元から 差し出し たという。 

これ は 竜 蛇 神の 信仰が 韓国と も 関係の ある こと を 示唆す る 話で あるが、 対 馬 暖流に は 山陰 地方に 向かう 流れと 

韓国 東岸の 迎日 湾に むけて 北上す る 流れと 二つ あり、 両者 は 南方の 黒潮の 幹から 分かれた 二 つ の 枝に ほかなら な 

い。 そこで、 日本と 韓国の 文化に も 共有 部分が 多い はずで ある。 

石見大 田から 西方に あたる 仁 摩 町の 馬路 にも、 ォォク 二 ヌ シとコ トシ 口 ヌシを まつ つてい る 乙 見神 社が あり、 

その 神殿に は 十数 体の 竜 蛇が 奉納され ている。 更に その 西方の 波 子に ある 津門 神社に も 安政 一 一年 卯の 水無月 吉辰 

日と いう 竜 蛇 神 奉納の 記録が 残って いるそう である。 このように 竜 蛇 神の 仰 は 出 雲と 石 見に またが つてお り、 
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それ はかって は 特定の 神社の 信仰と みなす わけに はいかな か つたので はない か、 という 推測 を 私たちに つよく 迫 

つ てく る ものである。 

家に 入った 蛇 

出 雲 石 見の 海岸で とれた セグ ロウ ミへビ は、 ホンダ ワラ (方言で ジン バ とよぶ) の 上に のせて 家に もちかえり、 

その 下に サン ダ ワラ を 敷いて 床の間に そなえ、 家族 や 親戚 一同で お祝い をした のち、 神社に おさめる。 すると 神 

社から 籾 一 俵 をた まわる のが 慣例で あ つたと いうが、 死んだ 海蛇 を 三方の 上に とぐ ろ を まかせた か つ こうに する 

の を コシキ ダテと 呼んで いる。 コシキ を 重ねた ようにす るので ある。 そのために は 専門の 剝製師 が 必要で あるが、 

ど こ の 神社 も 神職が やって いる。 

神前に 奉納され た 竜 蛇の 一 部 は 希望に よって 民間の 篤信 家に ゆずり 渡され、 出 雲で は 家庭の 神棚に もうけられ 

た 白木の 小 祠に竜 蛇が まつられ ている ことがある。 家族 は 毎日 その 前に 小さい 燈明を 点じて 拝む。 こうした 信仰 

のために 火災の 難 をの がれた という 話 は あちこちに 残って いる。 石 見の 大田 では、 近所が 火災に なった のに さい 

わい 類焼 をまぬ かれた が、 神棚 をみ ると 竜 蛇 さまが 白木の 宮を 出て、 火事の 方向 をむ いていた という 話 を 聞いた。 

竜 蛇 奉納の 記録と して は 美 保 関の 才 浦から 美 保 神社に 奉納され た、 元 治 元年 陰暦 十月の ものが 一 番 古いと され 

ている が、 さきに 述べた ように 石 見の 韓神 新羅 神社で は 安政 年間に 「竜 蛇 上り」 の 報告が みられる。 出雲大社の 

千家 宮司 は、 この 信仰が 室町 末期に すでに あ つたこと は 記録に 明らかと している。 

え とも 

古来、 竜 蛇 は 出雲大社 では 西に あたる 稲佐 浜、 佐 太 神社で は 西北に あたる 恵 曇の 古 浦から 上がる とされて いた。 

この 古 浦と となりの 江 角 浦と を あわせて 神 在 浜と 呼ぶ が、 そこに は板撟 という 社 人が 居住し、 藩から 食禄を 受け 

て、 竜 蛇 上げの 職 を 奉じて いたと いわれる。 佐 太の 竜 蛇の 上る 浜 は 今 は 変って きていて、 神社の 東北に あたる 笠 
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浦が 主で ある。 

その 笠 浦の 漁師の 船 越 佐太郎 氏に 会って 聞いた 話で は、 昭和 四十 二 年、 笠 浦の 多 古 鼻 灯台から 沖合 三 マイルで、 

五 千 五 百 燭光の 集魚灯 をと もして イカ 釣り をして いたと ころ、 午前 一時 ころに 北西の 風が 吹いて、 船の 舳が西 向 

きになった。 左舷 をみ まわす と、 船ば たから 一 メ I トルく らいの 船の 薩に あたる 部分に、 何やら 光る ものが あつ 

た。 他の 海蛇 は 光らない ので 船 越 氏 は ピンと きた。 さっそく、 たも 網です くいと つて 水 を 汲む 桶の 上に 竜 蛇 をす 

えて はこんだ という ことであった。 

この 例で 考えられ るの は、 セグ ロウ、、、 へ ビが 集魚灯の 強烈な 光 をう けて 光った ので はない かとい う 疑いで ある。 

海蛇 は そのと き 船の 蔭の 部分に あたる 海面に いたの だから、 他の 生物 だったら 暗やみに まぎれる が、 セ グロ ゥミ 

へ ビは 黄色 あざやかな 腹部 をして いるので、 何 かの 調子に 光 を 反射した のか もしれ ない。 上田 常 一 氏の 説で は、 

セグ ロウ ミへビ の 蛇腹 は 退化して 平滑で あるた めに、 光 を 反射し やすいの ではない か、 という ことで ある。 

古代に おいても なお、 船の 上 や 浜辺で 火 をた くと きに、 セグ ロウ ミへビ が 近よ つてく ると いう 習性 は、 わき ま 

えられて いたと 思われる。 あるいは また 夜光虫の ような 微生物が 海蛇の 身体に 付着す ると か、 海蛇の 泳いだ あと 

に 夜光虫が 光る とかす るの かも 分らない。 それが 満月の 夜な どに は、 さながら 海蛇の かがやきの ようにみ えた こ 

と は 十分 察 しられる ことで ある。 

いずれにしても セグ ロウ ミへ ビが 火の玉の ように 光る とか、 黄金の 波 を かきわけて や つ てく ると かいう 目撃者 

の 証言 は、 「神 光照 海」 という 表現と なって、 古代の 史書に はっきり 刻み こまれて いる。 こうして みれば 出 雲の 

竜 蛇 信仰 は、 歴史 を さかのぼ つて はるか 古代に つながる ものと して 差支えない であろう。 

ただ 奇異に おもう の は、 記紀の 中で、 その 蛇 神が 大和の 三輪 山に いっき まつられた いという 希望 を 申し出て い 

るの はどうした わけだろう、 という ことで ある。 出 雲に 上陸した 海蛇の ゆくえ をし ばらく 追ってみたい とおもう。 
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大和の 竜 蛇 信仰 

三輪 山の 神が 蛇で あるの は、 日本書紀の 有名な 説話で 明らかで ある。 ャ マト トトヒ モモ ソ ヒメが ォォ モノ ヌシ 

の 妻と なった が、 この 神 は 昼 は 見えず 夜 だけし かこなかった ので、 その 正体 は 分明でなかった。 ヒメが その 姿 を 

みたい というと、 ォォ モノ ヌシは 明朝 櫛 箱 をみ なさい と 答えた。 ヒメが そのと おりした ところ、 櫛 箱の 中には、 

衣の 紐ぐ らいのう つくしい 小さな 蛇が はいって いた。 ヒメが おどろきの 声 を あげたので、 小 蛇 は 虚空 を ふんで 三 

輪 山に のぼ つてい つてし まった。 

この 説話で 気がつく こと は、 櫛 箱に 入った 小さな 蛇の かっこうが、 剝 製に された セグ ロウ ミへビ を 彷彿させる 

ことで ある。 私の 実見した 海蛇の 姿 はま さしく 「衣の 紐」 といった 形容が ぴったり する。 出 雲で 私が 聞いた とこ 

ろで は、 大きな セグ ロウ ミへビ が 海岸に 流れつ くと 「こんど は 小さくな つてき なさい」 と 言って、 また 海に かえ 

すの だそう だ。 ここに は 小さ 子の 親愛に 満ちた 信仰が ある。 

『^ず i& にの i つ f t 貝よ I と』 に は 「出 雲の 神々 を 大和の 四 力 所の かんなび 山に おすえした」 という 言葉が あって、 そ 

の 四 力 所と は、 三輪の かんなび (ォォ モノ ヌシと クシ ミカ タマの 命)、 葛 城の 鴨の かんなび (アジ スキ タカ ヒコ 

ネの 命)、 5f>&l^ のかん なび (コ トシ 口 ヌシの 命)、 飛鳥の かんなび (力 ャナ ルミの 命) を あげてい る。 力 ャナル 

ミょ 記^に は 出て こない 神で 不明で あるが、 コ トシ 口 ヌシと アジ スキ タカ ヒ コネ は ォォク 二 ヌシの 子どもと なつ 

ていて、 いずれも 出 雲の 神々 である。 コ トシ 口 ヌシの 青 柴垣が 蛇の シンボル かもしれ ぬと 前に 述べた が、 飛鳥に 

います 神社 は 伝承で は 祭神が コ トシ ロヌ シ とされて いる。 飛鳥の かんなび 山 は 甘欞の 丘と いう 説 も あるが 通説 

では 雷 i に比定 されて いる。 とすれば 雷 = 蛇 であるから、 蛇 神 を まつる ことになる。 また アジ スキ タカ ヒ コネ も 

また 古事記に 「み t き 1 わたらす 神 I つまり 二つの 谷に 渡って 光り かがやく 蛇と うたわれた。 大和の 葛 城の 地 は 鴨 
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神 をい つき まつ つて 移住 定着した 出 雲 人の 居住地で あつたと 考えられ ている。 このように 出 雲から 大和に 移され 

た 四つの 「かんなび 山」 の 祭神 はすべ て 蛇で あり、 しかも どこか セグ ロウ ミへビ を おもわせる。 

さらにい えば ォォ モノ ヌシ とか コ トシ 口 ヌシ とか、 出 雲 系の 神々 の 特徴で ある ヌシ は、 もともと 蛇 を あらわす 

語と 考える ことができる 。沼の 主、 池の 主 もそう である。 この ヌシ はニジ ともおな じ 語源 を もつ。 ニジを 翼の あ 

る 蛇と 考える 習俗 は 日本 本土、 沖繙、 台湾に かぎらず、 ォ1ストラリァまで分.《^をみ4^^^- 

出 雲に も 四 力 所の 「かんなび 山」 が ある。 佐 太 神社のう しろの 三 笠 山、 あるいは 朝日 山と もい われて いる。 こ 

の 三 笠 山 はもとの 佐 太 神社が あつたと ころと されて いる。 とすれば、 佐 太 神社の かんなび 山と 蛇 神との つながり 

は 容易に 推察され る。 「なび」 とか 「なみ」 とか は 蛇 を 意味す る 語で あるから 「かんなび 山」 は 神蛇 山に ほかな 

らぬ とする 説 は 捨てが たい。 出 雲 古代 文化の 中心地で あり 発祥地で あつたの は i 勢 郡の 5^1^ であるが、 そこに 秀 

麗 なすが た をみ せる 茶臼 山 もかん なび 山の 一 つで ある。 出 雲に は 他に 二 力 所 ある。 

このよう にして 出 雲の 海岸に、 西北の 方向から 冬の 季節風の はしりが 訪れる とき、 そこにき まって 海蛇が 流れ 

つくの をみ て、 わが 出 雲び と は それ を 神の 使いと 信仰し、 いっき まつって きた。 

が、 時 を 定めて 流れつ くもの はかならず しも セグ ロウ ミへビ だけで はな か つた 0  r ァ ナジの 八日 吹き」 という 

ことばが あるが、 それが 日本海に 吹き荒れる ころに なると、 能 登 や 新 潟の 海岸に かけて は フグに 似た ハ リセ ンボ 

ン という 魚が 流れつ く。 この ハリ セン ボン も 黒潮に のって くるが、 寒冷な 水に 出会って 急に 弱り、 奥 能 登の 海岸 

などで は、 その 死骸が 無数に 打ち あげられる という )o 

上田 常 一氏が 昭和 五十 年 二月 四日の 『山陰 中央 新報』 にの せた 一文に よると、 ハリ セン ボンが もっとも 大 がか 

りに 吹きよ せられる の は、 奥 能 登の 曽々 木 海岸、 現在の 輪 島 市町 野 田であって、 沖合に 襲来した 体長 十五 センチ 

以下の ハ リ セン ボンの 大群が 死骸と なって ころがる。 海 荒れが おさまる と、 漁； IE の 人た ち は 死骸 を 拾い あつめ * 


スト 口 ー で 空気 を 口から 吹き こんで ふくらませ、 あるいは そのまま を 魔よ けと して、 近くの 農 山村に 売り まわつ 

たという。 その ハ リセ ン ボン を 拾 つて 火難 除け のお 守りと する こと もセグ ロウ ミへ ビ のば あいと 似て いる。 

セグ ロウ ミへビ が 漂着したり 捕獲され たりす るの は、 出 雲の 海岸に はか ぎらない。 富 山から 新 潟、 さらにと お 

ひらな %J 

く津軽 海峡に 入り こんだ 陸 奥 湾の 平 内 半島に も みられる。 しかし、 ただ 石 見と 出 雲 だけに あのような 竜 蛇 信仰 は 

生まれた。 秋から 冬に 移行す る 出 雲海 岸の 「お忌み 荒れ」 は、 ァ ナジ (タマ カゼ) という 西方 風に よっても たら 

さ， た。 それ はまた 海蛇 を も はこんだ ので ある。 そこで 西北 (戌 亥) を 神聖 視 する 観念が 生まれた ので はな かつ 

、6  ノ 

た 51。 大和から みて 西方の 出 雲が 神聖 視 された の は、 出 雲の 海岸に 立って 海蛇 神の 到来 を 予知す る 季節 厨 を 顔に 

うけた ときの 感覚が 残 つてい ると 私 は 考えて い る。 


神 • 人間 • 動物 220 


わたつみ 

海神の 娘 〈鮫〉 


竜宮の 姫 は 誰か？ 

、  いそべ  い ぞうぐ う ご さい (1) 

志 摩の 磯部に まつられる 伊 雑宮の 御祭 は 六月 二十四日に おこなわれる。 この 御祭の ときには 田植 行事が 披露 さ 

れ、 参加者 は その あと、 行列 をしながら 伊 雑宮の 方に 練って いく。 このと きに さまざまな 歌が うたわれる。 その 

1 つに、 

磯部 伊 雑宮は 竜宮 様よ 

八重の 汐路を さめが 来る 

という 歌が ある。 これ は 御祭のと きに 七 本 鮫が 背 びれ を 立てて 伊 雑宮に 参詣す るた めに やってくる、 という 伝 

承 を ふまえた 歌で ある。 的 矢 湾 は 深く 入り こんでいて 伊 雑 浦の 奥 詰に いたる が、 志 摩 一円で は 七 本 鮫 は 伊 雑宮の 

お使い 姫で あると 信じられ ている。 すでに 延宝九 年 (一六 八 一) の 伊雑宮 関係 文書に、 「御 吏 驛海宮 より 往 PS し 
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ご さいなみ 

て 磯部に 至り 祭日 毎に 必ず 海に 大浪 おこって 御祭 浪 たつ。 この 儀 今にた がわず」 と 述べられて いるから その 信 

仰 は 乍 今の もので はない。 「御 使 鰐」 と は 海 神宮の 使者の 鮫の ことで ある。 出 雲 や 能 登で は 今日で も 鮫の こと を 

ヮ 二と 呼んで いる。 むかし ャ マト ヒメが アマ テラス ォォ ミカ ミの 鎮座 地 を さがし 求めて 諸国 を 巡って いた 折に、 

姫の 夢枕に アマ テラス ォォ ミカ ミが 立って、 「明朝 はやく 七 本 鮫が この 沖 を 通る から、 その あとに ついていけば、 

いきついた ところに よい 宮 所が あるだろう」 と 託宣した。 ャ マト ヒメ は そのお 告げのと おり を 実行して、 伊雑宮 

に アマ テラス ォォ ミカ ミを まつ つた、 という 言い伝えが のこ つてい る。 

いい +4 ま  かみや じ ま 

地元の 話で は 七 本 鮫 は 的 矢 湾に 入る と、 飯 浜の 東方 海中に ある 神 島で 一休み をして、 それから 伊 雑宮に 参詣す 

あなが わ 

ると いっている。 かみや じ ま は 神 休み 島の 意で ある。 飯 浜の 奥に 穴 川と いう 部落が あって、 そこの 養魚場 は • も 

と は 鮫の 遊び場だった という。 あとで 養魚場が できた が、 その 堤防が たびたび こわれる。 地元の 人 は 「堤防の こ 

われる の は 鮫の 遊び場 を 邪魔した から、 鮫が 怒って 堤防の 石垣の 穴に 尻尾 を 突 込んで 振った ので はない か」 と 言 

いあつた と、 飯 浜に 住む 伊藤 保 氏 は 私に 語った ことがある。 

伊 雑 宮の卸 祭の ときには、 志 摩の 海女た ち はけつ して 海に 入らなかった。 もし この 日、 海中で 鮫に 遭う と禽ゎ 

ご さいなみ 

れて しまう と 信じて いた。 その 日 は 鮫が とおるので 高い 波が 立つ と おもわれ、 それ を 「御祭 浪」 と 呼んで いた。 

この 鮫 は 一本が 殺されて、 いま は 六本の 鮫に なった という。 そのい われ は、 御祭のと きに 飯 浜の 海中 をと おつ 

ていく 鮫の 列 を 見付けた 穴 川の 武士が、 強弓で 鮫の 一本 を 射ちと り、 それ を もちかえって、 村の 人た ちがわけ て 

食う と、 数日して 疫病が 流行し 住民の 大半が 死んで しまった。 ふしぎに も その 鮫 をく わなかった 家から は、 一人 

の 病 者 も 出さなかった という。 磯部 やその 付近で 鮫 をた ベない 習慣が あるが、 これ は その 説明に なって いる。 

越賀 という 村で は、 一本の 鮫が 子ども を 半分 食って しまったので、 食い 残された 半分の 子ども を 餌に して、 1 

本 を 釣り あげたと い う 伝承が の こ されて い る。 
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以前 伊 雑宮に は、 大船が 難破して 船板 一枚に 大勢の 遭難者が とりすがって いると、 それ を 鮫が 背負って 助け 

て くれてい る 絵 額が かかって いたが、 しかし それ はいつ のまに か 紛失して しまった という。 これ は あきらかに 鮫 

が 竜宮のお 使い 姫で ある こと を 物語る ものである。 

的 矢 湾の 入口 を 1^ する 安乗の 灯台 付近に は、 大倉 島と いう 小島が ある。 この 近くの 海底に は、 三十 六 基 もの 石 

の 鳥居が 立ちな らんで、 竜宮に つうじて いると いう 伝承が ある。 百年ば かりまえ に、 一人の 若い 海女が 十日 間 も 

この 竜宮に あそんで きたと いう 伝承 は、 今 も 安乗 をお とずれ ると、 どこの 家で も 聞く ことができる。 竜宮 を 伊 雑 

宮 という 人 もい る。 海中に 石の 鳥居が みえる の は 三百 年ば かりまえ の 大津浪 で、 安乗の 町の 一部が 海中に 落ちて 

しまった 名残り だと 語る 者 もい る。 これ は 延宝九 年の 伊 雑宮の 記録に も ある。  一 

鮫と 寄り添う ィ ルカ 

鮫と おなじように ィ ルカ も 宮詣り をす る 神聖な 動物な のであった。 伊豆 七 島で は 「ィ ルカの イソべ サマ詣 り」 

という 伝説が 残って いる。 ィ ルカ は、 旧 二月 中に、 イソべ 様へ 詣 ると 信じられ ている。 ィ ルカに 追、， かけられた 

ときに、 「おれ は イソべ サ マ のお 守り を 持って いる」 といえば よいと い う。 伊 雑宮が 竜宮で ある こと はこれ でも 

あきらか である。 ィ ルカの 宮詣 りに ついては 各地に 伝承が のこされ ている。 香川県 高見 島で は 船に 乗って いると 

き、 ィ ルカの 千疋 連れ をみ る ことがある。 これ は 伊勢の 神様のお 使い 姫 だとい い、 敬いお それられ ている という。 

これと ま つ たくお なじ 話が 能 登 地方に も 残 つてい る。 

奄 美大 島で はィ ルカ を フトと 呼び、 「フト の 千 連れ」 という 言葉が ある。 古代の 奄美 では ィ ルカ は ネリ ャ (竜 

宮) の 使者と 考えられ ていた。 海神 を 迎える 祭のと き、 奄 美の 海女た ち は 魚 をと る 仕草 を まねた 儀礼 をお こなう 

が、 それ は 波間に 浮き 沈む ィ ルカの： H 草 だとい う。 
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沖繩の 本島の 東海岸に ある 久志 村の 汀 間で は、 海の 願いの 古 謡の 中で、 

ヒ ー ト (ィ ルカ) の 魚 は 

吾が ユレ ー に 

吾が カナ ー に 

つなぎお ける よ 

(3) 

という 文句が うたわれ ている。 これら を みても、 ィ ルカが 二 ライカ ナイ (竜宮) から やって きた 魚で ある こと 

はたし かで ある。 また 沖 繙 本島の 西海岸に ある 名 護で は、 春の 彼岸 近くに なると 祝 女に よって、 r ヒ ート* 御 願」 

が おこなわれる。 そのい われ は、 むかし、 名 護の 祝 女と 伊平屋 島の 王と は 兄妹 関係に あった。 そこで 名 護で は、 

旧 七月の 海神 祭のと きに ネズミ を イノ シシに 見立てて、 小さな 舟に のせ 海の 彼方の 伊平屋 島に むけて 流す。 する 

とそのお 返しと して 伊平屋の ほうから は、 旧の 三月 ころに ヒ ー トを 送って よこす というの である。 事実、 春の 彼 

岸 ころに なると、 ヒ ー トは名 護 湾の 入口 付近 を 流れる 海流に の つてく る。 名 護の 漁師た ち はにわ かに 活気 づき 

ヒ ー 卜の 群れ を 見付ける と 「ヒ I ト. ド ウイ」 (ィ ルカ だ！) と 叫びながら、 ヒ ー トを 湾の 奥に 追い こむ。 そこ 

で 人と 動物との 活劇が 展開され るの だが、 寄って くる ヒ ー トの 数の 多い か 少ない かが、 名 護の 首長の 人気に も 関 

係 するとい われて いる。 ヒ ー ト 狩り を 勇壮な 行事と みなす ものが いれば、 残酷な 行事と みなす もの もいて、 投 

書 合戦が 也 元の 新聞 を にぎわす の も 毎年の 恒例と なって いる。 ただ 一 口に ヒ ー ト というが、 名 護 湾のば あい 普 

通 こみる マ イシ 力 はごく 少なく、 ィ ルカ 科に 属する ゴ ン ドウ クジラ が ほとんど である。 名 護で は これら を ひ つく 

るめ てヒ ー トと 呼んで、， る。 ゴン ドウ クジラ の 数 は 一回に 少なくとも 七十 頭から 八十 頭と され、 多い ときに： S 千 
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頭に もの ぼる。 一頭の 重さ は、 六 〇〇 キロから 一 トン 程度で ある。 ヒ— ト 狩りの あとで は、 一頭 はかならず r ヒ 

1ト* 御 願」 の 謝礼に と、 名 護の 町の 上に ある 御嶽の 神に ささげる ならわしと なって いる。 昔 はこの あたりで は、 

ヒ ー トの肉 は 婦人病の 薬と して 塩 づけして 一月 も 二月 もた ベた という。 暑くなる とその 句い が ひどく、 うまくな 

いという。 

名 護 湾の 近くの 国 頭 郡 今 帰 仁の 海岸に も、 ィ ルカ は 毎年 群れて 近よ つてき た。 ある 年の こと、 この 村の,！ 5^ の 

息子 もィ ルカ 狩りの 仲間に 加わって いたが. その どさくさに まぎれて 何者かに 殺されて しまった。 串 5 子の 母の 祝 

女 は ひとく 悲しんで、 ィ ルカの 群れが よせてき たばかりに 一 人 息子が 失われた とィ ルカ を 恨んだ。 祝 女はィ ルカ 

を呪詛 しながら、 小石 をと つて 海に 投げつ けた。 その 小石が だんだん 大きくな り、 岩と なった。 そのの ちィ ルカ 

の 群れ は 今 帰 仁の 大 井川の 川口に は 姿 をみ る ことが なくなった、 という 話が 伝えられ ている。 

五島で もィ ルカ はよ く 寄って きた。 ィ ルカ を 塩 づけに して タン ザク 型に 切り、 シュ 口の 葉 を それにと おして、 

軒先に 吊 下げて 乾し、 焼いて たべた。 その 肉 を 焼く ときの 異臭が 鼻 をつ いたと いう。 『能 登 志徴』 という 書物に 

よると、 能 登珠洲 郡の 真 脇 村はィ ルカの 獬場 である。 三 崎と いう ところでは ィ ルカの 三崎詣 りと 云って、 四、 五 

月頃に たくさんの ィ ルカが 海上 をお よぎ 群れて やって きて、 三 崎の 神社の まえに あつまった。 ィ ルカ は 神の 使者 

とみな されて、 捕獲 はきび しく とめられ ていた。 ィ ルカ を 食べる こと を も 禁じて いた。 ところが 真 脇 村で は、 ど 

ういう わけ か 三 崎と はちがつて、 ィ ルカ は 神が 好みた もう ものと 云い、 捕えた ィ ルカの 初穂 をまず 神前に そなえ 

るなら わしが あった、 と 云って いる。 これ をみ ると ィ ルカ を 捕ったり 食べたり しないと いう タブ ー を 守る の は 神 

の 怒り をお それる からで あるが、 他方 は 神 を よろこばす ために ィ ルカ をと つて 神に ささげる ので ある。 

ィ ルカ を 海神の 贈物と する 話 は 今に はじまつ たもので はない。 古事記の 中に 次の 記事が ある。 応神 帝が 皇太子 

のとき に 若 狭 をへ て敦賀 についた。 そこで 土地の 神が ィ ルカ を 帝に 贈る 約束 をした。 その あくる 日、 帝が 起きて 
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みると、 浜辺 一 面に 鼻 を 傷つけ たィ ルカの 群が 血 まみれに なって 打ち あげられ ていたと いう 話で ある。 それより 

はやく、 すでに 繙文 中期に ィ ルカ は 食料の 対象と されて いた。 千葉県 館 山 市の 遺跡から はィ ルカの 骨が リン ゴ箱 

に 十 杯 ほど 発見され たが、 铦を つき 刺した ままの ィ ルカの 骨 もあった。 当時 ィ ルカ を 捕る 方法と して は、 湾内に 

追い こみ 浅瀬に 追い あげて、 なぐり 殺したり、 骨で 作った 铦で つき 刺した といわれ ている。 名 護 湾で は、 今 もこ 

れ と同じように、 铦を 投げて 捕獲して いる。 

ィ ルカが 海神の 使者と 考えられ たの は、 季節 をた がえずに 回遊して 姿 を あらわす 性質の ほかに、 きわめて 賢明 

な 動物で ある ことに もよ るので あろう。 そこで ィ ルカ は ギリシャ 神話で は、 海の 神 ポセイドンの 従者と みなされ 

たのであった。 では 鮫と ィ ルカと がー つの ものの ように 扱われる の は なぜか。 漁師た ちの 証言に よると、 鮫はィ 

ルカが 大好物で、 ィ ルカの 群れが 浮遊して いる 海面の 下に はかならず 鮫が 泳いで いると いう。 沖繙 本島の 南端に 

ある 奥が 島で 聞いた 話 だが、 そこの 漁師 二人が 四十 七 年の 夏、 タリ 舟に のって いると き、 たまたま 沖合で、 鮫に 

食われた と みられる ィ ルカの 死骸 を 発見した。 その ィ ルカの 死骸から 肉 を ニキ 口ば かり えぐりと つて 餌に して、 

鮫 を 釣った。 およそ 一時間して 鮫が 餌に くいつき、 釣糸 を 一 五 〇 尋 (約 二 七 〇 メ ー トル) ほどに のばし、 三時 間 

以上 も かかって、 鮫の 力 を 弱らした あげく、 舟べ りに 引きよ せ、 一人が 铦を うちこみ、 他の 一人が 包丁で 心臓に 

？;^ りつ ナた。 とてつもな ハ青 ザメの 大物で、 長さ は七メ ー トル ほど も あり、 胴 まわり は ドラム^よりも 大きく 

開いた 口の 大きさ は 一尋、 体重 は 四 八 〇 キロ もあった という。 

鮫の 中には 青ザメ ゃシュ モク ザメ のように 人 をお そう もの もい るが、 また 人に 攻擊を 加えたり 人 を 食ったり 

しない 種類の もの もい る。 そこから して 鮫 は 人 をく う ものと おそれて いたのに、 何の 危害 も 加えられず、 恐怖 か 

ら 解放され て 親愛 感を 見出した ばあい も すくなくなかった と おもわれる。 「送り狼」 とおなじように、 鮫に そう 

した 性質がなければ、 鮫 を 海神の 使者と 考える こと はな か つたろう。 
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人 を 食 つ た 鮫 

、りお. b て 

一般に 鮫に は 潮の 出入す る 川口 を 好んで 住み、 あわせて 川 を さかのぼる 習性が ある。 西 表 島の 東部 海岸 をな が 

れる 仲間 川が 潮と 会う 川口 付近に 鮫 はたむ ろし、 また 仲間 川 を 二 里 も さかのぼ つた あたりに その 姿 を あらわす と 

地元の 人た ち は 言って いる。 こうした 鮫の 習性 は、 次の 『肥 前 国 風土記』 によっても 明らかで ある。 

「佐 嘉川 (今の 嘉瀬 川) の 川上に 石神が あって、 世 田 姫と 呼ばれて いた。 毎年 そこに、 海の 神で ある ヮニ  (跤) 

が 川 をの ぼって やって きた。 そのと き 海の 底の 小魚が たくさん ついて やって きた。 この 魚 を 畏敬す ると 禍 がない 

が、 捕って 食べる と 死ぬ ことに もな りかね なかった」 というの である。 

こうした 視点から 『熊 野 年代記』 をみ ると、 鮫に 関する 記事が いくつか 載せて ある。 たとえば、 

〇 八 四 六 年 新宮の 川口に 大 鮫が 入って、 川の 主と なる。 

〇 一 〇 四 四 年 新宮の 川口に 大 鮫が 入って、 二十日 を 経た ところ、 川 水が 三尺 上った ので、 川口 を 三日 まつる。 

〇  一 二八 七 年 熊 野 長 床 (山伏) が 飛 島 川 (熊 野 本宮の 近く を 流れる 川) の 大絞を 斬った。 このと き 八月から 

十月に いたる まで 船の 出入 をと めた。 

という 箇所が それで ある。 これでみ ると、 大鮫は 川の 主として 畏敬され、 洪水 をお こす 原因と みられて おそれ 

られ た。 だが ついに は 山伏が 出て きて 大絞を 斬り、 後難 を 絶った。 という もので、 古代の 呪 力 を もつ 動物 神に た 

いする 人間の 挑戦が ここで は 述べられて い る。 『常 陸 風土記』 に は、 夜 刀 (谷) の 神と してお それられ ていた 大 

きな 蛇 を ころす 話が あるが、 それと 同様で ある。 ただし、 熊 野 山伏 は修 験の 徒で あるから 法力 を 頼んだ のか も 知 

れ ない。 

『出 雲 風土記』 に 記されて いる 鮫の 話 も 忘れが たい ものが ある。 天武 帝の ころに、 語 臣の& 麻呂の 娘が 出 雲の 
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^1  儿崎 という 海浜 を 散歩して いたら、 鮫に おそわれて 食い殺されて しまった。 父の 猪 麻呂は 殺された 娘 を 砂浜に 

埋葬した が、 かなしみ なげき、 娘 を 葬った 場所 を 去らなかった。 数日た つて 鮫にたい する 怒り はます ますつ のり、 

なんとか 復謦 をしょう と 試みた。 わたつみの 神に 祈って 援助 を 求める と、 百 余りの 鮫が 一匹の 鮫 をと りかこんで、 

浮き 上って きた。 猪 麻呂は その 真中の 鮫 を 突き刺して つかまえ、 腹 を 切り さくと、 なかから 自分の 娘の 片足が 出 

てきた。 そこで 猪 麻呂は その 鮫 を 串刺しに して、 道 傍に 立てて さらしもの にした という。 

ひらく ぼ 

しかし また 私 は、 琉球 弧の 南端の 石垣 島で 次の ような 話 を 聞いた ことがある。 石垣 島の 北の はしの 平 久保崎 は 

波の あらいと ころ だ。 わびしく 不毛な 岬の むこう を、 沖繙 本島との 間 を 往復す る 汽船が かよって いる。 ずっと 以 

前、 夜の 八 時 ごろだった が、 難船して 四、 五 人が 行方不明 になった。 母親 は 子ども をお ぶった まま 海に 飛び込ん 

だ。 そこ を 鮫が おそった。 ところが、 その 鮫が 明け方に なって、 別の 場所 を悠々 と 泳いで いたと ころ を 漁師の 手 

で 釣り あげられた。 腹 を さいて みると、 なかから 帯 や 子どもの 衣服、 それに 髪 や 歯 や 足の 爪が 出て きた。 肉 はは 

やく も 腐爛して いた。 八重 山で は 「人 を 食った サバ はかならず あがる」 といわれ ている。 沖繮 では 鮫の こと をサ 

バと 呼んで いる。 

私 はこの 話が、 とおく 『出 雲 風土記』 の 世界と もつな がって いる こと を 感じる。 いや、 出 雲 だけでなく 磯部に 

もつな がって いる。 伊豆 大 島に 伝承され る 話の 中で 「イソべ サマは 伊勢 だと もい い、 そこで 人 を 食った 鮫 は 波に 

ころがされて 出られなくなる」 と 言って いる。 

右の 八重 山の 海の 遭難の 話で 興味が あるの は、 鮫に 食われた 母子の 身許 は 判明した が、 その 家の 老婆 は、 鮫に 

食われた の は 海神の 罰と 考えて、 遺体 を なかなか 引きと ろうとし なかった という ェ ピソ ー ド である。 そこに は 絞 

を 海の 神と する 畏怖 の 情 を まざまざと 見る ことができる。 

つぎは また 別の 話で ある。 昔、 宮 古島の 平 良と、 宮 古の 属島の 伊良部 島の 間に は 大きな 鮫が 住んで いて、 近よ 


神 • 人間 '動物 228 


る 小舟 を片 はしから 呑んで いた。 そこで 伊良部 島の 豪の者が、 鮫 を 退治して くれようと、 小刀 を 手に しばりつけ 

て 鮫と 格闘 をつ づけ、 鮫の 腹中に のみこまれ たが、 小刀で 鮫の 肉 を 内が わからえ ぐった。 そこで 自分 も 鮫 も 力つ 

きて 死んで しまった。 その 男の 屍体 は 伊良部 島の 比屋地 浜に 流れつ き、 島民の 手で 葬られて あがめられた。 今 も 

とよみ び や —じ う たき 

のこる 豊見 比屋地 御嶽が そうで ある。 この 男 を r ゥズの 衆」 とも 呼ぶ の は、 伊良部 島で は 鮫 ゃ大ゥ ナギを ゥズと 

呼ぶ からだ。 大鮫を 退治して 島民 を 安 じた 功績で、 その 男の 一 門 は 「方」 という 名前 を もらい、 4- 安 氏と 称する 

ことにな つた。 伊良部 島の 伊良部 部落に 住む 伊 安 氏の 家系が そうで 「方」 の 字の つく 名前の もの は 鮫の 肉 をた ベ 

ない という 話であった。 しかし 私が 伊 安家の 当主に 会って 訊す と、 鮫 を 退治した 家す じだから 鮫の 肉 は 大いにた 

ベる といい、 伝承の 変遷 を 眼の あたり 見せつ けられた。 

しかし 一方で は、 絞 はそう した おそろしい 力 を もつ 神 だから こそ、 人 を 助ける こと もで きる という 説話が 生ま 

れ るので ある。 

鼓に 助けられた 話 

八重 山の 黒 島に ある 仲 本部 落に、 多 良 間 真 牛と いう 農夫が いた。 かって 黒 島に は 田んぼが なく、 しかも 人頭税 

の 施行され た 時代、 米の 貢納を 要求され た。 そこで 黒 島の 人た ち は、 西 表 島の 東部 海岸に ある ョナラ ザ ー に 田ん 

ぼ を 作りに 出かける のが 習いであった。 天 保 十四 年 (一 八 四 三) の 旧正月す ぎに、 多 良 間 真 牛が 松材の タリ 舟に 

のって、 田んぼ を 作りに 海 を 渡って いると、 急に 天候が かわって、 風 は 北に まわった。 「二月 風 まわり」 という 

言葉が あるよう に、 それ はこの 八重 山で もっともお それられる 気象であった。 真 牛の タリ 舟 は 突風 をう けて 転覆 

してし まい、 食糧 や 衣裳 を 入れて ある 一尺 四方の 四角な 木箱に すがって 泳ぐ うち、 さいわい にも 流木に 出会った。 

あらぐ すく は てる ま  と なか 

それに 乗って、 新 城 島と 波 照 間 島の 渡 中から さらに 南へ 流れて いき、 荒波に 呑まれる ようにして 命から がら 無人 
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島に たどりついた。 

そこで 持参した 木箱から 山刀 を 取り出して 粗末な 小屋 をた てた。 また 火打石で 火 を 起し、 シ ヤコ 貝 を 拾って き 

て、 それで カャ芋 (山芋) を 煮て たべる という 暮しを 半年 あまりす ごした ころに、 夢に 神託が あらわれ 浜に 出て 

みよと いう。 そこで 松明 を 準備して 海岸に 出て 腰まで 海中に 入る と、 不意に 腹の 黄色い 大 鮫が 真 牛の 股の 間に 

入って 浮き上がり、 走り出した。 夜が 明けて みると、 一 丈余の 大 鮫で、 矢の ように 海 を 横切って、 半日で 黒 島の 

丘く の SI 瀬に 着き、 鮫 は 姿を消した。 真 牛 は そこから 島に 泳ぎつ くと、 島で は 真 牛が 水死した ものとば かり 居い 

こんでい たので、 大 さわぎと なった。 ヒゲ 面の 真 牛 は 番所の 役人の 取調べ を 受けた が、 その 両方の 股が、 立ち上 

れ ない ほど 赤く 股 ずれ をして いたので、 真 牛の 言う ことが やっと 信用され た。 この ふしぎな 話が 首 里 王府に 上申 

される と、 王府 でもめ ずらしく 思って 多くの 褒美 を とらせた という。 この 家の 子孫 は、 今で 四 代 目と なる が 鮫 

(4) 

の 肉 をた ベない タブ ー を 守 つてい る。 

これと 似た 話が 宮 古島に いくつ も ある。 宮古 本島の 東 平安 崎の 近くに 長 間と いう 部落が あり、 この 部落から 一 

里 ほど はな，^ た 海上に 「フカ 干 瀬」 と 名のつ くリ ー フが ある。 部落の 人た ちが 男女う ちま じって 潮干狩に い つた 

ところ、 ある 家の 娘 を その 干 瀬に 置き忘れて しまった。 あとで 気がついた がもうお そく、 家族の 者た ち も 潮カ満 

ちてきて いるから 溺死して しま つた だろうと 泣いて いると、 ィ ー へ ー サバ とよ ばれる 頭の ひらたい 鮫が や つ てき 

て、 娘 を 頭に のせて 泳ぎ、 浜辺に 降して やった。 そこで 牛 を 殺して、 恩返しと いって 鮫に 与えて やる と、 鮫 は そ 

れを 食べ て 去 つてい つた。 この ことがあ つ てから 竜宮 願い をす るよう にな つたと いう。 

「竜宮 願い」 の 起源に ついては、 宮古 本島の 北西に ある 池 間 島で は、 次のように 言って いる。 池 間の 漁師が クリ 

t に 乗って いると、 鮫が 舟の かたわらにく つついて はなれない。 漁師 は、 鮫が 自分 をく うか も 知れない という S 

怖にから lei て、 田、 3 い 切って 鮫の 背に 乗り、 背ビレ をつ かまえた。 すると 鮫 は 漁師 を 浜に 送りと どけた。 漁師が 鮫 
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の 背 力ら 降りての ち も、 鮫 は 東に いったり 西に いったり して、 なかなか 立ち まろうと しない。 そこで 漁師よ 1. 母の 

神に 助けられた 恩返しに と、 山羊 を 殺して その 肉 を 投げ与えた 上に、 山羊の 頭 を 投げて やった。 鮫よ， 山羊の 頭 を 

くわえて、 満足そう に 沖の ほうに 飛んで いった。 そこで 池 間の 漁師 は、 山羊 を 屠る かわりに 年々 豚 を 殺して、 そ 

の 豚の 頭 を 海に 投じて 竜宮 願い をす るよう になった という。 この 竜宮 願いの 風習 は 今日で も 池 間 島 を はじめ、 宮 

古島の 各部 落で 旧の 六、 七月 ころに おこなわれ ている。 

こうした 伝承 は 今に はじまつ たもので ない。 むかし 宮古 群島の 統一 をな しとげた 仲 宗根豊 見 親玄雅 は、 沖繮の 

中 山 王府に 出向いた 帰途に 逆風に 遭って、 八重 山の 干 瀬に 漂着した とき、 鮫に 助けられて 帰 島す る ことができた。 

さらに 仲 宗根豊 見 親 玄雅の 先祖に もこれ に 似た 話が あると いうので、 「玄」 の 字の つく 名前 を もった 玄雅の 後裔 

は、 今日に いたる まで 四百 年 以上 も、 けっして 鮫の 肉 をた ベない。 鮫の 肉 をた ベても すぐ 吐き気 を もよおし、 半 

年 も 1 年 も 鮫の 句い がして むかつき、 なかには ジ ン マ シ ンが 出る 者 も ある。 

鮫 をた ベない 理由に はもう 一 つの ケ— スが ある。 池 間 島の 川満 安生 氏の 先祖 は、 昭和 七 年 ころに 南シナ の東沙 

島 付近で 海人 草 を とっている 最中に 鮫に くわれて 死んだ。 そこで 親兄弟 や 親戚 は 鮫が 見る の もィャ になって、 肉 

をた ベ なくなった。 一体に 池 間 島で は 鮫の 肉 をた ベない という 人 は 多い。 とくに 女た ち はそう で、 句い が 鼻に つ 

くと もい い また 鮫が こわい から ともいう。 池 間 島に かぎらない。 鮫 をた ベない という 人は宮 古の どの 部落に も 

いる。 狩 俣と いう 部落の 诚 岸で 聞いた 話で は、 絞の 肉 を 煮た 鍋 はなん ども 水洗いし ないで は 使わない という 者 も 

いる。 

こうして みれば、 鮫に 食われた から 鮫 をた ベない というの が もっとも 現実的で あるよう に 思われる。 南 島の 女 

たち 力 鮫が こわい からた ベない という その 言葉に は、 日本 本土と は 比較で きない ほど 強烈に、 鮫が、 彼らの 日 

常の 意識に 入り こんでいる 事実 を うかがわせる ものが ある。 だが、 鮫に 食われる の を、 海神から 蒙った 罰 だとい 
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う 考えの 底 こ は、 いっそうの 畏怖の 情が よこたわつ ており、 絞と 人間との 抜き さしなら ぬ 関係 を あきらかに 告げ 

(6) 

ている と 私 は 考える。 

海人 =異 族の 悲話  ？. 

鮫 はもと もと 海 神宮の 使者と いうより は 海神の 娘と 考えられ ていた。 古事記に 述べ る トヨタ マ ヒメの 伝説で は、 

夫の ヒコ ホホ デミが 産屋 をの ぞいて みると、 トヨタ マ ヒメ は 一匹の 大きな ヮニ  (鮫) の 姿に なって 腹ば つていた。 

トヨタ マ ヒメよ 自分の 異様な すがた を 夫に みられて 怒り、 産んだ 子の ゥ ガヤ フ キア ェズを 置き ざり にして、 海神 

ひと ひろ 

宮 にかえって しまう。 この 話の まえ、 ヒ コホホ デミが 海 神宮で トヨタ マ ヒメに 出会った ときに も、 ヒメ： 尋ヮ 

二 の 姿と なって、 ヒ コホホ デミ を 背に のせて この 世に 送りと どける。 

トヨタ マ ヒメの 子の ゥ ガヤ フ キア ェズは 成長す ると トヨタ マ ヒメの 妹の タマ ヨリ ヒメと 結婚す る。 そうして 産 

ん だのが 神武 帝と その 兄弟た ちで ある。 神武 帝の 一 行 は 東征の 砌、 熊 野の 海で ひどい シケに 出会った。 神武 帝の 

兄，. こち は、 自分の 母 は タマ ヨリ ヒメで あり、 海神の 娘の トヨタ マ ヒメ は 自分た ちの 伯母に あたる のに、 どうして 

波 虱 を 立てて 船 を おぼれさせ ようとす るか、 となげ きながら、 ひとり は 波の 穂 を 踏んで 常世の国に 往き、 ひとり 

は 海中に 入って、 サヒモ チの神 (一尋 ヮニ) になった と 日本書紀 は 述べて いる。 

熊 野の tll^s という 漁村に は、 この 入水した 神武 帝の 兄た ちの 屍体が 漂着した ので、 村人 はてい ねいに 葬り、 

それ を まつった という 伝承が あり、 そこの 神社の 祭礼に は 二 艘の競 舟が おこなわれる。 私が 二 木 島 を おとずれた 

昨年の 秋に は、 烈しい 雨 を ともなう ャマセ の 風が この 漁村 をと おりす ぎた が、 ある 老人 はこうした 風で 神武 帝の 

兄た ちの 乗った 船 もく つがえ つたの だろうと、 述懐した。 にわかに 海上 をお そって シケを もたらす 突風 を、 この 

ぁヒ りで よ トキ ョ というと もい つた。 トキ ョは あるいは トコ ョ とつな がりの ある 語 かも 知れない。 
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こうした トヨタ マ ヒメの 説話の 背景に は、 夫と 妻の 信仰の ちがいの ために、 結婚 生活に 破れて、 海の 彼方の 

「本つ 国」 にかえつ ていった 異 族の 女の 悲劇が よこたわつ ており、 そのために その子 孫 は、 神武 帝の 兄た ちに み 

るよう に、 ひとしく 「妣の 国」 を 恋した うの だと、 折 口 信 夫 は 説明して いる。 折 口 は あからさまに は 述べて ま、， 

ない が、 「この 信仰の ちがい」 の 意味 は、 鮫 をお のれの 祖先と みなす 海人 族の 存在 を 暗示して いるので ある。 

日本 民族の 原型 をな す 種族が 南方から 渡来す る 過程で、 「父」 と 「母」 の 葛藤が 展開され、 その 末裔の 胸の 中 

に 「妣の 国」 へ の 消える ことのない 郷愁の 火が かき 立てられる ことにな つたと いうの は 納得の いく 説明で ある。 

今日まで 日本人の 意識から 拭い 去る ことので きない エディ ブス. コンプレックス は、 こうして 形成され、 持続 さ 

れる ことにな つたと 私 はおもう。 

それにしても 凶暴な 鮫に、 なぜ 竜宮のお 使い 姫、 あるいは 海神の 娘と いう 優美な 女性の ィメ ー ジを まといつけ 

たか。 トヨタ マ ヒメ や タマ ヨリ ヒメ は 海人 族で、 巫女の 匂いが する。 しかも、 それ は 鮫 を 自分た ちの 先祖と みな 

す異 族の 女であった とすれば、 この 海の 物語に は 底知れぬ 深く、 かつ 広い 背景が 横たわって いると 見なければ な 

らぬ。 こうして 私たちの 眼が 日本列島の 南に つながる 琉球 弧、 その さらに 南に ひろがる 海域へ と 向けられ ていく  0 

南の 海から 鮫が はるばると 八重の 汐路を かきわけ てきた という 思い は、 志 摩の 磯部に ある 伊 雑宮の 伝承に みる 

ように、 多くの 人び との 記憶の 奥底で 首肯す る ものが あつたの である。 
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ジ ュ ゴ ン 
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津波 を 起こす 魚 = ザン 

沖繙 本島の 北部の sl^ 宜が 村で おこなわれる 海神 祭のと きに、 祭が すむ と、 神 女た ち は 西の 海の ほう をむ いて、 

海の 神 を 送る。 扇 を もった 手 を 残り惜しげ に 振りながら、 

ゆかち やみ 間切 祝 女 や 

あぐん あそ 

鎧 引ち 遊ぶ  一 

吾る-一 レ ー 神 や 

と  いとまぐ 

ザ ンぬロ 取 やい 暇乞い 

とうたう。 歌の 意味 は 「けっこうな こと だ、 村の 祝 女 は。 馬の 镫に足 を かけて 遊んで いる。 常世の 神の 私 は、 

人魚の 口 を 取っても う 暇乞い をしょう」 という もので、 神 女た ちが 海神の 気持 を 代弁す る。 
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二 レ ー は， 一 ライカ ナイと もい い、 海上の 他界で ある 常世の国に 相当す る。 海神 は そこから 年々 訪れて 村人に 祝 

福 をさず け、 また かえるが、 そのと き ザンの 魚に 乗って いく。 琉球 では、 馬 は 神の 乗物と みなされ ていて、 祭の 

ときに 神に 仕える 祝 女 も 馬に 乗る。 それに 対比して、 ザ ンはニ ライの 神の 乗物と 見なされ ていた ことが、 この 歌 

で 明らかで ある。 

ジュゴン (2)  、お  さ、 

儒艮 を、 奄 美から 八重 山に およぶ 琉球 弧で は、 ザンの 魚と 呼ぶ。 「犀の 魚」 が ザンの 魚と なまった というの、：， こ 

が、 儒艮の 正面 を 向いた 顔が、 動物の 犀 に似てい ると しても、 それで 命名され たか どうか は 疑問で ある。 という 

の も 南 島の 人び とに とって、 犀 はき わめて 縁遠い 動物だった からで ある。 また 琉球 王府の 公用 書で は、 儒良 を 海 

馬と 記す のが ふつうな のに、 重ねて 犀と いう 動物 を 思い出す 必要が あるか どうか。 では 他に どんな 解釈が 成り立 

つのだろう か。 

いらぶ しも じ 

宮 古の 属島 伊良部の 下地と いう 島の 西 はしに、 「通り 池」 と 呼ばれる 東西の 二つの 池が 並んで いる。 この 通り 

池に は、 ときには 傷ついた 鮫が 海 触 洞窟 をく ぐって 入り こみ、 背 びれ を 立てて 遊泳す る 姿が みられる そうで ある 

が、 底が 深くて 太陽光線が 届かない ため か、 池の 水 は、 真黒い インク を 流した ような 無気味な 色 をた たえて いる 0 

海ぎ わに 火口湖 を 思わせる 深い 穴が 穿 たれた の は、 この 島 をお そった 大 津波の ために 岩が 陥没した からだ、 とい 

う 伝承が ある。 ところで、 その 大 津波に まつわる もう 一 つの 神秘的な 話が、 十八 世紀の 半ば ころに できた 『宮古 

島 旧記』 の 中に 伝えられ ている。 

伊良部 島の 下地に 住む 男が、 あるとき 漁に 出て 「よな たま」 という 魚 を 釣り あげた。 人面 魚 体で よく 物 を 言う 

魚であった。 漁師 はめず らしい 魚な ので 明日 はたべ ようと、 炭 をお こして 焙り 網に のせて いたが、 夜更、 隣り 家 

の 子どもが、 はやく 下地の 隣 島の 上 地に いこうと 泣き さけぶ。 なだめす かしても 泣き やまない ので、 母 は 子 を 抱 

いて 外に 出た。 すると 遠くから 「よな たま、 よな たま、 どうして 帰りが おそいの か」 という 声が a え、 それに 答 
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えて、 隣家で あぶられ ている 「よな たま」 が、 「自分 はい ま、 網に のせられ てあぶり 乾かされ ている。 はやく 犀 

を やって 救って くれ」 というの を 耳に した。 その 声が いかにも おそろしく、 身の 毛の よだつ 思いが したので、 母 

よ 子 を 抱いた まま 走って、 上 地 島に 着いた。 そのと たんに、 轟然た る 物音と ともに 津波が おそって きて、 下地の 

村 は あとかたもなく 洗い流され たという。 

この 話の 中で 「よな たま」 が 「はやく 犀 を やってくれ」 と 頼む その 犀と いう 文字 は、 土地の 方言で 津波 を 指す 

「さい」 を 当てた ものである。 とすれば 「犀の 魚」 に 由来す る ザ ンの魚 は、 「津波 を 起こす 魚」 とも 解す る こと は 

でき はしない か。 伊良部 島で は 津波の こと を 「潮 あがり」 ともい つてい る。 この 潮と 犀と はおな じ 語で あると 思 

(4) 

われる。  .- 

人面 魚 体の よく 物 をい う 魚 は ザンの 魚に ほかなら ない が 「よな たま」 と 呼ぶ の は 「よな」 が 海 を あらわし 「た 

ま」 が li を 指し、 いわば 海 霊の 意味で ある こと は、 柳 田 国 男が 指摘した とおりで ある。 沼 や 池に 主が あるよう に、 

海原に も 中心 霊が あり、 それ を 「よな たま」 と 南 島の 人た ち は 呼んだ。 現に 伊良部 島の 佐 和 田と いう 部落で は 

「.^.^^i>i,^o という 言葉 を 使用して いるので、 これ は 今 も 昔 も 日常 語で ある ことが わかる。 南 島の 人び と は ザ 

ン (ジュゴン) という 実在の 動物の 彼方に、 「よな たま」 という 潮の干満 を 支配す る おそろしい 海 霊 をみ た。 

宮 古で 「よな たま」 の 物語 を 作り出した ザ ンの魚 は、 八重 山で は 人魚と いう 言葉で 伝承され ている。 人魚が 火 

あぶりに され かけて いると き、 海神が 津波 を 送って 助けた という 話 は、 津波に しばしば 見舞われ てきた 八重 山に 

は、 いくつ も 残って いる。 津波の 筆頭 は、 八重 山の 人口の 三分の 一 をう ばった、 明 和 八 年 (一七 七 一) の大 津波 

であるが、 石 匿 島の 野原 崎で は、 捕えた 人魚 を 海に 放って やる と、 人魚 は そのお 礼に 「明日の 朝、 おそろしい ナ 

ン (津波の 方言) がくる ので、 逃げて 下さい」 といい 残して 波間に 消えた。 そこで 山に 逃げて いると、 はたして- 

あくる 朝、 人魚の 予言 どおりに 大波が 島 をお そ つたと いう。 
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こうした 話の 中に も 人魚の 物言いに さまざまな 変化が ある。 沖 繮 本島の 美 里 間切で は、 塩た きが 一匹の 魚 をと 

ら えて、 ザルに 入れ、 自分の 家の 軒に かけて おくと、 ザルの 中から 「一波 寄す るか、 二 波 寄す るか、 三 波 寄す る 

か」 という 声が 聞こえた。 塩た き はこん な 魚 を 食ったら 大変 だとお もい、 魚 を 放って やろうと 家 を 出る と、 無頼 

漢に 出会った。 無頼漢 は その 魚 を もらって 家に もって かえり、 料理して たべよう とすると、 シ ガリ ナミ (海 嗜ン 

がお そ つ てきて、 近隣の 人畜 ことごとく 押しな がした という 0 

これが 八重 山の 西 表 島の 例になる と、 火 あぶりに されよう とする 人魚が 津波 を 起こして 功け てく 气と 複ん だの 

にたいして、 海神 は 「どのくらいの 高さの 波 か」 と 聞き、 人魚 は 「三日月く らいの 高さの 波 だ」 と 答えた。 する 

と、 そばで この 話 を 聞いて いた 小さな 魚が 口を出して 「三日月く らいの 高さ はいらない。 人間の 家の 雨戸の 中核 

C5) 

ぐらいの 高さで 結構」 と 注意した という ことにな つてい る。 この 話 は 牧野 清 氏の 採集に よる ものである。 

しかし ザ ンを 不吉な ものと する ようにな つたの は 後代の ことと 考えられる。 なぜなら ザ ン の 肉 をと つ て 食べ、 

あるいは ザンを 先祖と する 人び とが、 ザン をみ て そこに 凶兆 を おぼえた はず はない からで ある。 むしろ 強い 親愛 

感を 抱いた にちがいない。 

これ は スク という 小魚に ついて 考えて みると 理解で きる。 スクの 寄る まえに はかならず 時化が 来る といわれた 

というから、 時化に よって スクが はこばれた ので あろうが、 他方で は スクが 時化 を 予知す る 魚で あると 信じられ 

もした。 しかした とえば、 沖繙 本島の 東海岸に ある 伊計 島の 漁師から 比 嘉康雄 氏が 聞いた 話で は、 スクの 呼称に 

は スクの 種類に よ つて 三つの 区別が ある。 A ゥンジ ャミ、 B スク、 C ティ ダハ 二 スク である。 しかも これらの ス 

クはシ ヌグの おこなわれる 旧 六月の 二 七、 八日 頃に 寄って くると いう。 シヌグ は 海の 神の 祭で ある。 もとは 旧 七 

月 二十日す ぎの 亥の 日に おこなう ところが あり、 また 海神 祭と シ ヌグと を 交互に やる 国 頭 村の 安田の ような 部落 

もあった。 という ことで あれば スクと シヌグ または 海神 祭との 間にな にか 必然的な 関係が あると 考えられる。 そ 


237 もの 言う 南海の 人魚 〈儒艮〉 


れ ょスク にゥン ジャミ という スクの 種類が ある ことによ つても 推察され る。 海神 祭の 時に ザンを 海神の 乗物と す 

る 歌が う，. こわれる の は 冒頭に 述べ たと おりで ある。 スク という 名称 は 二 ー ル スクの スクと 関係が あり スク (底) 

の 魚と いう 意味だろう と おもわれる。 つまり 二  —ルス ク (二 ライカ ナイ) から もたらされる 神聖な 魚であった。 

だから こそ、 それから シヌグ ゃゥン ジャミ などの 海の 神の 祭と 関係が あり、 その 祭の おこなわれる 時分に 寄って 

くると 信じられた。 

伊計 島で は スクを 取る 前の 夜に は 網 を 外に 出して 神 を 拝んだ。 またとれ た 初物 は 神棚に そなえた。 スクを 神聖 

な ものと 考えた の は ティ ダハ ニス クと 呼んだ ことから も 分る。 ティ ダは 太陽で ある。 「太陽の 羽」 の 呼称 を もつ 

スク がいる という こと は 南 島の 漁民の 信仰心と 彼らの 実生活から 生まれた 美意識 を はからずも 伝えて いる。 

i 滞の 秘密 を S5 つてい る 人魚が、 海の 信仰の 中核に 坐して いた こと は、 これらの 話から 察する ことができる。 

ジュゴン (ザ ン) の 正体 

「よな たま」 の 伝説 を もつ 伊良部 島 佐 良 浜の 近海で、 昭和 四十 年の 一月 二十 五日 午後 三時 ころ、 雑魚 追い込み 漁 

業 中の 漁夫の 網に、 ザンの 若い ォス がかかった。 ザンが 獲れ たの は 近来に ない ことだった ので、 佐 良 浜の 久高正 

吉 氏が 十三 ドルで 買いと り、 氷詰めに して 那覇 の琉球 大学に 贈った。 ザ ンは琉 犬の 高 良 鉄 夫 氏 や 東大の 西 脇 教授 

の 執刀で 解剖され た。 その 胃の 中から はザン のた ベる 海藻が ブリキ 罐 五つく らい 出て きた。 この ザ ンは剝 製に し- 

琉大 農学部の 標本 館の 風樹 館に 陳列して あるが、 当時の 琉球 新報 は その 詳細 を 次のように 報じて いる。 

「体長 は 二  • 一  五メ ー トル、 胴 まわり (胸囲) 一 • 四メ ー トル、 重さ 三 五 〇 キロ、 からだの 色 は 灰 褐色で つやつ 

やして おり、 短い 固い 体 毛が ある。 固い 皮、 ぶ 厚い 肉、 がっしりした 骨組み、 骨の あたりから 生えた 二 本の ヒレ 

よ、 実よ しなやかな 五本の 指で ある ことが わかった。 "腕" のつ け 根から 指先まで 四 七 センチ、 手の 関節 も あり、 
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五本 指に も 人間並みに 三つの 関節が あって 『握力』 の 存在 を 裏 づけて いる。 

メスの ジュゴ ン は 胸に 一 一 つ の 降 起した 乳房が ある。 胸椎 は 馬な ど ふつうの 哺乳類 は 十八 本 だが、 これ は 一 本 多 

く 十九 本、 そのかわり 七 本 あるべき 頸椎が 六本し か 見当らず、 頸椎が 一本 胸椎に 変化した とも みられる が、 よく 

調べて みないと はっきり しない。 内臓 をみ ると 胃 はゥシ ゃャギ などに 見られる ような 反芻 性の 四 胃 (胃袋が^ 部 

屋 ある) で、 肺が ふつうの 哺乳類よりも すんなりと 細長く、 腎臓 もや や ほそながい。 鼻孔が 発達して 市 活量の 大 

きい 動物で ある。 ときどき 海面から 頸 を 出して 大きく 息 を 吸い こむ のだろう」 

この 記事の ように、 ザンの 形態の 特徴が 人間に よく 似た ところから、 人魚の 伝説が 生まれた。 人魚が 月夜に 美 

しい 歌 をうた つて 船び と を 迷わす という 伝説が ある。 ザン もまた、 夜、 島に 近よ つてき て、 人間の 赤ん ぼの よう 

な 声 を 出す。 そこで 沖繙 本島で は、 ザン のこと を 「赤子 魚〕 とも 呼んで いる。 髪を梳 ると いう 話 も あるが、 ザン 

の メス は 一 尺く らいの 赤いた てがみ を もっている。 それより もい つそう 人間 を 思わせる の は、 二つの 盛 上った 乳 

房で 子どもに 乳 を やる 姿であろう。 人間が 添 寝して 乳 を やる のとお なじに、 ザンの メス は 身体 をよ こたえ、 乳 を 

やる とかっての 目撃者 は 語って いる。 そのと き 胸ビレ は、 関節 を そなえた 人間の 指さな がらに、 しなやかに うご 

くそう だ。 

ザンは 人間ら しい 感情 をみ せる ことがある。 自分の 子供が 捕えられ ると、 その 母親の ザ ンは涙 を 流へ：^, 人魚の 

流す 涙と いう 話 はこ こから 生まれた。 その上、 ザンに はう すい 脇毛 も 陰毛 もあって、 雄 雌と も 人間 そっくりの 性 

器が 見られる ときて は、 その あまりの 類似ぶ りに 人 は 心 を 動かさずに はすまない。 こうした 動物が 海の ただ 中に 

いると きに、 それ を 「海 霊」 とみな したの は 当然で ある 0 

ザンの 魚が 「海 霊」 といわれ たの は、 沖から 流れよ る 石 を 沖 魂 石と 呼ぶ のと 同様に、 沖から 海岸に むかって 近 

よってく るからで もあった。 宮古 群島の 中の 伊良部 島に 隣接す る 池 間 島で は、 明治の 末 ころまで はよ く ザ ンの姿 


2  39 もの 言う 南海の 人魚 〈儒艮〉 


を 見かけた という。 池 間の 港の 中には、 海底の 砂地に ザンの 好きな 藻が 一面に 生えて いた。 ザンは それ を 馬に 似 

た 鼻先で 掘り起こして、 藻の 白い 根の 部分 をた ベた。 ザン のた ベる 草はヒ ラナ (アマ モ の属) で、 方言で スソナ 

(コア マモ のこと) ともいうが、 沖繙 本島の 一部で は 「ザン 藻」、 池 間の 人た ち は 「ザン の 草」 と 呼んで いる。 

ザ ンが池 間 島の 近くに よりつく 季節 は、 春す ぎから 夏に かけて が 多かった。 一年に 五、 六 頭 見かけた。 しかし 

ザンは 沖の 方で 交尾した。 そうして メスが 妊娠す るの は 九月 ころだった。 島の 近で 子ども を 一 腹に 一頭 生んだ が、 

生まれた ての 子どもで 五十 キロく らい はあった。 ザ ンの親 を 結で 突く と、 子ども は 乳房に 吸い ついては なれず 二 

頭 一度に とれた が、 大きくな ると、 親子 はなればなれに すごし、 まえの 情愛 はも はや 見られなかった。 

ザン がくる の はたいて い 夜間で、 ゥ マみたい になく のがき こえる ので、 ザンが 近くに いるの がわ かる ザンを 

とる に は、 池 間 港の 入口で 網 をふさぎ、 引潮のと きに 網に かかる ようにした。 港の ふかさ は 一間く らいし 力..， -カ 

つたから、 潮が 引く ともう 逃げられなかった。 そこ を銘 でつ いたり、 ときには ダイナマイト を 投げつ けて とる こ 

ともあった。 

とった ザ ンの肉 は 池 間の 島の 人た ちに 分配した。 そこに 居 合せた 他の 島の 人た ちに も頒 けて やった。 まず 肉 を 

ゆでて、 赤い 血 を 捨て、 その上で 煮付けたり、 おつ ゆに 入れたり してた ベた。 はらわた や 肝臓 もた ベた ザンの 

肉の 味 は、 上等な 牛肉と 豚肉 を あわせた ようで、 とてもう まかった と、 池 間の 老人た ち は 異口同音 にいう。 人魚 

の 肉 を 食って 不老 長寿 を 保った という 話が 生まれた の は、 人魚の 肉が 飛切りの 味 を もっていた からにち がいない 

宮古 群島で ザンの 近よ るの は、 ザンが 好む 海藻の ある 池 間 島から 大神 島、 それに 狩 俣の 海岸が 多かった。 狩 俣 

に は 次の 話が のこって いる。 狩 俣の 人が 釣 をして いると、 浜に きれいな 魚が いた。 それ を 捕って 飼って いたら 美 

しい 女に なった。 そこで 夫婦と なって、 二人の 間に 子どもが できた。 夫婦喧嘩の ときに、 男 は 妻に むかい お ま 

え は 守 n 氏の 浜から とってき た 魚で、 もとは 人間で はない とのの しった。 すると 妻 は、 それなら 私 は 海に かえると 
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い つて 浜に 降りて い つた。 妻 は 腰まで 潮に 浸 かりながら 「ほんとうにい つてよ いの か」 と 夫に たしかめた。 夫よ 

「いきなさい」 といった。 喉まで 潮に 浸かった とき、 ふたたび 未練げ に 夫に たずねた。 夫 はおな じ 返事 をした。 

すると 妻 は ザ ゾ の 魚の すがたに な つ て、 海の 彼方に 去 つてい つてし ま つ たと 、，(^^ 

新 城 島の ザン 漁と 卷踊リ 

八重 山で は、 新 城 島の 上 地と 下地の 両島 付近 を 中心とした 海域に ザンは 出没した が、 石垣 島の 湾 や s が 湾 

にもよ く 姿 を あらわした。 その あたりの 海の 底 は 砂地で、 ザンの 好む 草が あるから だった。 昭和 十七、 八 年 ころ 

まで は、 四、 五頭で 群れ をな している の を 見かける こと もあった が、 たいてい は 親子 連れ か 一頭の ことが 多 かつ 

た。 

旧藩 時代に、 琉球 王府は 人頭税と して、 新 城 島にたい して だけ は ザンを 上納す る こと を 命じ、 そのために 一 そ 

う 船 を 派遣した。 その 船に のせて、 年 二回、 春 立と 奥 立の 上納が おこなわれた。 

ン をと るの は 旧暦の 三月から 五月の 間の、 それ も 朔 か 十五 日、 つまり 一年中で 干 の 差の もっとも 甚 し、， 

おおしお  (00.1  、 

大淖の 時分 を 狙った。 そのころ はまた ザ ンが 出没す る 季節で も あ つた。 

ザン をと るのに は、 四、 五日から 一週間く らい 海上です ごさなくて はならない が、 新 城 島で は 米が 作れない。 

そこで 麦を炒 つて 石臼で ひき、 その 粉 を 芋に まぜて こね、 水分が あると 腐り やすいので ふたたび 蒸し、 大きな お 

にぎり を こしらえる。 それ を ティルと 呼ぶ 蓋の ある ザルに 入れて 海に もっていき、 庖丁で 外側から すこしずつけ 

ずって たべる。 四、 五日す ると カビ がっき、 へんな 味が する ようにな るが、 海水で 洗って たべる と 一週間ぐ らい 

はもつ。 

新 城の 島民 はザン をと る まえに は、 かならず I 人魚の 御嶽」 と 呼ぶ 拝 所に あつまり、 神 女た ち を 先頭に たてて 
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漁の 祈願 をす る。 それ を イシ ヨウ • ゥ ガンと 呼ぶ。 イシ ヨウと は 漁の こと だ。 

新 城の ザン をと る 船は片 帆船と きまって いた。 一本 マストの 二 反 帆の 船 二そう がー 組になって 出漁す るが、 そ 

れぞれ の 船に は 十 名から 十五 名 ほどが 乗り組み、 八重 山 近海 を さがして まわった。 目 ざす 現場に つくと、 まず 海 

の にもぐ つて、 ザンが 鼻先で 海藻 をつつ いた 跡 を しらべる。 その 跡 はまつ すぐにの びて いる。 海藻の 具合で、 

ザンは 朝の 潮で たべた か、 夕方の 潮で たべた かが わかる。 ザンは 潮が 満ちに ときには 浅瀬に 近よ つてく るが、 潮 

が 引く と 遠 ざ かるから、 潮 どき の 計算が まず 必要な ので あ る。 

ザ ンの網 を 入れる の は 上げ潮の とき だが、 その ときには 近く をよ その 島の 船が とおる ことができない。 となり 

の 小 浜 島の 船が とおった りしても、 なぐった。 ザン 取り は 上納の ためだから、 そうする ことが 許されて いた。 新 

城 島 は 離れ島で 「はなり」 という 別称 を もって い る。 「はなり 人 は 亀の 腕、 ザンの 腕」 といわれ てきた。 それ は 

亀 や ザ ン をと る 特権 を 与えられ ており、 その 技倆に すぐれてい るからで も あ つ た。 

罔はァ ダンの 気 根 をと り、 数日間 晒して その 繊維で 繙 をな つた もので、 網の 目の 大きさ は 人間の 頭の 太 さ 程度、 

網の たかさ は 一 丈、 ながさ は 二百 尋、 それに 浮きと 錘 をつ けて ある。 網 をた てて 逃げ道 を 遮断す ると、 みんなが 

海の 中に 降りて、 潮の 引く まで 網 を 支えながら 立って いる。 ザンを 逃したら 仲間から 制裁 をう ける から、 みな 懸 

命で ある。 

引潮に なると 二そう の 船 はし だいに 網 をた ぐって 相互の 間隔 を ちぢめ 海岸の 方に 引き よせてい く。 網に かこま 

れ た、. k ン は あば，？ - まわる。 ザ ン のまえ にう つかり 出よう ものなら、 ザ ン は 人間の 手の ような 胸ビ レ で 引きよ せる _ 

ザンに 抱き すくめられ ると、 漁師 は 即死す る。 そこで 折 を 見 計って、 二人の 漁師が 大きな 斧 を かかえた まま ザン 

のうしろ に 泳ぎつ き、 ザ ンの尾 ビレを 斧で 二回、 三回 打って 逃げる。 ザ ンは痛 さの あまり 立ち上って、 尾 ビレで 

つよく 潮をナ り、 その 拍子に ひっくりかえる。 そのと きに 尾 ビレの 骨が ピ シンと 折れる。 その 音 を 聞く と 海中に 
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立った まま 息 を 凝らして いた 漁夫た ち は、 歓呼の 声 を あげ、 思わず 泣いた という。 

尾 ビレの 骨 を 折った ザン は、 泳ぐ のに 自由が 利かなくなる。 そこで 漁夫た ち は ザ ンの尾 ビレに 綱 をつ け、 二 そ 

うの 船の 間に 獲物 を かけ、 ザ ンを 捕った ときの よろこびの 歌 をうたい ながら 帰 島す る。 

島の はしの 「くぬ い 端」 からみて いると、 水平線 上に ザンを 捕る 新 城 島の 片 帆船が すがた を あらわす、 島民 は 

叫びながら 出迎えに 浜に かけ 降りる。 

ザン見 るんで 走りき 

亀 見 るんで 飛び やき  ； 

と 新 城 島の 民謡が、 その 浮き浮きした 情景 を 伝えて いる 。「あまりに 急いだ ために、 若い 娘が ザンの 夫婦に つ 

まずいて ひっくりかえり、 自分の 恥部 を さらけ出して しまった」 という 民謡 も あれば、 「あんまり あわてふため 

いたた めに、 自分の 着物が 開いて しまったので、 そのす そ を かきあわせた」 という もの も あり、 「若い 娘が ザン 

の 夫婦 を 見に きて、 乳房 も あり、 そして 下腹部 も そっくり なので、 まともに それ をみ る ことができなかった」 と 

うたう 民謡 も ある。 

しつ (S)  S 

これらの 民謡 はぎ 城 島の 節 祭の 巻 踊りのと き、 大ぜ いでうた う ものである。 ザン とりの 景を みんなで 歌って 

楽しむ の だが、 巻 踊り は できるだけ 男と 女と が 交互に 輪 を 作って 踊った といわれる。 新 城 島の 踊りの 中には、 若 

い 乙女た ち をまん 中に 置き、 それ をザン にみ たて、 まわりの 輪 を 網の ようにみ たてて、 しだいに 輪 を ちぢめ ザン 

をと ると きの 仕草 を まねる の も あ つ た。 

ここで 興味が あるの は、 琉 球の 古 謡の 中で ザンと 亀と が 対話と なって うたわれ ている ことで ある。 『おもろ さ 
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うし』 に r 久 高の 齢に ザン網 結び 降ろち へ 亀 網 結び 降ろち へ」 と あるが、 新 城 島の ザンを 捕る ュ ンタ にも 「ザ 

ン 捕る 網 、ま 持ちうる し かみ 捕る 網ば 引きうる し」 と 対句に なって いる。 それ どころ か、 新 城 島で は 昔 は ザ 

ンを とりに いって 帰ったら、 家族た ち は 「ザ ン はとれ たか 亀 はとれ たか」 と 聞いた という。 ザン をと ると きに 亀 

もとった こと はこれ でた しか だが、 それ 以上に、 ザンと 亀と は 海神の 乗物と して、 一緒に あがめられる 信仰が あ 

つたこと を 暗示 させずに はすまない。 

さて 陸 こ 上げた ザン は、 まず 人魚の 御嶽に 引つ ばっていって 感謝の 祈り を ささげ、 頭骨 は 御嶽に 奉納し、 肉 は 

島 V が 煮て. こべた。 内臓 もた ベた が、 煮て 脂 をと り 灯 用に 使う こと もあった。 新 城 島で は 医師 も 産婆 も いないの 

で、 お産が 長引く と、 ザンの 皮の 切れ はし を 削って、 汁 をつ くって 飲ませた。 ザンが 哺乳動物 だから、 それに あ 

やか つ てお 産が 軽く すむ ようにと 願った ので ある。 

ザ ンの皮 は 干乾しに して 厚みと 長さ をき め、 まとめて 上納した。 一頭 あたりお よそ 八 貫く らいと きめてあった ハ 

明治 二十 六 年に 八重 山から 移出した 海馬 (ザ ン) の 皮 は 四十 貫と なって いる。 この 分で 計算す ると 五頭 分に 相当 

する ことになる。 

琉 球王府 では、 ザンの 乾燥した 皮 を かつおぶし のように 敬で けずって、 薄片と し、 それに 熱湯 を そそぎ、 吸物 

にして 王族の 正月の 御馳走に 用いたり、 珍客、 たとえば 中国の 貿易 使節に 供応した りした。 ザ ンの皮 は 熱湯に つ 

けたり、 煮たり すると ユカ ヮ のように ふくれあがった。 次の 話が ある。 最後の 琉球王 は尚泰 で、 その 第三 王子 は 

尚 順と よばれた。 あるとき、 尚 順 王子 を おしえた 教師が、 尚 順から 人魚の 肉 を ごちそう になつ たが、 「尻のと こ 

ブっこ白衹を^^-ぃて食べて下さぃ。 人魚の 肉から 油が 出る から」 と 注意され た。 そこで 教師が そのと おりに してみ 

ると、 はたして 白紙 は 油に ぬれてい たという。 
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人魚 を 食った 八 百 比丘尼 

琉球 列島の 近海に ザ ンの姿 を 見かける こと は、 近来 はごく まれに なった が、 かって は奄 美の 北の 七 島の あたり 

まで 生息して いた。 日本 本土に 黒潮に のって 流れつ くこと も 皆無と はいえなかった。 たとえば 若 狭の 西部に あた 

る大飯 郡の 音 海の 海岸に、 江戸時代に 人面 魚 体の 怪物が 漂着した という 記録が あるが、 黒潮に まぎれて 北に 流れ 

た ザ ン の 魚が、 若 狭まで はこばれ たものと 見る ことができる。 

人魚の 出没す る 姿に は 接する ことがなくても、 人魚の 肉 をた ベて 八 百 歳の 長寿 を 得た という 八 百 比丘尼の 話 は、 

隠岐、 出 雲、 伯 着、 若 狭、 能 登な ど、 黒潮のと おる 日本海の 海岸に 点々 と 足跡 をの こして いる。 

その 筋書き は 同工異曲 であるが、 一 つ を 紹介す ると、 若 狭に 高 橋と いう 長者が いて、 外国 貿易で 巨大な 富 をた 

くわえて いた。 あるとき、 海外に 渡航の 途中、 洋上の 島に 立ちよ つたと ころ、 そこの 王様に 美しい 娘が いて 款待 

を 受けた。 出発 するとき がきた ので、 王様 は 送別の 宴 を ひらいて くれたが、 そのと きの 御馳走の 中に 人魚の 肉が 

出た。 王様 は それ を 長寿の 薬 だから 食べよ とすす めた が、 高 橋 長者 は 気味 悪が つて 箸 をつ けず、 土産に もって か 

えった が、 家で はだれ も 食べようと しなかった。 ひとり 長者の 娘が 食べた ところ、 たいそう うまく、 とろける 味 

がした。 娘 は 十六、 七 歳だった が、 それから 少しも 年を取らなかった、 と， fiNO 

若 狭の 一 の 宮はヒ コ ホホ デミと ト ョ タマ ヒ メを 祭る 神社で あるが、 この 二 柱の 神が 白馬に 乗って 降臨した とい 

う 伝承 を もつ 鵜の 瀬 は、 遠 敷 川 を さかのぼった 淵の 瀬で、 その 近くに は、 三 抱え も ある 椿の 大樹の 沐が ある。 こ 

みしょう  (G) 

のみ ごとな 椿 林 は 実生の もので はなく、 たれ かが 植えた にちがいない とされて いる。 この 鵜の 瀬から さらに 五町 

ばかり 奥の 椿 詰と いう 集落に は、 八 百 比丘尼の 屋敷 跡と 伝える ところが ある。 諸国 を 放浪す る 八 百 比丘尼が つね 

に 椿の 枝 を 手から はなさな いところ を みれば、 鵜の 瀬の 椿 も、 八 百 比丘尼の 伝説と 関係が あると 思われる。 若 狭 

小 浜の 青 井に は、 八 百 比丘尼が 入定した とった えられる 空 印 寺 や 神明 宮が ある。 
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八 百 比丘尼の 伝説 は、 若 狭から 加賀 をと おらず、 能 登 を まわって、 越 中、 越後に 及んで いる ことが 指摘され て 

、るが、 その 事実 は 古代の 海上 交通の ル ー トを そのまま 暗示させる。 義経 弁慶の 一行が 修験者の 姿 をし、 北国 街 

道 を 下って いくの を 見た という 比丘尼の 話 も ある。 それ もまた 北国 街道 を 北へ すすむ 説話の、 伝播 経路 を 示す も 

のであろう。 この 話 を 諸国に もちある いたの は 漂泊の 比丘尼であった というの が 通説に なって いる。 安芸 ゃ播 磨、 

土 佐、 紀伊、 伊勢、 駿河、 安房な どに も、 こうした 八 百 比丘尼に まつわる 伝説 はの こされて いる。 

この 八 百 比丘尼の 説話で は、 若 狭 を 中心とする 話が 一番かず 多く 見られる こと、 つぎに 人魚 を 食った が その 

肉よ 無上の 味 を もっていた、 という ことが 共通した 特徴で ある。 ここにお いて、 私は宮 古の 池 間 島の 老人た ちが 

ザ ンの肉 ほどうまい ものはなかった と、 こもごも 語った の を 思い出す。 八 百 歳 も 生きた という 比丘尼の 伝説. - 

一見 架空な 話の ように 見える が、 その 裏に はじつ さいに ザ ンの味 を 知った 人た ちがお り、 それの 体験談が 南の 海 

から 伝えられた とみる ほか はない。 

海の 王者で ある 糸満の 漁夫 は、 ザン のこと を 「人魚」 といって るが、 すでに セグ ロウ ミへビ の 話で みたよう に _ 

出 雲から 若 狭 こかけ て は、 糸満の 漁夫た ちが、 夏 ごとに かよう 潮路で もあった ので ある。 
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狩に 騷ぐ 太古の 血 〈鹿〉 


狩の 主賓だった 鹿 

人 獣が ともに 疾走し 跳躍して いた 時代の 衝動 は、 洞窟 壁画に 好んで 描かれる 鹿の 絵に うかがう ことができる。 

後代の 画家の 手に は、 いかにしても 不可能な ほどに、 生動す る 姿が 稚拙な 絵に あふれて いる。 そして 狩狱 時代 か 

ら 引きつ がれた 衝動の 痕跡 は、 鹿 狩に もっとも ながく 伝わった。 狩と いえば 鹿 狩 だけ を 指して、， た 時代が あり、 

かり くら  r-l) 

狩 倉と レ えば 鹿の 狩 場 を 意味す る ことに かぎられ ていた、 と 古書の 『狩 言葉』 や 『狩 之 作法 聞 書』 は 告げて いる。 

柳 田 国 男の いうよう に 「全く 鹿 は 狩の 主賓であった」。 

今日の 狩 倉、 明日の 狩 倉と いわれる 鹿の 獵 場で、 獵師 はセコ (勢子) と タツ (立) に 区分され ていた。 セコは 

犬 を 使って 鹿 を 追う 役で あり、 タツ は 逃げて くる 鹿 を 待ち伏せ ている 射手 役の 名で ある。 タツ は 夕立 や とお 

なじ タツで、 神の 示現 を 意味す る顕 つと も 同音で ある。 また 狩 倉の 倉 は、 磐 倉と おなじく、 神の 降臨の 座 を も 意 

味 る ものであった 。鹿の 出現す る 場所に、 タツ もしくは カリ クラの 名が 付けて あるの は、 ，煢 がかって よ 信仰 

と 不可分であった こと を 暗示す る もので はなかろう か。 
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鹿戮 では 斃 した 獲物の 心臓 や 肝臓 (生き肝) をと り 出し、 こまかく 刻んで 山の 神に ささげた のち、 参加した 全 

員が、 のこりの 生き肝 をた ベる 習慣が あった。 信 州の 遠山 谷で は、 とった ばかりの けものの 耳 を 少し 切りと つて 

これ を 岩の 上に おき、 山の 神に 謹す る こと を 忘れなかった。 そこに は 神と 人間と 獣の 三者 一体にした 山の 信仰 

の 規律が つらぬかれ ており、 神の まえの 人間の 平等が 保障され ていた 

こうした 鹿 狩 を 儀礼 化した のが、 中世の 武士た ちのお こなう 犬が かりな 巻 狩に ほかなら ず、 その もっとも 代表 

的な のが、 阿蘇 一の宮の ある？ nS ぎから 南西 二 里ば かりのと ころに ある、 下野 狩 場の 巻 狩であった。 

『巴 後 国 志』 に は、 「毎年 旧 二月の 卯の 日に、 大宮司 や 権 大宮司な どの 神官が、 おのおの 風 折 烏帽子、 狩 衣に、 

夏の 鹿皮で つくった むかば き 姿で、 腰に 幣帛 を 指し、 白木の 弓 や 白羽の 矢で 猪 鹿 を 射 取り、 神前に 供えた」 と あ 

る。 その 盛大な 様子 は 江戸時代の 画家 狩 野 守 供の 筆で 屏風 絵に 模写され て、 今日まで 阿蘇 家に 伝えられ ている。 

その 絵 をみ ると、 大宮司が 背 I 赤 白の 三色の 幣を 立てて、 むかば き 姿で 馬に のった まま、 弓に 矢 をつ、 力え て 鹿 

を 射る 光景が 描かれて いる。 ま If 出かける 大宮司 は 鹿に またがり、 従者の 手で 大き It しかけられ 

ている。 白馬と いい、 大きな 傘と いい、 神の 出現のと きに 不可欠な ものである こと は、 沖 繙の祝 女の 儀式 を 思い 

浮かべれば たやすく 理解で きる。 これにつ いて 千 葉 徳爾氏 は、 大宮司が 白幣を 身に 指し、 (； f) ずから 馬 を 乗り まわ 

して 多くの 獣 を 射 取る かっこう は、 神が 狩 をお こなう 楽しみ を あらわして いると 解して いる。 

源 頼 朝 は 梶原景 時 をつ かわして、 この 阿蘇 下野の 狩の 故実 を まなばせ、 富 士の巻 狩の 手本に したと 伝えられる. 

阿蘇 宮 地に は、 梶原 屋敷の あとが ある。 また 梶 原が 帰る 途中、 久住 高原で 巻 狩の 演習 をお こなった とこる 多く 

の 獣 をと る ことができ たので、 獣の 供養に is 力 鹿 狼 寺 を 建てた といい、 その 寺 は 大分県 久住 町に ある。 

阿蘇 下野の 巻 狩に よ 三千 人が 動員され たと 伝えられ るが、 この 壮大な 行事 も 天 正 九 年 (一 五八 一) ごろ 力ら 大 

宮司 家の 神領が 減って 纖 してし まった。 ところで 建 久四年 (一 一九 一二) に おこなわれ 善 土の 裾野の 巻 狩 は 空 


神 • 人間 • 動物 248 


前 絶後の 大規模な もので あつたが、 こうした 巻 狩の 伝承 は 御射山 祭の 中に もうかが うこと がで きる。 

御射山 は 信 州の 霧ケ 峰の 一隅に あるが、 祭の 日に は 籠 訪の上 社の 神官で ある 大 祝が、 居 館 を 出て お供 を 引きつ 

れ、 きらびやかな 騎馬の 行列で 御射山に むかう。 そこで、 大 祝が 山 宮の石 祠に榊 を ささげて 祈った のち 狩 場に 出 

発する。 数百 騎が 丈な す 草 を かき 分けて 走り まわり、 弓矢 を 放つ の だが、 狩が おわる と 御贄と 神楽 をた てまって 

神に 感謝す る。 

この 誠 訪の大 祝 もまた 生き神であった。 『顯訪 大明神 絵詞』 に は、 「われに おいて 鉢な し、 祝 を もつ て 鉢と な 

しん ぢ よく  じん 

す」 という 神勅が 記されて いるが、 それに ふさわしく 大祝は 神 姓 を 名のり、 顯訪明 神の 正 鉢と 称して 人び との 尊 

崇を うけた。 日ごろ 鹿皮の しとね に 坐し、 死んでも 遺骸 は 人目に さらす ことがなかった。 

『神道 集』 によると、 顯訪明 神 は 狩獵が 大好き だとみ ずから 告白す る 神で ある。 衆生の 済度 を 考えねば ならぬ 立 

場に ありながら、 どうして そんなに 多くの 獣 を 殺す かとい う ある 僧侶の 疑問に、 

野辺に 住む けだもの 我に 縁な くば 憂 かりし 闇に なお 迷わ まし 

という 歌 を もって 答える 神で ある。 狩戮を 何よりも 好む 神と は 何 か。 鹿 狩に すべて を 忘れる ほどの 血の 昂奮 を 

おぼえて きた 私たちの 祖先 を 措いて、 他に 何が 考えられ るだろう か。 

「1^ 教者」 としての 鹿 

あざぶ  せんず 

ぉ訪 神社の 七不思議の 一 つに 「麻布の 耳 裂け 鹿」 の 伝承が ある。 麻布と いうの は、 遠 州の 千 頭 国有林に 源 を 発 

とちゅう 

する 戸中 川に 沿う、 戸中と いう 村落の 東に そびえる 山の 名で、 そこに まつる 麻布 さまと よぶ 神の 本体 は 蛇 身で 耳 
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が 欠けて いると ころから、 戸中 生まれの 鹿 はすべ て 耳が 裂ける ことにな つたと いう 話 を 松 山 義雄氏 は 述べて 

、(4)。 

こうした 話 は、 遠山 谷の 梶谷 でも でも、 m の 野と 呼ばれる 八ケ 岳の 裾野で も 聞く ことができる。 誠訪 神社で 

は 三月 i の 日の 御 頭 祭に 七十 五頭の 鹿の 頭 を 寄進す る 習慣が あるが、 その 中に 一 頭 だけ 耳の 裂けた 鹿が かならず 

まじって いると いう。 誠訪の 神事に 耳 裂け 鹿の 不思議が あるの は、 神に ささげる いけにえ ~^) 印と して 半リ定 のぎ 

の 耳 を 切りと り、 これ を まわりの 鹿と 区別した ところから 始まった、 と 柳 田 国 男 は 推定す る。 柳 田 は そこから 出 

発して、 はるか 昔に は、 祭の たび ごとに 一人ず つ 神主 を 殺す 風習が あり、 祭の 用に あてられる 神主 《 前の 年の 

祭のと きから クジゃ 神託に よってき まって おり、 これ を 常人と 弁別させる ために 片目 だけ 傷つけ ておいた ので W 

ないかと いう 仮説 を 提出す (M。 耳 裂け 鹿 はそう した 時代の 風習の 痕跡で あり、 いけにえ を 人間から 動物に 移した 

もの だとい うので ある。 

鹿にたい する ィメ ー ジに は、 このような 狩狱 時代の 衝動 を かき 立てさせる だけでなく、 追い つめられた けもの 

の 断末魔の 悲哀 を 追体験させる 何もの かが ある。 つまり 加害者と 被害者の 双方の 感情が そこに 投影され ている。 

それ は 他の 動物に たいして は みられない ところで ある。 きょうに 鹿に よせる 人間の 特別な 感情 は、 鹿の 捕獲の 

方法に 関係が あるので はない かと 私 は 考えて いる。 

たとえば 北海道の アイヌ は、 鹿の 群れが いると 女 や 子どもたちが 犬 を 使って 包囲の 輪 を ちぢめな 力ら 崖のと 

ころまで 追い こんでいく。 一方、 崖の 下に は 男た ちが 待って いて、 鹿が 崖の はしに きたと きに、 犬 をけ し カリた 

り、 女 や 子どもに 大声 を あげて 騒がせる。 すると 鹿 はお どろいて 崖から 落ち、 そのまま 動かなくなる。 まだ 生き 

ていて 動く 鹿が いると、 男た ちが、 よってた かってな ぐり 殺して とった。 こうし (化) 場所 を 「籠し」 と 呼んで、 

匕 海道 こよ 日 高の 浦 河 や 千歳に その 地名 を 残して いると、 犬 飼 哲夫氏 はい つてい ス。 
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秩 父の 三 峰 部落で も 鹿 撃ちの ときには、 セ コ の 截師が 犬 を つれてまず 周囲の 見渡せる 沢の あたまに のぼ つてい 

き、 鹿の いそうな ところ を 見つけて 犬 を 放つ。 鹿に あたる と、 犬 は 鹿 を 沢に 追い、 川まで 追い落とす。 沢と 川と 

が 落ち あう 場所に は、 三、 四 人の 鉄砲 を かまえた 撒師 たちが 待機して いて、 鹿の 降りて きたと ころ を 心臓 か 首の 

あたり をめ がけて 撃つ。 

また 田 淵 実 夫 氏に よると、 ある 村の 狱師が 鹿の 群れ を 断崖の 尖端まで 追いつめた ことがあった。 逃げ場 を 失つ 

た 鹿た ち はしば らく そこでた たら を ふんで いたが、 その 群れの 中に いた 牡鹿が 追手の 方に 向き 直る と、 角 を かた 

むけて 立ちはだかり、 やぐらの ように 身が まえた。 獵師は その 牡鹿 を擊 ちとった が、 その ひまに 四 頭の 牝鹿 はつ 

ぎつ ぎと 降りて 青い 淵に 飛び こんで、 逃げて しま つたと いう。 

陸 中 遠 野で は、 鹿の いそうな ところ を 遠巻きに して 追い出す 方法 をと つた。 鹿 は 四方からの 喊 声に 逃げ場 をう 

しない、 鹿 塞に もぐりこんで 逃げよう とする。 鹿 塞と は 鹿の 通り道に 木 や 枝 を 山と 積んで、 たやすく 通れない よ 

うにした もので 鹿が そこに もぐりこんだ ところ を， よってた かって 叩き殺し たという。 

鹿の 捕獲 方法 はき わめて 単純で あり、 単純で ある だけに 残酷であった。 鹿に は 他の 獣に は みられない 優美 さが 

あって、 それが 鹿 を 追う 人間の 欲情 を そそる。 ^師ゃ 犬た ちの 怒張す る 血管と、 恐怖の ために 大きく 見開かれた 

鹿の 絶望的な 眼、 それ は 「神」 というより は、 神への いけにえ としての 「狗教 者」 のさい ご を 連想 させずに はお 

かない。 そこに は 屠られる ものの 苦痛の 快感が ある。 

志賀 島と 鹿トの 記憶 

こうした 事情 を 反映して、 鹿に まつわる 説話 は 人間く さいの が 特徴で ある。 『摂津 国 風土記』 にある 「夢 野の 

』 鹿」 の 話が そうで ある。 夢 野と いうの は 今の 神 戸市に ある 夢 野 町の こと だと 考えられ ている。 大昔、 そこに 蓖の 
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夫婦が 住んで いた。 夫の 牡鹿 はしばしば 海 を わたって、 淡路島の 北端の 野 島に いき、 妾の 牝 鹿と むつび あってい 

た。 あるときに、 牡鹿が 本妻の 牝 鹿に むかって 前夜の 夢の 話 をした。 

「自分の 背中に 雪が 降りつ もった 夢 をみ た。 また ススキ が 生い しげった 夢 もみた。 それ はなん のしる しだろう 

か」 

妻 は 夫が 妾のと ころに いくの を 心よ からず 思って いたので、 「背の 上に ススキ が 生えた とみたの は、 矢が あな 

たの 背に 突き ささる しるし、 また 雪が 降った とみたの は、 白い 塩 を 身体に ぬられて 食われる しるしです。 あなた 

が 淡路に 渡ったならば、 かならず 海中に 射殺される ことになるでしょう」 と 言って、 夫 を 引きと めた。 

だが、 牡鹿 は 妾に 会いたい 了 心で、 妻の ことば をき かず、 淡 路の野 島 をめ がけて 海 を わたって いった。 その 途 

中、 船に 出会って、 妻の 予言 どおり 射殺されて しまった …… 。 

この 説話の さいごに 見え かくれす るの は、 夫が 帰って こなくな つた あと、 沈黙して 野原に うずくまる 妻の 鹿の 

すがたで ある。 ススキ が 生いし げり、 雪が 降りつ む 夢から 引き出された 夢 野と は、 太古 さながらの 記憶の 堆積で 

も ある。 この 説話に は 鹿の 灼 骨で 占った 時代の 痕跡が 感じられる。 

この 説話で、 妾の 鹿が 住んで いたと いう 淡 路の野 島 は 古代の 海人の 根拠地であった。 その 統率者 は 安曇の 連で 

あった。 

あまつ もち 

安曇 は 阿 雲と も 書き、 本 居 宣長は 海人 持の 名が つづ まった と 推定して いる。 漁業 を 中心として 生活した。 とく 

に 潜水 漁業に 長 じていた が、 航海の 際の 船 手 や 水先案内 としても 活躍した。 九州の 志賀 島の 先端に ある 勝馬と い 

う 漁村が 安曇 海人の 本拠であった らしい。 対 馬に は 仁 位の わ たづみ 神社の 境内に 安曇の 磯 良の 墓と 称する ものが 

あり、 島内 各地に 安曇 磯 良に 縁 由の ある 話が のこって いる。 これ をみ ると 北 九州と 対 馬の 海上 交通に 安曇の 海人 

が 1 役 買って いた こと はたし かで ある。 
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志 賀島は 『筑前 風土記』 によると 「近 島」 から 出た 名と されて いるが、 文書に は 鹿 島と も 記録され て 本来 は 鹿 

の 住む 島の 意で あ つたこと はまちが いない。 

志賀 島に は 海 の 神 を まつる 志賀 海神 社が ある。 その 境内に は、 鹿の角 を 一万 本お さめて ある 倉庫が 残って い 

る。 代々 の 宮司 は 安曇 海人の 後裔の 安曇 氏で ある。 安曇 宮司の 話で は 奉納の 鹿の角 は、 五、 六 百年 も 前からの も 

の だとい う。 「お 志賀 さま」 にと いって、 鹿の角 を 切りと つて 浮 子 をつ けて 海に 流す と、 鹿 角 を 拾った ものが、 

志賀 海神 社に 届ける しきたりが あり、 このように 溜つ たという 話で あ つ た。 

この 神社で 正月 二日の 神事の 際にうた われる 謡の 中に も、 神 功 皇后が 三韓 征伐で 対 馬の 紫の 瀬戸まで きたと き 

に、 海が 荒れた ために 船 をと どめて 狩狱 をた のしんだ が、 牡鹿が 多く とれた ので、 角 を 切りと つて 志賀 海神 社に 

奉納した という 筋 書の ものが ある。 

また 「山 ほめすな どり」 と 呼ばれる 祭のと きに うたわれる 「鹿 狩の 唄」 の 中に、 

(一 の 禰宜) 山 は 深し 木の葉 はしげ る。 山彦の 声 か 鹿の 声 か 存じ 申さぬ や。 

ご し  ななが しら 

(二の 禰宜) 一 の禰宜 どの。 こ は 七日 七夜のお 祭に 御酒た ベよ いうせ つて 候。 七 頭 八 頭お ぐし の 前 を 通る 鹿 

なんとな さる。 

み りき 

(一 の 禰宜) そのと きこ そ 志賀三 社大明 神の 御 力 を もって 一匹たり とも 逃がし はせ ぬ。 

という 問答 体の 文句が うたわれた。 

このように 志賀 島の 安曇 海人と 鹿と は、 きっても きれない 関係 を もつ。 さきにの ベた 夢 野の 鹿の 物語 も、 もと 

は 安曇の 海人の あいだに 作られ、 伝えられた 説話であった かもしれ ない。 
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志賀の 海人が 対 馬に 食糧 を はこぶ 途中 シケに 会って、 船が くつがえり 水死した という 話 は、 万葉集の 巻 十六に 

出て いて、 安曇 海人 は 対 馬と 密接な 交渉 を もってい たこと を 推察させる。 対 馬の 佐須 浦に は 志賀明 神の 祠が ある。 

対 馬 は 猪 や 鹿が 多くて 農作物 を 害し 困る というので、 犬が かりな 猪 鹿 退治の おこなわれた 島であった。 それば か 

りで なくぎ は を もって 祭事 をお こなって きた 島で、 それ はなが く 豆 酸 神社に 伝えられ てきた。 対 馬の 亀卜 は 朝鮮 

の 亀卜 を 見習った というが、 もとは S は を 用いて いたと 思われる。 鹿 卜より は 亀甲 を灼 いて 占う ほうが、 ひび わ 

れ目を 見やす いという。 鹿 卜 は 常 陸の 鹿 島 神宮 や 上野の 貫 前 神社で も 使用され たが、 それ はとお く 記紀 万 葉の 時 

代まで さかのぼる ことができる。 

古事記の 「天の岩戸」 の条 で、 rS< めの i§ のサォ 鹿の 肩 をう つ 抜きに 抜いて、 天の 香 山の 天の ハ ハカ (カバ ノ 

キ) をと つて、 占へ まかなわせ」 たという 記事が ある。 つまり 鹿の 肩胛骨 を まる 抜きに 抜いて、 カバ ノキに 火 を 

つけ、 それで 鹿の 骨を灼 いて 占わせた というの である。 

また 万葉集の 巻 十四に も、 

武蔵 野に 占へ 肩 焼き 真実に も 告らぬ 君が 名 卜に 出に けり 

という 歌が ある。 武蔵 野で 占 をして 鹿の 肩の 骨 を 焼いた が、 けっして 口に 出さない 人の 名が まさしく 占に あら 

われて、 人び とに 知られて しまった。 という 意味で ある。 

このお という ことば は ッング ー ス 語の トナ カイ を 意味す る 「ula」 と 同義語で、 つまり は 「鹿」 のこと だと 西 

寸真欠 はいって いる。 西 村に よると モンゴル や ッング ー スゃ トルコな どの 人種 はすべ て 四 足 獣の 肩胛骨 を 焼いて 

占う こと を 慣習と していた。 
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鹿の 灼骨 はこれ まで 十数の 遺跡から 六十の 個体が 発見され ている。 分布 は 東 日本に 多く、 弥生、 古墳の 時代に 

またがる。 それが 海辺から 発見され る ことの 多 いのは、 西から 東へ と 舟で 移動した 痕跡 を 示す ものと おもわれる 

が、 その 習俗の 運び 手が 対 馬 ゃ志賀 島の 海人で あつたか はさ だかで ない。 鹿の 灼骨 は、 まず 肩胛骨 や 肋骨の 表面 

を 削いだ 上に 火 をつ けた 木の 枝 か 焼けた 火箸 をつ つ こみ、 その 表面に ひびが 出る の をみ て 吉凶 を 卜した の だが、 

灼く 面と 占う 面が 一 致す るのと、 灼く 面の 反対が わに 入 つた ひび をみ て 占う ばあいの 二通りの やり方が ある。 

新潟県 西 蒲 原 郡の 弥彦 村に ある 弥彦 神社で も、 もとは 鹿 占が おこなわれ ており、 それが 亀甲 を もって 卜する よ 

うに 変った という。 

い や ひこ  しか  か はごろも つのつ 

伊弥彦 神の ふもとに 今日ら も か 鹿の 伏 すらむ 皮 服 着て 角 付きながら 

という 歌が 万葉集 巻 十六に 出て いる。 この 歌 は、 この 弥彦 山の 神 山の ふもとに 鹿に 扮 する 芸能 的な 神人が いた 

と 解釈す る ことができる。 これと 照応す るよう に 日本書紀に は 次の 記事が のって いる。 応神 帝が 淡路島に 遊， 獬に 

出かけた とき、 十 頭 余の 大きな 鹿の 群れが 海に 浮いて きた。 帝が 人 を やって みさせる と、 鹿と みえた もの はじつ 

は 皆 人間で、 角の ある 鹿の 皮衣 を 着た 姿だった という。 こうした 動物 仮装 をす る 理由と して、 ある 外国の 学者 は、 

牡鹿の 角 や 毛皮が 発情期の 赤 鹿 を ひきつける 効果が あると 説く が、 それ 以上に 鹿 をお びきょせ るた めの 感染 術 

であるの かもしれ ない。 

東北で ひろく おこなわれ ている 鹿 踊り も 原始の 呪術まで さかのぼ つ て 考えて みる ことができる。 菅江真 澄の 遊 

覧 記の 『津 軽の つと』 に は、 黒 石の 近くに 鹿が 沢と いうと ころが あり、 その 沢の 大小の 岩に 鹿の 頭の 絵が 彫って 

あると 聞いて、 寛 政 十 年 (一七 九 八) の 七月 半ばに それ を 見に いった ことが 述べて ある。 その 岩の 面に は 毎年 七 


月ヒ に は 二つず つ 鹿の 絵 をき ざむなら わしが ある こと も 真 澄 は 記して いる。 その あたりの 村々 では 鹿 踊りに 

使って 古くな つた 中に 埋めて 供養して きたが、 昭和の 初頭に なっても、 埋めた 鹿の 頭が 化けて 出て、 ま 

ぼろし に 舞う ことがあり、 それ をと めようと して 盛大な とむらいの 鹿 踊り をい となんだ という 話 もの こって いる 

鹿 衣. 鹿 杖 • 鹿 笛 

鹿と、..？ との 巨 離 は 他の 動物の ように 遠く はない というもう 一 つの 例が、 空 也 上人の 物語で ある。 空 也が 山林 

の 庵室で 修行して いたお りに、 鹿が 夜ごとに おとずれ ていた。 鹿は燈 火に したいよる 動物 だとい われて いる。 と 

ころが その 鹿が 狱師の 平定 盛と いう 男に 殺された ので、 空 也が それ を あわれんで 猶師 から 鹿の角と 皮と を もらい 

ぅナ て、 自分の 身に つけた。 そこで 空 也の 流れ をく む 遊行 僧の あいだに は、 鹿 杖 をつ き 鹿の 皮衣 を まとって 念仏 

して あるく ことが 一 種の 流行に なった という。 

空 也 系の 念仏 集団で ある S3r  il^ のうち、 鉢屋は 山賊の たぐいから 起こり、 茶宪は 竹細工 を 作って いた 人た 

ちらしい。 したがって 空 也 系の 念仏 集団に は、 狩人 仲間の 漂泊 生活が 色 濃く 影 を 落として いる。 鹿の 枝 角 は 武器 

としても 十分 役に立つ。 漂泊の 遊行 僧の もつ 鹿 杖 は、 もと 狩人が 野獣 を とらえたり 防いだり する ための 杖で なか 

值 つた かと 考えられ ている。 古く は 鹿 を 力 セギと 呼んだ。 股に なった 木の 枝 をカセ 杖と 呼ぶ の は、 もとは 鹿 角 をく 

^  くりつけ て 利用した ためであった ろう。 この 股に なった 木 を もっから 狩人 を マ タギと 称える ようになつ たという 

は 説が ある。 このように みれば 空 也の 徒が 鹿 衣 を 着、 鹿 杖 を もつ の は、 日本書紀 や 万葉集に 登場す る 鹿の角の つい 

§ ヒ 鹿の 皮衣 を 着た 人た ちの 伝統 をと おく 引く ものであると 見て 差支えない 

狩 楚を おびき 出す のに は、 鹿の 仮装 をす る ほかに 鹿 笛 を 使う。 秋に なり 紅葉が 色づ くころ に 鹿 は 発情期に 入る。 

" そ， el を 「うかれ」 どきと いう。 旅人に 悲哀 を おぼえさせる 鹿の 鳴き声 も、 じつは 鹿が 異性 を 求める ものである。 
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そこでまず 鹿の角の 根 を 切りと り、 それに、 鹿の 胎児の 腹の 皮ゃ牝 鹿の 耳の 内側の 皮をはぎ あわせた もの をく く 

りつけ て、 鹿 笛 をつ くる。 ガマの 皮 をつ かう ばあい もあった が、 蛇 をよ ぶと いって いやがる 獵師 たち もいた。 鹿 

の 角 やその 皮で 笛 を 作り、 それ を もって 鹿 をお びきょせ る 方法と いうの は、 なぜか 哀れで いたましい 気持 を 起こ 

させる。 

「鹿 は 八 谷 向う の 蚊の なく 声 を 聞く」 といわれる ほど だが、 鹿 笛 をき きつけて たちまち よってく ると いう。 岩 手 

県の 遠 野で は、 旧藩 時代に は 鹿の 出 あるきそう なと ころに 小屋 を 作り、 かくれて 鹿 笛 を 吹いて 牡鹿 をお びきょせ、 

鉄砲で 撃つ 方法が とられた。 これ を 「小屋 射ち」 と 呼んだ。 鹿 笛の 上手な 若党が ある 月明りの 夜に 鹿 笛 を 吹いて 

いた。 そのうちに 連れの 者が 小便に いきた くな つて 小屋の 入口に 垂れて ある 蓆 を はねのけて 外に 出た とたん、 い 

きなり 何 かに どしんと 打ち あたった。 おどろいて みると、 りっぱな 枝 角 を もった 大 鹿が、 明るい 月光の 下 を 一目 

散に 走って いったと いう。 この 話 は、 吉 田政吉 氏の 伝える ものである。 

鹿 笛 は 鹿の 発情期に は 使える が、 それが すぎる と 使えなくなる。 十二月 ころまで は 鹿 笛 を 用いる が、 一月に 入 

ると 犬 を 使 つ て 鹿 を 沢に 追い出す 方法 をと るの がふつ うで ある。 

伝説の 優し さと 無残な 乱獲 

牝 鹿の 優美な 姿態 は 伝説 を 生まずに はす まなか つた。 九州 肥 前の 杵島 岳の 中腹に は 一 頭の 牝 鹿が 赤子 を 生んで、 

それ を そだてる と 玉の ような 美女と なった。 ただ 足の 趾 だけが 鹿と おなじように 二つに 分かれて いたと いう 話が 

伝わって いる。 

この 話 を 保持す る 福 泉 寺 は、 鍋 島 家の 奥方の 菩提 所で あり、 鍋 島 公が 杵島 岳で 狩 を するとき 立ちよ る 場所で も 

あった。 そこで このような 説話が 伝わった と おもわれ るが、 おなじように 三 河の 鳳 来 寺の 1W 説で よ、 光明 皇后よ 
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鹿の 胎内から 生まれた と あり、 それが 浄瑠璃 御前の 話に もな つてい るが、 足の 趾が 二つに 裂けて レる という 点が 

いずれも 共通して いる。 柳 田 国 男 は 京都の 誓願 寺が 歌 比丘尼の 中心地で あると ころから、 この 寺 を 中心として 和 

泉 式部の 話 を もちあるいた 漂泊の 女た ちがいた と 推測して いる。 いずれにしても 美女の 出生が 鹿に むすびつけら 

れ ている の は、 鹿 を 観察す る 機会が 日常 ふだんの ことであった こと を 物語って いると おもう 

たとえば、 山口県の ある 地方で は 旧の 二、 三月に 吹く 強い 西風 を 「鹿の角 落し」 と 呼んで いる。 昼 吹いて 夜 や 

む。 そうでなくても 一 曰か 二日し か つづかない。 鹿の角 を 吹き落とす ほどの つよい 春風 をそう 呼ぶ の は、 この 季 

節 をす ぎて ほどなく 鹿の角が 落ちる からだと いう。 鹿の角 は タラの 若芽が 吹く ころに 落ちる。 そのために 山に 火 

を かけて 焼く ので、 野火から 火事になる ことが 多かった。 

「鹿の角 落し」 にたいして 長崎県の 五島 地方に は 「鹿の 血 流し」 という ことばが ある。 四月 八日の 灌 仏の ころに 

降る 雨 をそう いうの だが、 鹿の 出産した のちの 最初の 雨と いう 意味 だそう である。 鹿に 子どもが 生まれる の は 花 

祭の ころで 芭蕉に も 「灌 仏の 日に 生まれ あう 鹿の子 かな」 という 句が ある。 「鹿の 血 流し」 という ことばに は 鹿 

の 血 をまい て 巴 料に し、 また 籾 種に 鹿の 血 を まぜて 豊作の 呪術と した 古代 農耕への 思い出が こめられて いるよう 

(S) 

におもう。 

かって 鹿 は 北海道から 薩 南の 島にまで 山野に あふれる 動物であった。 東北で も 鹿 は ひじょうに 多かった 津輕 

最古の 記録と いわれる 『永禄 日記』 に は、 ふつうの 獵師 でも もてあます ほどの、 巨き な 鹿が 住む というので、 弓 

近に 募して いる アイヌ をよ び 出して、 毒矢で 射ても らい、 肉 は みんなで 頂戴して、 皮 は 領主へ 献 じたと いう 記事 

が ある。 

松浦武 RI 郎の 『東 蝦夷 日誌』 は 北海道 を 旅行 中、 一面に 赤く 枯れた 草 だとお もった のが、 近よ つてみ ると 何 万 
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という 鹿の あつまった 光景だった と 記して いる。 これらの 鹿 は 秋になる と、 雪が 深く 食物が なくなる ので、 西 海 

岸から 東の 方に 移動す る。 春になる とまた 元の 場所に かえる。 こうした 移動 中の 鹿の 群れが 石 狩 川 をお よいで い 

ると ころ を アイヌ は 狙う、 と 串 原 正峯の 『夷 誌 俗語』 に は 述べて ある。 

だが、 明治に なって 北海道が 開拓され、 森林が 伐採され ると 鹿の 世界 はおび やかされ はじめる。 鹿皮 や 鹿の 落 

角 を 求めて おびただしい 狱師 たちが 入り こむ。 それに 明治 十二 年に は 北海道 はまれに みる 大雪に 見舞われた。 無 

数の 鹿が 餓死 または 凍死した。 十 勝 川 支流の 沿岸 はとく に 烈しく、 累々 と 重なり合う 死んだ 鹿の 肉が 夏に なって 

腐り、 十数 里の 間の 住民 は 腐 臭の ために 水 を 飲む に 堪えな か つたと いう。 

そこで 北海道の 鹿 は、 大群 をな して 津軽 海峡 を わたり 下 北半 島 をめ ざした。 たどりつ いたの は 半島の 最北端の 

大間崎 または 佐 井の 湊付 近であった というが、 鹿の 群れが 海 を わたると き は、 数十 頭が おとなしく 隊列 をつ くつ 

て 出て きて、 順々 に 自分の 頭 を 前の 鹿の 尻のと ころに 軽く のせて 泳ぐ。 先頭の 鹿が 疲れて くると、 それが 最後に 

まわって 息 を やすめ、 二番目の ものが 先頭になる。 こうして たがいに 力 を あわせながら、 八 里の 海峡 を 泳ぎ 切つ 

て 上陸した、 という 話 を 中道 等 は 伝えて いる。 この 鹿た ち は 五、 六 年の 間にたい そうふえ たが、 濫獲の 結果、 明 

治 二十 七、 八 年 ころに は 下 北半 島から 姿を消す にいた つた。 一方、 北海道の 鹿 も 明治 八 年に は 七 万 六 千 枚の 鹿皮 

を 出した ものが、 大正に はわず か 十数 頭の 捕獲し かで き なくなった。 

鹿が 日本列島から 急速に 影 を ひそめた の は、 資本主義 社会への 移行の 時期と 一致して いる。 鹿にたい する 狩獵 

時代の 熱烈な 思い は、 今や 冷やかな 憎悪と 無関心に とってかわった。 あとに 残る の は 何であろう か。 農 山村で 邪 

魔物 扱いに される 鹿への 都 人士の 同情心 だけで ある。 しかも そこに 違和感が 感じられ るの は、 鹿の 生血 を 飲んで 

はじめて、 一人前の 獵師の 仲間に 入られた という、 人間と 鹿との 躍動す る 関係が 永久に 去って しまった ためで あ 

る。 鹿 を 活かせと いうの も、 鹿 を 殺せと いうの も、 所 人間と 鹿の 本質的な 間柄の 缚 外にお いての 論議で ある 0 
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能 登の 海 鵜 

昭和 四十 九 年の 四月、 私 は 東の 海から あがる 旧の 十三 日の 月 かげ を ふんで、 能 登の 鵜 浦の 北の はしに ある 鹿 渡 

Si の 道 を 歩いて いた。 道が 海に つきる ところ、 すぐ 眼の さきに 手のひら ほどの 小島が あった。 海中の 岩 を 利用し 

た 道が 小島の 磯と 私の 足 もと をつな いでいる。 そこ を 渡って くる 老人が 手桶 を さげて いるので、 聞かない でもよ 

いこと を 聞いて みた。 すると 老人 は、 小島の 観音 堂に いま 燈 明と 水 を あげてき たと ころ だと 答えた。 なるほど 満 

潮時の 波に かこまれた 小島に は、 一宇の 堂が 月 かげ を 背景に して 黒く 浮かんで いる。 老人の 話で は、 鹿 渡 島の 海 

ぎ わに 孤立して かたまつ ている 七 軒の 家が、 昔ながら に 観音 堂 を 守りつ ぎ、 七曜 日のう ちの 一日 を それぞれの 家 

の 分担と ふりあてて、 朝夕の 供養 を 欠かした ことがない という。 

能 登の 寒い 海 角に このような 仕来りが いつごろから 受けつ がれて きた か、 この 七 軒の 信仰 共同体の 始まり をた 

ずね る こと は、 鹿 渡 島の 部落の 起こり を 問う のと、 所詮、 同じ ことであろう。 つい 数日 まえ も この あたり は 吹 

雪いた と K、. たが、 能 登の 冬の 吹雪に とじこめられた 観音 堂に、 夜もすがら 消えない 燈火 を、 私 は 思い描かずに 
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はすまなかった。 するとい ま、 月明の 中に 浮かぶ 観音 堂が、 何 か 凄絶な おもむきで、 私 は 迫って くるの だった。 

堂の 格子戸の 隙間から ちらちらと 洩れる 燈 影が、 まるで 火事の ように 私の 眼に 映った。 

この 鹿 渡 島の 観音 堂に ついては、 文武 帝の 時代に 海中から 観音が 出現した ので、 ここに 草堂 を 建てて まつり、 

竜燈山 観自在 寺の 寺 号 を 朝廷から 与えられ たと 観音 堂の 由来書に あり、 あるいは 一角 五色の 鹿が、 頭上に 日輪の 

ような 玉 をいた だいて この 島に 渡って きたので、 鹿 渡 島の 名が 生まれた ともいうが、 これが 後世の 附会 である こ 

と は、 鹿 渡 島 は、 角 島、 門 島、 神 門 島と さまざまに 記されて いた ことから でも 推断で きる。 要するに この 地 は 七 

尾 湾の 入口 を扼 し、 小口の 瀬戸に のぞむ 海上 交通の 要衝であった。 海の 観音 を まつる に 何の ふしぎ はなく、 そこ 

に 捧げられた 燈明 は、 暗夜に 航行す る 船の 目 じる し ともなったろう。 また、 その ゆえに、 鵜 浦の 北の はずれの 鹿 

渡 島に 外来 神 渡来の 伝承が あつたと しても、 あやしむ に 足りる ことで はない。 

(1)  こし 

はたして 『能 登 志徴』 という 書物に は、 むかし、 越の 北 島の 女神が 鵜 浦の 磯に 寄りつ いて、 そこで 能 登 一 の宮 

である 気 多大 社の 神 祭、 ォォ ナム チと 夫婦に なった が 折 合いが わるく、 越後の 能 生に 飛び去って、 そこに 鎮座し 

て 能 生 権現と なった、 という 伝承が 述べて ある。 越の 北 島と は 越後の 能 生 を 指す と みられ、 女神が 11 おそらく 

鵜と 化って —— 飛び去った というの は、 能 登の 七 尾 湾と 能 生との 間の 古代の 海上 交通 を 暗示させる。 その 一方、 

この 伝承 は 能 登 一 の宮で おこなわれる 鵜 祭の 祭儀と も 呼応す る。 

能 登 一の宮の 縁起に よると、 鵜 祭 は 祭神の ォォ ナム チの 神が 越の 北 島から 能 登の 神 門 島 (鹿 渡 島) についた 

ときに、 土地の 神の 御門 主 比 古神が 鵜 を 捕えて 献げ まつった 故事に はじまる、 と 述べて いる。 その 鵜 を 捕えて、 

気 多大 社に 送る ために、 鵜 浦に はやくから 二十 一人の 鵜 取 部が もうけられ ていた。 加賀に 入国した 前 田 利 家 は、 

天 正 十三 年 (一 五八 五) に 鵜 取 部にたい して 鵜 田 二 反 を 下し 与えて 鵜 取 料に あてた が、 その子 孫 は 現在 もな お 鵜 

取 部と 称して いる。 このうち 三人ず つが 交代で 鵜 祭に 奉： H する。 そこで 七 年 目に 一度 役目が まわって くる ことに 
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なる。 当番に あたった 鵜 取 部の 三人 は、 毎年 十二月 八日に なると カャで まるい かご を 作って. 鵜 浦の 小 西 家に や 

つてき て、 準備が できた から 鵜 を 捕って くれと たのむ。 鵜 祭の ための 荒 鵜 をと る 役目 は 小 西 家に 代々 うけつがれ、 

その 技術 も 一 子 相伝で ある。 現在 は 当主の 小 西 利 雄 氏が その 仕事 を 受け もっている。 

「鵜 取 部」 と 鵜の 役割 

私 は 小 西 利 雄 氏の 奥さんの あやつる 小舟で、 海上から 鵜 取 崖 をみ る ことができた。 そこ は 観音 堂の ある 鹿 渡 島 

からす こしば かり 岬に まわった 観音 堂燈 台の 近くに ある。 この 崖に は、 十月 中旬 ころから 海 鵜が やって きて 羽 を 

やすめ、 あくる 年の 一月が すぎる とまた 北へ 飛び去つ ていく。 その 数 は 二、 三百 羽で ある。 私の 見た とき はも はや 

季節 はずれで、 鵜 は 一羽 もい なかった が、 崖 は 鵜の 糞で 白く 汚れて いた。 幅 五十 メ ー トルの 崖の 中途に 鵜のと ま 

る 棚が 横にの びて 突き出し ていた。 そうして 鵜 取 崖の 真下に は 小舟が 数艘 やって きて、 長い 竿の さきで 海底の ヮ 

カメ をと つていた。 この あたりの 海 はお どろく ほど 透明で、 さまざまな 海藻が 深い 波 底に ゆらめい ている のが 手 

に 取る ようにみ える。 

鵜 浦の なかで 鵜 取 崖の ワカメ は 最上 だとい う。 崖から 落ちる 鵜の 糞が 海底の ワカメの 肥料になる からだと いう 

話 を 聞いて、 古事記に あるお！： の 神の 裔 のぎ 八 玉 神が 鵜に 化 つ て 海底に 入 つ て 海藻 を くわえて あが つ たという 説 

話が、 たんなる 寓話で ない こと を 理解した。 鵜と 海藻との つながり、 それ は 古代の 海人の 日常 観 祭に よる 発見の 

たまもの である。 

さて、 鵜 取 部の 当番からの 願 出が あると、 小 西 家の 当主 は 潔斎して、 鵜 祭の 一週間 まえに あたる 十二月 十日 

鵜 取 崖に 出かける。 あらかじめ 作って おいた 柴 草の 遮蔽物の かげに 身 を ひそめ、 三メ ー トルば かりの 竹竿の 先に 

っナヒ 麻糸の 輪で、 鵜の 直 を 引っかけて とる。 小 西 家に あつまった 二十 一人の 鵜 取 部 は、 捕えて きた 荒 鵜に 神酒 
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なおらい 

を献 じ、 直 会 をす る。 十二 日の 末 明、 その 年の 当番の 一人が 用意した カャ 作りの 丸い かごに， 鵜 を 入れて 背負う „ 

他の 二人 は 鵜の あとさき を 守護す る。 鵜 浦 を 出発した 鵜 取 部の 三人 は、 七 尾、 良 川の 宿に とまり、 十四日の 夕方 

に は 羽 昨の 気 多大 社に 着く。 昔 は 鵜 浦から 能 登 一 の宮 まで 沿道の 村々 では、 鵜 さまが お通りになる というので 門 

前 を 掃きき よめ、 「鵜 取 部」 と 連呼して あるく 年番の 者た ちに、 花 米 や 賽銭 を ささげた。 道中 は 鵜に 餌 を 与える 

が、 気 多大 社に ついた ときから 絶食 させ、 あくる 十五 日い つばい は 休息す る。 

十二月 十六 日の 午前 二 時 ころから 鵜 祭が 始まる。 かみしも を 着て 威儀 を 正した 鵜 取 部 は、 本殿と 拝殿の あいだ 

に 鵜 を かごに 入れて 立つ。 神官が 立ちなら ぶな かで、 執事が 「鵜 取 部、 鵜 を 神前に ささげよ」 と 命ずる。 鵜 取 部 

は 「ォ ゥ」 と 答えて、 鵜 を かごから 出して 神殿の 階下に 放つ。 鵜 は 階段 をの ぼって 神前に すすむ。 鵜が すすまな 

い ときには、 清めの 払い、 清めの 神楽 を 二度く りかえ す。 鵜が 内陣の 三宝の 上に とまったら 神に お供えし たこと 

になる。 神官が 鵜 を 捕え、 執事に 渡す。 執事 は 鵜 を、 一 キロば かり はなれた 羽 昨の 海岸に もっていって 放って 帰 

る。 猪の 空に 飛 立った 鵜 は 暁闇の 中に 姿を消す が、 越後の 能 生に いくとい う 伝承 も ある。 

この 鵜 祭 はもと は 十一月の 午の 日、 新嘗 祭の あくる 日に おこなわれて いたので、 農事に 関係の ある 祭と 推定 さ 

れる。 小 倉 学 氏 は 櫛 八 玉 神が 鵜 浦の 御門 主 比 古神と 相談して 鵜と 化り、 海に 入って 魚 を とらえて ォォ ナム チに奉 

つたと いう 古伝の ある ことから、 鵜 祭 は 御饌都 神で ある 櫛 八 玉 神が 鵜と なって 参向す る こと を 示す ものであると 

(3) 

いう。 

神前に 放 たれた 鵜の 動作 をみ て さまざまに 判断し、 吉凶 を 占う の は 今日まで 引きつ がれて いる。 鵜 を 神の 使い 

と 考え、 そのう ごき ゃ啼き 声に 神秘的な 予兆を 感じた 古代の 信仰の 名残りが ここに 見られる。 

ォォ ナム チに 料理 を 献上した という 機 八 玉 神 は、 鹿 渡 島に ある 御門 主 比 古神 社に 合祀され ている。 もとはお な 

じ 鵜 浦の 山 崎に ある 阿 於 谷に 鎮座して、 阿 於大明 神と 呼ばれた という。 鵜と 同体で ある 御饌都 神が 阿 於 = 青 とい 
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う 地に 鎮座す ると はどうい うこと か。 あとで 触れる ように、 鵜は滄 a- の 使者で、 「青」 という 色 も 海底の 他界 を 

表示す る 古代の 色で ある。 そこで 阿 於 = 青と いう 地名に 鵜 = 櫛 八 玉 神が かかわり を もつ の は それが 海底に ある 常 

世の 消息 を 反映して いる こと を 意味す る もので は あるまい か。 

「生と 死」 と 鵜の 関係 

こうした 推定 を 裏付ける 証拠 物と して、 鵜の 骨 を 抱いた 少女の 骨が 発見され たの は 二十 年 まえの ことで ある。 

山口県の 豊北 町の、 土井ケ (^ と 呼ぶ 日本海に 面する 砂丘の 発掘が すすめられ、 百 数十 体の 弥生 人骨が 掘り出され 

たが、 その 中に 少女の 骨が まじって いた。 今日、 土井ケ 浜の 考古 館に 陳列され ている の をみ ると、 十分に 発育し 

ていない 骨格の 胸の あたりに、 小さな 鳥の 骨と おぼしき 骨が 数 本から まっている。 学者の 調査で、 これ は 川 鵜と 

わかった。 両親 は 娘の たましいが 迷わないで 海底の 他界へ みちびかれる こと を 願い、 少女 を 埋葬す るに あたって 

鵜 をし つかり 抱かせた ので ある。 水に もぐる 鵜 は、 海底に ある 他界への 通い路 をよ く 知っている 鳥と 思われて い 

たこと が これで わかる。 

玄界難 を I つて 北上す る 黒潮 は 山口県の 日本海 沿岸 を 洗う が、 他方 は 朝鮮半島の 東南 部の 迎日 湾に むかう。 山 

i  (6) 

口 県の 土 井ケ浜 一帯に 対向す る慶 州の 東海岸に は、 新羅の 文武 王の 墓が 海底に 沈められて いるが、 この 二つの 遺 

跡 は、 彼我の あいだに、 海底に 他界が あると いう 共通の 古代 信仰が あった こと を 推測させる に 足りる。 

しかし、 鵜 は 死者に 関係 するとと もに、 ふしぎな ことに、 人間の 誕生と も かかわり を もつ 鳥で ある。 

敦賀 市の 西に 突出た 立 石 半島に 点在す るいくつ かの 海 村 は、 原子力発電所が 設置され るまで は 陸路が なく 舟 

で 往来す る ほかない 不便な ところであった。 この 立 石 半島の 尖端の、 白木と いうわず か 十五 戸の 部落 は、 完全な 

盍の 孤島で、 そこに はつ パ近 ごろまで、 部落の 産 小屋で 出産す る 習俗が 見られた。 産 小屋 も 今で こそ 瓦ぶ きの も 
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のが 残って いるが もとは 粗末な 力 ャブキ の 小屋であった。 そして 以前に は、 お産 をす る ごとに 産 小屋に 火 を 放 

つて 焼き、 あたらしく たてかえ たという 話 を、 ある 老人から 聞いた ことがある。 この 白木に は 式 内 社の 白 城 神社 

が あり、 鵜 羽大明 神と 呼ぶ ゥ ガヤ フ キア ェズを まつって いる。 この 白木で は 海 鵜 は、 神の 吏い としてけ つして 捕 

られる ことがない ので ある。 

こうした 事実 は、 コノ ハナ サクャ ヒメが 産 小屋に 火 をつ けて ヒコ ホホ デミ を 生んだ、 という 古事記の 説話の 世 

界 へと 私たち を つれもどす。 お産 をす る ごとに 産 小屋 を 焼きす てた の は、 そうする ことで 他界からの 再生が 完全 

になし とげられ ると 信じられた ためであった。 

さらに ヒ コホホ デミの 妻で 海神の 娘の トヨタ マ ヒメが、 鵜の 羽で 産 小屋 を ふきお わらない うちに、 ゥ ガヤ フキ 

ァェズ を 産んだ、 という 説話 を 付け加えると、 鶴と 産 小屋と に関する 一連の 物語の 素材が、 日本海の 辺境の 海 村 

に 集約して あるのに おどろく ので ある。 

産 小屋 を 鵜の 羽で もって ふいた というのに は、 おそらく 特別な 意味が こめられ ていたと 私 は 考える。 わが 古代 

に は、 誕生 はたんなる 新生で なく、 他界からの 再生と みなされた。 その 他界 は 海原に あると 思われて いたから、 

そこに もっとも 近い 海の なぎさに 産 小屋 はつ くられた。 死者の たましい を 他界に おくりとどける 鵜 は、 また 他界 

から 現世へ の 通い路の 消息に つうじて いるものと 思われた。 そこで 産 小屋 は 鵜の 羽で ふいた。 とい つても、 カャ 

ブキの 軒に 鵜の 羽 を 二、 三枚 さした だけで、 その 象徴的な 意味 は 十分に 満たされよう。 

沖繙 では、 産室に あてる 小屋の 屋根 を わざと ふきの こす 習俗が あつたが、 それと 同時に、 鵜が 容易に 魚 を 呑み 

こみ、 吐き出す 習癖の あるのに あやかって、 鵜の 羽 を 安産の まじないに 屋根に 飾った という こと も 考えられる こ 

とで ある。 

長 良 川の 鵜匠の 杉 山 旗 雄 氏のと ころに は、 現在で も、 安産のお 守りに 鵜の 抜け 羽 を もらいに くる ものが、 年に 


,ノノ山氏の話1、 その 母堂 はいつ も 手許に 鵜の 気管 を 短く 切って 乾した もの を もってお り、 のどに 魚の 骨 を ひ 

つかけ た ときには、 その 春 を もって 水 を 吸った。 そうすると タイの ように 硬い 骨 も 溶けて しまう と 信じお てきの.： f 

この 尋で トゲの 刺さった のど をな でながら 「鵜の のど」 と囊 くりかえす まじない は 各地に ある。 南の 沖 永 良 

ぎ島1、 魚の 骨が のどに ささった とき 「自分 は 鵜のと りで ある ぞ。 のどに 始末に 負えない トゲが 力 力って いる 

吐き出すならば 吐き出せ、 落ちるならば 落ちよ」 という I をと なえる。 これ も 鶴の 生理の 特徴に あやかろうと 

した ものである。 当然そう した まじないの 意味 もこめ て、 産 小屋の 屋根 を 鵜の 羽で ふいた と おもわれる 


鵜 を 利用して きた 人間 

鵜が 神の 使者と 信じられた 理由の 一 つ は、 長年 鵜と 同居して きた 鵜匠で さえ も 雌雄の 見分け 力つ きに くレ とい 

われる まど、 鵜が 何やら 得体の知れない 動物 だとい う 感じ を 与える せい も あるに ちがいない。 それに、 ま 力 ー 家 

の 土間で 鵜 を 飼って いると、 わずかの 物 富 もさ わぎ 出し、 十分 盗人の f なった という 話が あるく らい 鵜 は 耳 

ざと いが、 目 もまた r ゥの目 タカの 目」 という ほどに するどい。 I 耳目 はこの ように 外界に 籠に 反応す るの 

§ で、 その 神秘性 はいつ そうかき 立てられた。 鵜の 動作に 人間が 予兆を さぐる の は、 まず 鵜が 得体の 知れぬ 力し こ 

^ い 生物で あると いう 前提が ある。 

f だが 一 方 こよ、 人間 は 信仰の 対象で ある 鵜 を、 魚 を とらせて 人間の ために 奉仕させる 鳥と して 古来 飼レ 力ら し 

^ てきた。 それが いわゆる 鬵 である 。鵜が 魚 をと つたに しても、 吞 みこん (1; しまって はどうに もなら ない そこ 

负 で 鶴の首を しばる の だが、 その 手法 は、 早く 中国 方面から 伝わった とみえる。 『1 曰』 の 東夷 伝に は、 「倭 国で は 

鵜の 首こト さな 環 をつ け、 水に もぐって 魚 を とらせる。 日に は 百 余 頭 もとる」 と 述べて いる 記事 力 見つ 力る。 
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た なわ 

これが 手繙 をつ けずに 鵜 を 水に 放ち、 魚 を とらせた もの かどう か はわから ない。 いずれにしても、 鵜 飼 は 荒， 

をと つて 馴らす。 飼い馴らした 鵜 は 十八 年く らいの 寿命 を たもつが、 卵 を 生む ことがない ので 一代 限りで ある。 

そこでつ ねに あたらしく 荒 鵜 を 補給し なければ ならない。 そうする ことで、 飼って いる 鵜の 集団の 雰囲気 を 若返 

らせ 活気 を そそぐ ことに もなる。 

『三代 実録』 に は、 九 世紀の 半ばす ぎに、 対 馬の 卜 部 乙 屎麻呂 が 新羅まで 鵜 をと りに いって、 新羅で つかまった 

と 太宰府の 政庁が 都に 知らせた、 という 記事が ある。 なぜ 新羅に 鵜 をと りに いった かとい えば、 大宰府 では、 年 

年 鵜 を 中央の 政府に おさめて いたから である。 よい 鵜 を 産す る 場所に は、 玄界灘 を こえても とりに いったの だ。 

朝鮮半島の 南部 は 良質の 鵜 を 産す るので 有名で ある。 

奈良時代の 鵜 飼の 光景 は、 大伴家 持に よって 万葉集 巻 十七に 次のように 歌われて いる。 

鮎 走る 夏の さかりと 島つ 鳥 鵜 養が とも は ゆく 川の きょき 瀬 ごとに 篝 さしな づ さいの， まる 

これ は 片手に 松明の かがり 火 をと もし、 片手に 一、 二 羽の 鵜 を さばく 手繩 をと りながら、 川 をの ぼって いく 光 

景を 歌った ものである。 

家 持 はや はり 万葉集に、 

婦負 川の 早き 瀬 ごとに 篝 さし 八十 伴の 男 はぎ ちけ り 

という 歌 をのせ ている。 婦負川 は 越 中の 神 通 川の 一 部分 を 指す。 家 持 は 八 世紀の 半ば ころ 越 中 守に 壬 ぜられ た 0 


当時の 越 中国 は 籠 I んで おり、 その 籠 を 彼 は &f あたりまで 巡行して いる。 家 持が 旅した と 思われる 道 

の あたり こ、 鵜 = ^という 集落が ある。 『題材 愚抄』 に 「夏 は 闇の 頃に なれば、 鵜 飼が 舟に のりて 鵜 をつ 力う こと 

ある を、 夜 (1 とも 鵜 川 ともいう なり」 と あり、 『能 登 志徴』 という 地誌 は 能 登の 鵜 川の 地名 も それと 関係が ある 

「衷 H」 こたいして 「昼 川」 という ことばが あり、 鶴 を 船の 上から さばく 「船 鵜 飼」 にたいして、 「徒歩 鵜」 また 

t 「力 徒ら 歩づぉ I い」 と 呼ばれる 鵜 漁が ある。 大伴家 持、 か 歌った の は、 夜 川の 徒歩 鵜の 光景で ある。 徒歩 鶴に は 海 鵜の 

まか こ n 鵜 も 使った 。海 鵜 は 五、 六メ ー トル も 深く もぐる。 川 鵜 は 水の 深いと ころに^ 2t ぐらない が 動作が す 

ばし こい 習性が あるので、 それ を 利用した e である。 海 鶴と 川 鵜を寵 させて、 ひこ まると 呼ぶ f つくり もし 

た。 

このま か といって、 鵜の 羽 を さきにつ けたな がい 棹 を 水に 突き 入れて 魚 をお どかし、 逃げ まどう 魚 を 鵜に 

捕らせる 方法が ある。 またう 鵜 1 といって、 川幅 一杯に ひっぱつ た繮 の ところどころに 鵜の 羽 を さしはさみ、 魚 を 

おどして 網で とる 方法 も ある。 かならずしも 鵜の 羽 を 使用す る 必要が なく、 草で も 木の葉で もよ いのに、 わさ ォ 

ざ 鵜の 羽 をつ かう の は、 そうすると たくさんの 魚が とれる という I に 発する とされて いる。 鵜 を 抱いた 少女の 

i 骨の 発見され た 山口県の 豊浦 郡で は、 鶴の 羽で なく、 鶴の 形 をした 薄い板 を 用いる という。 これが 鵜と いう シン 

^ ボレ こたよ つた 兄 法で ある こと は、 誰の 目に も 明らかで ある。 

泉 現代の 鵜 飼 

黄 日本の 可 H や 召で どこでも みられた 鵜 飼 は 現在 はす たれて しまい、 徒歩 鵜 も 昼 川 も ほとんど 見られ (^) くな つた- 

そうして 今や 鬵 といえば、 長 良 川の ように 船 を 使う 夜 川 だけ を 思い出す だけと なった 。 長良 川の 鵜匠と して、 
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弟と つき 合って 力ら 五十二 年 目と いう 杉 山 旗 雄 氏から 聞いた ところに よると、 長 良 川の 鵜 はもと は 伊勢 湾の 膝 島 

や 知 多 半島の 伊良湖 岬の 海 鵜 をと つて 飼い馴らした。 海中の に 圏の 鵜 をお き、 その上 方の 岩に トリ モチ をぬ り 

つけて おく。 すると 飛んで くる 鵜 は 仲間が いるから 安全 だと 思い こみ、 見と おしの よい 一番 高い 場所に とまる。 

そこで トリ モチ にか かる。 だが、 この 方法 は 何度もく りかえ すわけ に はいかない。 鵜が 警戒して よりつか なくな 

るから だ。 鶴 I るの は 冬至の 前後、 t つと も 適して いる。 一月 S ると 海が 荒れ、 また 鵜の 目が とおくから. P 

るよう になる。 

長 良 川の 鵜匠た ち は、 明治から 查の 半ばに かけて は、 筑 後川に 言 &i から 鵜 を 仕込む こと もあった。 i 

を はこぶ プロ— 力 ー は、 途中に 川 や 沼が あれば、 連れてく る 鵜 を 使って は 鯉 や 鮒 をと り、 それ を 宿料の かわり こ 

宿に おいて 旅 をつ づけた。 

昭和の 初め ころから は、 茨城県の 日立 市の 北の 十 王 町 伊師 浜の 岩壁で 捕えた 鵜 を 買うよう になつ (go 愛知県の 

驚 や 伊良湖 岬の 鵜 は、 どんな 鵜が トリ モチ にか かる かわからない が、 茨 驚の 伊師 浜のば あい は、 岩壁に トバ 

ち 呼ばれる 捕獲 小屋 を 作って おき、 前に 垂らした 一 孤の すきまから、 飛んで くる 鵜の ようす をう かがう ことができ 

る 0 

捕 師は川 鵜より は 海 鵜の、 それ も 若 鳥 を 狙う。 海 鵜 は 川 鵜よりも きまじめな 性質で、 身体 も 大きい。 海 鵜の 若 

鳥 は 人に なつき やすい 上に、 学習能力 も 高く、 また 長い間 使用す る ことができる。 しかも 大柄の 若 鳥が 好まれる。 

その 理由 は 力が つよく、 働きが あり、 魚 を 多く 呑み こむ ことができる からだ。 トパ のまえ に は 謂の 鵜の 足 をつな 

いでお く。  S の 鵜の まぶた は 木綿糸で ぬって ある。 眼が みえない と 鵜 は 羽ばたく ばかりで 啼 くこと がない。 さて、 

飛んで きた 鵜が 海の 方 を 向いて とまった ところ を 見 計って、 捕師 は、 トリ モチ をぬ つた 長い 竿を菰 のす きまから 

つき出し 厘 1?- 羽と 胴体の 間に さしこんで 鵜 を 手 まえに 引きよ せ、 竹の 先につ けた 鈎で 足 を ひっかけて つかまえ 


る o 

捕師 のとった 荒 鵜はブ 口，' 力 ー の 手に 渡され、 それ を 鵜匠が 入札して 買う。 

こうして 新参の 鵜を 手に入れ、 曰に 三、 四 回 かごから 出して、 頭との ど を さすって やる と、 しだいにな ついて、 

あとで は 鵜匠の 足音 かどう か を 聞き分ける までになる。 鶴 匠の 方 も、 数十 羽の 鵜の まったく まぎらわしい 顔 を、 

みごとに 見分け る ことができる。 

むかし は、 鵜と 鵜匠と はおな じ 屋根の 下に 寝起きした。 鶴 は 家の 土間に ヌカ ガラを 敷いて 飼い、 夏に は 蚊帳 を 

つって きった。 鵜匠 は 鵜の すがたの みえる 部屋で 寝て、 夜中に も 起きて は、 そっと 鵜の 寝息 をう かがった 

鵜 を 飼う ときの 特徴 は、 鵜が 大食の ため 食べた もの を 吐き出し やすいので、 鵜の 首に ニゴを かける こと だ。 二 

ゴょ イナ ワラの 先の 方の 芯の あるひと ふし をい う。 鶴が 八 時間から 十 時間 かけて 食物 を 消化し 切った 夜の 十 時す 

ぎに、 ニゴを 切って やる。 そうして はじめて 鵜匠 は 寝に 就く のが 日課と なって いる。 ニゴを 切った のち 夜明け ご 

ろ こ、 鵜よ 消化し ない 梅干 犬の かたまり を 吐く。 これ をソ ソロと 呼んで いる。 

長 良 HS 飼 は 五月 十一 曰 S かれ、 十月 十五 曰に とじる。 一年のう ち 五 力 月 は鬵を 観衆 ませ あと 七 力 

,ょ 鵜の 富と 体力 作りと 訓練の 期間に あてる。 というの も鬵は 夏場の 鮎 漁が 本命 だからで ある。 三重県の 名 

^ 長の 近くの 夏 見で は、 哩 湖の から 鵜 を 買い求め、 夜 川の 徒歩 鵜 を やって いた。 秋に なって 漁が おわる と、 

^ 鵜 を こ 放して やった。 それ をみ ると 夏 見の 人た ち は、 今年 も 鮎 漁が 終り を 告げた こと を 知った。 川に 放た えた 

f 鳥よ、 つの 間 こかど こかに いってし まう。 そうした の も、 鵜に 冬場の 餌 を 与える ことが むずかしかった からだ。 

^ し tt4l うする こと はでき なかった。 そこで 秋の 終りから 春の 三月まで、 「泊り 餌 飼」 に 出かける 

黄 のが 毎年の ならわしで、 それ は 昭和 二十 五 年 ころまで つづいた という。 川に 鵜を 放って 餌 を とらせる の だが、 そ 

の ためこ 貧 H 享本 松原のと ころまで 下って、 それから 上げ潮 i つて 龍 川 を さかのぼり、 美 濃の 赤 坂 港口 


o までい つた。 

7 

物 その 旅 は、 さむい 季節 だけに 人知れぬ 労苦の 連続だった。 身を切る川風に吹かれて川原の石を赴！^ぞぅりでふ 

動 みながら、 曳 綱で 舟 を曳く 作業 もあった。 一舟に 二人ず つ 乗り組んだ 。苦で ふいた 小舟 は 二つに 仕切って、 一，.. 

^ に, たち を 入れる と、 他方の 畳 一枚 敷け る だけの せまい 空間が 居間と なった。 そこに は 小さな 炬健 をお き、 夜よ 

神 ランプ をと ぼした。 鵜 は 十五 匹く らいの 鮒 を 呑み こむ が、 それ 以上 は 吐き出す。 鵜の 吐き出した 魚が 人間の 晩の 

おかずに なること もあった。 寝る ときには 男 二人が 差し ちがえる ような 格好で 眠った。 この 泊り 餌 飼よ、 正 g こ 

一週間く らい 家に もどる ほか はずつ と つづけられた。 雪の 降るな か を 鵜と 一緒の 浮 寝の 旅 をす る苫 舟、 それ は 一 

幅の 山水画の 趣きに ふさわし いが、 今 はもう 永久にみ る ことができ なくなつ，， こ。 

四月に なると、 長 良 川 は 鮎が さかのぼって くるので、 泊り 餌 飼 を やめて 陸に あがり、 鵜 籠 を 積んだ 車を曳 いて、 

付近の 小川で 鵜の 餌と なる 小魚 を. om つ ヒ。 

七 力 月に わたる 苦労の 日が つづいた あとに、 ハレの 日が やってくる。 長 良 川の 鵜 飼 開きで ある。 麻布で つくる 

風 折 烏帽子 を 頭に いただき、 胸 当、 腰 みのをつ けた 鵜匠が、 十二 羽の 鵜 を さばくた めの 手繮を もって 舳に 立つ。 

力 力り 火に 照し 出された 鵜匠の 姿 は 緊張した うつくし さに みちて いる。 

鵜 飼 は 月明のと I 避ける。 闇夜に 眠りに 落ちた 魚 を かがり 火で 照し 出して まどわし、 それ を t 狙わせる の 

力 鵜 漁 だからで ある。 鵜匠の もつ 手 繙はヒ ノキの 木質 部 を こまかく 割いて, つた もので、 一 間 半 ほどの もの を 十 

二 本手に もつ。 馴れない と、 この 手縝が 鵜の 首に まきつく。 

鵜 は 六月の 鮎なら ば 五分く らいで 三十 匹 は 呑む。 だが 鵜の 身体 は 高温な ので、 五分く らいで 呑んだ 魚 は どろつ 

と 溶け 力 力る。 だから はやく 鵜 を 水から 引き あげねば ならない。 しかしそう すると、 鵜の 活動 時間 はせば まって 

魚 をた くさん 呑み こめなくなる。 そこで 鵜の 活動す る 時間と 範囲 を できるだけ 大きく する ために、 鵜匠よ 手繙の 


はし を できるだけ 短く もつ。 しかし 手織の はし を 短く もっと 抜け やすい。 その 抜け やすい 手織 を もって 鵜 を さば 

くの が、 老練な 鵜匠の 腕の 見せ どころ である。 まさに 魚と 鵜と 人間の 壮絶な 勝負の 一瞬で ある 
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土器と 土偶に 残された 蛇 

初夏の 八ケ 岳の 裾野 は、 あざやかな カラ マツの 新芽で いろどられ ている 0 その もえる ような 緑 を かぎと るの ま 

私 だけではなかった。 数千 年 まえ、 この 裾野 を 自分た ちの 生活の 舞台に していた 人た ち もまた、 新しい 生命の い 

ろ どり に 冷静で はあり 得な か つた。 

繙文 中期の 勝 坂 式 土器に みられる 炎の ような 精神の 営 為の あとに 接する とき、 現代人 は 謎に. a まれ，. こような、 

困惑 を おぼえる。 しかし、 考古学者の 国 分 直 一氏 は 次の ような 解釈 を 下して いる。 すなわち、 繙文海 進の 時期、 

海浜に 募して いた 人び と は 気温の 高まった 内陸へ と 進み 入り、 新しい 世界と 接触す るよう になる。 未知の 自然と 

の 交流が 感情の 烈しい 脈動 をうな がし、 空前に して 絶後と もい える 勝 坂 式 土器 を 生ませる 機縁 を 作った というの 

である。 

そして 勝 坂 式 土器の なかで とりわけ 私たちの 眼 を ひくの は、 土器の 口 縁 部に 蛇の 意匠が みられる ことで ある。 

蛇の頭^^は三角形で 口 は 大きく 開き、 あきらかに マ ムシで ある こと を その 形 姿 は 示して いる。 こうした 蛇 付 土 
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器 は 信 州の 八ケ 岳の 中腹から 裾野に かけて 出土し、 信 濃 境 を こえて 甲府 盆地に 入り 韮 崎から 八 王子へ と 東進し 

そこから 多 寧 「や 相模 川に 沿って 展開す る。 また 一 部 は 新潟県の 青 海 や 糸魚 川まで 大地 溝 帯 を 北上す る 気配 をみ 

せて いる。 こうした 蛇の 装飾の ある 土器 は 何 を 物語る ものであろう か。 

これまで 藤 森栄ー は繙 文中 期に 農耕の きざしが あり、 人び と は 泉の ほとりに 好んで いる 蛇に とくべ つの 関心 を 

はらうよう になった と 説明して いる。 しかし 信 濃 境の 井戸尻 遺跡から 出土した 女人 土偶が とぐ ろ をまい た マ ム シ 

を 頭に いただいて いるの を 見る ときに、 こうした 一般的な 考えで は蔽 いっく されない 主題 を、 蛇が 投げ かけて い 

る こと を 感じる。 この 女人 土偶 は 何 を 示す か。 私の 考えで は、 繙文 中期に 巫女が 出現した こと を 意味す る。 それ 

は 日本に おける 神 観念の 黎明 を 告げる ものである。 そう 判断す るに は 考古学者のお きまりの 缚を こえた 想像力が 

必要で ある。 

私が 思い出し たの は 次の 記事で あ つ た。 「昔の ノロ はよ く ハブを 制し、 アヤ ナギを はわす とい つて ァ ラボ レた 

ちの 頭髪に ハブを 巻きつけ たという」 (金久 正 『奄 美に 生きる 日本 古代 文化』)。 ノロ は 巫女 を 意味し、 アヤ ナギ 

は 綾 長で、 色模様の ある 長い もの、 ハブの 古称で ある。 ァ ラボ レは 十五、 六 歳の 娘で ノロの 従者 をい う。 井戸尻 

出土の 女人 土偶 は 少女の 稚拙な 表情 を もっている。 ハブ について は、 私 は 沖繙の 石垣 島の 川 平と いう 部落の 旧家 

で 次の ような 話 を 聞い (1  ブ 昔 は、 川 平 部落の 群 星 御 獄に各 御 獄の神 女 (ノロに 相当す る) が あつまって 神 遊び を 

しヒ。 、ブを 手の平に のせて 次々 に 手渡しながら、 心の よしあし を さだめる 儀式で ある。 心の わるい ッカサ のと 

きに は ハブは 首 を もたげ、 信仰 を まもる ッカサ のば あい は、 ハブは 眠った ようにお となし くなる、 といわれ たと 

いう。 

南方 熊 楠 も 「むかし 琉 球で 盗人 を 検出す るに、 巫女 蛇 を 連れて来たり、 衆人 を 集め 示せば、 盗人に 食いつ いて 

ハ ささ かも 違わず、 ゆえに 盗賊な かりし 一 と 述べて いる。 繙文 中期に おいても、 巫女 は 自分の 侍女の 頭に マ ムシ 


神 • 人間 • 動物 274 


を まきつけて それが 喷 まない こと を 衆人に みせ、 Q 分の 威力 を 誇示した のであった ろう。 すでに 『隋 書』 の 倭 

s 伝の 中に、 蛇 を 入れた 壺に手 を 入れて 潔白 をた めす 話が 出て くる。 

そこで 次のようにい うこと がで きる。 「はじめに 巫女が あった。 巫女 は 神と ともに あり、 巫女 は 神であった JO 

この 神 を 蛇に おきかえ ると、 それ は そのまま 繙文 中期の 特質 を 表現す る 語と なろう。 

ッング ー スの シャ— マン は カラ マツの 葉の いぶる 煙 を 吸って 昏睡状態に おちいり 神が かりになる というが、 八 

ケ 岳の ふもとに は カラ マツの 林が 点在して いる。 また ャマブ ドウ は 秋に 黒く みのり、 自然 醱酵 して 人 を 酷 釘に さ 

そい こむ。 こうして、 瞬間の 巫女が 誕生す る 条件 はととの つてい る 。あるいは また、 泉の ほとりに 棲む マ ムシに 

嚙 まれて あらぬ こと を 口走った 女が、 やがて その 毒に も 免疫に なって しまい、 マ ムシ を 手なずけて、 衆人 を 3 布 

におと し 入れる こと も あり 得る。 衆人の 共同 幻覚に 一定の 指標 を 与える のが 巫女に ほかなら なかった こと は、 こ 

れで よく わかる。 

こうした 思い を 起こさせ るの は 井戸尻に かぎらない。 尖 石の 考古 博物館に ある 深 鉢 土器の 把手 は マ ムシの か つ 

こう を かたどつ ており、 その マ ムシ は 今にも とびかかる 姿勢 をみ せて いる。 また 上 伊那 郷土 館に 陳列して ある 吊 

ランプ は 正面が 女の 顔 をし、 その 背後 は 背中に 蛇が はい あがって 大きな 口 を 開いて いる。 その 吊 ランプに 松ャニ 

や 獣の 油が もされる とき、 ゆらめく 炎に 照し 出された マ ムシの 姿 はものす ごい 迫真 力 を もって、 人び とに おそ、 

かかろうと した だろうと 思われる。 

それが 繙文 後期に なると、 蛇 付 装飾 土器の 意匠 は デザイン 風に 化し、 蛇 かどう か まぎらわしい 隆起 文と なって 

退行し、 闇の 中に 消えて いく。 揺れる 樹木の 下 や 岩 蔭に うずくまって 再生 を くりかえす 蛇の すがた は、 もはや 二 

度と 形象化 される こと はない。 そして 蛇が ふたたび あらわれ るの は、 古代の 神話の 中に おいてであって、 しばし 

ば きらきら しい 人間 神の 衣裳 を まとって 登場す る。 しかし その 衣裳 をぬ ぎ 捨てれば、 純粋な， 荣 身が あらわれる。 
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さまざまな 蛇 伝説 

i 文中 期に 出現した 蛇 付 土器への 関心 は、 信 州の 謙訪を 中心に して どのように 持続され、 どのように 形 を かえ 

て 再生され てい つただろう か。 

觀訪 盆地に m5<  (守 矢) とよ ばれる 神 を 奉 斎す る 人た ちが 住んで いた こと は、 室町 時代の 正 平 十一 年 (一 三 五 

六) の 『謙 訪大明 神 ii』 などに 記されて いる。 「顧 訪明神 は 藤の 枝 を もち、 洩矢は 鉄の 輪 を もってた たかった」 

と あり、 結果よ 誠訪明 神の 勝利に 帰した とのべて ある。 ところが、 その 洩矢 神の 末裔で ある 守 矢 氏 は觀訪 大社の 

術；^^！^^ぃぅ神役にぉさまって、 ^？！船^-ぁる^氏をたすけてぃる。 この こと は洩 矢と いう 土着 勢力が 大 祝の 始祖 

である 外来 勢力の 下につ いた こと を 意味す る。 守 矢 氏の 奉戴す る 土着 神 は ミシャ グチ 神と よばれて、 おびただし 

ハ 数の 小さな 神祠が 今日で も 信 州の 颜訪を 中心に ある。 また 洩矢 神の 三代 目の 神 を まつる 千 鹿 頭 神社が 信 州、 関 

東、 福 島な どに ひろく 分布して いる。 この 千 鹿 頭 神社 をたん ねんに 調べた 今 井野 菊 氏に よると、 千 鹿 頭が 訛って 

ぎっ々^£11とな つ て い る 神社が かなり まじ つてお り、 その 祭神 は アジ スキ タカ ヒ コネと なって い るば あいがす くな 

くない。 アジ スキ タカ ヒ コネが 蛇体の 神で あり、 「つつ」 (筒) という ことばが、 古語で 蛇 を 意味す る 以上、 守 矢 

という 觀訪の 先住 勢力の 奉 斎す る 神 はお そらく 蛇 神であった ろうと 私 は 想像す る。 織 文中 期の 蛇の 装飾 土器 を 思 

、， 出す ものに と つて は、 こうした 類推 はき わめて 自然な 道す じと 考えられる。 

一 方 誠訪に 侵入した 大 祝の 始祖 M 氏 は 神 ともよむ ところから、 三輪 山 伝説 を もつ 三輪 信仰に つながる 氏族と い 

う 説が ある。 誠訪 郡に 美 和 (三 和) 鄉が あり、 また 三輪 君の 後と 称する 緒 方 三郎の 伝説が 信 濃に も ある。 とすれ 

ま、 この 神 氏 もみ に 密接な 関係 を もっている ことになる。 さきにの ベた 『觀訪 大明神 絵詞』 に 藤の 枝 を もってた 

た， A っヒと あるの も、 けっして 花 を 武器と して、 相手の 守 矢 神と あらそった というの ではない。 なぜなら、 藤 は 
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(4) 

蛇 を 意味 するとい うのが、 日本 古来の 伝統的な 約束 だからで ある。 蛇 神 や 蛇をス イカ ズラと 呼んで いる 地方が あ 

るが 藤蔓の うねうね としたかつ こうが、 蛇 を 連想させる からだ。 さきにの ベた 女人 土偶の 出土した のよ、 井一 コ 

とうない 

尻の 藤 内と いう 遺跡から である。 この 藤と いう ことばが 蛇 を 暗示す ると 私に は 思われる の は、 常 陸に も 藤 内 神社 

が あり、 そこに 蛇 神 を まつる という 記事が 『新 編 常 陸 風土記』 にある からで ある。 また 道に 横たわる 蛇 を 直う の 

ふじ わら 

に 「藤 原 藤 原」 という 呪文 を 唱える の は、 日本 本土 はもち ろん 南 島にまで 流布して いる 習俗で ある。 田 i$ 藤 太 

秀郷が 大蛇 を またいだ という 話が あるが、 ここに も 藤の 字が つけられ ている。 そして 秀郷は 水 霊 (虬) 信仰 をつ 

かさ どる 小 野 氏 一族と 深い関係の ある ことが 指摘され てきて いる。 そこで、 藤と 蛇と 小 野との 関係が 注目す ると 

ころと ならずに はすむまい。 

顯訪上 社の 大 祝の 始祖が 誠訪 盆地に 侵入す る まえ は、 塩 尻の 南の 北 小 野に ある 小 野 神社の 所在 也に 一 時. 5? な艮 

拠 地 を もってい たと 考えられ ている。 この 小 野 神社 は顯訪 二の 宮と 呼ばれ、 誠訪 大社と 祭神 をお なじく する。 小 

野の 地に は 出 藤、 中 藤、 入 藤な どの 地名が あり、 また 小 野 神社 境内の 藤の 池と 呼ぶ 池 は、 湧水であって、 神社の 

古い 義 礼の 中心の 地位 を 占める。 ここに も、 藤と 泉 (水) と 小 野の むすびつ きがある。 したがって 守 矢の 一族が 

蛇 神 をい つき まつ つたと みなされる ほかに、 その上に 立つ 大 祝の 神 氏 も 蛇 信仰と かたく むすびついて いると 考え 

られる 0 

この こと を 何よりも 雄弁に 物語る のが、 ^訪 神社の 伝承と 祭事で ある。 

顯訪の 上 社の 前宮 では 十二月 二十 二日から 二十 九日に かけて、 御室の 神事が おこなわれる。 竪 穴の 掘 立 小屋 を 

作り、 まず 小 蛇 を 入れる。 この 小 蛇 は 一 尺八 寸の麻 をた ばねた もの。 次に 長さ 五 丈 五 尺、 太 さ 二 尺 五寸の ハ ンの 

C 、  つちむ ろ 

木で こしらえた 蛇 形 を 土 室に 入れる。 この 蛇 形 は 三月の 卯の 日まで 二 力 月 あまり もこの 穴の 中に おかれる。 これ 

が 蛇の 冬 ごもり に擬 した ものである こと は 明らかで ある。 この 原始的な 土 室の 中で、 大 祝と 神 長の 守 矢 よ 秘密 
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の祈禱 をく りかえ すの だが、 ハンの 木 を 使う の は その 樹皮が 蛇の 紋様 に似てい るから だとい う。 また 正月 十五 日 

の 筒 粥 神事の ときには、 蛇 を 焼いて、 その 炎に 呪文 をと なえて、 筒 粥 を 煮た という。 

こうした ところから、 誠 訪明神 は 蛇 神の 甲 賀三郎 であると いう 信仰が ひろく 流布して い る。 『神道 集』 に 収め 

られた 「麵訪 縁起」 によると、 甲 賀三郎 は 人 穴 めぐりの さいごに 蛇 身に 化する が、 池の 水 を 浴びても との 姿に か 

える。 「立ち戻って 跡 を 見る と、 蛇の ぬけ 皮が おびただしい」 と r 爾訪 縁起」 は その 光景 を 描写して いるが、 こ 

の 説話 は、 蛇が 穴 ごもり をした のちに、 脱皮し 再生す る さま を 象徴して いるよう に おもわれる。 

蛇との 関係が ふかいた めに、 その 痕跡が 鱗と なったり、 八重歯と なったり して 身体の 一部に のこる 例 は、 まず 

田 原 藤 太の 代々 の 子孫が 有名で ある。 豊後 国大 野 郡の 緒 方 郷を本 貫と する 緒 方 三郎の 一 統 もまた そうで、 代々 背 

に 蛇の 尾の 形が あつたから、 尾 形と いう 姓 を 名のった というが、 『平家物語』 に は緖方 三郎の 出生 をめ ぐる 三輪 

伝説が のって いる。 それと 呼応す るよう に、 信 濃の 小 県 郡の 塩田 村に も 泉 小 太郎の 伝説が ある。 これ も 出生のと 

きに 三輪 伝説 を 負った 人間の 話で あるが、 ちがう の は 毎夜 通って くるの が 女と いう 点で ある。 その 女の 衣服に な 

がい 糸の ついた 針 を 刺して おき、 それ をた どって いくと 岩屋に 大蛇が いた。 その 大蛇の 産み落とし たのが 泉 小 太 

郎 であり、 小 太郎の 子孫 は 代々 横腹に 蛇の 斑紋が あると いう。 このような 伝承 をと おして 知る こと は、 蛇 は 神の 

着物 だとい うこと である。 すなわち、 人間の 神の 衣裳 を まとった 蛇が あり、 次に 蛇の 衣裳 を まとった 人間が ある „ 

この こと を 蛇 を あらわす 語 をと おして 次に みる ことにする。 

神と 蛇と 生殖 

古事記の 中の 国 生みの 二 神で ある ィザ ナギ、 ィザ ナミ は 蛇 身で あると いう 説が ある。 さきにの ベた アヤ ナギの 

ように、 ナギ とか ナミ (ナビ) とか は 蛇 を あらわす 語 だからで ある。 
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垂仁 帝の 皇子 ホム ッヮ ケをヒ ナガ ヒメが 「海原 を 光らして」 追ってき たと 古事記に ある こと は 「海 を 照らす， 

しき 光」 の 項で 述べた が、 ヒ ナガの ナガ もお なじく 蛇 を 意味す る。 日本の ィザ ナギ、 ィザ ナミの 二 神に 比較され 

るの は、 中国の 神話に 登場す る 女 媧と伏 羲のニ 神で ある。 漢 代の 石 刻 画像 や 填 画に は、 人頭 蛇 身の 女 鍋と 伏羲の 

画像が 多く あり、 この 二人 は 腰から 上 は 人間の 姿で あるが、 腰から 下 は 蛇で 二 本の 尾が かたく、 親しげ に まとい 

ついている のが 見られる。 この 女 鍋と 伏羲 とは大 洪水で 生き残った 二人の 兄妹で、 かつ は 夫婦 ともなつ たので あ 

る。 この 点 もィザ ナギ、 ィザ ナミの 二 神と よく 似て おり、 ィザ ナギ、 ィザ ナミ を 蛇 神と 考える ときの 裏寸 けになる。 

また 黄泉 国の ィザ ナミ はィザ ナギが 自分の 醜い すがた を 見た というので、 八 匹の 蛇 を ひきつれて ィザナ ギを追 

つかけ る。 これ を みれば、 蛇の 従者 を つれた 繾文 中期の シャ ー マン は、 古墳時代の 黄泉 国の 蛇と isl^i が を ひき 

つれた ィザ ナミの 姿に 投影して い つ たと 見る ことができる。 

ィザナ ギとィ ザ ナミとの 間に 生まれた アマ テラス はどうだろう か。 『通 海 参詣 記』 という 元寇の ころの 書物に、 

きさき  フ マ 

斎宮 は皇太 神宮の 后で アマ テラスが 「ョ ナョ ナ御カ ョヒ アル 二 ヨリ テ、 斎宮 ノ御衾 ノ下ー I ハ、 ァ シタゴ トニ クチ 

ナ ハノイ 口 コヲチ 侍」 と 述べて ある。 つまり アマ テラス は 蛇で 夜ごとに 通って きた というわけだ。 その 証拠に は、 

斎宮の 布団の 下に は 蛇の ゥロ コが 毎朝 落ちて いると いうので ある。 アマ テラスの 弟の スサノ ォが出 雲に 下って ャ 

マ タノ ォロチ を 退治す るが、 その 時 大蛇の 尾から 獲得した ものが クサ ナギの つるぎで あり、 ここに もナギ という 

蛇 を あらわす 語が つきまとう。 ヤマタ ノォ ロチは 「その 長 谷 八 谷 峡八尾 を 度る」 と 形容され ている が、 ォォ クニ 

ヌシの 子どもの アジ スキ タカ ヒ コネ も 「み 谷 二 わたらす」 つまり 谷 を 二つ 同時に わたると 歌われた 美しい 蛇に 

ほかなら なか つた 0 

ところで、 沖 繙の宮 古島で は 虹の こと を 「天の：^」 と 呼んで いる。 パゥと は ハブと 同類の 語で あるが、 おそら 

く 古語の ハ ハ という 語と も 関連が ある はずで ある。 そして 天空に かかった 虹の 橋 を 蛇 だと すれば、 ィギ ナギ、 ィ 
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ギ ナミが 下界 を 眺めた 天の 浮 橋 も 蛇 だと 考える ことができる。 紅と 蛇と を 同 一 物と みるの は 世界に ひろく 分布し 

ていて、 わが 南 島 も 例外で ない。 それ どころ か 日本 本土で も 蛇と 虻の 称呼の 起源 を 一 にす る 地方が ひろく 見受け 

られ る。 

三輪〕 の 神の ォォ モノ ヌシは 蛇で あつたと 記紀 は 伝えて いるが、 この 三輪 山 伝説と まったく おなじ 説話が 宮 

古島に 伝承され てきて いる。 『宮 古史 伝』 は 次の ような 話 を 伝えて い る。 宮 古の 平 良に 住む ある 家の 娘が、 夫 も 

ない のに 身 ごもった。 両親が どうして そのような 不始末 をし でかした かとな じる と、 娘 は 名 を 知らない うるわし 

い 若者が 夜な夜な 通って きて、 いっと はなしに 妊んだ の だと 言う。 そこで 両親 は その 男の 正体 を 知ろうと おもい、 

麻糸の さきに 針 をつ けて、 男が きたら これ を 髪に 刺せよ とおしえ ておいた。 娘 はい われた とおりに した。 そして 

麻糸 をた ぐって いくと、 その 糸の さき は i お 御獄の 洞窟にまで のびて おり、 その 中には 二、 三 丈 も ある 大蛇が よ 

こた わって いた。 針 は 大蛇の 首にさ さって いた。 

別の 口碑に よると、 男の 片 がしら (まげ) に 麻糸 をつ けた 針 を 刺した ところ、 大蛇の 右 眼に 針が ささって いた。 

そこで、 漲 水 御 獄の神 は 片眼の 大蛇 だ ともいう。 

宮 古島 北端の 狩 俣に つたわる 伝承で は、 この 村の 祖神は 男 もない のに 受胎して 娘 を 生んだ。 祖神 は、 自分の 娘 

を 抱いて はじめて 外出した 日に 出会った 者が この 子の 父で ある、 と 祈誓した ところが、 家の 門 を 出る とすぐ 大蛇 

に 逢った。 それで 山の 精霊で ある 大蛇が 娘の 父親で ある こと を 知った、 とされて いる。 

これら 宮 古島の 伝承に 酷似した 説話が、 朝鮮の 最古の 史書の 一 つで ある 『三国 遺事』 にの つてい る。 それによ 

ると、 光州に 金 持の 娘が いて、 たいそう すぐれた 容姿の 持主であった。 その 娘のと ころに いつも 紫色の 衣 をつ け 

た 男が かよって くるので、 父 は 娘に むかって、 男の 衣に 長い 糸 をつ けた 針 を 刺せと いった。 娘 は 父の いうと おり 

こして 糸 を， -」 ぐって いくと、 垣根のと ころに 大きな 蚯蚓が おり、 針 は その 腰 を 刺して いた、 という ものである。 


^  (.^) こで 宮 古島の 漲 水 御獄に 伝わる 説話 も、 日本 本土からの 三輪 山 伝説の 直接 輸入 だとば かり 考える こと はでき な 

2 ヽ 0 

^  虻 力 男性で あ つ て 女性 を 身 ごもら せる とする 考え はこの ように 南 島に も ひろく 流. if ^している。 奄 美の 方言で マ 

^ ッタビ と 呼ばれる 蛇 は 無毒で あるが、 清ら 男 (美男) の 姿に 化けて 女の そばに しのびより 身 ごもら せる と 信じら 

神 れ、 そのため 女 は 山野な どで 寝たり はしない もの だとの いい 伝えが 奄 美に ある。 旧 四月の 最初の 午の 日に、 韮 汁 

を 食べ る 風習が 奄美 にある。 

マッタ ビ にいた ずらされて 身 ごもって いても、 韮 汁 をた ベる と 一匹 残らず 流産 するとい う。 沖 繙には 旧 三月 三 

日の 浜 降りのと きに、 海岸の 白砂 を ふむ と 身 ごもって いた 女人 は 数匹の ァ カマタ (マッタ ビ) を 流産 するとい う 

伝承が のこ つてい る。 

こうした 話の なかで、 奄 美の 金久正 氏が 昭和 十八 年に 報告した、 次の 文章 はとく に 注目され る。 奄美 本島の： fn 

仁屋 という 町に 含まれる 須手 部落に おこった できごとで あ る。 「ある 女が 妙に 腹の 具合が 悪い ので 古仁屋に 出て 

医者の 診療 を 受けた が、 医者 もし かと 診断が できず、 女 は 帰った が、 家に 着くな り、 ソ ー ケ (笊) 一杯 も あると 

思われる ほど、 たくさんの 蛇の 子 を ぞろぞろ 生んだ」 という 話で ある。 金久氏 はこの 噂 話に ある 鋭 5f という 地名 

が、 南 島の 方言で スィ デュル (巣 出る)、 つまり 鳥の 卵が 孵化したり、 蛇 や 蟹 や 蝦が 脱皮す る 現象 を さす 語と 同 

音で あるの は、 何 かかくれ た 連想が あるので はない かと 臆測 をめ ぐらして い (が, 

南 島で は 蛇 や 蟹 や 蝦 は 脱皮し 甲羅 をぬ ぐので、 ス デムン (巣 出物) という 一括した 呼称 を もっている。 八重 山 

の 新 城 島で おこなわれる ァカ マタ、 クロ マタの 祭のと き、 人び とが 夜中に 海岸の 砂 を ふんで 歌う ことばの なかに 

「神 力 美 I くス デルよう に」 という 詞が ある。 神が 再生す るよう に、 新しい 生命への 復活 をね がう。 とすれば、 

さきの 尊 話が 須手 という 名の 部落 を わざわざ 選んで 作られた 背後に は、 再生す る 蛇の 生命力に あやかろう とする 
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古く かつ 新しい 無意識の 伝統が 動いて いたの かも L れ な-: > 

宮 古島に は 次の 話が つたわつ ている。 大昔、 宮 古の 島の はじまりの ときに、 太陽の 神と 月の 神と がァ カリヤ 二 

ザ r ァ カリヤ は 赤い 顔と 髪 を もつ 童子、 二 ザ は 百姓お やじの 意) を 呼んで、 スデ (巣 出) 水と スニ  (死) 水 を 入 

れた 二つの 水 桶 を 与えて、 人間に は スデ水 を 浴びせ、 蛇 は 心 ざまが 悪い から スニ水 を 浴びせよ といい つけた ァ 

カリヤ 二 ザ は 命令の まに まに、 二つの 水 桶 をに なって 下界に 降った が、 長旅の 疲れで 路ば たに 休憩し、 小便して 

、たす きに 一匹の 蛇が すばしこ くやって きて、 人間に 浴びせる ための スデ水 (生命の 水) の 桶に 入って 浴びて し 

まった。 そこで 二 ザ は 仕方なくもう 一方の スニ水 を 人間に 浴びせた。 そのいき さつ を 報告す ると、 太陽の 神、 月 

の 神はァ カリヤ 二 ザの 過失に いきどおり、 おまえ は宮 古の 島と 人の あるかぎり、 水 桶 をに なった まま、 月の 世界 

に 立って おれと いいつけた。 

それで 今でも 月の 世界に はァ カリヤ 二 ザが 罰 を 与えられて 立って いる 姿が みられる という。 そして スデ水 を 浴 

びた 蛇 は 脱皮 をく りかえ して は 新しい 生命 をう けつぎ、 ス 二 水 を 浴びせられた 人間 は 死なねば ならぬ ように 運命 

づ けられる ことにな つたと いう。  (0) 

『宮 古史 伝』 の 著者の ^1£恒 任が 祖母から 聞いた という この 話 は、 ネ フス キイに よって 紹介され て 有名に なつ 

たが、 人間が 不死の 願望 を 蛇に 托して きた ことの 説明に なって いる。 

「創世記」 に 似た 話の 意味  、1) 

さて、 奄 美大 島の 宇検村に はたい そう 興味の ある 話が 伝わって いる。 大昔、 マ ジン (ハブ ) に は 翼 力あった と 

いう。 島に は 赤い 実の なる 木が 生えて いた。 天の 神が 人間た ちに その実 は 毒 だから ぜったいに 食べて はいけ ない 

と 禁じて いたのに、 マ ジンが 飛んで きて、 ある 夫婦に 「その実に は 毒なん かない。 食べるな というの は 天の ネ 
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力 S り 食.. した レ ためだ。 食べろ 食べろ」 と そそのかした。 まず 女が 食べた。 おいしかった ので、 次に 男が 食べ 

ると うまく  ノドを 通らずに 途中で ひっかかった。 これ を 見た 天の 神 さま はたい へん 恐って、 男に は 「おまえ i 

一生、 その実 をノド にかから せ」、 女に は 「おまえが 子種 を 生む ときには、 うんと 苦しめ」 と 罰 を 下した。 それ 

で 男に はノ ドガ メ  (喉仏) がで き、 女に お産に 死ぬ 苦しみ をな める ようになった (中 村喬次 氏の 採 話に よる )o 

-倉世 記」 そっくりの 話で あるが、 これが その 引き写し だと 即断す る わけに ゆかない こと は、 沖繙 本島の 西海岸 

にある 古 宇 利と いう 小島に も、 おなじく 「創世記」 と 酷似した 話が 伝えられて いるから だ。 

昔、 古 宇 利 島に 男の子と 女の子が 初めて 出現した。 二人 は 裸体で いたが、 それ を 恥じる 心 を 知らず、 毎日 天 か 

ら 降って くる 餅 をた ベて 無邪気に くらして いた。 餅の 食べ残し を 貯える という 分別が 出て くると、 いつしか 餅の 

供給 はと まって しまった。 二人 は 食うた めに 働かねば ならず、 朝夕、 海浜で 貝 を あさって、 いのち をつな いだ。 

あるとき 海馬 (ザン の 魚) が 交尾す るの を 見て、 男女の 道 を 知った。 そこで、 ようやく 裸体 を 恥ずかし いと 思う 

ようになり、 クバの 葉で 恥部 を かくした。 沖繩 三十 六 島の 住民 はこの 二人の 子孫で ある。 

この 話 は 伊波 普猷が 隣家の 老婆から 聞いた という もので、 キリスト教 説話の 影響ではなくて、 むしろ、 「創世 

記」 の 原型と なる 古い 説話の 型式で ある。 

蛇が 太古の 伝説に つきまとう 動物で ある こと は これらの 話 を みても 想像が つくが、 このばあいの：^ の 役割よ ナ 

つして 後世に 考えられる ような 嫌悪の 対象ではなかった。 むしろ 神と 思われた からこ そ、 三輪 山 説話が 成立した 

ので ある。 

高 良 鉄 夫 氏に よると、 沖繙 本島の 北部に あたる 山 原で は、 ハブ にか まれた 死人 は 神が 見捨てた もの だから 家の 

けがれになる といって、 家屋の 内部に 入れない 古風な 習慣が あった。 また 沖繙 本島の 東海岸に ある 島々 では ハブ 

にか まれた 人 は 過去に 悪い こと をした か、 さもなければ、 その 祖先に 前科の ある 者が いると 信じて いたと いう。 
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それに ひきかえて、 神の 使者で ある ハブ は、 神に つかえる 巫女 やその 家族 は 絶対に かまない と 思って いたらし い 

奄美 では、 昔 は 庭先に ハブ をみ かけた ときに 「ト ー トガ ナシ」 (尊い 神様) とくり かえし 口の 中で となえて、 

ハブが 姿を消す の を 祈った という。 明治 二十 八 年に 書かれた 『徳之 島 事情』 に は徳之 島の 川に 大ゥ ナギが 住んで 

、て、 家畜の 豚 や 鶏 をお そったり、 また 川 を 渡る 犬の 子 を 呑み こんだり して 人び とから おそれられ、 ゥ ナン ガナ 

シ (鳗 神様、 カナシ は 尊称) という 名 を たてまつられ ていた ことが 述べて あるが、 この ゥナギ のナギ もまた お 

(ナギ ) と 同類 語で ある。 ハブは ゥナギ が 変化した ものと いう 伝承 も 南 島に は ある。 というの も、 ゥナギ は 夜に 

なると 陸に あが つて 餌 を 求める からだ。 

奄美 特産の 大島 ツム ギの 1 も模 i は ハブの 斑紋から とった という 説が ある。 奄 美の 人た ち は、 ハブ とレぅ 呼称 を 

あまり 使わず、 以前 は アヤ ナギ とか アヤ クマ ダラ キ という ことばで この 蛇 をう やまって いた、 と 中 村喬次 氏. -レ 

つてい (^)。 この ことばに は 綾 模様の 美しい 長 虫にたい する 共感が ある。 また 高 良 鉄 夫 氏 は、 若者に 化けて 女の 寝 

所 こ しのびこむ という ァ カマタ (マッタ ビ) について、 「電灯の 光 を 受けて、 ぎらぎらと 輝く 皮膚の 色彩 は 實 

味 悪い というより は、 むしろ 筆舌に 尽 しがたい 美し さとい えよう」 と 述べて いる。 

蛇と 人間との 古くからの 関係 は、 憎悪 や 恐怖 を 超えた 親和力に もとづく ものであった。 今日で も、 十九 歳の 厄 

年の 女が 鱗の 模様の 着物 を 着る の は、 蛇に あやかって 再生 をね がう 古代人の 心の 名残りで あり、 葬式の 先頭に 蛇 

のか つ こう をした 葬具 を かかげて すすむの も、 死者の 世界からの よみがえり を 求める 心の あらわれ である。 

邪悪な 毒 を もつ ものが 同時 i 智を そなえて いると いう、 背反す る 属性に たいする 畏敬の 念 こそ 蛇にたい す 

る 人間の 端的な 感情の 表示で ある。 古代人が 蛇 をよ ぶと きの 「可畏 神」 という ことばが、 まさしく それ をった え 
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狩 一目 葉に 満ちた 世界 〈猪： 


『後 狩詞 記』 の 村へ 

柳 田 国 男が 『遠 野 物語』 の 序文で 「国内の 山村に して 遠 野より 更に 物 深き 所に は 又 無数の 山 神 山人の 伝説 ある 

べし。 願 はく はこれ を 語りて 平地 人 を 戦慄せ しめよ」 と 述べた の は 明治 四十 三年の ことで ある。 このと きに 柳 田 

は 架空の 贅言 を 弄した ので はなく、 その 胸中に はま だ あつい 体験の 残滓が あった はずで ある。 

柳 田 は 明治 四十 一 年の 七月 十三 日から 宮崎県 椎葉 村に 入り、 一 週間 滞在して 狩の 故実 を 聞いた。 椎葉村 は 耳 川 

の 上流に あたり、 今日で も、 日向 市から バスで 三時 間 も かかる ところ だが、 かって は 耳 川の 下流との 間に 道 はま 

つたくな く、 交通 は 杜絶して いた。 椎 葉に 入る にも、 椎葉 をぬ ける にも、 宮崎県の ずが、 熊本県の 人 吉ゃ紀 I、 

そうでなければ 宮崎県の 高 千 穂との あいだ を、 山越えして むすぶ ほか はな か つた。 

椎葉 村に 産す る もの は 稗、 山 茶、 椎茸、 また 紙の 材料の カジであって、 それ 以外の 日用品 は、 米 も 塩 も 塩魚 も 

衣類 も、 すべてが 九州 山脈の 尾根 を 越えて、 他 地方から 仰がねば ならなかった。 もちろん 現金収入 という もの は 

な 力った から 物々 交換で あり、 そのための 駄賃 付けが おこなわれた。 人の 背、 馬の 背が 椎 葉の 庄 民の 生活 を 制し 
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ていた ころの 話 は、 つい 最近にまで 及んで いた。  のちの かり，」 きのき 

椎 葉の 特産品 はこの ほかにもう 一 つ だけあった。 それ は 猪の 肉であった。 柳 田 国 男 は 『後 狩詞 記』 の 序文の 中 

で r 椎葉 村是」 を 引用して 「猪 肉 一万 七 千 六 百 斤、 其 価格 三千 五 百 二十 円 …… 毎年 平均 四 五 百 頭づ- -は此 村で 猪 

が 捕られる ので、 此 実際問題の ある 為に、 古来の 慣習 は 今日 尚 貴重なる 機能 を 有って 居る」 と 述べて いる。 今日 

の 椎葉村 は 柳 田が 訪れた ころと 変らぬ ひろさ を もち、 今もって 年々 百 頭 を 下らぬ 猪 を 仕 止めて いる。 

柳 田 国 男 は 『後 狩詞 記』 の とびらに、 「椎葉 村 を 懐 ふ」 と 題して 一首 を 書きつ けて いる。 

立 かへ り 又み X 川の みなかみに 

いほり せん 日 は 夢なら でい つ 

柳 田の この 年の 旅行 は、 かず 多い 彼の 旅の なかで も、 もっとも 重要な ものの 一 つであった。 柳 田の 應大な 著作 

目録の 筆頭に 置かれる 『後 狩詞 記』 は、 「それが 因縁で 日本の 特徴た る 山村と いう もの を 考える ようになった」 

と 後年 述懐して いる、 彼の 民俗学 者と しての 出発 を 決定した 記念碑で ある。 

さて、 柳 田の 旅行から 六十 数年して、 私 は 椎葉村 をお とずれ た。 すでに 昭和 八 年に は、 耳 川の 川口に ある 細 島 

(現在 日向 市) と椎 葉の 間に、 五十 キロの 道路が 開かれて いた。 柳 田が 五晚、 椎 葉の 村長 中 瀬淳の 宅に とまって 

狩の 故実 を曹 とめた という その 中 瀬 氏 は、 今 は 孫の 代に なって いた。 明治 四 年に は 椎葉 村に 田 (^ 一一 反 余りし か 

なく、 山 を 切り開く 焼 畑が 四 九 二 町 余と いう 報告が ある。 稗 を まく 焼 畑 を 作る ための 木お ろし 作業の 苦痛 は 今 

も 椎葉 の 古老の 口から 聞く ことができ るが、 しかし その 椎葉 でも、 稗 を 作ら なくなって 十数 年 ふに どな f  f;f き 猪 は 

82 今もって そうで まな， A つた。 椎葉 村の 役場の あると ころから、 さらに 車で 一時間 も 奥に 入った 不土 野の 尾 前に、 
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椎 葉武義 という 老人 をたず ねて、 私 は 猪 狩の 話 をき くこと になった。 

椎葉 村の 猪 狩 

椎葉 村の 猪 狩 は、 現在 十月 一 日に はじまり、 あくる 年の 二月 十五 日に おわる。 山 また 山の 椎葉 なのに、 どんな 

山に も かならず 名前が つけられ ており、 狱師 たち は 山の 名前 をす ベて おぼえて いる。 獬に 出る まえに は 仲間との 

打合わせ をお こなって、 かりに 三人 連れ だとしたら、 セコ になる もの は 犬 を つれて 何 山に 入って カクラ を ふむ か 

ら、 他の 二人 は どこに 待ち伏せ しろと 指示 を 与える。 犬 を 使って 猪 を 追い出す こと を、 カクラ ふみ または セコふ 

みと 言 つてい る。 こうして 猪 を 求めての 山 あるきが はじまる。 

今から 半世紀 まえまで は、 一日に 十 里から 十五 里 を あるく のが あたりまえ とされ、 しかも それが 道の ない 山の 

稜線 や 傾斜面 を、 食糧と 銃器 をたず さえての 疾駆であった から、 «li としての 狩^ は、 生ま やさしい もので なか 

つたこと が 理解で きる。 夜 は、 モミ、 ッガ、 泰山木な どの 何 丈 も ある 大木の 下 や 岩 蔭な どの、 雪の 積らない 場所 

をえ らんで、. 焚火 をた き、 食事 をと る。 寝る とき は、 焚火の まわりに 足 を 投げ出し、 大木に もたれ、 殳を あぶり 

ながら 眠る。 犬た ち は 股の そばに うずくまって 主人の 身体 を あたためる。 こうした 猪の 足跡 を 発見す るまで、 1^. 

日間 もの 孤独な 追跡が つづけられる。 獬は 山の 神から 獲物 をさず かる 行為な の だから、 昔から 厳重な 禁忌 を 守ら 

ねばならなかった。 山中で 大声 を あげない とか、 口笛 を 吹かない とか は、 猪 や 鹿が おどろく ほどに 耳聰 いこと を 

知る ものに とって は 別に 不思議で はない が、 そのほか さまざまな タブ ー がもう けられて いるの は、 信卬の ほかに、 

狩獵が 言語に 絶す る 苦痛 を ともなう 行為で ある ことに もよ ると おもわれる。 

猪の^ あと は 小さい が、 地中に 深く めりこん でいたり、 爪 あとと 爪 あとの 距離が ながかったり すると、 大きな 

猪で ある。 爪 あとが 大きい けれども、 地中に 浅く 刻印され ている の は、 やせた 猪と されて いる。 そこで 犬 を 使つ 


287 狩 言葉に 満ちた 世界 〈猪〉 


て .0111、 にか かる。 山に むかって 右手 を 力 マデ、 左手 を 力 マサキと 呼ぶ。 また 猪が 犬に 追われて 出て くる 場所 を マ 

ブシ とも ュメ ダチ ともいう。 ュメ ダチは ユミ ダチ (弓 立) の 訛った ものであろう。 犬が 猪 を 発見す ると その 吠え 

声 を いて、 セコは マ ブシに マヮシ (配置) した 射手に 合図 をす る。 まえに は 竹 笛 または 口笛 を 吹いた が いま 

よ 鉄 泡の 薬英の カラ を 吹く。 これ を タカ ブェ または タカ ゥソ という。 この 合図に したがって マブシ にいる 射手 は 

猪 を 待ち かまえ、 あるいは 移動す る。 

犬が 猪 をと りかこんで 格闘す るの をタテ 二 ヮと 言い、 包囲 をと いても なお 格闘 をつ づける のをホ ェ 二 ヮと 言つ 

ている。 猪 は 犬と 格闘す る まえに は、 おそろしい いきおいで、 上歯と すりあわせて 牙 をと ぐ。 猪の 牙 は 力 ミソリ 

よりも するどく、 犬の 身体に さわる だけで 毛が 走った ようになる。 若い 猪 は 牙が みじかい から 犬 を ズブと 突く。 

老猪 はなが い 牙で 犬の 身体 をズタ ズタに 引き裂く。 この 猪に 立 向って いくため に は、 犬に 猪の 肉の 味 を おぼえさ 

せて おく 必要が ある。 まず 猪の 四肢 をし ばって 木に 吊し、 犬に 食わせて、 めいめいの 犬の 好きな 部分 を おぼえさ 

せて おく。 すると、 犬 は 狼と たたかう ときに、 その 部分 をめ がけて かかって いくこと になる。 犬 は 猪から はなれ 

たらさい ご、 牙で 切られる こと を 承知して いるから、 猪の 身体に くらいつ いたら ぜったいに はなれない。 しかし、 

者が 満身の 力 を ふるって、 犬 を ふりはなす 瞬間が ある。 この ときには、 さすがの 犬た ち も 数 間 はねとばされる。 

現場で 様子 をう かがって いる 射手 は、 その 瞬間 を まちかまえて 鉄砲 を 放つ。 そうしな いと、 猪 もろともに 犬 を 殺 

募す るお それが ある。 狙う 猪の 急所 は あばらの 三枚目で あり、 また 首と 前足の 付け根で ある。 

手負い 猪が 逃げる ときに、 その 血が 笹ゃ柴 に 付着す る こと を ヌリと 呼んで いる。 狱師 はこの ヌリ をみ て、 猪の 

傷の 深浅 を 判定す る。 猪の 血が 鉄砲 を 打つ 側から 流れて いるの は、 傷の 浅い しるしで ある。 ァゼ、 すなわち アバ 

ラの 内部の 血 は、 猪が にげる ときに 噴き出して とぶ。 まき 散らした ように 笹 葉ゃ柴 にかかった 血痕 は 浅い 傷で あ 

る。 血 こ 泡が まじる の は、 口の まわり か 気管に 傷 を 受けて いる。 急所に あたった ときの 血 は 黒 味 をお び また 脂 
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肪を まじえて いる 0 

猪が 地面に たおれる と、 ャタテ といって、 合図の 鉄砲 を たてつづけに 二 発 打つ。 そして 狱師 はす かさず、 猪の 

心臓に ャマカ ラシ (短刀) をつ きさす と、 心臓の鼓動に つれて、 激 つた 血が 噴き出す。 塩気の 利いた その 血 を 飯 

盒の ふたに 受けて、 犬た ちに ある だけ 飲ませる。 犬が 猪の 血 を ほしがる の は、 烈しい 戦闘で 身体が やける からだ。 

年老いた 犬 ほど 疲労が 烈しい ので、 年齢順に 犬に 与える。 このと き狱師 もまた 血 を 呑む ので ある。 なかには 血 を 

好まない 犬 もい る。 そうした 犬に はヮタ (腹 ヮタ) をた ベさせる。 血 ゃヮタ をぬ かないと 猪の 肉に 句い がの こる。 

猪 を 切 分けす るに は どんな 方法が あるか。 「鹿 は 初 矢、 猪 は 止 矢」 というよ うに、 とどめ を 刺した ものに 前足 

が 与えられる、 それ は 猪 肉 総量の 五分の 二に あたる.^ これ を 打ち ダ マスと 呼ぶ。 タ マスと いうの は 分け前の こと 

で、 「魂」 に 関連が あると も、 「賜わす 物」 に 由来す る 語と もされて いる。 打ち ダマ スを のぞいた 残りの 部分 は、 

仕 止めた 者 を も 含む 全員に たいして 平等に 与えられる。 このばあい、 狱犬 一匹 も 一人前の タマ スを 受ける。 とり 

わけ 働き をす る 犬に は、 胆囊 をつ ける。 胆 囊はュ とよ ばれて いる。 見ダ マスと 言って、 現場に 居 合せた もの も 分 

け 前に あずかる ことができる。 なかには 仕 止めた ときの ャタテ の 銃声 を 聞いて、 いそいで 駆けつける 横着 者 も 出 

てく るので、 出発 前に 点呼 をと る こと も おこなわれた。 

猪の 腑分 がすむ と、 持参した 御幣に 猪の 心臓の 血 を 塗りつ けた もの を かかげ、 また 心臓 を 七 切れに 刻んだ もの 

を はさんで、 山の 神に 感謝 を ささげる。 猪の 心臓 はコ ゥザキ とも マルと も 呼ばれて いる。 早 川 孝太郎 は、 猪の 心 

臓の 血 を 白地の 紙に まるく 塗りつ ける の は、 日の丸の 旗の 起源で はない が、 と 言って いるが、 それ は ともかくと 

しても、 分け前 を タマ スと 呼ぶ ことと 思い合せ て、 ここに 古代の 信仰に もとづく 分配の 形式 をう かがう ことが で 

ぎる a 

猪 を 射つ に は、 このほか いくつかの 方法が ある。 椎葉 では、 猪 は 稗 や 粟 を 作った 山 畑に 出没した。 そこで 木 や 
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竹 を 二 尺く らいの 高さに 切り、 それで 猪 垣 をつ くった が、 それでも 猪が 入って きた。 それで 埜壕を 掘り 上 は 力 

ャで蔽 つて、 猪が 出て くるの を 待って 鉄砲で 打った。 これ を 夜 待ちと いう。 また ャャ ァゲ とか シシャ マと いう 方 

法が ある。 丸木 を 組んで、 その上に 大石を 十 か 十五ぐ らいお く。 サャ のま まの 小豆 を 丸木の 下につ るして、 猪が 

これ を くわえて 引いた とき、 上の 丸木と 石が 落下す るよう にす る。 猪 や 鹿のと おる 道 を ウジと 呼ぶ が、 この ウジ 

に ヮナを 仕掛ける の を ウジ 弓と 呼んで いる。 ウジ をと おる 猪が 柿の 渋 をぬ つた ほそい 麻 緒に 触れる と、 それにつ 

ながる グシが はねて ヮナ がし まる。 グシは 椿の 枝 をた わめて 作った ものである。 沖繙 では 豚をヮ ー と 呼んで いる 

が、 猪の ィも 共通の 語源 を もつ。 イノ シシは i§ の 肉の 意味で ある。 そこで ウジの ゥも 猪の ィ とおな じく、 ウジ は 

猪路 であろうと 推定され ている。  - 

猪と 神々 の 間柄 

猪 は 身体 を 冷やし、 また 皮膚の 風 をと るた めに、 ユタと 呼ばれる、 山中の たまり 水のと ころに よく 出没し、 か 

らだを こすりつける。 これ を 「ユタ を ゥッ」 と 呼んで いる。 ノ タウ ッの 語源で ある。 また 付近の 松の木な どに か 

らだ をす りつけ る。 そこで 松ャ 二でから だ を ぴかぴか光ら している 猪に 出くわす こと も あると いう。 猪が 身体で 

泥 をぬ るから 水 もれが なくなり、 ますます 水が たまる ようになる。 こうした ところ をニタ あるいは ヌ タパと 呼ス 

でい る。 猪 は 夜中に ヌタバ にきて 水 を 飲む が、 手負い 猪 はかならず ユタに いくとい う 話であった。 そこで 狱師は 

ヌ タバ で 猪 を 待ち受けて 狙う ことが 多い。 これ を ヌ タ 待ちと かヌ タ マ ブ シ とか 言 つてい る。 こう L たこと 力ら 

日本 各地に は 二 タ とか ムタ という 地名が すくなからず のこ つてい る。 富 土の 裾野の 巻 狩で、 猪に とびの つて 退治 

した 仁 田 四郎忠 常の 武勇 談は、 忠 常が 伊豆の 田 方 郡の 仁 田の 出身であった ところから 生まれた 作り話で あつたか 

もしれ ない。 
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し 力し ユタに は これ 以上の 意味が あると 私に は 思われる。 沖 繙 の宮 古島の 島 尻と いう 部落に は、 自然の 湧水 

のた まったく ぼみ を、 二 ッジャ または 二 ッダァ と 呼んで、 他界への 入口と みなして いる。 祭の ときには、 パ ー ン 

ト という 仮面 を かぶった 男が、 全身に 泥 を ぬりつけて そこから 部落に 降りて くる。 そうして 部落の 人た ちに 祝福 

を 与えたり、 叱責した りする 神の 役割 を 演ずる。 この 例から みても、 二 ッダァ または 二 ッジャ は ニタと 同義語で 

あり 神聖な ものの 出現の 場所と みなす ことができる とおもう。 それ は 猪のば あいに も あてはまら ないか。 

たとえば ャ マト タケル は 伊吹山に のぼって、 その 山の 神 を 徒手で 退治しょう としてい ると き、 牛の ように 大き 

な 白 猪に 出会った。 この 白 猪 はものす ごい 永 雨 を ふらして ャ マト タケル をな やました。 これ は 白 猪が 山の 神 だつ 

たからで ある。 ャ マト タケル は 伊吹山 を 降りた が、 疲労の あまり、 杖 をつ かずに は 歩く ことが むずかしく なり、 

ついに 死にいた るので ある。 これと 正反対の 話が ある。 和気 清 麻 呂が大 隅 国に 流された とき、 脚が なえて 立つ こ 

とがで きなかった が、 宇佐 八幡宮 を 礼拝す るた めに、 カゴ にの つて 路を すすんだ。 豊前 国の 宇佐 郡の 接 田 村まで 

きたと ころ 野猪が 三百ば かり、 路を はさんで 並んで おり、 ゆっくりと 清 麻 呂の前 を あるいて 十 里 ほどす すみ、 

山の 中に 入って しまった。 みんなび つくりし たが、 清 麻呂が 宇佐 八幡宮に 参拝す ると、 その 日に なえた 足が 立つ 

た。 そこで 往 きに はカゴ にの つてい つたの が、 帰りに は 馬 を 走らせた、 という 挿話が 日本 後記に 載って いる。 猪 

が 宇佐 八幡の 使者、 あるいは 神 そのものの 示現であった こと はうた がい 得ない。 

田 淵 実 夫 氏に よると、 猪 は 多産で、 ふつう 十 匹 内外の 子 を 産む が、 その 大ぜ いの 子ども を 引きつれて かけまわ 

り 雌雄で 行列の あとさき を 守り、 どんなと きに も 行列 を 乱す こと はない。 これ を 関東の 奥 多 摩 あたりで はゥナ 

トモ (猪の 伴)、 南 九州の 山地で は イド モ とよぶ。 清 麻呂の 前に あらわれた 猪の 群れ も、 そうした 行列であった 

にちがいない。 戦前の 十 円 紙幣 を イノ シシと 称した の は、 それに 和気 清 麻呂の 肖像が 印刷され ていたから である 

こと を 付加え てお く。 
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宇佐 神宮の 神と 猪の むすびつきが 見られる ように、 九州の 脊梁 山脈の 中の、 神々 と 猪との 関連 はふ かい。 大分 

県の大野郡野津町の西船！^にはシ シ 権現と 呼ばれる 熊 野 神社が 祀られ ている。 そこ は 大野 川の 上流 を さかのぼ つ 

た 山中で あるが、 私が そこ を 訪れた ときに も、 熊 野 神社の 近くの くさむらが、 猪の ために あちこち 掘り かえされ 

ている のが 目についた。 神社の 脇から 岩壁 を よじのぼって いくと、 数十 メ ー トル ある 岸壁の 中腹に 間口、 奥行と 

もに 十メ ー トル ほどの 岩窟が 開いて いる。 そこが 熊 野 神社の 元宮 であって、 中には 猪の 下顎 骨 (これ を 力 マゲタ 

と、，' う。 力 マと は 猪の 牙の ことで 下顎に 生えて いる) が堆 たかく 積んで ある。 社 伝に よると、 職の 神で ある 白い 

鹿が 日向のお 力 t がから やって きて、 この 岩窟の 中に 光明と ともに 消えた とな つてい る。 

また、 日向 |< がの 山中に ある 銀 鏡 神社で 十二月 十四日から おこなわれる 祭に は、 御贅 といって、 猪の 頭 を 神前 

に そなえる。 そして、 神楽の さいごに おこなわれる 狩 法 神事で は シシト ギリと 呼んで、 猪 や 鹿の あと を 追って、 

その 所在 をつ きとめる 所作 をお こなう。 猪の ようす を 見て まわる の を、 狩 ことばで ト ギルと 呼んで いる。 祭の あ 

くる 日に は、 銀 鏡 川の 河原で 猪の 霊 を 送る 儀式が ひ つ そりと おこなわれる。 

また 『阿蘇 社 縁起』 に は 下野の 狩のと き 阿蘇 大宮司の 弓矢で 射た 猪 や 鹿 は、 神に 献 ずるなら わしで、 阿蘇 神社 

の 「北の 宮」 の 鳥居の 側の 木に かけた。 そこで これ を贄の 木と 呼ぶ と ある。 この 下野の 巻 狩 は、 天 正 年間に 大宮 

司 家が 衰運に かたむく とともに 絶えた と あるが、 理由 は それだけで なく、 鉄砲の 出現が この 神事の 衰退に 影響し 

たと おもう。 弓矢から 鉄砲へ と獬の 道具が 変る にお よんで、 柳 田の ことば を 借りれば、 狩猶は 「白銀 時代」 へと 

移行す る。 

しかし、 シャチ ダマと いって、 今でも 獵師 は、 獲物に 当った 彈丸は 抜きと つて、 これに 新しい 銘を 刻んで 次の 

弾丸に 銬こ むこと をす る。 また 鉄砲の 中に さいごの 弾丸 を 一 つの こして おいて、 これ を シャチ ダマと 呼ぶ ばあい 

が ある。 この シャチ は 海 幸 山 幸の サチ であり、 釣針 や 1€ 矢に 呪 力が あると 信じて いた 古代からの 伝統が、 とぎれ 
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もな く つづいて いる こと を 知る ので ある。 

「生類 憐 みの 令」 下の 猪 退治 

猪の 話で 書き落す ことので きないの は、 陶山鈍 翁の ことで ある。 鈍 翁、 字は士 通、 通称 を庄 右衛門と いった。 

明 暦 三年 (一 六 五 七) に 対 馬の 府中、 膨 原で 生まれた。 十二 歳のと きに 京都に 出て 木 下 順 庵の 門に まなび、 順 庵 

について 江戸に 遊学した。 やがて 対 馬に かえり、 十八 歳のと きから 藩主 宗 氏に 仕えた。 

陶山鈍 翁 は 藩の 自給自足の 体制 を 確立しょう とした。 食糧の 足りない 対 馬で は、 年々 朝鮮から 米 を 輸入して お 

ぎな つてき ていたの である。 対 馬 は コバと 呼ばれる 焼 畑が 多く、 猪 や 鹿の 害の ために 荒れて かえりみられない 畠 

地 は、 数年に 一度ず つ 焼 畑に 使用す る ほかなかった ので ある。 コバを 禁止して 定 畠に 切り換えさせ、 増産 を はか 

るた めに は、 まず 猪と 鹿 を 退治し なければ ならぬ と 鈍 翁 は 考えた。 そこで 彼が 対 馬の 郡 奉行に なった とき、 猪 鹿 

退治 を 建議した が、 その 提案に、 厳 原の 藩の 首脳 は 愕然とし たと 伝えられる。 当時 は 五代 将軍 綱吉が 生類 憐 みの 

令 を 発した ばかりの ときで、 これ を 実行 すれば、 幕府の 咎め をう ける か 計り知れな いからで ある。 しかし、 陶山 

鈍 翁の 熱意 は 藩 庁 をつ いに 動かした。 

元禄 十三 年の 日付 を もった 「猪 鹿追 詰 覚書」 をみ ると、 鈍 翁の 事業 計画の 綿密 をき わめて いた ことが よく わか 

る。 猪 鹿追 詰の 要領 は、 対 馬の 上 県、 下 県の 二 島 を 六つに 区分し、 区分した 線に 六尺の 大垣を 結う こと を 基本 

とする。 しかし 東西に わたる 大垣 だけで は 絶滅 を 期しが たいので、 海岸線に も 垣 をき ずいた。 そうして 要所要所 

に は 番小屋 を 作り、 木戸 をもう け、 人び との 往来 は その 木戸 を 通る だけにした。 大 垣の 全長 は 二十 七 里に およん 

だ。 対 馬 は 南北 二十 三 里 だから、 それより 長い 垣が できあがつ たわけで ある。 鈍 翁 は それだけで 満足せ ず、 大垣 

の 中に 内 垣 をもう けた。 それ は 延べ 百 二十 三 里に なった というが、 纖滅 した はずの 地区に 猪が 再 侵入しても、 内 


293 狩 言葉に 満ちた 世界 〈猪〉 


垣 をめ ぐらした 小 区で 食いと めようと する 寸法であった。 そうして おいて、 猪 鹿の かくれ 住む 藪 や 叢 を 伐り 劍レ 

だ。 その 仕事に は、 一 里 四方に 四百 人の 人夫 を 投じた。 さらに 風の 強くない 日に、 風上と 低い ところから 火 を 放 

つて、 焼き はらった。 

このように 周到な 用意 をと とのえ て、 島の 北から 南に むかって 追い詰めに かかった。 そのために、 半里に 一里 

半の 長方形の 坪 をつ くり、 そこに 人夫 六 百 人、 犬 二百 匹 を 投じて、 一 坪 を 一日ず つ 追う ので ある。 人夫 三人のう 

ち 一人 を 小頭に、 また 小頭 一人の 左右に 組 子の 人夫 を 一人ず つ 立てて、 間く ばりと 歩みよう を 程よ くさせ、 十五 

人の 人夫に 一 人ず つの 武士 をつ けた。 こうした 坪が 対 馬に は 八十 八ブ 口 ック できた。 それに かかった 人夫 は 五 万 

二八 〇〇 人、 犬 は 二 万一 七 八 〇 匹、 飯米 三 六 九 石 六 斗が 計上され た。 一人 あたり 七 合の 飯米が 支給され た。 ただ 

しこれよ 追、^ めの 乍 業に 要した もの だけで、 垣 をき ずき、 伐り 剝ぎ をし、 草 を 焼く 仕業 を も 加える と 二十 三 万 

九 七 七 〇 人に 及んで いる。 対 馬の 人口 は 一 万 七 〇〇〇 余。 このうち 二十歳から 六十 歳までの 病身で ない 男 は 三 九 

〇〇 人。 ぞの 三分の 二の 二 六 〇〇 人に 鉄砲 を もたせた。 おそるべき 動員 力で ある。 鉄砲 は 和 泉の 堺ゃ筑 前の 福 岡 

にあ つらえ させた だけでなく、 鍛冶 職人 を堺 にやって 製造 法 を まなばせた。 そうして 農家 二 尸に 一挺の 銃が 行き 

わたるよ うにした。 

追い詰めに あたって は、 猪 鹿 は 海 を 泳ぐ ので、 海に 船 を 並べる という 徹底した 監視 態勢 を 敷き、 厳重な やり方 

をと つた。 また 対 馬に はシゲ とか 天道 地と か 呼ばれて、 人の 足 を ふみ 入れる こと を 許さぬ 聖地が ある。 猪 鹿の か 

くれ 場所と なる ので、 この 神 山 を そのまま にしておく わけに はいかなかった。 そこで 神に 祈って ゆるし を 乞い、 

神主た ち 数十 人 を 先頭に 立てて、 残る ところな く 猪 鹿 を 追った。 こうして 八 年が かりの 大作 戦 を 実行し、 猪 を 三 

万 頭 近く 殺す という 成果 を あげた。 しかし、 この 事業 は 生き ものに たいする 憎悪の 上に 遂行され たもので ない こ 

つがい  まきし ま ぜ つえい  r\  ノ 

と を 示す ためこ、 猪と 鹿の子 ども を 生け捕って、 それらの 雌雄の 番を 朝鮮の 牧島 (絶 影 島) にもって いって 放し 
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て や つた。 

この結果、 対 馬で は、 昼も夜も 猪に なやまされる という ことが なくなった。 この 話 は、 対 馬に かぎらず、 猪 害 

がいかに ひどい もので あつたか を 物語る。 

^師 言葉 「ソ ジシ」 の 意味 

『後 狩詞 記』 に は、 「阿蘇の 火山から 霧 島の 火山 を 見通した あいだが、 九州で はもつ とも 深い 山地で あるが、 中 

央の 山脈 は 北で は 東の 方、 豊後 境へ まがり、 南で は 西の方、 肥薩の 境へ まがって いるから、 |ェ で 想像 すれば、 ほ 

ぼ S の 字 に似てい る  」 と 述べて いる。 天孫 二  二 ギノミ コトが 天降った の は 日向の 襲の 高 千 穂 峰で あり、 を こ 

^ 1  むな くに ひたお  くに ま  ひたお 

力ら 「ソジ シの空 国を頓 丘から 国覚 ぎと おった」 となって いる。 r 頓丘」 というの は、 尾根 伝い を 意味す るので 

あろう。 古代の 交通路 は 山の 尾根 を 伝う ものである ことが よく 知られ、 それ は 獵師の 今もって 利用す る 道で も あ 

る。 九州 山脈の 脊梁 地帯 を ソジシ と 呼んだ のに は、 太古から 今日に 伝わる 狩獄 者の 語感が こめられ ている。 

猪 鹿の 肉で もっとも うま いのは ソジシ である。 ソジ シのソ は、 ソ ビラ、 ソ ガイと いうよう に、 背中 を 意味す る。 

シシは 肉の ことで あるから、 ソジシ は 背中の 肉で ある。 ソジシ に は ソトソ ジシと ゥチソ ジシが ある。 ソト ソジシ 

は 背骨の 左右に 付着す る 肉で、 六 貫目く らいの 猪のば あい は、 左右 百匁 ずっとれ る。 脂 はさ ほどなく、 霜 ふり 肉 

のように きめが こまかく、 鹿のば あい はもち ろん、 猪で も 生まの 刺身に してた ベる という ことであった。 これよ 

美味な ので、 なかなか 人に はやりた がらない。 それに くらべて ゥチ ソジシ は、 腎臓と 叻 骨の あいだにある 肉で あ 

_  、  (6) 

つて これ はた，， そうまず い。 この ソジシ という 獄師 のことば が、 すでに 記紀の 時代から 九州の 脊梁 山脈 を 表現 

する のに 使われて いる ことにお どろく の だが、 そこに は 深い 意味が こめられて いると 見なければ ならぬ。 

というの も、 宮崎県の 高 千 穂 神社の 猪 狩の 神 舞で は、 日 之 影 町の 人た ちが 山に 入って とった 者の なかで、 一番 


大きい 猪の ソジシ を 山の 神様に ささげる のがなら わしであった。 九州の 脊梁 山脈の 中で もっとも 高い 山な みの 連 

なフ お、 猪の 背中 こヒと えられて、 そこに 神の 苗裔が 降臨 するとい うの は、 ソジシ を 神に ささげる 儀式と 無縁で 

はない と 私 はみ るので ある。 

京都の 鴨の 社で は、 その 祭に 馬に は 鈴 を かけ、 人間 は 猪の 頭 を かぶって 配け くらべ をす る、 と 『山城 風土記』 

に 記されて いる。 しかも 祭神の！^ 戊 建 k 身命 は、 日向の 曾の 峰に 天降った のちに、 神武の 東征に したがって 大和 

の 葛 城お に 移り、 さらに 山诚の 国に 移った とされて いる。 

たナ 

古事記に は、 雄 略 帝が 葛 城の 山に おいて 大きな 猪に 出会い、 鳴鏑で 射た ところが、 猪が 怒り狂って 「うたき」 

より  (8) 

よってき たので、 雄 略 帝 は |i の 木に のぼって 難 を 避けた、 という 記事が ある。 これ はたんなる ュ ピソ ー ト ではな 

その 猪 は、 葛 城の 山の 賀 茂の 神の 化身であった ことが 想像され る。 しかも この 神が 日向の 曾の 峰に 降りた と 

すれば、 それ は 猪の 背中 を も 意味し、 そこから 九州の 奥ぶ かい 山 ひだに 住む、 狩人の 生態が 浮んで くる。 
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予兆カ を 期待され た 獣 

日本の 田舎で いう 「狐 狩」 は 旧正月の 十四日の 晚か 十五 日の 朝 はやく 狐 を 追い立てる 行事であって、 そうして 

おかない とその 年 は 狐が 悪い こと をす ると 信じられ てきた。 むかし は 藁で 狐の 形 をつ く つ て 村 境まで も つてい つ 

て、 それ を 焼き捨て、 うしろ を 見ずに 帰って くると ころもあった。 また 子どもたち が^や 太鼓 を 叩いて は&. し 立 

てながら 村 中 を まわる だけと いう もの もあった が、 その 時に うたう 歌に 次の ような おどし 文句が あ つた。 

狐 を 食ったら うま か つた 

まんだ 歯ぐ きに はさま つてい る 

狐 は 犬そう 賢 こい 動物 だから、 この 歌 を 聞けば 衝擊を 受ける と 思われた らしい。 人 を 化かす 狐が 人間に 食われ 

て 歯ぐ きに はさまって いると いうの は、 狐に とって 由々 しき ことにち がいない。 狐の 味 をな がく £ れられ ない と 
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いうの よい やしい 人間の 口にする こと だが、 それだけに 狐に あたえる 衝撃に 効果が あると 信じられて I た.^ し 力 

ある。 おなじような 文句で、 後半 だけ を ちがえた の も ある。 

狐 を 食ったら うま か つた 

ちい つと し つぼが にが か つた 

この 歌よ 狐 をた ベて うまい こと はう まかった が、 しつ ぼ だけが すこしに がい 味が したと いうので、 狐にたい す 

る p! 足感が 留保され ている。 この 歌に は 人間の 狐にたい する にがい 体験から くる ためらいが 感じられる まさ 力 

狐の しつ ぼ を 食べる 者 もなかろ うが、 まるごと 狐が 人間に たべられる しろもの でない こと を 示して、 狐の 増上慢 

をた しなめ るかた わら、 人が 狐 を あっかい かねて 辟易した 過去の 悔恨 を もこめ ている ので ある。 

というの も 狐 は 人間に 隸 属する 動物で なく、 むしろ 人間の ほうが 狐の 予兆 力に 何事 か を 期待し、 それだけ i を 

畏敬せ ずに はす まなか つた 時代が ながく つづいた からで ある。 

たとえば 『今昔 物語』 巻 二十 六に は 左の 記事が 見つかる。 利 仁 将軍が 不時の 客人 を ともなって 自分の 家に かえ 

る 途中、 狐に 出会った ので それ を 捕えて、 「接待の 用意 をす るよう に 家人に 告げよ」 と 命じて、 放した ところ 

J  あるじ 

狐よ とんで い つて 利 仁の 奥方に とり 憑いた。 奥方の 口走った ことばから 主が 客人と 一 緒に 家路 を 指して- -る こと 

がわかった。 それで 家人 はさつ そく 待ち受けの 支度 をした という。 

この は 人間が 狐の 予兆カ を 利用した ものであるが、 そこに 社会の 道徳 規範 を 乱す ような 病的な もの は 感じら 

れ ない。 人間が 外界の 自然 や 生物に たいして、 その 神秘 力 を 尊重して いた ことの 結果と して、 狐が 利用され てい 

^ る こすぎな、，。 狐 は 自然と 社会の 一員であって それ 以外の もので はない。 ただ 狐のう かがうよ うな 眼 付、 すば し 
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こい 動作 そして 人の 耳 をと がらさずに はすまない 意味 ありげ な啼 声が、 夕 募の 山野に 揺曳 するとき、 人間 は そ 

こ になに がし かの 意味 を さぐらずに はいられ なか つた。 

大昔に は 暁 や 夕暮は 神が 訪れる 時間帯と 思われて いた。 古事記に は、 「ig 王」 という 人物が いて をす る 

が、 沖 繙の宮 古島に は 「暁 空の 神」 (アキ ドラの 神) がいて やはり 占い を つかさどる。 また 夕 占と いうの が ある 

の も、 日本 本土と 沖 躍の 双方に 共通して いる。 このように 薄明 は、 物事が 明確に 弁別し がた く、 それだけ 人間が 

予兆を かぎと るに ふさわしい 雰囲気 を もつ ものであった。 狐が 幻想 を さそう 動物と おもわれ るの もこう した 時間 

帯に 出没す る ことと 関係が あるか も わからない 0 

陽が 射して いながら 雨が 降る の を 狐 雨と いい、 また 脣気楼 を 狐 館 .^2 うの も、 人 を たぶらかす 狐の 仕業と いう 

ほかに、 自然の 微妙な 移り 変り の 状態 を 伝えて いるものの ように^に よ 田、：：, わ， ^る。 

「狐 狩」 に 類す る ものに 「狐の 寒 施行」 が ある。 これ も 旧正月 前後の 寒い ころの 行事で、 寒の ころに は 狐が 食べ 

物に こまる からと いうので、 小豆 飯 や 油揚げな ど を 狐の いそうな ところに おいて 「s^、  ！r£«t 仏」 と 大声で 

呼ば わって あるく 習慣が、 大阪府の 和 泉 市の あたりに は ある。 ところが 兵 庫の 武庫 郡 や 有 馬 地方で は、 寒の ころ 

に 狐 を 寄せて、 食物 を 与え、 いろいろな こと を 聞く 風が あり、 また それ を 業と する 者 もあった と 伝えて いる。 こ 

れが 稲荷お ろしの 行者で、 「もとは 狐 を 祭って その 指導 を 受けよう とした 信心の 業であった」 と 柳 田 国 男 は 述べ 

ている。 「狐 狩」 は 狐 を 追い はらう 行事であって 狐 を 引きよ せる 「狐の 寒 施行」 と 正反対で あるが、 この 狐 狩が 

旧正月の 晚に おこなわれる ところ からみて、 もと をた だせば 一 年の 豊凶 を 占う 行事と さほどと おくよ なれて よ 、- 

なか つたので あろう。 

それが 証拠に は、 正月 十四日の 晩に 福島県の 浜 通り を おとずれる 来訪 神の 行事で は、 若者が 顔 を かくして 餅 を 

貰. > にくる 力 そのと き 若者た ち は コ ン コ ンと 狐の 帝吉 を 出して くる。 
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また 京都府の 与 謝 郡で は 正月 十四日に 若者の 二人が 翁と 幅に すがた を やつし、 そのうし ろに 若者 一同が ついて 

鈴 や 鉦 を 鳴らしながら、 村 中 を 「狐 候 や 狐 候 や」 ととな えて あるく。 こうして 家 ごとに 予祝を 与えて まわる。 

狐と 狼の 関係 

話 は さかのぼ るが、 欽明 帝のと き、 fl ^ぎじ 父と いう 男が 伊勢で あきない を 終えての かえりがけ、 山路 を 馬で と 

おってい ると、 二 匹の 狼が 血 まみれに なって 取組み あいの 格闘 をして いる 現場に さしかかった。 秦大津 父 は 馬 か 

ら 降りて、 狼た ちに そのよう にして いると 戮師に やられて しまう といって 格闘 を やめさせた 話が 日本書紀 にの つ 

ている。 このと き 秦大津 父が 狼 を 評して 言った ことばに 「かしこき 神に して、 荒き 業 を 好む」 という 一句が ある。 

「かしこき 神」 というの は 蛇に にたいする 尊称で も ある こと は、 蛇の 項で 述べた。 これによ つても 日本人が 狼と 

蛇に もっとも 畏怖の 情 を 抱いて いた ことが わかる。 

ところで、 秦大津 父 は 深 草の 里、 すなわち 今の 京都市 伏 見 区 稲荷町の あたりに 住んで いた。 といえば だナ しも、 

(2) 

伏 見の 稲荷 を 思い出さずに はすまない だろう。  i たいみ き 

秦 氏の 一 族が 稲荷に 関係が ある の は、 『山城 風土記 逸文』 の 伝える 時代まで も さかのぼる。 秦忌 記の 遠い 祖先 

にあた る！， ろ 侶が が 稲 を 積んで 富み さかえて いた。 餅 を 的に して 弓で 射た ところ、 それが 白鳥と なって 飛んで いき、 

山の 峰に とどまった。 そこに 稲が 生えた ので、 if り、 すなわち 稲荷と いう 神社の 名 まえにした、 という 内容の 

ものである。 ここに 狐 は 姿 をみ せない。 しかし 白鳥に 化すと いう 穀 霊と、 田の神の 使者と しての 狐と は、 習 合し 

やすい 間柄に ある こと は 否定で きない。 古語に 狐をキ ツネと 呼び、 一方、 食物 神 を ミケッ 神と 呼ぶ ところから ミ 

ケッ神 は 三 狐 神と 宛字され るよう になった いきさつが これ を 物語る。 伏 見の 稲荷 も、 はじめは 三つの 峰と 神 杉と 

の 信仰が あった ものが、 途中から 稲荷 神 を 中心とする ものに なった。 したがって 稲荷 信仰が 伏 見の 稲荷 神お 力ら 
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はじま つたと する の はもと よりあ やまり であるが、 稲荷 信仰の 拡大に 秦 氏が あずか つていた こと は 否定し がたい 0 

事実、 伏 見 社の 上級 神官の 職 は 明治に いたる まで 秦 氏の 独占す ると ころであった。 

ところで 狐に 縁 由の ふかい 秦 氏の 祖先が、 狼に 出会って 格闘 を 中止 させた という ェ ピソ I ドは その 背後に 何 を 

物語って いるだろう か。 

狼 を眷属 として まつる ものに 秩 父の 三 峰 神社 や 御岳 神社、 遠 州 水 窪の 山 住 神社が ある。 古く 狼 を rij^ く d の ハ 

神」 と 呼んだ ところから、 これらの 神社で は 狼の こと を 「真 神 さま」 とか 「オイ ヌ さま」 とか 呼び あがめて いる。 

そして 狼の 姿 を 印刻した 神社の 札 は 狐お としに 効験が あると されて いる。 

日本に は 神が 春に は 山から 降りて 田の神と なり、 秋に はまた 山に かえって いくとい う 信仰が ある。 狐 は 山に 食 

ベ 物の 乏しくなる 寒の 季節に は 里に 降りて、 稲田の あたりに 食物 を あさる 習性が あると ころから、 狐 を 稲と むす 

びつ けて 田の神の 使いと する 信仰が 生まれて きた。 旧正月の ころに 狐の 啼 声で 一 年の 農作の 吉凶 をた めすと いう 

の も、 そうした 習性 を ふまえた ものに ちがい あるまい。 全国 各地に ある 狐塚 を 仔細に しらべる と、 稲田に 接して 

田 植ゃ刈 取りの 作業 を 眼の あたりに みる ことので きる 小高い 丘と きまって いる、 と 柳 田 国 男 は 指摘して いる。 つ 

まり そこ は、 かって 田の神 を まつる 祭場だった というの である。 

一方、 狼が 山の 神で あるの を みれば、 田の神で ある 狐が 狼の 支配 下に ある こと を、 さきの 揷話は 伝えて いる も 

のの ように 私に は 思われる。 すくなくとも 狼と 狐と は 山の 神秘 を 告げる 動物と して 無縁ではなかった。 狼が 狐と 

おなじように 怜俐な 動物 をと みなされて、 狼が 仔 を 産んだ と 聞いて は 山村の 人た ちが 狼の 好物の 塩 を も つ て 産 見 

舞に いくとい う 習慣が あるの は、 狐の 寒 施行に その 好物の 赤飯 や 油揚を そなえる のとお なじ 行為で ある。 人び と 

は 夕まぐれ どきの 狐の 啼声ゃ 月に 吠える 狼の 声に、 人間の 運命 を 予知す る 何物 かが ある こと を 信じた ので ある。 

一 口に 狐 狼と 呼ばれて 畏怖と 猜疑の 対象と なった の ははる か 後世の ことで、 それでも なお 狐の 寒 施行 や 狼の 産 見 
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舞の ようこ、 親愛 感 をぬ きにして は 諒解で きない 行事が つづけられて きたので ある  ド 

ただ 狼に くらべて 非力な 狐 は 人間に やや 軽んじられる 傾向が はじめから 存在した。 たとえば、 すでに 万讓巻 

十六に は 次の 歌が 詠まれて いる。 

さし 鍋に 湯 沸かせ 子ども 櫟津の 檜 橋より 来む 狐に 浴む さむ 

さしき」 湯 を 沸かせよ、 人び とよ、 櫟津 の 檜 橋 を わたって 啼 きながら くる 狐の やつに 湯 を 浴びせて やろう、 と 

いう 意であって、 こうした 人間 側から する いたずらな 挑戦に 非力な 狐の 方 もまた 知恵 をし ぼって 応戦 するとい う 

歴史が ながく 展開す る。 そして それ は 狐 狩の ときには やす 歌のお どし 文句にまで 引きつ がれて いるので ある。 

葛 葉 神社と 葛 葉 伝説  ^  - 、 

堺 から 南 こ 下った 和 泉 市に は 今 も 葛 葉 神社が のこって いる。 昔 は その 一 帯が 深い 森で 狐が 出没して， >  た とレぅ 

のに、 現在 は纖ゃ 道路に けずりとられて、 わずか 葉 一枚で 蔽 つたよう な 空地に 立って いる。 ここが 有名な 狐の 

作った 歌、 

恋しく ばたず ねき てみ よ 和 泉なる 信 太の 森の 恨み 葛 葉 

の 舞台で ある。 私が そこ をお とずれ たの は 梅雨の ころで、 神社の 境内に ある 社務所の 畜 先に は、 小柄で 年老 

た 神主の 妻が 受付の 机に むかって 何やら 書いて いるの が、 烈しい 雨足 をへ だてて みえた。 それが 私に ト ウメと 
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うことば を 思い出させた。 トウ メは専 女と も 記す。 トジ (刀自) などと おなじく 老女 を さし、 のちに は 老狐を 

呼ぶ ときの ことばと 変 つてい つた。 

ところで、 この 老女が 書いて いたの は、 赤ん坊の 夜泣き を やめさせる まじないの 文句であった。 

信 太の 森の 白狐 昼は啼 くと も 夜は啼 くな 親が 無くと も 此の 子 泣かすな 

この 言葉 を 記した お札 をいた だくと、 夜泣き は ぴったりと とまると いう。 それが 葛 葉に まつわる 物語 を ふまえ 

ている こと はいう まで もない。 

あしや どうまん おおう ちかが み (3) 

葛 葉 伝説 は 江戸の 享保 年中に 『芦屋 道満大 内鑑』 として 有名に なった が、 そこに 陰陽 博士と して 暦と 関係の ふ 

かい 安倍晴明の 父と されて いる 保 名が 登場す る。 和 泉 市の 舞 町 (もとの 舞 村) あたりに 江戸時代から 住みつ いた 

舞大 夫が いて 和 泉の 市内に ある 聖 神社の 祭礼に 舞 を 奉納したり、 また 数名の 陰陽師が そこで 暦 をつ くって 売り さ 

ばいて いたと いうから、 晴 明の 子どもの ときの 話が 筋 書に 繰 入れられる ようにな つたの は 別に ふしぎな ことで は 

ない。 

■ しかし 江戸 初期に は 別の 伝承が あつたと いう。 葛 葉 神社の 由緒 書に よると、 物語 は 次のように なって いる。 5< 

雀 天皇の ころに、 現在の 大阪市 阿倍野の 里に 阿倍 保 名と いう 男が 住んで いた。 父 は その 土地の 豪族であった。 あ 

る 日、 保 名が 葛 葉 稲荷に 参詣す ると、 一本の 流れ矢が とんで きて 杉の 根元に 立った。 何事 かと 思う 間もなく、 逃 

げ場を 失った 一 匹の 白狐が 走って きて、 保 名のう しろに かくれ、 救い を 求める 様子であった。 白狐 を かくして や 

ると、 狩人た ちが 追つ かけて きた。 そうして 保 名 を 詰問し、 保 名が かくして いると 滅多打ち にした。 狩人が 去つ 

たのち に、 一人の 女が 走り出て、 保 名 を 介抱し、 この 森に iH む 葛 葉と 申す ものと 名のり、 Bl^ 名 を 阿倍野まで 送り 
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届けて やった。 それから 数 曰して 画 は 保 名 を 見舞い、 霞した が、 保 名の 傷が 癒ても 画 は 帰ろうと し； - かつ 

i 。二人 は 離れられぬ 仲と なって、 一緒にす ごすうち に、 讓は 妊娠した。 二人の 間に は 一子が 生まれた これ 

が 童子 丸で、 のちの 阿倍 晴明 である。 

火の 中 ころ こ 季丸は 化 彼した 母が 奢き に 咲き乱れ ている 菊の花 を 眺めて いるの をみ て 「母 さま こわ ヒ と 

ヮッと 泣き出した。 葛 葉 は 狐の 顔に なって いた。 もはや これまでと、 讓は家 を 去る 決心 をして、 例の な ^ 

を 書きの こした。 保 名 は そこで 自分の 妻が 稲荷 大明 神の 眷属 である 白狐の 化身であった こと を 知つ f 力、：； お！ 

きらめきれ ずに、 童子 丸 を つれて 信 太の 森に いってみ ると、 社頭 一面に 今までなかった 葛が 生い茂って レナ 保 

名よ この 葛 葉 を もらって、 童子 丸のお 守りと して 養育した、 というの である。 

これ は 『芦屋 道満大 内鑑』 の藝と はすこし ちがって いるが、 その 趣旨に は 変り 力な レ ： 

江戸 初期の 葛 葉物 語に は 保 名 は 登場し ない。 それ かわりに 信 雷から やって きた 雇？、 力 i 奄ノ木 hM^M 

拿から 逃げる 女 をた すけ、 郷国に つれて かえって 結婚す る。 という 趣向に なって いる。 この 女 力 じ 1 は禾 U の、 

FiiiJI 狐であった とい i だが、 それが 今 i 神社で t。，fnr 

！; たり 神で ある。 御前 は ミサ キ (g のこと で、 大きな 神の 前駆 神で あるが、 やはり 烈しく たたり をす る 神て ある 

これ を みれば 狐が 人間に とり 憑いて たたる という 特性が 暗示され ている とみな けれ はならぬ 

女 c 血 と观 き 

折ロ奠 によると、 この 葛 葉籠は たんなる 民間 説話で はない。 その 背後に は 太古から 流れて いる 深い 霞；.^ 

こめられて いる。 すなわち はるかな 時代に は、 I の 家の 祖先が さまざまな 動物であった とする 考えが あって 

その 動 t 氏族の 信仰の 対象と されて いた。 その 一 例が 狐な ので ある。 先祖 をお なじく して 分れ 出た と 零る 動 
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物に たレ して は その 動物が 先祖 そのままの 姿 をして いる ことに 人間 は 骨肉の 情 を 抱いた。 狐に かぎらず、 蛇、 

白鳥、 鮫、 儒良、 猪な どみ なそう である。 その 動物の 肉 を 食って 祖先 神と 一体と なろうと する 欲望 は、 やがて 祖 

先 神と みなす ところの 動物 をぜ つたいに 食 つて はならぬ とする 正反対の 禁忌に みちびかれ ていく。 

こうした 信仰 は 部落 を 異にした 女と 結婚した ばあいに も、 母から 娘へ とうけつ がれて いく。 これ を わが 古典に 

みれば、 ホムッ ヮケは 出 雲で 一夜 ヒナ ガ ヒメと 同衾した が、 その 姿 をみ たら 蛇であった ため 逃げ出した。 ヒ ナガ 

てら 

ヒメ は 「海原 を 光して」 船から 追つ かけて きた。 ヒ ナガ ヒメの ナガが 蛇 を あらわす。 「海原 を 光して」 追つ かけ 

てきた の だから、 ヒ ナガ ヒメが 海蛇で ある こと は 「海蛇」 の 項で あきらかにした ところで ある。 折 口 はこれ を 夫 

にも のぞかせない 信仰 上の 「物忌み」 の 状態に 入って いたと する。 男が タブ— を やぶった ばかりに 女が 追つ かけ 

てく るの は、 トヨタ マ ヒメが お産 をして いると ころ を 夫に みられて、 海の 彼方の 異 族の 国に かえって いくのと お 

なじで ある。 異なった 信仰の 秘密 を あばかれて、 それが 夫妻の 不和 を 決定的な ものにし、 そのために 父の もとに 

残された 男の子 ども は、 「妣の 国」 を 恋した うとい うの は、 日本の 神話と 文学の ライト. モチ— フ であるが、 そ 

れが こ の 葛 葉物 語に も 伝わ つてい ると 折 口 は 指摘す る。 

折 ロは琉 球の 女た ちが、 長い 旅 や 嫁入りの ときに 香炉 を もっていく ことに 注目した。 この 香炉 こそ は、 琉 球の 

人た ちが 祖先 神と みなす 鮫 や 海亀 や 儒艮 や H ラブ 鰻な どのような 動物 神 を ほんやくし たもの だとす るので ある。 

したが つて この 香炉 は 母から 娘へ と 伝えられる 神であって、 夫に も 息子に も おがませる こと はない。 

これと 近い こと を 柳 田 国 男 もまた 述べて いる。 狐憑きの 場合に、 女が クダと 呼ばれる 狐 を 七十 五 匹 引きつれて 

嫁に いくとい う 迷信が 信 州 地方 を 中心に 信じられ ている。 沖繙 では 神を祀 るの が 女に かぎって いるよう に、 日本 

本土で も 神と 女との 関係 は 密接であった。 だから 嫁入りと ともに その 家の 信仰 を もって 出た であろう こと は、 容 

易に 推測で きる。 そして、 その 女の 血筋に つながる 信仰の 系譜に、 いつしか 狐が Is いていく と考えられる ように 
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なって きたと ころに クダ 狐と いう 迷信の 生ずる 発端が ある、 とする ので ある。 この 柳 田の 考え は 折 口説と おなじ 

く 狐 きの 流行の 背後に は 女の 信仰の 問題が 控えて いる こと を 指摘して いる 点で 重要で ある。 

ところで、 クダ 狐と いうの は 竹の クダに 入れて もちあるく ことので きる くらいに 小さな 狐で あると いわれて い 

る。 しかし、 私 はクダ というの は マキな どの 語の ように、 一族 を あらわす 語から きている と 考えて いる。 つまり 

クダ狐 は 一 族の 象徴な ので ある。 

この クダ 狐の こと を 三 河で は ィヅナ 持ちと 呼んで いる。 クダ狐 は 信 濃の 飯 綱 山から 出た といわれ、 狐つ かい を 

ィヅナ 使いと も 呼ぶ 風習が ひろく ある。 細 川 政 元が ィヅナ を 信じて 妻 を娶ら なかった ばかりに、 後継者 を 得る こ 

とがで きず、 そのために 争乱が 起こった と 『応仁 記』 にあり、 また 上 杉 謙 信 も、 ィヅナ を 信じて 独身 を 保った と 

古い 記録に ある。 戦国の 大名 や 武将が こうした 信仰 を つらぬいて 生きた こと はお どろく ほかない が ィヅナ の 法 

に は インドの l^l^^tj^ の 信仰と がから みあって いる。 荼枳尼 天と いうの は 自在な 通力 を もち、 六 力 月 まえに 人の 

死 を 5； り、 その 心臓 をと つてく う おそろしい 女神と されて いる。 日本で は その 本体 を 狐の 精と して まつった もの 

である。 そこで このお そろ しげな 神 を あやつる ものが 妖術 使いと みなされ たの は 無理 もない。 

m 霞き に はさきに あげた クダ狐 や ィヅナ の ほかに、 関東 地方 を 中心とした ォサキ 狐が ある。 ォサキ は 神の 前駆 

神と しての ミサ キに 由来す る。 ふしぎな ことに 佐 渡に は 狐が いない。 狂言に 「佐 渡 狐」 があって 佐 渡の 男が 佐 渡 

こ M がいる といい 張り、 では 啼声 はどう かと 聞かれて ぐっと 詰って しまう 話が あるが、 それ はこうした 事情 を 背 

景 にして いる。 戦後 兔を 駆除す るた めに 佐 渡に 狐 を もってき たが、 なかなか 定着 しないと いわれる。 また かって 

は 四国に も 狐が いないと 信じられ ていた。 その 理由と して、 弘法 大師が 法力に よって 狐 を 封 じて 四国に 入れな か 

つたと いう 話が 伝えられ ている。 しかし、 これ は 事実ではなくて、 四国に も 狐 はいる。 ただ 四国に は 狐に 関する 

云 説よ ほとんど なく、 そのかわりに 狸 伝説 は 無数に ある。 その もっとも 有名な の は 阿波の 狸 どうしが あらそった 
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狸 合戦の 話で ある。 

病める 現象 = 狐憑きの 問題 

狐の 神秘 力にたい する 畏敬 は 時代と ともに 衰退した が、 その反面に は 精神病の 症状 を呈 する 者 を 狐が 憑いた と 

判断し、 またそう した 狐 を もちつづける 家筋 を 作り あげて 社会的に 指弾 するとい う 悲しむべき 現象 は 逆に 強くな 

つた。 

それにた いして 豊臣 秀吉 がと つた 態度 はき わめて 明快な ものであった。 秀吉は 自分が 養女に して 溺愛して いた 

豪 姫が 宇喜多秀家に 嫁した のち、 産後に 狐憑きの ような 精神 症状 を呈 したと きに、 次の ような 文書 を 伏 見の 稲荷 

神社に 送って いる。 

「浮 田の 娘 口ば しり 候。 定めて 狐の 所為と 存じ 候。 はやく しりぞけられるべく 候。 さもな く 候 はば、 日本 国中 狐 

狩いた し 申 候べ く 候。 なお 吉田 神主 申すべく 候。」 

これ をみ ると、 秀吉は 狐の 上に 人間の 力 を 置いて いる。 

しかし、 そうした 社会の 動き にもかかわらず、 憑き もの 筋にたい する 恐怖 は 江戸時代に 入る にしたがって 増大 

するとい う 皮肉な 現象 を 生んだ。 とくに 狐憑きの 烈しい 出 雲 • 隠岐 地方で は、 憑き もの 筋と そうでない 家柄 (そ 

れを 白米と 呼ぶ) の 間に 区別が あって、 縁組 を ぜったい にしない。 ところが、 この 憑き もの 筋の 家 は、 江戸の 中 

期から 後期に かけて 財産 をつ くった 新興の 地主 階級に 多く みられる。 旧来の 土着の 百姓が 新参の 地主に たいする 

(9) 

対抗意識から、 ことさらに 憑き もの 筋の レ ッ テル を 貼る という 事実 を 速 水 保 孝 氏 は 指摘して いる。 

こうして 憑き もの 筋で ない 家で は 狐に とりつかれる 恐怖 を もつ。 この 恐怖が あるた めに 憑き もの 筋 は 社会的に 

差別され、 しかも、 その上 自分た ちが 狐 をつ けたと いいふらされる 恐怖 をた えず もた される ことになる。 差別 さ 


れる ものの 恐怖と 差別す る ものの 恐怖と が 重なりあって、 はじめて 憑き もの 筋 は 成立す る。 したがって それ をた 

ん なる 前 近代的な 社会意識の 所産と してす ますこと はでき ない。 その 証拠に は、 出 雲の 狐憑き は 明治に 入って い 

つそう 猛威 を ふるうよ うにな つた。 そして それ は 戦後 三十 年た つた 今でもな お 根 を 絶つ までにいた つて はいない „ 

離縁 や 自殺な どの かくれた 悲劇が くりかえされ ている。 

こうした 因習 を 打破す るに は、 それが とる に 足りない 迷信で ある こと を 強調し、 合理的な 考え方 を 啓蒙す る だ 

けで は 十分で はない。 人間 を 救うた めに は、 動物 を も 救わねば ならない。 人に 憎まれお それられる 動物た ちが、 

かって するどい 予兆 力の ゆえに 神の 使者と しての 聖 なる 役割 を 果たしてき たこと、 さらに は 祖先 神と つながる 1 

族の 守護霊の 立場に あって、 あがめられ てきた こと を、 人び と をに つよく 認識させる 必要が ある。 動物 を 呪われ 

たィメ ー ジ から 解放し、 人間と 動物た ちとの 関係 を 正しく 把握す る ことなしに は、 人間 を 解放す る こと はでき な 

い。 狐 はそう した ものの 一 例と して 私たちの まえに 今 も 存在す る。 
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北の 異 族の 句い 


川 をの ぼる 鮭の 感動 

(is) は異 族の 国から おとずれる 魚で ある。 鮫ゃィ ルカ、 儒艮 ゃゥ ミガメ もまた 回帰す る 習性 を もっている。 だが 

南の 海の 動物た ちが、 島伝いに 北上した 民族 移動の 記憶に つながる 伝承の 持ち主で あるのに 比べる と、 鮭に は そ 

のよう な もの はない。 鮭の 肌に 嗅ぐ の は 流水に 閉ざされた 北の 異 族の 国の 句いで ある。 

しかも 海の 生物で、 鮭の ように 明確な 目的 を もって 人間の 世界に 近づいて くる もの はない。 毎年き まった 季節 

に 海から やって きて、 きまった 川 を さかのぼ るの は、 鮭の 雌が 産卵し、 雄が それ をた すける ためで ある。 つよい 

意志 を もって、 ひたむきに 川 を 遡上す る 鮭の 群れ は、 人び と を 感動に さそいこまずに はすまない。 そこで 毎年、 

川 をの ぼる 鮭 を 見馴れて いる 北国の 人た ち も、 それ 相応に 鮭に 畏敬 を 払う こと を 忘れな か つた。 

新潟県の 北 蒲 原 郡 川 東 村 (現 新 発 田 市) では、 十一月の 十五 日に 川 水神の 祭 をす るが、 その 前夜に は 川 役の ォ 

ォ スケ、 コス という 鮭が^ を さかのぼって くると いわれて いる。 そこで、 昔 は 家で は 風呂 もた てない し、 水車 


も 木んだ という。 おなじく 新潟県の 中 蒲 原 郡 村 松 町で は、 十二月 二十日 は 夷講の 日に あたる が、 この 日に は川師 
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たち は 網 を 川から あげる か、 あげられない 場合 は、 網の 目の 一 つ を 切って 「ォ ォスケ コ スケ」 と 呼 はれて る 

鮭 を 逃がして やらねば ならない とされて いる。 このい ましめ を 実行 しないば かり か、 網に かかった 大きな 鮭 をと 

つて 食べた という かどで 代々 たたられた 家の 話が、 秋田県の 仙 北 郡に ある。 鮭 をた ベた 夜、 漁師の 夢枕に 立った 

鮭の ォォ スケ は、 おまえの 家 を 末代まで のろって やる と 告げた。 という ことがあ つてから、 家に は 代々 片輪 者が 

生まれる し、 また 鮭の 殺された 秋の 彼岸の 中日に なると、 毎年 鮭が、 「ォ ォスケ コスケ いま 遡る」 と 叫んで 

川 をの ぼって いく。 うっかり その 声 を 聞いた もの は、 患った あげく 死んで しまう ので、 その 日 はだれ も 網 小屋に 

ゆく もの はなくな つたと いう。 

同じような 話 は、 山形の 庄内 地方に もの こって いる。 十二月 十五 日に は、 その 年に 捕獲され た 鮭の 精霊が、 

r ォ ォスケ コスケ 今 通る」 と 叫んで さかのぼる。 その 鮭の 叫び声 を 耳に した 者 は 三日の 間に かならず 死ぬ。 

だから その 日 は 漁 を 休み、 耳 をふさぎ、 餅 を 食い、 酒 を 呑んで、 その 声の きこえぬ ように 大 さわぎ を するとい う。 

ォォ スケ、 つまり 鮭の 王が 眷属を つれて 川 を のぼると いう 伝承 は、 多く 東北 各地に みられる。 そうして、 その 

声 を 聞かない ようにと 耳 を 塞ぎ 餅 をつ いてた ベる というの は、 ミミ フサ ギモチ (耳 塞ぎ 餅) といって、 同じ年 齢 

の 者が 死んだ ときには、 訃報 を 聞かない ように、 いそいで 餅 を 耳に あてがう 風習に 由来す る。 これでみ ると、 東 

北の 人た ち は、 沿海 や i: 近の 川に 年中 姿 をみ せて いる 魚と はちが う 神秘的な 雰囲気が、 鮭に ある こと をみ とめ 

娃の王 を 同 齢 者と おなじ 感覚で 捉えて いた ことが わかる。 鮭の 王が さかのぼる ときに、 その 声 を 聞いた もの は 死 

ぬと いう 強い 畏怖 は、 他の 海の 生物に は 見あたらない。 この 畏怖 は あとでの ベる ように、 アイヌが 鮭の のぼる こ 

ろに その 豊漁 を 祈願して、 大声 を 立てない ように するとい う 習俗と 関係が あるので はない か。 また 親しい 同齢感 

覚を おぼえる というの は、 一歩 をす すめれば、 鮭 を 先祖と する 意識に もつな がって いくだろう。 

『遠 野 物語』 に は、 大昔、 遠 野 盆地が 湖水であった ときに、 鮭に 乗って 気 仙 口から やって きた ものが 遠 野织の 
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草分けの 家の 先祖と なった という 伝承 を 記して いる。 そこで その 宮 という 家で は、 今でも 鮭 を 食わぬ という。 

また 遠 野の 裏町に 住む 医者の 一人娘が 神隠しに あった。 それから 数年して、 この 家の 流れ 口から 一尾の 鮭が 跳 

ねこんだ ことがあった。 家で はこの 魚 を 神隠しの 娘の 化身であろう とい つて、 それ以来 一 切 鮭 を 食わぬ ことにし 

ている。 この 話 は 江戸時代の 後期に 属する 出来事と されて いる。 家人が その 娘に よせた 愛情 もさる ことながら、 

鮭 を 娘の 化身と 考える 心意 現象に は 並々 ならぬ ものが ある。 つまり 鮭と 自分の 家す じの 親 縁が 信じられて いなけ 

れば、 こうした 話の 生まれる 気づかい はない。 

遠 野の 草分けの 宮 という 家に は、 鮭に のって きたと いう 人の子 孫の 話 もあって、 その 男 は 猛禽に つかまれて 絶 

壁に つれていかれ たが、 絶壁の 下の 水ぎ わまで 降りて いったと ころ、 おりよく 大きな 鮭が 近よ つて その 背に のせ 

て くれたので、 家に かえりつ くこと がで きたと いう。 あるいは また、 鮭漁 場の 境界 争い を 仲裁す るた めに 自分で 

自分の 首 を 刎ね、 首と 胴が 別々 に 流れる ところ を それぞれの 漁場の なわばりに しろと いった ともいう。 この 男の 

末裔 は、 先祖が 鮭の ために 生き、 鮭の ために 死んだ ので あるから というので、 家憲と して 永く 鮭 を 食わなかった" 

もし 食えば 病む と 伝えられて 今でも 固く 守って いると、 佐々 木 喜 善の 『聴 耳 草紙』 は 伝えて いる。 

鮭 を 食わぬ 家の 話 は、 遠く 飛び はなれた 九州に も ある。 福岡県 嘉穂郡 嘉穂町 字 大隈に は 鮭大明 神が まつられて 

いるが、 その 氏子に あたる 七十 戸の 人た ち は、 塩鮭 も耀 詰の 鮭 も 一切 口にしない。 この あたり は 炭坑 地帯と して 

さかえた ところで、 選炭の ために 水が 濁った ので、 鮭 はの ぼって こなくな つたが、 その まえに は はるばると 遠賀 

郡の 芦屋の 海から 十二 里 余 を さかのぼって、 遠賀 川の 上流の 大隈の 地に 達した という。 鮭が つつがなく のぼると 

その 年 は 豊作で あり、 途中で 捕えられ ると 不作に なると 信じられ ており、 明治 七 年に も 二度の ぼって きたので、 

それ を 神前に 供えた のち、 社 地に 埋めた とされ、 今 も 鮭 塚が のこって いる。 鮭 は 大隈の 産 霊と されて、 「鮭 さま」 

と あがめられ ている。 不缚な ものが 鲑を とって 食べる とたち まち 腹痛 を 起こす といわれ、 戦時中に もそう した 例 


があった と、 私 は 鮭大明 神の 氏子 総代から 聞いた。 また 大隈に は 「まないた 石」 という もの もの こって いる。 そ 

れょ 连大明 神の 祭のと きに、 トヨタ マ ヒメの 使いと 称する 鮭が 海からの ぼって きて、 その 石 を 礼拝す る。 そのと 

きに 鮭が 鱗 を この 石に こすりつける ために、 まないた 石の 名が 生まれた という。 この 話 はお そらく、 海神 トヨタ 

マ ヒメの 使者の 鮫と、 鮭と が 混同され たもので ある。 

だが、 以上の 例から みて、 鮭 を 先祖と する 人た ちが 鮭の のぼって くる 川の ほとりに 住んで いたと 考 (える の は、 

別に 不自然で はない。 河 野 広 道 は、 北海道 十 勝の ケネ 部落の アイヌ は 鮭の 後裔と 自称した と 述べて いる。 アイヌ 

が 鮭 を 主食と して 生き、 鮭と 一 体の 生活 をして いた こと は 次の 事実で も あきらか である。 

アイヌの 宝 = 鮭 

アイヌ ことって、 川と は 鮭の のぼって くる 道で あり、 また、 野獣 を 山の 方へ と 追う ときの 道に ほかなら なかつ 

た。 そこで、 みなもとから 海へ 流れる のが 川と いう 常識と は 逆に、 海洋から 山 を 目 ざすと いうの が、 アイヌの 心 

の 中に ある 川の 観念で あると、 更科源 蔵 氏 は 指摘して いる。 ここで は、 魚 持ちの 神が おくって くれる 鮭と 一体の 

感情 を もつ アイヌ 方の 考え方が 端的に あらわれ ている。 

0 アイヌ は 川 水の 質が わるく、 鮭が のぼらない 川の ほとりに は 部落 をつ くらなかった。 アイヌの コ タンの 分布と- 

^  *i りの ぼる 範囲と は 一致 するとい われる。 犬 飼哲夫 氏に よると、 鮭が のぼって くる ころに は、 アイヌの コ タンで 

g よ、 川岸の ニガキ ゃニヮ トコの 木 は 切り はらった。 二 ガキは 人間が 苦くて きらう から 鮭 もき らう ものと 信じ、 ま 

§ たニヮ トコの 木 は、 アイヌの 墓に ある 木で、 不吉な 木と されて いた。 これらの 木 を 川に 入れる こと は 固く 禁じら 

d ヒ 1 た。 若い メ ノコ (アイヌの 娘) が 川 を わたったり、 洗濯 をしたり する こと も タブ ー であった。 家々 では そのこ 

3 ろから 大声で 話す こと もつつ しんだ。 
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そして 鲑 漁が はじまる まえ は、 コ タンの 長老た ち は 川口に あつまって カムイ ノミ という 祭 をした。 この 祭 をし 

ない うち は 何人も 鮭 をと る ことが ゆるされ なか つた。 木 をけ づ つて 御幣の ようにし たもの を アイヌ はィ ナウと 呼 

び、 この 木幣を ささげて 祈願す る。 

鮭 を 主食と する アイヌに とって、 その 豊凶 は 死活問題であった。 享保九 年 (一七 二 四) に 石 狩の アイヌ 二百 

人が 餓死した の は、 その 年 石 狩 川への ぼる 鮭が ひどく 少なかった ためで あり、 明治 十七 年 (一八 八 四) にも 十 勝 

の アイヌに 餓死 者が 出た が、 その 年 も 鮭が 上らなかった からだと 犬 飼 氏 はいう。 そこで 鮭が とれない あいだ は、 

なんどでも カムイ ノミ をく りかえ す。 八 雲 地方で は 秋に なって 毎日 東の 風が 吹き あれて、 そのために ュ ー ラップ 

川に 眭が 入って こない ときに、 コ タンの 人た ちが 川口で 祭 をお こない、 風が 早く 風いで、 鮭が 川へ 入って くるよ 

,  (7) コ 

うにと 祈願 を こめる。 このと きのよう す を 知 里 真 志 保 は 次のように 伝えて いる 

コ タンの 若者の なかから 四 人 をえ らんで、 東西南北の 風の 神に 扮 装させる。 その 際に 西南 北の 風神 はよ い 神で 

あるから、 よい 冠と 着物 をつ けさせる。 反対に 東の 風神 はわる い 神な ので、 ぼろの 着物と 冠 をつ けさせ、 髪 を ふ 

り 乱した かっこうに する。 まず 東の 風の 神が でて きて、 人び との あいだ を はねまわり 乱暴 狼藉 を はたらく。 それ 

をみ ると 他の 風の 神た ち は、 東風の 神 を 三方から 追い こむ。 東風の 神 は びしょぬれに なりながら 海の 中 を 逃げ ま 

わり、 さいごに 岸に はい あがって、 ほかの 風の 神 や 会衆 一同の まえに ひれ 伏して、 乱暴し ないから ゆるして くれ I 

と、 あやまる。 

こうした 儀式 は アイヌに かぎらない。 八重 山 群島の 与那国 島で は、 雨乞いの ときに、 ぼろぼろの 着物 を 身に つ 

けた 村民が 神社の まえで、 雨が 降らない ために、 私たち はこの ような 哀れな かっこう になって いると 訴える。 つ 

まり 共感 呪術と よばれる ものであるが、 アイヌの 儀式に はとく にいち じる しく みられる 特徴で ある。 知 里 は、 こ 

のよう な アイヌの 風鎮め の 祭 はもと はシャ ー マン (呪 者、 巫者) が 祭主と なって おこなった ものである とする。 
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その 祭に おこなわれる 風の 神 退治の 演劇 は、 さらに 古い 時代に は、 祭主の シ r マンと、 その 妹と 称せられる 女 

のシ r マンとの 間に 演じられ たもので、 祭主の シ r マンが、 風の 神の 役に 扮 する 女の シ r マン を 退治す る 

という 趣向の 仮面 舞踊劇だった らしい、 と 知 里 は 述べて いる。 

このような 手続き を 経てと る 最初の 鮭 は、 釧路の アイヌの ばあい は、 頭と 胴と をつな ぐ 腹 側のと ころ を 串に 刺 

して 焼き、 火の 神に ささげる という。 また 肝臓 や 胃 や 腹 も 串に 刺して 火の 神に ささげる。 

アイヌ は マ レップ (マレ クウ) と 呼ばれる モリで 鮭 を ひっかけて とる。 これらの 鮭 はさら に、 ャナギ や ミズ キ 

の 木の 棒で 頭 を 叩いて とどめ を さした。 S 打 頭  1 に は 小さな ケズ リカ ケが 作って ある。 だから 一種の ィ ナウで 

あって、 娃の頭 を 叩く ときには 小声で 「ィ ナウ コル、 ィ ナウ コル」 という。 これ は 「木幣 を 持て」 つまり ィ ナウ 

を も つ て 鮭が 神の 国に いくように という 意味で あると， > ゎナ る。 

日高静 内に 伝承され る 神 謡に は 鮭 を 一人称に した 歌が ある。 その 歌の 一節に、 沙 流の 川口に きた 私の 仲間 は 水 

の 味 をた めしたが よくない ので、 新 冠の 川口に やって きた。 そこ は 水の 味が よいので 新 冠 川 を さかのぼ ると、 よ 

い 人た ちが マレ クウと 呼ぶ モリ を もって 待ち かまえ、 私たち 鮭の 仲間 を 突いて は あげ、 ャナギ の 木で 作った イナ 

ゥ 形の 棒 を もって、 私たちの 頭 を 叩いて くれる ので、 取られた 私の 仲間 は 神になる ことができた。 私たち はなお 

も 川 をの ぼって いくと、 人間の 若者た ちが 鎌 を もって、 私たちの 仲間 を 陸に ひきあげ、 鎌で 頭 を 叩いた ので、 そ 

れ から 私たち は 新 冠 川に あまりの ぼら なくなった、 と 頭の 鮭の 主が 物語った。 n という ものである。 

この 歌 は 更科源 蔵 氏の 紹介に よる (^)、 その 内容 は アイヌの 鮭のと り 方 を 忠実に 表現して いる。 鎌で 頭 を 叩く と 

いう 神 送りの 作法に 叶わぬ やり方 は、 和 人の 鮭漁 を 暗示した ものであろう か。 

だが、 こうした やり方 は、 東北で も おこなわれ ていて、 鮭 を 押える と、 網の 浮 木で 鮭の 鼻柱 を 「この ェ ビス！」 

と.^ びながら たたき 殺す。 また 「トウ g の 1^ 大神宮」 とか、 「今日の 初 鮭 一万 五 千 本。 この ハナ 大干、 ヒス 大工 ビ 
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ス」 と 唱える 者 もい る。 東北で は 鮭の こと を ふつう 「鮭の 魚」 と 呼んで いるが、 しかし たんに 「魚」 といえば、 

鮭 を さす 地方 も ある。 それだけ 鮭 は 住民に 親しまれ ている 魚 だとい うこと になる。 

利権と 保護の 争い 

陸 中 海岸の 宮古 湾に ながれる 津 軽石 川 は、 東北 地方 はおろ か 日本 内地で もっとも 鮭が のぼる。 北海道 を 入れて 

も 第 三番め くらいの^ 獲 量が ある。 昭和 四十 八 年度 は 六 万 四千 尾、 四十 七 年度 は 九 万 九 千 尾で あるが、 二十 万 尾 

もとれた 昔が あつたと される。 津 軽石 川で 鮭が とれる の は 伏流水が 多い ので、 川 水の 温度が 変らない というの が、 

その 理由の 一 つと されて いる。 大体、 鮭 は 真水で ない と 卵 を 生まず、 その 適温 は 摂氏 十 度から 八 度で ある。 

ところで この あたり は、 大正 ころまで は 米が とぼしく、 米の 飯に 稗と 昆布の 粉末 を まぜた、 いわゆる 力 テメシ 

をた ベて いたと ころで あるが、 遠 野 方面に 鮭 を もってい くと、 大鮭 一匹で 白米 一斗と 交換が できた。 米の 値段に 

は 上下が あるので、 鮭の 値 もまた それに つれて 動いた。 

私が 津 軽石 をお とずれ たの は、 昭和 四十 九 年の 八月 十六 日であった。 おもしろい ことに その 日、 津 軽石の 稲荷 

神社で は 今年の 鮭漁の 祈願 祭が おこなわれた。 そうして 神輿が 町中 を ねりある いたが、 土地の人 は 盆に 神社の 祭 

が あるの はめず らしいで しょう、 と 私に いった。 そうして 神社の 境内に ある 石塔 を さしながら、 これが 後藤 又 兵 

衛の 供養塔と 称せられる ものです とい つて 次の 話 をした。 

後藤 又兵衛 というの は、 大坂 夏の陣で 戦死した 武士 を 思わせる が、 そうでなくて、 南部 藩の 役人の 名であった。 

南部 藩で は津 軽石 川から 鮭が たくさん とれる ので、 その 権利 をと りあげて しまった。 土地の 者が これ を 不服と し 

とめ 

て 願い出る と、 それならば 川に 竹の 留 をし、 留の下 は 藩で とり、 留 から 上に さかのぼつ たもの は、 村の 者が とつ 

て もよ いという ことにな つた。 だが、 鮭 川の 監督に 藩から 後藤 又 兵 衛が津 軽石に 出張して きた ころに は、 竹と 竹 
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との 間が せ f めら れて、 川上に は 一尾の 鮭 さえ もの ぼらなかった。 村人の 困窮 を 眼の あたりに した 後藤 は、 夜陰 

こまぎれ、 留の竹 をぬ き、 目 を 大きく して 彼らの 難儀 を 救おうと した。 そうすれば 鮭が 川上に のぼり やすくなる。 

だが、 後藤の 義侠、 じ は 百姓に 感謝され たもの の、 その 部下に よって 密告され る ことにな つた。 藩 は 後藤 を とらえ 

てし 明し、 後藤 は それにたい してつつ みかくさず 白状した が、 死に 臨んで 藩の 首脳に、 これから はもつ と 留の目 

を 寛大に して 土地の 者に もとらせて ほしい、 それが 果たされなかったならば、 津 軽石 川で は 鮭が とれない ように 

なる であろう、 と 懇願した。 そうして 死刑の ときには 「津 軽石 川の 水 を 呑みたい」 とも 洩らした という。 藩の 首 

脳よ 後藤の 言葉 を 真に 受けず、 留の目 は その あくる 年から 元の ように かえして 上流で は 鮭 一尾 もとれぬ ようにき 

ところが これまで 留の 下で とれて いた 鮭が、 まるで とれ なくなった。 翌年 もまた おなじであった。 誰い うとな 

く 後藤の たたり だとい う 噂が ひろまり、 鮭 網の 監督に 出向いて いた 者に も 不慮の 災難が 起きた。 そこで 藩で も 後 

藤の 霊 をし ずめ、 また 留の目 を 大きく して 川上の 百姓た ち も 鮭 をと る ことができる ようにした ところ、 また 元の 

ように 大漁が あるよう にな つ た。 

それで 今、 津 軽石 川で は 十一月 三十日に、 川岸に 藁人形 を 立てて、 亡き後 藤の 霊 を なぐさめ、 大漁 を 祈願す る 

例に なった という。 その 藁人形 は、 処刑され たと きの 後藤の 姿に なぞらえて 逆さ はりつけ を かたどつ たものと さ 

れ ている。 

だ、、.；、 この 話 は 藩の 記録に は どこに も 見当らない。 とすれば、 藩 当局に 鮭の 利益 を ひとり 占めに された 土地の 

百姓 や 漁民の、 怨念から 生まれた 説話であろう。 しかし、 庶民が 支配者のお こぼれに あずかる ほかなかった 時 f 

の 悲しみ や 憤りが、 かえって 伝えられ ている。 
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越後の 三面 川 も 名うての 鮭 川であった。 鮭 は 一晩く らい 川 水 をのむ のが 美味と されて いる。 海に いると きの 能 

に は 脂肪が つよい が、 それが 適度に 抜ける からで ある。 この 三面 川で とれた 鮭 を 味噌で 仕込み、 二日く らいお い 

た 程度の 「川 煮」 は 越 後村上の 名物と 喧伝され ている。 さて 三面 川の 下流に 属する 村 上 市の 鮭の 捕獲 量 は、 昭和 

四十 七 年 は 七 千 尾 余、 四十 八 年に は 六 千 尾 足らずで あるが、 明治 十七 年に はなん と 七十 三 万 七 千 尾 もとれた とい 

う 記録が ある。 文字 どおり 鮭の 大群で 川が 埋まり、 大根 一本に 鮭 一尾の 割合で 交換され たという 話まで 伝わって 

いる。 これに は、 鮭の 増殖 を はかる ためにな みなみ ならぬ 創意と 努力の 積み重ねが あつたの である。 

すでに 江戸時代に、 青砥 武平 治と いう 村 上 藩士 は、 鮭の 稚魚 はいつ たん 海に 下っても、 ふたたび もとの 川 (母 

川) にも どって くると いう 回帰 性 を もつ ことに 気がついた。 産卵 を 保護 すれば、 鮭の のぼって くる 数 は 自然に ふ 

える だろう から、 そのために は 鮭の 産卵 場 を 確保す る 必要が ある ことに 彼 は 着目した。 青砥 武平治 は 天明 八 年 

(一七 八 八) に 七十 五 歳で 死んだ が、 村 上 藩で は 青砥の 献策 を容れ て、 産卵の 保護 施設に のり 出した。 

鮭 は 川の 流れが ゆるやかで、 しかも 川底から たえず 清水が 湧き出る ところ をえ らんで 産卵す る。 そこで 三面 川 

の 下流に 分流 を 掘り、 流れ を 調節した。 また 川に 密柵 をた てて、 ひとつの 区域の 中に 鮭 を さそいこみ、 きまった 

日数の あいだ、 鮭 をと る こと を 禁止して、 産卵の 便宜 を はかった。 また、 寒中から 四、 五月 ころ、 鮭の 子 (稚 

魚) が 海に かえるまで、 孵化した 稚魚 を 捕獲す る こと を とりしまった。 これ を 「種 川」 と 地元で は 呼んで いる。 

この種 川のお かげで、 三面 川 は 年々 鮭漁に めぐまれ、 幕末に は 二 千両 近い 運上 金の あがる 年が すくなくなかった „ 

だが 密柵を 川の 中に たてる の は、 鮭が 上流に のぼる こと を 防ぐ 意味が あつたから、 陸 中の 津 軽石 川のば あいで 

見た ように、 上流の 漁民 や 百姓に とって は 迷惑 至極であった。 そこで 住民が 大勢 押し かけて、 保護 施設で ある 密 

柵 を 切り 流す という 騒動 もお こ つてい る。 

村 上の 人た ちの 鮭にたい する 関心 は 明治 以後 も 引きつ がれた。 明治 九 年に アメリカから 鮭の 人工 孵化の 方法が 
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つ こつる と、 寸 上の 本 町 堀片に 孵化 場 をつ くって、 鮭 子 を そだてて 放す こと を はじめた。 孵化の 方法 は 外国から 

の瑜 入であった が、 わが国で もはやく から そのこと を 考えた ものがないで はなかった。 おなじ 越後の 人で ある 鈴 

木牧 之よ、 天 保の 初め ころ その 著 『北 越 雪譜』 の 中で、 次の ような 提案 を こころみ ている。 

「寒気 のこのこ ろに 捕れた 雌鲑 のはらら ご (卵) と 雄の 享 (精子) を まぜて、 鮭の いる 川の 砂 石に つつんで 力 

メ のよう な 容器に 移し、 鮭の いない 川の 海に つうじる 清流に もってゆき、 鮭が 産みつ けたよう に 砂 石の まま f 

てお く  。 その 川で 鮭が 生まれても、 三年 間の 捕獲 を 禁ずるならば、 ゆくゆく は 鮭が のぼって くる 川と なる かもし 

れな、 こ という もので、 その 方法に 問題が あると しても 発想に は あやまりがない。 

三面 H の 畦，， ，s 利 は、 明治 五 年に 六 百 十五 名の 旧村 上 藩士の ものと なった。 これら 士族 は 明治 十 牽に村 上 

鲑書養 所 を 設立した が、 その 組織 は、 じつに 昭和 二十 七 年まで つづいた。 村 上で は、 川 を 横断す る 止め 簀を作 

つて、 そこ こ あつまった 鲑を大 網な どで とる の を 「おさらい」 と 呼んだ。 「おさらい」 の 日に は 育 養 所の 小 走 

りが r サケ であん す」 と 触れて あるく と、 旧 藩士の かたまって いる 町で は 家族の ものが、 配給 帖を もってい そい 

で娃を 受けと りに いく すがたが みられた。 育 養 所では、 鮭の 売上金の なかから、 所員の 子弟の 学費 を 補助した。 

ぞ こで 育英 資金 を もらって 教育 をう けた 人た ち を、 村 上で は 「鮭の 子」 と 呼んだ。 


これまで 見た ように、 東 曰 本の 河川で は 佳と くべつに めずらしい 魚ではなかった。 娃の のぼる 範囲が 意外に 

ひろ、 ことよ 北 九 W の 例で もた しかめられる。 そのほか にも、 千葉県 香 取 郡の 山 倉 神社の 例祭に は、 額に 十字の 

S の ある f とらえて 奉献す るなら わしが あつたと いう。 また 秋田県 雄勝 郡の 杉の 宮の 囊 神社に、 雄 物 川 を 

^ の、 ま I？ ち、 首の めぐりに 白い 筋の ある 称する もの を、 杉の まないたに のせて 供物と する 慣習が 
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あった。 

これが、 神事に 鮭の 贄物を ささげる という 儀礼に すぎなかった とお もえな いのは、 この 杉の 宮の 三輪 神社から 

ほど 遠くない 秋の 宮の 稲住 温泉と、 由 利 郡の 矢 島 町に、 「鮭 石」 とよ ばれる 魚 形 石が ある ことで ある。 稲住 温泉 

の 魚 形 石 はっとに 菅江真 澄が 注意した もので、 「鮭の 供養 碑」 としてと おってき たもの だ。 矢 島 町の もの は 恵 比 

須森 というと ころで 発見され た。 この 付近に はスケ 淵の 名 もの こって いる。 ェ ビスと いい、 スケ といい、 鮭に ち 

なんだ 言葉で ある。 したがって 双方の 石 は、 鮭の すがた を 刻んだ ものと 考えて 差支えない であろう。 しかも 線 刻 

の 具合から、 これら は 金属の 利器の ない 石器時代に 刻まれた という 説が つよい。 いずれにしても 土地の人 たちの 

関心の 並々 でな か つたこと を 物語る。 

鮭が かず 多くの 河川から 急速に 姿を消した 今日で も、 正月に 新 巻の 鮭 を 賞味す る 慣習 はの こって いる。 それ 

は 鮭にたい する 庶民の 潜在 欲望と みる こと もで きょう。 一年中で もっとも 晴の 日に ふさわしい 食物 は、 それが 非 

日常 的な もので なければ ならなかった。 鮭に かぎらず、 昆布 や 数の子 (二 シンの 卵) を もって 祝う の もそう であ 

る 0 

こうした 新年の 食 習が 一般の 家庭に 入り こんだ の は、 北 前 船の 蝦夷 地 往来 以後の ことにち がいない。 としても 

かって は 日本列島の 広い 範囲に 鮭 を 主食と する 人た ちが 住んで おり、 また その 時代が ながく つづいた こと を 物語 

る もので はない か。 日常の 食物であった 鮭が、 あとで は 庶民の 口に は 塩引きの 切身で 満足し なければ ならない ほ 

どに 数 少なくな つてい き、 非 日常 的な 食物と 化して しまった ことから、 鮭 を 正月 魚と して 迎える 気持が あらたに 

生まれて きたので はないだ ろうか。 とすれば それ は、 明治 以後にまで もちこされた 庶民の 鮭にたい する 欲望に ほ 

かならず、 そこに は 雪の 積む 川岸に 立って モリで 鮭 を 突いた 石器時代への かすかな 郷愁が 宿って いるよう に 私に 

は 考えられる。 
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熊狩りと 禁忌  T) 

火 田 県の 阿. U 也 方 こ II 船と いう 地名が ある。 昔 マ タギが セタを つれて 白熊 を 追つ かけて きたが、 熊 は 神と いう 

わけで も あるの か、 空 を 飛んで 行方が わから なくなって しまった。 マ タギも セタも 熊 を 追つ かけて いるう ちに 息 

を 切らして とうとう 死んだ。 そこで 笠 を 着た 概師 のかつ こうの 岩が この 露 熊 山に 立って いる。 マタギ は獵師 のこ 

とで、 セタは 犬 を さす アイヌ 語で ある。 白熊 を 11 ケラと 呼ぶ。 ケラは 肩 蓑の ことで あるが、 熊 や 力 モシ 力 を 呼ぶ 

山 言葉で も ある。 だから 露 熊と いえば 白熊の ことに ほかならぬ、 と 菅江真 澄 はこの 伝説 を 紹介しながら、 解説 を 

(2) 

ほどこし ている。  ねっこ 

この 露 熊 山 は 今日で も 熊狩りの よく おこなわれる ところで あり、 その 南が 有名な マタギ 部落の 根子で ある。 根 

子 部落 は 山よりに あるが、 その 下方 をな がれる 大又 川の 水 はお どろく ほど 澄み、 川の みなもとに 眼 を 遣れば、 そ 

t はとお く 山 あいに 消えて いる。 阿仁 地方 は 峡谷 をう がつ 大又 川の 水で やしなわれ ている。 大又川 は 中流 は 阿仁 

川、 下流 は 米 代 出と 名 を 変えて、 能 代の 海に そそぐ。 
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もりよし  しらこ 

阿仁に は、 北から 八幡 平、 森吉 山、 白子 森、 太平 山と 名 だた る 山が 東南に 一直線に ならぶ。 この 一帯が 熊の 繁 

殖 地で、 阿仁で 逃がした 大 熊が 山形 付近で 射ち とられた という 話 も あるから、 熊 はこの 尾根す じ を 伝って ひろく 

行動す るので あろう。 

かやく さ おかしない いわの め  ひ たらない なか むら うちとう 

根子 部落の さらに 南に つらなる 萱草、 笑 内、 岩 野 目、 比 立 内、 中 村、 打 当の 六つの 村が あつまって 阿仁 狱友会 

を 形成して いる。 この 狱友 会で は、 昭和 四十 九 年の 春 だけで 二十 数 頭の 熊 をと つた。 獵期は 十一月 一日から 五月 

(3) 

中旬まで である。 

熊 は 冬至 を さかいに して 冬眠に 入り、 四月 上旬に 冬眠から さめる。 山に 木の実が 多く 生った ときには 脂肪が と 

り わけ 厚くなる。 脂肪の 厚さ は ニ寸も ある。 熊の 手の平に は ざらざらした ものが あり、 冬眠の ときには それ をな 

めて いる だけで ある。 これ を ァリと 呼んで いる。 熊が 蜂蜜 を 手のひらに すりこんで なめる という 風評 はこの こと 

をい うので ある。 ァリは 粉に すると ヒビゃ ァカギ レの 薬になる。 

熊狩りに かぎらず 山の 狱には 禁忌が つきもの である。 狩りに 出かける 朝 は 火打石で あたらしい 火 を 入れ、 塩 を 

ふりかけて きよめる。 また 森吉 山に ある ァォ モリ トド マツ (白 檜) の 枝 をと つてき て 乾燥した もの を 神棚に 供え 

てお き、 これ を炉の 火に まじえる と 高い 香り を 放つ。 火の 清めに 使う この 木の こと を 地元で は モロ ビ または モロ 

ミと 呼んで いる。 

お祝いが あったり、 お産が あったり する 家の人 は、 火の わるい 人と よばれて 一週間 は 狩 獵には 出かけない。 火 

の わるい 人が まじる と 狸 や 熊 は 鉄砲 を 打っても 死なない し、 皮をはぎ とっても あるく と 信じられ ている。 ところ 

しにび  さんび 

が 不幸が あった 家の もの は 減に 出かけて さしつかえない とされて、 死 火よりも 産 火 を 忌む。 というの は， 1 の不淬 

を 重く みる 思想に よる ものと おもわれ るが、 しかし 各地に 流布され ている 伝説に したがえば、 ある 狩人 は 山中で 

若い 女が お産 をして 苦しんで いる 光景に 眼 をと めても、 産 火の けがれ を 忌んで とおりすぎ たのに、 もう 一人の 狩 
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人 はお 産 をた すけて やった ために、 それから 山の幸に めぐまれた。 その 女 は 山の 神に ほかなら なかった としう 

話が あ (^ この 話 は 蘇民将 (SI の 話と おなじように、 物忌みより は 人 を 助ける 慈愛の 行為の 方が よろこばれる とい 

う 説話で あると 同時に、 産 火 をけ がれと する 禁忌 を も 強調して い る ので ある。 

さて、 狩人た ち は そのほか にもかず 多くの 禁忌 を 守って いる。 狩狱 のとき に 山で 宿泊す る 狩 小屋で も 朝 は炉の 

まわりに 坐って 皿に 盛った 塩 を まわし、 各人が なめた のちに、 火に 入れる。 これ を 「サン ゴを まわす」 と 呼んで 

いる。 サン ゴとは 塩の こと を さす 山 言葉で ある。 山で 口笛 を 吹いたり、 歌ったり、 高声に 話したり する ことが 禁 

じられ ている の はいう まで もない。 これ は 熊が きわめて 耳 さとい 動物 だからで ある。 射手が 何時間 も 待機して い 

る 間、 木 を 切ったり 動いたり する こと はもち ろん、 ゆるさない。 咳 を するとき も 雪の 中に 穴 を 掘って する ほどに 

K 重なの だ。 

また 山に 入 (が) ときには 杖 や 鉄砲 を かつがない。 というの も 「かつぐ」 という 言葉 は、 生き物 を 山越しさせる こ 

と を さし、 熊 を 包囲して 逃がした とき、 それ を 「熊 を かついだ」 と 呼んで いるから である。 

〔狩りの 人員 はふつ う 五、 六 人で 組み、 親戚の ものた ち を 中心に する ことが 多い。 というの も 熊の 居場所の 秘 

密を まもる ことが 必要 だから だ。 熊狩りの 人数 はき まっていなくて、 ときには 数十 人に もなる が、 ただ 七 人マタ 

(7) 

ギ はきら う。 

狩リの 方法と 熊の 商品 価値 

その 組の 統率者 をシ カリと 呼ぶ。 このほか、 タテ (ャリ ) を もって 待つ ム カイ マツ テが ある。 これ は 見張 役で、 

老練な マ タギが あたる。 シ カリが ム カイ マツ テを 兼ねる こと も ある。 ム カイ マツ テに は、 第一 ム カイ マツ テ、 第 

ニム カイ マツ テ、 奥ム カイ マツ テの 別が ある。 
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また 勢子 (セコ ともいう) がいる。 これ は 熊 を 追い出す 役で あり、 鉄砲 を もたない。 セィゴ 頭 は 老練な マタギ 

だが、 他の セィゴ は 若者が なる。 若者 は 狩獵の 修練 を 積む 必要が あり、 一方で は 熊 を 追う のに 烈しい 体力が 若者 

に 求められる。 沢 を のぼるの が沢セ ィゴ、 中間 を のぼるの が中セ ィゴ、 山の 尾根 (肩) を のぼるの が 肩 セィゴ で 

ある。 セィ ゴは柴 をた よりに 雪崩の 危険 を 避けながら 行動す る。 さらに ブッパ (または ブ ンパ) というの は、 タ 

チ マエ (射手) の 配置 をい うのであって、 それぞれ 第一 ブッパ とか 第二 ブッパ とか 名が つけられ ている。 

さて、 ，m の 仕方に はァゲ マキと サゲ マキが ある。 春の 熊 は 山の 上に すすみ 山 を 越して 逃げる 習性 を もっている 

が、 秋の 熊 は 雪の ない ところ を 目 ざして 沢 を 下りる 習性 を もってい るので 沢 口で とる ことが 多い。 そこで 春の 熊 

をと るの をァゲ マキ、 秋の 熊 をと るの をサゲ マキと 呼んで いる。 マキ は 熊 巻と か 巻狩りの 巻で ある。 

春の 熊 は 冬 を 越して いるので、 春 皮 は 秋 皮より はつ やが あり、 しかも 毛が 厚い。 そこで 春の 熊が 狙われる。 し 

たがって ァゲマ キの 方法 をと る ことが 多い。 

熊 狩の 開始と なると、 見張り をつ づけて いる 第一 ム カイ マツ テが、 

なれ こ 

「鳴子 な ー れ な ー れ」 

と 叫ぶ。 鳴子と は 勢子の ことで ある。 セィゴ たち は、 

「〔ま 1 り や ま 1 り や」 

と 叫びながら、 熊 を 追い あげる。 ム カイ マツ テは、 

「中の セィゴ 沢の セィゴ もっとな— れ な ー れ」 

と 威勢 をつ ける。 だが、 山の 尾根の 近くに いる 肩 セィゴ の 声 は 高く しない。 熊 は 声の 低い 方に 逃げて いくから 

だ。 そこに はタテ (ャリ ) を かまえた 奥ム カイ マツ テが ゥキ (受 手) になって 立って いる。 

「油断す るな、 ゥキの 人よ 追い 落せ」 
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という 声 を 聞く と、 奥ム カイ マツ テは熊 を ブッパ (射手) の ほうに 追い 落す。 以前 は 第一 ム カイ マツ テが 

「イタ ズ出 たつ。 一 のブ ッパ たたけ」 

と 叫び、 その 声に よって ブッパ は 射った。 イタ ズ というの は 熊の マタギ 言葉で ある。 鉄砲が 不発のと きも、 仕 

損じて 逃がした ときに もブ ッ パ は 死ぬ まで 他の 者から 非難され るから 必死で ある。 

ブ ッパが 熊 を 射と めた とき は、 

「ショ ー ブ シ ョ ー ブ」 

と 連呼す る。 昔 は 「ぎ をサジ トツ タ」 といった。 サジ トレと いうの は 死ぬ こと を さす マ タギ 言葉で ある。 熊が 

泣き叫びながら 崖 を 落ちて いくの を 「サジ トリ 声」 という。 ム カイ マツ テはブ ッパの 叫び声 を 聞いて 全員に 集合 

の 声をかける。 みんな は 獲物のと ころに あつまり、 

「お 手柄 おめでとう」 

と 挨拶す る。 つぎに 叉銃 をして 熊の 皮をはぎ、 熊の 身体 を 沢の ながれて いる 方向に して 熊の 葬祭 をお こなう。 

こ れを熊 のケボ カイと 呼んで いる。 

私が 獵の話 を 聞いた 阿仁の マ タギの 話で はケボ カイの ときには、 統率者で ある シ カリが 

な む  ざいほう むりょう じゅかく ぶつ 

「南無 財宝 無量 授覚 仏」 

と 呪文 を 七 回と なえる。 つぎに 柴を とって 三回 はらう。 また 剝 いだ 熊 皮 を 逆さに 身体に かけて 「光明 信士」 と 

三回く りかえ す。 これ は 人が 死んだ ときに 着物 を 反対に して かける サ カサギ モノの 風習に あやかつ たもの だ。 そ 

して、 

「これより のちの 世に 生まれて、 よい 音 を 聞け」 

と 引導 を わたす。 こうした 葬送 儀礼 をお えた あとで、 熊の 背 肉と 腎臓と 肝臓と を 切り、 三股の 木に 刺して 串に 
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し、 その 肉 を やき、 

「山 神 さまに おあげ 申し 」 

といい いながら、 その 串 を 雪に 刺さないで、 手に 持った ままた ベる。 これ を 「持ち 串」 という。 

熊狩りの 魅力 はなん とい つても 高値 を 呼ぶ 熊 皮と 熊の胆 囊 にある だろう。 熊の胆 は 生の ままで は 十 匁 あると 仮 

定 すると、 乾す と 二 匁 半から 三 匁になる。 そして 乾し あがりの 一 匁の 値段 は 今年 五 千円から 七、 八 千円 するとい 

う。 私に 狱の話 をして くれた 比 立 内の マ タギ松 橋 茂 治 氏 は、 生の もので 一四 〇^、 乾して 三十 三 匁の 熊の胆 をと 

つた ことがある という。 まさしく 熊の胆の ねだん は 金の 値段 だとい われる 所以で ある。 

このほか にも 熊の 脂肪 は 傷ぐ すり や 毛 生えぐ すりに 使用され る。 また 熊の 血 を その 腸に 詰め、 スト ー ヴの 上に 

かけて 血 を 乾燥 させ、 粉末に する。 お産で 大出 血したり、 日ごろ 貧血の 人に は、 この 粉末に した 血 を 水に といて 

のませる。 おもしろ いのは 熊の オビ (子宮) をと り 出し、 これ を 乾燥した もの を 紙に つつんで 腹に まき、 妊娠の 

安産のお 守りと する ことで ある。 熊の 産 はかる く、 まだ 産 期が こない ときで も、 人が 熊の 穴の 近く を 通ったり す 

ると、 熊 はすぐ 産んで しまう という 事実に あやかつ たの だ。 これ は 鵜が 食物 を 自在に 呑み こみ 吐き出す ことが で 

きる ので、 ノドに とげが ささ つ たと き 鵜の 気管 を 乾燥した もの を まじないに 使う のとお なじ 理屈で ある。 

アイヌと 熊の 関係 

阿仁の マタギ 部落に は 比 立 内、 笑 内、 打 当 内と いうよう に ナイと いう 言葉の つく 地名が 多い。 阿仁 一帯 を さぐ 

れば ナイと いう 地名 はい つそう ふえる。 ナイが 稚内 などの ように アイヌ 語で 川 を 意味す る こと は 今や 常識で ある 

(8) 

が、 この こと は アイヌ 語 を 話す 人た ちが、 かって 阿仁 地方に 住んで いた ことの 有力な 裏書きではないだろう か。 

織 文晚 期の 亀 ガ岡式 土器の 文様と アイヌの ァ ッ シの 文様との 間に 親 縁 関係が みてとれる ように、 アイヌ 語 を 解す 
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る 人た ちが 東北の 北部の 寒冷な 地帯で、 山菜 や 稗 を 常食と し、 秋から 冬 を 越して 春に いたる まで は 狩狱に 明けく 

れ ていた ことが ここ か ら 想像され る。 

菅江真 澄が 阿仁の 近くの 大 館で 年を越し たの は享和 三年 (一八 〇 二) であった が、 その 二月 十四日に 寺に 参 

籠す るた めにつめ かける 群集の 中に 美しい 女た ちが まじ つてい るの を、 とおりがかりに 皮の 衣服 を 着 こみ 犬 をつ 

れた荒 くれ 男た ちが、 立ち どまって みていた。 そして、 

「よい 女 だな あ。 サック テを ホロに して、 ネネ ッフを ケア ヮセ たい」 

といい、 笑い声 をの こして 立ち去った。 彼ら は狱師 であり マタギ 言葉で いったの であった。 サ ッタテ はへ^の 性 

器、 ネネ ッフは 女の性 器で あり、 ホロ は 大きい こと、 ケア ヮセは 交合す る こと を さすと 真 澄 は 注解して いる。 北 

海道に i.g、  1£ という 地名が あるよう に、 ホロ は アイヌ 語で 「大きい」 こと を 意味す る。 このほか マ タギの 言 

葉で は 心臓 を サンべ、 水 をヮッ 力、 犬 を セタと 呼ぶ ように アイヌ 語が まじって いる。 したがって 熊狩りの 習俗 も 

アイヌと 東北 北部と では 無縁な ものと は 考えに くい。 しかし、 熊にたい する 観念が 本州 北部に おいて、 アイヌに 

みられる ように 明確な ものであった とはいい 難いので ある。 

アイヌの 熊にたい する 観念 は 知 里 真 志 保に よると 次の ようで ある。 

アイヌ は、 神々 は その 本国で は 人間と おなじ 姿で おなじ 生活 をい となんで いると 考えて いる。 神々 は 時 を 定め 

て 人間の 村 を 訪れる が、 その 際に は 特別の 服装 を 身に つける。 山の 神なら 熊の 皮 を 着て、 熊の 肉 を 背負って くる „ 

そうして 人間の 酋長の 出迎え を 受けて、 土産の 荷物で ある 熊の 肉 を 与え、 本来の 霊的な 姿に かえる。 そして 神 は 

人間の 酋ー U ズの 家に 賓客と なる。 アイヌ は 大きな 熊 を 「荷物 を 背負って くる 神」 と 呼び、 その 熊が 狩り 殺される こ 

と を 「賓客と なる」 という 表現 を 用いて いる。 熊の 皮 をぬ いだ 神 は 人間の 酋長の 家で 大 歓待 を 受け、 酒 や 米な ど 

c^土産をもらって：q上にぁる神の国にかぇる。 そうして 神々 を あつめて 盛大な 酒宴 を 開き、 人間の 村から もらつ 
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てきた 品々 を 一 同に おすそわけ する。 

知 里 はこうした 観念 はもと もと アイヌの シャ ー マ ン から 発生した と 考えて いる。 シャ— マ ンは ふだん は 俗人と 

かわらない 生活 をして いるが、 熊 祭の ときには 熊の 皮 を 身に つけ、 祭壇に 熊の 姿で 現われて、 そこで 熊が 人間の 

手で 扼殺され るまでの さま を 演じる。 殺された のちに は、 熊の 皮 をぬ いで、 直 $ の 席に 列席す る。 そして 祭が" P 

われば、 ふたたび 俗人の 生活に もどって いく。 つまり こうした 狩獄 祈願の 際の シャ ー マンの 動作が アイヌの 神に 

たいする 観念に 投影して いると みるので ある。 

知 里の 考え は それにと どまらない。 アイヌの 酋長 は 時 を 定めて 和 人の 村に 交易に 出かける が、 その 際に 貯えて 

いた 獣の 毛皮な ど を 土産と して 差 出し、 和 人の 家に 客と なって 滞在し 歓待 を 受ける。 そして 和 人から 米 や 酒ゃタ 

、、ハコな どの 土産 を もらって、 故郷の 村に かえり、 人び と を あつめて 盛大な 宴会 を 開き、 和 人の 村から もらって き 

た 品々 をお すそ 分けして、 酋長の 権威 をい つそう 強める。 前記の シャ— マンの 生活と ともに、 こうした 和 人との 

交易 の 実態が アイヌの 神 観念 に 反映 している という。 

.ti.- 里の 説 は 自分た ちに 利益 を もたらす もの を 神と する 宗教 観念が アイヌに ある こと を 理解す る 上での 重要な 

示唆で ある。 それ は ィォマ ンテの 儀式から もみち びかれ たものと 思われる。 

アイヌ は 狩りの 前の 祭 を 秋の 末にお こなって 概 のめぐ み を 祈願した。 このと きシャ I マ ンが 熊の 皮 を かぶり 人 

間に 殺される さま を 演じる。 この あと、 オリに 入れた 子 熊が 引き出されて 絞殺され る。 そして 熊の 皮 をぬ いだ シ 

ャ— マンと 村の 人た ちが、 直 会の 席に すわって、 熊の 血 をす すり 生肉 を 食べて、 神と 人との 一体感 を あらためて 

強調す る 宴会 をお こなった。 これが ィォ マン テ (熊 送り) の もともとの すがたに ちがいない。 ィォ マン テは、 そ 

の 年の 春に 生 捕りに された 子 熊 を アイヌの 部落で 飼い、 十一月 末に 殺す のが ふつうで あるが、 なかには 年を越し 

た 子 熊 も ある。 こうした 熊 送りの 儀式 は アイヌ だけでなく ギリ ャ I クゃォ ロッコ にも みられる。 網 走 市 こ ある モ 
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ョ 口 貝塚から は 熊の 頭骨ば かり を あつめて 祀 つた 遺物が 発見され た。 また この 貝塚から は 海獣の 牙で 熊の かっこ 

う を 彫刻した 三 センチ ほどの 牙 偶が 発見され た。 これら をみ ると、 熊 は 動物の 中で もとく べつに 扱われて いた こ 

とがわ かる。 

ギリ ャ ー ク では 山から 熊 をと つてき たと きで も、 けっして 熊 を 殺して きたと はいわず、 「山 をつ ぶして きた」 

また 「山 を 手に かけて きた」 という。 そうしな いと 神の たたりが あると おそれて いる。 私 はこの たび 釧路 にち か 

い 鶴 居 村に 住む アイヌの 八重 九郎 という 老人から 熊狩りの 話 を 聞いた が、 この 老人 もけ つして 「熊 をと つた」 と 

いう 表現 を 使わなかった。 そのかわりに 「熊 をさず かった」 といって いる。 神 は 熊の 皮と 熊の 肉 を アイヌに さず 

ける ために、 すすんで 獵師の 弾丸 を 受けて たおれる と 固く 信じて いるので、 その アイヌの 老人の 話に は 熊にたい 

する 恐怖の 感情 はまった く みられなかった。 熊狩りに 出ても 獲物がない ままに 手 ぶら で 帰る ときには 神の 信頼 を 

失った ものと され、 村人から さげすみの 目が 向けられ たもの だとい う。 

そのかわりに 熊 をと つた ときには 熊 を かついだ 男た ちが 部落の 入口で 合図の 叫び声 を あげる と、 待ち かまえた 

女た ちはいつ せいに 出迎える。 そうして 神 送りのお 祭り をした のち、 熊の 肉 を 鍋で 煮て、 酒宴 を くりひろげる。 

それ はィォ マン テとは 別に、 熊が とれる たびに、 その都度 おこなう 神 送りの 儀な ので ある。 

アイヌの 熊狩り は 日本 本土の 多人数で おこなう 巻狩りと はちがつて、 単身 または 二、 三人で やる が、 ときには 

加勢 をた のむ こと も ある。  (2) 

まず 目 ざす 山に 入る と、 山の 神に 祈り を ささげる が、 やがて 熊の &を 発見す ると、 立 木 を 伐って 丸太 を 作り 穴 

をふさぐ。 そうした のちに 熊の 穴の まえに 坐って、 この 穴 は 自分の 所有で ある、 神で ある 熊 は 自分の 矢 を 受けて、 

おとなしく 神の 国に かえって もらいた いと 祈る。 内地で も 概師が 熊の 穴を究 見した ときには、 自分の 所有の 印と 

して ォ 近の 木の 幹 を はずして 目 じる しとす る。 これ を 「穴 じる し」 というが、 穴 じる しの 形 は 猿の 組に よって そ 
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れぞれ ちがって いて、 すでに 穴 じる しのつ けて ある 穴に は、 他の 組の もの はけつ して 手 をつ けない のが 山の 淀ビ 

といわれ ている。 

アイヌ は 穴の 熊 をと るに は、 以前に は 毒矢 を 射ち こむ か、 穂先に 矢 毒 をつ けた 槍で つく かした。 このほか、 仕 

掛け 弓 を かけたり、 また 「追い打ち」 といって 熊が 餌 物 を 求めて とおる 道 を 狙う こと もあった。 アイヌの 猶師は 

熊 を 求めて 幾日も 山野 を さまよった。 夜 は 星 をみ て 方向 を 定め、 星が 出て いない ときには 木の 幹 を 撫でた。 しめ 

つぼく 苔が 生えて いる 個 は 北で あり、 木の 幹の つるつるした 面 は 南側に あたる というよ うな、 自然 児で ある アイ 

ヌ の 知恵 もこう した 経験から 生まれた。 

怖れら れた 山の 王者 

熊 を 山の 王者と あがめ、 ていねいに まつる 風習 は 信 州の 遠山 谷な どに も みられる。 ^ 山義雄 VH- によると、 遠山 

ほどの 

の 程 野と う 部落で は、 熊 をと つた ときには 山から はこび、 熊の 顔 やから だ をき れいに 拭き 清め、 座敷に しいた 

荒 蓆の 上に 坐ら せ、 その 身体 は 転ばない ように 織で つって おく。 熊の 前に は 柿な ど 季節の もの を そなえ、 かたわ 

らには 鉄砲 を 立て かける。 

また 遠山の 下 栗で は、 ，称師 の 座敷に 山から はこんだ 熊 を 繙 でつ るし、 その 両手 を ひろげた まま 立た せる。 とき 

に は 月の輪 をみ せて、 箱に かけさせる こと も ある。 月の輪に はしめ 繙 を 張る。 このよう にして 安置した 熊 を、 招 

待され た 親戚 や 近所の 人た ちが 見舞い、 その あと は 酒宴に 移る のがなら いで あ ゆ 

こうして みれば、 柳 田 国 男の いうよう に 「鹿 は 狩りの 主賓」 であった にせよ、 狩りの 済んだ あとの 葬祭 は 熊が 

主賓で あると いって 差支えなかった。 ここに 興味が あるの は、 遠山の 祭で 熊の 胸の 月の輪に しめ 鐳を かける こと 

である。 千 葉徳爾 氏に よると、 四国の 剣山の 北の 麓で は、 熊が 野獣の 王の 位に あるの は、 ほかで もない、 首に 月 


熊 

荒 


のま を もっている からだと 考えられ てい (s>)。 そこで 昔の I は 熊 を 射つ と、 すぐに 自分の フン ドシを 解いて 熊に 

目 かくし をし 「月の輪 を 射った ぞ」 と 叫ぶ。 すると 高い 位 を もった 熊 もた ちまち 神通力 を 失って、 人間に たたる 

ことができなくなる と 信じられ ていた。 宮崎県の r 良に のこった 『狩 之 巻』 という 書物に は、 熊 を 解体 するとき 

こ 「月の輪 二つに 割る 唱え」 をす ると 述べて ある。 月の輪に 熊の 呪 力が あると 思われて いた こと 力 これで わかる 

神武の 軍が 東征して 熊 野の 村に さしかかった とき、 大 熊が S かに 出現し、 また 姿を消した。 すると 神武 も その 

ひきいる 兵士 もみな ぐったりして 病気の ようになった。 ところが &倉 下と いう 人物が 刀 を 神武 帝に たてまつった 

帝 は 眼 を さまして 「ながく 寝て しまった」 といいながら 刀 を 引きよ せた。 すると、 熊 野の 山の あらゆる 神 は 斬り 

たおされて しまったと 古事記 は 伝えて いる。 

この藝 よ、 伊吹山の 神で ある 秦が i を ふらして ャ マト タケル をな やませた という 古事記の 話 を 連想 させ 

る。 ャ マト タケルよ そのために、 山の 神の 邪気に あたって 精神が もうろう となり、 疲労困憊の あげくに 死んで し 

まった。 これらから 類推 すれば 神武の 軍 は 山の 神で ある 大 熊の 身体から 発散され る 動物 霊気に 金し ばりに やた 

腹 こ 子ども を もつ 雌 熊 を 射ったり、 川流れの 熊 を 捕ったり するとた たりが あると いう 信仰 は 各地に ある。 つま 

り 非菜 の 死 をと げた 熊の I おそれる ので あるが、 そうでなくても 越後の 山村で は 一 度 11 頭 も 殺した ば あ 

、、 あるい よ 年功 を 経た 熊のば あいに は 一頭 を 殺しても、 かならず 山が 荒れる ことがあ ると 信じられ ていた こ 

れを 「謹れ 一 と 呼ぶ と 江戸時代の 書物 『北 越 I』 は 述べて いる。 そこで 籠の 山 民 は 進んで 熊 を 捕る ことが 

.  、(は)。 

熊 を 殺した ために 山の 天気が 藝し、 なだれ を 呼ぶ というの は、 春の 熊 をと る三、 四月 ころに はとく にな だれ 

大雪のと きに よ 山 は 昼間で も 月夜の 晩の ような 光景 を呈 する。 マブと 呼ぶ 雪の 吹き だ 
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まりに すつ。 ほり 落ち こむ 危険が ある。 そこで 兎の ような 動物で も シバの 生えた 箇所し かと おらない。 しかし、 山 

頂の 雪に た わめら れた 木の 枝に 狐が 足 を とられた だけで、 木の 枝が はじいて、 そのわず かなき つかけ がな だれ を 

引きお こす。 この ヮシと 呼ばれる 新雪な だれが くると、 マ ダギは 手に もった 大ナ ガイ (大 長柄) と 呼ぶ 櫂の よう 

な銷の 道具 を 雪中に 突き立てて、 それにし つかりと つかま つて ヮシ のとお りすぎ るの を 待つ ほか はない。 

これら を みれば、 熊 はま さしく 山の 王者と みなされた。 冬場で も 雪中 を 移動して 餌 を あさる こと をせ ずに 穴に 

こもり、 また 熊の 繩張りが きわめて 厳重で ある こと も、 この 猛獣 を 山霊の かたどりと 思わせる 原因で あると 私 は 

おもう。 子ども を 腹に 宿した 母 熊 は、 冬 ごもり の 穴から ぬけ 出て、 谷へ 下って いく。 そうして 冷たい 沢 水 を 呑む。 

その 夜に 母 熊 は 子ども を 産みお とす。 そこで 母 熊が お産の 間ぎ わに 飲む 水の こと を、 大和の 吉野 奥山の 人た ち は 

ちちし ろ 水と 呼んで いると， 田 淵 実 夫 氏 は 報告して いる。 熊の 乳の もとになる 水と いう 意味で ある。 ちちし ろ 水 

をのみ に 出た 母 熊 は、 どこの 獵師 もけ つして 射ちと るよう な こと はない。 射てば かならず 山が 荒れる と獵師 たち 

は 信じて いる。 

母親 は 子ども を 産む と、 その子 を 連れて 餌 を 拾いに あるきまわり、 沢に 下って 蟹 をと る 練習 を させたり する。 

今年 産んだ 子 を 「若 子」 と 呼び、 子ども を つれて あるく の を 「若 子 引き」 といって いる。 二 歳 熊 を ゥゴィ (また 

は ゥゲ) と 呼ぶ が、 五月 ころに なって ゥゴィ が 野 イチ ゴを たべる のに 夢中に なって いるすき に、 母親 は 子 熊を捨 

て さる。 それ は 次の 子ども を 腹に やどし 育てなければ ならない 雌 熊と して は 仕方がな いこと である。 この 子 別れ 

のために 母 熊 は わざわざ 野 イチ ゴの たくさん あると ころに 子 熊 を 連れてい くと 信じられ、 これ を 「熊の イチ ゴ落 

し」 とか 「熊の イチ ゴ 放し」 とか 呼んで いる。 それから さき は 子 熊が ついて きても 追い払って しまう。 そこで 熊 

の 二 歳 子をャ ライゴと もい つてい る。 この 子ャ ライ は 人間のお こなう 捨子と いう もので はない。 生長して いく子 

ども を 母の 手から 放す こと を 意味して いた。 熊の 子ャ ライのと き はたいて いこわい 顔 をして 咬む の だとい われて 
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い 私 も 淡々 とした 別離の 表情 を もって この ェ ッセィ と 別れよう とおもう 


人間と かかわりの 深い 動物に は 本書で とりあげた 動物の ほかに、 まだ 多くが のこされ ている。 たとえば 十二支 

に 登場す る 動物た ち を 思い 浮べる と、 鼠 や 牛 や 馬 や 鶴 や 犬な どが あり、 それらに 私 は 触れて いない。 これ はとく 

に 人間の 日常生活の 中に 入り こんでいる 動物で、 家畜と か 家禽に 類す る ものであるから、 人 獣 交渉の 問題と して 

も、 その とりあつか いはまた 別に 考える 必要が ある。 いずれ 私 は 他日 を 期して これら 動物た ち を 考察したい。 

ただ 鼠 は 屋内に 巣くう とはいえ、 その 種類に よって は 野 を 越え 海 を 渡り、 群 をな して 人間 や 農作物 を 襲う とい 

う 兇暴な 性格 を もっている。 奄美 群島の 北に つながる 七 島で は、 むかし はこの 鼠の 来襲 は、 彼らの 好物で ある 竹 

の 実が 熟れる 二十 五 年 目 ごとに くりかえされ たという。 また 女 竹の 大豊 作になる 六十 年 目に は大 襲来の ために、 

島 は 飢饉の 底に 突き落される。 鼠 は 何もかも 食いつ くす からだ。 それが どのように おそろし いか。 牛 は その 衝擊 

で 三十 年 位 は 子ども を 生まない し、 山羊 も 五 年 位はノ イロ ー ゼが 治らない と 悪 石 島 を おとずれた 秋 吉茂氏 は 述べ 

ている。 

沖繙 本島の 属島で ある 久米 島で は 四月に 虫送りの 行事が あるが、 そのと きの 况 言に は 鼠への 悪口雑言が 烈しく 


こめられ ている。 たとえば 「天の 太陽の、 よばいで 出来た 子の、 狂った 子どもが 大地に 降りて、 愚か者に なって、 

精神が 錯乱した あげく、 尾の 長い 鼠に なって、 稲穂 を ふみにじり、 たたり をす るから、 常世で ある 二 ライカ ナイ 

に 送りと どけて 下さい」 という 壮絶な ものである。 これ はいかに 南 島の 人た ちが 鼠の 害に 苦しめられ てき たかを 

あます ことなく 物語って いる。 このように 悪態 を 吐きながら、 それでも なおさい ご は 鼠の 御機嫌 をと つてお 引き 

とりね がう ところに、 人間と 動物の 関係の 特色が ある。 さきに あげた 薩南七 島の 一 つの 悪 石 島の 少女が 作った 詩 

にも 「鼠 様」 という 言葉が でて くる。 

おなじように 「お 猫 様」 と 呼ばずに いられな いのが、 仙 台湾の 網 地 島であった。 ここに 横行す る 山猫 は ある 

いは 飼 猫が 野生 化した のか も 分らない が、 島び と を ひどく おそれさせた。 その 年 はじめての カツ ォゃマ グロが と 

れた ときには、 まず その 初穂 をお 猫 様に 差 上げる ことにし たという。 

昭和 初年 ごろの 話 だが、 そこで はふし ぎな ことに 犬 を 飼って いる 家 は 一軒 もなかった。 犬が 島に 上陸 するとた 

ちまち に 海が 荒れる と 信じられた。 というの も、 犬 を 島に あげる と 猫の 機嫌 を そこなう ことが はっきり している 

からだ。 こうした ことから 山猫の 足跡 を 見た とか、 山猫が 浜の 小屋に マ グロ を 盗みに きたと いう 話 も ふんだんに 

残って いて、 島び と は 山猫が 化ける こと も かたく 信じて いた。 これ は 今から わずか 半世紀 まえの 話で ある。 

猿の 年功 を 経た もの を 猿の i?^ とよぶ こと は 『遠 野 物語』 に みられる が、 猫が ふたまたの 尾に 分かれる までに 

年老いた もの を 猫 またとい い、 神道 力が あるよう に 思われて いた。 いずれにしても 動物が 老齢 化した もの.^ 気 

グ 味 悪く 思われた。 沖 織で は 猫 は 神の 使者と してお それられ ている。 とくに 黒い 猫が 道 を 横切ったり すると 宮古 

i 島の 神が かりの 女た ち は、 冷静で いられない 表情 をみ せる。 マヤの 神の 訪れる 行事が 石垣 島の 川 平 部落に ある。 

マ ャとは 猫 を 指す 南 島 語で ある。 

^ 日本 本土で は 記紀 や 万 葉に は 猫の すがた はみ えない。 だが、 山梨県 黒 駒 村から 出土した 繙文 中期の ものと おも 


M わお る 土 # は ふつう 「猫」 とよ ばれる。 この 土偶 はつり あがった 目と、 みつくちの ような 唇と、 猫の 面の よう 

物 な寸 詰りの 顔 を もち、 なだらかな 肩と 三本の 指 を もつ しなやかな 腕 を もって、 私たち を 魅き つける。 そこに は 動 

^ 物 磁気 ともよぶべき 妖しい 牽引力が みなぎつ ている。 これ は 猫の 仮面 を かぶった 人間と も みられて いる。 隼 人が 

^ 宮 門で 犬の 仮面 を かぶって 吠 声 を 発した という ことが 推測され ている が、 それから 考えても このような ことがあ 

^ つたの かも 分らない。 

人間と 動物との 関係 は 生活の 場 を 共有す る こと を 基本と する。 さきに あげた 南 島の 虫送りの ときに、 鼠 を 海の 

彼方の 二 ライカ ナイに 送り かえす というの は、 二 ライカ ナイが 人間 だけでなく 他の 動物の 原郷 とも おもわれ たか 

ら である。 だから こそ 鼠に むかって 「天の 太陽の、 よばいで 出来た 子」、 つまり 鼠 を 太陽神の 妾の 子と 呼ぶ こと 

を 余儀なく させられた。 ところに よって、 鼠に むかって ゥェ ンチュ (上の 人) とか ョメサ マと か 親愛の 語 を 発す 

るの は 鼠族の 被害 を できるだけ 避けよう とする 下心から だけで はな か つたよ ずで ちる。 

これ は 蚤の ように 人間に 害 を 与える だけの 昆虫に も 言い 得る ことであった。 沖繙 のお では 蚤が 麦稈 や 籾穀に 

乗って 二 ライカ ナイから やってくる という 伝承が あるが、 東北の 阿武隈川の ほとりに も それに 似た 話が ある。 そ 

の 川原に は シィと 呼ぶ 粟の ような 実 をつ ける 草が 一面に しげって いる。 昔 はこの 草の 実で 畳 や 床 を 叩く と、 蚤が 

その実に からまる といい、 それ を 蚤の 船と いった。 蚤 は その 船に のって 川 を 下り、 海の 彼方に いくとい う 信仰が 

ここに は 伏せられ ている。 琉球 列島の 南と 東北と、 かく も はなれた 地域に このような 伝承が 保持され てきた こと 

は 一 見 ふしぎに おもわれる。 しかし それ はまた 人間と 動物との 関係が 日本列島 では 基本的に 変化がなかった こと 

を 告げて いるので ある。 人間 は 蚤に なやまされ つづけて きた。 菅江真 澄は津 軽の 夏 を 旅して、 そこで 老人た ちが 

蚤 を さけて 海岸に 寝る 光景 を 叙して いるが、 そうしても なお、 日本人 は 蚤 を 船に のせて 海 彼の 原郷に 送りと どけ 

ると いう 信仰 を 抱いた。 それ は あるいは、 草の 実 ゃ籾穀 ゃ麦释 にから ませて 蚤 を 退治 するとい う 行為に 由来して 
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いるか も 知れない。 しかし そうした 草 や 穀物の 実 を 蚤の 船と 見立てた 古代人の 心情 を 無視す る こと はでき ない 

まして、 人間に 害 を 加える が 利益 もまた 与える 動物に たいして、 私たちの 祖先 は 切実な 願い を 托して きた。 

2 

人間と 動物の 関係 を 知る に は、 古代人の 世界が 天上界と 地 上界、 現世と 他界に 分けられ ていた こと をまず 理解 

する 必要が ある。 日本 だけでなく 朝鮮 や シベリア や 北欧な どに 伝わる 羽衣 伝説 や 白鳥 処女 説話に は、 天上界の 神 

が 動物の を まとって この 世の 人間に 幸福 を もたらす という 観念が ある。 アイヌの 間で は、 神 は その 着物で ある 

熊の 皮 をさず けない と 天上に もどる ことができない とされた。 紀州 では 常 磐の 燕と いう 古 謡の 詞が ある。 常 磐の 

国と は 常世の国に ほかならぬ。 初夏に なるとき まって 南の 国から おとずれる 燕 をみ て は、 その ふるさとが 常世で 

あると 考えた の も 無理 はない。 というの も紀 州の 南 はさえ ぎる ものの ない 太平洋で あるから。 

一 定の 期間 をへ だてて きま つた 季節に や つてく る 渡り鳥 や 回遊魚に たいして、 昔の 人た ち はとく ベ つな 期待と 

思慕の 情 を 抱いた。 陰暦 十月、 西北 風が 吹き はじめ、 それまで かがやかしく 明るかった 出 雲の 海が にわかに 暗く 

なり、 波 はさ かまき、 海が 泡立つ と、 人び と は 海の 彼方に むかって セグ ロウ ミへビ の 到来 を 待った。 それ は 秋の 

彼岸す ぎに ォォ ハク チヨ ゥを むかえ、 春の 彼岸に それ を また 北の 空に 送り出す みちの くの 人た ちの 心情と おなじ 

であった。 波 を 切って およぐ 鮫、 海草 をた ベる 儒艮、 波間 をく ぐる ィ ルカ をみ て は 昔の 人た ち は、 自分た ちの 先 

祖が 他界から や つ てきた と 思 つたに ちがいない。 人間が 死ねば 鮫になる と 信じて いると ころが 太平洋 諸島に ある 

が、 現世の 人間 身 は 他界で は 動物 身の 姿 をと ると 考えたら しい こと は、 トヨタ マヒ メ がお 産のと き 大きな ヮ 二 

(狡) の 姿に なった ことで も 推察で きる。 そこで 人び と は これらの 動物 を とらえて は 食べて、 先祖と 自分との 合 
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体感 を あじわう 風習が 古くから おこなわれ てきた。 それの 捕獲と 血 食と が 毎年の 折目の 祭と むすびつく 一  方で は、 

ある 地方 や 家す じに 限って、 これら 先祖 神で ある 動物た ちの 血 食 を きびしく 禁じる ように 変った ので はない か、 

と 私 は 考えて いる。 

たとえば 『能 登 志徴』 という 書物に は、 能登半島の 突端に ある 珠洲 郡の 三 崎と いうと ころに は、 四、 五月 ごろ 

になる と、 ィ ルカの 三 崎 参りと いって、 おびただしい ィ ルカが おとずれる ことが 述べて ある。 そこに は 三 崎 権現 

がま つられて いるので、 この 権現の 使者が ィ ルカで あると いう 伝承が あって、 海上 をお よぎ 打ち 群れ 来った ィル 

力 を 食べた 者に は、 三年 間 は 宮参り を 禁止した と ある。 そこで この 三 崎の 付近で ィ ルカ をた ベる ものはなかった 

という。 ところが、 五、 六 里 はなれた おなじ 珠洲 郡の 真 脇 村 も、 この 三 崎 権現 を 勧 請して まつって いるが、 ここ も 

また ィ ルカが 海から 寄って くる 浦で あり、 漁師た ちはィ ルカ を 捕えて、 まず その 初物の ィ ルカ を 神前に そなえる 

ならわし を もっていた。 もとより ここで はィ ルカ を 食用に する。 このように わずかの 距離 をへ だてた 二つの 場所 

で 一方 はィ ルカ を 食用に する こと を 禁じ、 他方 は 公然と それ を 捕えて 神に 豊漁 を 感謝す る。 しかも その 神 は 双方 

ともおな じ 神な ので ある。 というよ うに 食 習が ちがう が、 それ はけつ して 絶対的な 習慣で はない と 私 は 考えて い 

る。 いずれに しろ 人間と 動物との 親和力に おいて は 共通の ものが 存在した。 

その 一 例と して 動物で はない が 次の こと をと りあげて みたい。 南方 熊 楠に よると、 紀 伊の 海草 郡で は 藤 白 王子 

社の ほとりに、 楠 神と 名付ける 古い 楠樹 があって、 子どもが 生まれる と、 郡 内の人た ち はこの 神に 参詣し、 楠の 

一字 を 名に つける 風習が あり、 熊 楠と いう 名な ど は 何百 人 あるか 知れない ほどに 多かった という。 熊 楠の 兄弟た 

ち も 九 人のう ち 六 人まで は、 楠 を 自分の 名の 下につ けた。 そして 熊 楠 は 「楠の 樹を 見る ごとに 口に 言う ベから ざ 

る 特殊の 感じ を 発する」 と 異様な 告白 をし、 楠が 自分の 先祖で あると いう 親愛の 情 を かくそう としない。 千年 も 

こえた 老樹に たいして 私たち はしばしば 木の 精が 存在す るかの ような 印象 を もつ が、 楠 は 楠の木の 精が 自分 
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に 伝わって いると 感じた ので ある。 それ はまた、 古代人が 白鳥、 蛇、 海蛇、 絞、 儒艮、 熊な どにたい して 抱いた 

感情に ほかならぬ。 

3 

古た 人 は 狐 や 鳥の 啼 声に 予兆を さぐった。 私が 沖繙 列島の 竹 富 島に 滞在した とき 体験した こと だが、 宿屋の 庭 

の樹 こ， 鳥が 一羽 やって きて、 枝に とまり 二 声 三声啼 いた。 すると 宿屋の 主婦 は 今日は 旅客が あるに ちがいな いと 

言った。 たわいない ことのよ うだが、 郵便 制度 もなかった 時代、 このような 離島で は 鳥獣の 啼声ゃ 所作に 切実な 

思い を 托した こと は 想像す るのに むずかしくない。 しかし 古代人が 動物に ささげた 敬虔な 情 は、 彼らが 他方で は 

動物の 生態の 冷静 かつ 忠実な 観察者であった という 事実と 背馳し ない。 いなむ しろ、 人間と 動物と がお たがい を 

知る ことなしに は、 相互の 親和 関係の すべてが 始まらなかった。 たとえば 日本書紀に はタ チバナ につく 虫の ある 

こと を 述べ、 それ は ホソキ にもつく と 注して いる。 ホソキ は サン ショウの 木の ことで ある。 タチ バナと サン ショ 

ゥと はおな じミ カン 科に 属する。 この 虫 はお そらく キア ゲハ チョウの 幼虫に ちがいな いの だが わが 古 4- ノカこ 

うした 動植物に ついての 正確な 知識 を わきまえ ていた ことに 私 は 敬意 を 表しない わけに はいかない。 

さて、 本書の 「鵜」 の 項 を 書く ために 取材の 旅に 出た ときの 話で ある。 私 は 能 登の 鹿 渡 島の 観音 堂の ある あた 

り を 歩いて いた。 うらら かに 晴れた 日中、 海、 辺の 岩の 上に のって、 小 女が 小さな 巻貝 を 拾って いたので、 何の 貝 

かとたず ねる と、 「した だみ」 と 答えた。 そこで 私 はこの 貝の 名が 記紀 万 葉の 時代から 今日に いたる まで、 変ら 

ずに 受けつ がれて いる こと を 知った。 たまたま 傍に いた 老人が 「岩の 表面に いるした だみ は、 嵐の きそうな 気配 

を 察する と、 海が しける まえに、 いちはやく 岩の 裏面に 身 を かくす 習性 を もっている」 と 教えて くれた。 そこで 
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私が 思い出し たの は、 記紀の 神武 帝の 条 にある 久米 歌の ひとつ 「伊勢の 海の 大きな 石に ぽ いまわって いるした だ 

みのよう に 逃げ足の はやい 臆病な 敵 を 徹底的に うちほろぼす ぞ」 という 歌であった。 私の 眼に 触れた 注釈書に は、 

「わが 軍 はし だ だみ のように 這い まわって、 かならず 敵 を うちまかそう」 となって いるが、 そうで はなく、 した 

だみ は 敵 を 軽蔑した 比險 語で ある こと を 私 は そのと き 理解した。 それ は 記紀 時代の 人た ちの 精密な 日常 観察 を も 

とに している のであって、 学者が 机の まえで こしらえ たもので はあり 得ない。 またした だみ が 古代から 能 登 地方 

で 昔 も 今 も 呼ばれた 名で あると いう 証拠に は 万葉集の 巻 十六に 「香 島嶺の 机の 島の 小螺を い 拾 ひ 持ち 来て 

::: 」 という 長歌が ある。 ここにい う 香 島 嶺は能 登の 七 尾 市 付近で、 机の 島と いうの はい ま 和 倉 温泉の 海上に あ 

る 小島と 比定 されて いる。 あるいは 七 尾 湾の 海上に うかぶ 雌 島と もい われて いる。 どちらに したと ころで 鹿 渡 島 

と はわず かな 距離に ある。 おなじ 万葉集 巻 十六に は、 

つの じ ま せと わかめ  あら  にきめ 

角 島の 迫 門の 稚 海藻 は 人の むた 荒 かりし かど わがむ たは 和 海藻 

という 歌が ある。 角 島の 瀬戸の わかめ は 他人に は 荒々 しくて なびかなかった が、 私に は やわらかく すなおな 海 

藻 だよ、 という 意味であって、 この 角 島 は 山口県 豊浦 郡の 西北 端に ある 島の 名と、 岩波 本の 日本 古典文学 大系 は 

注して いるが、 諸 書に は 能 登の つの 島の ことと して あるの も ある。 もっとも、 つの 島と いう 島 はない ので、 今の 

鹿 渡 島 H 角 島 を もとはつ の 島と 呼んだ ので はない かとされ ている。 もし 万葉集の 歌が 能 登の 鹿 渡 島 = 角 島 を 指し 

ている ものと すると、 私が 「鵜」 の 項で 触れて いるよう に、 鹿 渡 島の 鵜 取 崖 は 海 鵜の あつまる ところで、 その 崖 

の 鵜の 糞が 海中に 落ち、 わかめの 肥料と なること から、 鹿 渡 島. = 角 島の わかめ は 最上の ものであると いわれて い 

る こと を 思い起さないで はすまない。 この 歌で たしかめられる ように、 そこ はわ かめの 産地と して、 万 葉 時代に 


知られて いたので ある。 またお なじく 万葉集 巻 十六に は、 

い ゆ g をつな ぐ 川辺の 和 草の 身の 若 かへ にさ 寝し 児ら はも 

という 歌が ある。 射られた 鹿の あと をつ けて いった 川辺の やわらかな 草の ように、 若い 頃に 寝た あの 子 はどう 

なった ろうか、 という 意味で ある。 ここに 出て くる 「つなぐ」 というの は、 柳 田の 『後 狩詞 記』 に 「猪の 足跡 を 

求めて 捜索す る をい う」 と 記されて いる。 このように、 けものの 足跡 や 血痕 を つぎつぎに つないで、 その ゆくえ 

を さがす ことで あり、 今日で も 使用され ている 生きた 狩 言葉の ひとつで ある。 万葉集の 巻 十六に は、 以上 あげた 

まかに も、 本書の 「狐」 と 「鹿」 の 項で それぞれ 紹介して おいた 歌が 載って いるが、 これら はいずれ も 古代人の 

観察の 的確 さ を 物語って いる。 それ は 人間と 動物との 生活の 場が 接近し 錯綜して いた ことの 証跡で も ある。 

4 

動物の 生雙 ついての 仔細な 讓 という ものがなければ、 人間の 秦を いとなむ ことので きない 時代が あっち 

それ は 狩獵に 専念す る 人た ちの 生きた 頃に もっとも いちじるしかった。 農耕 を 主と する 時代に 入っても なお、 そ 

.^ の 観察 を ゆるがせに する わけに はいかなかった。 これら 動物 は せっかくの 農作物 を あらした からで ある。 農夫 は 

。け 鹿 や 猪の 侵入 を 防ぐ ために、 シシ ガキを 畑の まわりに めぐらした。 それでも 足りずに 夜番 をして けもの を 追わね 

ェ ばなら なかった。 夜 は 動物た ちの 跳梁す る 世界であった。 ムサ サビは 跳び、 狐は啼 き、 猪 は 走る。 夜 闇の 中で、 

" 人間 は 感覚 を とぎすまして、 動物た ちと 対決す る 時代が ながく つづいた。 だが 人間の 文明 は、 その 生活から しだ 
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いに 夜の 闇 を 追放した。 月夜に 頼る ほかなかった 夜の 明るさ は、 夜ごとの 燈 火に とってかわられた。 

柳 田 国 男が 『遠 野 物語』 の 序文で 「国内の 山村に して 遠 野より 更に 物 深き 所に は 又 無数の 山 神 山人の 伝説 ある 

べし。 願 はく は 之 を 語りて 平地 人 を戦搮 せしめよ」 と 述べた の は 明治 四十 三年で ある。 日清戦争 ごろから 起った 

日本 資本主義 文明 は、 それまでの 人間と 動物との 関係 地図 を 大きく 塗り かえて いった。 柳 田の 期待に 反して、 動 

物の 住む 山と そこに 生活の 場 を 見出して きた 人間た ち はし だいに 追い つめられた。 山 は 切り開かれ、 林 は 倒され、 

谷 は 埋められ、 人間 は 山野に 住む 動物た ちとの 共存の 場 を 失った。 人間 はも はや 山 深い 人生に ついて 知る 手が か 

り を 失った。 また 闇の くりひろげる 動物た ちの 多彩な 世界に ついての 経験 を 身に つける 術 を もた なくなった。 そ 

れは 動物 特有の するどい 感覚、 直截で 巧妙な 所作、 すぐれた 叙智 にたいする 共感の 消滅 を 意味す る。 人間と 野生 

の 動物と の 交渉 史 は 人類 の 起源と ともに 古く ま でさかの ぼる ことができ るが、 それに も 終止符が 打 たれ ようとし 

ている。 そのこと によって は 人 は 何 を 得、 何 を 失わねば ならなかった か。 その ささやかな 反省の 材料 はい ま 私た 

ちの 目の前に ある。 

ヴ ァレ リイ はもし 紙 をく いっくす 虫が 出現したら、 契約書の 上に 成立して いる 現代人の 社会 は 崩壊す るだろう 

という 趣旨の 警句 を 吐いて いる。 いわば 紙の ように もろい 人間社会の 信頼関係に くらべる と、 人間と 動物との 関 

係 は、 はるかに 直接的で ある。 両者 はの つび きなら ぬ 生活の 場 を 共有した。 そこから 緊張と 信頼に みちた 関係が 

成立した。 そこから 人が どのような 無言の 教訓 を 汲みと るか は 自由で あるが、 すくなくとも 過去の 人間と 動物の 

交渉が その 教訓に たえる もので あり 得た こと はたし かで ある。 

一九 七 五 年 秋 

著者 
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〈注〉 


霊界 を はばたく 使者 〈白鳥〉 

(1) すじは沖繩では^^ぃともぃぃ、 霊 威と いう 字 を あてる。 「女 はせ じが 高い」 という 言い方 を 沖 縛で はする。 女 は 男よ 

り 神に 近い 存在で あると いう 意味で ある。 

(2) 喜 舎 場 永询著 『八重 山 民謡 誌』 に 語られて いる ェ ピソ ー ド。 

(3) 古事記に よると 河内の 国の 志 幾から 更に 天が けって 飛んで いった、 と ある。 讃岐の 白鳥 郷に 白鳥 神社が ある。 『源平 

盛衰 記』 に、 ャ マト タケル は 白 鶴に なって 西方に 飛び、 讃岐 国に いたって 白鳥 明 神と なった と ある。 それ は 日本 書記に 

ャ マト タケルの 子どもの 武卵 王が 讃岐綾 君の 祖 となった と あるの を むすびつけた ものであろう か。 白鳥 神社の 中で 最も 

西に あるの は 五島の 玉の 浦の 白鳥 宮で、 その 由緒に よると、 文武 二 年に 創建され たものと なって いる。 もちろん それが 

史実で あるかうた がわし いが、 白鳥が 冥府の 使者で あり、 しかも 航海の 守護神で あると いう ことから すれば、 日本の 最 

西 端で 現世と 常世の 境目と みなされる 一方、 遣唐使 船が 出発 するとき の 最後の 港で あり、 また 帰国 するとき の 最初の 島 

でもあった 五島の 西の 果の 玉の 浦に 白鳥 を まつる 神社が もうけられ たのに は 深い 理由が あると 思われる。 

(4) 湯 河 板 挙の湯 は 「畜」 の 意で、 折 口 信 夫に よれば、 みそぎ をす る 水の ほとりに 棚 を 設け、 そこで 神事 をす る ノを湯 河 

板 挙と言 つたと いう。 

(5) ャ マト タケル や ホムッ ヮケと 白鳥との 関係に ついては 拙著 『古代史 ノオト』 (大和 書房) でも 触れて いる 

(6) 『東北の 土俗』 所収 

(7) 産 土 は 産 小屋の 床に しく 砂で、 のちに は それに 土が 代用され た。 敦賀 市の 常宮 では まえに は 産 小屋に 砂 をし- - たと. - 

い、 京都府 天 田 郡 三 和 町の 産屋で も、 産屋の 内部の 砂 を 安産のお 守りと している。 

(8) 平 内 町での 聞き 書。 
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(9) 大 高山 神社 は 宮城県 柴田郡 大河 原 町金ノ 瀬に あり、 白鳥 大明祌 ともいう。 古事記に よる ホム ッヮケ のために 白鳥 をと 

りに いったの は大髓 (おおた か) という 人物で あり、 鷹 を 使って 白鳥 を とらえた 古代の 狩. 錄の 方法が 暗示され ている。 

(川) 一 八 六 八 年、 旧 幕府 佐幕派 諸 藩 軍と 朝廷 側の 討幕 軍との 内戦。 鳥 羽 伏 見の 戦で 敗れた 佐幕派 は、 徳川慶 喜 恭順、 江戸 

開城 後 も 討幕 軍に 抗戦し、 会津を 中心に 奥 羽 越 列藩 同盟 を 結成した が、 長 岡 落城で 北 越 戦争に 敗れ、 会津 落城で よう や 

く 降伏した。 六 九 年、 五稜 廓の 戦で 復本 武揚 軍が 降伏し、 内戦 は 終った。 白 石 は 奥 羽 越 列藩 同盟の 結成され たと ころ。 

(U) この 話 は 『仙 台 戊辰 史』 にも 概要が 述べられ ている。 

(^) この 出陣の 古 絵図 は 現在 も片倉 家に 保存され ている。 

海 を 照らす 神し き 光 〈海蛇〉 

(1) 出 雲に は 中の 海 ゃ宍道 湖の ソ リコ、 隠岐の ト モドな ど、 古代の 丸木舟 をし のばせる 漁業 用の 舟が ある。 ソ リコ は 舟の 

両端が そり 上 つていて、 美 保 神社の 神事に 使用され るモ 口 タ ブネと おなじ 型の ものである。 モ 口 タ ブネの 神事 は 美 保 神 

社で 十一 一月 三日に おこなわれる。 二そう の モロ タブ ネは 客人 社のと ころから 美 保 神社の 鳥居の 近くまで、 擢 による 競 舟 

をお こなう。 これ は 南 島に みられる サバ 二に よる ハ— リ— 船の 競技と そっくり である。 おそらく この 習俗 も 南方から 伝 

来した もので あろうと おもわれる。 

(2) アジ マサに ついては 柳 田 国 男の 『海 南 小 記』 にく わしい 論考が ある。 アジ マサ、 すなわち 沖繙 でい う クバの 木 は 本土 

でも 薩摩 半島な どに は 現在で も ざら に 見付かる 木で ある。 五島に もビ ロウ 島が あり、 クバの 木が 自生して いる。 『肥 後 

国 志』 による 八 代の 沖合に 檳榔 島が ある。 「この 島 檳榔樹 多し 神 ありて この 樹を惜 むと 云う」 と あるの は、 ピロウ、 

つまり クバの 木が 神の 依 代で ある こと を 明らかに している。 また 「宝 暦の ころより 薩 摩の 士人 来りて 盗む と 云えり」 と 

あるの は、 この クバの 葉 を 利用して 扇 や 笠 を 作った ためで ある。 ちなみに アジ マサの アジ はシ ヤコ 貝の 南 島 語で ある ァ 

ジクャ の アジと おなじ 意味 を もち、 魔除けになる X 印 または 十文字の ことと 思われる。 マサ は 尸 者 (モノ マサ) の マサ、 

すなわち マス (座) の 名詞 形で あり、 魔除けになる ものが いる 所と いう 意味な のであろう か。 

(3) 糸満 漁夫の 活躍 はめ ざまし い。 戦前に は奄美 諸島 はいう まで もな く、  土 佐から とおく 奥州の 金 華 山 沖までの びて いた。 

また、 九州の 西海岸 を 北上し、 五島で は 追 込 網のと きに 浜 木綿の 茎 を もって 魚 を 追った。 この 浜 木綿 は 海の 中で は 白く 
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光って、 魚 をお どかす 役割 をす る。 沖繙 では ァ ダンの 芯 を 綱に むすびつけた。 それ は 白く きらきら 光って いる。 対 馬で 

よ 南 am の 豆 酸で 追 込 網 を やって いた。 阿連で は 豆 酸の 糸満 から その 漁法 をなら つた。 糸 満は対 馬 北部の 佐 護の 井口 浜に 

も あらわれた。 さらに は 島根県の 隠岐 も 糸満の 漁場であった。 隠岐へ 出漁す るよう になった の は 大正 中期で あると いう。 

(4) 青 柴垣 神事 は 四月 七日に おこなわれる。 

(5) 古代に は 死者 はすぐ 埋葬せ ず、 棺を 仮の 小屋に 置いて とぶらった。 これ を喪屋 とも もがりと も 言った。 仮 喪の 意味で 

あろう。 『魏志 倭人 伝』 に は 「始め 死す る や 停 喪 十 余日、 時に 当りて 肉 を 食わず、 喪主 哭 泣し、 他人 就いて 歌舞 飲酒 

す。」 と ある。 天稚彦 (ァ メノ ワカ ヒコ) が 死んだ ときに、 「喪 屋を つくりて 殯 (もがり) す。」 と 日本書紀 にある。 つ 

づけて 「しかして 八日 八 夜、 おらび 泣き、 かなしび しのぶ」 と あるの は、 倭人 伝の 記事 を 思わせる。 伊波 普猷の 『南 島 

古代の 葬 制』 によると、 沖繙 本島の 東海岸に ある 津堅 島で は、 人が 死ぬ と、 席で 包んで、 後生 山と 呼ばれる 藪の 中に 放 

つたが、 その 家族 や 親戚 朋友た ちが、 屍が 腐爛して 臭気が 出る まで は、 毎日の ように 後生 山 を 訪れて 死人の 顔 をの ぞい 

て 帰った と 報告して いる。 死人が もし 若い者で ある 場合に は、 生前の 遊び仲間の 青年 男女が、 毎晩の ように 酒肴 や 楽器 

をたず さえて、 そこ を 訪れ、 一人び とり 死人の 顔 をの ぞいた あとで、 思う存分に 踊り狂って その 霊 を なぐさめ たという 

から、 この 習俗 は 南 島で はなが く 引きつ がれて きた ことが 分かる。 

(6) これ は 稲村 賢 敷 氏の 『宮 古島 旧記 並史 歌集 解』 の 解釈に 拠った ものである。 狩 俣の 伝説で は、 部落の 始祖 は 父の ない 

子供 を 生んだ ので、 赤ん ぼ を 抱いて はじめて 外出した ときに、 道に ゆきあたつ たもの を 赤ん ぼの 父親に しょうと 祈願し 

て 家から 出る と、 門前で 大蛇に 出会った ので、 この 赤ん ぼの 父親 は 大蛇で あると 伝えて いる。 この 一節 は その 伝説 をう 

たった ものと されて いる。 大蛇と 娘の 結婚に よって 生まれた 女の子が 祖 神の 祭 をした という。 な お宮 古島に は 平 良 市の 

漲 水 御嶽に も 大和の 三輪 山 説話と そっくりの 伝承が ある (〈蛇〉 の 項 を 参照の こと)。 

(7) 陰暦 十月 を 神無月 (かんなづき) というが、 これ は 八百万の 神が 出 雲に 集まる ために、 他所で は 神々 が 留守になる か 

ら である。 出 雲で は 神 在 月 (かみあり つき) となり、 神々 が あつまって 神議 (はか) り をす る。 この 神 在 月に あたる 陰 

曆 十月 十一 日から 十七 日までの 七日 間、 出雲大社で おこなわれる 祭 を 神 在 祭と いう。 佐 太 神社で ももと は 神 在 祭 を 陰 磨 

十月に おこなった。 現在、 祭日 は 十一月 二十日から 二十 五日まで である。 二十 五日の 夜の 神 送り を 「からさで 神事」 と 

呼んで いる。 
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(8J> 陰暦の 十月 晦日 は 風が つよく 海が あれる。 それ を 神 荒れ (かみあれ) と 呼ぶ の は、 神 在 祭に あつまった 神々 が 出 雲 国 

から 帰る からで あると 考えられ ている。 神々 の 到来に あたって、 または 退場のと きに、 自然 もまた ふだんと ちがった 神 

聖な 雰囲気 を かもし 出す という 考え方が こ こに あらわれ ている。 

(9) 上田 常 一 『出 雲の 竜 蛇』 

(^) 沖繙の 動物学者 である 高 良 鉄 夫 氏の 『ハプ = 反 鼻 蛇』 によると r セグ ロウ ミへビ は、 体長お よそ 八十 センチ メ  — トル、 

頭部 は 細長く、 全体が 著しく ひらたく なって いる。 また、 背面 は 黒色 をお びて いるので、 他の ゥミ へビ 類と は 容易に 区 

別す る ことができる。 本 種 は 強い 毒 を もっている という ことで、 沖繙 における エラ プゥ ミへビ (エラ ブゥ ナギ) の 捕獲 

業者 は、 一般に この種 セグ ロウ ミへビ を 恐れて おり、 外国で も 本 種に よる 被害が 多い ようで ある。 本 種 は 南太平洋、 南 

シナ 海、 台湾、 琉球 列島お よび 日本 近海な ど、 分布 区域の もっとも 広い ものである。」 となって いる。 

(n) 上田 常 一氏の 『出 雲の 竜 蛇』 によると、 佐 太 神社の 古い 木版の 御札に 印され た 竜 蛇 神の 姿 はセグ ロウ ミへビ ではなく、 

ェ ラブ ゥミ へ ビ に 酷似して いると いう。 これ は ェ ラブ ゥミ へ ビをセ グロ ゥミ へ ビ のか わりに 三方に のせて 神と して まつ 

つた 例が ある こと を 意味す る。 両者 は まぎらわしい 形態 を もってい るの だ。 ただ 腹部の 黄色 はセ グロ ゥミ へビに 特有の 

ものである。 エラ ブゥミ へ ビはェ ラブ ゥナギ とも 呼ばれて、 獲ったら 燻製に してお き、 琉球 料理に 使う ときには、 水に 

もどし コンプ など を まきつけて 味 をつ け、 吸い物の 種に する。 久高 島の 洞穴に は エラ ブゥ ナギが 寄って くるので、 島の 

祝 女 (のろ) は それ を 捕獲す る 特権 を 与えられ ている。 

エラ ブゥ ナギは 隠岐 島で もとれた。 それ は 産卵の ためとい うより はお そらく 海流に 乗って きた ものであろう。 このよ 

うな 南 島人の ェ ラブ ゥナギ にたいする 執心 は、 いつの 間に かセグ ロウ ミ へビ にたいする 信仰と まじりあ つてい つた かも 

分らない。 ただし、 そうした 推測に 確証が ある わけで はない。 

(じ) 千家 尊統 『出雲大社』 

(^3) かんなび のな びに ついては 諸説が ある。 A 、辺 • 神の いる ところ B 、森 • 神の 森 C 、蛇 • 神の 蛇 D 、鍋. 鍋の 

形 E、 霊 石. なば いしな ど F、 隠れる の 意 • 神 なば りな どの 諸説が ある。 池 田 弥三郎 氏の 『かむな び 私考』 を 参照 

のこと。 

(；^) 宮 古島で は 虹の こと を 「天の 蛇 (パゥ )」 と 呼んで いる。 
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9 日本書紀の 斉明 天皇 四 年の 条には 次の 記事が 載って いる。 出 雲 国 言 さく 「北海の 浜に、 魚 死にて 積めり。 厚さ 三尺ば 

かり。 その 大きさ 鲐の ごとくに して、 雀の 啄、 針の 鱗 あり。 鱗の 長さ 数寸。 俗の 云えら く 『雀 海に 入りて、 魚に 化れ り。 

名 づけて 雀 魚と 云う』 といえ り」 ともう す。 11 要するに この 記事 は 出 雲の 北の 海岸に 雀の ような 口 をし、 針の うろこ 

を もつ 魚が、 三尺ば かりの 厚さに 積み かさなって、 たくさん 死んで いたと いう もので、 かっこう はフグ に似てい る 力 

土地の、 よ 雀が 海に 入って 魚に なった ので、 雀 魚 (すずみお) と 呼んで いた、 という ものである。 この スズ ミオと いう 

a  、：は 通常 ハ リ セン ボンと 呼ばれる 熱帯魚で ある。 それ を 福井県の 高 浜で はスズ メ フグ、 また セグ ロウ ミへ ビ のとれ る 島 

根 県の 笠 浦で はスズ フグと 呼んで いて、 日本書紀の 呼称と 共通して いる。 

S タマ カゼの タマ は 霊魂の ことで、 タマ カゼ は 悪霊の 吹かせる 風と いう 意味ら しい、 と 柳 田 国 男 は 『風位 考』 の 中で 言 

つてい る。 タマ カゼ は 日本海で は 西北から 吹く 風の 呼称で ある。 つまり 西北の 悪風が タマ カゼで ある。 ァ ナジ もまた 西 

北風と 考えて いると ころが 多い。 ところで ァ ナジの 呼称 を もちいる 地方と、 タマ カゼと いう 風 名 を 使用す る 地方の 分布 

は 重複して いない。 いずれにしても 西北から 吹きつける 季節風 は 古代人に は 悪霊の 吹かせる 風と いう 意味 を もっていた。 

つまり 西北の 方角に 祖 霊の あつまる ところ を 信じて いた。 この 祖霊は 悪い 風 もよ い 風 も 吹きお くって よこす というと こ 

ろから 西北に たいする 畏敬の 念が 生じた。 セグ ロウ ミへビ が 流れつ くの を 神聖 視す るの も その 一つで ある。 それ は 常世 

がよ きもの、 あしき もの、 双方の 原郷 であると いう 意味と おなじで ある。 なお 「戌 亥 思想」 について は 三谷栄 一氏の 

『日本文学の 民俗学 的 研究』 にく わしい。 祖 霊が 屋敷 神と して 戌 亥 (西北) の 隅に まつられ、 土地 神 もお なじく 西北の 

方角に まつる。 という ことから、 大和から みて 西北の 方向の 出 雲は祖 霊の やってくる ところで あり、 また 幸福と 富 を も 

たらす 場所で あると、 古代人に は 考えられ ていた。 

わたつみ 

海神の 娘 〈鮫〉 

(1) 伊 雑宮は 滝原宮 などと ともに 伊勢神宮の 別宮 として 格式が たかい 神社で ある。 祭神 は アマ テラスと 玉 柱 屋姫を まつる- 

御祭 (ごさい) と 呼ぶ 伊 雑宮の 御田 植 祭に は、 田んぼの 畦に 青竹の 上に 宝 舟の 絵 を 描いた 唐 団扇が かかげられる それ 

は 海人 族との つながりが みられる と 説く 筑紫申 真のよう な 神話学 者 もい る。 団扇に 書かれた 「太 一」 は アマ テラス を 表 

象し、 伊勢神宮の 神 号と なって いるが、 北極星 は 「太 一」 という 天帝の 居所と いうの が 元の 意味で ある。 
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(2) 南方 熊 楠 は 昭和 十 年 十二月 四日 付の 岩 田 準 一 宛の 手紙の 中で (全集 九 巻 二 五三 頁 平凡 社 刊)、 鮫が 遊泳 するとき に 

無数の カツ ォが 随行 するとい うので、 漁師た ち は それ を 捕えて 莫大な 利益 を 得る という 事実 を 報告して いる。 鮫 を 海神 

の 使者と あがめ、 ェ ビス 神と して まつる ことの 理由の ひとつ は、 この あたりに あるの かも 知れない。 もちろん、 それ は 

理由の すべてで はない。 ヮニ  (鮫) に 小魚が ついて くるの は あとで 述べる 『肥 前 国 風土記』 の 文章に もうかが うこと が 

できる。 ところで、 ジンべ ィザメ と 呼ばれて いる 鮫 は 体長 十八 メ ー トルに も 及ぶ が、 肉食で なく 小魚 や プランクトン を 

たべる。 そのせ いで ジンべ ィザメ に は カツ ォの 群が かならずく つついて くる。 漁師 は その カツ ォを とる。 ふつうの 鮫に 

は カツ ォは つかない そうで ある。 これ は 南方の 言う ェ ビス ザメと おなじ 鮫で、 千 葉で は ジンべ ィ ザメ、 三 崎で はェ ビス 

ザメと 所に よ つ て 呼称が 異なる。 

(3)  二 ライカ ナイ は奄 美、 沖 織に おいて 海の 彼方、 海の 底、 または 地の 底に あると 信じられる 他界で あり、 楽土で ある。 

二 ライ を 二 ルャ、 ネリ ャ、 二  口—、 ユレ— ともいう。 宮 古島で は 二 ライカ ナイの 言葉 を 使わず、 リュウ ダウと 呼んで い 

る。 二 ライの 「二」 は 根の 国の 根に 相応 するとされ ている 。「ライ」 は 二— ラ からき た 語 かも 知れない。 対 馬に は 根 緒 

というと ころに ナ イラの 浜と 呼ぶ ところが ある。 つまり 根 浦の 義 かも 分らない。 ラは あるいは 加 唐 島、 馬 渡 島の ラ のよ 

うに 島 を あらわす 接尾語 かも 知れない。 とすれば 根の 島の 意味になる。 力 ナイ は 対語で あるが 意味 は 不分明で ある。 二 

ライカ ナイ は 日本 本土で いう 常世と 思えば よい。 根の 国、 妣の 国、 黄泉、 竜宮な どの 意味の 複合した 観念で ある。 

(4) 十八 世紀 半ばに 編纂され た琉 球の 史書 『球 陽』 によると、 尚 巴 志 王の 時代に 通 事と なって 中国に おもむいた 男が、 途 

中で 台風に あい、 漂流して いると ころに 大きな カメが でて きて、 彼 を 背中に 負った。 また 二 匹の 鮫が 左右から 助けた。 

そうして 二 昼夜 海上 を 走る と 中国の 南京に ついていた。 通 事 は カメと 鮫に 感謝して 御 恩 報じに 自分の 子孫 はこれ からけ 

つして カメと 絞の 肉 をた ベない ようにす る、 と 述べた。 カメと 鮫 は 尾 を ふって 去った。 通 事の 子孫 は 代々 この 誓い を 守 

つ ている という。 

(5) 『球 陽』 には宮 古の 鯖 祖氏玄 雅が绞 に 助けられ たという 記事が ある。 琉球 では 今日で も 狡 を 鯖と 呼んで いる。 鯖祖氏 

というの は、 鯖 を 先祖と する 氏族と いう 意味であろう。 仲 宗根豊 見 親 玄雅の 子孫が 鯖 (鮫) をく わない という こと は、 

この 魚が 彼ら 一族の 先祖と みなされ たこと を 暗示す る ものと して、 『球 陽』 の 記事 は 大変 興味が ある。 なお 同書に は、 

祖氏 玄雅と 称せられた 仲 宗根豊 見 親の 七 代 まえの 先祖が 鯖 (鮫) に 助けられた 記事 も 報じて いる。 


し) 太平洋 諸島で は カメ ゃ鲛を 神聖 視 している 島が 多い。 松岡静 雄の 『太平洋 民族 誌』 によると、 トン ガ 島で タブ— を 

波つ，. こ』 のよ K こく われて 死ぬ といい、 その 疑いの ある もの はこの 悪 魚の すむ 海に 入れられ、 もし これにく われたら 有 

罪人で あると された。 サ モア島に 伝わる 鮫の 神の 伝説で は、 半 人 半 魚の 神が 海 を 渡って きて、 ある 種族の 女 酋長と 結婚 

したが、 女に 不都合な ことがあ るの を 発見して、 魚の 姿 を 現わして 泳ぎ 去った。 これが 鮫だった という。 また マラ イタ 

島で は 島民の 先祖 は 鮫で あると 信じて いる。 

棚 瀬 襄爾の 『他界 観念の 原始 形態』 によると、 ソロモン 群島で は、 鮫 も 死霊の 住む 動物と して 神聖 視 される たとえ 

, よ、 土人が その 死の 前に 自分 は 鮫に なって 現われる と 宣言す る。 すると 死後、 大きさ や 色に 特色 ある 鮫が 一定の 海岸 や 

岩礁に 出現した 場合、 これ は 何某の 死霊で あると 考えられ、 これに 何某の 名が 付され る。 サン クリスト ヴァルで.^ 畏 

敬の あまり、 貴重な 豚肉 を もって やしなわれた 鮫 もあった。 サァゃ ゥラヮ では、 鮫に 食われそう になって 土人 力.^ げカ 

える と、 人び と は 鮫の 怒り をお それ、 その 土人 を 捕えて 海に 投じた と 報ぜられ ている。 

(7) トヨタ マ ヒメ や タマ ヨリ ヒメの タマ は 霊魂の 意で ある。 玉 依 は 霊 憑り で、 たましい を 付着させる 巫女の 意と されて、 

る。 なお 記お こよ、 古代の 結婚 は、 まず 母の 妹に あたる ォパ とその オイとの 間にな された こと 力 述べられて レる 

(00) サヒ モチの 神と サヒと は 古代 朝鮮語 できこと。 シュ モク ザメ は、 ィ 1 へ 1 サバと 沖 織 で 呼ばれて いるよう に 頭に 位 

^とも 撞木と もっかぬ 平たい 突出 部分 を もっている。 それが 犁 のかつ こうに 見えた の 力 も 矢れ なレ  ， 

(O0  二 木 島の 置 祭 は 出 雲の I 神社 e 裏 垣の 神事お よび モ P タブ、 不の SE 共通す る ものが ある。 もとは 旧の 五月 五 

日と 旧の 十 一 月 二日に おこなわれた。 現在 は 新暦で おこなわれる。 

もの 言う 南 毎の 人魚 <|f 艮〉 

海神 祭よ ゥン ジャミ または ゥ ンガミ ともよ ばれる 祭で、 沖 織 本島と その 離島で、 旧盆す ぎの 七月 二十日 以後の 亥の 日 

こ、 二 ライカ ナイから 海神 を 迎えて、 海の幸 を 祈る 行事。 神 女た ち は 円陣 を 作って 踊り、 輪の 真中に おかれた イノ シシ 

(じつは ネ ズミ) を 槍で つく 仕草 をす る。 これ は 山の 神から 海の 神への 土産で ある。 この 日、 ハ ー リ— 船に よる 船 こぎ 

7  競争 をす ると ころも ある。 

M  (2) 儒艮 (ジュゴン) について は、 平凡 社の 『国民 百科事典』 に 次の 記載が ある。 「海牛 目 ジュゴン 科の 海獣で ^に 
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額 を だした とき 人間の ように 見える というので ニン ギ m  (人魚) とも 俗にい われる。 また ザン ノィォ ともいう。 インド 

洋 沿岸、 東アフリカ、 マラッカ海峡、 フィリピン、 台湾、 琉球、 奄 美大 島な どに 分布し、 九州 や 愛知県に 漂着した 記録 

も ある。 体 は 魚 形に 近く、 鼻孔 は吻の 上部に 開く。 前肢 は ひれと なり、 尾 びれ は 半月形。 歯が 上下 両 あごに 五、 六 対 あ 

り、 雄で は 門歯が きばと なって 二 本 突出す る。 体 は 青 灰色で 腹 面 は 白みが ち。 主食と する 海草の 茂った 沿岸に 住み、 川 

を さかのぼらない。 一産 一子 を 産み、 妊娠 期間 は 十二 力 月で、 雌 は 胸に 子 を だき、 水上に 頭 を 出して 哺乳す る。 (後略)」 

(3) 『宮 古島 旧記』 は宮 古島の 統一 にいた るまでの 土 豪た ちの 動き や 民間 説話 を 知る 上に 不可欠な 文献で ある。 宮古 出身 

の 歴史学 者で ある 稲村 賢 敷 氏 は、 この 本の 成立 を享 保の 末 ごろと 考えて いる。 柳 田 国 男 は、 宮 古島の 語部た ちが、 口で 

語り伝え ていた 綾 語 (あや ご) を 文章 化した ものら しいと 述べて いる。 

(40 このように ザンは 津波 を 起す ことので きる 海 霊で あるが、 渡 名 喜 明 氏に よると 「ザン が 寄る と 時化が くると もい われ、 

漁師た ち はこれ を 捕える と 浜で 料理して 食べ、 家に もちかえらなかった。 もちかえったら その 家の 主婦が 死ぬ か、 家族 

の 者が 海で 不慮の 災難に 逢う と 見なされた」 という。 人魚 を 不吉と した 例 は 『碧山 目録』 に 「長 禄四年 六月 二十 八日 あ 

る 人い わく、 このごろ 東海の 某 地に 異獣を だす。 人面 魚 身に して 鳥 跡な り。 京に 入りて 妖を 作さん とす。 人み な あら か 

じめ 祓事を 修め、 狭 を はらう という」 という 記事の ある こと を 南方 熊 楠 は 報告して いる。 『諸国 里人 談』 に は、 若 狭の 

乙 見 (音 海) 村の 漁夫が、 岩の 上に 伏してい る 人魚 を 打ち殺して 海に 投げ こむ と、 大風が おこって 海鳴りす る こと 十七 

日ば かり、 さらに 三十日ば かりす ぎて 大地震が おこり、 その 漁夫の 村 は 陥没して しまった、 という 記事が のって いる。 

(5) 牧野 清 『八重 山の 明和大 津波』 

(6) ザンは 亀な どと おなじように 涙 を 流す ので、 シン ガボ ー ル 付近で は 真珠 は 人魚の 流す 涙から 生まれた という 伝承が あ 

る 小 泉 八 雲に は 『鮫 人の なみだ』 という 短篇が ある。 人と は 海底に ある 竜宮の 家来で、 緑色の 眼 をし、 鬼の ような 

顔付き をした 男で ある。 鮫 人の 涙が ことごとく 珠 になる という 伝承が その 作品の 主題で ある。 藪田嘉 一 郎氏 によると 鮫 

人は蛟 人と も 書かれて 海蛇 を 意味す る。 海蛇すな わち 竜の 文身 をして いた 海士  (もぐりの 漁民) を 鮫 人と 呼んだ という。 

鮫 人が 泣く とその 涙が 真珠に なると は、 古代 中国で 流布され ていた 説話で ある。 

(7) これと同じ 種類の 説話が 奄 美大 島まで ひろがつ ている。 

(00) 松原 新 之 助 『日本- 1 於テノ 儒艮』 (「動物学 雑誌 第五 号」 明治 二十 二 年 三月 十五 日) 
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(9) ザンの 御嶽 は 新 城 島の 上 地 島に あるが、 もとは 下地 島の ほうに もあった。 この 御嶽に は ザンの 頭骨が 堆 高く 置 力れ て 

いたが、 戦後に なって 外部の 人間が ザ ンの骨 を 義歯に 使うた めに 取りに きたので、 それから は 石 を 積んで ザ ンの骨 を 力 

くして いる。 豊漁 を 祈る 御嶽な ので 「漁猶 の 御嶽」 (イシ ヨウ. ヌ • オン) とも 呼んで いる。 

(0  ノ 南 島で は 旧の 一月と 七月と は それぞれ 新しい 年の 折目であって これ を 「節 (しつ)」 と 呼んで いる 新 城 島で W 旧 

七月から、 稲の 種 まきが 始まる 十月 末までの 間の 戊戌の 日に、 農作への 予 祝祭 をお こなう。 花 米 や 神酒 を 神前に そなえ 

て 祈り、 島民 は こぞって 巻 踊り を 夜更けまで たのしむ。 

(1 ノ 巻 踊り は 同心円 を 描いて 踊る 南 島の 典型的な ダンス。 人数の 多少に よって、 幾重に もなる。 真中に 旗 持ち 太鼓 打ち、 

音頭 取りが いる。 音頭に つれて、 輪の 中の 男女が うたいながら おどる。 

(は) 一 木 書記官 取調 書。 

(U) 山里 永吉 氏の 教示に よる。 

(4) 津 の 夏 泊 半島に のこる 『平 内 志』 に は 次の 記事が ある。 「文政の ころに 田 沢 村の 一 婦人が たまたま 海岸 をと おって 

いると き、 人面 魚 体の 怪物 を 見付けた。 凝視したら 海中に 入って 逃げ去った という。 その まえ 野 田 沖で も、 この 魚 を^ 

え. こものが あるの を 見れば、 しばしば いるよう である。 思う に 海豹の 属 であろう か 」 

9^ これと 同工異曲の 話が 『拾椎 雑話 第二 十』 に 載って いる。 

(； S) これ も 『拾椎 雑話』 にの つてい る 話。 

(7) 八 百 比丘尼と 椿 は 深い関係が ある。 若 狭の 八 百 比丘尼 は 白玉 椿の 杖 を 手に もって 諸国 を 漂泊した 力 東北の ように 雪 

深いと ころに も 椿が あるの は なぜかと 柳 田 国 男 は 考えた。 そこ は大 てい 海岸に ある 神社の 森で ある。 その 間隔 は 鳥が 捲 

の 実 をつ いばんで 一息に とぶ 距離の 五倍から 七 倍で、 この 分布から 推して 鳥に よって はこばれ たもので なく 人間 力 も 

ちま こんだ のでなければ、 椿 はとうて い 雪国に は 入り こめなかった ろうと 推定して いる。 そこで それの 伝播 者と して 漂 

白の 八 百 比丘尼 を 柳 田 は 推定して いる。 八 百 比丘尼と 椿との 関係 は 越 中で は 新 川 郡 黒 部 庄玉椿 村に 生まれた という 伝承 

が あるので も 分かる。  、 

、8) 八 百 比丘尼の 伝説の 中には、 人魚で はなく 貝 を 食って 長寿 を 保った 話が ある。 天明 二 年に 筑 前の 芦屋 あたりの もの、 力 

伊万里 焼の 陶器 を 船に 積んで 津 軽に 上陸し、 その 町 や 在 を 売り あるいて きたと き、 ふと 一人の 女に あって 身上 話 を簡リ 
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た。 その 女 は遠賀 郡の 島 郷村に 生まれた。 六 百 三、 四十 年 まえの ことと いう 途方もない 昔の 話 だが、 あるとき 浜に ある 

大きな 貝 を 拾って たべた ばかりに、 老い も 死 も なくなつ たという 話で ある。 この 話 は 柳 田 国 男の 『山 島 民譚集』 に 載つ 

ている ものである。 この 貝と いうの は 今 も 残って いて、 石井忠 氏の 調査に よると 大きな ホラ ガイであって、 現地で は そ 

れを 寿命 貝と 呼んで いる。 その ある 場所 は 北 九州 市 若松 区 正の 浦 乙 丸で あり、 そこに は 貴 船 神社が ある。 今でも 四月 十 

五日に は、 その 貝に 酒 を 入れ 参会者に ふるまい、 お祭り をす るそう である。 

狩に 騒ぐ 太古の 血 〈鹿〉 

(1) 『狩 言葉』 は 『狩詞 記』 と 同 系統で あるが、 異本で ある。 成立 は 室町 時代に 属する。 狩撖の 時に 使用す る 狩人の 言葉 

を 記した もの。 鹿 笛 は 遊女の 足駄で 作る と 鹿が よく 寄るな どと いう 記事 も ある。 

(2) 柳 田 国 男の 『後 狩詞 記』 の 序に ある 語で ある。 柳 田 は その 中で 弓矢 を もって 鹿 を 追う 時代 を 狩の 黄金時代で あつたと 

し、 鉄砲で 猪 を 追う の を もって、 狩の 白銀 時代と 呼んで いる。 

(3) 千 葉徳爾 『狩撖 伝承 研究』 

(4) 松 山義雄 『山国の 神と 人』 

(5) 柳 田 国 男 『 一 目 小僧 その他』 

(6) 今 井野 菊 氏 は 次のように 語って いる。 御 頭 祭のと きに 神 使 は 識訪上 社の 前宮 にあら われる。 神 使と いうの は 七、 八 歳 

から 十 歳 前後の 童 児 だが、 この 神 使に むかって 神 長官の 守 矢 氏が 御杖 を ささげて 背中に 背負わせる。 また 鉄鐸を 自分の 

首から はずして 御杖に かける まね をす る。 神 使 は 白衣 を 着せられて 馬に のせられる。 これから 神 使 を 先頭に した 三そう 

めぐりが はじまる。 この頃に は、 あたり は 暗くな り、 七十 五頭の 鹿の 頭が そなえられた 十間廊 や、 人び とが 集まり 食事 

や 酒盛り をして いる 内 御 魂 殿、 中 部屋 御殿な どの 軒に は、 いっせいに 吊り 燈 籠が ともされ、 かがり 火が たかれ、 松明の 

あかりが 風に ゆれ、 雰囲気 はい やが 上に も 盛り あがって ゆく。 この 中 を 乗馬の 童 男の 神 使 を 先頭に した 一隊が、 御 帝 戸 

屋 前に 集合し、 雅楽が はげしく 鳴り はじめる 頃に いっせいに ときの 声 を あげて、 三そう の 道 を 左 まわりに 走り はじめる。 

神 使 を 拝む 氏子た ちの 間 を、 馬上の 「おこう さま」 (神 使) は佐奈 伎の 鈴 を 背で 鳴らし、 ときの 声 を あげて 走る 人び と 

と共に 三 周し、 夜祭り は 最高潮に 達する。 この 祭典の まった だ 中で、 神 使 は 神に 召されて いくとい う。 つまり その 間に 


密殺され たと 言い伝えられ ている。 諷訪大 神の 古い 信仰に は、 神殿の 中で 殺された 者 はかならず 神裔の 一員と して 生ま 

れ 変つつ てく ると され、 その 一族 もつな がり を もつ ことができ ると 信じられ ていたと いわれる。 ここにお いて 神 を 殺す 

風習が 日本に あった こと を 確認す る ことができる。 

(7) 犬 飼哲夫 『わが 動物 記』 

(00) 『三 峰 神社 誌』 

(9) 田 淵 実 夫 『ちちし ろ 水』 

(^) 吉 田政吉 『新 遠 野 物語』  ， - 

(U) その もっとも 有名な 例が 万葉集 巻 十六に みられる 志賀の 白水 郎の 歌で、 そこに は 志 賀の荒 雄が 対 馬に 食糧 を 輸送す る 

途中 難 波して 死んだ こと を 悼んだ 山上 憶 良の 歌が 記載され ている。 安曇の 海人 は 瀬戸内海 を 東に 移動して 淡路島の 野 島 

(これ は 淡路島の 南の 沼 島と いう 説 も ある) を はじめと して、 兵庫県の 加 古川 や 姫路の 方に も 足溜り を もってお り、 明 

石 海峡： を扼 する かっこうで 倭の 五 王の 時代から 活躍した。 さらに 近 江の 安藝 川、 または 三 河の 渥美な どに その 名 をの こ 

し、 信 州の 南北 安曇 郡、 はて は 穂 高 神社にまで その 刻印 をの こして い る。 『新撰 姓氏 録』 に 「安曇の 宿禰は 海神 綿積豊 

玉彦 命の 子、 穂 高見 命の 後な り」 と ある。 

、2) 志賀 海神 社に は 底 津少童 命、 中 津少童 命、 表 津少童 命の わたつみ 三 神 を まつる。 かって 大内 義隆が 奉納した 同 神社の 

門 は 「竜 都 門」 とよ ばれて いた。 また 細 川 幽斎も 「名に しお ふ 竜の 都の 跡尋 めて 波 を 分け ゆく 海の 中道」 という 歌 をの こ 

し C  、る。 この 神社 を 竜宮と 見立てて いるので ある。 この こと は 志賀の 海人で ある 安曇が 潜水の 漁師であった こと、 つ 

まり 『魏志 倭人 伝』 にいう ところの 「倭の 水 人」 であった こと を 暗示して いる。 

(3) 伴 信 友 『正 卜考』 にもつと もく わしい 論述 力 ある 

(U) 西 村 真 次 『万葉集の 文化史 的 研究』 

、5) 鹿 卜 は 中国で は 紀元前 五 千年 頃から 現われる。 日本で は 紀元前 三 世紀 頃から 弥生時代 古墳時代に またがって 現われる „ 

現在で も 群 馬の 貫 前 神社 や 東京都の 御嶽 神社な どで 火災の 占い、 農作物の 占いな どが されて いる。 

I  (6 ノ 『播磨 風土記』 に 鹿 を 生け 1^- りに して その 腹 を 剖き、 その 血に 浸して 稲 種 をまい たと ころが、 一夜の ぁレ だに 苗が 生 

"  ぇヒと あり、 また 「シシ (鹿) の 血で 田 を 耕作して いるから 川の 水 は ほしくない」 と 言った 言葉が 『播磨 風土記』 にし 
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るされ ている。 この 風土記に 関連して 田 淵 実 夫 氏 は 『ちちし ろ 水』 の 中で 次の ような 興味の ある 撖師の 話 を 伝えて いる。 

ある 戮師が 山で 鹿の 腹 を さいたと きに、 腹中から こぼれ 出た 豆が、 幾日 目 かに そろって 芽 を 出した。 鹿 は 牛と おなじよ 

うに 反芻す る 動物で、 胃袋 は 三つ または 四つ あり、 丸呑みす る こと も あるら しく、 その 豆と いうの も 食った ばかりで、 

嚙み碎 かれて はいな か つたに ちがいない と言う ことで ある。 

(n) 中道 等 『東北の 土俗』 

黄泉への 誘い 鳥 〈鵜〉 

(1) 『能 登 志徴』 は 能 登 四 郡の 地誌の 集成。 森 田 平 次の 著で、 明治 末期に 刊行され たもの。 

(2) 万葉集 巻 十六に 「角 島の 迫 門の 稚 海藻 は 人の むた 荒 かりし かど わがむ たは 和 海藻」 という 歌が ある。 「角 島の 瀬戸の 

ワカメ は 他人に は 荒々 しくて 靡かな か つたが、 私に は柔 かくすな おな 海藻 だよ」 と い う 意味で ある (「日本 古典文学 大 

系」 の 註)。 これ は 山口県の 角 島と いう 説が 強いが、 また 能 登の 角 島と いう 説 も ある。 これ は 鹿 渡 島の ことで、 鹿 渡 島 

はもと 角 島と 呼んで いたので はない かと 『能 登 志徴』 はいう。 そういう ふうに 解 すれば この 鹿 渡 島の 鵜 取 崖の ワカメ は 

万 葉 時代から 有名であった ことになる。 その美 味の 原因 は 鵜の 糞が 肥料に なって いた ことに ある。 

(3) 「加 能 民俗」 第 十二、 十三 号に おける 小 倉 学 氏の 『鵜 祭考』 

(4) 阿 於 = 青と みれば、 この 青 は 南 島で は、 死者に 関係の ある 色で ある。 すなわち 沖 織 では 死者の 往く島 を 青の 島と 呼ん 

でい る。 日本 本土で も 海岸に 青と いう 地名の あると ころ は、 海人 族に 関係の あると ころで あり、 そして また 古墳の 集中 

している ところで も ある。 

(S)  土 井ケ浜 遺跡 は 山口県 豊浦郡 豊北町 神 田 上の 海岸 砂丘に ある 弥生時代 前期の 集団 墓地 遺跡。 一 九 五三 年から 五 七 年の 

五次に わたる 発掘 調査で 二百 七 体の 人骨 を堯 掘した。 埋葬 は 屈 葬で、 頭部に 枕屏風の ように 石 をた てた もの、 遺体の 四 

隅に 小石 をお いた ものの ほか、 箱 式に おさめた もの 四 例が ある。 弥生 前期の 骨格の 基本的 資料に なって いる。 

(6) 天智、 天武 とほ ぼ 在位 をお なじく する 新羅の 文武 王 は、 日本軍の 侵攻から 祖国 を まもるた めに 死して 護国の 大竜 とな 

ろうと 遺言した。 それによ つて 慶 州の 東 二十 三 キロ、 慶尚北 道の 月 城 郡 陽 北面 奉吉里 の 海上 百メ ー トルの 大王 岩の あ 

ると ころに、 文武 王の 遺骨 を しずめた。 石棺の ふた をして いる 大きな 岩が 見える だけで、 その 正体 は 分らない が、 こう 
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した 水葬の 形式 は その 背景に は 古代の 竜神 信仰が あると おもわれる。 すなわち、 竜宮 こそ は 死後の 魂の いくべき ところ 

という 信仰で ある。 

(7) 白木で は 前に は 二十四日 間 産屋に こもる 慣習が あった。 今 は 敦賀の 産院で 産む ことが ほとんど である。 そのば あい も 

産院に 入院して いる 期間が 十日 だとす ると、 のこりの 二週間 は 白木の 産 小屋です ごすなら いとなつ ている。 

(8) 白木で はこの 風習 は 後 を 絶って いるが、 白木のと なりの 丹 生と いう 部落で は、 明治の 末、 大正の 初め ごろまで 産屋と 

なった ワラ ブキ 小屋の ワラ は 一 回 ごとに 燃して いたと いう 話で ある。 

(9) 古事記に よると、 神武 帝が 熊 野から 大和に はいった とき、 吉野 川の 川下で、 筌 (うえ • 竹で 編んで 川に 漬けて 魚 をと 

る 漁法) をう つて、 魚 をと る 人が いた。 神武 帝が その 人の 名 を 聞く と、 自分 は 国つ 神で あると いった。 古事記 はこの 国 

つ 神 は 阿 陀の鵜 養で あると している。 この 阿陀 という 語 は、 沖 縛で 鵜 を アタックと 呼ぶ のと 関係が あると いう 説が ある „ 

(^) 鵜 川と は 鵜に 川 水 を くぐらせて 贴を とる 漁法。 鵜 飼の 別称。 

(U) 夜 川と は 夜の 鵜 漁の ことで ある。 旧の 七日から 十四日までの 間、 深夜から 少しずつ 時間 をお くらして おこない、 旧の 

十四日 は 夜明けに 月が 沈んだ とき、 一時間く らい 行う。 十五 日 は 満月な ので 休む。 夜明けの 鮎 はとく にうまい という。 

つまり 鮎が 餌 をた ベて 時間が たつので、 その 栄養が 貼のから だに 出る わけ だ。 

(は) ひこ まると は 海 鵜と 川 鵜と を 交配した もの。 鵜 飼に とって 最上の 鵜と されて いる。 「ひこ まる」 は ウダ イスの ような 

よい 声 を 出し、 羽 や 嘴の 模様 も 他の 鵜と ちがう。 この 交配で 海 鵜の 要素が 強く かかる と 大きくて まじめ、 川 鵜の 要素が 

強いと、 小さい がすば しこい 鵜が 生まれる。 

9 長 良 川の 鵜匠と して は、 現在 岐阜 市の 長 良 町に 六 名、 関 市の 小 瀬に 三 名、 つごう 九 名の 鵜匠が いる。 尾 張 徳川家の 庇 

護 を 受けて いたが、 明治 二十 三年に 皇室の 御頻 場と なり、 鮎 を 献上す るよう になった。 現在 は 宮内庁 式部 職の 肩書 を も 

つてい る。 

S 茨城県の 十 王 町で は、 現在 一年に 三十 羽 程度の 野生の 鵜 を 捕獲して、 岐阜、 広 島、 福 岡、 高 知な ど、 鵜 飼 をお こなつ 

ている ところに おくる。 十 王 町で は 海 鵜をゥ ガラスと いう。 

不死と 再生の 象徴 〈蛇〉 
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(1) 南風 野英三 氏の 直話。 

(2) 籠訪 神社に は 五つの 神職が あった〕 すなわち 沖 長官、 禰 ：1、 権 祝 (ごんの はふり)、 擬祝 (こりの はふり)、 副 祝 (そ 

えの はふり) がそれ で、 神 長官 は その 筆頭で ある。 これ は 代々 守 矢と いう 姓の 一家が うけついだ。 

(3) 藤 森栄ー の 『識訪 大社』 によると、 ミシャ グチ神 は 御社 宮司、 御 左 口 神な どの いろいろな 字が あてられる。 守 矢 氏の 

奉 斎して いた 洩矢 神が ミシャ グチと 呼ばれる 神々 を 総括して いたと する。 ミ シャグ チ神は 古く は 中部 日本 全体に 広く 分 

布して いた。 多く は 村々 の 台地の 上 や 谷 口 を 占める 神で、 はじめは 社殿 を もたず、 巨木、 巨岩、 尖った 石な どに 降りて 

くる 自然 神で あ つ たようで ある。 

(4) もとは 顯訪 大社の 御 柱の いただきに 藤の 環 を かけた というが、 甲 賀三郎 の 人 穴 めぐりの ばあいに も、 藤 かずら で 編ん 

だ 籠の 中に 入って 降りて いく。 また 甲 賀三郎 は 真 藤 山と いうと ころ を 越える。 

(5) ここ は 『常 陸 風土記』 の 中で 有名な 三輪 山 説話 をった える クレ フシ 山の ふもとで ある。 蛇 神と 藤との 関係 は ここにう 

かが われる。 

(6) 古代 中国の 『尚 書』 によると、 中国 最古の 聖 天子で ある 帝 堯の暦 官に羲 和と いう 者が おり、 天地 四時の 官、 あるいは 

授時官 と 称して、 日の 運行 を 司 どった。 羲和は 一方、 陽 神た る 伏 羲と陰 神た る 女 鍋 (女 和) と を 結合して 生じた 者と も 

いわれる。 

(7) 〈海蛇〉 の 項 を 参照。 

(8) 鳥居 竜 蔵 は、 朝鮮 咸鏡北 道の 広 積 寺 や 豆 満江畔 の 会 寧の 豪家の 説話 を あげて、 これが 三輪 山 説話と 共通して いる こと 

を 紹介して いる。 また ブ— タンの 説話に も 共通の ものが のこ つてい る。 

(9) 金久正 『奄 美に 生きる 古代 文化』 

(^) ネ フス キイ は 一八 九 二 年、 ロシアに 生まれる。 日本に 留学して 柳 田 国 男に 傾倒した。 宮 古島に 旅行し 、「不死」 の 生 

命 を もつ 蛇に 強い 関心 を 示した という。 蛇 皮の 靴 や ステッキ を 愛用した。 ロシア 帰国 後、 革命 政府の ために 逮捕され、 

投獄され た。 『月と 不死』 (平凡 社 • 東洋 文庫 所収) は宮古 調査の 成果 を 発表した ものである。 ネ フス キイの 主題 は 石 田 

英 1 郎 によって さらに 展開され た。 

(U) マ ジン は マジ ムン ともい い、 蠱物 あるいは 魔物の 語 を あてる。 ハブの 別称 ともなつ ている。 奄美 では 昔 はハブ という 
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，+^ めったに 口にしなかった。 ふつう、 ムシ または マジ ムン という 語 を 使用した。 

(^) 高 良 鉄 夫 『ハブ = 反 鼻 蛇』 

9 中 村喬次 『ハブ に関する 民俗学 的 考察』 (「奄 美 郷土 研究会 報」 第 十二 号) 

S スサノ オノ ミコト が 出 雲に 下って 簸の 川上で ヤマタ ノォ ロチを 退治した ときに、 まず 八つの 甕に 酒 をみ たし、 大蛇に 

向かって 「おまえ は 可 畏き神 だから、 饗応し ない わけに はいかない」 と 言って 酒 を 飲ませ、 大蛇が 酒に 酔って 眠った 隙 

こ 剣お ぬいて 斬り 捨てた と、 日本 書記 は 伝えて いる。 「かしこき 神」 という 語 は 蛇の みならず、 狼 や 虎に むかっても 発 

せられた。 

日本 書記の 「欽 明紀」 に 秦大津 父と いう 男が 山路 を 馬で 越えて いたと きに、 二 匹の 狼が 血 まみれに なって たたかって 

いたの をみ て、 「おまえ は 貴 (かしこ) き 神で、 荒つ ぼい 業 を 好む」 と 狼 を 評した ことばが 載って いる。 狼は大 神に 由 

来す る 語と され、 また 「大口の 真 神」 とも 呼ばれて いた こと は 万葉集に よって 知る ことができる。 おなじく 「欽 明紀」 

の 六 年 (五 四 五) に 次の 話が 載って いる。 ある 男が 百済の 国から 帰って いうに は、 自分の つれていった 子供が 行方不明 

になった。 家の まわり を： すと、 雪の 上に 点々 と 虎の 足跡が つづいて いる。 その 足跡 をた どって 虎の 居場所 を 突きと め 

た。 そこで 男 は 虎に 向って 「おまえ は 威 (かしこ) き 神で あるから、 とび 抜けて 自分の 子供 を 可愛い がるけ もの だ」 と 

呼びかけ たという。 このように 大蛇 は 「可畏 (かしこ) き 神」、 狼 は 「貴 (かしこ) き 神」、 虎 は 「威 (かしこ) き 神」 

と 呼ばれて いる。 こうした いくつかの 例 をみ ると 邪悪 さと 怜悧さ を 兼備した 動物に 「かしこき 神」 の 資格が 与えられた 

ことが わかる。 

狩 言葉に 満ちた 世界 〈猪〉 

(1) 椎葉村 は 東西 十 里、 南北 十三 里の 大 村で 海抜 三 八 〇 メ  — トル。 海 をへ だてる こと 二十 里。 宮崎県の 最西 北端に 位する _ 

もと 肥 後 国 阿蘇 大宮司の 領地で あつたが、 のち 天領と なり、 慶 長の 末 ごろから 人吉 藩に あずけられた。 明治 二十 二 年、 

下 福 良、 不土 野、 大河 内、 松 尾の 四 力 村 を 合併して 椎葉 村と なった。 

(2) 焼 畑に 秋 ャボ、 夏 ャボの 二種 類が ある。 秋 ャボは 九月に 木 をき つて、 四月に 焼き、 夏 ャボは 七月に きりこみ、 八月に 

焼く。 この 秋ャボ のとき、 木 をき るのに 大きくて そのまま 倒せない の を、 秋の 彼岸の ころまでに 木に のぼって 木お ろし 
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をす る。 これが 木お ろし 作業で ある。 木お ろしで もっとも 危険な の は、 木から 木へ 移る ことで ある。 一 つの 木の 枝 をお 

ろして つぎの 木へ うつる のに、 木から おりないで、 長さ、 三、 四 間の 木お ろし 棹の ック という 鈎 をう つろうと する 木に 

ひき かけ、 棹 をった わって まるで サル のように 身 を ひるがえして うつる (『風土記 日本』 第一 巻より)。 

(3) 沖 繃 では 豚 をヮ— と 呼んで いるが、 猪の ィ もこれ ともと は 同等と されて いる。 そこで ウジと いう 語 は 猪路の 意で あろ 

うと 推定す る 学者 もい る。 ^師が 猪 を 待ち受け るの はこの ウジで あり、 彼らが ツナ グの もこの ウジに 沿ってで ある。 ッ 

ナグ というの は 猪 や 鹿な どの 足跡 を つぎつぎに 迎 つてい く 狩 言葉で ある。 万葉集 巻 十六に 「い ゆ 鹿 をつな ぐ 川辺の 和 草 

の 身の 若 かへ にさ 寝し 児ら はも」 と ある。 「射られた 鹿の 血痕 ゃ足痕 をた どって いくとき の 川辺の やわらかい 草の よう 

に、 若い 頃に 寝た あの 子 は 今 はどうな つてい るだろう」 という 意で ある。 

(4) 田 淵 実 夫 『ちちし ろ 水』 

(5) 現在 対 馬に は 猪が いない。 しかし 対 馬で は マ ムシの 咬 害が ひどく、 毎年 数十 人が マ ムシに かまれる。 おそらく それ は 

猪の 絶滅と 関係が ある はずで ある。 というの も 猪 は 蛇が 大の 好物 だからで ある。 猪が 息 を 吐いたら マ ムシ は 動け ない。 

そこで 猪 は 七 カクラ をめ ぐって マ ムシ をた ベる といわれ ている。 カクラと は 猪の 住む 場所 を 指す。 沖繩 でも 猪の 糞 を 裸 

足で 踏みつけて はならぬ。 なぜなら それに は ハブの 牙が まじって いる ことがあり、 ハブの 毒に たちまち やられる からだ、 

と 信じられ ている。 しかし、 それ は あやまりで、 ハブの 牙が 皮膚に 刺さった とき、 他の 菌が 侵入す るば あいが あるから 

だと 高 良 鉄 夫 氏 はいう。 

(6) 柳 田の 『後 狩詞 記』 に は 「狩 ことば」 に ソシの 語が あげて あり、 「猪の 背に 沿いて 付 著す る 肉な り。 外部なる をソト 

ゾシと 言い、 内部なる をゥチ ゾシと 云う。 最 不味 也」 と ある。 だが、 この 記述 は あいまい である。 なぜなら ゥチ ソジシ 

(ソシ と ソジシ はおな じ 語) は最 不味で あるが、 ソ トソジ シは最 美味で あるから である。 

(7) 西 川 功 『高 千 穂 太平 記』 

(8) 「うたく」 と は 猪な どが 捻る こと を 言う。 椎 葉で は狱 犬が 怒つ て^るの を 「う ぜる」 というが、 いずれも 動物の 怒り 

声 を 模倣して 表現して いる。 

(9) 田 淵 実 夫 氏に よると、 手負い 猪 はまつ すぐに 向って くるそう である。 そのために 逃げ場 をう しない、 木の 枝 にぶらさ 

がった ところ を、 猪の するどい 牙で 突き あげられて、 一 生涯 ひどい チン パで 終った 獵師 がいる とのこと だ。 
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葛 葉の 神秘と 幻想 〈狐〉 

(1) 瓜 館よ 「狐の 森」 または 「狐の 御作 立 (さく だて)」 ともいう。 菅江真 澄の 『氷 魚の 村 君』 によると、 文明 七 年の 旧 

一月 十八 日に 秋 田の 八郎潟で 「狐 館」 を 二度 見た ことが 記されて いる。 そこで は 男女の 立って いる さま や 家の かたち も 

はっきり 見えた。 真 澄 は 蝦夷の 松 前ゃ津 軽の 十三 湖の ほとりで も 蜃気楼 をみ ている。 

(2) 伏 見の 稲荷 大社の 背後の 稲荷山に は 一の 峰、 二の 峰、 三の 峰が ある。 そこに は 頂上まで 朱の 鳥居の トンネルが つづい 

ていた。 そうして そこに は 今日で は 二 万 五 千 もの 「お 塚」 が ある。 一の 峰 を 末広、 二の 峰 を 青木、 三の 峰 を 白菊と 呼ん 

で、 それ こ， ちなん だ 名 まえの 「お 塚」 が 多い。 この 「お 塚」 は 土まん じゅうではなくて、 全部 石碑であって、 そこに 白 

菊大 神と か 白玉 大神 とかの 名前が 刻んで あり、 個人の 崇拝の 対象と なって いる。 このお 塚の 信仰 はすで に 中世に もさ か 

のぼると いわれて いる。 天 正 十七 年に 死んだ 人の 描いた 「稲荷山 山頂 図」 にものつ ている。 このうち、 三の 峰から 古い 

鏡が 出土して いて、 すでに 四 世 記の 後半 ころに は その 地域が 聖域と されて いた こと をた しかめる ことができる、 と 上田 

正 S 氏 はの ベて いる。 この 稲荷山が 御 神体と されて いたのであろう。 そして、 京都で は そこにの ぼる こと を 「お 山す る」 

と 呼んで いる。 ちなみに このお 塚の 信仰 は 和 泉の 葛 葉 神社に も ある。 

(3) 『芦屋 道満大 内鑑』 は 竹 田 出 雲の 作で ある。 享保 十九 年 (一 七三 四) 大坂竹 本 座 初演。 信 太 妻の 伝承 を 集大成した 作 

品。 

(4) 安倍晴明 は 平安時代 中期の 陰陽 家で、 暦術 や 天文の 術に も 通じてい る。 その 呪術 は 当時の 人 を おどろかせて 伝説 中 

の 人物と なった。 延喜 二十 一年 (九 ニー)— 寛 弘ニ年 (一 〇〇 五)。 歌舞伎で は 安倍 保 名と 狐との 間にもう けた 一子と 

されて いる。 

(5) ミサ キ 神の 信仰 は 狐 だけに あるので はない。 神武 東征のと き、 軍の 先導 をした カラス は あきらかに ミサ キ である。 力 

ラス もまた ミサ キ ガラスと いわれて 予言す る 能力 を 評価され ている。 

(6) 折 口 信 夫 『古代 研究』 (民俗学 編 一 ) 「信 太 妻の 話」 

(7) 速 水 保 孝 『憑き もの 持ち 迷信』 によせ た 柳 田の 序文 

(8) 石 塚 尊 俊 『日本の 憑き もの』 

(9) 速 水 保 孝 前掲 書 
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北の 異 族の 匂い 〈鮭〉 

(1) 鮭の こと を アイヌ は カムイ. チヱ ップ (神の 魚) と 呼んで いる。 また チュク • チヱ ップ ともいう。 秋の 魚の 意で ある。 

日本語の 「あき あじ」 という 語 もよ く 使われて いる。 鮭の 雄 を カノ、 雌 を メナと 呼ぶ ところ も ある。 新 潟で は 男 魚 女 魚 

(おなめな) という。 

(2) 鮭 を スケと 呼ぶ ところ は ひろく 分布して いる。 『常 陸 風土記』 の 久玆^ 郡の 条に 「河に 鮭 をと るが ために、 あらためて 

助 川と 名づ く。 俗の ことばに、 鮭の 祖を 謂いて、 須介 となす」 と ある。 ここに 出て くる 助 川 は、 今 も 日立 市の 中の 地名 

としての こって いる。 この 助 川の 渓流で は 江戸 末期で もとき どき 鮭が とれた と 『新 編 常 陸 国 誌』 (中 山 信 名 編) に は 記 

して ある。 同書に は 南部 や 松 前で は 大きな 鮭 をサケ ノスケ、 大きな 鱒 を マス ノスケと 呼んだ と 述べて ある。 サケ とスケ 

の 呼称 は 類縁 関係が あると 思われる。 『常 陸 風土記』 の 時代から 今日に いたる まで スケ という 土地 言葉が 使用され てき 

たこと は 注目され る。 なお 『新撰 字 鏡』 に は 「鮭」、 『和名 抄』 に は 「鮏」 の 字 を 用いて あるが、 中国で は 「鮭」 も 「鮏」 

も サケを 意味す る 字で はない。 

(3) 河 野 広 道 著作 集 1 『アイヌと ト I テム 的 遺風』 

(4) 更科源 蔵 『アイヌの 神話』 

(5) 『アイヌ 民族 誌』 上の 中の 『さけ 漁』 

(6) 犬 飼哲夫 『わが 動物 記』 

(7) 『風土記 日本』 (北海道 篇) の 中の r ュ ー カラの 人び と」 

(8) 打 頭 棒 は魚撲 (なつち) ともいう。 アイヌ 語で は ィサバ キク 二。 鲑 はこの 木幣 (ィ ナウ) を みやげに もらって はじめ 

て 神の 国へ 大手 を ふって かえる ことができ るので ある。 鲑 鱒の 頭 を ありあわせの 木片 や 石ころで 叩けば、 魚の 神が 怒つ 

て、 もう 二度と 魚 を 与えぬ と 信じて いるので、 この 打 頭 棒 はとく に 大事に されて、 漁期 ごとに 新しい もの を 作って 用い、 

用が すめば 戸外の 幣 場に もってい つて、 その 魂 を 天国に おくりかえす。 

(9) 更科源 蔵 『アイヌの 神話』 

(^) 武藤鉄 城 『秋 田郡邑 魚譚』 
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(u) アイヌと 和 人との 交易で 最初の 交換の 比率 は 米 二 斗 入 俵 一俵と サケ百 尾 (五 束) の 割で あつたが、 寛 文 年間に は 七- 

八 升と 五 束に なった。 つまり 鮭の 値 は 米の 値の 四 割にな つてし まった。 こうした 和 人の 不正が 寛 文の アイヌの 反乱 を ま 

ねいた。 

荒ぶ る 山の 神 〈熊〉 

(1) 青森県、 秋田県な ど 狩 を 生業と する 人た ちで、 古く は 山 立 (やまだち) という。 マ タギの 語源に は 諸説が ある。 アイ 

ヌ 語で 狩 を 意味す る マ タクと いう 語が あるが、 四国に おなじ 意味の マ トギ という 言葉が あるので、 アイヌ 語と 速断す る 

わけに はいかぬ と 『民俗学 辞典』 (柳 田 国 男 監修) は 述べて いる。 菅江真 澄 は マタギ はもと マ タハギ で、 マタ というの 

は シナの 木 を 指した。 その マタの 木の 皮をはいで 布に 織り、 繩を なって 使用す る 山 民 を マ タギと 呼んだ と 言い、 宮本常 

1 氏 は 股に なった 木で 鹿な どの 野獣 をと りお さえた からだと 言って いる。 この 股になる 木 はもと は 鹿 角 を 棒の 先にく く 

りつけ たので あつたの かも 分らない。 他方で は マ タギは マ タグ、 つまり 山 跨ぎから きた もので、 山 を 跨いで 歩く ような 

生活 をす るからで あると いう 説 も ある。 山賊 以上に 悪党 だから 又 鬼と いうの は こじつけた 解釈であろう。 

(2) 菅江真 澄 『筆の まに まに』 

(3) 比 立 内の 松 橋 茂 治 氏の 直話。 

(4) これ は マ タギの 開祖と 伝えられ ている 磐 次 磐 三郎の 伝説と して 東北に 流布され ている ものである。 柳 田 国 男 『神 を 助 

けた 話』 参照。 

(5) 『備後 風土記』 によると、 蘇 民 将来と いうたい そうまず しい 男が いたが、 スサ ノォの 神が 宿 を 貸せと いったと ころ、 

ただちに 貸した。 将来の 弟 は 金 持で あつたが、 宿 を 貸さなかった ために 滅ぼされた。 蘇 民 将来の 子孫 だけが 助かった、 

という 話が ある。 これ は 『常 陸 風土記』 にある 次の 話と 照応す る。 二 イナ メの晚 に、 ミ オヤの カミ、 つまり 母の 神が、 

駿 河の 国の 富士の 山に いったと き、 日暮 になった ので 夜の 宿り を 求めた が、 富 士の神 はい ま ニイ ナメの 祭の ために イミ 

ゴ モリして いて 外部の 人 を もてなす こと はで きないと 言って ことわった。 ミ オヤの カミ は、 お前の 親で ある 私 を 泊めな 

いというなら、 今後 一年中 雪 や 霜 を ふらして 寒く し、 登る 人 もない 山と しょうと いきどおった。 それから^ 波の 岳に 登 

つて 反の 宿 を 求めた ところ、 筑 波の 神 は 今宵 は ニイ ナメの 夜で は あるが、 母 神の 仰せに そむく こと はで きないと 言って- 
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心 をつ くして 泊めた。 そこで ミ オヤの カミは よろこんで、 筑 波の 山 は 国人が あつまり、 舞い 歌い、 のみくい する ことが 

絶えない ようにした。 これら 一 連の 説話に はきび しい タブ— の 上に 人間の 親切心と かや さし さ を 置こうと する 古代人の 

心根の めばえが みられる。 

(6) 山 入りに は 三日間 山に 入る の を 三日 山、 五日 間 入る の を 五日 山と いった。 一力 月 以上の 長期に 滞在す るば あい も あつ 

たが、 ふつう は 一回 八日く らい 狩 小屋に とまる。 七日 帰り はよ くないと してたい てい 七晚 泊った。 

(7) 山で 木 を 伐る 者た ちが 六 人 組と 七 人 組の 各 組で 山小屋に 泊って いた。 ある 日 女が 子ども を つれて 夜お そく 小屋に 入つ 

てきた。 七 人 組の 方 は、 女 は 小屋に 泊める ことができな いと 拒絶した が、 六 人 組の 方 は 山で あれ どこで あれ、 今 難儀し 

ている 者 を 助ける の はさし つかえない といって 女 を 泊めた。 その あと、 六 人 組 は 金 もた くさん とれて、 山で ケガ をす る 

もの もなかつ たが、 七 人 組の ほう は 全部が コ ダマ 鼠に なって しまった。 その 女 は 山の 神 さまであった、 という 話が 伝わ 

つてい る。 そこで マ タギが 七 人 あるの を 忌む ようにな つ たと おもわれる。 

(8) 『北方の 古代 文化』 所収の 山 田秀三 氏の 論文 「アイヌ 語族の 居住 範囲」 によると、 青 森、 岩 手、 秋 田の 三 県に は 「内」 

という 語の つく 地名が 四百 位 あると いう。 そこで、 山 田 氏 は アイヌ 語族が 東北 地方に ひろく 住んで いたと 推定して いる „ 

(9) 菅江真 澄 『秀酒 企 乃温濤 (すすきの いでゆ)』。 この 中で 真 澄 は 熊 を イタ チ、 猿 を サネ、 鹿 を カゴ、 ァ オシ シ= 力 モシ 

力 を ケラと 呼ぶ 狩人の 忌言葉に も ふれて いる。 

S 『風土記 日本』 (北海道 篇) 所収 「ュ— カラの 人々」 

(U) モヨ 口 貝塚 はォホ ー ック式 土器 人の 遺跡と して 知られて いる。 貝塚の ほか、 住居 址、 墳墓 群な ど を ふくんで いる。 堅 

穴 住居 址 では 室の 奥まった ところに 祭壇 をもう け、 ク マゃシ 力の 頭骨 を あつめて 積み 並べて いた ことが 判った。 

(^) 大木の 空洞 を タカスと いう。 その 根に あるの が 根 穴で ある。 根ダ カス ともいう。 岩の 穴が 岩穴で あるの はいう まで も 

ない。 土が たかくな つていて その 中に ある 穴が バ フ穴 である。 

§ 松 山義雄 『山国の 神と 人』 

9 千 葉徳爾 『正続 • 狩^ 伝承 研究』 

§ 新潟県 北 魚 沼 郡の 湯 之 谷 村 大湯は 氏神が 熊 野 権現で あるた めに、 熊 は その 神の 使いと 称し、 ここで はぜった いに 熊 を 

捕らず、 熊の 肉 も 食わない。 


9 雪中の 苦難に ついては 菅江真 澄 は 彼の 見聞 を 次のように 伝えて いる。 秋 田の マ タギは 雪が 降る と、 深山に 分け入って 

力 モシ 力 を 追い、 春の 固い 核 雪 を カンジ キで 踏んで 熊 を 追い、 タテ (ャリ ) で 獲物 を 突き ころす。 マタギ はいつ も 布で 

乍った 袋の 中に カネ 餅と いう もの を 入れて 腹 巻と して 身に つけて いる。 大雪に 降り こめられて、 同士に も 会えない よう 

な ときには、 雪の 中に 野宿す る こと も 出て くる。 腹が 空いても クサ ノミ (米の マタギ 言葉) を 食う ことができな いので、 

腹 巻から カネ 餅 をと り 出して 食い、 いのち をつな ぐ。 

(U) 田 淵 実 夫 『ちちし ろ 水』 

(S ン 大藤 ゆき 『児 やらい』 によせ た 柳 田 国 男の 序文 代りの 文章。 その 中で 柳 田 は 次のように 書いて いる 「近 ごろ 飜 訳せ 

られた バイ コフの 『森の 王』 の 中に も、 たしか 虎のお 母さんが、 仔 虎の 食物に 夢中に なって ゐる隙 を 見て、 そっと 住つ 

てし まふ ことが 書いて ありまし たが、 日本で も 熊 は、 仔 熊 を 三 歳まで は 連れ あるく ことがあって、 四 歳の 春の 雪 解 に 

穴 を 出る とき、 その子と 別れる ことにな つて ゐ ます。 その 方法 は 北満の 虎よりも 素朴で、 たいてい はこ わい 顔 をして 咬 

むの だそう であります。 越後から 会津 にかけ ての 山地で は それ を ャラヒ とい ひ、 さう して 母と 別れた 子 を ヤン ゴ または 

ャ ラヒゴ とい ふこと は、 私と 倉 田 君と で 集めた 『分類 山村 語彙』 にも 出て をり ます。」 
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私の 戦後の 请神史 —— それ を 語る 機会 は 別にあろう。 ここで は 一言 だけ 云って おきた レ 

私の戦^^の個人史は、 薄明の 中の 彷徨の あと、 外国 直輸入の 思想に 対する 疑念と 警戒の 念 

を もちながら、 日本に 再 接近 を 試みた 一 日本人の たどたどしい 軌跡で ある。 

そうして いるう ち、 私 は 柳 田 国 男の 著作と 出会い、 日本人と は 何 か、 日本人の 根底に は 

どのような 世界観 や 死生観が 横たわって いるか を 知る 糸口 をつ かんだ。 私 は 一 九 六 八 年 か 

ら物 書きと して その 問い を 私な りに 解いて い こうと した。 

物 書きになる 前の 一年 有半、 私 は 入院 生活 を 余儀なく させられ ていた。 そのと き、 こん 

ど 艮ー浣 したら 息の つづく 限り 走って みょうと ひそかに 決心 を かためて いた。 一 つの 問いに 

対する 答え は あらたなる 問い を 生む。 それが 私 を 先に 進ませる 原動力 だ つ た。 

私 は 原稿 書きと 旅行の 生活の くりかえし をつ づけた。 疑問 をと くに はどうしても 現場 を 

知り、 現地 をたず ねなければ ならない というの は 民俗学の 鉄則で ある。 そこで 月のう ち 十 

日 は 旅行し、 疲れ果てて かえって は、 原稿 を 書き、 それが 終る とまた 外に 飛び出し ていく、 

. らしの 連続であった。 
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砂州の 突端に まば ゆい 光 を 押し あげてく る 潮の ような 感情に 身 を まかせて、 いつしか 十 

二 年の 歳月が すぎた。 

ひたむきに 書きつ づけて きた 私に 一 つの 悔いが 残る とすれば、 物 書きの 仕事の ために、 

他の すべ て を 犠牲に したと いう ことで ある。 今と なつ て はも はや 取り返す 術 もない 歳月が 

流れて しま つ た。 しかし その 歎きと 引き換えに 残った 著作の かずかず …… それが どのよう 

な もので あれ、 それに 対する 私の 愛着 は 深い。 よくも あしく も、 一人の 人間の 証明と して、 

これ だけの ものが 残ったの だ。 

昨年 「青銅の 神の 足跡」 とそれ に つづく 「鍛冶屋の 母」 を 上梓した とき、 私の 物 書きの 

生活に ひと 区切りが ついた という 気がした。 これまで 発表した もの は、 その ときどきに 新 

聞 や 雑誌な どに 書いた もの を まとめて い つ た 書物が ほとんど である。 したが つ て 私 はいつ 

かそれ を 主題 ごとに 整 序し 体系化す る こと を 夢見て いた。 著作 集と して あらたな 分類 をす 

れば 私が 追ってき た 世界の 輪郭 はもつ と 明確になる であろう。 それ は 今後の 私の 飛躍の 足 

台に もな ろう。 私 は 著作 集 を 出したい という 出版社の 希望 を 容れる 時期が 到来した と 判断 

した。 


私の 生きる 時代 は、 柳 田 や 折 口の 時代と はまる でちがった 状況の 中に ある。 柳 田 つづい 

て 折 口が 沖 織の 土 を 踏んだ 一九二 一  年 (大正 十 年) は 私が 生まれた 年に あたる。 その 時から 

すれば 六 〇 年 近くの 歳月が 隔 つてい る。 
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とくに 私が 民俗学 研究に 志した 高度 経済成長 下の 戦後 社会の 変貌 はいち じる しい。 触 目 

する 事物の 中から 民間伝承 を 拾い あげて いれば それです む 時代 は 確実に すぎた。 民俗 現象 

の 衰退 は 民俗学の 危機で も ある。 そのと き 民俗 研究者の 意識 は 柳 田 や 折 口 の 時代と はまた 

ちが つ たもの がなければ ならぬ。 そうした 自覚の あるな しが 今後の 民俗学の 道 を 決定す る 

であろう という 思いが 私に は ある。 

ともあれ、 この 著作 集 は 民俗、 古代、 沖 縛、 常 民の 主題 を 追求した 私の これまでの 決算 

報告で ある。 

さいごに こ の 著作 集 を 上梓す るに あた つて 三 一 書房の 竹 村 社長なら び に 著作 集 編纂の 任 

にあたってい ただいた 増 田 政 巳 氏に 深い 感謝の念 を ささげる。 

1 九 八 〇 年 八月 

谷川 健 一 
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本 著作 集 は、 著者の 一九 七 九 年までの 著作より、 小説お よび 講演 • 対談 を 除く 民俗学 • 古代 学 をめ ぐる 諸 論 稿 を 中心に 収録 

した。 それぞれの 論 稿の テ— マと 内容に そって、 「民俗学 篇」 一 上 一一、 「古代 学篇」 一 丄ー、 「沖 織 学篇」 「女性 史篇」 各 一 に 分 

類した。 これまで 単行本と して まとめられて いるもので、 そのまま 収録した ものと、 各篇に 分けて 収録した ものと が ある。 

第 一 巻 は、 『魔の 系譜』 (紀 伊国屋 書店 刊 一九 七 一年) 『神 • 人間 • 動物』 (平凡 社刊 一 九 七 五 年) を 収録した。 

それぞれの 初出 雑誌 は 次のと おりで ある。  ， 

「魔の 系譜」 

怨念の 序章 I 『伝統と 現代』 一 九 六 九 年 一 月 号  、 

聖 なる 動物— 同 右 一九 六 九 年 十二月 号 原題 r 聖 なる 動物た ち」 

崇徳 上皇— 同 右 一九 六 九 年 二月 号、 三月 号 

パス チヤ ン考 I 同 右 一 九 六 九 年 八月 号、 九月 号 

仮面と 人形— 同 右 一 九 六 九 年 四月 号 

再生と 転生— 同 右 一 九 六 九 年 六、 七月 合併 号 

地霊の 叫び I 同 右 一 九 六 九 年 十月 号 

魂虫譚 —同 右 一 九 六 九 年 五月 号 

犬神考 I 『芸術 生活』 一 九 七 〇 年 三月 号 

狂 笑の 論理— 同 右 一 九 六 九 年 十月 号 

装飾 古墳— 『展望』 一 九 六 九 年 九月 号 


「神 • 人 間 • 動物」 

遠 野から I 『アニマ』 一 九 七 四 年 一 月 号 原題 「動物 民俗 誌プ 口  P 1 グ 遠 野から」 

霊界 を はばたく 使者 〈白鳥〉 I 同 右 一九 七 四 年 二月 号 原題 「動物 民俗 誌① 霊界 を はばたく 白鳥」 

海 を 照らす 神し き 光 〈海蛇〉 —同 右 一 九 七 四 年 三月 号 原題 「動物 民俗 誌② ゥミ へ ビの ゆくえ」 

海神の 娘 〈鮫〉 I 同 右 一九 七 四 年 四月 号 原題 「動物 民俗 誌③ サメは 海神の 娘」 

もの 言う 南海の 人魚 〈儒艮〉 I 同 右 一 九 七 四 年 五月 号 原題 「動物 民俗 誌④ 人面 魚 体の もの 言う 魚」 

狩に 騒ぐ 太古の 血 〈鹿〉 I 同 右 一九 七 四 年 六月 号 原題 「動物 民俗 誌⑤ 鹿 狩に 太古の 血 は 騒ぐ」 

黄泉への 誘い 鳥 〈鵜〉 —同 右 一 九 七 四 年 七月 号 原題 「動物 民俗 誌⑥ 黄泉へ の 通い路 を 導く 鳥、 鵜」 

不死と 再生の 象徴 〈蛇〉 —同 右 一九 七 四 年 八月 号 原題 「動物 民俗 誌⑦ 『可畏 き 神』 に 不死と 再生 を 祈る」 

狩 言葉に 満ちた 世界 〈猪〉 I 同 右 一 九 七 四 年 九月 号 原題 「動物 民俗 誌⑧ 猪と ともに 生きる 山の 民」 

葛 葉の 神秘と 幻想 〈狐〉 —同 右 一 九 七 四 年 十月 号 原題 「動物 民俗 誌⑨ 薄明に た ゆとう 狐の 神秘」 

北の 異 族の 匂い 〈鮭〉 I 同 右 一九 七 四 年 十一月 号 原題 「動物 民俗 誌⑩ 鮭に は 北の 異 族の 句い が ある」 

荒ぶ る 山の 神 〈熊〉 I 同 右 一 九 七 四 年 十二月 号 原題 「動物 民俗 誌⑪ 荒ぶ る 山の 神、 熊」 
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